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https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels

HP Software Solutions統合とベストプラクティス
HP Software Solutions Now（https://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp）では、HPソフトウェアのカタログ記載製
品がどのような仕組みで連携、情報の交換、ビジネスニーズの解決に対応するのかご確認いただけます。

Cross Portfolio Best Practices Library（https://hpln.hp.com/group/best-practices-hpsw）では、ベストプラクティスに関する
さまざまなドキュメントや資料をご覧頂けます。
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アドイン・ガイドにようこそ
HP Unified Functional Testing アドイン・ガイドでは，UFT アドインおよび標準
Windows テスト・サポートの設定方法と操作方法について説明し，GUI テストおよ
びビジネス・コンポーネントを使用して，サポートされている任意の環境をテス
トできるようにします。本書はGUI テスト・アドインを使った作業と Windows
ベースや Web ベースのアドインを使用する際の特別な局面について説明する導入
部分から始まります。概要の項では，アドイン名はアルファベット順に表示され
ています。

本書の情報，例，画面キャプチャは，特に GUI テストで作業するものに的を絞っ
ています。しかし，多くの情報はキーワード・コンポーネントおよびスクリプ
ト・コンポーネントにも同様に適用されます。BPT を使用する特定のアドインの
使用に固有の情報については，そのことを記載しています。

注: キーワード・コンポーネントおよびスクリプト・コンポーネントは，HP
BPT の一部で，アプリケーションのテストにキーワード駆動型の方法論が使用
されます。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイ
ド』の BPT の使用についての項を参照してください。

UFT Add-in Extensibility を使用するユーザのために，UFT では，Delphi，
Java，.NET，または Web など，サポートされている環境のためのサードパーティ
製コントロールおよびカスタム・コントロールに対する UFT サポートを拡張する
方法について説明する開発者ガイドも提供しています。詳細については，関連す
る Add-in Extensibility ガイドを参照してください。［スタート］＞［すべてのプロ
グラム］＞［HPSoftware］＞［HP Unified Functional Testing］＞［Extensibility］
＞［Documentation］ または <UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibilityか
らアクセスできます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。
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対象読者
本書は，すべてのレベルの UFT ユーザを対象としています。読者は，機能テスト
の概念およびプロセスについてある程度理解していて，テストするアプリケー
ションの側面を把握している必要があります。

また，各 UFT アドインでは，オブジェクト・リポジトリ，キーワード・ビュー，
チェックポイントおよび出力値ステップなど，一般的に使用される UFT 機能を利
用するため，UFT アドインでの作業を開始する前に，少なくともこれらの概念の
基本事項について理解しておく必要もあります。

本書では，ユーザが UFT の機能とオプションについて知識があることを想定して
います。本書では，特定の GUI テスト・アドインで作業するときに UFT に追加さ
れる機能または変更，およびその他のアドイン固有の考慮事項とベスト・プラク
ティスについて説明します。

本書は， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』および『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』と組み合わせて使用してください。

UFT のガイドとリファレンス
次の表は，UFT のガイド，オンライン・ヘルプ，リファレンスのリストです。

注：下記のガイドの更新状況のチェックには，HP ソフトウェア製品マニュア
ル Web サイト（https://softwaresupport.hp.com/group/softwaresupport/search-
result）をご利用ください。

はじめに

リファレンス 説明

新機能 Unified Functional Testing の最新バージョンの最新機能を説
明します。

［新機能］には，Unified Functional Testing の［ヘルプ］メ
ニューからもアクセスできます。

アドイン・ガイド
アドイン・ガイドにようこそ
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リファレンス 説明

製品ムービー 主要な製品機能を紹介するショート・ムービーを視聴する
には，リンクをクリックするか、［ヘルプ］＞［製品ムー
ビー］を選択してください。

Readme Unified Functional Testing に関する最新ニュースおよび最新
情報が記載されています。

最新版の Readme ファイルは，HP ソフトウェア・マニュア
ル Web サイト
https://softwaresupport.hp.com/group/softwaresupport/search-
result?keyword=（HP Passport が必要）から入手してくださ
い。

UFT PAM 使用可能製品マトリクス（PAM）には，このバージョンの
UFT でサポートされるテクノロジと統合に関する最新情報
があります。

UFT チュートリア
ル

UFT チュートリアルは，印刷可能な自習用のガイドです。
複合アプリケーションの GUI テスト，API テスト，フル UFT
テストを手順に従って作成できます。

Web アプリケー
ション用 GUI テ
スト・チュート
リアル

『Web アプリケーション用 GUI テスト・チュートリアル』
は，印刷可能な自習用のガイドです。Web アプリケーショ
ンの GUI テストを手順に従って作成することで，テスト環
境に習熟することができます。

PDF ガイド

ガイド 説明

UFT ユーザー
ズ・ガイド

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』では，UFT
を使用してアプリケーションをテストする方法を説明します。
テストの作成・デバッグ・実行の方法と，テスト・プロセス中
に検出された不具合の報告の方法を順を追って説明します。

アドイン・ガイド
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ガイド 説明

Run Results
Viewer

『HP Run Results Viewer ユーザーズ・ガイド』では，Run
Results Viewer を使用して，GUI または API テストのテスト結果
を解釈して使用する方法について説明します。

UFT インス
トール・ガイ
ド

『HP Unified Functional Testing インストール・ガイド』には，
UFT をスタンドアロンのコンピュータにインストールしセット
アップするための詳細な手順が順を追って記載されています。

UFT クイッ
ク・スタート

『UFT インストール・クイック・スタート・シート』は，UFT
の基本インストールを実行する手順について説明しています。

License Server
インストー
ル・ガイド

『Concurrent License Server インストール・ガイド』では，HP
Functional Testing Concurrent License Server のインストールと保
守を行う際に必要な情報が提供されます。

UFT アドイ
ン・ガイド

『HP Unified Functional Testing アドイン・ガイド』は，UFT アド
インのサポートと標準的な Windows テストのサポートをセット
アップする方法について説明しています。アドインにより，GUI
テストとビジネス・コンポーネントを使用して，サポートされ
るあらゆる環境をテストできます。

新機能 Unified Functional Testing の最新バージョンの最新機能を説明し
ます。

セキュリ
ティ・リファ
レンス

UFT 使用の際のセキュリティ関連情報などを説明します。

リファレンス

リファレンスへのリンクは，UFT オンライン・ヘルプのホーム・ページにありま
す。

アドイン・ガイド
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リファレンス 説明

Object Model
Reference

『Object Model Reference for GUI Testing』には，各 UFT テス
ト・オブジェクトの説明，メソッドとプロパティのリス
ト，構文，例，認識プロパティがあります。

VBScript Reference VBScript スクリプトの作成に使用するオブジェクト，メ
ソッド，プロパティ，関数などの要素について説明する
Microsoft の Visual Basic Scripting のドキュメントです。

Automation Object
Model Reference

UFT を別のアプリケーション内から制御できるようにする
オブジェクト，メソッド，プロパティがリストされていま
す。

Object Repository
Automation
Reference

UFT 共有オブジェクト・リポジトリとその内容を UFT の外
側から操作するためのオブジェクトについて説明していま
す。

Run Results
Schema Reference

実行結果の XML スキーマの構造を詳細に示し，その XML レ
ポートで使用される要素と属性について説明しています。

Test Object
Schema Reference

テスト・オブジェクト設定 XML のコンテンツの作成で使用
する要素と属性について説明するリファレンスです。UFT
Extensibility プロジェクトを作成するときに使用します。

Object Repository
Schema Reference

オブジェクト・リポジトリ・スキーマのために定義される
要素と複合型について説明しています。

その他のオンライン・リファレンスについては，PDF ガイドの「ようこそ」の項
を参照してください。

アドイン・ガイド
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その他のオンライン・リソース
次のオンライン・リソースが利用可能です。

リソース 説明

HP ソフト
ウェア・サ
ポート・オン
ライン

HP ソフトウェア・サポート Web サイト
（www.hp.com/go/hpsoftwaresupport）。アクセスするには，
［ヘルプ］＞［HP ソフトウェアサポート］を選択します。

注: 一部のサポートを除き，サポートのご利用には HP
Passport ユーザーとしてご登録の上，サインインしていた
だく必要があります。また，多くのサポートのご利用に
は，サポート契約が必要です。HP Passport ユーザ ID の登録
は，次の場所で行います。
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

テスト・
フォーラム

l GUI テスト： http://h30499.www3.hp.com/t5/Unified-
Functional-Testing/bd-p/sws-Fun_TEST_SF

l API テスト：http://h30499.www3.hp.com/t5/Service-Test-
Support-and-News/bd-p/sws-Serv_TEST_SF

l BPT: http://h30499.www3.hp.com/t5/Business-Process-
Validation/bd-p/sws-BPT_SF

UFT 製品ペー
ジ

HP Unified Functional Testing 製品ページ
（http://www8.hp.com/us/en/software-solutions/unified-
functional-testing-automated-testing/index.html）。ここには，
UFT に関する情報や関連リンクがあります。アクセスするに
は，［ヘルプ］＞［便利なリンク］＞［製品ページ］を選択し
ます。

アドイン・ガイド
アドイン・ガイドにようこそ
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リソース 説明

トラブル
シューティン
グとナレッ
ジ・ベース

トラブルシューティング・ページ
（http://h20230.www2.hp.com/troubleshooting.jsp）。HP ソフト
ウェア・サポート Web サイト の セルフソルブ技術情報検索 で
検索できます。アクセスするには，［ヘルプ］＞［ ナレッジ
ベース］または［トラブルシューティング］を選択します。

HP ソフト
ウェア・コ
ミュニティ

HP IT Experts Community サイト
（http://h10124.www1.hp.com/campaigns/IT_
Experts/pages/home.html）。ここでは，他の HP ソフトウェ
ア・ユーザと対話し，HP ソフトウェアに関する記事とブログを
読み，他のソフトウェア製品のダウンロードにアクセスできま
す。

HP マニュア
ル・サイト

HP ソフトウェア製品マニュアル Web サイト
（http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals）。ここで
は，選択した HP ソフトウェア製品の最新のドキュメントを検
索できます。アクセスするには，［ヘルプ］＞［便利なリン
ク］＞［HP マニュアルサイト］を選択します。

新機能 UFT の新機能のヘルプ。このバージョンの UFT の新機能と強化
された点が記載されています。

製品ムービー UFT HPLN (HP Live Networks) ページ
（https://hpln.hp.com/page/uft-120-videos）。ここには製品の
ムービーがリストされています。

HP ソフト
ウェアWeb
サイト

HP ソフトウェア・サポート Web サイト
（www.hp.com/go/hpsoftwaresupport）。ここでは，HP ソフト
ウェアが提供する製品，サービス，サポートに関する詳細情報
をご覧いただけます。新しいソフトウェアのリリース，セミ
ナー，展示会，カスタマ・サポートなどの情報も含まれていま
す。

アドイン・ガイド
アドイン・ガイドにようこそ
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次のサンプル・アプリケーションには，［スタート］メニューからアクセスでき
ます。これらのアプリケーションは，本書で説明する多くの例の基礎となりま
す。

l Mercury Tours サンプル Web サイト：この Web サイトの URL は
http://newtours.demoaut.com です。

l フライト予約アプリケーション［スタート］メニューからアクセスするには，
［すべてのプログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified Functional Testing］
＞［Sample Applications］＞［Flight API］または［Flight GUI］を選択します。

これらのアプリケーションはファイル・システム <UFT インストール・フォル
ダ\samples\Flights Appilcation\FlightsGUI.exe（Flight GUI アプリケーション）ま
たは<UFT インストール・フォルダ>\samples\Flight_Application\FlightsAPI.exe
（Flight API アプリケーション）からも入手できます。

アドイン・ガイド
アドイン・ガイドにようこそ
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概念

UFTアドインのサポート -概要

UFT アドインは，さまざまな開発環境のアプリケーションを対象としたテストお
よびビジネス・コンポーネントの作成と実行を支援します。アドインをロードす
ると，対象の開発環境のアプリケーションに対して，ほかのアプリケーションで
行うのと同様に，テストまたはビジネス・コンポーネントを記録して実行できる
ようになります。UFT アドインを使用すれば，専用のメソッド，プロパティ，お
よびさまざまな専用のオプションを使って，アプリケーションに最も適したテス
トまたはビジネス・コンポーネントを作成できます。

UFT のインストール時に UFT アドインをインストールできます。または，インス
トール・プログラムを変更モードで再度実行して後からインストールすることも
できます。アドインのインストールとロードの詳細については，「UFT アドイン
の管理方法」(40ページ)を参照してください。

UFT を開くと，Unified Functional Testingの「［アドイン マネージャ］ダイアロ
グ・ボックス」（44 ページを参照）を使用して，インストールされたアドインの
どれをロードするかを選択できますが，パフォーマンスを最大にするために，テ
スト・セッションで必要なアドインだけをロードすることをお勧めします。

UFT には，標準 Windows アプリケーションをテストするためのサポートが組み込
まれています。標準 Windows テスト・サポートは，UFT を開くと自動的にロード
されます。

UFT のライセンスで，UFT アドインの使用を含むすべての UFT の機能を使用でき
ます。UFT とともに，リリースされているすべてのアドインの最新バージョンを
使用できます。9.5 以前のバージョンからアップグレードする場合は，ライセンス
のあるアドインのみを利用できます。インストールされたアドインの中でライセ
ンスを所有していない追加のアドインは，「［アドイン マネージャ］ダイアロ
グ・ボックス」で無効化されます。アドインのインストールおよびライセンスの
詳細については， 『HP Unified Functional Testing インストール・ガイド』を参照
してください。詳細については，「アドインのライセンス」(32ページ)を参照し
てください。
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テストまたはコンポーネントでのアドインの使用

l キーワード・ビュー，ステップ・ジェネレータ，エディタを使用すると，環境
固有のテスト・オブジェクトおよびネイティブ（実行環境オブジェクト）の操
作をアクティブにして，プロパティの値を取得および設定し，そのオブジェク
トが存在することを確認できます。

l 環境に固有のチェックポイントおよび出力値を使用すると，テストとビジネ
ス・コンポーネントを拡張できます。 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』のチェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 一部の UFT アドインに対しては，ActiveScreen のキャプチャ設定をカスタマイ
ズできます。カスタムの ActiveScreen 設定を適用すると，以前のキャプチャ・
レベル設定が，［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クス内のすべての設定で上書きされます。特定の設定だけをカスタマイズする
場合は，［リセット後の値］オプションを使用して，ほかのすべての設定で選
択したキャプチャ・レベル設定が使用されていることを確認し，必要な設定を
個別に修正します。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』でActiveScreen キャプチャのカスタム設定オプションに関する項
を参照してください。

利用可能なアドイン環境

l 複数の UFT アドインが，標準的な Web（HTML），Siebel，.NET Web Forms，お
よび Web ベースの SAP のオブジェクトなど，Web アプリケーションで一般的
に使用される特別なオブジェクトをサポートするように設計されています。こ
れらのアドインは，Web ベースのアドインとして知られています。Web ベース
のアドインで利用できるインタフェース・オプションなどの機能は，多くの場
合同じかまたは類似しています。これらの Web 特有の機能については「Web
ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)で説明します。

l UFT は，.NET Windows Forms，Windows Presentation Foundation，PowerBuilder，
SAP GUI for Windows，VisualAge Smalltalk，Stingray など，一般に Windows アプ
リケーションの一部である特別なオブジェクトをサポートするために設計され
た一連のアドインを提供しています。これらのアドインは，Windows ベースの

アドイン・ガイド
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アドインとして知られています。Windows ベースのアドインで利用できるイン
タフェース・オプションなどの機能は，多くの場合同じかまたは類似していま
す。これらの Windows 特有の機能については「Windows ベース・アプリケー
ションのサポート」(133ページ)で説明します。

本項の内容

UFT アドインのロード 31

アドインのライセンス 32

UFT アドインを使用する際の考慮事項 33

UFT アドインのロード

さまざまな環境で開発されたアプリケーションをテストするには，関連する UFT
アドインが，テストおよびビジネス・コンポーネントを作成して実行するコン
ピュータにインストールされロードされていることを確認する必要があります。
関連するアドインをロードすると，その環境で UFT の作業ができるようになりま
す。

UFT を起動すると，「［アドイン マネージャ］ダイアログ・ボックス」（44 ペー
ジ）が開きます。このダイアログ・ボックスには，インストールされているすべ
てのアドインの一覧と，各アドインで使用されているライセンスが表示されま
す。シート・ライセンスのアドインを使用している場合，ライセンスが期限切れ
となるまでの残り日時も表示されます。

複数の UFT アドインがインストールされている場合は，UFT セッションの開始時
にロードするアドインを指定できます。標準の Windows ベースのオブジェクトだ
けをテストする場合は，アドインのサポートなしで UFT をロードすることもでき
ます。

UFT が開いた状態で，特定のアドインがインストールされていることを確認する
には，［ヘルプ］＞［Unified Functional Testing のバージョン情報］を選択しま
す。ロード済みのアドインは，アドインのリストの中で横にチェックマークが付
いています。

ヒント: Web Services Add-in は後方互換性のためだけにサポートされており，
標準設定では有効になっていません。新しいテストとコンポーネントでは，

アドイン・ガイド
第1章: UFT アドインの概要

HP Unified Functional Testing (12.02) 31 ページ



Web サービス・テストの目的に UFT の API テスト ソリューションを使用でき
ます。前に作成したテストに Web サービス・アドインを使用する場合は，HP
ソフトウェア・サポートにお問い合わせください。

アドインをロードすると，対応する環境で使用するオブジェクトが UFT によって
認識されます。多くの場合，アドインをロードすると新しいユーザ・インタ
フェース・オプションと機能が UFT に追加され，また開発環境内でのオブジェク
トを使った作業用に設計された一連のテスト・オブジェクト，メソッド，および
プロパティなど，そのアドインのオブジェクト・モデルに対するサポートが追加
されます。これらのオブジェクト，メソッド，およびプロパティの詳細について
は，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の関連する項を参照してくだ
さい（［ヘルプ］＞［HP Unified Functional Testing ヘルプ］を選択します）。

アドインのライセンス

UFT を起動したとき，特定のアドインに対してアドイン・ライセンスがまだイン
ストールされていない場合，そのアドインは，「［アドイン マネージャ］ダイア
ログ・ボックス」（44 ページを参照）の［ライセンス］カラムに「ライセンスな
し」と表示されます。サブネット内のコンカレント・ライセンス・サーバに特定
のアドインのライセンスが登録されていない場合，またはすべてのコンカレン
ト・ライセンスが使用中である（そのため使用不能である）場合，アドインが
「ライセンスなし」と表示される場合があります。このような場合，
LSFORCEHOST または LSHOST 変数を使用して，該当するアドイン・ライセンスが
インストールされているサブネット外部のコンカレント・サーバへ利用可能な場
合に接続することができます。コンカレント・ライセンス・サーバへの接続に関
する詳細については， 『HP Unified Functional Testing インストール・ガイド』を
参照してください。

現在ロードされているすべてのライセンス済みアドインのライセンスの詳細を，
［Unified Functional Testing のバージョン情報］ダイアログ・ボックス（［ヘル
プ］＞［Unified Functional Testing のバージョン情報］）に表示することもでき
ます。

l シート・ライセンスでは，各ライセンスの種類が表示されます。ライセンスの
種類には，「体験版」，「恒久」，「コミュータ」，および「期間限定」があ
ります。「体験版」，「コミュータ」（コンカレント・ライセンスで使用），
および「期間限定」UFT シート・ライセンスでは，ライセンスが期限切れとな
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るまでの残り日時も表示されます。

l コンカレント・ライセンスでは，各ライセンスに使用されるコンカレント・ラ
イセンス・サーバの URL またはホスト名が表示されます。

l シート・ライセンスとコンカレント・ライセンスを切り替えるには，［ライセ
ンスの変更］をクリックします。UFT およびロードされているすべてのアドイ
ンに対して（シートとコンカレントのどちらも），セッションあたり 1 つのラ
イセンスのみ使用できます。ライセンスの種類，インストール，変更について
は， 『HP Unified Functional Testing インストール・ガイド』を参照してくださ
い。

UFT アドインを使用する際の考慮事項

UFT アドインのロードおよび使用時には，次のことを考慮します。

アドインのインストールとロード

l UFT で，対応する環境のオブジェクトを認識できるようにするには，アドイン
をインストールしロードする必要があります。アドインをロードするには，
UFT の起動時に開く「［アドイン マネージャ］ダイアログ・ボックス」（44
ページを参照）でアドインを選択します。

l アプリケーションのテスト時のパフォーマンスを最適化するために，必要なア
ドインだけを使ってロードすることをお勧めします。たとえば，Web アプリ
ケーションと .NET アプリケーションに関連するプロセスのテストが必要な場合
は，Web Add-in と .NET Add-in だけをロードします。すべてのアドインを使う必
要がない限り，すべてのアドインをロードしないようにしてください。注意を
促すために，3 つを超えるアドインを選択すると，アドイン・マネージャ下部
のヒントが赤色のテキストに変わります。

l 一部の UFT アドインでは，インストールの完了後に追加の設定を行う必要があ
ります。同様に，一部の環境では UFT とのやり取りのための設定が必要な場合
があります。設定要件がある場合は，関連する環境ごとに導入の項で説明しま
す。

l UFT を開く前に開かなければならないアプリケーションもありますが，UFT を

アドイン・ガイド
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開いてから開かなければならないものもあります。こうした要件については，
関連する環境ごとに導入の項で説明します。

l .NET オブジェクトが含まれていないアプリケーションをテストするとき
は，.NET Add-in をロードしないことを強くお勧めします。

l テストまたはビジネス・コンポーネントを開くと，UFT により，現在ロードさ
れているアドインとテストまたはコンポーネントのアプリケーション領域に関
連付けられたアドインが比較されます。一致しない場合は，警告メッセージが
表示されます。ロードしたアドインとインストールしたアドインのマッチング
の詳細については，「ロードされているアドインと関連アドインの一致」(40
ページ)を参照してください。

アドインによる ALM からの UFT の実行

l ALM から UFT テストを実行すると，ALM はテストに関連付けられたアドインを
ロードするように UFT に指示します。

ALM でテストを作成して UFT では作成しなかった場合，そのテストには作成時
に選択したテンプレート・テストに指定された設定が含まれます。関連アドイ
ンを変更する必要がある場合は，UFT でテストを開くことにより実施できま
す。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
テンプレート・テストの項を参照してください。

l ALM から UFT テストを実行する前に，UFT テストを実行するコンピュータに必
要な UFT アドインがインストールされていることを確認してください。

アドイン用の記録と実行の設定 -概要

アプリケーションでテストの記録または実行を行う前に，［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックスを使用して，テストの記録または実行の開始時にどの
アプリケーションを開くかを UFT に指定できます。

Windows ベース・アプリケーションには，記録，実行，およびオブジェクト・ス
パイのセッション中に UFT で認識する特定のアプリケーションを指定するものも
あります。たとえば，セッションの記録または実行を開始するときに，UFT で特
定のアプリケーションを開くように選択できます。

アドイン・ガイド
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記録と実行のオプションは，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスまた
は環境変数を使って設定できます。

新しいテストの記録を開始するたびに［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスが自動的に開き，設定がそのテストに保存されます。その後，既存のテスト
で追加の記録または実行セッションを実行するときには，［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックスは開きません。これは，保存された記録と実行環境設
定が UFT によって自動的に適用されるためです。

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス（［記録］＞［記録と実行環境設
定］）を使用すると，任意のセッションの前に記録または実行環境設定を変更で
きます。

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスには，常に［Windows
Applications］タブが含まれています。ロードされているアドインに対応するタブ
がほかに含まれている場合もあります。アドインで使用する［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックスのタブの詳細については，関連するアドインの章を参
照してください。

記録と実行環境設定の定義の詳細については，関連するアドイン環境の項（たと
えば，標準の Windows ベース・アプリケーションをテストしている場合は，
「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック
ス）」(157ページ)）を参照してください。

本項の内容

記録と実行環境設定の定義に関する考慮事項 35

記録と実行の設定での環境変数 37

記録と実行環境設定の定義に関する考慮事項

l ActiveScreen のキャプチャ・レベルの設定（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ActiveScreen］表示枠）は，テストの記録時間と，テス
トの編集時の ActiveScreen の機能性に重大な影響を与える可能性があります。
選択されたレベルがテストのニーズに見合ったものであることを確認します。
詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
ActiveScreen オプションの設定に関する項を参照してください。
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l いくつかのアドイン環境用に［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの
対応するタブを使用して，記録と実行の設定を行うことができます（アドイン
がインストールされロードされている場合にのみ表示されます）。記録と実行
環境設定の詳細については，

n Windows ベース・アプリケーションの場合は，「Windows ベース・アプリ
ケーションの記録と実行環境設定」(136ページ)を参照してください。

n Web ベースの環境の場合は，「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(116ページ)を参照してください。

n その他の環境については，関連するアドインに関する章を参照してくださ
い。

特定のアプリケーションのタブで適切な設定を行うのに加えて，ダイアログ・
ボックス内のほかのタブの設定も適切であることを確認する必要があります。

推奨される設定を以下に示します。

n ［Windows Applications］タブ：実行するのが Windows ベース・アプリケー
ションでない場合は，［指定したアプリケーションだけで記録して実行す
る］を選択し，3 つのチェック・ボックスがすべてクリアされていることを
確認します。

n その他のタブ（表示される場合）：開いているすべてのアプリケーションを
対象として記録と実行を行うオプション（各タブの上側のラジオ・ボタン）
を選択します。

これらの設定は記録および実行セッションには直接影響しませんが，記録セッ
ション中に Windows アプリケーション（電子メールなど）に対して実行された
操作が誤って記録されるのを防ぐことができます。また，これらの設定によ
り，Windows ベース・アプリケーションを対象とするテストの記録または実行
時に，UFT が不要なアプリケーションを開かないようになります。

l 記録と実行に関するオプションを設定し，記録と実行のセッションの開始時に
アプリケーションが実行されないようにできます。この場合，アプリケーショ
ンが確実に認識されるようにするため，UFT を起動した後でアプリケーション
を起動する必要がある場合があります。詳細については，関連するアドインに
関する章を参照してください。
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l 記録と実行の設定をしたら，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス
は，次にそのテストの記録操作を行うときには表示されません。必要に応じ
て，［記録］＞［記録と実行環境設定］を選択し，［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックスを開きます。

記録と実行の設定を以降の記録セッションのために変更したときには，テスト
を実行する前に，最初のステップに必要な設定に戻してあることを確認しま
す。

次のような場合には，記録と実行のオプションの設定または変更を行います。

n テスト内の 1 つまたは複数のステップを記録済みで，記録を続行する前に設
定を変更したい。

n ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで以前に設定したのとは別の
アプリケーションでテストを実行したい。

l 記録と実行の詳細を指定するために環境変数を定義した場合は，これらの値が
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの値に優先します。詳細につい
ては，「記録と実行の設定での環境変数」(37ページ)を参照してください。

記録と実行の設定での環境変数

あらかじめ定義された専用の環境変数を使ってテストに使うアプリケーションま
たはブラウザを指定できます。これは，異なる環境でアプリケーションがどのよ
うに機能するかをテストする場合に便利です。たとえば，Web アドレスの異なる
同一のまたはよく似た Web サイトで Web アプリケーションが正しく動作するかテ
ストするとします。

アプリケーションの詳細の 1 つ（または複数）に対して環境変数を定義すると，
定義した環境変数値は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの対応す
る領域を使用して追加した値に優先します。

注: 任意のアプリケーションで記録して実行するオプション（［記録と実行環
境設定］ダイアログ・ボックスの各タブの上側にあるラジオ・ボタン）を選択
した場合，定義されている記録と実行の環境変数は UFT によって無視されま
す。
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環境変数をユーザ定義の内部変数として定義できます。または，それらを外部の
環境変数ファイルに追加して，そのファイルから環境変数をロードするようにテ
ストを設定することもできます。

テストを記録している間は［記録と実行環境設定］を手動で設定し，テストを実
行する準備ができたときにだけ（以下に示す手順で）環境変数を定義するか環境
変数ファイルをロードするようにできます。

また，テストを記録する前に環境変数を定義できます。この場合，UFT は，特定
の環境で記録と実行のセッションが開始されるとアプリケーションを開くオプ
ションが選択されているものと仮定し，これらの値を使用して記録の開始時にど
のアプリケーションまたはブラウザを開くかを決定します（このオプションは，
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの各タブの下側にあるラジオ・ボ
タンに対応します。［Windows Applications］タブの 3 番目のチェック・ボックス
です）。

環境変数の設定と変更についての詳細は，「UFT アドインの記録と実行環境設定
の定義方法」(41ページ)を参照してください。

UFT Add-in Extensibility

一部の環境で使用できる UFT Add-in Extensibility は該当する UFT アドインを拡張
し，本来はサポートされていないサードパーティ製コントロールやカスタム・コ
ントロールをサポートすることができます。

UFT がアプリケーション内のオブジェクトを学習する場合，オブジェクトを特定
のテスト・オブジェクト・クラスに属するものとして認識します。このタイプの
テスト・オブジェクトには，テストしているコントロールに固有の特性がない可
能性があります。このため，このテスト・オブジェクトを使用したテスト・ス
テップの作成を試みる場合，利用可能な認識プロパティとテスト・オブジェクト
操作では不十分なことがあります。

Add-in Extensibility を使用してコントロールのサポートを開発することにより，
UFT にコントロールを特定のテスト・オブジェクト・クラスに属するものとして
認識させ，テスト・オブジェクトの振る舞いを指定できるようになります。

UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，そ
れら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コント
ロールとして扱うように指定することもできます。たとえば，カレンダ・コント
ロールをボタンとテキスト・ボックスで構成できます。UFT にコントロールをカ
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レンダとして認識させ，個々のボタンとテキスト・ボックスを無視させる場合，
カレンダ・コントロール上でより意味のあるテストを作成できます。

また，ほとんどの環境で，UFT が認識できる利用可能なテスト・オブジェクト・
クラスのリストを拡張することもできます。これにより，コントロール固有の動
作を完全にサポートするテストを作成することが可能です。

UFT Add-in Extensibility は，現在 Delphi，Java，.NET，Silverlight，Web，および
WPF add-in に対してサポートされています。

これらの環境用に用意されている拡張オプションを使用してコントロールのサ
ポートを開発できない場合は，Testing Extensibility for UFT プログラムを活用でき
ます。Testing Extensibility は，既存の UFT アドインでサポートされていないテク
ノロジまたはアプリケーションに対して UFT テスト機能を拡張しようとする顧客
を対象としています。このプログラムに参加するには，別途 HP とのライセンス
契約の条件に同意する必要があります。

Testing Extensibility の詳細については，HP ソフトウェア・サポートまでお問い合
わせください。

UFT Add-in Extensibility の詳細については，次を参照してください。

l 「Delphi Add-in Extensibility」(247ページ)

l 「Java Add-in Extensibility」(296ページ)

l 「.NET Add-in Extensibility」(197ページ)

l 「Silverlight Add-in Extensibility 」(178ページ)

l 「Web Add-in Extensibility」(751ページ)

l 「WPF Add-in Extensibility」(222ページ)
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タスク

UFTアドインの管理方法

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「UFT からのアドインのロードまたは削除」(40ページ)

l 「ロードされているアドインと関連アドインの一致」(40ページ)

UFT からのアドインのロードまたは削除

1. UFT を開始します。

Unified Functional Testing の「［アドイン マネージャ］ダイアログ・ボック
ス」（44 ページを参照）が開きます。

2. アドインのリストで関連するアドインのチェックボックスを選択，または選
択解除し，［OK］をクリックします。

ロードされているアドインと関連アドインの一致
テストまたはビジネス・コンポーネントのアプリケーション領域と関連付けられ
たアドインで現在ロードされていないものがあれば，以下を行います。

l UFT を一度終了して再度起動し，「［アドイン マネージャ］ダイアログ・ボッ
クス」（44 ページを参照）で必要なアドインを選択する。

l テストまたはビジネス・コンポーネントの関連アドインのリストからアドイン
を削除する。テストまたはビジネス・コンポーネントに関連付けられたアドイ
ンのリストを変更するには，［ファイル］＞［設定］を選択し，［プロパ
ティ］表示枠で［変更］をクリックする。
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アドインはロードされているがテストまたはビジネス・コンポーネントのアプリ
ケーション領域に関連付けられていない場合は，以下を行います。

l UFT を一度終了して再度起動し，［「［アドイン マネージャ］ダイアログ・
ボックス」］ダイアログ・ボックスで必要のないアドインのチェック・ボック
スをクリアする。

l テストまたはビジネス・コンポーネントのアプリケーション領域の関連アドイ
ンのリストにアドインを追加する。

n テストに関連付けられたアドインのリストを変更するには，［ファイル］＞
［設定］を選択し，［プロパティ］表示枠で［変更］をクリックする。

n ビジネス・コンポーネントに関連付けられたアドインのリストを変更するに
は，ビジネス・コンポーネントに関連付けられたアプリケーション領域を開
き，［プロパティ］表示枠のリストを変更します。

テストまたはビジネス・コンポーネントにアドインを関連付ける方法の詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

UFTアドインの記録と実行環境設定の定義方法

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「特定のアドインの記録と実行環境設定の定義」(41ページ)

l 「アドイン用の記録と実行の環境変数の設定」(42ページ)

特定のアドインの記録と実行環境設定の定義

1. 「記録と実行環境設定の定義に関する考慮事項」(35ページ)を確認します。

2. 次のいずれかの手順を使用して，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスを開きます。

n ［記録］＞［記録と実行環境設定］を選択します。

n ［記録］ボタンをクリックするか，［記録］＞［記録］を選択します。あ
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るテストで初めて記録を行うとき，まだ記録のための設定を（ダイアロ
グ・ボックスを手作業で開いて）行っていない場合には，［記録と実行環
境設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスは，環境ごとにいくつかのタ
ブに分かれています。

3. タブをクリックして，関連する環境を選択します。

4. 関連するアドインの章で説明する手順に従って必要なオプションを設定しま
す。

5. 変更を適用し，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを表示したま
まにする場合は，［適用］をクリックします。

6. ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを閉じて記録または実行の
セッションを開始するには，［OK］をクリックします。

アドイン用の記録と実行の環境変数の設定

1. 「記録と実行の設定での環境変数」(37ページ)を確認します。

2. 次のいずれかの手順を使用して，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスを開きます。

n ［記録］＞［記録と実行環境設定］を選択します。

n ［記録］ボタンをクリックするか，［記録］＞［記録］を選択します。あ
るテストで初めて記録を行うとき，まだ記録のための設定を（ダイアロ
グ・ボックスを手作業で開いて）行っていない場合には，［記録と実行環
境設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスは，環境ごとにいくつかのタ
ブに分かれています。

3. 通常，テストを記録する前に記録と実行の設定を行います。

注: 1 つ以上のアプリケーションの詳細に対してすでに環境変数を設定済
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みで，記録セッションの開始時にアプリケーションを開くオプションを選
択した場合は（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの各タブに
ある下側のラジオ・ボタン），ダイアログ・ボックスで入力された記録の
設定は UFT によって無視されます。

4. テストの記録と編集を普通に行います。

5. テストの記録に先だって環境変数を定義していない場合は，適切な変数名を
用いてそれぞれのアプリケーションの詳細について環境変数を定義します。
必要となる変数名の詳細については，次を参照してください。

n ブラウザおよび URL を開く場合は，「Web ベース環境の環境変数」(81ペー
ジ)を参照してください。

n テストを記録して実行する Windows アプリケーションの場合は，
「Windows ベース・アプリケーションの記録と実行環境設定」(136ページ)
を参照してください。

n ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスのほかのタブについては，
本書の関連するアドインの章を参照してください。

ユーザ定義環境変数の定義方法および環境変数ファイルの作成方法について
は， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の環境変数パラメー
タの使用に関する項を参照してください。

6. テストを実行します。UFT は，環境変数の値を使って実行セッション開始時に
起動するアプリケーション，および記録するプロセスを決定します。
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リファレンス

［アドインマネージャ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，必要なアドインの横のチェック・ボックスを選
択することで，UFT でロードするアドインを選択できます。
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アクセス方法 標準設定では，UFT の起動時にこのダイアログ・ボックスが開
きます。

UFT の起動時にアドイン・マネージャが開かない場合，アドイ
ン・マネージャを表示するには，［ツール］＞［オプション］
＞［一般］タブ＞［起動オプション］を選択し，［起動時にア
ドインマネージャを表示する］を選択します。

重要な情報 l 子アドインのチェック・ボックスを選択すると，親アドイン
が自動的に選択されます。

l 親アドインのチェック・ボックスをクリアすると，子アドイ
ンのチェック・ボックスもクリアされます。

l UFT には選択したアドインが記録されるため，次回 UFT を起
動したときは，［アドイン マネージャ］ダイアログ・ボッ
クスで同じアドインが選択されます。

l アドイン・マネージャで Java アドインの子として表示され
ているアドインをロードまたはアンロードする場合は，その
アドインをロードまたはアンロードした後で開いたアプリ
ケーションだけが影響を受けます。

関連タスク l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 の
「UFT の起動方法」

l 「UFT アドインの管理方法」(40ページ)

参照 l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
「Unified Functional Testing の詳細情報ウィンドウ」

l 「UFT アドインのサポート - 概要」(29ページ)

l 「UFT アドインを使用する際の考慮事項」(33ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

アドイン インストールされているアドインの名前。

アドインのリストには，Add-in Extensibility を使用して，追加の
環境またはコントロールをサポートするためにユーザまたは
サードパーティが開発したアドインを表す子ノードが含まれて
いる場合があります。詳細については，関連するアドインの
Extensibility 開発者ガイドを参照してください。UFT
Extensibility Documentation プログラム・グループ（［スター
ト］＞［プログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified
Functional Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］ま
たは<UFTインストール・フォルダ>\help\Extensibility）からアク
セスできます。

注:

l Web ブラウザでアプリケーションをテストする予定があ
る場合は，必要なアドインと一緒に［Web］も選択しま
す。

l .NET Windows フォームをテストする場合は，［.NET］を
選択して［OK］をクリックします。.NET Add-in を完全に
機能させるには，Web Add-in もロードする必要があるこ
とを示すメッセージが表示されます。.NET Windows
Forms のみをテストする（.NET Web Forms はテストしな
い）場合は，［はい］をクリックします。

l Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および
 UFT のツールとファイルへのアクセス方法の詳細につい
ては，「Windows 8 オペレーティングシステムでのUFT
へのアクセス」(856ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

ライセンス アドインによって使用されるライセンスがあれば，ライセンス
および期間限定ライセンスの残り期間が表示されます。

l ライセンス済み：UFT とともに提供されるアドインに適用さ
れます。アドインでは UFT と同じライセンスが使用されま
す。このため，UFT で「恒久」ライセンスが使用される場合
は，アドインでも同じ「恒久」ライセンスが使用され，UFT
で「期間限定」ライセンスが使用される場合は，アドインで
も同じ「期間限定」ライセンスが使用されます。

l ライセンスなし：シート・ライセンスがインストールされて
いないアドイン，またはコンカレント・ライセンスにアクセ
スできないアドインに適用されます（たとえば，すべてのコ
ンカレント・ライセンスが使用中，またはサブネット上のコ
ンカレント・ライセンス・サーバに必要なアドインのライセ
ンスがインストールされていない場合）。アドインをロード
するには，最初に，ライセンスのインストールまたはライセ
ンスへのアクセスが必要です。

l 残り時間：期限限定のアドイン・ライセンスが期限切れとな
るまでの，残りの日数と時間を示します（UFT シート・ライ
センスを使用する場合にのみ表示されます。コンカレント・
ライセンスでは表示されません）。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing インストー
ル・ガイド』を参照してください。

アドイン・ガイド
第1章: UFT アドインの概要

HP Unified Functional Testing (12.02) 47 ページ



UI 要素 説明

使用ライセン
ス

UFT で使用される次のライセンス：

l Unified Functional Testing：GUI テスト および API テスト テ
スト機能を含む，UFT のすべての機能を使用できます。

l QuickTest Professional：GUI のテストとコンポーネントのみ
を開くことができます。このライセンスを使用する場合，
API テストに関連するオプションは使用できません。

l Service Test：API のテストとコンポーネントのみを開くこと
ができます。このライセンスを使用する場合，GUI テストに
関連するオプションは使用できません。

l QuickTest および Service Test：QuickTest 11.00 以前または
Service Test 11.20 以前のライセンスで UFT を使用すること
ができます。この種類のライセンスを使用する場合，
Business Process Testing の機能と GUI/API 統合機能（API テス
トからの GUI テストへの呼び出しや GUI テストからの API テ
ストへの呼び出しなど）は利用できません。

UFT のセッションで使用するライセンスの種類を変更する場合
は，［変更］をクリックします。
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UI 要素 説明

起動時に表示
する

UFT を起動するたびに，［アドイン マネージャ］ダイアログ・
ボックスを表示するように UFT を設定します。

このチェック・ボックスをクリアすると，UFT によって前の
セッションでロードされたのと同じアドインが開いてロードさ
れます。アドイン・マネージャは表示されません。

注: （コンカレント・ライセンス・ユーザの場合）前回の
セッションでこのチェック・ボックスをクリアした場合，
前回のセッションでコンカレント・ライセンス・サーバか
ら選択した種類のライセンスが現在使用できないときに
は，利用可能なライセンスの中から，選択したアドインに
適したライセンスがロードされます。

アドイン・マネージャを表示するには，次の手順を実行しま
す。

［ツール］＞［オプション］＞［一般］タブ＞［起動オプショ
ン］ノードを選択し，［起動時にアドインマネージャを表示す
る］を選択します。
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概念

Webベース・アプリケーションのサポート -概要

UFT は，Web ベース・アプリケーションのテスト用にいくつかのアドインを提供
しています。UFT の設定の多くは，設定方法がほとんどの UFT Web ベース・アド
インで同じか，または類似しています。これらの共通の設定オプションについて
は，本章で後に説明します。

これらの Web ベース・アドインの使用方法の詳細については，次の項を参照して
ください。

l 「.NET Web Forms Add-in - クイック・リファレンス」(183ページ)

l 「PeopleSoft Add-in - クイック・リファレンス」(390ページ)

l 「Siebel Add-in - クイック・リファレンス」(543ページ)

l 「.NET Silverlight Add-in - クイック・リファレンス」(172ページ)

l 「Web Add-in - クイック・リファレンス」(744ページ)

l 「Web 2.0 Add-in」(814ページ)

l 「Web ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(412ページ)

前述のアドインのほかに，Extensibility Accelerator を使用しても，上記の UFT のい
ずれの Web ベース・アドインでもサポートされていないサード・パーティ製コン
トロールおよびカスタムの Web コントロール用に，独自の Web ベース・アドイン
を開発できます。詳細については，「Extensibility Accelerator for HP Functional
Testing」(752ページ)を参照してください。

HP Unified Functional Testing (12.02) 52 ページ



Webベース・アプリケーションのサポートの考慮
事項

本項には，Web ベース・アプリケーションのテスト時に考慮する必要がある次の
項目が含まれています。

l 「Web コントロールでのステップの記録と実行」(53ページ)

l 「Web ブラウザでの作業」(54ページ)

l 「Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケーションのテスト」
(55ページ)

Web コントロールでのステップの記録と実行

l UFT で期待通りにイベントが記録されない場合，Web オブジェクトの種類ごと
に記録するイベントを設定することも可能です。たとえば，ポインタをオブ
ジェクトの上に移動してサブメニューを開くようなイベントを記録する場合
は，そのようなイベントを検出できるように Web イベント設定を変更する必要
があるかもしれません。詳細については，「Web ベース・アプリケーションの
イベント記録の設定」(59ページ)を参照してください。

l アプリケーション内のリストを記録するには，リストを強調表示し，元から表
示されていなかったエントリまでスクロールして，そのエントリを選択しま
す。すでに表示されているリスト内の項目を選択するには，リスト内の別の項
目をまず選択（クリック）し，元から表示されていた項目に戻ってそれを選択
（クリック）します。UFT は，リストの値が変更された場合にのみステップを
記録するからです。

l HTML ページ内の Web 要素が無効または非表示に設定されている場合（たとえ
ば，そのページ上の <DIV> 要素がその外観を制御しているが，DOM でページ上
の要素を使用できる場合），アプリケーションのユーザが不可能でも，UFT で
はこれらのオブジェクト上で操作を実行できます。
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Web ブラウザでの作業

l 使用するブラウザは，「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」（116 ページを参照）で選択します。

l UFT は Web ページのズーム・イン，ズーム・アウトのオプションをサポートし
ません。このオプションを使用した場合，UFT の機能が予想どおりに動作しな
い可能性があります。たとえば，オブジェクト・スパイがオブジェクトの強調
表示またはオブジェクトの詳細表示ができない可能性があります（これらの問
題は Firefox メニュー項目の［文字サイズだけ変更］が選択された場合は発生
しません）。

さらに，チェックポイント・ステップの実行中に期待されるビットマップを
キャプチャした際に，異なるズーム・レベルが使用されているとビットマッ
プ・チェックポイントが失敗します。

l 標準設定では，オブジェクト・リポジトリ内の Browser テスト・オブジェクト
に割り当てられる名前は，当該 Browser オブジェクトに関して学習または記録
された最初の Page オブジェクトに割り当てられている名前です。同じ順序識
別子を持つブラウザでオブジェクトを学習または記録するたびに，同じ
Browser テスト・オブジェクトが使用されます。したがって，Browser テスト・
オブジェクトに対して使われる名前には，実際のブラウザ名が反映されない場
合があります。

l UFT の Web サポート機能は，Microsoft Internet Explorer ではブラウザ拡張とし
て動作します。このため，Microsoft Internet Explorer では［サードパーティ製
のブラウザ拡張を有効にする］オプションを選択しないと Web Add-in を使用で
きません。このオプションを設定するには，Microsoft Internet Explorer の
［ツール］＞［インターネットオプション］＞［詳細設定］を選択し，［サー
ドパーティ製のブラウザ拡張を有効にする］をオンにします。
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l UFT で JavaScript メソッドを実行するには，ブラウザのセキュリティ設定でア
クティブ・スクリプトを許可するように設定する必要があります（たとえば，
Internet Explorer では，このセキュリティ設定は次の場所にあります：［ツー
ル］＞［インターネットオプション］＞［セキュリティ］＞［レベルのカスタ
マイズ］＞［スクリプト］＞［アクティブスクリプト］）。

これは，テスト・スクリプトに RunScript または EmbedScript メソッドが含ま
れている場合，あるいは Web Add-in Extensibility を使用してサポートされてい
るテスト・オブジェクト（Web 2.0 テスト・オブジェクトなど）で作業してい
る場合に関係します。

l InPrivate ブラウズ・セッションを開始するステップの作成および実行は，
［ツール］＞［InPrivate ブラウズ］の使用時にのみサポートされます。この操
作のためにツールバーまたは拡張機能を使用すると，Microsoft Internet Explorer
が予期しない動作をする場合があります。

l Microsoft Internet Explorer が全画面表示モードになっている場合，タブの選択
や新規タブの作成など，タブに関連するステップの作成および実行はサポート
されません。

回避策： 全画面表示モードの切り替えが必要なステップの前後に，<
Browser>.FullScreen ステップを追加します。

Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケーションの
テスト
Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケーションの扱い方は，Web
ブラウザ内の Web オブジェクトの扱い方に似ています。

注: 組み込みのブラウザ・コントロールは，Microsoft Internet Explorer でのみ
サポートされています。

組み込みのブラウザ・コントロールでオブジェクトをテストするには，次の項目
を確認します。

l Web Add-in がロードされている。
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l アプリケーションは UFT が開いた後にのみ開く。

l （テストに関して）「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」（116 ページを参照）で，［開いているすべてのブラウザでテス
トを記録して実行する］オプションが選択されている（このオプションはビジ
ネス・コンポーネントには適用されません）。

これらの条件が満たされると，ステップの追加や，テストまたはビジネス・コン
ポーネントの実行を始めることができます。

ブラウザ・コントロールの登録

ブラウザ・コントロールは，非 Web アプリケーションにナビゲーション，ドキュ
メント表示，データ・ダウンロードなどのブラウザ機能を追加します。これによ
り，ユーザはアプリケーション内からインターネット，ローカル・フォルダ，お
よびネットワーク・フォルダを参照できます。

UFT は，非 Web アプリケーション内のブラウザ機能を提供するオブジェクトを
Web オブジェクトとして自動的に認識できません。UFT がこれらのオブジェクト
を対象として記録や実行を行うには，ブラウザ・コントロールをホストするアプ
リケーションを登録する必要があります。

注: Java や .NET など，さまざまな環境で開発されたアプリケーションを登録
できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「ブラウザ・コントロール登録ユー
ティリティ」(86ページ)を参照してください。

ActiveScreen内のパスワードで保護されたリソース
へのアクセス

UFT は，Web ベース・アプリケーションに対応する ActiveScreen を作成すると
き，画像をダウンロードしてテストに格納するのではなく，ページ上の画像など
のリソースへのパスを格納します。

注: ［ActiveScreen］表示枠は，キーワード・コンポーネントでの作業中は使用
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できません（ただし，スクリプト・コンポーネントでは使用できます）。

画像などのリソースへのパスを保存することで，テストでキャプチャされる
ActiveScreen ページが使用するディスク上の領域が，ページ上に表示されるリ
ソースのファイル・サイズに左右されないことが保証されます。

そのため，特定の画像やページ内のほかのリソースにアクセスするのに，
ActiveScreen（または実行結果）のページでユーザ名とパスワードを要求されるこ
とがあります。その場合は，当該ページ（「［ActiveScreen］ ダイアログ・ボッ
クス」(80ページ)を参照）に対応するステップを選択したときにポップアップ型
のログイン・ウィンドウが表示されたり，ページに画像などのリソースが表示さ
れていなかったりします。

たとえば，ページによって参照されているカスケーディング・スタイル・シート
（CSS）がパスワード保護されており，ActiveScreen にダウンロードできないと，
ページの表示形式が，Web サイトの実際のページと大きく異なるように見えるこ
とがあります。

Web サーバで使用されているパスワード保護の仕組みに応じて，パスワード保護
されているリソースにアクセスするために，次のどちらか 1 つまたは両方を使用
する必要があるかもしれません。

l 標準認証：サーバで標準の認証メカニズムを使用している場合は，「［Web］
表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・
ボックス/アプリケーション領域の［追加設定］表示枠）」（111 ページを参
照）にログイン情報を入力します。UFT によってこの情報がテストに保存さ
れ，当該情報が必要な ActiveScreen ページを表示するたびに，ログイン情報が
自動的に入力されます。

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Web］表示枠にこの情報を入力せ
ずに，パスワード保護されているリソースにアクセスしようとすると，
「［ActiveScreen］ ダイアログ・ボックス」（80 ページを参照）が開きます。

l 詳細認証：サーバで，より詳細認証メカニズムを使用している場合は，「［詳
細認証］ダイアログ・ボックス」（114 ページを参照）を使用して Web サイト
に手動でログインする必要があるかもしれません。この場合，ActiveScreen は
UFT セッションの終了まで，ActiveScreen 内のパスワードで保護されたリソー
スにアクセスできます。この方法を使用するときは，新しい UFT セッションで
テストを開くたびに［詳細認証］ダイアログ・ボックスから Web サイトにログ
インする必要があります。
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ほとんどの場合，自動ログインで十分です。しかし場合によっては，手動ログイ
ンの方法を使用する必要があります。まれに，ActiveScreen ページ内のすべての
リソースにアクセスできるように，両方のログイン方式を使用しなければならな
い場合もあります。

注: Web サイトがパスワード保護されていないにもかかわらず，ActiveScreen
に画像などのリソースが表示されない場合，その理由として，インターネット
に接続されていない，Web サーバが停止している，あるいは，ActiveScreen
ページでキャプチャされたソース・パスがすでに不正確になっているというこ
とが考えられます。

Webページのチェックポイント

本項では，Web ベースのアドインに対してのみサポートされているチェックポイ
ント・タイプについて説明します。アドインごとにサポートされているすべての
チェックポイントの一覧については，「サポートされているチェックポイント 」
(843ページ)

アクセシビリティ・チェックポイント
アクセシビリティ・チェックポイントは，W3C の「Web Content Accessibility
Guidlines」に従って，特別な注意が必要な Web サイトの領域を特定しやすくする
ためのものです。必ずしも Web サイトがガイドラインに準拠しているかどうか示
すものではありません。

アクセシビリティ・チェックポイントはキーワード・コンポーネントではサポー
トされません。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のアクセ
シビリティ・チェックポイントに関する項を参照してください。

ページ・チェックポイント
テストでの作業中に，Web ページの統計情報を検査するには，テストにページ・
チェックポイントを追加します。このチェックポイントは，Web ページ上のリン
クや画像ソースを検査します。ページ・チェックポイントには壊れたリンクの検
査を含めることもできます。
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ページ・チェックポイントはキーワード・コンポーネントではサポートされませ
ん。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のペー
ジ・チェックポイントに関する項を参照してください。

ヒント: ［オプション］ダイアログ・ボックスの［Web］＞［詳細設定］表示
枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［詳細設
定］ノード）で［記録作業中、各Web ページでチェックポイントを作成す
る］チェック・ボックスを選択すると，すべてのテストのすべてのページに対
して自動ページ・チェックポイントを作成するように UFT を設定できます。
詳細については，「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(101ページ)を参照してください。

Webベース・アプリケーションのイベント記録の
設定

Web アプリケーション上で記録を行うと，UFT はアプリケーション内の Web オブ
ジェクトに対して実行されたイベントを記録することによってステップを生成し
ます。イベントとは，状態の変更などの操作に応えて行われる通知や，ユーザが
ドキュメントを表示しているときにマウスをクリックしたり，キーを押したりし
た結果などに応じて行われる通知のことです。

UFT には Web ベース・アドインごとに最適化されたイベント記録設定が用意され
ているため，ほとんどの場合，UFT は各オブジェクトに対する関連イベントのス
テップを記録し，アプリケーションに影響を与えないイベントのステップは通常
記録しません。たとえば，標準設定では，UFT はリンク・オブジェクトに対して
click イベントが発生したときにステップを記録しますが，リンクに対して
mouseover イベントが発生したときにはステップを記録しません。

各 Web ベース・アドインには，その環境内のオブジェクトに対する Web イベント
記録設定を定義する固有の .xml ファイルがあります。

記録セッション中に Web ベースのオブジェクトに対する操作を実行し，適切なア
ドインがインストールおよびロードされている場合，UFT はその環境に対して定
義された記録設定を使用します。
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アプリケーションに複数のタイプの Web ベース・コントロールが含まれている場
合は，各オブジェクトに対して適切な Web イベント記録設定が使用されます。あ
る環境の設定によって別の環境の設定がオーバーライドされることはありませ
ん。

Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設定のカスタマ
イズ
「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」(805ページ)で，Web Add-
in の設定を表示およびカスタマイズできます。このダイアログ・ボックスの設定
は，UFT が Web テスト・オブジェクトとして認識しているオブジェクトの記録動
作にのみ影響を与えます。

注: Web イベントを記録するため，UFT は PSFrame テスト・オブジェクトの子
オブジェクトである Web テスト・オブジェクトを PeopleSoft オブジェクトと
して扱い，これらのオブジェクトを記録するときに PeopleSoft のイベント設定
XML ファイルの設定を適用します。

ほとんどの場合，ほかのアドインの Web イベント記録設定をカスタマイズする必
要はありません。それらの設定をカスタマイズする必要がある場合は，該当する
アドインの XML を手作業で編集して設定をカスタマイズするか，XML を［Web イ
ベント記録の設定］ダイアログ・ボックスにインポートして必要な変更を行い，
変更したファイルをエクスポートします。

Webベース・アプリケーションでの高度な操作

本項では，Web ベースのオブジェクトで実行できる各種の高度な操作について説
明します，次の項目が含まれています。

Object プロパティを使用した Web ベースのオブジェクトに関連付けられたメ
ソッドの呼び出し 61

WebElement オブジェクトに対するプログラム的記述の使用 62
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Object プロパティを使用したWeb ベースのオブジェクト
に関連付けられたメソッドの呼び出し

エディタでは，「Object」プロパティを使用して，Web オブジェクトのメソッド
を呼び出すことができます。Web オブジェクトのメソッドを呼び出すには，次の
構文を使います。

WebObjectName.Object.呼び出すメソッド( )

たとえば，次のステートメントを含むスクリプトがあるとします。

document.MyForm.MyHiddenField.value = "My New Text"

次の例は Object プロパティを使用して同じことをします。ここで，MyDoc は DOM
のドキュメントです。

Dim MyDoc
Set MyDoc = Browser(browser_name).page(page_name).Object
MyDoc.MyForm.MyHiddenField.value = "My New Text"

次の例では，Object プロパティによって，ページのリンク・コレクションを
LinksCollecton に割り当てています。その後，各リンクに対して innerHTML テキス
トを含むメッセージ・ボックスを開きます。

Dim LinksCollection, link
Set LinksCollection = Browser(browser_name).Page(page_name).Object.links
For Each link in LinksCollection

MsgBox link.innerHTML
Next

Object プロパティ（.Object）の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』の認識プロパティ値の取得と設定に関する項を参照してく
ださい。

Web オブジェクトの内部プロパティとメソッドの一覧については，次を参照して
ください。 http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms531073.aspx
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WebElementオブジェクトに対するプログラム的記述の使
用

オブジェクトをほかのどの UFT テスト・オブジェクト・クラスにも当てはまらな
い Web ベース・オブジェクトと認識すると，UFT はそれを WebElement オブジェ
クトとして学習します。WebElement テスト・オブジェクトとプログラム的記述を
使用して，Web サイト内のすべての Web オブジェクトに対してメソッドを実行さ
せるようにすることもできます。

たとえば，次のいずれかの例を実行すると，UFT は Mercury Tours ページ内の
UserName という名前の最初の Web オブジェクトをクリックします。

Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebElement("Name:=UserName",
"Index:=0").Click

または

set WebObjDesc = Description.Create()
WebObjDesc("Name").Value = "UserName"
WebObjDesc("Index").Value = "0"
Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebElement(WebObjDesc).Click

詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「WebElement」オブジェクトを参照してください。プログラム的記述の詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のプログラム的記
述に関する項を参照してください。

Webオブジェクト識別子

実行セッション中に，UFT は，対応するテスト・オブジェクトに格納されている
記述プロパティをアプリケーション内の DOM 要素のプロパティと照合すること
で，アプリケーション内の各オブジェクトを識別しようとします。多数のオブ
ジェクトを含む複雑な Web アプリケーションの場合，標準の認識メソッドを使用
しただけでは，信頼できない結果が生まれる可能性があります。UFT でオブジェ
クトの識別に使用される標準メソッドの詳細については， 『HP Unified Functional
Testing ユーザーズ・ガイド』の UFT によるオブジェクトの識別方法に関する項を
参照してください。
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通常のオブジェクト認識プロセスの前に Web オブジェクト識別子を使用して，識
別するオブジェクト候補の数を制限するように UFT に指定できます。UFT は，ア
プリケーションの DOM にアクセスし，オブジェクト識別子プロパティ値と一致す
るオブジェクトを返します。その後，UFT は通常のオブジェクト認識プロセスを
使用して，より少数の返されたオブジェクトの識別を続行します。このため，
Web オブジェクト識別子を使用すると，オブジェクト認識の信頼性と正確さが向
上し，オブジェクト認識プロセスが高速化します。

Web オブジェクト識別子を使用した認識プロセスに関する実習の内容について
は，「Web オブジェクト識別子の使用方法 - 練習」(76ページ)を参照してくださ
い。

オブジェクト認識プロセスの一般的なワークフローの詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のオブジェクト認識に関する
項を参照してください。

本項の内容

Web オブジェクト識別子のタイプ 63

Web オブジェクト識別子の考慮事項 70

Web オブジェクト識別子のタイプ

次の Web オブジェクト識別子を使用できます。

Web オブジェクト識別子を使用する際の一般的な考慮事項については，「Web オ
ブジェクト識別子の考慮事項」(70ページ)を参照してください。

CSS Webオブジェクトの識別

CSS （カスケーディング・スタイル・シート）は，HTML ページ内の要素の書式設
定を定義するために使用される言語です。テスト・オブジェクトに CSS 認識プロ
パティ値を定義すると，CSS 定義に基づくアプリケーション内の Web オブジェク
トの識別に役立てることができます。

UFT が CSS 識別子を使用するのは，オブジェクトの識別時のみで，オブジェクト
の学習時には使用しません。したがって，［オブジェクト スパイ］または［オブ
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ジェクトの認識］ダイアログ・ボックスからはこれらの識別子を使用できませ
ん。

使用例については，「Web オブジェクト識別子の使用方法 - 練習」(76ページ)を
参照してください。

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスおよびプログラム的記述の詳細に
ついては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の［オブジェク
トの認識］ダイアログ・ボックスおよびプログラム的記述に関する項を参照して
ください。

ユーザ定義XPath Webオブジェクトの識別

XPath （XML パス）は，XML ドキュメント内の要素の構造を定義するために使用
される言語です。Web ページ内の要素の階層構造における場所に基づいて，アプ
リケーション内の Web オブジェクトを認識できるように XPath 認識プロパティを
定義できます。この言語は柔軟性が高いため，Web ページに固有の構成方法に
従って XPath を定義できます。

UFT が XPath 識別子を使用するのは，オブジェクトの識別時のみで，オブジェク
トの学習時には使用しません。したがって，［オブジェクト スパイ］または［オ
ブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスからはこれらの識別子を使用できませ
ん。

使用例については，「Web オブジェクト識別子の使用方法 - 練習」(76ページ)を
参照してください。

自動X-Path Webオブジェクトの識別

Web テスト・オブジェクトの学習時に XPath 値を自動的に生成および格納するよ
うに UFT に指定できます。実行セッション中に，特定のオブジェクトに関して自
動的に学習された XPath で一致するものが複数あるか，ない場合，学習された
XPath は無視されます。また，ユーザ定義の XPath または CSS 認識プロパティを
テスト・オブジェクト記述に追加した場合，自動的に学習された XPath は無視さ
れます。

自動 XPath は UFT 生成プロパティであるため，［オブジェクト スパイ］ダイアロ
グ・ボックス，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックス，または［オ
ブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスからは使用できません。
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このオプションは，［オプション］ダイアログ・ボックスの［Web］セクション
で有効にします。詳細については，「［Web］＞［一般］表示枠（［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参照してください。

Attribute/* 表記Webオブジェクトの識別

attribute/* 表記を使用すると，Web ベース・オブジェクトのカスタムのネイティ
ブ・プロパティまたは Web ベース・オブジェクトに関連付けられたイベントにア
クセスできます。次に，これらのプロパティやイベントを使用して，Web ベース
のオブジェクトを識別できます。それには，［オブジェクトの認識］ダイアロ
グ・ボックスを使用してこの表記をオブジェクトの記述プロパティに追加する
か，プログラム的記述を使用します。

次の例では，attribute/* 表記を使用して Web オブジェクトを識別する方法につい
て説明します。

l 「Web オブジェクトを識別するための attribute/<プロパティ> の使用例」(65
ページ)

l 「Web オブジェクトを識別するための attribute/<イベント> の使用例」(66ペー
ジ)

Web オブジェクトを識別するための attribute/<プロパティ> の使
用例
ページ内の 2 か所に同じ企業ロゴ画像を持つ Web ページがあるとします。

<IMG src="logo.gif" LogoID="122">

<IMG src="logo.gif" LogoID="123">

この場合，attribute/LogoID 表記をオブジェクトの記述プロパティに追加し，オブ
ジェクトを識別するためのプログラム的記述を使用することで，クリックする画
像を識別できます。

Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").Image
("src:=logo.gif","attribute/LogoID:=123").Click 68, 12
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Web オブジェクトを識別するための attribute/<イベント> の使用
例
onclick イベントが付加されているオブジェクトを持つ Web ページがあるとしま
す。

"alert('OnClick event for edit.');"

この場合，attribute/onclick 表記をオブジェクトの記述プロパティに追加し，オブ
ジェクトを識別するためのプログラム的記述を使用することで，オブジェクトを
識別できます。

Browser("Simple controls").Page("Simple controls").WebEdit("attribute/onclick:= alert\
('OnClick event for edit\.'\);").Set "EditText"

Style/* 表記Webオブジェクトの識別

style/* 表記を使用して，Web ベース・オブジェクトの CSS プロパティの値にアク
セスできます。次に，そのプロパティ値を使用して，オブジェクトを識別できま
す。これを行うには，プログラム的記述を使用して，オブジェクトの記述プロパ
ティに表記を追加します。

次の例では，style/* 表記で Web オブジェクトを識別する方法について説明しま
す。

l 「style/<プロパティ> で background-color プロパティを使用して Web オブジェ
クトを識別する例」(67ページ)

l 「style/<プロパティ> で background-position プロパティを使用して Web オブ
ジェクトを識別する例」(67ページ)

l 「style/<プロパティ> で Web オブジェクトを識別し，無効な入力コントロール
を更新する例」(68ページ)

詳細については，「style/* 表記を使用する際の考慮事項」(69ページ)を参照して
ください。
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style/<プロパティ> で background-color プロパティを使用して
Web オブジェクトを識別する例
同じ Web ページに複数の色の異なるボタンが複数あるとします。

<input type="button" style="background-color:rgb(255, 255, 0)">
<input type="button" style="background-color:rgb(255, 0, 0)">

この場合，style/background-color 表記をオブジェクトの記述プロパティに追加
し，オブジェクトを識別するためのプログラム的記述を使用することで，クリッ
クするボタンを識別できます。

Browser("Simple controls").Page("Simple controls").WebButton("style/background-
color:=rgb\(255, 255, 0\)").Click

style/<プロパティ> で background-position プロパティを使用し
てWeb オブジェクトを識別する例
同じ Web ページに複数の異なる画像オブジェクトが複数あるとします。

<head>
<style>
img.home {
width:46px;
height:44px;
background:url(img_navsprites.gif) 0px 1px;
}
img.next {
width:43px;
height:44px;
background:url(img_navsprites.gif) -91px 1px;
}
</style>
</head>
<body>
<img class="home" src="img_trans.gif" onclick="var info = document.getElementById
('info'); info.value = 'HOME';" id="home"/>
<br /><br />
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<img class="next" src="img_trans.gif" onclick="var info = document.getElementById
('info'); info.value = 'NEXT';" id="next"/>
<br /><br /><br /><br /><br />
<input type="text" id="info" />
</body>

この場合，style/background-position 表記をオブジェクトの記述プロパティに追加
し，オブジェクトを識別するためのプログラム的記述を使用することで，クリッ
クする画像を識別できます。

Browser("Browser").Page("Page").WebElement("html tag:=img", "style/background-
position:=-91px 1px").Click

style/<プロパティ> でWeb オブジェクトを識別し，無効な入力コ
ントロールを更新する例
同じ Web ページに複数の異なる編集オブジェクトがあり，入力が無効な場合に赤
の背景色を使用するようにそれぞれ定義されているとします。

<head>
<STYLE TYPE="text/css">
input:required:invalid, input:focus:invalid {
background-color:rgb(255, 0, 0);
}
input:required:valid {
background-color:rgb(0, 255, 0);
}
</STYLE>
</head>
<body>
<form>
<p>email:</p>
<input id="emailTxt" type="email" placeholder="test@.com" required><br />
<p>url:</p>
<input id="urlTxt" type="url" pattern="https?://.+" placeholder="https?://.+" required><br
/>
</form>
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この場合，style/background-color 表記をオブジェクトの記述プロパティに追加
し，オブジェクトを識別するためのプログラム的記述を使用することで，修正が
必要な無効な値を識別できます。次に，オブジェクトの type プロパティに基づい
て，有効な入力を編集オブジェクトに入力できます。

Set oDesc = Description.Create()
oDesc("micclass").Value = "WebEdit"
oDesc("style/background-color").Value = "rgb\(255, 0, 0\)"

Set invalidEdit = Browser("Browser").Page("Page").ChildObjects(oDesc)
numberOfEdits = invalidEdit.Count
For i = 0 To numberOfEdits - 1
If invalidEdit(i).GetROProperty("type") = "email" Then
invalidEdit(i).Set "test@.com"
End If
invalidEdit(i).GetROProperty("type") = "url" Then
invalidEdit(i).Set "http://www.test."
End If

style/* 表記を使用する際の考慮事項

l CSS プロパティの値はブラウザの機能を使用して返されるため，使用するブラ
ウザによって値が異なる可能性があります。

l UFT は，ブラウザから CSS プロパティ値を取得します。異なるブラウザで実行
するテストまたはコンポーネントを設計する場合，異なるブラウザには異なる
CSS 機能があり，同じオブジェクトに対して異なるプロパティ値が返される可
能性があることに注意してください。

l CSS プロパティの略記（animation，font，background，outline など）はサ
ポートされていません。代わりに，background-image，font-family，border-
width などの明確な CSS プロパティを記述で使用してください。
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Web オブジェクト識別子の考慮事項

Web オブジェクト識別子を使用するときは，次のガイドラインに従ってくださ
い。

一般

l HTML の Frame タグを使用した xpath および css プロパティの定義はサポート
されていません。この場合，ChildObjects メソッドを使用した Frame オブジェ
クトの認識または Frame オブジェクトの取得時に，認識が誤る可能性がありま
す。

l .NET Web Forms テスト・オブジェクトまたは .NET Web Forms 親テスト・オブ
ジェクトを持つ Web ベースのテスト・オブジェクトについては，xpath および
css プロパティはサポートされていません。

l メンテナンス・モードでの実行時に，UFT は，XPath または css 識別子プロパ
ティ値を持つテスト・オブジェクトをアプリケーションの新しいオブジェクト
で置き換える可能性があります。

回避策：オブジェクト・リポジトリ・マネージャの［アプリケーションから更
新］オプションを使用して，XPath または css 識別子プロパティ値を持つテス
ト・オブジェクトを更新してください。

実行セッション中のユーザ定義 XPath と自動 XPath の動作の違い

動作の元とな
る状況

ユーザ定義 XPath 自動 XPath

複数のオブ
ジェクトが
XPath 値と一
致した場合

UFT は一致するオブジェクトの識
別を続行します。

UFT は学習した XPath を
無視し，通常のオブジェ
クト認識プロセスを続行
します。
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動作の元とな
る状況

ユーザ定義 XPath 自動 XPath

XPath 値と一
致するオブ
ジェクトがな
い場合

オブジェクトの認識は失敗し，UFT
はスマート認識メカニズムを使用
してオブジェクトの認識を続行し
ます。

UFT は学習した XPath を
無視し，通常のオブジェ
クト認識プロセスを続行
します。
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タスク

Webベース・アプリケーションのイベント記録の
設定を変更する方法

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「イベント記録設定の XML ファイルを手動で変更する」(72ページ)

l 「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスでイベント記録設定を変
更する」(73ページ)

イベント記録設定の XML ファイルを手動で変更する

1. テキスト・エディタまたは XML エディタで，<UFT インストール・フォルダ
>\dat フォルダから次の表に従って適切な環境>EventConfiguration.xml ファイ
ルを開きます。

オブジェクトの種類 XML ファイル名

.NET Web Forms WebFormsEventConfiguration.xml

Siebel 7.5 以前 SiebelEventConfiguration.xml

Siebel 7.7 以降 CASEventConfiguration.xml

PeopleSoft の Frame オブジェクトと，
PeopleSoft の Frame オブジェクトの子で
あるすべての Web オブジェクト

PSEventConfiguration.xml

2. 必要に応じてファイルを編集します。

3. ファイルを保存します。
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［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスでイベント記
録設定を変更する

1. 次のようにして，Web 環境のイベント記録設定をバックアップします。

a. ［記録］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記
録の設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. ［ユーザ定義設定］をクリックします。

c. ［ファイル］＞［設定に名前を付けて保存］を選択し，バックアップ・
ファイルの XML ファイル名を指定します。

2. 次のようにして，変更する環境のイベント記録設定をバックアップします。

<UFT インストール・フォルダ>\dat フォルダの該当する <環境
>EventConfiguration.xml ファイルのコピーを作成します。

3. ［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，<環境
>EventConfiguration.xml ファイルを変更します。

a. ［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，［ファイル］＞
［設定の読み込み］を選択し，該当する<UFT インストール・フォルダ
>\dat\<環境>EventConfiguration.xml ファイルを参照します。選択した環
境のイベント設定がダイアログ・ボックスに表示されます。

b. 「Web オブジェクトのイベント記録の設定 - 概要」(780ページ)の説明に
従って，［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスのオプション
を使って設定を変更します。

c. ［ファイル］＞［設定に名前を付けて保存］を選択し，古い<UFT インス
トール・フォルダ>\dat\<環境>EventConfiguration.xml ファイルを上書き
します。

4. 次のようにして，Web 環境の設定ファイルを復元します。

［ファイル］＞［設定の読み込み］を選択し，前に保存した Web 設定 XML
ファイルのバックアップ・コピーを参照します。

注意: UFT は，「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」
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(805ページ)に読み込まれた設定を常にすべての Web オブジェクトに適用
します。Web 設定ファイルを復元しないと，UFT は最後に読み込んだ
<MyEnv>EventConfiguration.xml ファイルの設定を適用するため，Web イ
ベントが正しく記録されない可能性があります。

マウスのクリックを記録するようにUFTを設定す
る方法

このタスクでは，設定ファイルを手動で変更して，右マウスのクリックを記録す
るように UFT に指示する方法について説明します。

1. （Web Add-in のみ）前提条件 - ［カスタムWeb イベント記録
の設定］ダイアログ・ボックスで設定ファイルをエクスポー
トする
a. ［記録］＞［Web イベント記録の設定］＞［ユーザ定義設定］を選択しま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［カスタム Web イベン
ト記録の設定］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

b. ［ファイル］＞［設定に名前を付けて保存］を選択して，ユーザ定義設定
を .xml ファイルにエクスポートします。Web イベント記録の設定ファイル
を保存するフォルダに移動し，設定ファイル名を入力します。設定ファイ
ルの拡張子は .xml です。

2. XML ファイルをテキスト・エディタで開く
設定ファイルを任意のテキスト・エディタで開き，編集します。設定ファイ
ルには，あらかじめ定義されている XML 構造が使用されます。詳細について
は，「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」(805ページ)を参
照してください。
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次の例は，エクスポートされた設定ファイルの冒頭部分を示します。

Property Name 要素はマウス・ボタンの記録を制御します。マウス・ボタンの
値は次のように定義されています。

n 1. 左

n 2. 右

n 4. 中央

3. マウス・クリックの記録を有効にするように XML ファイルを
変更する
a. .xml ファイルを次のように編集します。

o マウスの左クリックの onmouseup イベントを記録するには，次の行を
追加します。

<Property Name="button" Value="1" Listen="2" Record="2"/>

o マウスの右クリックとマウスの左クリックの onmousedown イベントを
記録するには，以下の行を追加します。

<Event Name="onmousedown" Listen="2" Record="1">
<Property Name="button" Value="2" Listen="2" Record="2"/>
<Property Name="button" Value="1" Listen="2" Record="2"/>
</Event>

注: onmouseup か onmousedown のどちらかのイベントを使ってマウ
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ス・クリックを処理する必要があります。両方のイベントを使用する
と，UFT は 1 つではなく 2 つのクリックを記録します。標準設定で
は，UFT は onmouseup イベントをリッスンします。

b. .xml ファイルを保存します。

4. （Web Add-in のみ）XML ファイルを［カスタムWeb イベント
記録の設定］ダイアログ・ボックスにロードする
a. ［「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」（808

ページを参照）で，［ファイル］＞［設定の読み込み］を選択します。
［Open］ダイアログ・ボックスが開きます。

b. 編集した設定ファイルが保存されているフォルダに移動し，ファイルを選
択して［開く］をクリックします。［カスタム Web イベント記録の設定］
ダイアログ・ボックスが開きます。

c. ［OK］をクリックします。新しい設定が読み込まれ，すべての設定が .xml
設定ファイルで定義した設定になります。今後記録されるすべての Web オ
ブジェクトは，新しい設定に従って記録されます。

Webオブジェクト識別子の使用方法 -練習

この練習では，テスト・オブジェクト記述内の XPath および CSS 識別子を使用し
て，HTML テーブル内の正しいボタンを見つけるようにします。

この実習には，次の手順が含まれています。

1. 「前提条件」(77ページ)

2. 「サンプル Web アプリケーションの作成」(77ページ)

3. 「Web アプリケーション内のボタン・オブジェクトの学習」(77ページ)

4. 「ボタン・オブジェクトからの順序識別子の削除」(78ページ)

5. 「オブジェクトの親コンテナに基づく CSS 識別子の追加」(78ページ)

6. 「オブジェクトの親コンテナに基づく XPath 識別子の追加」(79ページ)

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 76 ページ



7. 「オブジェクトの兄弟要素に基づく XPath 識別子の追加」(79ページ)

8. 「結果」(79ページ)

1. 前提条件
a. UFT を開き，新しいテストを作成します。

b. Button テスト・オブジェクト・クラスのスマート認識を無効にします。こ
れには，［ツール］＞［オブジェクトの認識］を選択し，［オブジェクト
の認識］ダイアログ・ボックスの［Web］環境を選択して，［テストオブ
ジェクトクラス］リストから Button テスト・オブジェクト・クラスを選
択します。

c. 自動 XPath を無効にします。これには，［Web］＞［詳細設定］ノード
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［詳細
設定］ノード）で［自動 XPath 識別子を使用して学習および実行する］
チェック・ボックスをクリアします。

2. サンプルWeb アプリケーションの作成
a. この練習のヘルプ・バージョンを開き，構文の内容をテキスト・ドキュメ

ントにコピーし，そのドキュメントを .html 拡張子で保存します。ドキュ
メントは HTML ページとして保存されます。

b. 新たに作成した HTML ページの外観と内容を任意のブラウザで確認しま
す。次の画像と一致することを確認します。

3. Web アプリケーション内のボタン・オブジェクトの学習
a. UFT で，オブジェクト・リポジトリ・マネージャを開き，［オブジェク

ト］＞［ナビゲートして学習］を選択します。UFT が非表示になり，カー
ソルが指差しマークに変わります。
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b. UFT がオブジェクトを正しく学習したことを確認するには，オブジェク
ト・リポジトリで，各ボタン・オブジェクトを選択し，［表示］＞［アプ
リケーション内で強調表示］を選択します。UFT によって HTML ページ内
の各ボタン・オブジェクトが強調表示されます。

c. より明確になるようにボタン・オブジェクトの名前を変更します。

o ［Buy］を［Buy_BPT］に変更します。

o ［Buy_2］を［Buy_ALM］に変更します。

o ［Buy_3］を［Buy_UFT］に変更します。

4. ボタン・オブジェクトからの順序識別子の削除
すべてのボタン・オブジェクトは同じプロパティ値を持つため，UFT はオブ
ジェクトの学習時に，アプリケーション内の各オブジェクトの場所に基づい
て各テスト・オブジェクトに順序識別子を割り当てています。これにより，
アプリケーション内のボタンの並べ替えの順序が変わった場合，UFT でオブ
ジェクトが正しく識別されない可能性があります。

a. ［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウで，最初のボタン・オブジェクト
を選択して，そのオブジェクト・プロパティを［オブジェクト リポジト
リ］ウィンドウの右側に表示します。

b. ［順序識別子］セクションで，［参照］ボタンを選択します。［順序識別
子］ダイアログ・ボックスが開きます。

c. ［識別子のタイプ］ドロップダウン・リストで，［なし］を選択してダイ
アログ・ボックスを閉じます。テスト・オブジェクトの認識プロパティか
ら順序識別子が削除されます。

d. それぞれのボタンについて，上記の手順を繰り返します。

e. 各テスト・オブジェクトを選択し，［表示］＞［アプリケーション内で強
調表示］を選択して，テスト・オブジェクト記述が一意でないことを確認
します。UFT では，オブジェクトを識別できません。

5. オブジェクトの親コンテナに基づく CSS識別子の追加
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a. ［Buy_BPT］ボタンを選択します。［オブジェクト リポジトリ］ウィンド
ウの右側にテスト・オブジェクトの詳細が表示されます。

b. ［オブジェクトの記述］セクションで ［追加］ボタンをクリックして，
css プロパティをテスト・オブジェクト記述に追加します。

c. 次の構文をコピーして，［値］エディット・ボックスに貼り付けます。

tr.BPTRow input

6. オブジェクトの親コンテナに基づく XPath 識別子の追加
a. ［Buy_UFT］ボタンを選択します。［オブジェクト リポジトリ］ウィンド

ウの右側にテスト・オブジェクトの詳細が表示されます。

b. ［オブジェクトの記述］セクションで ［追加］ボタンをクリックして，
xpath プロパティをテスト・オブジェクト記述に追加します。

c. 次の構文をコピーして，［値］エディット・ボックスに貼り付けます。

//TR[@id='UFT']/*/INPUT

7. オブジェクトの兄弟要素に基づく XPath 識別子の追加
a. ［Buy_ALM］ボタンを選択します。［オブジェクト リポジトリ］ウィンド

ウの右側にテスト・オブジェクトの詳細が表示されます。

b. ［オブジェクトの記述］セクションで ［追加］ボタンをクリックして，
xpath プロパティをテスト・オブジェクト記述に追加します。

c. 次の構文をコピーして，［値］エディット・ボックスに貼り付けます。

//td[contains(text(),'ALM')]/../*/INPUT

8. 結果
各オブジェクトを選択し，［表示］＞［アプリケーション内で強調表示］を
選択します。これで，UFT は追加した Web オブジェクト識別子に基づいて各
ボタンを識別できるようになります。
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リファレンス

［ActiveScreen］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，標準認証メカニズムを使用してパスワードで保
護されている，ActiveScreen 内の任意の画像などのリソースのログイン情報を入
力できます。

アクセス方法 このダイアログ・ボックスは，ActiveScreen 内の 1 つ以上の画
像またはほかのリソースがパスワード保護されている，テスト
または結果のステップを選択したときに表示されます。

重要な情報 l ユーザ名とパスワードを入力したら，キーワード・ビューで
新しいステップを選択して ActiveScreen を更新するか，［表
示］＞［ActiveScreen］を選択して ActiveScreen を再表示し
ます。ページが正しく表示されていることを確認します。

l それでも 1 つ以上のリソースが欠落していたり，正しく表示
されていなかったりした場合は，詳細認証メカニズムを使用
する必要があるかもしれません。詳細については，「［詳細
認証］ダイアログ・ボックス」(114ページ)を参照してくだ
さい。
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参照 l 「［詳細認証］ダイアログ・ボックス」(114ページ)

l 「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ユーザ名 アプリケーションへのログインに使用するユーザ名です。

パスワード アプリケーションへのログインに使用するパスワードです。

ユーザ名とパ
スワードを保
存する

ログイン情報を［テストの設定］ダイアログ・ボックスの
［Web］表示枠の［ActiveScreen へのアクセス］領域に追加す
ることで，自動 ActiveScreen ログイン・メカニズムを有効にし
ます。［ActiveScreen］ダイアログ・ボックスが表示されないよ
うにし，テストを開くたびに ActiveScreen および結果にすべて
の画像とリソースが必ず表示されるようにするには，自動
ActiveScreen ログイン・メカニズムを使用します。

注: ［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Web］表示
枠にログイン情報を手動で追加する方法もあります。詳細
については，「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジ
ネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリ
ケーション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参
照してください。

Webベース環境の環境変数

あらかじめ定義された環境変数を使ってテストに使うアプリケーションまたはブ
ラウザを指定できます。これは，異なる環境でアプリケーションがどのように機
能するかをテストする場合に便利です。

注: 環境変数とテストで環境変数を使用する方法の詳細については，「記録と
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実行の設定での環境変数」(37ページ)を参照してください。
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開く Web ブラウザまたは URL を環境変数で定義するには，以下に示す適切な環境
変数を設定する必要があります。
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オプション 変数名 説明

タイプ BROWSER_
ENV

開くブラウザ・プログラムのタイプ。たとえ
ば，Microsoft Internet Explorer，Google
Chrome，Mozilla Firefox などです。

取り得る値：

IE：Internet Explorer を開きます。

IE64：Internet Explorer の 64 ビットバージョン
を開きます。

CHROME：Google Chrome を開きます。

FIREFOX：コンピュータにインストールされて
いて，かつ UFT でサポートされている最新バー
ジョンの Mozilla Firefox を開きます。

FF<バージョン番号>：Mozilla Firefox の特定の
バージョンを開きます。例：FF36（バージョン
3.6），FF40（バージョン 4.0），FF140（バー
ジョン 14.0）

SAFARI：UFT に接続されたリモートの Mac コン
ピュータ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックスの［Web］タブまたは REMOTE_
HOST 環境変数で定義）の Safari を開きます。

注:

l 指定したブラウザ・プログラムがインス
トールされていないと，標準設定のブラ
ウザが使用されます。

l Mozilla Firefox は，Web Add-in に対しての
みサポートされています。

l Firefox のバージョン番号を指定する場
合，サポートされているバージョンを指
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オプション 変数名 説明

定してください。サポートされているブ
ラウザのバージョンについては，
『HP Unified Functional Testing 使用可能
製品マトリクス』（UFT ヘルプ・フォル
ダまたは「HP サポート・マトリクス」
ページから入手可能）を参照してくださ
い。

アドレス URL_ENV ブラウザに表示する Web ページのアドレス。

リモート・ホ
スト

REMOTE_HOST UFT の接続先となる Mac コンピュータのホスト
名または IP アドレス。

UFT は，標準設定ではポート 8822 を使用して
Mac に接続します。別のポートを使用するに
は，ホスト名の後にポート番号を追加して，<
ホスト名>:<ポート番号> のように指定します。

Mac の UFT 接続エージェント の環境設定の
［UFT ポート］オプションで，同じポート番号
を指定してください。

詳細については，「リモートの Mac コンピュー
タに接続する方法」(793ページ)を参照してく
ださい。

注: テストとコンポーネントを Apple Safari
ブラウザで実行する場合にのみ関係しま
す。
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オプション 変数名 説明

SSL の使用フ
ラグ

USE_SSL Mac コンピュータとの接続を SSL で保護するか
どうかを指定します。

取り得る値：

l TRUE

l FALSE （標準設定）

注: テストとコンポーネントを Apple Safari
ブラウザで実行する場合にのみ関係しま
す。

ブラウザ・コントロール登録ユーティリティ

このユーティリティを使って，ブラウザ・コントロールをホストする Web アプリ
ケーションのパスを定義します。登録すると，UFT はテストの記録または実行時
にアプリケーション内の Web オブジェクトを認識します。
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アクセス方法 次のいずれかを選択します。

l ［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］
＞［HP Unified Functional Testing］＞［Tools］＞［Register
New Browser Control］

l <UFT インストール・フォルダ
>\bin\SettingNewBrowserControlApplication.exe

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および
 UFT のツールとファイルへのアクセス方法の詳細について
は，「Windows 8 オペレーティングシステムでのUFT へのア
クセス」(856ページ)を参照してください。

重要な情報 l このユーティリティを使ってブラウザ・コントロールをホス
トするアプリケーションを登録した後は，そのアプリケー
ションをテストする前に UFT を再起動する必要があります。

l このツールは，UAC を無効にして実行する必要があります。
UAC の無効化の詳細については， 『HP Unified Functional
Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

参照 「ブラウザ・コントロールの登録」(56ページ)

次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<ホスト・アプリケーショ
ン・パス>

ブラウザ・コントロールをホストするアプリケー
ションの .exe ファイルの絶対パス。

登録/登録解除 アプリケーションを登録するか，登録済みのアプ
リケーションを削除します。
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Webイベント記録の設定のXMLファイル構造

Web イベント記録設定 XML ファイルは，「［カスタム Web イベント記録の設定］
ダイアログ・ボックス」（808ページを参照）からエクスポートしたとき，特定
の形式で構造化されています。このファイルを変更したり，独自のファイルを作
成したりした場合に設定を有効にするには，この形式に従っていることを確認す
る必要があります。

タスクの詳細については，「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設
定を変更する方法」(72ページ)を参照してください。

XML ファイルのサンプル

<XML>
    <Object Name="Any Web Object">
        <Event Name="onclick" Listen="2" Record="2"/>
        <Event Name="onmouseup" Listen="2" Record="1">
            <Property Name="button" Value="2" Listen="2" Record="2"/>
        </Event>
    </Object>
        . . .
        . . .
        . . .
    <Object Name="WebList">
        <Event Name="onblur" Listen="1" Record="2"/>
        <Event Name="onchange" Listen="1" Record="2"/>
        <Event Name="onfocus" Listen="1" Record="2"/>
    </Object>
</XML>

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 88 ページ



次の属性を使用すると，XML ファイルでリッスン（Listen）条件と記録（Record）
ステータスのオプションを定義できます。

属性 取り得る値

Listen 1. 常に

2. IF ハンドラ

4. IF ビヘイビア

6. IF ハンドラまたはビヘイビア

0. 実行しない

Record 1. 無効

2. 有効

6. 次のイベントで有効
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［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイ
アログ・ボックス）

この表示枠では，Web サイトでテストまたはビジネス・コンポーネントの記録や
実行を行うときの UFT の動作方法を指定します。

アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Web］＞［一般］ノードを選択します。
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重要な情報 l UFT がキャプチャされた Web ページを ActiveScreen に表示す
るときの形式を変更することもできます。これは［オプショ
ン］ダイアログ・ボックスの［ActiveScreen］表示枠で行い
ます（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード）。詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のActiveScreen オプ
ションに関する項を参照してください。

l ［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプ
ション］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準
設定にリセットされます。

関連タスク 「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設定を変更
する方法」(72ページ)

参照 l 「［ブラウザ詳細］ダイアログ・ボックス」(94ページ)

l 「［Web］＞［ページ/フレーム オプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス）」(96ページ)

l 「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(101ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

次のブラ
ウザを無
視する

UFT によるテストまたはビジネス・コンポーネントの記録または実
行中に開く可能性があるブラウザを指定して，そのブラウザを無視
するように UFT を設定します。これにより，記録または実行セッ
ションに影響を与えることなく，テスト環境に関係ないブラウザを
開いたままにできます。

たとえば，記録または実行セッション中に自社の株価やニュースの
見出しをチェックしたい場合があります。これらの特定のブラウザ
を無視するように UFT を設定すると，それらはセッションに影響
しなくなります。

注:

l UFT は，記録または実行セッションの開始時に，定義された
条件と一致するブラウザを無視します。しかし，記録または
実行セッションの開始時に定義された条件と一致しなかった
ブラウザは，セッション中に条件と一致しても無視されませ
ん。

l これらの設定に対する変更は，新しいテストまたはビジネ
ス・コンポーネント，および既存のテストまたはビジネス・
コンポーネントの新しいステップにのみ適用され，ほかの既
存のステップには適用されません。

l テストでの作業中は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスの［Web］タブで［開いているすべてのWeb ブラ
ウザでテストを記録して実行する］を選択した場合にのみ，
UFT はこれらのブラウザを無視します。詳細については，
「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(116ページ)を参照してください。

詳細については，「［ブラウザ詳細］ダイアログ・ボックス」(94
ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

ブラウザを追加：「［ブラウザ詳細］ダイアログ・ボックス」
（94 ページを参照）を開きます。このダイアログ・ボックスで
は，ブラウザを［次のブラウザを無視する］リストに追加できま
す。

ブラウザの詳細を変更：［次のブラウザを無視する］リストからブ
ラウザを選択すると，このオプションによって「［ブラウザ詳細］
ダイアログ・ボックス」（94 ページを参照）が開きます。このダ
イアログ・ボックスでは，選択したブラウザの詳細を編集できま
す。

ブラウザを削除：記録または実行セッション中に UFT がブラウザ
を無視する必要がなくなった場合は，そのブラウザをリストから削
除できます。

注: 特定のテストを実行するためにリスト内のブラウザが必要
な場合は，ブラウザ・リスト内のブラウザ名の横のチェック・
マークをクリアすることにより，そのブラウザをリストから一
時的に削除できます。

ALM を無
視する

テストまたはビジネス・コンポーネントの記録または実行中に開い
た ALM のインスタンスをすべて無視するように UFT を設定しま
す。標準設定では，このオプションは選択されています。

ページの
ロード時
間に X秒
を追加す
る

各ページ・チェックポイントに指定されているページの読み込み時
間プロパティに指定秒数を加算するように UFT を設定します
（ページ・チェックポイントはキーワード・コンポーネントには適
用されません）。

注: このオプションは，実行時のページの読み込み時間が記録
セッションのときの時間より長くなることによって，ページの
チェックポイントが失敗するのを回避するための保護手段で
す。
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UI 要素 説明

壊れたリ
ンク－現
在のホス
トへのリ
ンクのみ
をチェッ
クする

現在のホストをターゲットとするリンクが壊れていないかだけを
チェックするように UFT を設定します。

［ブラウザ詳細］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスで，記録または実行セッション中に UFT が無視するブ
ラウザを指定できます。

アクセス方法 「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・

ボックス）」で，［ブラウザを追加］ボタン または［ブラ

ウザの詳細を変更］ボタン をクリックします。

［Web］ 表示枠については，「［Web］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参照
してください。
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重要な情報 l ［タイトル］プロパティと［URL］プロパティのいずれか，
または両方を指定できます。［タイトル］プロパティと
［URL］プロパティには AND（論理積）の関係があるため，
UFT でブラウザを無視するには，（両方のプロパティ値が定
義された場合は）ブラウザが両方のプロパティ値に一致する
必要があります。

l これらのプロパティの値を指定するときは，正規表現を使用
できます。たとえば，www.，http://，または https:// で始ま
る finance.mybank.com のすべてのドメインまたは Web サイ
トを指定するには，.*finance.mybank.com を使用します。UFT
はドメインまたはサイトの全体を自動的に無視するため，サ
イトの子ページを含めるために正規表現を使用する必要はあ
りません。サポートされる正規表現の詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。

参照 l 「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス）」(90ページ)

l 「［Web］＞［ページ/フレーム オプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス）」(96ページ)

l 「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(101ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

名前 ブラウザの定義名。指定した名前は，リスト内でブラウザを識
別するためだけに使用され，UFT では使用されません。

標準設定形式： Browser <リスト内でのブラウザの番号>

タイトル ブラウザのタイトル・バーに表示される Web ページの名前。

例： MyBank - Finance.*
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UI 要素 説明

URL Web ページの URL。指定した Web ページのすべての子ページ
は，無視するブラウザのリストに自動的に含まれます。

例： http://www.finance.mybank.com

［Web］＞［ページ/フレームオプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス）

この表示枠を使用して，UFT による Page および Frame オブジェクトの記録方法を
変更できます。
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アクセス方法 1. GUI テストが開いていることを確認します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Web］＞［ページ/フレームオプション］ノードを選択し
ます。

参照 l 「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス）」(90ページ)

l 「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(101ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

次に対して新規ページ・テスト・オブジェクトを作成
記録中に新規 Page オブジェクトをオブジェクト・リポジトリに作成するタイミ
ングを UFT に指示します。

次に対して新規フレームのテスト・オブジェクトを作成
記録中に新規 Frame オブジェクトをオブジェクト・リポジトリに作成するタイ
ミングを UFT に指示します。Frame のオプションは Page のオプションとほぼ同
じです（ただし，［ナビゲーションごと］オプションがありません）。

ナビゲーション
ごと

Web ページでナビゲーションを行うたびに新規 Page オブ
ジェクトが作成されます。

（［次に対して新規ページテストオブジェクトを作成］の
場合のみ関係します）

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 97 ページ



UI 要素 説明

異なるテスト・
オブジェクトの
記述

ページのテスト・オブジェクトの記述が異なる場合に，Page
テスト・オブジェクトのために定義されているプロパティに
応じて新規 Page オブジェクトを作成するように，UFT を設
定します。

注: Page オブジェクトの標準設定のテスト・オブジェク
ト記述には，テスト・オブジェクトのクラスのみが含ま
れます。このオプションを選択する場合には，個々の
Page オブジェクトを一意に識別できるオブジェクト認識
プロパティを定義することを強くお勧めします。また，
時間が経っても変化することのないプロパティを定義し
て，将来の実行が失敗しないようにします。
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UI 要素 説明

異なる URL また
はデータ転送に
おける変更

ページの URL が変わったときにのみ，あるいは URL は変わ
らず，サーバに転送されるデータが変わったときに，選択し
たデータ・タイプと転送方法に基づいて，新規 Page オブ
ジェクトを作成するように UFT を設定します。

l ユーザ入力データ以外を無視する - Get：Get メソッドが
サーバへのデータ転送に使われている場合にはユーザ以
外からのデータ入力を無視するように UFT を設定しま
す。

たとえば，ユーザがある Web ページにデータを入力し，
そのデータが Get メソッドによって隠しフィールドとし
て挿入されるとします。ユーザはデータをサーバに送る
ために［送信］をクリックします。隠しフィールドの
データに応じて，返される新しい Web ページは異なりま
す。しかし，UFT によって新規の Page テスト・オブジェ
クトは作成されません。

l ユーザ入力データ以外を無視する - Post：Post メソッド
がサーバへのデータ転送に使われている場合にはユーザ
以外からのデータ入力を無視するように UFT を設定しま
す。

たとえば，ユーザがある Web ページにデータを入力し，
そのデータが Post メソッドによって隠しフィールドとし
て挿入されるとします。ユーザはデータをサーバに送る
ために［送信］をクリックします。隠しフィールドの
データに応じて，返される新しい Web ページは異なりま
す。しかし，UFT によって新規の Page テスト・オブジェ
クトは作成されません。

l ユーザ入力データを無視する - Get：Get メソッドがサー
バへのデータ転送に使われている場合にはユーザ入力の
データを無視するように UFT を設定します。

たとえば，ある Web ページのフォームにデータを入力
し，サーバにデータを送信するために Get メソッドを使
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UI 要素 説明

用して［送信］をクリックするとします。ユーザが入力
したデータに応じて，返される新しい Web ページは異な
ります。しかし，UFT によって新規の Page テスト・オブ
ジェクトは作成されません。

l ユーザ入力データを無視する - Post：Post メソッドが
サーバへのデータ転送に使われている場合にはユーザ入
力のデータを無視するように UFT を設定します。

たとえば，ある Web ページのフォームにデータを入力
し，サーバにデータを送信するために Post メソッドを使
用して［送信］をクリックするとします。ユーザが入力
したデータに応じて，返される新しい Web ページは異な
ります。しかし，UFT によって新規の Page テスト・オブ
ジェクトは作成されません。

追加ページ情報
を使用する

テスト・オブジェクトの追加プロパティを使って，既存の
Page テスト・オブジェクトを識別するように UFT を設定し
ます。

ヒント: このオプションを選択して，［戻る］と［進
む］ナビゲーション・ボタンが使われたときに既存の
ページを認識するよう，UFT を設定します。

すべてリセット すべてのオプションを標準のコア設定に戻します。一部の
Web ベース・アドインは，ページやフレームの記録を最適化
するために標準設定を変更します。アドインを使用する場合
は，標準のアドイン設定を維持し，［リセット］ボタンを使
用しないことをお勧めします。
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［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイア
ログ・ボックス）

この表示枠では，Web サイトを対象としたテストまたはビジネス・コンポーネン
トの UFT による記録方法と実行方法を変更できます。

アクセス方法 1. GUI テストが開いていることを確認します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［
Web］＞［詳細設定］ノードを選択します。

重要な情報 ［アクセシビリティチェックポイント］オプションと［自動
ページチェックポイント］オプションは，キーワード・コン
ポーネントには適用されません。
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参照 l 「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス）」(90ページ)

l 「［Web］＞［ページ/フレーム オプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス）」(96ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

アクセシビリティ・チェックポイント（テストのみ）
アクセシビリティ・チェックポイントでは，Web ページおよびフレームが W3C の
「Web Contents Accessibility Guidelines」に準拠しているかどうかを検査できま
す。このダイアログ・ボックスで選択したオプションは，実行セッション中，テ
ストに含まれるすべてのアクセシビリティ・チェックポイントに適用されます。

アクセシビリティ・チェックポイントに関する一般的な情報については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のアクセシビリティ・チェッ
クポイントに関する項を参照してください。

UI 要素 説明

ActiveX のチェック ページまたはフレームに ActiveX オブジェクトが含まれて
いるかどうかを検査します。含まれている場合，UFT から
警告が送られ，該当するオブジェクトのリストが［実行結
果］に表示されます。

Alt プロパティの
チェック

画像など，関連するすべてのオブジェクトに <alt> 属性が
存在するかどうかを検査します。必要な属性が存在しない
オブジェクトがあると，テストが失敗し，UFT によって属
性が不足しているオブジェクトのリストが［実行結果］に
表示されます（標準設定では選択されています）。

アプレットの
チェック

ページまたはフレームに Java オブジェクトが含まれてい
るかどうかを検査します。含まれている場合，UFT から警
告が送られ，該当するオブジェクトのリストが［実行結
果］に表示されます。
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UI 要素 説明

フレーム・タイト
ルのチェック

ページおよびページ内のすべてのフレームにタイトルがあ
るかどうかを検査します。必要なタイトルのないフレーム
またはページがあると，テストが失敗し，UFT によってタ
イトルのないフレームのリストが［実行結果］に表示され
ます。

マルチメディア・
リンクのチェック

ページまたはフレームにマルチメディア・オブジェクトへ
のリンクが含まれているかどうかを検査します。含まれて
いる場合，UFT から警告が送られ，該当するリンクのリス
トが［実行結果］に表示されます。

サーバ側画像の
チェック

ページまたはフレームにサーバ側画像が含まれているかど
うかを検査します。含まれている場合，UFT から警告が送
られ，該当する画像のリストが［実行結果］に表示されま
す。

テーブルのチェッ
ク

ページまたはフレームにテーブルが含まれているかどうか
を検査します。含まれている場合，UFT から警告が送ら
れ，テーブル形式と各セルで使用されているタグが［実行
結果］に表示されます。

記録中に，各Web
ページに自動アク
セシビリティ・
チェックポイント
を追加します

記録中，上記のオプションで選択したチェック項目を使っ
て各 Web ページにアクセシビリティ・チェックポイント
を自動的に追加するように UFT を設定します。
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自動ページ・チェックポイント（テストのみ）
これらのオプションを使用すると，期待されるページと実際のページのプロパ
ティが一致しているかどうかをチェックできます。それには，記録処理中にナビ
ゲートする Web ページごとに，自動的にページ・チェックポイントを追加するよ
うに UFT を設定します。

注: 動的コンテンツが含まれる Web ページをテストする場合は，自動ページ・
チェックポイントを使用すると，これらのチェックポイントでは記録セッショ
ンと実行セッションでページのコンテンツが変わらないと想定されているた
め，テストが失敗することがあります。

UI 要素 説明

壊れたリンク 実行セッション中のページに含まれる壊れたリンクの数を表
示します。

注: ［オプション］ダイアログ・ボックスの［Web］表示
枠の［壊れたリンク－現在のホストへのリンクのみを
チェックする］オプションが選択されている場合
（「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(90ページ)を参照），この数には現在の
ホストをターゲットとする壊れたリンクのみが含まれま
す。

HTML ソース 期待ソース・コードが実行セッション中のソース・コードに
一致するかどうかを検査します。

HTML タグ ソース・コードの期待 HTML タグが実行セッションのタグに一
致するかどうかを検査します。

画像ソース 画像の期待ソース・パスが実行セッションのソースに一致す
るかどうかを検査します。
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UI 要素 説明

リンクの URL リンクの期待 URL アドレスが実行セッション中のソース・
コードの URL アドレスに一致するかどうかを検査します。

ロード時間 実行セッション中のページの期待読み込み時間が，記録セッ
ションで読み込みにかかった時間と［ページ読み込み時間に X
秒を追加する］オプションで指定された時間（「［Web］＞
［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス）」
(90ページ)を参照）の合計以下であるかどうかを検査します。

画像の数 期待画像数が実行セッションで表示される数と一致するかど
うかを検査します。

リンクの数 期待リンク数が実行セッションで表示される数と一致するか
どうかを検査します。

記録作業中，
各Web ページ
でチェックポ
イントを作成
する

記録処理中にナビゲートする Web ページごとに，自動的に
ページ・チェックポイントを追加するように UFT を設定しま
す。

テストまたは
コンポーネン
トの実行時に
自動チェック
ポイントを無
視する

自動的に追加されたページ・チェックポイントをテストの実
行中に無視するように UFT を設定します。

記録設定
これらのオプションで，Web オブジェクトを記録するための設定を行えます。

注: UFT で期待通りにイベントが記録されない場合，Web オブジェクトの種類
ごとに記録するイベントを設定することも可能です。たとえば，サブメニュー
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を開く mouseover イベントのようなイベントを記録する場合は，そのような
イベントを検出できるように Web イベント設定を変更する必要があるかもし
れません。詳細については，「Web ベース・アプリケーションのイベント記
録の設定」(59ページ)を参照してください。

UI 要素 説明

Microsoft
Windows
Explorer の Web
サポートを有効
にする

選択すると，Microsoft Windows Explorer 内の関係するオブ
ジェクトを Web オブジェクトとして処理するよう UFT が設定
されます。クリアすると，Microsoft Windows Explorer に表示
された Web ページのイベントを記録しないよう UFT が設定さ
れます。

注: この設定の変更後に変更を反映するには，開いている
Microsoft Windows Explorer をすべて閉じ（Windows のタス
ク・マネージャですべての explorer.exe プロセスが終了し
ていることを確認するか，コンピュータを再起動しま
す），UFT を再起動します。

座標を記録する 操作ごとに，実際の座標をオブジェクトからの相対座標とし
て記録します。

MouseDown お
よびMouseUp
を Clickとして
記録する

mousedown および mouseup イベントに対して，Click メソッ
ドを記録します。

注: Web については，UFT は，ほとんどの Web オブジェク
トに対して RightClick および MiddleClick メソッドを記録
します。したがって，このオプションは，左マウス・ボ
タンを使用したクリックにのみ関連します。

すべてのナビ
ゲーション操作
で Navigate を
記録する

フレームの URL が変わるたびに，Navigate ステートメントを
記録します。
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UI 要素 説明

標準Windows
マウス・イベン
トの使用

次のイベントについて，ブラウザ・イベントではなく
Windows の標準マウス・イベントを使用するよう，UFT を設
定します。

l OnClick

l OnMouseDown

l OnMouseUp

注:

l このオプションは，ブラウザ・イベントを使用すると
イベントを正しく記録できない場合にのみ使用しま
す。

l Web については，UFT は，ほとんどの Web オブジェク
トに対して RightClick および MiddleClick メソッドを記
録します。したがって，このオプションは，左マウ
ス・ボタンを使用したクリックにのみ関連します。

l Internet Explorer でのみ使用できます。

実行の設定
これらのオプションから，実行セッション中に Web オブジェクトで作業するため
の設定を行うことができます。
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UI 要素 説明

ブラウザのク
リーンアップ
を行う

現在の実行または反復の終了後に，表示されているすべてのブ
ラウザを閉じます。

このオプションが選択されていると，ブラウザが UFT の起動よ
り先または後に開かれたかどうかにかかわらず，現在の実行ま
たは反復が終了すると，開いているブラウザがすべて閉じられ
ます。

注:

このオプションが適用されるのは，テスト・ステップをす
べて実行することでテスト反復が正常に完了した場合のみ
であり，ExitTestIteration メソッドで終了した場合には適用
されません。

ExitTestIteration メソッドを使用する場合は，
ExitTestIteration ステップの直前に Wait ステートメントを
追加してください。

Click のみ実行
する

アプリケーション上でのクリック操作の実行を，MouseDown，
MouseUp，および Click イベントの送信によって行うか，Click
イベントのみの送信によって行うかを指定します。このオプ
ションは，［再生の種類］オプションに対して［イベント］を
選択したときのクリック操作に対してのみ関連します。左マウ
ス・ボタンのクリックにのみ関連します。

再生の種類 選択したオプションに従って，マウス操作の実行方法を設定し
ます。

l イベント：ブラウザ・イベントを使用してマウス操作を実行
します。

l マウス：マウスを使用してマウス操作を実行し，キーボード
を使用してキーボード操作を実行します。
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UI 要素 説明

ソース・イン
デックスを
使って実行す
る

Web テスト・オブジェクトの学習時にソース・インデックス値
を学習および格納し，実行セッション中にその値を使用して，
パフォーマンスを向上するように UFT を設定します。実行セッ
ション中に，UFT は学習したソース・インデックス値を使用し
て，アプリケーションの関連する DOM 要素を返し，このオブ
ジェクトがテスト・オブジェクト記述と一致していることを確
認します。このオプションは，DOM 全体でテスト・オブジェク
ト記述と一致するオブジェクトを検索するより高速です。

返されたオブジェクトが記述と一致しない場合，ソース・イン
デックスは無視され，UFT は，標準のオブジェクト認識プロセ
スを使用してオブジェクトを識別しようとします。

ソース・インデックスは，次のシナリオでも実行セッション中
に無視されます。

l テスト・オブジェクトの記述に XPath または css 識別子が含
まれている場合。詳細については，「Web オブジェクト識別
子」(62ページ)を参照してください。

l テスト・オブジェクトに対して Index 順序識別子を手動で定
義した場合。詳細については， 『HP Unified Functional
Testing ユーザーズ・ガイド』のIndex 順序識別子に関する項
を参照してください。

l Internet Explorer 以外のブラウザを使用して，実行セッショ
ンが行われた場合。
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UI 要素 説明

記録セッショ
ン時にブラウ
ザをサイズ変
更されたら実
行時にもサイ
ズ変更する

このオプションを選択して記録セッション中にブラウザのサイ
ズを変更すると，最初に記録されたステップを実行するときに
UFT によってブラウザのサイズがこのサイズに変更されます。
実行セッションが終了すると，ブラウザは元のサイズに戻りま
す。テストでドラッグ・アンド・ドロップ操作を実行する場合
は，このオプションを選択することをお勧めします。

注:

l このオプションを使用するには，記録を開始する前に
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［記録
または実行セッションを開始する時、次のブラウザを開
く］オプションを選択します。

l このオプションがクリアされていると，実行セッション
開始時にブラウザのサイズが変更されません。このオプ
ションをクリアした状態でステップを実行し，このオプ
ションを再度選択すると，UFT では，ステップの記録時
に入力したサイズ変更情報に無関係に，前の実行セッ
ションと同じサイズでブラウザを開きます。

自動 XPath 識
別子を使用し
て学習および
実行する
（Web Add-in
のみ）

Web テスト・オブジェクトの学習時に XPath 値を生成および格
納し，実行セッション中にその値を使用して，オブジェクト認
識の信頼性を向上します。実行セッション中に，UFT は学習し
た XPath 値を使用して，アプリケーションの DOM 要素を返し，
このオブジェクトがテスト・オブジェクト記述と一致している
ことを確認します。一致していない場合，学習した XPath は無
視されます。

また，テスト・オブジェクトの記述に XPath または CSS 識別子
が含まれているか，［ソースインデックスを使って実行する］
オプションが選択されている場合，そのオブジェクトに対して
このオプションは無視されます。詳細については，「Web オブ
ジェクト識別子」(62ページ)を参照してください。
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［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネスコ
ンポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプ
リケーション領域の［追加設定］表示枠）

この表示枠には，Web サイトを対象とするテストを記録および実行するためのオ
プションがあります。

次の画像は，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Web］表示枠を示して
います。この表示枠の内容は，［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・
ボックスの［Web］表示枠およびアプリケーション領域の［追加設定］表示枠の
内容と同じです。
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アクセス方法 次の手順のいずれかを実行します。

l テストまたはコンポーネントの場合：

［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノードを選択します。

l アプリケーション領域の場合：

アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をク
リックし，サイドバーで［Web］を選択します。

重要な情報 l ［Web］表示枠は，Web Add-in がインストールされ，ロード
されている場合にのみ利用できます。

l イベントの記録：この表示枠のオプションに加えて，Web オ
ブジェクトの種類ごとに記録するイベントを設定することも
可能です。たとえば，ポインタをオブジェクトの上に移動し
てサブメニューを開くようなイベントを記録する場合は，そ
のようなイベントを検出できるように Web イベント設定を
変更する必要があるかもしれません。詳細については，
「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設定」
(59ページ)を参照してください。

l ビジネス・コンポーネント：ビジネス・コンポーネントの場
合，この表示枠に表示される設定は読み取り専用です。ビジ
ネス・コンポーネントの［Web］表示枠の設定を変更するに
は，関連付けられているアプリケーション領域を開き，アプ
リケーション領域の［追加設定］＞［Web］表示枠を使用し
ます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ブラウザ・ナビ
ゲーションのタ
イムアウト

UFT がテストのステップを実行する前に，Web ページの読み
込みが終わるのを待機する時間の最大値（秒単位）を設定し
ます。
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UI 要素 説明

ユーザ名（テス
トのみ）

標準の認証メカニズムを使用する，パスワードで保護された
リソースにアクセスするために使用するユーザ名。

詳細については，「［詳細認証］ダイアログ・ボックス」
(114ページ)を参照してください。

パスワード
（テストのみ）

標準の認証メカニズムを使用する，パスワードで保護された
リソースにアクセスするために使用するパスワード。

詳細については，「［詳細認証］ダイアログ・ボックス」
(114ページ)を参照してください。

詳細設定（テス
トのみ）

「［詳細認証］ダイアログ・ボックス」（114 ページを参
照）を開きます。詳細認証メカニズムを使用するパスワード
で保護されたリソースにアクセスするために，Web サイトに
手動でログインできます。
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［詳細認証］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ActiveScreen が自動 ActiveScreen ログイン・メカ
ニズムでは十分でないサイトのリソースにアクセスできるように，ログイン情報
を定義できます。

アクセス方法 「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネン
トの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領域の［追
加設定］表示枠）」で，［詳細設定］をクリックします。

［Web］ 表示枠については，「［Web］表示枠（［テストの設
定］/［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボック
ス/アプリケーション領域の［追加設定］表示枠）」(111ペー
ジ)を参照してください。
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重要な情報 l このダイアログ・ボックスを閉じたら，キーワード・ビュー
で新しいステップを選択して ActiveScreen を更新するか，
［表示］＞［ActiveScreen］を選択して ActiveScreen を再表
示します。ページが正しく表示されていることを確認しま
す。

それでも ActiveScreen に画像などのリソースが表示されない
場合，その理由として，インターネットに接続されていな
い，Web サーバが停止している，あるいは，ActiveScreen
ページでキャプチャされたソース・パスがすでに不正確に
なっているということが考えられます。

l 詳細認証メカニズムを使用してログインすると，UFT セッ
ションが終了するまでサイトにログインしたままとなりま
す。UFT をいったん閉じて再度開き，テストを再度開いたと
きには，再度ログインする必要があります。

l ログインしたサイトに，何も操作をしないと一定時間後に自
動的に Web サイトからログアウトされる無通信タイムアウ
トの仕組みがある場合は，テストの編集中に，ActiveScreen
ページへのアクセスを再度有効にするために，［詳細認証］
ダイアログ・ボックスを使用して複数回ログインする必要が
あるかもしれません。

参照 l 「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)

l 「［ActiveScreen］ ダイアログ・ボックス」(80ページ)

l 「ActiveScreen 内のパスワードで保護されたリソースへのア
クセス」(56ページ)
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次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<ブラウザ・
ウィンドウ>

次のガイドラインに従って，テストの標準設定の Web ページが
表示されます。

l テストで初めてこのダイアログ・ボックスを開いたときに
は，ブラウザ・ウィンドウに，［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックスの［Web］タブでテストに対して設定され
ている URL アドレスが表示されます。

l このダイアログ・ボックスを使用して別の URL アドレスにナ
ビゲートすると，そのアドレスが当該テストの標準設定の詳
細認証ページになります。

このウィンドウを使用してログイン情報を入力し，アプリケー
ションにログインしたら，［閉じる］をクリックします。ログ
イン・セッションは UFT セッションの終了まで（または，Web
サイトの無通信タイムアウト時間を越えるまで）開いたままに
なります。

アドレス Web ページの URL アドレス。表示された Web ページがサイト
にログインするための正しいページでない場合は，正しい URL
アドレスを［アドレス］ボックスに入力して［検索開始］をク
リックします。

［Web］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）

このタブでは，テストの記録または実行を開始するときに起動するアプリケー
ションを UFT に設定します。
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複数の環境のアプリケーションを開いて記録するように UFT に指定することもで
きます。タブ・ブラウズ機能をサポートするブラウザを使用している場合は，複
数のブラウザ・タブを対象としてステップを作成できます。

アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Web］タブを選択しま
す。
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重要な情報 l ［Web］タブは，Web Addin がインストールされロードされ
ている場合のみ利用できます。UFT は，Web，.NET Web
Forms，PeopleSoft，および Web ベースの SAP オブジェクト
でテストまたはビジネス・コンポーネントを記録および実行
しているときにこのタブの設定を使用します。

l Siebel：Siebel オブジェクトの場合，UFT は，［記録と実行
環境設定］ダイアログ・ボックスの［Siebel］タブの設定を
使用します。このタブは，Siebel Add-in がインストールされ
ロードされていると使用できます。詳細については，
「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(569ページ)を参照してください。

l 環境変数：あらかじめ定義された専用の環境変数を使ってテ
ストに使うアプリケーションまたはブラウザを指定すること
もできます。詳細については，「記録と実行の設定での環境
変数」(37ページ)を参照してください。

関連タスク l 「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設定を変
更する方法」(72ページ)

l 「Web ベース環境の環境変数」(81ページ)

l 「UFT アドインの記録と実行環境設定の定義方法」(41ペー
ジ)

参照 l 「Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケー
ションのテストの考慮事項」(125ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開いているす
べてのブラウ
ザでテストを
記録して実行
する

コンピュータにローカルにインストールされていて，開いてい
るすべてのサポート対象 Web ブラウザで記録を行い，テストを
実行するように UFT を設定します（サポートされているブラウ
ザの一覧については， 『HP Unified Functional Testing 使用可能
製品マトリクス』（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポー
ト・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）
を参照してください。

注: UFT を開いた後で Web ブラウザを開いてください。

ヒント: UFT に ALM ブラウザまたは特定の URL を開いてい
るか特定のタイトルを持つ他のブラウザを無視するよう指
定できます。詳細については，「［Web］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参
照してください。

記録または実
行セッション
の開始時に次
のアドレスを
開く

新しいブラウザ・セッションを開き，指定した URL アドレスに
基づいてテストの記録と実行を行うように UFT を設定します。

注: URL_ENV 環境変数の値を定義した場合，その値が，実行
セッション中にここで指定した値よりも優先します。詳細
については，「記録と実行の設定での環境変数」(37ページ)
を参照してください。
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UI 要素 説明

記録または実
行セッション
を開始する
時，次のブラ
ウザを開く

テストの記録時および実行時に指定したタイプのブラウザを開
くように UFT を設定します。

注:

l このリストには，コンピュータに現在インストールされ
ているブラウザと，Apple Safari ブラウザのみが表示され
ます（リモートの Apple Safari ブラウザに UFT からアク
セス可能です）。

l BROWSER_ENV 環境変数の値を定義した場合，その値が，
実行セッション中にここで指定した値よりも優先しま
す。詳細については，「Web ベース環境の環境変数」(81
ページ)および「記録と実行の設定での環境変数」(37
ページ)を参照してください。

l ［Mozilla Firefox］を選択すると，UFT はコンピュータに
インストールされていて，かつ UFT でサポートされてい
る最新バージョンの Mozilla Firefox を開きます。

n このリストで使用できない特定のバージョンの Firefox
を開く場合，BROWSER_ENV 環境変数（「Web ベース
環境の環境変数」(81ページ)を参照）を使用できま
す。

n サポートされているブラウザのバージョンについて
は， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マト
リクス』（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポー
ト・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から入
手可能）を参照してください。
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UI 要素 説明

ホスト名また
は IP（リモー
ト接続の詳
細）

UFT の接続先となる Mac コンピュータのホスト名または IP アド
レス。

UFT は，標準設定ではポート 8822 を使用して Mac に接続しま
す。別のポートを使用するには，ホスト名の後にポート番号を
追加して，<ホスト名>:<ポート番号> のように指定します。

Mac の UFT 接続エージェント の環境設定の［UFT ポート］オプ
ションで，同じポート番号を指定してください。

詳細については，「リモートの Mac コンピュータに接続する方
法」(793ページ)を参照してください。

注:

l テストの実行時には，UFT で手動で実行する，ALM テス
ト・セットの一部として実行する，その他の方法で実行
するなどのいずれの場合でも，UFT は必ずこのアドレス
を使用します。

l ホストを指定し，そのホストへの接続をテストするに

は，UFT ツールバーの［リモート接続］ボタン をク
リックし，開いたダイアログ・ボックスにホスト名また
は IP を入力して，［接続］をクリックします。

l REMOTE_HOST 環境変数の値を定義した場合，その値が，
実行セッション中にここで指定した値よりも優先しま
す。

ブラウザのリストから［Apple Safari (リモートMac コンピュー
タ上)］を選択した場合にのみ使用できます。
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UI 要素 説明

SSL の使用
（リモート接
続の詳細）

リモート Mac コンピュータへの接続の開始時に SSL を使用する
ように UFT に指示します。

Mac 上の UFT 接続エージェント が SSL 接続を要求するように設
定されている場合，［SSL の使用］オプションを選択する必要
があります。

SSL 接続を使用して UFT と Mac の間の通信を保護するには，
UFT の［オプション］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞
［オプション］＞［GUI テスト］＞［リモート接続］）と Mac
の UFT 接続エージェント 環境設定で，適切な証明書と鍵が定義
されていることを確認します。詳細については，「リモート
Mac コンピュータとの通信のセキュリティ保護」(774ページ)を
参照してください。

注: USE_SSL 環境変数の値を定義した場合，その値が，実行
セッション中にここで指定した値よりも優先します。詳細
については，「記録と実行の設定での環境変数」(37ページ)
を参照してください。

ブラウザのリストから［Apple Safari (リモートMac コンピュー
タ上)］を選択した場合にのみ使用できます。
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UI 要素 説明

実行セッショ
ン終了時の動
作（リモート
接続の詳細）

［Apple
Safari］ブラ
ウザを選択し
た場合にのみ
使用できま
す。

実行セッションが終了したときに UFT が実行する処理を指定し
ます。

l 切断：リモートの Mac への UFT の接続を閉じるかどうかを
指定します。

次に例を示します。

n 続く実行セッションで別の Mac に接続する必要がある
場合や，ポートを解放して別の UFT インスタンスで使
用できるようにする場合は，このオプションを選択し
ます。

n 複数のテストを実行するときに，リモート接続を設定
するのが最初のテストのみの場合は，このオプション
をクリアします。

UFT でテストを編集しているときは，［リモート接続］ダイ
アログ・ボックス（UFT ツールバーの［リモート接続］ボタ

ン で開く）接続ステータスを確認できます。また，この
ダイアログ・ボックスを使用して，Mac への接続を手動で閉
じることもできます。

l ブラウザを閉じる：Apple Safari ブラウザを閉じるかどうか
を指定します。

例を次に示します。

n このテストが，他のどのテストにも依存していない場
合は，このオプションを選択します。

n テストの設計段階では，このオプションをクリアしま
す。ブラウザは，テストの実行後も開いたままにな
り，テストの編集で引き続き使用できます。

n 複数のテストを実行するときに，Safari ブラウザを実
行するステップが最初のテストにのみ含まれている場

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 123 ページ



UI 要素 説明

合は，このオプションをクリアします。

このオプションは，ブラウザのリストから［Apple Safari (リ
モートMac コンピュータ上)］を選択した場合にのみ使用でき
ます。

既に開いてい
るブラウザで
は記録と実行
を行わない

記録または実行セッションを開始する前（および UFT を開く
前）にすでに開いていたブラウザではテストの記録と実行を行
わないように UFT を設定します。

このオプションを選択すると，オブジェクト・スパイを使って
これらのブラウザのプロパティを表示することもできなくなり
ます。

テストを閉じ
るときにブラ
ウザを閉じる

テストを閉じるときに［アドレス］ボックスで指定されている
ブラウザ・ウィンドウを閉じるように UFT を設定します。

このオプションを選択/クリアする状況の例：

l 設計が終了したテストを，他のすべてのテストから切り
離して実行する場合は，このオプションを選択します。

l テストの設計段階では，このオプションをクリアしま
す。ブラウザは，テストの実行後も開いたままになり，
テストの編集で引き続き使用できます。

l 同じブラウザで複数のテストを実行するときに，ブラウ
ザを開くステップが最初のテストのみに含まれる場合
は，このオプションをクリアします。

ブラウザのリストから［Apple Safari (リモートMac コンピュー
タ上)］を選択した場合は使用できません。
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Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケーションの
テストの考慮事項

l Web ブラウザ・コントロールが組み込まれたアプリケーションの記録や実行を
行う場合は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［開いているす
べてのブラウザでテストを記録して実行する］を選択してください。

l テストの記録または実行時に UFT が Web オブジェクトを認識するように，
（［ブラウザ コントロール登録ユーティリティ］を使って）ブラウザ・コント
ロール・アプリケーションを登録します。詳細については，「ブラウザ・コン
トロール登録ユーティリティ」(86ページ)を参照してください。

l アプリケーションが UFT の後で開いたことを確認してから記録を開始してくだ
さい。
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トラブルシューティングと制限事項 - Web
ベース・アプリケーションのサポート
本項には，Web add-in に関するトラブルシューティングと制限事項の情報が記載
され，次の項が含まれています。

l 「ユーザ・アカウント制御（該当する場合）」(126ページ)

l 「テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ」(127ページ)

l 「テスト・ドキュメントの作成と実行」(127ページ)

l 「Microsoft Internet Explorer でのテストまたはコンポーネントの実行」(128
ページ)

l 「WebTable テスト・オブジェクトの認識」(128ページ)

l 「チェックポイント，出力値，ActiveScreen」(130ページ)

l 「複数の Web ブラウザの使用」(130ページ)

l 「Web ブラウザの多言語サポート」(131ページ)

ユーザ・アカウント制御（該当する場合）

l UAC（User Account Control：ユーザ・アカウント制御）がオンになっているコ
ンピュータで作業を行う場合，UFT は，UFT のインストール後にインストール
（または新しいバージョンにアップグレード）された Mozilla Firefox ブラウザ
を対象とするテストをサポートしません。

回避策：上記の環境に Mozilla Firefox をインストールした後，管理者としてロ
グインし，UFT を開きます。これによって，UFT が Mozilla Firefox をサポートす
るために必要なファイルがインストールされます。
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テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ

l Web テスト・オブジェクトは，Class Name 認識プロパティをサポートしませ
ん。Web オブジェクトを対象に ChildObjects(<Descr>) ステップを実行しようと
したとき，Descr 引数に Class Name プロパティが含まれている場合，General
Run Error メッセージが表示されます。

回避策：Descr 引数の中で micclass プロパティを使用します。

l 同じフレーム内の Web 要素へのドラッグ・アンド・ドロップ・ステップを記録
する場合，実行セッションのときの画面の解像度が記録セッションのときの解
像度と同じではないと，テスト・ステップが失敗することがあります。これ
は，画面解像度が異なると，ターゲット位置の座標が異なる場合があるからで
す。

回避策：この問題が生じた場合は，新しい位置に合わせて Drop の座標を調整
します。

l UFT は，<input type="file"> タグによって表示されるエディット・フィールドの
変更だけを記録します。ブラウズ操作は記録されません。

l POST メソッドを使う form タグでのクリック操作は正しく実行されないことが
あります。

回避策：この問題が発生した場合は，クリックの前に，Setting.WebPackage
("ReplayType") = 2 を使って再生のタイプを［マウス操作による実行］に変更し
ます。クリック・ステップの後で，Setting.WebPackage("ReplayType") = 1 を
使って再生の種類を標準設定（［イベントに基づく実行］）に戻すことをお勧
めします。

テスト・ドキュメントの作成と実行

l ［オートコンプリート］ダイアログ・ボックス内のパスワード・フィールドを
記録するときに Tab キーを使用すると，UFT は間違った記録を行うことがあり
ます。

回避策：ユーザ名を入力した後 ENTER キーを押すか，［ログイン］ボタンをク
リックします。

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 127 ページ



l UFT は，ブラウザを開いたときに，前のブラウザ・セッションで開かれて保存
された複数のタブを正しく認識できない場合があります。

回避策：複数のタブが必要な場合は，テストまたはビジネス・コンポーネント
に適切なステップを付け加えて，実行セッション中にそれらを開くようにしま
す。

Microsoft Internet Explorer でのテストまたはコンポーネントの実
行

l Microsoft Internet Explorer で URL に割り当てられていない画像マップの領域に
対するクリック操作を記録すると，実行セッション中，UFT はマップで最初に
検出する URL 割り当て領域をクリックします。

l UFT は，Microsoft Internet Explorer でのカスタマイズされたツールバー・ボタン
での記録をサポートしません（ブラウザに標準で表示されるツールバー・ボタ
ンについてのみ記録します）。

l UFT は，Microsoft Internet Explorer の［検索］ウィンドウは記録しません。

l Web ページ内のドロップダウン・ボックスに大量のデータが含まれている場
合，記録セッション中に UFT の応答が遅くなることがあります。

回避策：Web ページ上の大量のデータを含んだオブジェクトを学習します（記
録する代わりに）。

l Internet Explorer 9 で「アドオンを無効にすることで、閲覧の速度を上げま
す。」というメッセージが表示される場合，［無効にしない］を選択するか，
より大きなしきい値を選択します。

l Internet Explorer 9 を使用する場合，innertext，outertext，innerhtml，
outerhtml の各プロパティの値は，以前のバージョンの Internet Explorer の値と
異なる場合があります。このため，パラメータでこれらの値を使用するか，こ
れらのプロパティ値を使用するチェックポイントを実行すると，ステップが失
敗することがあります。

WebTable テスト・オブジェクトの認識
標準設定では，UFT Web Add-in を使用する場合，UFT はすべての HTML テーブルを

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 128 ページ



WebTable テスト・オブジェクトとして認識します。

ただし，QuickTest 9.5 または 10.00 では，標準設定の動作として，オブジェク
ト・スパイ，学習，記録セッション中，1 つの行と 1 つのカラムの HTML テーブ
ルは無視されていました。

標準設定の動作がこのように変更された結果，新しいテスト・オブジェクトの学
習時，または QuickTest 9.5 や 10.00 で学習された Web テスト・オブジェクトを含
むステップの実行時など特定の状況で，異なる結果が生じることがあります。た
とえば，ChildObjects メソッドでは，Web テーブルを含む親オブジェクトに対し
て異なる値を返す可能性があります。

必要に応じて，抽象テーブルのサポートを有効にする（および任意で変更する）
ことにより，以前の動作に戻すことができます。

抽象テーブルは，HPInternal と呼ばれる組み込みの Web Add-in Extensibility ツール
キット・サポート・セットで定義されます。標準設定では，このツールキット・
サポート・セットは読み込まれません。

抽象テーブルのサポートを有効にするには，次の手順を実行します。

1. <UFT インストール・フォルダ
>\dat\Extensibility\Web\Toolkits\HPInternal\loadalways.ind を開きます。

2. ファイル内のただ 1 つの行を load=true に変更します。

UFT が抽象テーブルとして扱うテーブルのタイプを変更するには，次の手順を実
行します。

<UFT インストール・フォルダ
>\dat\Extensibility\Web\Toolkits\HPInternal\HPAbstractTable.js にある
IsHPAbstractTable JavaScript 関数を編集します。

次のサンプルの IsHPAbstractTable JavaScript 関数は，1 つの行と 1 つのカラムを
含む Web テーブル要素を抽象テーブルとして扱うように UFT を設定します。

function IsHPAbstractTable()
{

// セルが 1 つしかないテーブルはすべて，抽象テーブルとして扱う
if ( _elem.rows.length == 1 && _elem.rows[0].cells.length == 1 )
{

return true;
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}
return false;

ほかのタイプの Web テーブル要素も無視するように UFT を設定するには，HTML
プロパティやその他の情報に基づいて，それらのタイプに対して true を返すよう
に IsHPAbstractTable JavaScript 関数を変更します （_elem というトークンを使っ
て，UFT が現在処理している Web 要素を表します）。

注意: HPAbstractTable.js は UFT による Web オブジェクトの識別方法に影響す
るため，誤って変更すると問題が発生する可能性があります。経験を積んだ
JavaScript プログラマであり，Web コントロールの実装に精通しているユーザ
以外はこのファイルを編集しないでください。変更を行う前に，必ずファイル
のバックアップ・コピーを作成してください。

チェックポイント，出力値，ActiveScreen

l ページのソース・コードまたは HTML タグを対象とするチェックポイントは
ActiveScreen からは挿入できません。記録中に挿入する必要があります。これ
らのチェックポイントは，最初の実行セッション中に失敗することがありま
す。

回避策：ページのソース・コードまたは HTML タグを対象とするチェックポイ
ントを含むテストまたはビジネス・コンポーネントを実行する前に，テストの
更新実行（［実行］＞［更新実行モード］）を行います。

l Web ブラウザの代わりに，ブラウザ・コントロールを含むアプリケーションで
作業中，チェックポイントを ActiveScreen から挿入すると，チェックポイント
が失敗することがあります。

回避策：記録中にチェックポイントを挿入します。

l FireFox で ASPAjaxRichTextArea オブジェクトのスナップショットをとる場合，
ActiveScreen では正しく表示されない場合があります。

複数のWeb ブラウザの使用
UFT は，ブラウザから CSS プロパティ値を取得します。異なるブラウザで実行す
るテストまたはコンポーネントを設計する場合，異なるブラウザには異なる CSS

アドイン・ガイド
第2章: Web ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 130 ページ



機能があり，同じオブジェクトに対して異なるプロパティ値が返される可能性が
あることに注意してください。

問題

別のブラウザで実行するはずのステップを実行し，2 番目のブラウザのロード完
了前に UFT が 2 番目のブラウザを対象としたステップを実行しようとすると，
UFT は最初のブラウザでそのステップを実行し，ステップが失敗することがあり
ます。

解決策

2 番目のブラウザの最初のステップの前に Wait() ステートメントを挿入し，2 番
目のブラウザがロードを完了できるようにします。

理由

標準設定では，Browser テスト・オブジェクトには，その記述に認識プロパティ
はありません。ただ 1 つのブラウザが開いている場合，開いているブラウザはす
べての Browser テスト・オブジェクトの（空）記述と一致します。複数のブラウ
ザが開いている場合は，UFT は関連する Browser テスト・オブジェクトと一緒に
保存されているスマート認識または順序識別子のプロパティ値を使用して，ブラ
ウザを区別し，正しいブラウザを選択します。

ただし，UFT が 2 番目のブラウザを対象としたステップを実行しようとしたとき
に 2 番目のブラウザがまだ完全にロードされていなければ，UFT はただ 1 つのブ
ラウザが開いているものと想定して，スマート認識または順序識別子に戻らずに
最初のブラウザでステップを実行しようとします。

Web ブラウザの多言語サポート

l Internet Explorer では，編集フィールドでのオート・コンプリート操作は記録さ
れません。

回避策：Microsoft Internet Explorer のオートコンプリート機能を無効にするに
は，Microsoft Internet Explorer で［ツール］＞［インターネットオプション］
＞［詳細設定］を選択し，［ブラウズ］オプションの［インラインオートコン
プリートを使用する］を無効にします。
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l テストまたはビジネス・コンポーネントに Mozilla Firefox ブラウザを閉じるス
テップが含まれていると，実行セッション中にそのステップに到達したとき，
UFT が予期しない動作をすることがあります。

回避策：Mozilla Firefox ブラウザを閉じるステップを含めないようにします。
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第3章: Windowsベース・アプリケーショ
ンのサポート
本章の内容

概念 134

Windows ベース・アプリケーションのサポート - 概要 134

Windows ベース・アプリケーションの UFT 設定 135

Windows ベース・アプリケーションの記録と実行環境設定 136

リファレンス 137

Windows ベース・アプリケーションの環境変数 137

［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイ
アログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ） 139

［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］
ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ） 143

［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス） 157
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概念

Windowsベース・アプリケーションのサポート -
概要

UFT は，Windows ベース・アプリケーションのテスト用にいくつかのアドインを
提供しています。

UFT オプションの多くを設定する方法は，ほとんどの UFT の Windows ベースのア
ドインと同じかまたは似ています（組み込みの標準 Windows テスト・サポートも
同様です）。詳細については，「Windows ベース・アプリケーションの UFT 設
定」(135ページ)を参照してください。

多くの UFT アドインは，UFT の記録と実行の対象となるアプリケーションの決定
を「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック
ス）」（157 ページを参照）の設定に依存しています。アドインによっては，こ
れらの設定が，エディット・モードにある特定の操作に対して UFT が認識するア
プリケーションにも影響する可能性があります。

あらかじめ定義された環境変数を使ってテストに使うアプリケーションまたはブ
ラウザを指定することもできます。これは，異なる環境でアプリケーションがど
のように機能するかをテストする場合に便利です。

記録，実行および指差しマークの操作の間に，UFT がオブジェクトを正しく認識
することを保証しなければならないという付加的問題も発生する可能性がありま
す。詳細については，「Windows ベース・アドインのための記録と実行の設定ガ
イドライン」(166ページ)を参照してください。

標準 Windows テスト・サポートの詳細については，「標準 Windows サポート - ク
イック・リファレンス」(592ページ)を参照してください。

これらの Windows ベース・アドインの使用方法の詳細については，本書でこれら
のアドインに関する項を参照してください。

l 「ActiveX Add-in - クイック・リファレンス」(231ページ)

l 「Delphi Add-in - クイック・リファレンス」(243ページ)
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l 「.NET Windows Forms サポート - クイック・リファレンス」(193ページ)

l 「PowerBuilder Add-in」(397ページ)

l 「Qt Add-in」(404ページ)

l 「Windows ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(433ページ)

l 「Stingray Add-in」(598ページ)

l 「Terminal Emulator Add-in」(644ページ)

l 「VisualAge Smalltalk Add-in」(732ページ)

l 「Visual Basic Add-in」(738ページ)

l 「Windows Runtime Add-in」(829ページ)

Windowsベース・アプリケーションのUFT設定

［オプション］ダイアログ・ボックスの［Windows アプリケーション］表示枠
（［ツール］＞［GUIオプション］＞［GUI テスト］タブ＞［GUIWindows アプリ
ケーション］ノード）を使用して，Windows ベース・アプリケーションの一般オ
プションと詳細オプションを次のように設定します。

l 一般オプション：Windows ベース・アプリケーション（標準 Windows，
ActiveX，.NET Windows Forms，WPF，SAP GUI for Windows，Visual Basic アプリ
ケーション，Windows Runtime など）のテストとビジネス・コンポーネントを
UFT が記録し実行する方法を設定します。詳細については，「［Windows アプ
リケーション］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(139ページ)を参照してください。

ヒント: Windows ベース・アプリケーションでテストまたはスクリプト・コ
ンポーネントを記録している場合は，あらゆるステップの ActiveScreen 情
報をすべて保存する，特定のステップの ActiveScreen 情報だけを保存す
る，ActiveScreen のキャプチャを完全に無効化する，といった選択ができま
す。この設定は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［ActiveScreen］
表示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［ActiveScreen］
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ノード）で行います。保存する情報が少ないほど記録時間は短くなりま
す。

このオプションはキーワード・コンポーネントには適用されません。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen］表示枠に関する項を参照してください。

l 詳細オプション：ActiveX，Visual Basic などの Windows ベース・アプリケー
ションのテストやビジネス・コンポーネントを UFT が記録し実行する方法を変
更します。詳細については，「［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］
表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(143
ページ)を参照してください。

Windowsベース・アプリケーションの記録と実行
環境設定

Windows ベース・アプリケーションに対してテストの作成と実行をどのように開
始するかを決める各種オプションを「［Windows Applications］タブ（［記録と実
行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（157 ページを参照）で設定できます。
これらのオプションでは，テストの記録または実行を開始するときに起動するア
プリケーションを UFT に設定します。

さらに，記録の対象とするアプリケーションを「［アプリケーションの詳細］ダ
イアログ・ボックス」（162 ページを参照）で指定できます。テストを記録およ
び実行する Windows ベース・アプリケーションの詳細は，環境変数を使用して定
義できます。これを行うには，「Windows ベース・アプリケーションの環境変
数」(137ページ)に示す適切な変数名を使用します。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはテストにのみ適用されま
す。ビジネス・コンポーネントの記録の設定は，関連するアプリケーション領
域の［アプリケーション］表示枠または［アプリケーション］ダイアログ・
ボックスで指定します。ただし，特定の記録と実行の設定はビジネス・コン
ポーネントに対して定義する必要はありません。アプリケーション領域の［追
加設定］表示枠にある［アプリケーション］表示枠の詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

Windowsベース・アプリケーションの環境変数

テストを記録および実行する Windows ベース・アプリケーションの詳細は，環境
変数を使用して定義できます。これを行うには，次に示す適切な変数名を使用し
ます。

注:

l 環境変数とテストで環境変数を使用する方法の詳細については，「記録と
実行の設定での環境変数」(37ページ)を参照してください。

l 本項で説明する環境変数は，「［アプリケーションの詳細］ダイアログ・
ボックス」（162 ページを参照）で定義する設定に対応します。

オプション 変数名 説明

アプリケー
ション

EXE_ENV_1
EXE_ENV_10

記録と実行のセッションが開始されると，UFT
が操作を記録する実行可能ファイル。10 個ま
での実行ファイルを指定できます。

作業フォルダ DIR_ENV_1
DIR_ENV_10

対応する実行可能ファイルによって参照される
フォルダ（対応するアプリケーションごと）。

プログラム引
数

ARGS_ENV_1
...ARGS_ENV_
10

指定したアプリケーションに使用されるコマン
ド・ライン引数（対応するアプリケーションご
と）。
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オプション 変数名 説明

アプリケー
ションを起動
する

LNCH_ENV_1
...LNCH_ENV_
10

記録と実行セッションを開始するときにアプリ
ケーションを起動するかどうか（対応するアプ
リケーションごと）。

取り得る値：

l 0（アプリケーションを起動しない）

l 1（アプリケーションを起動する）

子孫プロセス
も含める

CHLD_ENV_1
...CHLD_ENV_
10

記録と実行のセッション中にアプリケーション
によって作成されたプロセスで記録と実行を行
うかどうか（対応するアプリケーションご
と）。

取り得る値：

l 0（子孫プロセスの記録を行わない）

l 1（子孫プロセスの記録を行う）
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［Windowsアプリケーション］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI
テスト］タブ）

この表示枠では，Windows ベース・アプリケーションを対象としたテストまたは
ビジネス・コンポーネントの UFT による記録方法と実行方法を設定できます。

アクセス方法 ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］＞［一般］ノードを選択しま
す。

重要な情報 ［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプショ
ン］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準設定に
リセットされます。
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参照 l 「［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(143ページ)

l 「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」(157ページ)

l 「Windows ベース・アプリケーションのサポート - 概要」
(134ページ)

l 「Windows ベース・アプリケーションの UFT 設定」(135ペー
ジ)
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第3章: Windows ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 140 ページ



次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

添付テキスト オブジェクトの添付テキストを取得するのに UFT によって使わ
れる検索基準。オブジェクトの添付テキストは，指定したポイ
ントから指定の範囲内で最も近い位置にある静的テキストで
す。取得した添付テキストは，対象オブジェクトに対応する
text または attached text 認識プロパティに保存されます。

注: オブジェクトに最も近いように思える静的テキストが実
際には最も近いわけではないこともあります。添付テキス
トが対象の静的テキスト・オブジェクトであることを確認
するには試行錯誤が必要かもしれません。

検索半径：UFT が添付テキストを検索する距離の最大値（ピク
セル数）。

検索領域：UFT がオブジェクトの添付テキストの検索を開始す
るオブジェクト上のポイント。

［検索領域］リストからオプションを選択します。

l 左上：左上角。

l 上：両上角の中間点。

l 右上：右上角。

l 右：両右角の中間点。

l 右下：右下角。

l 下：両下角の中間点。

l 左下：左下角。

l 左：両左角の中間点。
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UI 要素 説明

メニューを開
いて，項目の
プロパティを
取得する

実行セッション中にメニュー項目のプロパティを取得する前に
標準 Windows メニュー・オブジェクトを開くよう UFT を設定し
ます。

注:

l このオプションを選択すると実行が遅くなることがあり
ますが，メニューを開くときにメニュー項目のプロパ
ティが変わる場合には便利です。

l このオプション（標準で選択されています）ですべての
メニュー・オブジェクトの標準設定の動作が設定されま
す。テストまたは関数ライブラリで ExpandMenu プロパ
ティを使用して，この動作を個別のメニュー・オブジェ
クトに対して設定できます。詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の特定のテスト・
オブジェクト・メソッドとテスト・オブジェクト・プロ
パティを参照してください。

一意ではない
リスト項目を
学習する

標準 Windows のリストまたはツリー内に同一名の項目が複数あ
る場合に UFT が学習する対象を決定します。

l 名前：項目名を学習します。

実行セッションに，学習時に選択された項目に関係なく，
UFT によって名前の最初のインスタンスが見つけられて選択
されます。同じ名前の項目の動作がすべて同じ場合はこのオ
プションを選択します。

l インデックス：項目のインデックス番号を学習します。

同じ名前の項目の動作が必ずしもすべて同じでない場合はこ
のオプションを選択します。
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UI 要素 説明

ユーザ定義ボ
タンの学習形
式

アプリケーション内のユーザ定義の標準 Windows ボタンを識別
および学習する方法を UFT に設定します。

リストからオプションを選択します。

l ボタン

l チェックボックス

l ラジオ・ボタン

l オブジェクト

注: オブジェクトを選択すると，UFT により各ユーザ定義ボ
タンは WinObject として認識されます（仮想オブジェクトを
定義していると，テストで作業するときに，UFT はユーザ
定義ボタンを仮想オブジェクトとして認識することもでき
ます。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユー
ザーズ・ガイド』の仮想オブジェクトの学習に関する項を
参照してください）。

［Windowsアプリケーション］＞［詳細設定］表
示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，Windows ベース・アプリケーションのテストまたはビジネス・
コンポーネントの UFT による記録方法と実行方法を変更できます。
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アクセス方法 ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］ノードを選択し
ます。

重要な情報 Win32 API および Windows メッセージ・モデルに精通している
方を対象とした Windows ベース・アプリケーションの高度なテ
ストの情報については，「Windows ベース・アプリケーション
の高度なテストに関する考慮事項」(155ページ)を参照してくだ
さい。

参照 「Windows ベース・アプリケーションのサポート - 概要」(134
ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［オブジェクトの認識］ノード

アドイン・ガイド
第3章: Windows ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 144 ページ



UI 要素 説明

子ウィンドウ
を常に列挙す
る（パフォー
マンスに影響
を及ぼす可能
性あり）

テストまたはビジネス・コンポーネントの記録および実行時
にすべての子ウィンドウを列挙するように UFT を設定しま
す。

注意: このオプションはパフォーマンスに大きく影響を与
えることがあるため，標準ではクリアされており，ほかの
手段でオブジェクトを識別できない場合にかぎり使用しま
す。詳細については，「Windows ベース・アプリケーショ
ンの高度なテストに関する考慮事項」(155ページ)を参照
してください。

［記録設定］ノード
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UI 要素 説明

Button ボタン・オブジェクトの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：ボタンの単純な
記録を可能にします。このモードでは，標準的でないケー
スでのユーザ操作の認識が改善されることがあります。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Click を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき（［マ
ウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マウスボ
タンの解放］）のどちらの場合に Click 操作を記録するべき
かを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの解放
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UI 要素 説明

List Windows ベースのリスト・オブジェクト（WinList，
WinListView，VbList など）の記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：リストの単純な
記録を可能にします。このモードでは，標準的でないケー
スでのユーザ操作の認識が改善されることがあります。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Select を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき
（［マウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マ
ウスボタンの解放］）のどちらの場合に Select 操作を記録
するべきかを指定します。

標準設定 = マウス・ボタンの解放
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UI 要素 説明

Menu メニュー・オブジェクトの記録設定を定義します。

l 記録を有効にする：UFT がメニュー・コントロールを対象
とする操作を記録するかどうかを指定します。たとえば，
別のウィンドウを開くためのメニュー選択操作を UFT に無
視させたい場合が考えられます。

このオプションは標準設定で選択されています。

l Menu の記録モードを指定する：メニュー・コントロール
に対する操作を記録する前にメニュー初期化イベントを
UFT で検証するか無視するかを指定します。

注: このオプションは，［記録を有効にする］が選択さ
れている場合にのみ有効になります。詳細について
は，「Windows ベース・アプリケーションの高度なテ
ストに関する考慮事項」(155ページ)を参照してくださ
い。

標準設定 = メニューの初期化イベントを検証する
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UI 要素 説明

Object WinObject テスト・オブジェクトとして認識されるオブジェク
トの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：WinObject テス
ト・オブジェクトの単純な記録を可能にします。このモー
ドでは，標準的でないケースでのユーザ操作の認識が改善
されることがあります。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Click を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき（［マ
ウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マウスボ
タンの解放］）のどちらの場合に Click 操作を記録するべき
かを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの押下
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UI 要素 説明

Tab タブ・オブジェクトの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：タブの単純な記
録を可能にします。このモードでは，標準的でないケース
でのユーザ操作の認識が改善されることがあります。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Select を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき
（［マウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マ
ウスボタンの解放］）のどちらの場合に Select 操作を記録
するべきかを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの解放
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UI 要素 説明

Toolbar ツールバー・オブジェクトの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：ツールバーの単
純な記録を可能にします。このモードでは，標準的でない
ケースでのユーザ操作の認識が改善されることがありま
す。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Press を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき
（［マウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マ
ウスボタンの解放］）のどちらの場合に Press 操作を記録
するべきかを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの解放
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UI 要素 説明

Tree view ツリー・ビュー・オブジェクトの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：ツリー・ビュー
の単純な記録を可能にします。このモードでは，標準的で
ないケースでのユーザ操作の認識が改善されることがあり
ます。

このオプションは標準ではクリアされており，標準の記録
方式で必要なことができない場合にのみ使用します。詳細
については，「Windows ベース・アプリケーションの高度
なテストに関する考慮事項」(155ページ)を参照してくださ
い。

l Select を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき
（［マウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マ
ウスボタンの解放］）のどちらの場合に Select 操作を記録
するべきかを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの解放

l ツリー項目を記録する：ツリー項目が名前で記録されたの
か，仮想インデックスで記録されたのかを指定します。

標準設定 = 名前
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UI 要素 説明

Window ウィンドウ・オブジェクトの記録設定を定義します。

l オブジェクトの基本操作のみを記録する：ウィンドウの単
純な記録を可能にします。このモードでは，標準的でない
ケースでのユーザ操作の認識が改善されることがありま
す。

注: このオプションは標準ではクリアされており，標準
の記録方式で必要なことができない場合にのみ使用し
ます。詳細については，「Windows ベース・アプリ
ケーションの高度なテストに関する考慮事項」(155
ページ)を参照してください。

l Click を記録する：マウス・ボタンが押下されたとき（［マ
ウスボタンの押下］）または解放されたとき（［マウスボ
タンの解放］）のどちらの場合に Click 操作を記録するべき
かを指定します。

注: このオプションは，［オブジェクトの基本操作のみ
を記録する］が選択されている場合にのみ有効になり
ます。

標準設定 = マウス・ボタンの解放

Keyboard キーボードに対する操作の記録設定を定義します。

l キーボード状態を検出する：UFT によって，キーボード状
態を検出するのに使用される API を指定します。

標準設定 = 標準

詳細については，「Windows ベース・アプリケーションの
高度なテストに関する考慮事項」(155ページ)を参照してく
ださい。
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UI 要素 説明

ユーティリ
ティ・オブ
ジェクト

ユーティリティ・オブジェクトの記録設定を定義します。

SystemUtil.Run コマンドを記録する：記録セッションでアプ
リケーションを開いたときに SystemUtil.Run コマンドを記録
するかどうか UFT に指定します。

このオプションは標準設定で選択されています。メソッドの
詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の「SystemUtil.Run」を参照してください。

［実行の設定］ノード

Edit Box エディット・オブジェクトの実行設定を定義します。

l テキストの挿入前に，エディット・ボックスをクリックす
る：テストまたはコンポーネントの実行中に，テキストを
挿入する前にエディット・ボックスでフォーカスを設定す
る Click 操作を実行するかどうか UFT に指定します。

このオプションは，標準設定ではクリアされています。

l Set 操作にキーボード・イベントを使用する：これを選択
すると，実行セッション中にエディット・ボックスで Set
操作を実行するときにキーボード・イベントをシミュレー
トするよう UFT に指示します。クリアすると，エディッ
ト・ボックスを対象とした Set 操作に API またはウィンド
ウ・メッセージが UFT によって使用されます。

このオプションは，標準設定ではクリアされています。

画面下の領域

説明 選択したオプションの説明です。

［リセット］
ボタン

表示枠内のすべてのオプションを標準設定値にリセットしま
す。
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Windows ベース・アプリケーションの高度なテストに関
する考慮事項

次の情報は，Win32 API および Windows メッセージ・モデルに精通している方を
対象としています。「［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(143ページ)で
説明されている，いくつかのオプションに関する情報を拡張しています。

子ウィンドウを常に列挙する
UFT がアプリケーションのオブジェクトを正しく記録しない場合，このオプショ
ンを選択して強制的にシステムのすべてのウィンドウを列挙するように UFT を設
定できます。これは，UFT が WS_CHILD スタイルでないウィンドウを探す場合で
も，最上位ウィンドウだけでなく，システムのすべてのウィンドウを列挙するこ
とを意味します。

アプリケーションに WS_CHILD スタイルではないけれども親（オーナでない）
ウィンドウを持っているウィンドウがある場合には，このオプションを選択しま
す。

オブジェクトの基本操作のみを記録する
一般に，UFT はアプリケーションによって送信された Windows メッセージに基づ
いて Windows オブジェクトに対する操作を記録します。UFT はシステムによって
特定のアプリケーション・ウィンドウに送信された Windows メッセージのシーケ
ンスを認識し，高度なアルゴリズムを使用してどの操作を記録するべきかを判断
します。

まれに（非標準のメッセージ・シーケンスが使われた場合），この高度なアルゴ
リズムによって不要な操作が記録されることがあります。対象イベントが発生し
たときにオブジェクトの基本の操作のみを記録したい場合には，このオプション
を選択します。このオプションを選択した場合，操作を記録するタイミングも選
択できます。［マウスボタンの押下］を選択した場合，WM_LBUTTONDOWN メッ
セージが検出されると操作が記録されます。［マウス ボタンの解放］を選択した
場合，WM_LBUTTONUP メッセージが検出されると操作が記録されます。
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キーボード状態を検出する
UFT がキーボードの組み合わせ（CTRL+Y または ALT+CTRL+HOME など）を正しく
記録しない場合，このオプションの標準設定を変更してみます。各オプションを
簡単に説明します。

l 標準：GetKeyboardState API を使用して，キーボード状態を検出します。詳細
については，http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms646299.aspxを参照し
てください。

l 代替同期：GetKeyState API を使用して，キーボード状態を検出します。詳細に
ついては，http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms646301.aspxを参照して
ください。

l 代替非同期：GetAsyncKeyState API を使用して，キーボード状態を検出しま
す。詳細については，http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms646293.aspx
を参照してください。

メニューの記録モード
大半のアプリケーションでは，ユーザがメニューを開くと Windows によって WM_
CONTEXTMENU メッセージ，WM_ENTERMENULOO メッセージ，WM_INITMENU メッ
セージ，WM_INITMENUPOPUP メッセージなどの初期化メッセージが送信されま
す。その後，ユーザがメニュー項目を選択すると，Windows によって WM_
MENUSELECT メッセージが送信されます。

［メニューの初期化イベントを検証する］オプションを選択すると，メニュー初
期化メッセージが検出された後にのみメニュー操作が記録されます。UFT がメ
ニュー操作を正しく記録しない場合やアプリケーションが WM_MENUSELECT メッ
セージを送信する前に初期化メッセージを送信しない場合には，［メニューの初
期化イベントを無視する］オプションを使用してみます。このオプションを選択
した場合，メニュー操作はすべて記録されます。
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［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境
設定］ダイアログ・ボックス）

このタブでは，Windows ベース・アプリケーションでのテストの記録および実行
に関する設定を定義できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Windows
Applications］タブを選択します。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはまた，
記録を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，
手動で設定するのでない限り，新しいテストの記録を開始
するたびに自動的に表示されます。

重要な情報 l 複数の環境のアプリケーションを開いて記録するように UFT
に指定することもできます。

l Windows ベースのアドインによっては，このダイアログ・
ボックスでの設定が，オブジェクトの学習またはオブジェク
ト・スパイの使用など，ほかの UFT 操作に対して UFT が認
識するアプリケーションにも影響する場合があります。詳細
については，「Windows ベース・アドインのための記録と実
行の設定ガイドライン」(166ページ)を参照してください。

l パフォーマンス上の理由から，［Windows Applications］タブ
の標準設定では，開いているすべてのアプリケーションでな
く，指定したアプリケーションのみが記録と実行の対象にな
ります。このオプションを変更せず，アプリケーションを指
定しない場合，UFT は Windows ベース・アプリケーションを
記録と実行の対象にしません。

l UFT の起動時にほかのアドインをロードした場合は，［記録
と実行環境設定］ダイアログ・ボックスに追加のタブが表示
される場合があります。この場合は，追加のタブごとに開い
ているすべてのアプリケーションで記録して実行するオプ
ション（各タブの上側のラジオ・ボタン）が選択されている
ことを確認します。

これらの設定は記録または実行セッションに直接には影響し
ませんが，記録または実行セッションを開始するときに，
UFT によって不要なアプリケーションが起動されるのを防ぎ
ます。
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参照 l 「Windows ベース・アプリケーションの記録と実行環境設
定」(136ページ)

l 「Windows ベース・アドインのための記録と実行の設定ガイ
ドライン」(166ページ)

l 「Windows ベース・アプリケーションの環境変数」(137ペー
ジ)

l 「記録と実行の設定での環境変数」(37ページ)

l 「［アプリケーションの詳細］ダイアログ・ボックス」(162
ページ)

l 「アドイン用の記録と実行の設定 - 概要」(34ページ)

l 「Windows ベース・アプリケーションのサポート - 概要」
(134ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開かれている
Windows ベー
ス・アプリ
ケーションす
べてでテスト
を記録して実
行する

テストの記録中に開いた任意の Windows ベース・アプリケー
ション（電子メール・アプリケーション，ファイル管理アプリ
ケーションなど）で実行したすべての操作を記録するよう UFT
に指示します。UFT はユーザ・インタフェースを持つアプリ
ケーションでのみ記録および実行され，アプリケーションの起
動方法（Windows エクスプローラの子プロセス，UFT の子プロ
セスなど）には影響されません。

このオプションを選択しているときは，記録対象のすべてのア
プリケーションが現在閉じていることを確認します。いくつか
の環境では，手動で開いたアプリケーションを UFT が認識また
は記録できるようになるのは，このオプションを選択し，
［OK］をクリックした後です。［記録と実行環境設定］ダイア
ログ・ボックスを開いたときにすでに開いているアプリケー
ションのインスタンスは無視されるか，正しく認識または記録
されない可能性があります。
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UI 要素 説明

指定したアプ
リケーション
だけで記録し
て実行する

記録と実行（および場合によっては指差しマーク）の操作を選
択したアプリケーションに制限します。さらに，記録または実
行セッションの開始時に，UFT によってこれらのアプリケー
ションを起動するかどうかを設定できます。次のオプションを
使用できます。

l UFT によって開かれたアプリケーション：このオプションを
選択すると，UFT によって（UFT の子プロセスとして）呼び
出されたアプリケーションでのみ記録，認識，実行が行われ
ます。たとえば，SystemUtil.Run ステートメント，または次
のようなステートメントを使用して，記録または実行のセッ
ション中に起動されたアプリケーションなどです。

Set shell = createobject("wscript.shell")
shell.run "notepad".

l デスクトップ（Windows シェル）から開いたアプリケーショ
ン：このオプションを選択すると，Windows デスクトップ経
由で起動されたアプリケーションのみで記録，認識，および
実行が行われます。たとえば，Windows の［スタート］メ
ニューから起動したアプリケーション，Windows エクスプ
ローラで実行ファイルをダブルクリックして起動したアプリ
ケーション，Windows デスクトップでショートカットをダブ
ルクリックして起動したアプリケーション，またはクイック
起動バーでアイコンをクリックして起動したアプリケーショ
ンなどです。

l 次の指定アプリケーション：このオプションを選択すると，
［アプリケーションの詳細］領域に表示されているアプリ
ケーションでのみ記録，認識，および実行が行われます。

ヒント:

l Windows ベース・アプリケーションでは記録を行わない
場合は，［次の指定アプリケーション］チェック・ボッ
クスだけを選択し，［アプリケーションの詳細］領域に
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UI 要素 説明

アプリケーションが表示されていないことを確認してく
ださい。

l ［アプリケーションの詳細］領域に含まれているすべて
のアプリケーションが現在閉じていることを確認しま
す。環境によっては，指定したアプリケーションのイン
スタンスでのみ UFT が記録できるようになるのは，この
オプションを選択し，［OK］をクリックした後です。
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを開いた
ときにすでに開いているアプリケーションのインスタン
スは無視されるか，正しく認識または記録されない可能
性があります。

アプリケー
ションの詳細

テストの記録と実行を行うアプリケーションの詳細。表示内容
の詳細については，「［アプリケーションの詳細］ダイアロ
グ・ボックス」(162ページ)を参照してください。

注: 1 つ以上の環境変数の値を定義すると，テスト実行時は
これらの値が［Windows Applications］タブの値に優先しま
す。詳細については，「記録と実行の設定での環境変数」
(37ページ)を参照してください。

追加：「［アプリケーションの詳細］ダイアログ・ボックス」
（162 ページを参照）を開いて，アプリケーション・リストに
アプリケーションを追加できます。10 個までのアプリケーショ
ンを追加できます。

編集：「［アプリケーションの詳細］ダイアログ・ボックス」
（162 ページを参照）を開いて，選択したアプリケーションに
ついて，その詳細を編集できます。

削除：選択したアプリケーションをアプリケーション・リスト
から削除します。
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［アプリケーションの詳細］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用すると，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスの［Windows Applications］タブで選択したアプリケーションの詳細を追
加または編集できます。

アクセス方法 「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」（157 ページを参照）で，［追加］ボタ

ン または［編集］ボタン をクリックします。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはまた，
記録を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，
手動で設定するのでない限り，新しいテストの記録を開始
するたびに自動的に表示されます。
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重要な情報 l ［Windows Applications］タブに表示されているアプリケー
ション・リストに，アプリケーションを 10 個まで追加し，
そのリストで既存のアプリケーションを編集できます。選択
したアプリケーションをセッションの開始時に起動するかど
うか，およびアプリケーションの子孫のプロセスで記録と実
行を行うかどうかを選択することもできます。

l ［アプリケーションの詳細］ダイアログ・ボックスに入力し
た詳細は，［Windows Applications］タブの［アプリケーショ
ンの詳細］領域にアプリケーションごとに 1 つのリスト項目
として表示されます。

参照 l 「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」(157ページ)

l 「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(139ページ)

l 「［Windows アプリケーション］＞［詳細設定］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(143ページ)

l 「アドイン用の記録と実行の設定 - 概要」(34ページ)

l 「Windows ベース・アプリケーションの記録と実行環境設
定」(136ページ)

「Windows ベース・アプリケーションのサポート - 概要」
(134ページ)

アドイン・ガイド
第3章: Windows ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 163 ページ



次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

アプリケー
ション

記録対象の実行可能ファイル。

実行可能ファイルは相対パスで入力できます。実行セッション
中，UFT は現在のテストのフォルダでファイルを検索し，次に
［オプション］ダイアログ・ボックスの［フォルダ］表示枠
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［フォ
ルダ］ノード）に表示されるフォルダで検索を行います。詳細
については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイ
ド』の，フォルダのテスト・オプションの設定に関する項，お
よび相対パスの使用に関する項を参照してください。

注:

l ［アプリケーション］ボックスには，アプリケーション
のファイル名とパスだけが含まれなければなりません。
コマンド・ライン引数を追加する場合は，［プログラム
引数］ボックスを使用します。

l 完全なパス名は，［アプリケーションを起動する］が選
択されているときのみ，アプリケーションを起動するの
に使われます。UFT は指定された実行可能ファイル名を
持つアプリケーションで記録と実行を行います。たとえ
ば，%SYSTEMROOT%\Notepad.exe を指定すると，UFT は
任意のフォルダから呼び出されるメモ帳アプリケーショ
ンで記録を行います。

ヒント: たとえば c:\tmp\a.txt など，ファイル・システムで
アプリケーションに関連付けられているドキュメントまた
はその他のファイルを指定することができます。この場
合，UFT によって，関連付けられているアプリケーション
（この例ではメモ帳）で指定されたファイルが自動的に開
きます。このオプションを使用すると，定義されているプ
ログラム引数は UFT によって無視されます。
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UI 要素 説明

作業フォルダ アプリケーションの現在の作業フォルダ（任意）。現在の作業
フォルダは，関連するファイルを検索するためにアプリケー
ションによって使用されます。作業フォルダを指定しなけれ
ば，実行可能ファイルのあるフォルダが作業フォルダとして使
用されます。

注: このパラメータは，［アプリケーションを起動する］が
選択されているときのみ使用されます。［アプリケーショ
ンを起動する］が選択されていなければ，この値は適用さ
れません。

プログラム引
数

指定したコマンド・ライン引数を使用してアプリケーションを
起動するように UFT を設定します。

注: このパラメータは，［アプリケーションを起動する］が
選択されているときのみ使用されます。［アプリケーショ
ンを起動する］が選択されていなければ，この値は適用さ
れません。

アプリケー
ションを起動
する

記録と実行セッションの開始時に，選択されているアプリケー
ションを起動するかどうかを UFT に指示します。標準設定で
は，このオプションは選択されています。

子孫プロセス
も含める

記録と実行のセッション中に指定されたアプリケーションに
よって作成されたプロセスで記録と実行を行うかどうかを UFT
に指示します。たとえば，起動プログラムとしてのみ使用され
るプロセスが，アプリケーションの機能を実際に提供する別の
プロセスを作成する場合があります。このため，このアプリ
ケーションでテストを記録または実行するときは，この子孫プ
ロセスを含める必要があります。そうしなければ，機能が記録
されなかったり実行セッションが失敗したりします。

標準設定では，このオプションは選択されています。
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Windows ベース・アドインのための記録と実行の設定ガ
イドライン

特別な考慮事項を，「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」（157 ページを参照）の影響を受ける UFT アドインごと
に詳しく説明します。

アドイン環境 ガイドライン

ActiveX l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェクト・
スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリケーショ
ンも定義および制限します。

l UFT は，「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境
設定］ダイアログ・ボックス）」（157 ページを参照）の設
定を変更した後に開いたアプリケーションの ActiveX オブ
ジェクトだけを認識します。

Delphi l UFT は，Delphi エージェント・モジュール
（MicDelphiAgent.pas）を使用してプリコンパイルされた
Delphi アプリケーションのみを認識します。詳細について
は，「UFT と Delphi アプリケーション間の通信を有効化する
方法」(249ページ)を参照してください。

l 場合によっては，［指定したアプリケーションだけで記録し
て実行する］ラジオ・ボタンを選択している場合，この設定
はオブジェクト・スパイなどの指差し操作によって認識され
るアプリケーションも定義および制限します。

.NET Windows
Forms

［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定は .NET Windows
フォーム・スパイ，オブジェクト・スパイなどの指差し操作に
よって認識されるアプリケーションも定義および制限します。
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アドイン環境 ガイドライン

.NET Windows
Presentation
Foundation 環
境

［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定は .NET スパイ，オブ
ジェクト・スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリ
ケーションも定義および制限します。

PowerBuilder ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェクト・ス
パイなどの指差し操作によって認識されるアプリケーションも
定義および制限します。

標準Windows l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンは，記録および実行セッションにのみ適用されま
す。UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス
の設定に関係なく，すべての標準 Windows オブジェクトをオ
ブジェクト・スパイと指差しマークで認識します。

l 「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」（157 ページを参照）で設定を変更
してからアプリケーションを開くことをお勧めします。

Stingray l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの設定に加え
て，［オプション］ダイアログ・ボックスの［Stingray］表
示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Stingray］ノード）で Stingray アプリケーションを認識す
るよう UFT の設定も行う必要があります。詳細については，
「［Stingray］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボック
ス＞［GUI テスト］タブ）」(636ページ)を参照してくださ
い。

l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェクト・
スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリケーショ
ンも定義および制限します。
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アドイン環境 ガイドライン

ターミナル・
エミュレータ

l UFT は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［ターミナ
ルエミュレータ］表示枠（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード）
で設定されているターミナル・エミュレータのみを認識しま
す。詳細については，「［ターミナル エミュレータ］表示
枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］
タブ）」(686ページ)を参照してください。

l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンは UFT が記録，認識，実行するアプリケーション
には影響を与えません。

Visual Basic l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェクト・
スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリケーショ
ンも定義および制限します。

l UFT は，「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境
設定］ダイアログ・ボックス）」（157 ページを参照）の設
定を変更した後に開いたアプリケーションの Visual Basic オ
ブジェクトだけを認識します。

VisualAge l UFT は，VisualAge Smalltalk エージェント（qtアダプタ）で
プリコンパイルされている VisualAge Smalltalk アプリケー
ションのみ認識できます。詳細については，「VisualAge
Smalltalk Add-in の設定方法」(736ページ)を参照してくださ
い。

l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンは，記録および実行セッションにのみ適用されま
す。UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス
の設定に関係なく，すべての VisualAge Smalltalk オブジェク
トをオブジェクト・スパイと指差しマークで認識します。

アドイン・ガイド
第3章: Windows ベース・アプリケーションのサポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 168 ページ



アドイン環境 ガイドライン

Windows
Runtime

l UFT は，記録または実行中に Windows Runtime アプリケー
ションを開くことはできません。このため，［UFT によって
開かれたアプリケーション］と［デスクトップから開いたア
プリケーション］ はサポートされません。

l ［次の指定アプリケーション］オプションを使用して記録ま
たは実行するアプリケーションを指定する場合，次の情報を
入力します。

n WPF または XAML ベースのアプリケーションの場合：アプ
リケーションの .exe プロセスの名前

n HTML または JavaScript ベースのアプリケーション：
WWAHOST.exe
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第4章: .NET Add-in - 概要
UFT .NET Add-in を使用すると，Silverlight，.NET Web Forms，.NET Windows
Forms，Windows Presentation Foundation アプリケーションのユーザ・インタ
フェース・オブジェクト（コントロール）をテストできます。これらのオブジェ
クトを対象としたテストやビジネス・コンポーネントの作成と実行，およびプロ
パティの検査が可能です。

本項の内容

l 「.NET Silverlight Add-in」(172ページ)

l 「.NET Web Forms Add-in」(183ページ)

l 「.NET Windows Forms Add-in」(193ページ)

l 「.NET Windows Presentation Foundation Add-in」(218ページ)
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第5章: .NET Silverlight Add-in
本章の内容

「.NET Silverlight Add-in - クイック・リファレンス」(172ページ)

.NET Silverlight Add-in -クイック・リファレン
ス
UFT Silverlight Add-in を使用すると，Silverlight アプリケーションのユーザ・イン
タフェース・オブジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には Silverlight Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特
徴とどう関連するかがまとめられています。

一般

アドインの種
類

これは Web ベースのアドインです。この機能のほとんどは他の
Web ベースのアドインと同じです。

このアドインは，.NET Add-in のサブアドインとしてインストー
ルされます。

「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を参
照してください。

サポート環境 サポートされる Silverlight 環境の詳細については， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）の「.NET Add-in」 の項を参照
してください。
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重要な情報 l Silverlight Add-in を使用するには，Silverlight アプリケーショ
ンを，EnableHtmlAccess プロパティ値を 'True' に設定して初
期化する必要があります。詳細については，
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc838264.aspx を参照
してください。

l Microsoft sllauncher.exe の登録：UFT Silverlight Add-in を使
用すると，Silverlight out-of-browser アプリケーションをテス
トできます。このテストを実行するには，Microsoft
sllauncher.exe をブラウザ・コントロールとして登録する必
要があります。この実行可能ファイルは，Silverlight のイン
ストール・フォルダ（%ProgramFiles%\Microsoft Silverlightな
ど）にあります。この登録を実行するには，UFT のブラウ
ザ・コントロール登録ユーティリティを使用します。この
ユーティリティには，［スタート］＞［すべてのプログラ
ム］＞［HP Software］＞［HP Unified Functional Testing］
＞［Tools］＞［Register New Browser Control］または<UFT
インストール・フォルダ
>\bin\SettingNewBrowserControlApplication.exe からアクセス
できます。詳細については，「ブラウザ・コントロールの登
録」(56ページ)を参照してください。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT およ
び UFT のツールとファイルへのアクセス方法の詳細につ
いては，「Windows 8 オペレーティングシステムでのUFT
へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Silverlight Add-in では，Silverlight アプリケーションでオブジェ
クトをテストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メ
ソッド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「Silverlight」の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

Silverlight
Add-in の拡張

「Silverlight Add-in Extensibility 」 （178 ページを参照）を使用
すると，購入時には UFT Silverlight Add-in ではサポートされて
いないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの
Silverlight コントロールのテストのサポートを開発できます。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Silverlight Add-in」(180
ページ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

Silverlight アプリケーションを開く前に UFT を開いてくださ
い。

アドインの依
存関係

Web Add-in をロードする必要があります。
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その他 l Silverlight Add-in を使用するには，.NET FrameWork 3.0 以降
をお使いのコンピュータにインストールする必要がありま
す。

l Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテストするには，
次のいずれかの方法で Unified Functional Testing Extension を
有効にする必要があります。

n Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］画面が表示
される場合，［Unified Functional Testing Extension］を選
択して保持します。

n Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブが開いて
Unified Functional Testing Extension が表示される場合は，
［Allow this installation check box］を選択にして，
［Continue］をクリックします。

それ以外の場合：

i. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選択しま
す。

ii. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択します。

iii. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機能］ノー
ドを選択します。

iv. Unified Functional Testing Extension 行で，［有効化］
ボタンをクリックします。

設定
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［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(90ページ)を参照してください。

［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

Web タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(116ページ)を参照してください。

［テスト設定］ダイ
アログ・ボックス
（テストのみ）

［Web］表示枠を使用。
（［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領
域の［追加設定］表
示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

本項の内容
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概念 178

Silverlight Add-in Extensibility 178

リファレンス 180

トラブルシューティングと制限事項 - Silverlight Add-in 180
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概念

Silverlight Add-in Extensibility

UFT Silverlight Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT Silverlight Add-in
ではサポートされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの
Silverlight コントロールのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，
Silverlight Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラス
を作成できます。

その後，コントロールを新しいテスト・オブジェクト・クラスにマップし，.NET
プログラミングを使用してテスト・オブジェクト・クラスの動作を設計できま
す。コントロール上での操作の実行方法，プロパティの取得方法などをプログラ
ムできます。

UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，そ
れら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コント
ロールとして扱うように指定することもできます。

Silverlight Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解して
おく必要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l C# での .NET プログラミング

l XML（基本的な知識）

WPF および Silverlight Add-in Extensibility SDK は，UFT セットアップ・プログラム
の［アドインによる機能拡張とWeb 2.0 ツールキット］オプションからインス
トールできます。

この SDK には，Silverlight Add-in Extensibility プロジェクトのセットアップを単純
化する，Microsoft Visual Studio 用のプロジェクト・テンプレートとウィザードも
含まれています。
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Silverlight Add-in Extensibility の実装の詳細については，WPF および Silverlight
Add-in Extensibility ヘルプを参照してください。UFT Extensibility Documentation プ
ログラム・グループ（［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］
＞［HP Unified Functional Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］また
は<UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダ）からアクセスでき
ます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

『HP Unified Functional Testing WPF 開発者ガイド』および『Silverlight Add-in
Extensibility 開発者ガイド』の印刷用バージョン（PDF）は，<Unified Functional
Testing インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダにあります。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Silverlight Add-in

本項では，Silverlight Add-in のトラブルシューティングと制限事項について次の項
で説明します。

l 「一般」(180ページ)

l 「チェックポイント」(181ページ)

l 「テスト・ドキュメントの作成と編集」(181ページ)

l 「Silverlight アプリケーションでのステップの実行」(181ページ)

一般

l UFT は，テンプレート経由でデータにバインドされる ListBox コントロールと
ComboBox コントロールの all items プロパティと selection プロパティに対し
て誤った値を取得します。

l 回復シナリオでオブジェクトの状態トリガを使用している場合，次の問題が生
じることがあります。

n 回復シナリオで，SlvWindow 状態の確認時に冗長なテスト・オブジェクトが
検出される。

n 回復シナリオに関連するノードのうち，実行結果に含まれていないものがあ
る。

l Silverlight Add-in は，拡張保護モードが有効になっている場合，Internet
Explorer 11 でサポートされません。

l Silverligh アプリケーションでは，領域の仮想オブジェクトを作成できません。
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チェックポイント

l （OCR メカニズムではなく）Windows API テキスト認識メカニズムを使用して
テキスト領域チェックポイントまたはテキスト領域出力値を挿入する場合，
Silverlight コントロール上のすべてのテキスト（選択した領域のテキストのみ
でない）がキャプチャされます。

l 一部のテスト・オブジェクトでは，ActiveScreen からテキスト・チェックポイ
ントを挿入しようとすると，テキスト・チェックポイントを挿入できず，エ
ラー・メッセージが表示されます。

テスト・ドキュメントの作成と編集

l Mozilla Firefox では，ウィンドウレスの Silverlight アプリケーションを対象とし
た記録はサポートされていません。

l テストの作成または編集時に Silverlight コンテキスト・メニューを開く場合，
ブラウザを閉じる前に，コンテキスト・メニュー・コントロールを閉じる必要
があります（たとえば，ESC キーを押します）。そうしないと，実行セッショ
ン中にブラウザ・ウィンドウが開いたままになります。

回避策：テストで，ブラウザを閉じる行の前に次の行を追加します。

Browser("SilverLightAUT").Page("SilverLightAUT").SlvWindow("Page").SlvButton
("Login").Type micEsc

例：

Browser("SilverLightAUT").Page("SilverLightAUT").SlvWindow("Page").SlvButton
("Login").ShowContextMenu
Browser("SilverLightAUT").Page("SilverLightAUT").SlvWindow("Page").SlvButton
("Login").Type micEsc
Browser("SilverLightAUT").Close

Silverlight アプリケーションでのステップの実行

l Web ページに，ウィンドウレスの Silverlight アプリケーションが含まれている
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場合，最初に Web ページを開いたときに表示域からスクロールアウトすると，
UFT ではこのアプリケーションを表示できなくなります（たとえば前の例で
は，UFT は SlvWindow.MakeVisible ステップを実行できなくなります）。

l Internet Explorer の一部のバージョンでは，Silverlight アプリケーションは Click
操作の実行後にしかアクティブになりません。これらの場合，最初の Click 操
作を実行しない限り，UFT でテスト・ステップの実行に失敗する場合がありま
す。

回避策：Silverlight アプリケーションに対する他の操作の実行の前に，このア
プリケーションに対する Click 操作を挿入してください。

l UFT で既存のテストの実行時にパフォーマンスを向上するには，Silverlight テス
ト・オブジェクト記述を更新して devnamepath プロパティを含めるようにし
ます。
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第6章: .NET Web Forms Add-in
本章の内容

「.NET Web Forms Add-in - クイック・リファレンス」(183ページ)

.NET Web Forms Add-in -クイック・リファレ
ンス
.NET Add-in を使用すると，.NET Web Forms ユーザ・インタフェース・オブジェク
ト（コントロール）をテストできます。

次の表には .NET Web Forms アプリケーションのサポートに関する基本情報およ
び，よく使用される UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

.NET Add-in は，.NET Web Forms コントロールのテスト中は，
Web ベースのアドインのように機能します。その機能のほとん
どはほかの Web ベースのアドインと同じです。

「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を参
照してください。

サポート環境 サポートされる .NET Windows Forms 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「.NET Add-in」 の項
を参照してください。
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テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

.NET Add-in では，.NET Web Forms アプリケーションでオブジェ
クトをテストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メ
ソッド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「.NET Web
Forms」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

l 「実行時の .NET Web Forms オブジェクトの内部プロパティ
およびメソッドへのアクセス」(187ページ)を参照してくだ
さい。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - .NET Web Forms」(189
ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

.NET Web Forms アプリケーションを開く前に UFT を開いて［記
録と実行環境設定］オプションを設定する必要があります。記
録セッションを開始した後にのみ，アプリケーションを起動し
ます。

アドインの依
存関係

Web Add-in をロードする必要があります。

設定
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［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(90ページ)を参照してください。

［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

Web タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

詳細については，「［Web］ タブ（［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックス）」(116ページ)を参照してく
ださい。

［テスト設定］ダイ
アログ・ボックス
（テストのみ）

［Web］表示枠を使用。
（［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領
域の［追加設定］表
示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。
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本項の内容

概念 187

.NET Web Forms テストでの考慮事項 187

実行時の .NET Web Forms オブジェクトの内部プロパティおよびメソッド
へのアクセス 187

リファレンス 189

トラブルシューティングと制限事項 - .NET Web Forms 189

アドイン・ガイド
第6章: .NET Web Forms Add-in

HP Unified Functional Testing (12.02) 186 ページ



概念

.NET Web Forms テストでの考慮事項

.NET Web Forms アプリケーションをテストするときは，次の点に注意してくださ
い。

l UFT が .NET Web Forms オブジェクトを学習する場合，テスト・オブジェクトを
構成する HTML 要素は学習されません。たとえば，UFT が WbfGrid テスト・オ
ブジェクトを学習する場合，WbfGrid オブジェクトは階層の一番下にあるオブ
ジェクトであり，グリッドのセルを作成するのに使われる HTML 要素は学習さ
れません。

l .NET Add-in をロードすると，このアドイン向けに設計された Web イベント記録
の設定がロードされ，.NET Web Forms オブジェクトを記録するたびに使用され
ます。.NET Web Forms の Web イベント記録設定は，.NET Web Forms 以外の
Web オブジェクトを対象として記録を行うときの UFT の動作には影響を与えま
せん。詳細については，「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設
定」(59ページ)を参照してください。

実行時の .NET Web Forms オブジェクトの内部プロパティ
およびメソッドへのアクセス

Object プロパティを使用すると，内部（ネイティブ）プロパティを取得して，ア
プリケーションで任意の .NET Web Forms オブジェクトの内部メソッドをアクティ
ブにできます。

次の例では，WbfTabStrip コントロールの orientation プロパティが返され，メッ
セージ・ボックスに表示されます。

MsgBox Browser("WebControls:").Page("Page").WbfTabStrip
("WbfTabStrip").Object.Orientation

Object プロパティは，標準のチェックポイントでは利用できないプロパティの値
を検証する場合も役に立ちます。
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Object プロパティの詳細，および .NET Web Forms テスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティの詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の 「.NET Web Forms」 の項を参照してください。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - .NET Web Forms

本項では，.NET Web Forms Add-in のトラブルシューティングと制限事項について
説明します。

一般

l .NET Web Forms テスト・オブジェクトまたは .NET Web Forms 親テスト・オブ
ジェクトを持つ Web ベースのテスト・オブジェクトについては，xpath および
css プロパティはサポートされていません。

l 特殊文字を含む WbfTreeView テスト・オブジェクトに対するテストは，予測ど
おりに動作しない場合があります。

回避策：特殊文字を含む WbfTreeView 項目に対してテストを実行するには，
#index 形式を使用します。詳細については，「.NET Web Forms Object Model
Reference Help」を参照してください。

l WbfTreeView，WbfToolbar，および WbfTabStrip テスト・オブジェクトは，ブラ
ウザ・コントロール・アプリケーションについてはサポートされていません。

l WbfTreeView，WbfToolbar，および WbfTabStrip オブジェクトに対しては，
ActiveScreen 操作はサポートされません。

l WbfTreeView オブジェクトに対してページ移動を発生させる Select または
Expand 操作を実行すると，同期の問題のために実行が失敗する可能性があり
ます。

回避策：WbfTreeView オブジェクトに対するテストを 1 ステップずつ実行して
みます。たとえば，

WbfTreeView.Select "item1;item2;item3;"
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を次の内容に置き換えます。

WbfTreeView.Expand "item1
WbfTreeView.Expand "item1;item2"
WbfTreeView.Select "item1;item2;item3;"

l 複数の統一されたスタイルがあるカレンダを持つ .NET Web Forms アプリケー
ションの使用は，完全にはサポートされていません。

l WbfCalendar オブジェクトの場合，認識プロパティ Selected Date と
Selected Range は，選択モード none では常に none です。

l WbfCalendar の Selected Date および Selected Range 認識プロパティの正しい値
を取得するには，選択した日付または範囲が該当の Web Forms アプリケーショ
ン内で現在表示されている必要があります。

l WbfUltraGrid オブジェクト（InfragisticsUltraWebGrid）内のグループ化された領
域に対する操作はすべて記録されません。

l WbfUltraGridオブジェクトに対して素早く実行された一連の操作は，記録され
ない場合があります。

回避策：記録する操作の数を 1 秒あたり 1～2 個に制限してみてください。

WbfUltraGrid のカラム名は，カラム・ヘッダの内部 HTML で構成されるため，
無関係な情報を含んでいることがあります。

l WbfUltraGrid は，カラムがすでにソート済みでない場合に，カラムの降順の
ソートに失敗することがあります。

回避策：Sort 呼び出しを 2 つに分割し，最初に昇順で並べ替えてから，次に降
順で並べ替えます。たとえば，

WbfUltraGrid("UltraWebGrid1").Sort "Model","Descending"

を次の内容に置き換えます。

WbfUltraGrid("UltraWebGrid1").Sort "Model","Ascending"
WbfUltraGrid("UltraWebGrid1").Sort "Model","Descending"
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l Visual Basic .NET アプリケーションは，UFT .NET Add-in によってサポートされま
す。

テスト・ドキュメントの作成，編集，および実行

l UFT は，一部の Web Forms グリッドを WbfGrid でなく WebTables テスト・オブ
ジェクトとして認識することがあります。

回避策：次のいずれかを実行します。

n 次のいずれかの条件に適合するように Web Forms コントロールに変更を加え
ます。

o class 属性に DataGrid という文字列を含める。

o id 属性に DataGrid または GridView の少なくともいずれか 1 つの文字列を
含める。

n UFT が Web Forms テーブル・コントロールを DataGrid または GridView とし
て識別する（そして WbfGrid テスト・オブジェクトとして学習する）よう
ルールを変更します。

これらのルールは，<UFT インストール・フォルダ
>\dat\WebFormsConfiguration.xml で定義されています。

このファイルには，その形式と使用法について説明するコメントが含まれて
います。

l .NET Web Forms オブジェクトは，Microsoft Internet Explorer 上でのみサポート
されます。

l 記録を行うには，.NET Web Forms アプリケーションを開く前に，UFT を開いて
記録オプションを定義する必要があります。

チェックポイントおよび出力値

l WbfTreeView，WbfToolbar，および WbfTabStrip の各オブジェクトは，
ActiveScreen では正しく認識されません。そのため，次の点に注意してくださ
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い。

n ActiveScreen でこれらのオブジェクトを対象としたチェックポイントまたは
出力値ステップを挿入できません。

n 編集モード時にキーワード・ビューまたはエディタでこれらのオブジェクト
を対象とするチェックポイントを挿入する選択をした場合，これらのオブ
ジェクトの期待値は正しくないことがあります。

回避策：記録セッション中にこれらのオブジェクトを対象とするチェックポイ
ントまたは出力値ステップを挿入するか，または，該当するステップから
ActiveScreen を取り除いてからキーワード・ビューまたはエディタでアプリ
ケーションの適切な場所を開いてチェックポイントを挿入し，アプリケーショ
ンから値が取得されるようにします。

l WbfTreeView，WbfToolbar，および WbfTabStrip オブジェクトに対しては，テキ
スト・チェックポイントはサポートされません。

l WbfCalendar オブジェクトの ActiveScreen 画像は，常にナビゲーションの前に
保存されます。たとえば，NextMonth リンクをクリックすると，ActiveScreen
は現在の月を表示します。したがって，ActiveScreen からチェックポイントを
作成して，それを Calendar.ShowNextMonth 行の後に挿入すると，そのチェック
ポイントは失敗します。

回避策：次のいずれかを実行します。

n カレンダ・オブジェクトに対するチェックポイントを記録時に挿入します。

n テストの編集時に，チェックポイントの期待値を編集するか，現在のステッ
プの前にチェックポイントを挿入します。

l WbfUltraGrid オブジェクトでテーブル・チェックポイントがサポートされるの
は，記録時のみです。

l WbfUltraGrid.RowCount メソッドと WbfUltraGrid.ColumnCount メソッドを使用
した場合や，内部に追加のグリッド・コントロールを持つグリッドに対して
テーブル・チェックポイントを実行した場合，UFT は最も外側のテーブルにつ
いてのみ行またはカラムを取得します。rows プロパティと RowCount メソッド
がカウントするのはグループ化されていない行だけなので注意が必要です。
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第7章: .NET Windows Forms Add-in
本章の内容

「.NET Windows Forms サポート - クイック・リファレンス」(193ページ)

「.NET Windows Forms サポート - テストと設定」(201ページ)

.NET Windows Formsサポート -クイック・リ
ファレンス
UFT .NET Add-in を使用すると，.NET Windows Forms ユーザ・インタフェース・オ
ブジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には .NET Windows Forms アプリケーションのサポートに関する基本情報お
よび，よく使用される UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

.NET Windows Forms テスト・サポートは，Windows ベースのア
ドインと同じように機能します。機能の多くは，他の Windows
ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされる .NET Windows Forms 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「.NET Add-in」の項
を参照してください。
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重要な情報 l アプリケーションの作成に使用した言語（Visual
Basic，.NET，C# など）に関係なく，
System.Windows.Forms.Control から継承したほとんどのカス
タム .NET コントロールもテストできます。

l 「 .NET Windows Forms アプリケーションをテストする際の考
慮事項」を参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

.NET Add-in では，.NET Windows Forms アプリケーションでオブ
ジェクトをテストするときに使用できるテスト・オブジェク
ト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「.NET Windows Forms」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「 .NET Windows Forms アプリケーションをテストする際の考
慮事項」(197ページ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

.NET Add-in
の拡張

「.NET Add-in Extensibility」 （197 ページを参照）を使用する
と，購入時には UFT .NET Add-in ではサポートされていないサー
ドパーティ製コントロールおよびカスタムの .NET Windows
Forms コントロールのテストのサポートを開発できます。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - .NET Windows Forms」
(199ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケーション
を開く

.NET Windows Forms アプリケーションを開く前に UFT を
開いてください

アドイン・ガイド
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アドインの依存関
係

.NET Add-in をインストールする必要があります。

設定

［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノードを選択します。）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(139
ページ)を参照してください。

［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［指定
したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジオ・
ボタンを選択している場合，この設定は，.NET Windows ス
パイ，オブジェクト・スパイなどの指差し操作によって認
識されるアプリケーションにも適用（制限）されます。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］）

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。
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アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［アプリケーション］を選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプリ
ケーション表示枠に関する項を参照してください。

本項の内容

概念 197

.NET Windows Forms アプリケーションをテストする際の考慮事項 197

.NET Add-in Extensibility 197

リファレンス 199

トラブルシューティングと制限事項 - .NET Windows Forms 199
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概念

.NET Windows Forms アプリケーションをテストする際の
考慮事項

l キーワード・ビューとエディタを使用すると，.NET Windows Forms テスト・オ
ブジェクトの操作およびネイティブ（実行環境オブジェクト）の操作をアク
ティブにして，プロパティの値を取得および設定し，オブジェクトがアプリ
ケーションに存在し，期待どおりに機能することを確認できます。

l .NET Windows Forms オブジェクトでチェックポイントを作成すると，UFT に
よって，オブジェクトの選択されたプロパティ値が格納されます。アプリケー
ションが変更されたら，キャプチャされた値を変更して新しい期待値に一致さ
せることができます。

.NET Add-in Extensibility

UFT .NET Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT .NET Add-in ではサポー
トされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの .NET Windows
Forms コントロールのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，.NET
Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラスを作成でき
ます。

l 別のテスト・オブジェクト・クラスを使用してコントロールを表すように UFT
に指定することもできます。

l .NET プログラミングを使用して，必要に応じてコントロール上で動作するよう
に，操作の追加または既存の操作のオーバーライドを行うことができます。

l UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，
それら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コ
ントロールとして扱うように指定することもできます。
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.NET Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解しておく必
要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l C# または Visual Basic での .NET プログラミング

l XML（基本的な知識）

.NET Add-in Extensibility SDK は，UFT セットアップ・プログラムの［アドインによ
る機能拡張とWeb 2.0 ツールキット］オプションからインストールできます。

この SDK には，次のものも含まれています。

l .NET Add-in Extensibility プロジェクトのセットアップを単純化する，Microsoft
Visual Studio 用のプロジェクト・テンプレートとウィザード。

l .NET Add-in Extensibility を使用して開発されたサポートのサンプル。これによ
り，独自のサポートの作成方法をよく理解できるようになります。

インストールと実装の詳細については，.NET Add-in Windows Forms Extensibility
Help を参照してください。UFT Extensibility Documentation プログラム・グループ
（［スタート］＞［プログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified Functional
Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］または<UFT インストール・
フォルダ>\help\Extensibility フォルダ）からアクセスできます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

『HP UFT .NET Add-in Extensibility 開発者ガイド』 の印刷用バージョン（PDF）は
<Unified Functional Testing インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダに
あります。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - .NET Windows Forms

本項では，.NET Windows Forms Add-in のトラブルシューティングと制限事項につ
いて説明します。

l キーボードのキーを使ってグリッド・コントロール内を移動すると（たとえば
セルや行などを選択すると），その操作が正しく記録されない場合がありま
す。

回避策：グリッド・コントロール内の移動にはマウスを使用します。

l 親行を持たないテーブルに対して Microsoft DataGrid コントロールの Back メ
ソッドを呼び出した場合は，ステートメント実行時に何の操作も実行されず，
エラー・メッセージも表示されません。

l カード・ビュー・モードではグリッド・コントロールはサポートされません。

l テストの実行中や記録セッションと実行セッションの間に DateTimePicker コン
トロールの形式を変更すると（たとえば "Long Date" から "Time" へ），テスト
の実行が失敗します。

l Simple Combobox スタイルのコンボ・ボックス・オブジェクトはサポートされ
ません。

l テスト対象アプリケーションのウィンドウの中に，不透明プロパティ値が
100% ではない（つまり，フォームの全体または一部が透明になっている）も
のがある場合，ActiveScreen は透明のウィンドウではなく，フォームの下に表
示されている画像をキャプチャします。

l .NET Windows Forms のテーブル・チェックポイントおよび出力値ステップは，
UFT が SwfTable オブジェクトとして認識するオブジェクトにのみ作成できま
す。UFT は，SwfPropertyGrid テスト・オブジェクトをテーブル・オブジェクト
として扱いません。

l グリッド・コントロールに関する記録を開始する前に選択されていたグリッ
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ド・セルに対する操作は，誤って記録される可能性があります。たとえば，親
グリッドの操作（SetCellData など）の代わりに子セル要素の操作が記録される
場合があります。

回避策：すでに選択されているセルに対して操作を実行する前に，記録を開始
し，フォーカスを別のセルへ移動し，目的のセルを選択し直してから，必要な
操作を実行します。

l ステップを低レベル記録で記録すると，WinObject オブジェクトと Window オブ
ジェクトの標準の記述プロパティに定数値が設定されません。これにより，実
行セッション中の記述プロパティ値が異なるようになり，これらのオブジェク
ト上のステップが失敗する可能性があります。

回避策：

n Windowテスト・オブジェクト：記録する前に，［オブジェクトの認識］ダ
イアログ・ボックスを使用して，必須プロパティ，補足プロパティ，スマー
ト認識プロパティの一覧から regexpwndclass プロパティを削除してくださ
い。

n WinObject テスト・オブジェクト：次の手順を実行します。

o 記録する前に，［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスを使用し
て，必須プロパティ，補足プロパティ，スマート認識プロパティの一覧か
ら window id プロパティを削除してください。

o 記録したら，オブジェクト・リポジトリ内の各 WinObject テスト・オブ
ジェクトについて regexpwndclass プロパティ値を正規表現に変更し，そ
のプロパティ値を編集してコントロール・タイプ以外のすべてを削除しま
す。

たとえば，WindowsForms10.BUTTON.app3 を .*BUTTON.* に変更します。

l Visual Basic .NET アプリケーションは，UFT .NET Add-in によってサポートされま
す。
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.NET Windows Formsサポート -テストと設定
本項の内容

概念 202

.NET Windows Forms オブジェクト - チェックポイントと出力値 202

.NET Windows フォーム・スパイ 204

タスク 206

.NET Windows フォーム・スパイの使用方法 206

リファレンス 212

［.NET Windows フォーム スパイ］ダイアログ・ボックス 212
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概念

.NET Windows Forms オブジェクト - チェックポイントと
出力値

サポートされている .NET Windows Forms グリッド・コントロールからの値を確認
または出力し，Object プロパティを使用して内部プロパティを取得できます。

詳細については，次を参照してください。

l 「.NET Windows Forms テーブルの確認と値の出力」(202ページ)

l 「実行時の .NET Windows Forms オブジェクトの内部プロパティおよびメソッド
へのアクセス」(203ページ)

.NET Windows Forms テーブルの確認と値の出力
［テーブル チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスを使用して，
サポートされている .NET Windows Forms グリッド・コントロールからの値を確認
または出力します。

100 行を超えるテーブルに対しては，［行範囲の定義/変更］ダイアログ・ボック
スでチェックポイントまたは出力値に含める行を指定できます。含める行を指定
しなければ，テーブル・チェックポイントまたは出力値によって，次のように現
在のレベルまたはビューのすべてのデータがキャプチャされます。

コントロール テーブル・チェックポイントまたは出力値のキャプチャ対象

ComponentOne
C1FlexGrid およ
び C1TrueDBGrid

グリッド全体

Microsoft Data
Grid および
DataGrid View

現在表示されているテーブル（親または子）
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コントロール テーブル・チェックポイントまたは出力値のキャプチャ対象

Infragistics
UltraWinGrid

セル，カラム，または列が選択されているバンド

DevExpress
XtraGrid

最後に設定されたビュー

ヒント: テーブル・チェックポイントの前に SetView メ
ソッドを挿入して，テーブル・チェックポイントの実行
時に必要なビューが表示されることを確認します。

上記のキャプチャされる情報の違い以外は，.NET Windows Forms のテーブル・
チェックポイントまたは出力値は，ほかのテーブルの場合と同じ方法で定義しま
す。 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のチェックポイントお
よび出力値に関する項を参照してください。

実行時の .NET Windows Forms オブジェクトの内部プロパティお
よびメソッドへのアクセス
Object プロパティを使用すると，内部（ネイティブ）プロパティを取得して，ア
プリケーションで任意の .NET Windows Forms オブジェクトの内部メソッドをアク
ティブにできます。

たとえば，次のようなコードを使用して，フォーカスを特定のボタンに設定し，
キャプションを変更できます。

Set theButton = SwfWindow("frmWin").SwfButton("OK").Object
theButton.SetFocus
theButton.Caption = "Yes"

Object プロパティは，標準のチェックポイントでは利用できないプロパティの値
を検証する場合も役に立ちます。

Object プロパティを使用して構造体の配列を取得する場合，Object プロパティは
system.array オブジェクトの COM ラッパーを返します。VBScript テストまたはビ
ジネス・コンポーネントのステップで，system.array オブジェクトを使用して配
列のメンバにアクセスできるようになります。
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たとえば，アプリケーションのボタン・オブジェクトに PointArray プロパティが
あり，このプロパティが Point 構造体の配列だとします。PointArray プロパティの
最初の項目にアクセスするには，次の式を使用します。

SwfWindow("Form1").SwfButton("button1").Object.PointArray.GetValue1(0)

同じオブジェクトに整数の配列の IntArray プロパティがあった場合は，IntArray
プロパティの最初の項目にアクセスするのに次の式を使用します。

SwfWindow("Form1").SwfButton("button1").Object.IntArray(0)

Object プロパティの詳細，および .NET Web Forms テスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティの詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の 「.NET Windows Forms」 の項を参照してください。

.NET Windows フォーム・スパイ

.NET Windows フォーム・スパイ（「［.NET Windows フォーム スパイ］ダイアロ
グ・ボックス」(212ページ)に記載）を使用すると，.NET アプリケーションでの特
定のコントロールの選択，その実行環境オブジェクトのプロパティと値の表示，
実行環境でのアプリケーションのプロパティ値の変更，特定のコントロールのイ
ベントのリッスン，イベントの引数の表示，およびアプリケーションへのイベン
トの発行を実施できます。

.NET Windows フォーム・スパイは，.NET Windows Forms コントロールの拡張を開
発するのに役に立ちます。

.NET Windows Forms アプリケーションの調査をするには，調査対象の .NET
Windows Formsアプリケーションが「［Windows Applications］タブ（［記録と実行
環境設定］ダイアログ・ボックス）」（157 ページを参照）で指定されているこ
とと，そのアプリケーションが完全信頼で実行されていることを確認します。完
全信頼で実行するようにアプリケーションが定義されていなければ，.NET
Windows フォーム・スパイで .NET アプリケーションの Windows Forms コントロー
ルを調査できません。.NET アプリケーションの信頼レベルの定義に関する詳細に
ついては，Microsoft のドキュメントを参照してください。

.NET Windows フォーム・スパイは上級の UFT ユーザ，特に .NET Add-in
Extensibility を使用してカスタムの .NET Windows Forms コントロールのサポートを
作成するユーザを対象としています。.NET Windows フォーム・スパイは，アプリ
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ケーション内での .NET Windows フォーム・コントロールの検証，変更（記録と実
行の促進）を引き起こしているイベント，およびコントロールの状態に変更がど
のように影響しているかを確認するために役に立ちます。

注: .NET Windows フォーム・スパイは，UFT のコンテキストではなく，.NET ア
プリケーションのコンテキストで実行されます。調査対象のオブジェクトおよ
び実行環境オブジェクトのプロパティは，アプリケーションの生の .NET オブ
ジェクトであり，UFT で使用される .NET テスト・オブジェクトではありませ
ん。.NET Windows フォーム・スパイは .NET アプリケーションのコンテキスト
において実行されるため，.NET Windows フォーム・スパイの使用中に UFT を
閉じることができます。ただし，追加のオブジェクトを調査するために指差し
アイコンのメカニズムを使用する場合は，UFT を開いておく必要があります。
調査対象の .NET アプリケーションを閉じると，UFT .NET Windows フォーム・
スパイのウィンドウは自動的に閉じます。
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タスク

.NET Windows フォーム・スパイの使用方法

このタスクでは，次の方法を含め，.NET Windows フォーム・スパイの要素につい
て説明します。

オブジェクトの調査

1. 調査対象のアプリケーションが「［Windows Applications］タブ（［記録と実
行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（157 ページを参照）で指定されて
いることと，そのアプリケーションが完全信頼で実行されていることを確認
します。

2. 調査対象のオブジェクトが含まれている .NET Windows フォーム・アプリケー
ションをウィンドウに開きます。

3. ［ツール］＞［.NET Windows フォームスパイ］を選択します。UFT「［.NET
Windows フォーム スパイ］ダイアログ・ボックス」（212 ページを参照）が
開きます。

4. UFT［.NET Windows Forms Spy］ウィンドウで，指差しマーク をク
リックします。UFT および .NET Windows フォーム・スパイが最小化され，開
いているアプリケーションの任意のオブジェクトをポイントしてクリックで
きるようになります。

指差しマークの使用方法の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』の 指差しアイコンに関する項を参照してください。

5. 表示するプロパティが含まれているオブジェクトをクリックします。アプリ
ケーションのクリックした場所が複数のオブジェクトに関連付けられている
場合は，［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスが開きます。クリッ
クした場所に関連付けられているオブジェクトが階層構造で表示されます。

6. 調査する .NET Windows Forms オブジェクトを選択して［OK］をクリックしま
す。UFT［.NET Windows フォーム スパイ］ウィンドウが開き，選択したオブ
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ジェクトのプロパティおよび値が表示されます。

7. 以上の手順 を繰り返すと，追加のオブジェクトを調査してUFT［.NET Windows
フォーム スパイ］ウィンドウの［オブジェクト］表示枠に追加できます。

［オブジェクト］表示枠からオブジェクトを削除する

1. 削除するオブジェクトを選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

n オブジェクトを右クリックし，［オブジェクトを削除］を選択します。

n DELETE キーを押します。

実行環境オブジェクトのプロパティの値を表示する
［オブジェクト］表示枠で，実行環境オブジェクトのプロパティを表示するオブ
ジェクトを選択します。選択したオブジェクトのプロパティが［プロパティ］タ
ブに表示され，プロパティ名は左側，プロパティ値は右側に表示されます。選択
したプロパティの説明はプロパティ・グリッドの下に表示されます。

注: .NET アプリケーションの実行環境オブジェクトのプロパティ値に加えた変
更内容は，.NET アプリケーションの現在のインスタンスにのみ有効です。次
回 .NET アプリケーションを実行するときには，プロパティは元の実行環境値
に戻ります。

埋め込みオブジェクトのプロパティを表示する

1. ［プロパティ］タブで，表示する埋め込みオブジェクトのプロパティを選択
します。値によってプロパティを見つける方法については，「値によってプ
ロパティを見つける」(208ページ)を参照してください。

2. ［選択されているプロパティをオブジェクトツリーに追加します］ボタン
をクリックします。プロパティは［オブジェクト］表示枠に追加され，その
実行環境オブジェクトのプロパティおよびプロパティ値（ある場合）は［プ
ロパティ］タブに表示されます。埋め込みオブジェクトを［オブジェクト］
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表示枠に追加するたびに，階層形式で対象の親オブジェクトの下に追加され
ます。

注: プロパティの値が NULL の場合，またはプロパティが独自のプロパ
ティを持たないオブジェクトの場合は，［選択されているプロパティをオ
ブジェクトツリーに追加します］ボタンは無効になります。

値によってプロパティを見つける

1. ［値によってプロパティを検索します］ボタン をクリックします。［プロ
パティを値で検索］ダイアログ・ボックスが開きます。

2. ［検索対象］ボックスに，検索する値を指定します。

3. 大文字と小文字が入力したテキストと一致する項目だけを見つけるには，
［大文字と小文字を区別する］を選択します。

4. 現在のカーソルの位置からの検索方向として，［上へ］または［下へ］を指
定します。

5. ［次を検索］をクリックします。.NET Windows フォーム・スパイによって，
指定した値を持つプロパティが検出されます。

プロパティ・グリッドを並べ替える
次のボタンのいずれかをクリックし，［プロパティ］タブでプロパティ・グリッ
ドを並べ替えます。

l 項目別：選択したオブジェクトのすべてのプロパティおよびプロパティ値
をカテゴリごとに表示します。カテゴリはアルファベット順に記載されます。
カテゴリを折りたたむと表示されるプロパティの数を減らすことができます。
カテゴリを展開または折りたたむと，カテゴリ名の左側にプラス（+）または
マイナス（-）が表示されます。

l アルファベット順：選択したオブジェクトのすべての実行環境オブジェク
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トのプロパティをアルファベット順に並べ替えます。

注: 現在［プロパティページ］ボタン はサポートされていません。

実行環境オブジェクトのプロパティの値を変更する

1. ［プロパティ］タブで，変更するプロパティ値をクリックします。グレーで
表示されるプロパティは，.NET アプリケーションで読み取り専用として定義
されているため変更できません。

2. 必要に応じてプロパティ値を編集します。個々のプロパティの必要に応じ
て，プロパティ値には異なるタイプの編集フィールドが表示されます。これ
らの編集フィールドには，エディット・ボックス，ドロップダウン・リス
ト，およびカスタムのエディタ・ダイアログ・ボックスへのリンクが含まれ
ています。

プロパティ値を変更した後に，新しい値は .NET アプリケーションの実行環境
インスタンスに適用されます。たとえば，エディット・ボックスのラベルの
テキストを変更したり，ダイアログ・ボックスの背景色をグレーから赤に変
更したりできます。

オブジェクトのイベント引数の表示

1. ［オブジェクト］表示枠で，イベント引数を表示するオブジェクトを選択し
ます。

2. 引数を表示するイベントを［開始されたイベント］リストで選択します。選
択したイベント引数および引数値は，［イベントの引数］リストでイベント
の下に表示されます。

オブジェクトの指定されたイベントのリッスン

1. ［オブジェクト］表示枠で，イベントをリッスンするオブジェクトを選択し
ます。

2. ［イベント］リストで，リッスンするイベント・タイプのチェック・ボック
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スを選択します。

注: 選択するイベントは，UFT によってリッスンおよび記録されるイベン
トのみに影響します。オブジェクトのイベントをリッスンした後にイベン
ト・タイプのチェック・ボックスを選択またはクリアした場合は，［開始
されたイベント］リストのイベントは変更されません。

ヒント: ［すべてのイベントを選択］または［すべてのイベントをクリ

ア］ボタン をクリックすると，すべてのイベントのチェック・
ボックスを選択またはクリアできます。また，［イベント］リストを右ク
リックし，［すべて選択］または［すべてクリア］を選択することもでき
ます。

3. ［選択したイベントをリッスン］ボタン をクリックします。UFT によっ
て，選択したオブジェクトで指定したイベントのリッスンが開始され，ス
テータス・バーに［リッスン中］と表示されます。

4. .NET アプリケーションで，イベントをリッスンするオブジェクトで操作を実
行します。指定したイベントは発生時にログに記録され，［発行されたイベ
ント］リストに表示されます。

5. イベントのリッスンを中止するには，［イベントへのリッスンを停止］ボタ

ン をクリックします。UFT によって，指定されたイベントのリッスンおよ
びログへの記録が中止されます。

オブジェクトで選択したイベントを発行する

1. ［オブジェクト］表示枠で，イベントを発行するオブジェクトを選択しま
す。

2. ［開始されたイベント］リストで，.NET アプリケーションで発行する 1 つ以
上のイベントを選択します。Windows で選択する際の標準的なテクニック
（CTRL キーや SHIFT キー）を使用して，複数のイベントを選択できます。
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ヒント: 選択したイベントは，［開始されたイベント］リストに表示され
ている順に発行されます。イベントが［開始されたイベント］リストに発
行する順に表示されない場合は，必要なイベントが必要な順に［開始され
たイベント］リストに追加されるまで，オブジェクトでイベントをリッス
ンし続けます。

3. 選択したイベントに編集可能な引数がある場合は，イベントを発行する前
に，必要に応じて［イベントの引数］リストでその引数値を変更できます。
イベントが発行されるときには，修正された引数値で発行されます。

4. ［選択したイベントを開始］ボタン をクリックします。選択したイベント
は，［開始されたイベント］リストに表示されている順に発行されます。こ
れらのイベントを発行することで，.NET アプリケーションの関連するオブ
ジェクトが受ける影響を表示できます。ステータス・バーには，イベント発
行の進行状況と，終了時には終了した旨が表示されます。

特定のイベントを［開始されたイベント］リストから削除する

1. ［オブジェクト］表示枠で，［開始されたイベント］リストからイベントを
削除するオブジェクトを選択します。

2. ［開始されたイベント］リストで削除するイベントを選択します。Windows
で選択する際の標準的なテクニック（CTRL キーや SHIFT キー）を使用して，
複数のイベントを選択できます。

3. ［選択したイベントをクリア］ボタン をクリックします。選択したイベン
トが［発行されたイベント］リストから削除されます。

すべてのイベントを［開始されたイベント］リストから削除する

1. ［オブジェクト］表示枠で，［開始されたイベント］リストからイベントを
削除するオブジェクトを選択します。

2. ［イベントリストをクリア］ボタン をクリックします。ログに記録されて
いるすべてのイベントが［開始されたイベント］リストから削除されます。
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リファレンス

［.NET Windows フォームスパイ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用すると，.NET アプリケーションでの特定のコン
トロールの選択，その実行環境オブジェクトのプロパティと値の表示，実行環境
でのアプリケーションのプロパティ値の変更，特定のコントロールのイベントの
リッスン，イベントの引数の表示，およびアプリケーションへのイベントの発行
を実施できます。

次に，［.NET Windows フォーム スパイ］ダイアログ・ボックスの例を示します。
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次に，［.NET Windows フォーム スパイ オブジェクト］表示枠の例を示します。

次に，フォーム・スパイ［イベント］タブの例を示します。

アドイン・ガイド
第7章: .NET Windows Forms Add-in

HP Unified Functional Testing (12.02) 213 ページ



次に，フォーム・スパイ［プロパティ］タブの例を示します。

アクセス方法 ［ツール］＞［.NET Windows フォームスパイ］を選択し
ます。

関連タスク l 「.NET Windows フォーム・スパイの使用方法」(206
ページ)

参照 l 「.NET Windows Forms オブジェクト - チェックポイン
トと出力値」(202ページ)

l 「.NET Add-in Extensibility」(197ページ)

l 「.NET Windows フォーム・スパイ」(204ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

調査対象の .NET Windows Forms オブジェクトを選択できます。
単一の .NET アプリケーション内で調査できるオブジェクトの数
に制限はありません。選択した各オブジェクトは［オブジェク
ト］表示枠に追加されます。

注:

l 異なる .NET アプリケーションからオブジェクトを選択す
ると，別のUFT［.NET Windows フォーム スパイ］ウィン
ドウが開き，選択したオブジェクトの情報が表示されま
す。

l 追加のオブジェクトを調査するために指差しアイコンの
メカニズムを使用する場合は，UFT を開いておく必要が
あります。

タイプ 選択したオブジェクトの完全なタイプ名が表示されます。
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UI 要素 説明

［オブジェク
ト］表示枠

調査対象として選択したオブジェクトの階層ツリーが表示され
ます。

［オブジェクト］表示枠には，調査した .NET アプリケーション
のオブジェクトの一覧が表示されます。同じ .NET アプリケー
ションで別のオブジェクトを調査するたびに，［オブジェク
ト］表示枠に追加されます。［UFT .NET Windows フォーム スパ
イ］ウィンドウで指差しマークを使用すると，同じ .NET アプリ
ケーションで必要な数のオブジェクトを調査できます。

［オブジェクト］表示枠には，［プロパティ］タブから追加し
た埋め込みオブジェクトも表示されます。埋め込みオブジェク
トを［オブジェクト］表示枠に追加するたびに，階層形式で対
象の親オブジェクトの下に追加されます。［オブジェクト］表
示枠でオブジェクトを選択してプロパティとプロパティ値を表
示または変更し，そのイベントをリッスンおよび発行できま
す。詳細については，「.NET Windows フォーム・スパイ」(204
ページ)を参照してください。

［プロパ
ティ］タブ

.NET アプリケーションの実行環境オブジェクトのプロパティ値
を表示して変更できます。［プロパティ］タブでは，.NET アプ
リケーション内のオブジェクトの実行環境オブジェクトのプロ
パティと値を表示できます。プロパティを選択すると，プロパ
ティ・グリッドの下にプロパティの説明を表示できます。

プロパティは，アルファベット順またはカテゴリ別に表示でき
ます。.NET Windows フォーム・スパイでプロパティ値を変更
し，変更内容を実行環境で .NET アプリケーションに適用できま
す。詳細については，「.NET Windows フォーム・スパイ」(204
ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

［イベント］
タブ

.NET アプリケーションのイベントをリッスンし，アプリケー
ションで発行できます。

［イベント］タブを使用すると，.NET アプリケーションの特定
のコントロールで選択したイベントをリッスンできます。次に
イベント引数を表示して，選択したイベントをアプリケーショ
ンに発行できます。

これは，.NET Add-in Extensibility を使用してカスタムの .NET
Windows Forms コントロールのサポートを作成する際に特に役
に立ちます。.NET アプリケーションの変更の原因となるイベン
トを確認できるため，特定のコントロールの操作を記録する拡
張を実装したり，希望どおりに .NET アプリケーションを動作さ
せるために発行する必要があるイベントを確認したりできま
す。

詳細については，「.NET Windows フォーム・スパイ」(204ペー
ジ)を参照してください。

ステータス・
バー

［オブジェクト］表示枠で選択されているオブジェクトのクラ
ス名，およびイベント処理ステータスが表示されます。
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第8章: .NET Windows Presentation
Foundation Add-in
本章の内容

「.NET Windows Presentation Foundation Add-in - クイック・リファレンス」(218
ページ)

「.NET Windows Presentation Foundation Add-in - テストと設定」(226ページ)

.NET Windows Presentation Foundation Add-in -
クイック・リファレンス
UFT Windows Presentation Foundation Add-in を使用すると，WPF (Windows
Presentation Foundation) ユーザ・インタフェース・オブジェクト（コントロー
ル）をテストできます。

次の表には Windows Presentation Foundation Add-in に関する基本情報および，よく
使用される UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

このアドインは，.NET Add-in のサブアドインとしてインストー
ルされます。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。
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サポート環境 サポートされる Windows Presentation Foundation 環境の詳細に
ついては， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリ
クス』（UFT ヘルプ・フォルダ または 「HP サポート・マトリ
クス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）の「WPF
Add-in」の項を参照してください。

注: 次の「子アドイン」も参照してください。

子アドイン Add-in for SAP Solutions をインストールした場合，SAP
NWBC Desktop Add-in は WPF Add-in の子アドインとしてインス
トールされます。SAP NWBC Desktop オブジェクトを使用するに
は，アドイン・マネージャで，WPF Add-in の下にある SAP
NWBC Desktop Add-in を選択します。さらに，アプリケーション
に含まれているその他の SAP オブジェクトをサポートするに
は，Add-in for SAP Solutions を選択します。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

WPF Add-in では，WPF アプリケーションでオブジェクトをテス
トするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッド，お
よびプロパティが提供されます。詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の「.NET Windows
Presentation Foundation」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l ［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスに
含まれていないプロパティを確認するには，Object，
AutomationElement，または AutomationPattern プロパティを
使用できます。詳細については，「WPF オブジェクトの内部
プロパティおよびメソッドへのアクセス」(229ページ)を参
照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。
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WPF Add-in の
拡張

「WPF Add-in Extensibility」 （222 ページを参照）を使用する
と，購入時には UFT WPF Add-in ではサポートされていないサー
ドパーティ製コントロールおよびカスタムの WPF コントロール
のテストのサポートを開発できます。詳細については，「WPF
Add-in Extensibility」(222ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Windows Presentation
Foundation」(224ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケーショ
ンを開く

WPF アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前
でも後でも構いません。

アドインの依存
関係

Web および .NET アドインはインストールしておく必要があ
ります。

設定

［オプション］ダイア
ログ・ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ
＞［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テス
ト］タブ）」(139ページ)を参照してください。

［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックス）」(157ページ)を参照して
ください。
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［ActiveScreen キャプ
チャのカスタム設定］
ダイアログ・ボックス
（テストのみ）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアロ
グ・ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領域
の［追加設定］表示枠
（ビジネス・コンポー
ネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］
をクリックし，サイドバーで［アプリケーション］を
選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
のアプリケーション表示枠に関する項を参照してくだ
さい。

本項の内容

概念 222

WPF Add-in を使用する際の考慮事項 222

WPF Add-in Extensibility 222

リファレンス 224

トラブルシューティングと制限事項 - Windows Presentation Foundation 224
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概念

WPF Add-in を使用する際の考慮事項

l アプリケーションの作成に使われた言語（Visual Basic，.NET，C# など）に関係
なく，System.Windows.Controls.Control クラスから直接または間接に継承され
たほとんどのカスタム WPF コントロール，および
System.Windows.Controls.Control クラスから継承されたサードパーティ製の
WPF コントロールをテストして，オートメーション・インタフェースを実装で
きます。

l キーワード・ビューとエディタを使用すると，WPF テスト・オブジェクト，
オートメーション・オブジェクト，および実行環境オブジェクト・メソッドを
アクティブにして，プロパティの値を取得および設定し，そのオブジェクトが
存在することを確認できます。

WPF Add-in Extensibility

UFT WPF Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT WPF Add-in ではサポー
トされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの WPF コントロー
ルのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，WPF
Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラスを作成でき
ます。

その後，コントロールを新しいテスト・オブジェクト・クラスにマップし，.NET
プログラミングを使用してテスト・オブジェクト・クラスの動作を設計できま
す。コントロール上での操作の実行方法，プロパティの取得方法などをプログラ
ムできます。

UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，そ
れら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コント
ロールとして扱うように指定することもできます。
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WPF Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解しておく必
要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l C# での .NET プログラミング

l XML（基本的な知識）

WPF Add-in Extensibility SDK は，UFT セットアップ・プログラムの［アドインによ
る機能拡張とWeb 2.0 ツールキット］オプションからインストールできます。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Windows
Presentation Foundation

l UFT .NET Add-in は，以下をサポートします。

n System.Windows.Forms ライブラリからの標準 .NET Windows Forms コント
ロールのテスト。

n System.Windows.Forms.Control クラスから継承されたサードパーティの .NET
Windows Forms コントロールのテスト。

l UFT .NET Add-in は，アプリケーションの作成に使用された言語
（VisualBasic，.NET，C# など）に関係なく，System.Windows.Controls.Control
クラスから直接的または間接的に継承された WPF コントロールをサポートしま
す。また，System.Windows.Controls.Control クラスから継承され，WPF Add-in
がロードされたときにオートメーション・インタフェースを実装するサード
パーティの WPF コントロールもサポートします。

l 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』 に記載されているコ
ントロールのほかに，さまざまな Infragistics .NET Windows Forms コントロール
に対応するカスタム UFT サポートが Infragistics TestAdvantage から提供されて
います。詳細については，次を参照してください：
http://www.infragistics.com/dotnet/testadvantageoverview.aspx#Overview

l UFT は，テキスト・ブロック要素を，WPF オブジェクト（リスト，ツリー
ビュー，テーブルなど）の子オブジェクトとして扱いません。このため，これ
らの要素は ChildObjects ステートメントで返されず，WPF オブジェクトとその
子を学習するように選択しても，テスト・オブジェクトとして学習されませ
ん。

WPF オブジェクトのテキスト・ブロック要素を操作するには，GetItem() また
は GetItemProperty() ステートメントを使用します。
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l オブジェクト・スパイ（.NET アドインがロードされている場合は .NET Windows
フォーム・スパイ）を使って WPF オブジェクトを調査するときに，［記録と実
行環境設定］ダイアログ・ボックスが調査対象の WPF アプリケーションを記録
するように設定されていない場合，UFT はそのオブジェクトを標準 Windows オ
ブジェクトとして認識します。

回避策：該当の WPF アプリケーションを閉じます。UFT で［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックスを開き（［記録］＞［記録と実行環境設定］），
［Windows Applications］タブで［開かれているWindows ベースアプリケー
ションすべてでテストを記録して実行する］オプションを選択します。WPF ア
プリケーションを再び開き，調査を実行します。

l Microsoft Windows 7 オペレーティング・システム上で WpfComboBox コントロー
ルを調査する場合，正しい all items プロパティの値を表示するには，最初にコ
ンボ・ボックスを展開および折りたたむ必要があります。

l アプリケーションの .NET Windows Forms オブジェクトの完全なタイプ名を確認
するには，オブジェクト・スパイで認識プロパティ SwfTypeName を確認しま
す。

また，次の構文を使ってステートメントを実行することにより，選択したオブ
ジェクトの基本タイプのリストを表示することもできます。

MsgBox <SwfTestObj>(<descr>).GetROProperty("SwfTypeNames")

SwfTestObj(<descr>) は，チェック対象のテスト・オブジェクトです。このス
テートメントを実行すると，メッセージ・ボックスが開き，リストの一番上に
実際のクラスが表示され，その下に基本クラスが表示されます。

l ステップを低レベル記録で記録すると，Windows Presentation Foundation テス
ト・オブジェクトの標準の記述プロパティに定数値が設定されません。これに
より，実行セッション中の記述プロパティ値が異なるようになり，これらのオ
ブジェクト上のステップが失敗する可能性があります。

l アプリケーション内の動的に変化するオブジェクトを記録する場合，UFT は，
変化する前の元のオブジェクトではなく，変化した後のオブジェクトのオブ
ジェクト・プロパティを記録します。そのため，このオブジェクトを使用する
実行セッションは失敗します。

回避策：オブジェクトの記述をエディタで手動で変更します。
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.NET Windows Presentation Foundation Add-in -
テストと設定
本項の内容

概念 227

WPF ユーザ・インタフェース・オートメーションについて 227

WPF オブジェクト，メソッド，およびプロパティの使用によるテストま
たはコンポーネントの機能拡張 228
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概念

WPF ユーザ・インタフェース・オートメーションについ
て

UI オートメーションにより，複数のフレームワーク（Win32，WPF，および
Trident など）の，UI 要素に対して一貫性がある単一の参照オブジェクトが提供さ
れます。UI オートメーションでは，UI のオブジェクトの機能は，その種類のすべ
てのオブジェクトに共通する標準的なコントロール・パターンおよびプロパティ
によって定義されます。

WPF では UI（ユーザ・インタフェース）オートメーションを使用して UI オブジェ
クトを定義します。UI オートメーションにより，コントロールおよびオブジェク
トの機能のプロパティが標準化されます。.NET Add-in では AutomationElement お
よび Automation Pattern プロパティを介して UI オートメーションをサポートしま
す。

UI オートメーションの詳細については，MSDN ライブラリの UI オートメーション
の基礎に関するページ（http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms753107.aspx）
を参照してください。

本項の内容

オートメーション要素 227

コントロール・パターン 228

オートメーション要素

UI オートメーションでは，UI のすべての要素がオートメーション要素として公開
されます。オートメーション要素には，要素が表す UI 要素の共通のプロパティが
公開されます。

たとえば，ボタン・コントロールにはオートメーション要素プロパティの
NameProperty があり，これは，ボタン・コントロールに関連する名前またはテキ
ストを参照します。このプロパティは，Win32 では caption，HTML では alt と呼
ばれています。UI オートメーションでは，すべてのボタン・コントロールに
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NameProperty があり，各フレームワークの対応するプロパティにマッピングされ
ています。

オートメーション要素では，プロパティを提供し，コントロール・タイプに固有
のメソッドを公開するコントロール・パターンも公開されます。

コントロール・パターン

コントロール・パターンは，UI のコントロールが実行できる個々の機能を表しま
す。コントロール・タイプの機能は，そのコントロール・タイプに対するコント
ロール・パターンの集合により定義されます。

コントロール・パターンでは，プログラムによってコントロールを操作する機能
を提供するメソッドが公開されます。

コントロール・パターンでは，コントロールの機能および現在の状態に関する情
報を提供するプロパティが公開されます。

特定のコントロールでサポートされるコントロール・パターンの集合は，動的に
定義できます。このため，特定のコントロール・タイプで，常に同じコントロー
ル・パターンがサポートされているとはかぎりません。たとえば，複数行のエ
ディット・ボックスでは，テキストが表示可能領域を超える場合のみスクロール
（scrollpattern パターン）がサポートされます。

Image コントロールなど，一部のコントロール・タイプでは，コントロール・パ
ターンはサポートされていません。

UFT では WPF の UFT オブジェクト・モデルで特別なプロパティを使用することに
よって，オートメーション要素およびコントロール・パターンのメソッドおよび
プロパティにアクセスできます。

テストまたはビジネス・コンポーネントで UI オートメーションを使用する方法の
詳細については，「WPF オブジェクトの内部プロパティおよびメソッドへのアク
セス」(229ページ)を参照してください。

WPF オブジェクト，メソッド，およびプロパティの使用
によるテストまたはコンポーネントの機能拡張

テストまたはビジネス・コンポーネントは，Microsoft VBScript でコード化された
ステートメントで構成されています。これらのステートメントは，操作の実行ま
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たは情報の取得を UFT に指示するオブジェクト，メソッド，プロパティで構成さ
れます。これらのステートメントは，オブジェクト・リポジトリのオブジェク
ト，および各オブジェクト・タイプで利用できるメソッドおよびプロパティを使
用して追加します。さらに，記録を行うときに，これらのステートメントはアプ
リケーションへの入力に応じて自動的に生成されます。また，ステートメントを
手動でプログラミングしたり，同じテストやビジネス・コンポーネントで記録お
よびプログラミングされたステートメントを組み合わせたりもできます。これら
のステートメントは，キーワード・ビューやエディタで作成，表示，および編集
します。

WPFオブジェクトの内部プロパティおよびメソッドへのアクセス

WPF オブジェクトの内部プロパティおよびメソッドにアクセスするときは，設定
または取得する情報が含まれているオブジェクトにアクセスするためのプロパ
ティを認識しておくことが重要です。

l AutomationElement プロパティ：オートメーション要素に関する情報を公開す
る標準的なプロパティ群にアクセスするオブジェクトを返します。

l AutomationPattern プロパティ：コントロール・パターンの特定のインスタン
スにアクセスするオブジェクトを返します。AutomationPattern プロパティか
らアクセス可能なメソッドとプロパティの詳細については，
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/system.windows.automation.aspx で
MSDN ライブラリの「.NET Framework デベロッパー・センター」を参照してく
ださい。

l Object プロパティ：開発者によって定義された，実際の実行環境 UI オブジェク
トに固有のプロパティにアクセスするオブジェクトを返します。

AutomationElement および AutomationPattern のプロパティを介してアクセス可
能なプロパティおよびメソッドの多くには，Object プロパティを介してアクセス
可能なプロパティおよびメソッドと同じ情報が含まれています。しかし，Object
プロパティを介してアクセスした UI オートメーションから利用できる情報では，
UI オートメーションのような標準化は提供されません。

開発者が設計したユーザ定義のプロパティは，Object プロパティを介してのみア
クセスできます。
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第9章: ActiveX Add-in - クイック・リファ
レンス
UFT ActiveX Add-in を使用すると，ActiveX ユーザ・インタフェース・オブジェク
ト（コントロール）をテストできます。

次の表には ActiveX Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴
とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされる ActiveX 環境の詳細については， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）の「ActiveX Add-in」の項を参
照してください。

重要な情報 「ActiveX Add-in を使用する際の考慮事項」(235ページ)を参照
してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

ActiveX Add-in では，アプリケーションで ActiveX オブジェクト
をテストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「ActiveX」
の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - ActiveX Add-in」(237
ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

記録対象の ActiveX コントロールが含まれるアプリケーション
を終了してから，UFT の記録セッションを開始して記録と実行
のオプションを設定する必要があります。記録セッションを開
始した後にのみ，アプリケーションを起動します。

アドインの依
存関係

ActiveX Add-in と Siebel Add-in を同時にロードすると，いくつか
の ActiveX メソッドの記録時に問題が発生する可能性がありま
す。

設定

［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(139
ページ)を参照してください。
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［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Windows Applications］タブを使用。
(［実行］＞［実行の設定］または［記録］＞［記録の設定］)

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注:

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［指定
したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェク
ト・スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリ
ケーションにも適用（制限）されます。

l UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス
の［Windows Applications］タブで記録と再生の設定を変
更した後に開いたアプリケーションの ActiveX オブジェ
クトだけを認識します。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］）

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。

アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［アプリケーション］を選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプリ
ケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

概念 235
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概念

ActiveX Add-inを使用する際の考慮事項

l ActiveX コントロールにチェックポイントを作成すると，UFT によって ActiveX
コントロールのすべてのプロパティがキャプチャされますが，検査対象のプロ
パティは選択されません。

l ブラウザで ActiveX オブジェクトをテストする場合，トップレベルの ActiveX オ
ブジェクトは標準の Web オブジェクト階層内部に挿入されます（「Browser」
＞「Page」＞「ActiveX」など）。

l UFT は ActiveX コントロール内の標準コントロールを記録でき，ActiveX コント
ロールに別の ActiveX コントロールが含まれている場合は，UFT は，この内部
コントロールでも記録し，実行できます。たとえば，ActiveX コントロール
が，月の選択が可能なドロップダウン・リストを含むカレンダであるとしま
す。リストをクリックして May という月を選択すると，このステップは UFT の
エディタには次のように記録されます。

Dialog("ActiveX Calendars").ActiveX("SMonth Control").WinComboBox
("ComboBox").Select "May"

l ActiveX Add-in と Siebel Add-in を同時にロードすると，いくつかの ActiveX メ
ソッドの記録時に問題が発生する可能性があります。

l ActiveX テスト・オブジェクトにプログラミング記述を作成し，対応する実行
環境オブジェクトはウィンドウレス（ウィンドウ・ハンドルのないウィンド
ウ）になった場合は，記述に windowless プロパティを追加して，その値を
True に設定する必要があります。

例：

Set ButDesc = Description.Create
ButDesc("ProgId").Value = "Forms.CommandButton.1"
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ButDesc("Caption").Value = "OK"
ButDesc("Windowless").Value = True
Window("Form1").AcxButton(ButDesc).Click

プログラム的記述の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』のプログラム的記述の使用に関する項を参照してください。

l ウィンドウレスの ActiveX ラジオ・ボタン・オブジェクトはクリック
（AcxRadioButton.Click）するか Set メソッドを使用してアクティブにしない
と，AcxRadioButton.GetVisibleText メソッドを含んだステップが，オブジェク
トが可視でないことを示すエラーを返します。

回避策：ウィンドウレスの ActiveX ラジオ・ボタン・オブジェクトを対象に
GetVisibleText メソッドを使用するすべてのステップの前に， Click または Set
メソッドを使用するステップを挿入します。

アドイン・ガイド
第9章: ActiveX Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 236 ページ



リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - ActiveX Add-
in

本項では，ActiveX Add-in のトラブルシューティングと制限事項について説明しま
す。

テスト・ドキュメントの作成，編集，および実行

l ActiveX Add-in は，拡張保護モードが有効になっている場合，Internet Explorer
11 でサポートされません。

l 次の ActiveX テスト・オブジェクト・メソッドに対してカラムを名前で指定し
た場合，テストの実行時にエラーが発生します：ActivateCell，
ActivateColumn，SelectCell，SetCellData，SelectColumn。

回避策：これらのメソッドを呼び出す場合，カラムを番号で指定します。

l ActiveX コントロール内に Java オブジェクトの階層が混じっている Web アプリ
ケーションを対象にエディタでステップを挿入するとき，ActiveX の引数に対
する引数値の候補を取得するまでに UFT が長い時間を要することがあります。

回避策：これらのステップは，（値の候補の動的なリスト機能が使用されな
い）キーワード・ビューを使用して挿入します。

l UFT が Web ページ内の ActiveX コントロールを認識しない場合は，Microsoft
Internet Explorer ブラウザでセキュリティのレベルを下げます。

l ActiveX コントロールの内部プロパティが，UFT によって作成された ActiveX プ
ロパティと同じ名前である場合，そうしたプロパティの取得と検証で問題が生
じることがあります。

回避策：ActiveX コントロールの内部プロパティには，Object プロパティを
使ってアクセスできます。
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l Apex，DataBound，および Sheridan グリッドの行およびカラム位置に対して実
行されるメソッドは，テーブル内の絶対位置ではなく，表示されている位置の
値を返します。

回避策：記録中にスクロール・バーを使用して，必要なセルを表示します。

l UFT の起動後に ActiveX コントロールが登録されると，UFT が ActiveX コント
ロールを正しく認識しないことがあります。たとえば，AcxCalendar を ActiveX
オブジェクトと認識することがあります。

回避策：ActiveX コントロールを実行するアプリケーションをインストール
し，すべての ActiveX オブジェクトを登録する処理は，UFT を起動する前に行
います。

チェックポイントおよび出力値

l テーブル・チェックポイントは Data Bound Grid の表示されている行だけをキャ
プチャします。

l ActiveScreen から ActiveX テーブルを対象としたチェックポイントを挿入すると
き，ブラウザ（またはアプリケーション）にそのページ（または画面）が表示
されている必要があります。そうでない場合，ActiveX テーブルのデータに欠
落が生じます。

回避策：記録中に ActiveX テーブルのチェックポイントを作成します。

l VT_DISPATCH 型の ActiveX プロパティでは，チェックポイントと出力値はサ
ポートされていません。

l 書き込み専用の ActiveX プロパティでは，チェックポイントと出力値はサポー
トされていません。
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l ウィンドウレス ActiveX コントロールに対するチェックポイントまたは出力値
を含んだテストで更新実行（［実行］＞［更新実行モード］）を行い，そのテ
ストを再実行すると，実行セッションは失敗することがあります。これは，
「windowless」という隠しプロパティがテスト・オブジェクトの記述に含まれ
ていないからです。

回避策：問題が生じた ActiveX コントロールを再学習するか，問題が生じるす
べてのウィンドウレス ActiveX コントロールに値を 1 に設定した
「windowless」プロパティを追加します。

サポートされないコントロール
UFT では，一部の ActiveX コントロールまたは一部のプレフィックスを持つコント
ロールはサポートされません。次の表に，サポートされないコントロールをまと
めます。

サポートされないコントロールのプレ
フィックス

サポートされないコントロール

Msawt AMOVIE.ActiveMovieControl.2

SpectrumHR.GrabBag MediaPlayer.MediaPlayer.1

SpectrumHR.EDataControl Trident.HTMLEditor.1

SpectrumHR.SSDBGridEventHandler htmlfile

ShockwaveFlash xmlfile

Spider90 htmlfile_FullWindowEmbed

XGO xmlfile_FullWindowEmbed

lnkfile

JScript
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サポートされないコントロールのプレ
フィックス

サポートされないコントロール

VBScript

MSJava

PDF.PdfCtrl.1

ScriptBridge.ScriptBridge.1

JavaSoft.JavaBeansBridge.1

Oracle.JavaBeansBridge.1

Spider.Loader.1

COMCTL.ImageListCtrl.1

ActiveTabs.SSTabPanel.4

ActiveTabs.SSTabPanel.2

ActiveTabs.SSTabPanel.3

{3050f67D-98b5-11cf-bb82-
00aa00bdce0b}

{3050F5C8-98B5-11CF-BB82-
00AA00BDCE0B}

TriEditDocument.TriEditDocument.1

Miner3D.Miner3DObj.1

ActiveBar2Library.ActiveBar2.2
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サポートされないコントロールのプレ
フィックス

サポートされないコントロール

{275C23E2-3747-11D0-9FEA-
00AA003F8646}

SpectrumHR.GrabBag.1

SpectrumHR.EDataControl.1

SpectrumHR.SSDBGridEventHandler.1
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第10章: Delphi Add-in - クイック・リファ
レンス
UFT Delphi Add-in を使用すると，Delphi ユーザ・インタフェース・オブジェクト
（コントロール）をテストできます。

次の表には Delphi Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴と
どう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 Delphi Add-in は， IDE で作成された Delphi コントロールと，
Win32 VCL ライブラリに基づく Delphi コントロールを対象とす
るテストをサポートします。サポートされる Delphi 環境の詳細
については，（UFT ヘルプ・フォルダ または 「HP サポート・
マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）を参
照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Delphi Add-in では，Delphi アプリケーションでオブジェクトを
テストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Delphi」の
項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

Delphi Add-in
の拡張

「Delphi Add-in Extensibility」 （247 ページを参照）を使用する
と，購入時には UFT Delphi Add-in ではサポートされていない
サードパーティ製コントロールおよびカスタムの Delphi コント
ロールのテストのサポートを開発できます。

前提条件

アプリケー
ションを開く

Delphi アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前で
も後でも構いません。

アドインの依
存関係

なし

その他 Delphi アプリケーションを対象とするテストを実行する前に，
テスト対象アプリケーションを UFT エージェント
MicDelphiAgent でコンパイルする必要があります。

「UFT と Delphi アプリケーション間の通信を有効化する方法」
(249ページ)を参照してください。

設定

［オプション］
ダイアログ・
ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(139ページ)を参照してください。
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［記録と実行環
境設定］ダイア
ログ・ボックス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注:

l UFT は，MicDelphiAgent.pas モジュールを使用してプ
リコンパイルされた Delphi アプリケーションのみを認
識します。詳細については，「UFT と Delphi アプリ
ケーション間の通信を有効化する方法」(249ページ)を
参照してください。

l 場合によっては，［指定したアプリケーションだけで
記録して実行する］ラジオ・ボタンを選択している場
合，この設定はオブジェクト・スパイなどの指差し操
作によって認識されるアプリケーションにも適用（制
限）されます。

［ActiveScreen
キャプチャのカ
スタム設定］ダ
イアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

［Windows］セクションを使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］表示枠＞［カスタムレベル］ボタン）

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーショ
ン領域の［追加
設定］表示枠
（ビジネス・コ
ンポーネントの
み）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をク
リックし，サイドバーで［アプリケーション］を選択しま
す。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプ
リケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

概念 247
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概念

Delphi Add-in Extensibility

UFT Delphi Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT Delphi Add-in ではサ
ポートされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの Delphi コン
トロールのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，Delphi
Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラスを作成でき
ます。

l コントロールを既存のテスト・オブジェクト・クラスに割り当てることができ
ます。

l コントロールを作成した新しいテスト・オブジェクト・クラスに割り当て，
Delphi コードでテスト・オブジェクト・クラスの動作を設計できます。コント
ロール上での操作の実行方法，プロパティの取得方法などをプログラムできま
す。

l UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，
それら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コ
ントロールとして扱うように指定することもできます。

Delphi Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解しておく
必要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l XML（基本的な知識）

l Delphi プログラミング

Delphi Add-in Extensibility は Delphi Add-in の一部として利用可能で，追加のインス
トールは不要です。
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UFT には，Delphi Add-in Extensibility を使用して開発されたサポートのサンプルも
用意されています。これで，独自のサポートの作成方法をよく理解できるように
なります。

Delphi Add-in Extensibility の実装の詳細については，Delphi Add-in Extensibility ヘル
プを参照してください。UFT Extensibility Documentation プログラム・グループ
（［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified
Functional Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］または<UFT インス
トール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダ）からアクセスできます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

『HP UFT Delphi Add-in Extensibility 開発者ガイド』の印刷用バージョン（PDF）
は，<UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダにあります。
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タスク

UFTと Delphiアプリケーション間の通信を有効化
する方法

このタスクでの説明内容：

l MicDelphiAgent.pas モジュールを使用して，UFT とテスト対象の各 Delphi プロ
ジェクト間の通信を有効にします。

l TwwDBGrid のサポートを InfoPower から設定します。

通信有効化のためのMicDelphiAgent.pas モジュールへのリンク
テスト対象の各アプリケーションに対して次のステップを実行する必要がありま
す。

1. <UFT インストール・フォルダ>\dat\Extensibility\Delphi フォルダを Delphi プロ
ジェクトの検索パスに追加または <UFT インストール・フォルダ
>\dat\Extensibility\Delphi フォルダの内容をプロジェクト・フォルダにコピー
します。

2. 次に示す例のように，MicDelphiAgent をアプリケーションのプロジェクト・
ファイル（project.dpr）の Uses セクションに追加します。

program flight;
uses

MicDelphiAgent,
Forms,
Windows;

($R*.RES)
begin

Application.Initialize
Application.Title :='Flight Reservation';
Application.Run;
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end.

3. Delphi プロジェクトをコンパイルします。

注: アプリケーションに InfoPower の TwwDBGrid が含まれている場合は，
次に示すようにこのグリッドのサポートを追加する必要があります。

TwwDBGrid のサポートの設定
アプリケーションに InfoPower の TwwDBGrid が含まれている場合は，このグリッ
ドのサポートを有効にするために次に従ってください。

1. 次に示す例のように，MicWWSupport をアプリケーションのプロジェクト・
ファイル（project.dpr）の Uses セクションの MicDelphiAgent の後に追加しま
す。

program flight;
uses

MicDelphiAgent,
MicWWSupport,
Forms,
Windows;

($R*.RES)
begin

Application.Initialize
Application.Title :='Flight Reservation';
Application.Run;

end.

2. アプリケーションを再コンパイルします。

これで，Delphi アプリケーションでテストを作成して実行する準備ができまし
た。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Delphi Add-in

メッセージ・ボックス内のボタン・コントロールが，DelphiButton オブジェクト
ではなく，WinButton オブジェクトとして識別されます。

回避策：オブジェクト・リポジトリ内のボタン・コントロール・テスト・オブ
ジェクトを DelphiButton オブジェクトに置き換えます。
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第11章: Flex Add-in - クイック・リファレ
ンス
UFT Flex Add-in を使用すると，Flex ユーザ・インタフェース・オブジェクト（コ
ントロール）をテストできます。

次の表には Flex Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴とど
う関連するかがまとめられています。

一般情報

サポート環境 テスト対象のアプリケーションは，UFT Flex Add-in でサポート
される Flex SDK バージョンで構築する必要があります。

サポートされる Flex SDK バージョンの詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）のFlexの項を参照してく
ださい。

重要な情報 l 次のいずれかの条件を満たしている Flex アプリケーション
は，UFT とともに使用できます。

n Adobe Flash Player Debugger で開いたアプリケーション

n UFT Runtime Loader を使用して開いたアプリケーション

n テスト用に手動で準備したアプリケーション

アプリケーションを準備する場合は，アプリケーションを
Runtime Loader とともに Web ページに埋め込むか，また
は関連する Adobe または Apache Flex オートメーション・
ライブラリおよび UFT Flex プリコンパイル・エージェン
トでアプリケーションを再コンパイルする必要がありま
す。
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詳細については，次を参照してください。

n 「考慮事項 - Flex Add-in」(257ページ)

n 「Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT GUI
テストを有効にする方法」(262ページ)

n 「Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開
く方法」(271ページ)

n 「UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方法」
(264ページ)

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Flex Add-in では，Flex アプリケーションで Flex オブジェクトを
テストするときに使用できる Flex テスト・オブジェクト，メ
ソッド，プロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Flex」の項
を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Flex Add-in 」(286ペー
ジ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

Flex アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前でも
後でも構いません。
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アドインの依
存関係

l 異なるバージョンの Flex SDK では，異なるバージョンの
Adobe Flash Player，Adobe Flash Player Debugger または Adobe
Air が必要になります。

Flex Add-in では，テスト対象のアプリケーションの構築に使
用される Flex SDK のバージョンで必要な Adobe Flash Player /
Debugger または Adobe Air のバージョンが必要となります。
詳細については，Adobe Flex SDK または Apache Flex SDK のド
キュメントを参照してください。

l UFT のプリコンパイル・エージェントで再コンパイルした
Flex アプリケーションの場合：

Adobe Flex SDK バージョン 4.5.x または 4.6.x でコンパイルし
た Flex アプリケーションの場合，フル UFT GUI テストおよび
コンポーネントを実行する前に，関連する Adobe Automation
ライブラリのライセンスされたバージョンが存在することを
確認してください。

ライブラリのライセンスされたバージョンがない場合は，
Apache Flex SDK バージョン 4.9.x または 4.12.x へのアップグ
レードを検討してください。

l UFT がローカル TCP ソケット・オブジェクトを介してテスト
対象の Flex アプリケーションと通信する際に，利用可能な
通信ポートを 24654 ～ 24663 の範囲で選択します。

これらのポートの少なくとも 1 つは UFT コンピュータで利用
可能であることを確認してください。この範囲で使用可能な
ポートが存在しない場合，アドインは適切にロードされませ
ん。

Windows サーバでは，複数のユーザが UFT の複数のインスタ
ンスを実行できます。Flex アプリケーションをテストするに
は，UFT のインスタンスごとに，この範囲内のポートを 1 つ
使用できることが必要です。

設定

アドイン・ガイド
第11章: Flex Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 255 ページ



［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

［Flex］ タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Flex］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）」(276ページ)を参照してください。

本章の内容

概念 257

考慮事項 - Flex Add-in 257

タスク 262

Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT GUI テストを有効に
する方法 262

UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方法 264

Flex アプリケーションを Runtime Loader とともに Web ページに埋め込む
方法 267

Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開く方法 271

Flex リストまたはテーブル内の埋め込みオブジェクトの使用方法 273

リファレンス 276

［Flex］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス） 276

トラブルシューティングと制限事項 - Flex Add-in 286
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概念

考慮事項 - Flex Add-in

Flex Add-in を使用する際の考慮事項には，次に関連する問題が含まれます。

l 「Adobe Flash Player Debugger を使用して Flex アプリケーションを直接テス
ト」(257ページ)

l 「Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開くか，Flex アプリケー
ションをテスト用に準備」(258ページ)

l 「Adobe Flash Player Projector で Flex アプリケーションを開く」(259ページ)

l 「Web Add-in がある場合とない場合の作業」(260ページ)

l 「ローカルの Web ベースの Flex アプリケーションを，信頼済みアプリケー
ションとして登録」(260ページ)

Adobe Flash Player Debugger を使用して Flex アプリケーションを
直接テスト
Flex アプリケーションをテストする最も簡単な方法は，Adobe Flash Player
Debugger を使用してアプリケーションを実行することです。この方法では，テス
トするアプリケーションを準備したり，特別な方法でアプリケーションをロード
したりする必要はありません。アプリケーションを実行して，そのままテストを
開始できます。

注: このオプションは，Adobe Flash Player Projector Debugger や Adobe Air アプ
リケーションでは使用できません。

タスクの詳細については，「Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT
GUI テストを有効にする方法」(262ページ)を参照してください。

この方法で満足な結果が得られない場合や，デバッガを使用したくない場合は，
次に示す方法のいずれかを使用します。
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Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開くか，Flex
アプリケーションをテスト用に準備
UFT Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開いたり，アプリケー
ションを UFT テスト用に手動で準備することもできます。

次のいずれかの方法で Flex アプリケーションのテスト準備をすることができま
す。

l 関連する Adobe または Apache Flex オートメーション・ライブラリおよび UFT
Flex プリコンパイル・エージェントを使用して，アプリケーションを再コンパ
イルします。このエージェントを使用すると，UFT がアプリケーションとやり
取りできるようになります。

l Flex アプリケーションと UFT Flex Runtime Loader を Web ページに埋め込み，そ
のページを開いてアプリケーションを開きます。

Adobe Flash Player Debugger を使用できない場合に Flex アプリケーションのテス
トに使用する手法

l Flex Web アプリケーション（.swf ファイル）をテストする場合は，Runtime
Loader を使用してアプリケーションを開きます。

タスクの詳細については，「Runtime Loader を使用して Flex アプリケーション
を開く方法」(271ページ)を参照してください。

l HTML ファイルにまだ埋め込まれていない Flex Web アプリケーション（.swf
ファイル）をテストする場合は，アプリケーションと Runtime Loader を Web
ページに埋め込みます。

タスクの詳細については，「Flex アプリケーションを Runtime Loader とともに
Web ページに埋め込む方法」(267ページ)を参照してください。

l アプリケーションが次の条件を 1 つ以上満たす場合は，関連する Adobe または
Apache Flex オートメーション・ライブラリおよび UFT Flex プリコンパイル・
エージェントでアプリケーションを再コンパイルします。

n アプリケーションが，HTML ファイルにすでに埋め込まれている

n アプリケーションが Adobe AIR アプリケーションである

n アプリケーションが，Flex グラフ作成または AdvancedDataGrid クラスを使用
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している

n Flex アプリケーションを実行する Web サーバに Runtime Loader ファイルを
コピーすることはできません。

タスクの詳細については，「UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方
法」(264ページ)を参照してください。

注:

l Runtime Loader を Web サーバでホストされているアプリケーションととも
に使用するには，Runtime Loader ファイルをサーバにコピーすることが可
能なサーバ・アクセス権を持っている必要があります。

l プリコンパイルされた Flex アプリケーションで記録されたテストを使用し
て，Runtime Loader で開かれた Flex アプリケーションをテストする場合
（またはその逆の場合）は，テストに関連付けられたオブジェクト・リポ
ジトリの変更と，プログラム的記述を使用して Flex テスト・オブジェクト
を識別するテスト・スクリプトの変更が必要になることがあります。

あらゆる Flex テスト・オブジェクトの uid プロパティ値と FlexWindow テス
ト・オブジェクトの id プロパティ値は，Runtime Loader で開いたアプリ
ケーションとプリコンパイルされた Flex アプリケーションで異なります。
テストを実行する前に，これらのプロパティが記述に含まれているテス
ト・オブジェクトが，テスト対象のアプリケーション内のオブジェクトに
対応することを確認してください。

Adobe Flash Player Projector で Flex アプリケーションを開く
Flex アプリケーションを Adobe Flash Player Projector でテストする場合は，次のい
ずれかを実行します。

l オートメーション・ライブラリと UFT Flex エージェントでコンパイルしてアプ
リケーションをテスト用に準備します（「UFT テスト用の Flex アプリケーショ
ンの準備方法」(264ページ)を参照）。

l 記録セッションまたは実行セッションの開始時に，Runtime Loader を使用して
Adobe Flash Player Projector でアプリケーションを開くよう UFT に指示しま
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す。詳細については，「［Flex］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(276ページ)を参照してください。

Web Add-in がある場合とない場合の作業
Flex Add-in は，Web Add-in を有効にしていても，していなくても使用できます。
テスト・オブジェクト階層は，次のように異なります。

l Web Add-in を有効にしている場合：Flex テスト・オブジェクトは Web 親階層
を持ちます。

例：

Browser.Page.FlexWindow.FlexButton

l Web Add-in を有効にしていない場合：Flex テスト・オブジェクトは Windows
親階層を持ちます。

例：

Window.WinObject.FlexWindow.FlexButton

ヒント: Flex アプリケーションをテストするときは，ブラウザ・ウィンドウで
Flex アプリケーションをテストできるように，Web Add-in を有効にすることを
お勧めします。

ローカルのWeb ベースの Flex アプリケーションを，信頼済みア
プリケーションとして登録
UFT では，ローカルの Web ベースの Flex アプリケーションが信頼済みアプリケー
ションとして登録されるまで，Flex テスト・オブジェクトとして認識しません。
ローカルの Web ベースの Flex アプリケーションとは，ローカルに格納され，ブラ
ウザ・ウィンドウで実行される Flex アプリケーションです。

ローカルの Runtime Loader ファイルを使用してローカルの Web アプリケーション
を開く場合は，Flex Runtime Loader ファイルを信頼できるアプリケーションとし
て登録する必要もあります。
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ローカルの Web ベースの Flex アプリケーションおよび Runtime Loader ファイル
を登録するには，それらを含むフォルダのパスを次のいずれかに追加します。

l インターネットに接続している場合は，Flash Player のグローバル設定にある
［信頼されている場所］リストを使用できます。

リンク
（
http://www.macromedia.com/support/documentation/en/flashplayer/help/settings_
manager04.html）を使用して，［設定］表示枠にアクセスします。［編集］＞
［追加］を選択して，リストを編集します。

l インターネットに接続していない場合は，次の場所の FlashPlayerTrust フォル
ダにあるテキスト・ファイルを追加または編集しま
す：%appdata%\Macromedia\Flash Player\#Security\FlashPlayerTrust

テキスト・ファイル内の各行には，信頼できるフォルダの名前が含まれている
必要があります。それぞれの指定フォルダまたは任意のサブフォルダ内のすべ
てのファイルが信頼されます。例：

# Employee Online Calendar アプリケーション・フォルダ内のすべてのファイルを
信頼する
%ProgramFiles%\Personnel\Employees\OnlineCalendar

注:

n ［%appdata%］フォルダは，Windows では標準設定で非表示です。非表
示のフォルダを表示するには，Windows エクスプローラの［フォルダオ
プション］ダイアログ・ボックスを開き，［すべてのファイルとフォル
ダを表示する］を選択します。

n #Security\FlashPlayerTrust フォルダが存在しない場合は，作成します。

n UFT Flex Runtime Loader ファイルは，UFT のインストール時に <UFT イン
ストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime Loader フォルダにインス
トールされます。
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タスク

Adobe Flash Player Debugger をセットアップして
UFT GUI テストを有効にする方法

このタスクでは，UFT コンピュータに Adobe Flash Player Debugger をセットアップ
して，UFT テスト用に設定する方法について説明します。

この設定を行えば，Adobe Flash Player Debugger を使用して Flex アプリケーショ
ンを実行し，他の種類のアプリケーションと同じように UFT でテストできるよう
になります。この方法では，テストするアプリケーションを準備したり，特別な
方法でアプリケーションをロードしたりする必要はありません。

注: このオプションは，Adobe Flash Player Projector Debugger や Adobe Air アプ
リケーションでは使用できません。

Adobe Flash Player Debugger がインストールされていることを確
認
Adobe Flash Player Debugger がインストールされていない場合は，Web サイト
（https://www.adobe.com/support/flashplayer/downloads.html）から，ご使用の
オペレーティング・システムおよびブラウザに対応するプログラム・ファイルを
ダウンロードしてインストールします。

ヒント: Flash Player Debugger の検索およびインストールについてのヒント：

l Flash Player Debugger と Flash Player ActiveX コントロール・コンテンツ・
デバッガという名称は，互いに置き換え可能です。

l Windows 2012 または 2012 R2 で Flash Player Debugger のインストールが正
常に完了したら，Adobe のサイトから Flash Player Debugger をインストール
する前に，Windows サーバー・マネージャーで［デスクトップエクスペリ
エンス］機能を追加します。
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Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT と統合
このステップでは，Adobe Flash Player Debugger の設定ファイルを編集し，Flash
Player のグローバル・セキュリティ設定で，信頼されている場所に UFT の Flex
エージェントを追加します。

l Flash Player を設定して，アプリケーションの実行時に毎回 UFT Flex エージェ
ントをロードするとともに，実行セッション中はメッセージ・ボックスを開か
ない（メッセージは Flash Player のログ・ファイルに転送する）ようにしま
す。

a. %USERPROFILE%\MM.CFG ファイルを作成するか開きます。

b. 次の行をファイルに追加します（<UFT インストール・フォルダ> は適切な
パスで置き換えます）。

PreloadSWF=<UFT インストール・フォルダ
>\dat\Flash\Flex\UFTFlexAgentInjector.swf
SuppressDebuggerExceptionDialogs=1
ErrorReportingEnable=1
TraceOutputFileEnable=1

標準設定ファイル <UFT インストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\MM.CFG をサ
ンプルとして使用できます。

l （オプション）Flash Player のグローバル・セキュリティ設定で，信頼されてい
る場所に UFT の Flex エージェント・フォルダを追加します。
（このステップを実行する必要があるのは，UFT が Flex アプリケーションを適
切に操作していない場合だけです。）

インターネットに接続している場合：

a. http://www.macromedia.com/support/documentation/en/flashplayer/help/settin
gs_manager04.html を開きます。

Flash Player Help が表示され，実際の［グローバルセキュリティ設定］パネ
ルが開きます。

b. ［編集］ドロップダウン・リストを開いて，［追加］を選択します。

c. 開いたダイアログ・ボックスで，テキスト・ボックスに「<UFT インストー
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ル・フォルダ>\dat\Flash\Flex\」と入力して（<UFT インストール・フォルダ
> は適切なパスで置き換えます），［確認］をクリックします。

それ以外の場合：

a. 次の場所の FlashPlayerTrust フォルダでにあるテキスト・ファイルを作成す
るか開きま
す。%appdata%\Macromedia\Flash Player\#Security\FlashPlayerTrust

注:

o ［%appdata%］フォルダは，Windows では標準設定で非表示です。必
要に応じて，非表示のフォルダが表示されるように設定します。

o #Security\FlashPlayerTrust フォルダが存在しない場合は，作成しま
す。

b. テキスト・ファイル内の各行には，信頼できるファイルまたはフォルダの
名前が含まれています。

次の行を追加します（<UFT インストール・フォルダ> は適切なパスで置き
換えます）。

<UFT インストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\

UFTテスト用のFlexアプリケーションの準備方法

Flex アプリケーションをテストする方法には，さまざまな種類があります。場合
によっては，テスト用にアプリケーションを準備する必要があります。Flex アプ
リケーションをテストするさまざまな方法の詳細については，「考慮事項 - Flex
Add-in」(257ページ)を参照してください。

このタスクでは，必要に応じて，UFT のテスト用にアプリケーションを準備する
方法について説明します。

アドイン・ガイド
第11章: Flex Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 264 ページ



次のいずれかの方法で Flex アプリケーションのテスト準備をすることができま
す。

l 関連する Adobe または Apache Flex オートメーション・ライブラリおよび UFT
Flex プリコンパイル・エージェントを使用して，アプリケーションを再コンパ
イルします。このエージェントを使用すると，UFT がアプリケーションとやり
取りできるようになります。

l Flex アプリケーションと UFT Flex Runtime Loader を Web ページに埋め込み，そ
のページを開いてアプリケーションを開きます。

このタスクでは，テストの準備で Flex アプリケーションの再コンパイルに必要な
手順について説明します。

アプリケーションと Runtime Loader を Web ページに埋め込む方法の詳細について
は，「Flex アプリケーションを Runtime Loader とともに Web ページに埋め込む方
法」(267ページ)を参照してください。

本項の内容

l 「Flex アプリケーションの Web 用準備（Flex アプリケーションが HTML ファイ
ルに埋め込まれている場合）」(265ページ)

l 「Adobe AIR 用 Flex アプリケーションのテスト準備」(266ページ)

l 「Adobe Flash Player ActiveX コントロールまたは Adobe Flash Player Projector に
よってホストされる Flex アプリケーションの準備（コンテンツ・デバッガも含
む）」(266ページ)

l 「Flex グラフ作成または AdvancedDataGrid クラスを使用する Flex アプリケー
ションの準備」(267ページ)

Flex アプリケーションのWeb 用準備（Flex アプリケーションが
HTML ファイルに埋め込まれている場合）

1. Flex アプリケーションを Adobe または Apache Flex オートメーション・ライブ
ラリおよび UFT Flex プリコンパイル・エージェントにリンクします。これを
行うには，次のコンパイラ引数を Flex プロジェクトに追加し，アプリケー
ションを再コンパイルします。
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-include-libraries "<PATH_TO_UFT_ROOT>\dat\Flash\Flex\HpQTPAgent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_agent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_spark.swc"

2. Flex アプリケーションをホストの .html ドキュメントに埋め込みます。

3. テスト時には，Web ブラウザでホスト・ドキュメントを開くことでアプリ
ケーションを実行します。

Adobe AIR 用 Flex アプリケーションのテスト準備
Flex AIR アプリケーションを Adobe または Apache Flex オートメーション・ライブ
ラリおよび UFT Flex プリコンパイル・エージェントにリンクします。これを行う
には，次のコンパイラ引数を Flex AIR プロジェクトに追加し，アプリケーション
を再コンパイルします。

-include-libraries "<PATH_TO_UFT_ROOT>\dat\Flash\Flex\HpQTPAgent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_agent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_spark.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_air.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_airspark.swc"

Adobe Flash Player ActiveX コントロールまたは Adobe Flash
Player Projector によってホストされる Flex アプリケーションの
準備（コンテンツ・デバッガも含む）

1. Flex アプリケーションを Adobe または Apache Flex オートメーション・ライブ
ラリおよび UFT Flex プリコンパイル・エージェントにリンクします。これを
行うには，次のコンパイラ引数を Flex プロジェクトに追加し，アプリケー
ションを再コンパイルします。

-include-libraries "<PATH_TO_UFT_ROOT>\dat\Flash\Flex\HpQTPAgent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_agent.swc"
-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation.swc"
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-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_spark.swc"

2. テスト時には，次のいずれかで開くことでアプリケーションを実行します。

n Adobe Flash Player ActiveX コントロール（または Flash Player ActiveX コント
ロール・コンテンツ・デバッガ）

n Adobe Flash Player Projector（または Flash Player Projector コンテンツ・デ
バッガ）

Flex グラフ作成または AdvancedDataGrid クラスを使用する Flex
アプリケーションの準備
Flex アプリケーションを automation_dmv.swc ライブラリにリンクします。これを
行うには，次のコンパイラ引数を Flex プロジェクトに追加し，アプリケーション
を再コンパイルします。

-include-libraries "${flexlib}\libs\automation\automation_dmv.swc"

FlexアプリケーションをRuntime Loader とともに
Webページに埋め込む方法

このタスクで説明するのは，Flex アプリケーションを UFT Flex Runtime Loader と
ともに Web ページに埋め込む方法です。そうすることで，Web ページが Internet
Explorer で開かれたときに，UFT がアプリケーションをテストできます。

注: この方法は，テストする Flex Web（.swf）アプリケーションが HTML ファ
イルにまだ埋め込まれていない場合に便利です。ほかの方法で，Flex アプリ
ケーションを UFT テスト用に準備または開く場合は，「考慮事項 - Flex Add-
in」(257ページ)を参照してください。
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1. 前提条件
UFT Flex Runtime Loader ファイルは，UFT のインストール時に <UFT インス
トール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime Loader フォルダにインストールさ
れます。

n 次の Flex Runtime Loader のいずれかを実行します。

o UFTFlexAUTLoader_4_9_1.swf - Flex SDK 4.9.1 以前を使用して開発された
Flex アプリケーションのテスト用

o UFTFlexAUTLoader_4_12_1.swf - Flex SDK 4.12.x を使用して開発された
Flex アプリケーションのテスト用

n UFT Flex Runtime Loader がテスト対象の Flex アプリケーションと同じアプ
リケーションおよびセキュリティのドメインにあることを確認してくださ
い。

テスト対象のアプリケーションが Web サーバ上に存在している場合，
Runtime Loader のコピーを同じ Web サーバ上に配置し，そのコピーを使用
してアプリケーションを開く必要があります。

アプリケーションがファイル・システム上にある場合は，ファイル・シス
テムに格納されている Runtime Loader を使用します。

n <UFT インストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime Loader フォルダに
格納されている Runtime Loader のいずれかでなく，Runtime Loader のコ
ピーを使用する場合，必ず UFT アップグレード後のファイルを再コピーし
て，UFT で提供されるファイルの最新バージョンを使用するようにしてく
ださい。

2. Web ページの作成
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<UFT インストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime
Loader\UFTFlexAUTLoader_Sample.html にある UFT のサンプル Web ページを
コピーします。このファイルは，UFT Flex Runtime Loader およびテストする
Flex アプリケーションと同じアプリケーションおよびセキュリティのドメイ
ンに保存します。

UFT でのアプリケーションのテスト時には，このファイルを Internet Explorer
で開くことでアプリケーションを実行します。

3. Web ページで指定される Runtime Loader の場所の更新
a. （オプション）作成した html ファイルとは別のフォルダに Runtime

Loader がある場合は，Runtime Loader のファイル名をパスが含まれるよう
に変更します。

パスは，URL（Runtime Loader が Web サーバ上にある場合），完全なファ
イル・システム・パス，または html ファイルの場所を基準とした相対パ
スで指定できます。

次の行を探して変更します。

<param name="movie" value="UFTFlexAUTLoader.swf" />

例：

<param name="movie" value="C:\MyApps\FlexRT\UFTFlexAUTLoader.swf"
/>

b. ファイル内で Runtime Loader ファイル名（UFTFlexAUTLoader.swf）が現れ
る両方の場所で，テスト対象のアプリケーションを開発する際に使用した
Flex SDK のバージョンに従って，UFTFlexAUTLoader.swf を
UFTFlexAUTLoader_4_9_1.swf または UFTFlexAUTLoader_4_12_1.swf に変
更します。

4. Web ページへの Flex アプリケーションの埋め込み
次の行で，swf_url パラメータにアプリケーション・ファイル名と，オプショ
ンでパラメータを入力します（2 箇所）。
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<param name="FlashVars" value="swf_url=YourApplication.swf" />
<embed id="loader"
       width="100%" height="100%" align="middle"
       src="UFTFlexAUTLoader<バージョン番号>.swf"
       flashvars="swf_url=YourApplication.swf"/>

次の構文を使用します。

swf_url=<ApplicationName.swf>&<param_name1>=<param_
value1>&<param_name2>=<param_value2>

ApplicationN
ame

開く Flex アプリケーションのファイル名。

アプリケーションが Runtime Loader とは別のフォルダに保存
されている場合は，アプリケーションの URL またはファイ
ル・システム・パスを指定します。

例：

swf_url=http://some_server/MyApp.swf

swf_url=C:\\Flex\\AUTs\\MyApp45.swf

ヒント: ファイル・システム・パスは，完全パスまたは
Runtime Loader の場所を基準とした相対パスで指定できま
す。

param_
names=para
m_values

（オプション）開くアプリケーションに渡すパラメータとそ
の値のリスト。パラメータは，アンパサンド（&）文字で区
切ります。

例：

swf_url=MyApplication.swf&param_name=param_
value&param2_name=param2_value
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Runtime Loader を使用してFlexアプリケーション
を開く方法

このタスクでは，UFT Flex Runtime Loader を使用して，Flex アプリケーションを
Internet Explorer での UFT テスト用に開く方法について説明します。

UFT Flex Runtime Loader を使用すると，Flex アプリケーション（.swf ファイル）
をテスト用に手動で準備しなくても，直接テストできます。

注:

l Runtime Loader を使用できるのは，.swf ファイルを直接テストするときの
みです。HTML ファイルに埋め込んだままにしておくことが必要な Flex ア
プリケーションや，その他のタイプの Flex アプリケーションをテストする
場合は，「UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方法」(264ページ)
を参照してください。

l UFT Flex プリコンパイル・エージェントでコンパイルしたアプリケーショ
ンについては，Runtime Loader を使用してロードしないでください。

前提条件
UFT Flex Runtime Loader ファイルは，UFT のインストール時に <UFT インストー
ル・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime Loader フォルダにインストールされま
す。

l 次の Flex Runtime Loader のいずれかを実行します。

n UFTFlexAUTLoader_4_9_1.swf - Flex SDK 4.9.1 以前を使用して開発された
Flex アプリケーションのテスト用

n UFTFlexAUTLoader_4_12_1.swf - Flex SDK 4.12.x を使用して開発された Flex
アプリケーションのテスト用

l UFT Flex Runtime Loader がテスト対象の Flex アプリケーションと同じアプリ
ケーションおよびセキュリティのドメインにあることを確認してください。
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テスト対象のアプリケーションが Web サーバ上に存在している場合，Runtime
Loader のコピーを同じ Web サーバ上に配置し，そのコピーを使用してアプリ
ケーションを開く必要があります。

アプリケーションがファイル・システム上にある場合は，ファイル・システム
に格納されている Runtime Loader を使用します。

l <UFT インストール・フォルダ>\dat\Flash\Flex\Runtime Loader フォルダに格納
されている Runtime Loader のいずれかでなく，Runtime Loader のコピーを使用
する場合，必ず UFT アップグレード後のファイルを再コピーして，UFT で提供
されるファイルの最新バージョンを使用するようにしてください。

Runtime Loader を使用して Flex Web アプリケーションを開く
32 ビット Internet Explorer でアプリケーションを開きます（次の構文で URL ボッ
クスに入力します）。

<UFTFlexAUTLoaderPath.swf>?swf_url=<ApplicationName.swf>&<param_
name1>=<param_value1>&<param_name2>=<param_value2>

UFTFlexAUTLoaderPath UFT Flex Runtime Loader ファイルの URL またはファイ
ル・システム・パス。

対象アプリケーションに適した Runtime Loader ファイ
ルを使用していることを確認します。

l UFTFlexAUTLoader_4_9_1.swf - Flex SDK 4.9.1 以前を
使用して開発された Flex アプリケーションのテスト
用

l UFTFlexAUTLoader_4_12_1.swf - Flex SDK 4.12.x を使
用して開発された Flex アプリケーションのテスト用
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ApplicationName 開く Flex アプリケーションのファイル名。

アプリケーションが Runtime Loader とは別のフォルダ
に保存されている場合は，アプリケーションの URL ま
たはファイル・システム・パスを指定します。

ヒント: ファイル・システム・パスは，完全パスま
たは Runtime Loader の場所を基準とした相対パスで
指定できます。

param_names=param_
values

（オプション）開くアプリケーションに渡すパラメー
タとその値のリスト。パラメータは，アンパサンド
（&）文字で区切ります。

Flexリストまたはテーブル内の埋め込みオブジェ
クトの使用方法

Flex オブジェクトは，他の非コンテナ Flex オブジェクト内に埋め込まれているこ
とがあります。たとえば，Flex テーブル・セルや Flex リスト項目に，エディッ
ト・ボックス，テキスト・ボックス，チェック・ボックスなどが含まれている場
合などです。

UFT は，オブジェクト・スパイの使用時，Flex アプリケーションの記録時，Flex
オブジェクトの学習時に，このようなオブジェクトを認識しません。

ただし，FlexList または FlexTable オブジェクト内に埋め込まれているか格納され
ている Flex オブジェクトについては，埋め込みオブジェクトを取得するステップ
をテストやコンポーネントに手動で追加できます。このような子オブジェクト
は，取得すれば他のテスト・オブジェクトと同じように使用できますが，オブ
ジェクト・リポジトリには格納されません。

このタスクでは，FlexList および FlexTable オブジェクトに埋め込まれた Flex オブ
ジェクトにアクセスしてテストする場合に使用できるステップについて説明しま
す。
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1. 格納先の FlexTable または FlexList オブジェクトを記録または学習します。

2. （オプション）FlexTable.SelectCell または FlexList.Select メソッドを使用し
て，格納先のテーブル・セルまたはリスト項目をアクティブにします。状況
によっては，この操作で埋め込みオブジェクトが変更されることがありま
す。

3. FlexTable.GetCellChildObjects または FlexList.GetItemChildObjects メソッドを
使用して，埋め込み Flex オブジェクトを取得します。

これらのメソッドでは，Description パラメータを指定して，記述に一致する
子オブジェクトのみを返すように制限できます。

4. （オプション）返されたテスト・オブジェクト・コレクションを反復処理し
て，FlexTable セルおよび FlexList 項目内に格納されているオブジェクトを確
認するか，別のオブジェクトの操作を実行します。

5. 埋め込みオブジェクトの操作を実行するステップをテストやコンポーネント
に追加します。たとえば，FlexSpin，FlexEdit，または FlexCheckBox オブジェ
クトに対する Set ステップを追加します。

格納先のオブジェクト内で関連する場所をクリックすれば，埋め込みオブ
ジェクトを取得しなくても，そのオブジェクトに対するステップを実行する
こともできます。これを行うには，たとえば，行またはセル内の関連座標を
提供する，FlexTable.SelectRow または FlexTable.SelectCell メソッドを使用し
ます。

6. 埋め込みオブジェクトのプロパティを確認します。これを行うには，
CheckProperty または GetROProperty メソッドを使用するか，チェックポイン
トを使用します。

埋め込みオブジェクトに対して使用するチェックポイントを作成するには，
同じ種類で埋め込まれていないオブジェクトにチェックポイントを作成しま
す。チェックポイントはオブジェクト・リポジトリに格納され，埋め込みオ
ブジェクトに対して使用できるようになります。次の例でその方法を示しま
す。

'テーブルの最初の行の Options カラムから子オブジェクトを取得します
Set child_buttons = grid.GetCellChildObjects(0, "Options")
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'取得したすべてのオプションを反復処理し，それぞれに対してチェックポイン
トを実行します
For n=0 to (child_buttons.count-1)
    child_buttons(n).Check CheckPoint("Option_radiobutton")
Next

FlexTable および FlexList メソッドをテストで使用する場合の詳細や例について
は，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Flex」の項（［ヘルプ］
＞［HP Unified Functional Testing ヘルプ］＞［GUI テスト用のオブジェクトモデ
ル参照］＞［Flex］）を参照してください。
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リファレンス

［Flex］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）

このタブでは，Flex アプリケーションでのテストの記録および実行に関する設定
を定義できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Flex］タブを選択しま
す。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはまた，
記録を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，
手動で設定するのでない限り，新しいテストの記録を開始
するたびに自動的に表示されます。

重要な情報 l UFT Flex Add-in のみをロードした場合，［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックスには［Flex］タブと［Windows
Applications］タブのみが表示されます。ほかのアドインを
ロードした場合は，対応するタブも（もしあれば）表示され
ます。

関連タスク l 「Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT GUI
テストを有効にする方法」(262ページ)

l 「UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方法」(264
ページ)

l 「Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開く方
法」(271ページ)

参照 「考慮事項 - Flex Add-in」(257ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開いているす
べての Flex
アプリケー
ションでテス
トを記録して
実行する

テストの記録時に，開いているあらゆる Flex アプリケーション
で実行される操作をすべて記録するよう UFT に指示します。ま
た，実行セッション中には，このようなすべてのアプリケー
ションでステップを実行するように指示します。

UFT で Flex アプリケーションの記録を可能にするには，次のい
ずれかの手順を実行します。

l Adobe Flash Player Debugger を使用して Flex アプリケーショ
ンを実行する

l UFT Flex Runtime Loader を使用してアプリケーションを実行
する

l Flex アプリケーションの UFT テストを手動で準備する

詳細については，「考慮事項 - Flex Add-in」(257ページ)を参照
してください。

記録または実
行セッション
の開始時に次
のアプリケー
ションを開く

記録または実行セッションの開始時に，特定の Flex アプリケー
ションを開くよう UFT に指示します。

注: この設定は，記録または実行セッションの開始時にどの
アプリケーションを開くかのみを制御します。UFT が認識
するアプリケーションには影響しません。このラジオ・ボ
タンが選択され，アプリケーションが指定されていない場
合でも，UFT は，開いている任意の UFT 対応の Flex アプリ
ケーションに対して記録，認識，実行が可能です。
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UI 要素 説明

Flex アプリ
ケーションの
詳細

開くアプリケーションの詳細です。

表内の 1 行ごとに 1 つのアプリケーションが表示され，次の内
容が指定されます。

l アプリケーションの場所

l アプリケーションに渡すパラメータ（オプション）

l Flex アプリケーションを開くブラウザまたは Flash Player

詳細については，「［Flex アプリケーションの追加/編集］ダイ
アログ・ボックス」を参照してください。

追加：「［Flex アプリケーションの追加/編集］ダイアログ・
ボックス」（280 ページを参照）を開いて，アプリケーショ
ン・リストにアプリケーションを追加できます。10 個までのア
プリケーションを追加できます。

編集：「［Flex アプリケーションの追加/編集］ダイアログ・
ボックス」（280 ページを参照）を開いて，選択したアプリ
ケーションについて，その詳細を編集できます。

削除：選択したアプリケーションをアプリケーション・リスト
から削除します。
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［Flexアプリケーションの追加/編集］ダイアログ・ボッ
クス

このダイアログ・ボックスを使用すると，アプリケーションの詳細を追加した
り，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［Flex］タブで選択したア
プリケーションの詳細を編集できます。

アクセス方法 「［Flex］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック

ス）」（276 ページを参照）で，［追加］ボタン または［編

集］ボタン をクリックします。

重要な情報 l 各アプリケーションについて，このダイアログ・ボックスに
入力した詳細は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスの［Flex］タブに表示されるアプリケーションの詳細
テーブルで 1 行として表示されます。
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関連タスク l 「Adobe Flash Player Debugger をセットアップして UFT GUI
テストを有効にする方法」(262ページ)

l 「UFT テスト用の Flex アプリケーションの準備方法」(264
ページ)

l 「Runtime Loader を使用して Flex アプリケーションを開く方
法」(271ページ)

参照 「［Flex］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック
ス）」(276ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

UFT Flex Runtime
Loader で Flex ア
プリケーションを
開く（.swf のみ）

UFT Flex Runtime Loader を使って，指定した Flex アプリ
ケーションを開くよう UFT を設定します。

このオプションは，.swf ファイルを直接テストする場合
と，アプリケーションの実行に Flash Player Debugger を使
用していない場合にのみ関係します。

HTML ファイルに埋め込んだままにしておくことが必要な
Flex アプリケーションや，その他のタイプの Flex アプリ
ケーションをテストする場合は，［Flex アプリケーション
(.exe、.htm、.html、または .swf) を直接開く］を選択しま
す。

詳細については，「Runtime Loader を使用して Flex アプリ
ケーションを開く方法」(271ページ)または「Adobe Flash
Player Debugger をセットアップして UFT GUI テストを有効
にする方法」(262ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

Runtime Loader
URL

Web サーバでホストされているアプリケーションの場合の
み：

Flex アプリケーションを開く Runtime Loader の URL。

注:

l Flex アプリケーションと同じサーバに Runtime
Loader のコピーを配置し，そのファイルの URL を指
定する必要があります。

Runtime Loader ファイルを Web サーバに配置する場
合，アプリケーションの開発に使用したバージョン
と一致するファイルを選択します（「Runtime
Loader を使用して Flex アプリケーションを開く方
法」(271ページ)を参照）。

l Flex アプリケーションがファイル・システム上にあ
る場合は，Runtime Loader を指定しないでくださ
い。UFT は，（指定された SDK バージョンに従っ
て）UFT とともにインストールされた Runtime
Loader のいずれかを使用します。

次の Flex SDKバー
ジョン用の
Runtime Loader を
使用

UFT で使用する Runtime Loader のバージョン。

l 4.9.1 - （標準設定）Flex SDK バージョン 4.9.1 以前を使
用して開発された Flex アプリケーションのテスト用。

l 4.12.1 - Flex SDK バージョン 4.12.x を使用して開発され
た Flex アプリケーションのテスト用。

このフィールドは，［Runtime Loader URL］を指定してい
る場合は関係しません。
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UI 要素 説明

Flex アプリケー
ション
(.exe、.htm、.ht
ml、または .swf)
を直接開く

Flex アプリケーションを直接開くよう UFT を設定します。

このオプションは，次のいずれかの条件を満たす場合に使
用します。

l Adobe Flash Player Debugger を使用してアプリケーショ
ンを実行している（「Adobe Flash Player Debugger を
セットアップして UFT GUI テストを有効にする方法」
(262ページ)を参照）。

l Flex アプリケーションが，UFT テストをサポートするラ
イブラリでコンパイルされている（「UFT テスト用の
Flex アプリケーションの準備方法」(264ページ)を参
照）。

l Flex アプリケーションが，UFT Flex Runtime Loader とと
もに Web ページに埋め込まれている（「Flex アプリ
ケーションを Runtime Loader とともに Web ページに埋
め込む方法」(267ページ)を参照）。
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UI 要素 説明

アプリケーショ
ン・パス

開く Flex アプリケーションのファイル・システム・パスま
たは URL。

注:

l ［アプリケーション］ボックスには，アプリケー
ションのファイル名とパスだけが含まれなければな
りません。コマンド・ライン引数を追加する場合
は，［パラメータ］ボックスを使用します。

l アプリケーションが Web サーバの標準設定ページの
場合は，入力する URL にファイルを含める必要はあ
りません。たとえば，http://mysite/home と
http://mysite/myApp.html で同じアプリケーション
が開く場合は，「http://mysite/home」と入力でき
ます。

l Unicode 文字のサポート：ファイル・システムのパ
スに Unicode の特定の全角文字が含まれている場
合，Flex Runtime Loader はアプリケーションを開く
ことができません。たとえば，英語の全角文字や，
日本語の全角数字は含めないようにしてください。
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UI 要素 説明

パラメータ （オプション）アプリケーションを開くときに渡すパラ
メータ。

Flex アプリケーションの場合は，次の構文に従って，パラ
メータの名前と値をアンパサンド（&）記号で区切って入
力します。

<パラメータ名>=<パラメータ値>&<パラメータ名>=<パ
ラメータ値>

Adobe Air アプリケーション（.exe）の場合は，パラメータ
値をスペースで区切って入力します。

<value1> <value2>

次のプログラムで
開く

Flex アプリケーションを開くホスト（スタンドアロン
（.exe）アプリケーションには関係しません）。

取り得る値：

l <空>（.exe アプリケーションの場合）

l Microsoft Internet Explorer（32 ビット）

l Adobe Flash Player Projector（.swf アプリケーションの
場合のみ）

［Adobe Flash Player Projector］を選択すると，参照ボ
タンを使用して，このアプリケーションで使用する特定
の Flash Player プログラムを選択できます。選択したプ
ログラムのパスは，ドロップダウン・リストの下に表示
されます。

アドイン・ガイド
第11章: Flex Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 285 ページ



トラブルシューティングと制限事項 - Flex Add-in

本項では，Flex Add-in のトラブルシューティングと制限事項について説明しま
す。

全般

l Flex Add-in には，Adobe Flex Add-in for QuickTest との後方互換性がなく，異な
るセットのテスト・オブジェクト，メソッド，プロパティが使用されます。
Adobe Flex Add-in を使用して記録された従来の QuickTest テストは使用できず，
UFT Flex Add-in で使用できるようにアップグレードできません。

l Flex Add-in は，クロスドメインまたはクロスホストの Flex アプリケーションを
サポートしません。このタイプの Flex アプリケーションの HTML ファイルと
SWF ファイルは，別のドメインまたは同じドメイン内の別のホストによって提
供されます。たとえば，www.mysite.com の HTML ページが
www.anothersite.com にある SWF ファイルを参照する場合や，
content.mysite.com を参照する場合などがこれに該当します。

l Flex Add-in は，拡張保護モードが有効になっている場合，Internet Explorer 11
でサポートされません。

l UFT での Flex アプリケーションのテストは，Internet Explorer の 32 ビット・
バージョンでのみサポートされています。

l UFT Flex Runtime Loader は，mx::AreaChart コントロールを含むアプリケーショ
ンをサポートしていません。

l Flex アプリケーションと通信するために，UFT は，24654 ～ 24663 の範囲内で
利用可能なポートを選択します。これらのポートの少なくとも 1 つは UFT コン
ピュータで利用可能であることを確認してください。

n Windows サーバでは，複数のユーザが UFT の複数のインスタンスを実行でき
ます。Flex アプリケーションをテストするには，UFT のインスタンスごと
に，この範囲内のポートを 1 つ使用できることが必要です。

n Flex アプリケーションをテストしているときに，UFT と Flex アプリケーショ
ンを開いてから，アプリケーション内のオブジェクトを UFT が認識できるよ
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うにまでに，（最大 1 分の）遅れが生じることがあります。これは，使用可
能なポートを探すのにかかる時間が原因です。UFT は，この範囲内のポート
を順次スキャンするときに，各ポートでソケット接続がタイムアウトになる
のを待ちます。

ActiveScreen

l Flex テスト・オブジェクトに対しては ［ActiveScreen］表示枠が完全にサポー
トされておらず，記録されたステップが正しく表示されない場合があります。

オブジェクトの認識と機能

l Web ブラウザで開いた Flex アプリケーションのオブジェクトを識別する場合，
FlexWindow の最上位のテスト・オブジェクトは，Page オブジェクトに含まれ
ています。

l UFT Flex Add-in は，Advanced Data Grid コントロールを FlexTable テスト・オブ
ジェクトとして認識し，これらのコントロールに対して基本的なテーブル機能
をサポートします。さらに，UFT は，このタイプのテーブルに対して
ExpandRow，CollapseRow，SortByColumn 操作をサポートします。Advanced
Data Grid のその他の機能はサポートされません。

l Flex Add-in は，mx.controls::OLAPDataGrid Flex コントロールをサポートしてい
ません。

l ［ナビゲートして学習］オプションは，次の場合ではサポートされていませ
ん。

n ウィンドウレス Flex アプリケーション。

n Windows 8 または Windows 2012（以降）で開いた Flex アプリケーション
（このようなアプリケーションは，ウィンドウレス Flex アプリケーションと
して開きます）。

n .swf ファイル拡張子を含む URL を使用して，Internet Explorer で開いた Flex
アプリケーション。
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回避策：すべての子オブジェクトまたは特定の子オブジェクトをウィンドウレ
ス Flex アプリケーションからオブジェクト・リポジトリに同時に追加するに
は，次の手順を実行します。

a. まず，いずれかの Flex 子オブジェクトをリポジトリに追加します。［オブ
ジェクトの選択 -リポジトリに追加］ダイアログ・ボックスで，選択済みの
元のオブジェクトではなく，親の FlexWindow オブジェクトを選択します。

b. ［オブジェクトフィルタの定義］ダイアログ・ボックスで，［すべてのオ
ブジェクトタイプ］を選択してすべての子オブジェクトを学習するか，
［選択］をクリックして追加する特定のタイプの子オブジェクトを選択し
ます。

オブジェクト・リポジトリにオブジェクトを追加する処理の詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のテスト・オブジェクト
に関する章を参照してください。
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第12章: Java Add-in - クイック・リファレ
ンス
UFT Java Add-in を使用すると，Java ユーザ・インタフェース・オブジェクト（コ
ントロール）をテストできます。

次の表には Java Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴とど
う関連するかがまとめられています。

一般情報

サポート環境 l Internet Explorer，Mozilla Firefox，Java Web Start，アプレッ
ト・ビューア，およびスタンドアロンの Java アプリケー
ションで Java オブジェクトを対象とするステップを実行で
きます。

l サポートされる Java toolkits およびバージョンの詳細につい
ては， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリク
ス』（UFT ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリ
クス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）のJava
Add-inの項を参照してください。

重要な情報 「考慮事項 - Java Add-in」(294ページ)

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Java Add-in では，Java アプリケーションでオブジェクトをテス
トするときに使用できるユーザ定義の Java テスト・オブジェク
ト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「Java」 の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「Java オブジェクトでのテキスト・チェックポイントとテキ
スト出力値ステップ」(318ページ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

Java Add-in
の拡張

「Java Add-in Extensibility」 （296 ページを参照）を使用する
と，購入時には UFT Java Add-in ではサポートされていないサー
ドパーティ製コントロールおよびカスタムの Java コントロール
のテストのサポートを開発できます。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「 トラブルシューティングと制限事項 - Java Add-in」(299ペー
ジ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

Java アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前でも
後でも構いません。

注: UFT の起動後に Java アプリケーションを開けない場合，
メモリが断片化している可能性があります。メモリ設定を
確認し，「UFT を開いた後 Java アプリケーションを開く」
(304ページ)を参照してください。

アドインの依
存関係

UFT Java Add-in は，ほかの UFT アドインとともにインストール
して実行できます。Web ブラウザで Java アプレットをテストす
るときには，テストに Web テスト・オブジェクトに対する操作
が含まれている場合は，Java Add-in だけでなく Web Add-in も
ロードして［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの
［Web］タブを使用して記録と実行の詳細設定を指定する必要
があります。
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設定

［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

［Java］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［Java］ノードを選択しま
す。

「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(330ページ)を参照してください。

［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Java］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Java］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック
ス）」(344ページ)を参照してください。

［テスト設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Java］表示枠を使用。
(［ファイル］＞［設定］＞［Java］ノード）。

「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネ
ントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケーション領域の
［追加設定］表示枠）」(339ページ)を参照してください。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Java］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］）

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。
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アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

l ［Java］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をク
リックし，サイドバーで［Java］を選択します。

l 「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(339ページ)を参照してくださ
い。（ビジネス・コンポーネントの場合，この表示枠に表
示される設定は読み取り専用です。ビジネス・コンポーネ
ントの［Java］表示枠の設定を変更するには，関連するアプ
リケーション領域を開き，アプリケーション領域の［追加
設定］＞［Java］表示枠を使用します）。

本章の内容

概念 294

考慮事項 - Java Add-in 294

Java Add-in Extensibility 296

リファレンス 298

Java 環境変数設定 298

トラブルシューティングと制限事項 - Java Add-in 299
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概念

考慮事項 - Java Add-in

Java アプリケーションを対象にオブジェクトを学習し，ステップを実行する場合
は，次の点を考慮します。

l Java Add-in をインストールした後は，Java アプレットおよびアプリケーション
は，常に Java のサポートが有効な状態で起動されます。Java 環境が正しく開
いていることを確認するには，Java コンソールで次の確認メッセージに似た
メッセージをチェックします。"Loading Unified Functional Testing Java Support
(version x.x.x.x) (<App> version x.x.x.x)."（ここで，<App>は IE，IBM，Oracle で
す。）

l Object プロパティは，public メソッドおよびプロパティにのみアクセスできま
す。Object プロパティの使用に代わる方法として，UFT Java Add-in Extensibility
を使用して，必要な Java オブジェクトに対する UFT サポートを拡張する方法
をお勧めします。詳細については，『HP UFT Java Add-in Extensibility 開発者ガ
イド』を参照してください。

l SWT ベースの JavaMenu オブジェクトは，［オブジェクト リポジトリ］ウィン
ドウの［ローカルへオブジェクトを追加］ボタン，またはオブジェクト・リポ
ジトリ・マネージャの［オブジェクトの追加］ボタンを使用してオブジェク
ト・リポジトリに直接追加することはできません。SWT ベースの JavaMenu オ
ブジェクトをオブジェクト・リポジトリに追加するには，［オブジェクトの追
加］または［ローカルへオブジェクトを追加］ボタンを使用して親オブジェク
トを追加し，その子孫とともに親オブジェクトを追加する選択を行います。あ
るいは，オブジェクト・リポジトリ・マネージャの［ナビゲートして学習］オ
プションを使用して，JavaMenu オブジェクトを追加できます。詳細について
は， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の［ナビゲートして
学習］ツールバーを使用したテスト・オブジェクトの追加に関する項を参照し
てください。
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l コントロールのネイティブ・プロパティを使ってオブジェクトを認識するに
は，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスで，Java テスト・オブ
ジェクトにプロパティを認識プロパティとして追加します。この作業を行う場
合は，次のことを考慮してください。

n 追加できるネイティブ・プロパティは，コントロールに，そのプロパティの
値を返すパブリックの get メソッドまたは is メソッドがある場合のみです。

n ネイティブ・プロパティの名前に大文字が含まれる場合，認識プロパティ名
を作成する際に，先頭以外の大文字を _<小文字>で置換する必要がありま
す。たとえば，ネイティブ・プロパティ名が OneSmallProp の場合，追加す
る認識プロパティの名前は One_small_prop となります。

識別プロパティの追加の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』の［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスの項
を参照してください。

l QuickTest の旧リリースでは，Java 識別プロパティは大文字と小文字を区別し
ませんでした。11.00 より前のバージョンの QuickTest でテスト・オブジェクト
を学習している場合，［更新実行］を実行して（［テストオブジェクト記述の
更新］オプションを使用），大文字と小文字の区別があるプロパティを持つオ
ブジェクトを再学習する必要があります。詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のテスト・オブジェクト記述の更新に
関する項を参照してください。

l UFT では，テーブル・データは ActiveScreen にテーブルの画像が含まれている
場合でも常にアプリケーション本体からロードされます。このため，テストで
テーブル・チェックポイントを作成する前に，まずアプリケーションでテーブ
ルを開く必要があります。

n すべてのデータがロードされたことを確認するためにテーブルの最後の行ま
でスクロールする必要がある場合があります。

n 既存のテーブル・チェックポイントを編集するためにアプリケーションで
テーブルを開く必要はありません。

l アドイン・マネージャで Java アドインの子として表示されているアドインを
ロードまたはアンロードする場合は，そのアドインをロードまたはアンロード
した後で開いたアプリケーションだけが影響を受けます。
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l テストでの作業中にカラムを持ち，SWT ベースの Java ツリーを対象とする
チェックポイントを作成すると，テーブル・チェックポイントが作成されま
す。

l UFT の機能の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

Java Add-in Extensibility

UFT Java Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT Java Add-in ではサポー
トされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの Java コントロー
ルのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，Java
Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラスを作成でき
ます。

l カスタム・コントロールは，既存のテスト・オブジェクト・クラスまたは定義
した新しいテスト・オブジェクト・クラスに割り当てることができます。

l ユーザ定義の Java サポート・クラスを開発すると，テスト・オブジェクト・ク
ラスの動作を設計およびカスタマイズできます。コントロール上での操作の実
行方法，プロパティの取得方法などをプログラムできます。

l UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，
それら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コ
ントロールとして扱うように指定することもできます。

Java Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解しておく必
要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l XML（基本的な知識）

l Java プログラミング
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Java Add-in Extensibility SDK は，UFT セットアップ・プログラムの［アドインによ
る機能拡張とWeb 2.0 ツールキット］オプションからインストールできます。

この SDK には，次のものも含まれています。

l Eclipse Java 開発環境用のプラグイン。開発するサポートの作成と編集に役立つ
ウィザードとコマンドが用意されています。

l Java Add-in Extensibility を使用して開発されたサポートのサンプル。これによ
り，独自のサポートの作成方法をよく理解できるようになります。

Java Add-in Extensibility の実装の詳細については，Java Add-in Extensibility ヘルプ
を参照してください。UFT Extensibility Documentation プログラム・グループ
（［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified
Functional Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］または<UFT インス
トール・フォルダ>\help\Extensibility）からアクセスできます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

『HP UFT Java Add-in Extensibility 開発者ガイド』 の印刷用バージョン（PDF）は
<UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダにあります。
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リファレンス

Java 環境変数設定

本項では，UFT Java Add-in サポートとともに Java アプリケーションをロードする
とき設定する必要のある環境変数について説明します。1 つまたは複数の環境変
数を Java Add-in サポート・クラス・フォルダのパス名に設定する必要がありま
す。

次のように，_JAVA_OPTIONS 環境変数（Oracle）または IBM_JAVA_OPTIONS 環境変
数（IBM）を設定します。

-Xrunjvmhook
-Xbootclasspath/a:"<UFT インストール・フォルダ>\bin\java_shared\classes";
"<UFT インストール・フォルダ>\bin\java_shared\classes\jasmine.jar"

上記の設定は 1 行（改行なし）で指定する必要があります。

Oracle Java 6 または 7（バージョン 1.6 または 1.7）で作業している場合は，
JAVA_TOOL_OPTIONS に値 -agentlib:jvmhook を設定する必要があります。

ヒント: 必要に応じて，_JAVA_OPTIONS または IBM_JAVA_OPTIONS 環境変数の
名前を変更することで一時的に Java サポートを削除できます（Java 5 または
6 で作業している場合は，JAVA_TOOL_OPTIONS 環境変数の名前も変更する必
要があります）。たとえば，SWT または Eclipse ベースのアプリケーションに
埋め込まれている ActiveX コントロールをテストする場合は，Java のサポート
を削除する必要があります。

注:

これらのコマンド内でショート・パスを使用することもできます。例：

-Xrunjvmhook -Xbootclasspath/a:C:\PROGRA~2\
HP\UNIFIE~1\bin\ JAVA_S~1\classes;C:\PROGRA~2\
HP\UNIFIE~1\bin\JAVA_S~1\classes\jasmine.jar
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この例では，UFT は，Windows 7 コンピュータの標準設定のインストール・
フォルダ（C ドライブの Program Files）にインストールされます。PROGRA~2
は，Program Files (x86) フォルダ（64 ビット・オペレーティング・システムの
Program Files フォルダ）を示します。

トラブルシューティングと制限事項 - Java Add-in

本項では，Java アプレットとアプリケーションのテスト時に発生する可能性のあ
るよくある問題を特定し，解決する方法について説明します。

ほかの Java アプリケーションやアプレットをまったく同じ設定で実行すれば，発
生している問題が Java Add-in 全般の問題なのか，それともアプリケーション固有
の問題なのかを判断するのに役立つ場合があります。詳細については，次を参照
してください。

本項の内容

l 「ほかの Java アプリケーションまたはアプレットを同じ設定で実行」(299ペー
ジ)

l 「一般的な問題の識別と解決」(300ページ)

l 「一般注意事項および制限事項」(304ページ)

ほかの Java アプリケーションまたはアプレットを同じ設
定で実行

ほかの Java アプリケーションやアプレットを現在実行している設定と同じ設定で
実行すれば，発生している問題が Java Add-in 全般の問題なのか，それともアプリ
ケーション固有の問題なのかを判断するのに役立つ場合があります。
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別の Java アプリケーションまたはアプレットを実行するには，次の手順を実行し
ます。

l アプリケーションがスタンドアロンのアプリケーションかアプレットかを確認
します。

l アプリケーションがアプレットの場合は，ブラウザの種類を調べます。

l アプレットがショートカットから実行される場合は，その同じコマンドで別の
アプレットを実行します。

l アプレットがバッチ・ファイルから実行される場合は，バッチ・ファイルをコ
ピーして，アプレットを起動するクラス・ファイルだけを変更します。

注: classpath も変更する必要がある場合は，必要な項目だけを新しく追加し
ます。アプリケーションまたはアプレットの元の classpath から項目を削除
しないでください。

一般的な問題の識別と解決

UFT Java Add-in は，アドインが正常にインストールされ機能しているかを確認す
るのに役立つ指標を多数提供しています。次の表では，アドインが正常に機能し
ていないときに現れる指標について説明し，考えられる解決策を示しています。

指標 解決策

Java アプレットまたはアプリ
ケーションでテストを記録また
は実行できない，またはオブ
ジェクト・スパイによって Java
オブジェクトが標準の Windows
オブジェクトとして識別され
る。

Java Add-in が UFT でロードされていること
を確認します。これを確認するには，［ヘ
ルプ］＞［Unified Functional Testing のバー
ジョン情報］を選択し，［Java Add-in］
チェック・ボックスが選択されていること
を確認します。

Java Add-in を，アドイン・マネージャを使
用してロードします。詳細については，
「UFT アドインの管理方法」(40ページ)を参
照してください。
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指標 解決策

Microsoft Internet Explorer 上で実
行されている Java アプレットで
テストを記録または実行できな
い，およびオブジェクト・スパ
イによってこれらのアプレット
内の Java オブジェクトが標準の
Windows オブジェクトとして識
別される。

Microsoft Internet Explore で Oracle Java JRE 5
または 6 を使用している場合，システムの
環境変数に追加された Java 設定を JVM が使
用しないことがあります。

お使いのコンピュータの設定を調整してこ
の問題を克服するには，Java Add-in JRE
Support Tool を使用します。このツールは，
［Start］＞［All Programs］>
［HP Software］＞［HP Unified Functional
Testing］＞［Tools］またはUFT installation
folder\bin\java\classes\QTPJavaEnabler.jar
ファイルから入手できます。

注: Windows 8 および Windows Server
2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細につい
ては，「Windows 8 オペレーティングシ
ステムでのUFT へのアクセス」(856ペー
ジ)を参照してください。

詳細については，次を参照してください。

l 「Java 環境変数設定」(298ページ)

l 「Internet Explorer で動作するアプレット
に対する Java Add-in の使用」(311ページ)
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指標 解決策

Java コンソールに，「Java サ
ポートをロードしています」，
またはテキストが含まれる行が
表示されない。

お使いの環境の設定が，本章で定義された
環境設定と一致しているか，または設定を
オーバーライドしている可能性のあるバッ
チ・ファイルがないかを確認します。

詳細については，次を参照してください。

l 「Java 環境変数設定」(298ページ)

注: Windows 8 および Windows Server
2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細につい
ては，「Windows 8 オペレーティングシ
ステムでのUFT へのアクセス」(856ペー
ジ)を参照してください。

ほかのアプレットやアプリケー
ションは Java Add-in と連携して
動作するが，テスト対象のアプ
リケーションが動作しない。

まず，まったく同じ設定でほかの Java アプ
レットやアプリケーションを起動した場合
に，テストの記録および実行が可能か調べ
ます。

お使いの環境の設定が，本章で定義された
環境設定と一致しているか，または設定を
オーバーライドしている可能性のあるバッ
チ・ファイルがないかを確認します。

詳細については，次を参照してください。

l 「Java 環境変数設定」(298ページ)
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指標 解決策

Java Add-in のインストール後
に，IBM Java 6 JVM を使用して
Java アプリケーションを実行で
きない。

お使いの環境の設定が，「Java 環境変数設
定」(298ページ)で定義された環境設定と一
致しているか，または設定をオーバーライ
ドしている可能性のあるバッチ・ファイル
がないかを確認します。

さらに，次の手順を実行する必要がありま
す。

1. _JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の
各環境変数から -Xrunjvmhook を削除し
ます。

_JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の
各環境変数から -Xrunjvmhook を削除し
ます。

2. _JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の
各環境変数の先頭に -agentlib:jvmhook を
追加します。

_JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の
各環境変数の先頭に -agentlib:jvmhook
を追加します。

3. JAVA_TOOL_OPTIONS 環境変数を削除し
ます。

アドインが，-Xincgc オプション
を使って実行するアプリケー
ションで正しく機能しない。

-Xincgc オプションを削除するか，または動
的変換サポートを使わずに実行します。

詳細については，次を参照してください。
「動的変換サポートを無効にする方法（上
級）」(327ページ)
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指標 解決策

Java コンソールに，Could not
find -Xrun library: jvmhook.dll とい
う行が表示される。

jvmhook.dll が java.library.path 内にあるこ
とを確認します。

jvmhook.dll が java.library.path 内にあること
を確認します。

上記のいずれの指標も発生して
いる問題と一致しない。

詳細については，「一般注意事項および制
限事項」(304ページ)を参照してください。

一般注意事項および制限事項

本項には，Java Add-in に関する一般的な情報と制限事項が記載され，次の項が含
まれています。

l 「UFT を開いた後 Java アプリケーションを開く」(304ページ)

l 「Java アドインの子アドインのロード」(305ページ)

l 「テスト・ドキュメントの作成と実行」(306ページ)

l 「記録と実行のオプション」(307ページ)

l 「Java コントロールでの作業」(308ページ)

l 「テスト・オブジェクトとメソッド」(309ページ)

l 「チェックポイントおよび出力値 」(310ページ)

l 「Java アプリケーションの IBM Java Runtime Environment (JRE) 1.6 での実行 」
(311ページ)

l 「Internet Explorer で動作するアプレットに対する Java Add-in の使用」(311
ページ)

UFT を開いた後 Java アプリケーションを開く

l UFTを開いた後に Java アプリケーションを開けない場合，Windows .dll ファイ
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ルのロードが原因でメモリの断片化が発生している可能性があります。メモリ
設定の値を大きくしても Eclipse が起動しない場合は，次のいずれかを実行して
ください。

n 64 ビット版 Windows オペレーティング・システム，64 ビット版 JVM，64
ビット版 Eclipse を使用します。64 ビットの仮想メモリ領域を設定しておく
と，メモリ断片化の問題が発生しなくなることがあります。

n 標準設定の jvm.dll 起動ファイルではなく，java.exe ファイルまたは
javaw.exe ファイルで Eclipse を強制的に起動します。これを行うには，
eclipse.ini ファイルに次のテキストを 2 行に分けて追加します。

-vm
<java.exe または javaw.exe ファイルへの完全パス>

n eclipse.ini ファイル内の Eclipse メモリ設定を変更します。たとえば，パラ
メータ設定が -Xmx512m の状態でアプリケーションを起動できない場合は，
-Xmx256m または -Xmx384m に設定します。

l UFT を閉じたときに正常に実行される Java アプリケーションが，UFT を開いた
状態で開くと実行に失敗することがあります。次のエラー・メッセージが表示
されます： Could not create the Java Virtual Machine.

回避策： 次の要領で，mercury.ini ファイルに 1 行を追加して，UFT のメモリ最
適化をアクティブにします。

Windows フォルダ（%windir%）内の mercury.ini ファイルを見つけ，Memory_
Defrag セクションに次に示す行を追加します。

[Memory_Defrag]
<process_name>.exe=1

process_name：使用している Java エンジンまたはアプリケーションの名前。
1：最適化をオンにします（必要に応じて，オフにするには 0 を使用しま
す）。

Java アドインの子アドインのロード
アドイン・マネージャの中で Java の配下にある子アドインを選択すると，選択し
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た環境の Java Add-in Extensibility サポートがロードされます。

バージョン 10.00 より前のバージョンの Java Add-in Extensibility SDK を使用して
開発されたサポートをロードした場合，選択した環境に対応するテスト・オブ
ジェクト・クラスを表示する UFT ダイアログ・ボックス（［オブジェクト認識］
ダイアログ・ボックスなど）を開くと，拡張テスト・オブジェクト・クラスが
誤ったリストに表示されます。子アドインを［環境］リストの中で選択した場
合，テスト・オブジェクト・クラスのリストは空です。その代わりに，［環境］
リスト内の子アドインの配下ではなく，拡張テスト・オブジェクト・クラスは，
Java 環境の直下に表示されます。

また，場合によっては，［オブジェクト認識］ダイアログ・ボックスの［スクリ
プトの生成］ボタンが正しく機能しないことがあります。

回避策：

1. 子アドインに関連付けられたテスト・オブジェクト設定ファイルを探しま
す。このファイルは次の場所にあります。

n <UFTインストール・フォルダ>\dat\Extensibility\Java\<アドイン名
>TestObjects.xml

n ALM を使用する場合：<ALM 向け UFT アドインのインストール・フォルダ
>\dat\Extensibility\Java\<アドイン名>TestObjects.xml。

2. XML ファイル内で，TypeInformation 要素内の PackageName 属性を探し，そ
の値を JavaPackage から，子アドインの名前に変更します。

3. ファイルを保存してから，再度 UFT を開きます。

4. この拡張サポート（子アドイン）がサードパーティによって開発されたもの
である場合，そのサードパーティに連絡して支援を受けることをお勧めしま
す。

テスト・ドキュメントの作成と実行

l IME コンポジション・ウィンドウで JFC 単一行エディット・ボックス内のキー
ボード操作を記録しているときに ENTER キーを押してコンポジション文字列を
選択すると，そのキー操作が Activate メソッドとして記録され，結果として余
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分なステップが生成される場合があります。例：

JavaWindow("Application").JavaEdit("User Name").Activate

通常の場合，このステップを追加しても実行セッションに影響しません。

回避策：テストまたはビジネス・コンポーネントを実行する前に，記録された
余分なステップを削除します。

l キーボード・ショートカットの Alt+F4 キー（Java アプレットまたは Java アプ
リケーションを閉じるために使用されます）は，記録も実行もサポートされま
せん。

回避策：記録セッション中に［閉じる］メニュー・コマンドまたはボタンを
使って Java アプレットまたは Java アプリケーションを閉じます。また，手動
で JavaWindow(...).Close ステップを付け加える方法もあります。

記録と実行のオプション

l java.exe コマンド・ラインに -Xincgc フラグを付け加えると（［記録と実行環境
設定］ダイアログ・ボックスまたはバッチ・ファイルを使用），Java サポート
が正しく機能しなくなります。

回避策：UFT の Java サポートを使ってテストを行う場合は，コマンド・ライン
で -Xincgc を使わないようにするか，動的変換サポート機能を使わないように
します。詳細については， 『HP Unified Functional Testing アドイン・ガイド』
を参照してください。

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスでコマンド・ラインから JAR
ファイルを選択する場合は，Java アプリケーションを起動する前に，［コマン
ド ライン］ボックスに手動で -jar を付け加える必要があります。

l バッチ・ファイル（または別の実行可能ファイル）を使わず，（JAR ファイル
を選択した後で）-jar コマンド・ライン・オプションを指定せずに，［記録と
実行環境設定］ダイアログ・ボックスを使って Java アプリケーションを起動す
る場合は，Java クラスの完全修飾名を［コマンド ライン］ボックスに含める必
要があります。
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Java コントロールでの作業

l 標準設定では，Java ウィンドウの移動とサイズ変更は記録されません。これ
は，記録すると，場合によっては重複記録を引き起こすことがあるためです。

回避策：Java アドインに対してこれらのアクションを記録するよう設定するに
は，Setting.Java メソッドを使用して，record_win_ops 変数を 1 に設定しま
す。例：

Setting.Java("RECORD_WIN_OPS") = 1

l AWT ポップアップ・メニューは，標準 Windows コントロール・サポートの
WinMenu テスト・オブジェクトによって記録されます（ほかの Java メニューは
JavaMenu テスト・オブジェクトを使って記録されます）。このようなメニュー
に対してチェックポイントや ActiveScreen 操作を実行することはできません。

回避策：ほかの検証メソッドを使用します（GetTOProperty など）。検証メ
ソッドの詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

l JavaInternalFrame または JavaDialog オブジェクトの .Object.startModal を呼び
出すと，ダイアログ・ボックスが閉じるまで UFT が予期しない動作をする場合
があります。

l 複数行編集フィールド・オブジェクト内でのマルチバイト文字の使用はサポー
トされていません。

l Java Add-in では，Eclipse ウィンドウ内の識別子にマウス・カーソルを合わせる
ステップの記録や実行を行いません。

l Java ダイアログ・ボックスを閉じるステップを記録すると，UFT によって追加
の Close ステートメントが記録されます。

回避策： 余計な Close ステートメントを手動で削除します。

l 表示する画像ファイルの名前によってラベルが決まるボタン・オブジェクト
（JavaButton または JavaToolbar 内のボタン）の場合，テスト・オブジェクト
に名前を付けるプロセスが，JDK 1.6 で実行しているときと JDK 1.5 で実行して
いるときとで異なります。
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したがって，JDK 1.5 で学習されてその画像ファイルに従ってラベル付けされ
たボタン・オブジェクトを含むテストまたはビジネス・コンポーネントを JDK
1.6 で実行すると，失敗する可能性があります。

回避策：

n JavaButton オブジェクトの場合：JDK 1.6 でオブジェクトを学習し直しま
す。その後，新しいテスト・オブジェクトを使用するようにテストを修正す
るか，オブジェクト・リポジトリから古いオブジェクトを削除してから新し
いテスト・オブジェクトを該当のステップで使用されているオブジェクト名
に変更します。［オプション］ダイアログ・ボックスの［GUI テスト］タブ
の［一般］表示枠の中で［テストオブジェクトの名称変更時にテストとコン
ポーネントのステップを自動的に更新する］オプションが選択されているこ
とを確認してください（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ
＞［一般］ノード）。

n JavaToolbar オブジェクト内のボタンの場合：JavaToolbar ステートメント内
の Item 引数を，該当するボタンを参照するように変更します。ボタンのイ
ンデックスを指定するか，オブジェクト・スパイを使ってツールバー・ボタ
ンを調査してからラベル認識プロパティを Item 引数として指定するという
方法があります。

l ActiveScreen の Web ページ内に表示される Java アプレットまたは ActiveX コン
トロールは表示専用であり，そのオブジェクトを対象とした操作（たとえば，
チェックポイントの作成，メソッドの追加など）はできません。

回避策：Java アプレット/ActiveX コントロールを対象とする操作を記録して，
ActiveX Add-in または Java Add-in，あるいはその両方がロードされているオブ
ジェクトを対象とするステップを作成します。この後，ActiveScreen 内の個々
の Java アプレット/ActiveX コントロールから，チェックポイントの作成，ス
テップのパラメータ化，メソッドの追加が行えます。

テスト・オブジェクトとメソッド
Java テスト・オブジェクトの場合，WaitProperty メソッドの PropertyValue 引数
（2 番目の引数）の型は string でなければなりません。

回避策：元の型の代わりに string を使用します。たとえば，1 の代わりに "1" を使
用します。例：
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y = JavaCheckBox("Active").WaitProperty ("enabled", "1", 1000)

チェックポイントおよび出力値

l テキスト・チェックポイントとテキスト出力値は，特定の基準を満たす Java オ
ブジェクトについてのみ作成できます。詳細については，「Java オブジェクト
でのテキスト・チェックポイントとテキスト出力値ステップ」(318ページ)を参
照してください。

l テストまたはビジネス・コンポーネントを編集しているときに，Java テーブル
に対して新しいテーブル・チェックポイントを作成するには，まずチェックし
たいテーブルを含んだアプリケーションを開いて，そのテーブルをアプリケー
ションで表示する必要があります。

l テストまたはビジネス・コンポーネントの編集中に JavaList または JavaTree オ
ブジェクトに対してチェックポイントを追加した場合，そのチェックポイント
内では list_content または tree_content プロパティを使用できません。

回避策：Java リストと Java ツリーに対するチェックポイントは，記録中に作
成します。

l いつも表示されているわけではないオブジェクト（コンボ・ボックスから開か
れるリストやメニュー項目など）に対するチェックポイントの実行は，完全に
はサポートされていません。

回避策：一時的なオブジェクトに対するチェックポイントが必要な場合は，
チェックポイントを実行する前に，そのオブジェクトが表示されていることを
確認してください。たとえば，コンボ・ボックス・リストの場合は，チェック
ポイントを実行する前に，コンボ・ボックス・ボタンをクリックするステート
メントを挿入する必要があります。
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Java アプリケーションの IBM Java Runtime Environment (JRE) 1.6
での実行
Java Add-in のインストール後に，IBM Java 6 JVM 上で実行している Java アプリ
ケーションを起動できない場合があります。この場合，表示されるエラー・メッ
セージには，Mercury Interactive サポートをロードできず，Java 仮想マシンを作成
できなかったことが示されます。

回避策：

1. _JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の各環境変数から -Xrunjvmhook を削除
します。

2. _JAVA_OPTIONS と IBM_JAVA_OPTIONS の各環境変数の先頭に -agentlib:jvmhook
を追加します。

3. JAVA_TOOL_OPTIONS 環境変数を削除します。

Internet Explorer で動作するアプレットに対する Java Add-in の
使用
Microsoft Internet Explorer で Oracle Java JRE 5 または 6 を使用して Java アプレッ
トを実行する場合，Java Add-in がアプレットを Java 環境に属するものと認識しな
い場合があります。Java Add-in では，アプレット内のオブジェクトを Java オブ
ジェクトとして認識しないため，オブジェクトに対するステップの記録や実行が
できません。

このようなことが起こるのは，JVM が環境変数の Java Add-in の設定を使用しない
場合です。この場合，JVM ランタイム・パラメータに -agentlib:jvmhook -
Xbootclasspath/ a:"<UFT インストール・フォルダ>\bin\java_shared\classes";"<UFT
インストール・フォルダ>\bin\java_shared\classes\jasmine.jar" と設定する必要があ
ります。

関連する JVM 用のランタイム・パラメータにこの文字列を設定するには，Java
Add-in JRE Support Tool を使用します。ツールは次の場所にあります。［スター
ト］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified Functional
Testing］＞［Tools］＞［Java Add-in JRE Support Tool］または UFT インストー
ル・フォルダ\bin\java\classes\QTPJavaEnabler.jar ファイル
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注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。
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概念

Java Add-in - 概要

本章では，UFT を使用してテストの詳細を設定し，Java アプレットおよびアプリ
ケーションを対象とするステップを記録および実行する方法を説明します。本 章
では，UFT の基本的な機能をすべて習得していることを前提としています。UFT
での作業の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

注: 本章で説明している機能の一部は，テストとスクリプト・コンポーネント
にのみ関するものです。キーワード・コンポーネントを使った作業で利用でき
る機能の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

Java テスト・オプション
［オプション］ダイアログ・ボックスの［Java］表示枠（［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［Java］ノード）を使用して，Java アプレット
またはアプリケーションに関する記録と実行のオプションを UFT に設定できま
す。また，テーブル記録モードの設定，チェックポイントおよび出力値のための
テキストの取得，コントロール一覧の指定が行える［Java 詳細オプション］ダイ
アログ・ボックスを開くことができます。

詳細については，次を参照してください。

l 「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(330ページ)

l 「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」(334ページ)
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Java 設定 - テストおよびコンポーネント
Java テストまたはビジネス・コンポーネントの設定を定義および表示するには，
次のいずれかを使用します。

l ［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Java］表示枠。

l ［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボックスの［Java］表示枠
（表示のみ）。

l アプリケーション領域［追加設定］表示枠の［Java］表示枠。

詳細については，「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネン
トの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケーション領域の［追加設定］表示
枠）」(339ページ)を参照してください。

Java オブジェクトでのステップの記録

アプレット，アプリケーション，または Java オブジェクトに対する操作を記録す
ると，UFT により，キーワード・ビューでそのステップの横に適切なオブジェク
ト・アイコンが記録され（テストとビジネス・コンポーネント），エディタには
対応するステートメントが追加されます（テストのみ）。

サポートされない Java オブジェクトまたはカスタム Java オブジェクトに対する
操作を記録すると，UFT では，クリックが発生した座標と，クリックされたマウ
ス・ボタン（つまり左ボタンまたは右ボタン）を含む，Java の汎用の Object.Click
ステートメントが記録されます。UFT Java Add-in Extensibility を使用すると，カス
タム・オブジェクトに対するサポートを作成できます。詳細については，
『HP UFT Java Add-in Extensibility 開発者ガイド』を参照してください。

注: UFT が操作を記録する方法は，テーブル・セルの JTable セル・エディタの
種類によって異なります。詳細については，「Jtable セル・エディタでのス
テップの記録」(317ページ)を参照してください。

UFT で記録されたオブジェクト階層は 2 または 3 レベルの Java テスト・オブジェ
クトで構成されています。最上位レベルは，JavaApplet，JavaDialog，
JavaWindow オブジェクトによって適宜表されます。実際に操作を実行したオブ
ジェクトは，2 番目または 3 番目のレベルのオブジェクトとして記録されている
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場合があります。オブジェクトが最上位のオブジェクトに直接配置されている場
合は，そのオブジェクトは 2 番目のレベルのオブジェクトとして記録されます
（JavaApplet.JavaButton など）。JavaDialog または JavaInternalFrame が 2 番目
のレベルに存在する場合は，操作を実行したオブジェクトは 3 番目のレベルのオ
ブジェクトとして記録されます（JavaWindow.JavaDialog.JavaButton など）。

ブラウザでアプレットをテストすると，2 または 3 レベルの階層が標準の Web オ
ブジェクト階層内に記録されます
（Browser.Page.JavaApplet.JavaTestObject.SubJavaTestObject など）。

ユーザが記録するオブジェクトが複数のレベルのオブジェクトに埋め込まれてい
る場合であっても，記録される階層にはこれらのオブジェクトは含まれません。
たとえば，記録対象の JavaList オブジェクトに実際に複数の JPanel オブジェクト
が含まれており，これらの JPanel オブジェクトがすべて JavaWindow に含まれて
いる場合，記録される階層はただの JavaWindow.JavaList となります。

例

テストにおいて，Java チェック・ボックスでのクリックを記録すると，キー
ワード・ビューには次のように表示されます。

UFT によって，エディタに次のように記録されます。

Window("Microsoft Internet Explorer").JavaApplet("Periodic").JavaCheckBox
("Toggle").Set "ON"

キーワード・コンポーネントでは，この同じ Java チェック・ボックスでのク
リックを記録すると，キーワード・ビューには次のように表示されます。

テスト・オブジェクトの記録された階層は，オブジェクト・リポジトリに表示で
きます。オブジェクトの完全な階層にアクセスできるのは，ステップ・ジェネ
レータで指差しアイコンのメカニズムを使用するとき（テストのみ），記録中に
チェックポイントまたは出力値ステップを挿入するとき，またはオブジェクト・
スパイを使用するときです。
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関連タスクの詳細については，「Java テーブルでの記録のためにオプションを変
更する方法」(324ページ)を参照してください。

本項の内容

Jtable セル・エディタでのステップの記録 317

Java オブジェクトでのテキスト・チェックポイントとテキスト出力値ス
テップ 318

完全なオブジェクトの階層ビュー 319

Jtable セル・エディタでのステップの記録

UFT が操作を記録する方法は，テーブル・セルの JTable セル・エディタの種類に
よって異なります。

Swing Jtable テーブルの標準セル・エディタについて記録する場合，標準設定で
は，SetCellData ステートメントを使用して，ほかのテーブル・オブジェクトを記
録するのと同じように操作が記録されます。

ただし，JTable にカスタムの（標準でない）セル・エディタが含まれている場合
は，標準の SetCellData ステートメントでは記録することはできません。たとえ
ば，セルにチェック・ボックスと，ダイアログ・ボックスを開くボタンの両方が
含まれている場合は，SetCellData ステートメントによって，必ずしもセル内部で
実行された操作の正しい記述が提供されるとはかぎりません。

カスタムのセル・エディタで操作を記録すると，UFT によって，セル内のオブ
ジェクトに対して実行した操作を反映するステートメントが記録されます。たと
えば，セル・エディタにカスタムのチェック・ボックスが含まれている場合は，
UFT によって次のステートメントが記録される場合があります。

Browser("Periodic").Page("Periodic").JavaWindow("CoolJava").JavaDialog("SetOptions").JavaCheckBox
("MyCheckBox").Set "ON"

以下のステートメントの代わりに：

Browser("Periodic").Page("Periodic").JavaWindow("CoolJava").JavaDialog("SetOptions").JavaTable
("MyTable").SetCellData "ON"
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Java オブジェクトでのテキスト・チェックポイントとテ
キスト出力値ステップ

テストでの作業中は，チェックポイントまたは出力値を使用して，Java アプリ
ケーションまたはアプレットのテキストが正しく表示されていることを確認でき
ます。サポートされているほかの多くの環境の場合と同様に，必要なテキストが
含まれているオブジェクトの標準チェックポイントまたは出力値を挿入し，その
text（または類似の）認識プロパティ（text，attached text，label など）を確認
または出力することを選択することによって，Java アプレットまたはアプリケー
ションからテキストを取得して確認することをお勧めします。

作業対象のオブジェクトに適切な認識プロパティがない場合，または何らかの理
由から上記の推奨事項では要件が満たされない場合（たとえば選択したテキスト
の前または後ろのテキストが重要な場合），次の基準を満たしている場合は，
Java オブジェクトに対して UFT テキスト・チェックポイントまたはテキスト出力
値ステップを挿入することを検討してください。

l オブジェクトによってテキストそのものが描画される必要がある（ほとんどの
AWT ビジネス・コンポーネントと同様に，基盤のオペレーティング・システム
に描画タスクが委任されない）。

l オブジェクトによるテキストの描画で，paint() メソッドをオーバーライドし
て，標準の graphics.drawString() メソッドを呼び出すことによってテキストを
描画する必要がある。たとえば，O の文字を描画するために楕円形の円を描く
ことができるメソッドを使用するなど，オブジェクトで，テキストを書くため
に特別な描画メソッドを使用することができない.

l オブジェクトで 2 重（画像）緩衝方式を用いる描画技術を使用することはでき
ない。

注: 多くの Java オブジェクトではこれらの基準が満たされていないため，
Java オブジェクトのテキスト・チェックポイントおよびテキスト出力メカ
ニズムは標準設定で無効に設定されています。これは，「［Java 詳細オプ
ション］ダイアログ・ボックス」（334 ページを参照）で有効にできま
す。
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完全なオブジェクトの階層ビュー

Java Add-in を使用すると，アプリケーションの各オブジェクトの完全なオブジェ
クト階層を［オブジェクト スパイ］および［オブジェクトの選択］ダイアログ・
ボックスに表示できます。記録されたオブジェクト階層とは違い，完全なオブ
ジェクト階層にはクリックされた場所に関連付けられた親オブジェクトが表示さ
れ，場合によってはクリックされたオブジェクトの子オブジェクトも表示されま
す。

完全なオブジェクト階層を使用すると，記録されていないオブジェクトの関連す
る操作およびプロパティをオブジェクト・スパイに表示できます。［ステップ
ジェネレータ］ダイアログ・ボックスを使用するとき（テストのみ），または記
録セッション中にチェックポイントまたは出力値ステップを挿入するときに開く
［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスから記録されていないオブジェク
トにアクセスすることもできます。

［オブジェクト スパイ］および［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスで
は，java.awt.Component などの記録されないオブジェクト（クラス・ビジネス・
コンポーネント）の要素に対しても詳細の表示，ステートメントの挿入，または
操作の実行を行えます。たとえば，コンボ・ボックスのエディット・ボックス，
ドロップダウン・リスト，ボタン要素にアクセスできます。

［オブジェクト スパイ］および［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスの
詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

高度な Javaテスト・オブジェクト・メソッド

Java テスト・オブジェクト・クラスには，UFT とテスト対象のアプリケーション
の間の対話を向上させるためにテストで使用できるテスト・オブジェクト・メ
ソッドが含まれています。

本項の内容

CreateObject メソッド 320

GetStatics メソッド 320

FireEvent / FireEventEx メソッド 321

アドイン・ガイド
第13章: Java Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 319 ページ



CreateObject メソッド

アプレットまたはアプリケーション内で Java オブジェクトのインスタンスを作成
するには，CreateObject メソッドを使用します。CreateObject メソッドは新規作成
した Java オブジェクトへのオブジェクト参照を返します。このメソッドの構文の
詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Java」の項
を参照してください。

作成したオブジェクトのメソッドを呼び出すには，事前の呼び出しから返された
オブジェクトのメソッドを呼び出す場合と同じ方法で行います。CreateObject メ
ソッドはオブジェクト参照を返すため，作成したオブジェクトのメソッドを呼び
出すときに Object プロパティを使用する必要はありません。

CreateObject メソッドを使って矩形オブジェクトを作成する例を，次に示しま
す。戻り値は，オブジェクト参照です。

Set Rect = Browser("Periodic").Page("Periodic").JavaApplet("Periodic").JavaObject
("Panel").CreateObject ("java.awt.Rectangle", 10, 20)

注: CreateObject メソッドは，任意の Java テスト・オブジェクトで実行できま
す。CreateObject メソッドが実行される Java テスト・オブジェクトのクラ
ス・ローダは，新しく作成された Java オブジェクトのクラスをロードするの
に使用されます。

CreateObject メソッドは，作成するオブジェクトと同じツールキットの Java
テスト・オブジェクトに対して使用してください。たとえば，Swing や JFC の
オブジェクトを作成する場合には，既存の Swing または JFC テスト・オブジェ
クトに対して CreateObject メソッドを使用します。

GetStatics メソッド

GetStatics メソッドを使用して，スタティック・メソッドの呼び出し，Java クラ
スのスタティック・プロパティの値の設定，取得ができます。このメソッドの構
文の詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Java」
の項を参照してください。
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GetStatics は指定されたクラスのスタティック・メンバにアクセスできるオブジェ
クトへの参照を返します。GetStatics メソッドが実行される Java テスト・オブ
ジェクトのクラス・ローダは，GetStatics メソッドのパラメータとして指定された
クラスをロードするのに使用します。

たとえば，アプリケーション上でガベージ・コレクタを実行する
class.java.lang.System の gc メソッドを呼び出すには，次のようなステートメント
を挿入します。

Browser("Browser").Page("Page").JavaApplet("mybuttonapplet.htm").JavaObject
("MyButton").GetStatics("java.lang.System").gc

java.lang.System class の out プロパティの値を取得するには，次のようなステー
トメントを挿入します。

Set OutStream= Browser("Browser").Page("Page").JavaApplet("mybuttonapplet.htm").JavaObject
("MyButton").GetStatics("java.lang.System").out

Java コンソールにメッセージを出力するには，次のようなステートメントを挿入
します。

Set OutStream= Browser("Browser").Page("Page").JavaApplet
("mybuttonapplet.htm").JavaObject("MyButton").GetStatics("java.lang.System").out
OutStream.println "Hello, World!"

FireEvent / FireEventExメソッド

FireEvent メソッドと FireEventEx メソッドを使うと，実行セッション中に Java オ
ブジェクトに対するイベントをシミュレートできます。FireEvent メソッドでは，
あらかじめ定義されているイベント定数の 1 つを使って，Java オブジェクトのイ
ベントをシミュレートします。発行するイベントがあらかじめ定義されている定
数のリストに含まれていない場合は，FireEventEx メソッドを使って，任意の Java
イベントを発行できます。これらのメソッドの構文およびあらかじめ定義されて
いるイベント定数の一覧の詳細については，『HP UFT Object Model Reference for
GUI Testing』の「Java」の項を参照してください。

たとえば FireEvent メソッドを使って，MyButton_0 という名前の JavaObject での
MouseClick イベントを発行できます。

Browser("Browser").Page("Page").Applet("mybuttonapplet.htm").JavaObject("MyButton_
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0").FireEvent micMouseClick, 0, "BUTTON1_MASK", 4, 4, 1, "OFF"

あるいは，上記と同じイベントを FireEventEx メソッドを使って次のように発行す
ることもできます。

Browser("Browser").Page("Page").Applet("mybuttonapplet.htm").JavaObject("MyButton_
0").FireEventEx "java.awt.event.MouseEvent", "MOUSE_CLICKED", 0, "BUTTON1_MASK",
4,4, 1, "False"

イベントのコンストラクタ・パラメータとして，任意の Java 定数を指定できま
す。値ではなく，文字列を渡すことができます。上記の例では，
"java.awt.event.MouseEvent" Java 定数 MOUSE_CLICKED は，値（この例では 500）
ではなく文字列の引数として渡されます。

Java Add-in環境

Java Add-in では，設定を変更しなくても，複数の Java 環境（IBM JRE，Oracle
JRE，Oracle JInitiator など），および複数の Java バージョン（JDK 1.5.x, 1.6.x な
ど）をサポートするメカニズムが使用されます（サポートされている環境とバー
ジョンの一覧については， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリク
ス』（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）を参照してください。

このメカニズムは動的変換サポート・メカニズムと呼ばれ，使用する Java 環境と
バージョンに応じて，Java Add-in サポート・クラスが調整されます。動的変換サ
ポート・メカニズムでは，Java 仮想マシンの Tool Interface（JVMTI）（JDK 1.5 以
前では Profiler Interface（JVMPI））を使用します。

動的変換サポート・メカニズムは，JVM に渡される -Xrunjvmhook オプションに
よって呼び出されます。-Xrunjvmhook オプションを指定すると，JVM フック・プ
ロファイラ（Java Add-in サポートの一部）が，ロードするすべての Java アプリ
ケーションまたはアプレットとともにロードされます。JVM フック・プロファイ
ラによって必要なクラスが動的に変換され，コンテキスト・センシティブな Java
サポートが有効になります。
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Java 6 または Java 7 環境で Java Add-in を実行するときは，動的変換サポート・メ
カニズムは -agentlib:jvmhook によって呼び出されます。これは JAVA_TOOL_
OPTIONS 環境変数で定義されています。

注: Oracle Java 6 または Java 7 で作業するときは Java 6 および Java 7 では -
Xrunjvmhook は無視されるため，-agentlib:jvmhook（JAVA_TOOL_OPTIONS 環
境変数で定義）と -Xrunjvmhook（ _JAVA_OPTIONS 環境変数で定義）の間で競
合は発生しません。

IBM Java 6 または Java 7 で作業するときは，これらの環境変数が競合する可能
性があります。回避策の詳細については，「Java アプリケーションの IBM Java
Runtime Environment (JRE) 1.6 での実行 」(311ページ)を参照してください。

Java エージェントは java.library.path システム・プロパティに基づいて jvmhook.dll
を検索します。Java コマンド・ラインで -djava.library.path = <path> を使用する
と，このシステム・プロパティのオーバーライドを識別できます。ただし，
java.library.path システム・プロパティのオーバーライドは可能ですが，上書きす
るのではなく，java.library.path を拡張することをお勧めします。

標準では，java.library.path システム・プロパティの値がシステム・パスです。ア
プリケーションを異なるライブラリ・パスを使ってロードした場合は，
jvmhook.dll を java.library.path 内の場所に追加するか，または java.library.path を
変更して <Windows インストール・フォルダ>/system32 を含める必要がありま
す。

<JRE ルート・フォルダ>/binフォルダは，常に java.library.path にあります。必要
に応じて，jvmhook.dll をこのフォルダに手動でコピーできます。ただし，複数台
のコンピュータを変更する必要がある場合は，java.library.path を変更するバッ
チ・ファイルを変更することをお勧めします。

タスクの詳細については，「動的変換サポートを無効にする方法（上級）」(327
ページ)を参照してください。
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タスク

Java テーブルでの記録のためにオプションを変更
する方法

このタスクでは，Java テーブルでの記録のために記録オプションを変更する方法
と，table_external_editors_list で使用するエディタのツールキット・クラスを識
別する方法について説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「SetCellData ステートメントに対する標準の JTable 記録動作の変更（上級）」
(324ページ)

l 「テーブル・セル・コントロール・オプションの変更」(325ページ)

l 「JTable セル・エディタのツールキット・クラスの確認」(326ページ)

SetCellData ステートメントに対する標準の JTable 記録動作の変
更（上級）
JTables の標準の記録動作で特定のエディタの SetCellData ステートメントに必要
な値が提供されない場合は，そのエディタをカスタム・セル・エディタのよう
に，セル内のオブジェクトで実行される操作に基づいて記録が行われるように設
定します。

次の手順のいずれかを実行します。

l 「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」（334 ページを参照）で
［テーブルセルコントロール］＞［別々のテストオブジェクトとして識別す
るコントロール］を選択し，JavaTable オブジェクトの一部ではなく，常に個別
のオブジェクトとして処理する特定のセル・エディタの種類を指定します。

l Setting.Java ("table_internal_editors_list") ステートメントを作成します。詳細に
ついては，「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」(334ページ)お
よび『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』を参照してください。
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テーブル・セル・コントロール・オプションの変更
テーブル・セル・コントロールの一覧を指定し，それを UFT で個別のテスト・オ
ブジェクトとして識別させることができます。また，そのテーブル・セル・コン
トロールの JavaTable 操作を UFT で記録し実行することもできます。

注:

l 変更内容は，現在開いているテストまたはビジネス・コンポーネントには
適用されません。

l ［リセット］ボタンをクリックすると，「［Java 詳細オプション］ダイア
ログ・ボックス」（334 ページを参照）の標準設定を復元できます。

1. 「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」（334 ページを参照）
で，対象のオプションを 1 回クリックして強調表示します。

2. そのオプションをもう一度クリックするか，または F2 キーを押し，コント
ロールの一覧を追加または変更するエディット・ボックスを開きます。

3. 必要に応じて値を変更します。

注: スペース，タブ，改行，復帰の文字で区切られたエディタ・クラス名
を指定します。値の大文字と小文字は区別されます。

4. 値の編集が終了したら，ダイアログ・ボックス内の別の場所をクリックして
値を設定します。

5. 現在開いているテストまたはビジネス・コンポーネントに変更内容を適用す
るには，そのドキュメントを閉じてから，もう一度開きます。
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JTable セル・エディタのツールキット・クラスの確認
table_external_editors_list 変数で使用するエディタのツールキット・クラスの値
がわからない場合は，次のいずれかを実行して確認できます。

l オブジェクト・スパイを使用して，値を取得します。

l 簡単なテストを UFT で実行して，値を取得します。これを実行するのは，セル
がアクティブな状態を十分な時間だけ維持しておらず，オブジェクト・スパイ
でセルをキャプチャできないような場合です。たとえば，チェック・ボックス
が選択またはクリアされた後は，セルはアクティブでなくなります。

l ユーザ定義関数を作成し，ステップとしてテストに挿入します。これは，ビジ
ネス・コンポーネントを使用している場合などに行います。

次の例のようなステップを挿入できます。

' アクティブな状態を維持できないテーブル・セル・エディタの
' ツールキット・クラスを取得するサンプル・テスト
Set table = JavaWindow("TableDemo").JavaTable("Left table").Object
Set JTableCS = table.mic_get_supp_class()
Set comp = JTableCS.getComponentAt(table, 0, 6) ‘row 0, col 6
MsgBox comp.getClass().getName()
' TABLE_EXTERNAL_EDITORS_LIST の値の設定
Setting.Java("TABLE_EXTERNAL_EDITORS_LIST") = comp.getClass().getName()

オブジェクト・スパイを使用して JTable セル・エディタのツールキット・クラス
を確認するには，次の手順を実行します。

1. テーブルを開き，セル・エディタ・カラムのセルをアクティブにします。た
とえば，カーソルが編集フィールド内で点滅していることを確認するか，ま
たはコンボ・ボックスのドロップダウン・リストを表示します。

2. 適切なセルをアクティブにしたら，オブジェクト・スパイを使用してアク
ティブなセルをポイントします。［オブジェクト スパイ］ダイアログ・ボッ
クスの使用法の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・
ガイド』を参照してください。

3. オブジェクト・スパイの［プロパティ］タブが表示されていることを確認
し，［認識］ラジオ・ボタンを選択します。
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4. ［プロパティ］カラムで，スクロールして toolkit class を表示します。

5. ［値］カラムで，toolkit class の値を選択します。値は［プロパティ］タブの
下にあるボックスに表示されます。

6. オブジェクト・スパイから値をコピーして，［テーブルセルコントロール］
＞［別々のテストオブジェクトとして識別するコントロール］オプション，
または Setting.Java ("table_internal_editors_list") ステートメントに貼り付けま
す。

動的変換サポートを無効にする方法（上級）

このタスクでは，動的変換サポート・メカニズムが正しく機能しない場合に，こ
のメカニズムを無効にして，手動で Java 環境を設定して動的変換サポートを使わ
ずに Java Add-in を使用する方法について説明します。複数の環境での Java Add-in
の使用の詳細については，「Java Add-in 環境」(322ページ)を参照してください。

注: インクリメンタル・ガベージ・コレクタ（-Xincgc オプション）を使用する
ときは，動的変換サポート・メカニズムはサポートされません。このため，-
Xincgc オプションを使用することが必須の場合は，動的変換サポートを無効
にする必要があります。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「動的に変換されたクラスの保存」(327ページ)

l 「動的変換サポートの無効化」(328ページ)

l 「結果」(329ページ)

1. 動的に変換されたクラスの保存
a. java アプレットまたはアプリケーションを準備のために起動したときに生

成される，動的に変換されたクラスを保存するフォルダを指定します。
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この操作を行うには，レジストリ・エディタを開いて（［スタート］＞
［ファイル名を指定して実行］を選択し［名前］ボックスに regedit と入
力して［OK］をクリック），HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Mercury
Interactive\JavaAgent にある JavaAgent 主キーに移動します。
ClassesDumpFolder という名前の新しい文字列値を定義して，その値デー
タを C:\JavaSupportClasses など，コンピュータ上の既存のフォルダ（空で
あることが好ましい）に設定します。

注: ClassesDumpFolder 文字列値がすでに存在する場合は，その値デー
タをコンピュータ上の既存のフォルダに変更できます。

b. -Xincgc オプションを使用している場合は，JVM フック・プロファイラで必
要なクラスを変換，保存できるように，このオプションをコマンド・ライ
ンから一時的に削除します。

c. アプレットまたはアプリケーションを起動して，基本操作をいくつか実行
します。これにより，必要なすべてのクラスが変換，保存されます。アプ
レットまたはアプリケーションを閉じます。これで，動的に変換されたす
べてのクラスが，前の手順で指定したフォルダ（C:\JavaSupportClasses な
ど）に保存されました。

d. コマンド・ラインから -Xincgc オプションを一時的に削除した場合は，こ
こで復元できます。

変換されたクラスを保存できたので，動的変換サポートを無効にする準備
が整いました。

2. 動的変換サポートの無効化
a. _JAVA_OPTIONS 環境変数（または IBM VM ベースのアプリケーションでは

IBM_JAVA_OPTIONS，Java 6 で作業している場合は，JAVA_TOOL_OPTIONS）
から -Xrunjvmhook オプションを削除します。
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b. 代わりに次のオプションを追加します。-
Xbootclasspath/p:<ClassesDumpfolder>\Final。ここで
<ClassesDumpfolder> は，動的に変換されたクラスが保存されているフォ
ルダの値（C:\JavaSupportClasses など）です。たとえば，変更後は _JAVA_
OPTIONS 環境変数は次のようになります。

-Xbootclasspath/p:C:\JavaSupportClasses\Final -
Xbootclasspath/a:C:\PROGRA~1\HP\
UNIFIE~1\bin\JAVA_S~1\classes;C:\PROGRA~1\HP\UNIFIE~1\bin\JAVA_
S~1\classes\jasmine.jar

3. 結果
動的変換の代わりに保存された変換済みのクラスが使用されます。
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リファレンス

［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス＞［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，Java アプレットまたはアプリケーションを対象としたテストの
UFT による記録方法と実行方法を設定できます。
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アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Java］ノードを選択します。

重要な情報 l ［Java］表示枠は，Java Add-in または Oracle Add-in がロード
されているときのみ使用できます。Oracle Add-in を使用して
いて，Oracle アプリケーション内の Java オブジェクトのテ
ストにステップを追加する場合，この表示枠のオプション
は，テストの Java ステップに関連します。

l ［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプ
ション］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準
設定にリセットされます。

関連タスク l 「Java テーブルでの記録のためにオプションを変更する方
法」(324ページ)

l 「Java オブジェクト用の記録と実行の環境変数」(349ペー
ジ)

参照 l 「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」(334ペー
ジ)

l 「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(339ページ)

l 「［Java］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(344ページ)

l 「Java オブジェクトでのステップの記録」(315ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

記録項目モー
ド

［リストボックス］，［コンボボックス ］，［ツリー
ビュー］，［タブコントロール］オブジェクトの項目に対する
操作を UFT が記録する方法を決定します。オブジェクトごと
に，次のオプションを使用できます。

l 名前：（標準設定）項目名に従って，オブジェクトに含まれ
る項目（つまり，選択したリスト項目，タブなど）に対する
操作を記録します。

l インデックス： Java オブジェクト内での項目の位置に従っ
て，Java オブジェクトに含まれる項目（つまり，選択したリ
スト項目，タブなど）に対する操作を記録します。

注:

l ［ツリービュー］に対して［名前］オプションを選択す
る場合は，下にある［インデックス］オプションで標準
設定のセパレータとして「#」を指定しないでください。

l このオプションは，Setting.Java("record_by_num") 変数に
対応しています。

添付テキスト
を検索する検
索半径

添付テキストを検索する最大幅をピクセル数で設定します。

標準設定値： 100

注:

l このオプションは，label 認識プロパティを利用できない
場合のみ必要となります。

l このオプションは，Setting.Java("max_text_distance") 変
数に対応しています。
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UI 要素 説明

ツリー・
ビューのパ
ス・セパレー
タ

TreeView コントロールのノードへのパスのエントリを区切るた
めに使用される標準設定のセパレータ。

l 標準設定値： ;

l 使用可能な値： 1 つ以上の 1 文字のセパレータ

注:

l 複数の文字を入力した場合，UFT は（文字の両方をシー
ケンスとしてではなく）文字のどちらかがセパレータで
あるものとして処理します。パスに 2 つの連続するセパ
レータが含まれている場合，UFT は 2 つのセパレータ間
に名前のないノードが含まれているものとしてパスを解
釈します。たとえば，このオプションに %$ と指定し，
パスに MyNode%$MySubNode が含まれている場合は，
UFT は，% 文字を名前のないノードのセパレータとし
て，$ 文字を MySubNode という名前の追加ノードのセパ
レータとして扱います。

l 上記の［記録項目モード］領域の［ツリービュー］に対
して［インデックス］オプションを選択する場合は，標
準設定のセパレータとして「#」を指定しないでくださ
い。

l このオプションは，Setting.Java("treeview_path_
separator") 変数に対応しています。

リセット Java 設定を標準設定値にリセットします。

詳細設定 ［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックスを表示します。
詳細については，「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボッ
クス」(334ページ)を参照してください。
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［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスで，追加の Java オプションを指定できます。テーブル
記録モードの設定，チェックポイントおよび出力値の実行時オブジェクトからの
テキスト情報の取得の有効化（テストのみ），コントロール一覧の指定を行うこ
とができます。
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アクセス方法 GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［ Java ノード］＞［詳細設
定］ボタンを選択します。次の手順を実行します。

1. 対象のオプションを 1 回クリックして強調表示します。

2. そのオプションをもう一度クリックするか，または F2
キーを押し，コントロールの一覧を追加または変更するエ
ディット・ボックスを開きます。

3. 必要に応じて値を変更します。

注: スペース，タブ，改行，復帰の文字で区切られたエ
ディタ・クラス名を指定します。値の大文字と小文字は
区別されます。

4. 値の編集が終了したら，ダイアログ・ボックス内の別の場
所をクリックして値を設定します。

重要な情報 l Oracle Add-in を使用していて，Oracle アプリケーション内の
Java オブジェクトのテストにステップを追加する場合，この
ダイアログ・ボックスのオプションは，テストの Java ス
テップに関連します。

l 変更内容は，現在開いているテストまたはビジネス・コン
ポーネントには適用されません。変更内容を適用するには，
テストまたはビジネス・コンポーネントを閉じてから，もう
一度開きます。

l ［リセット］ボタンをクリックすると，［Java 詳細オプショ
ン］ダイアログ・ボックスの標準設定を復元できます。

関連タスク 「Java テーブルでの記録のためにオプションを変更する方法」
(324ページ)
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参照 l 「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(330ページ)

l 「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(339ページ)

l 「［Java］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(344ページ)

l 「Java オブジェクトでのステップの記録」(315ページ)

l 「Java オブジェクトでのテキスト・チェックポイントとテキ
スト出力値ステップ」(318ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

JavaTable 記
録モード

テーブル・オブジェクトの記録モードを設定します。次のモー
ドを使用できます。

l コンテキスト・センシティブ：（標準設定）コンテキスト・
センシティブ・モードでテーブル・オブジェクトに対する操
作を記録します。たとえば，SetCellData，SelectRow などが
あります。

l アナログ：低レベル（アナログ）テーブル・メソッドである
ClickCell，DoubleClickCell，Drag のみを記録します。

注: このオプションは，Setting.Java("table_record_mode") 変
数に対応しています。
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UI 要素 説明

チェックポイ
ントと出力値
のオプション

Java オブジェクトに対するチェックポイントおよび出力値ス
テップの詳細を設定します。次のオプションを使用できます。

Java 実行時オブジェクトからのテキスト・データの取得を有効
にする：チェックポイントおよび出力値のステップのためにア
プリケーションで Java オブジェクトからテキスト情報を取得で
きます。このオプションは，UFT がテキスト認識（［ツール］
＞［オプション］＞［GUIテスト］タブ＞［テキスト認識］
ノード）に OCR メカニズムを使用するよう設定されている場合
は適用されません。

注:

l 実行時オブジェクトからのテキスト情報の取得は，特定
の条件に一致する Java オブジェクトにのみサポートされ
ます。したがって，標準設定ではこのオプションは無効
です。

l Java Add-in でサポートされているチェックポイントと出
力値の一覧については，「Java Add-in - クイック・リ
ファレンス」(290ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

テーブル・セ
ル・コント
ロール

UFT がテーブル・セル内のコントロールを識別する方法の詳細
を設定します。次のオプションを使用できます。

l 別々のテスト・オブジェクトとして識別するコントロー
ル：UFT で個別のテスト・オブジェクトとして識別し，
JavaTable オブジェクトの一部として識別しないコントロー
ルの一覧を指定します。オブジェクトの種類に固有のメソッ
ドにアクセスする，または通常 UFT が JavaTable オブジェク
トに対する操作として記録および実行するステップの機能を
向上するには，このオプションを使用します。

注:

n このオプションは，JTable Swing ツールキット・テー
ブルに関係しています。

n コントロール・クラス名は，スペース，タブ，改行，
復帰の文字で区切られるようにします。値の大文字と
小文字は区別されます。

n このオプションは，Setting.Java("table_internal_
editors_list") 変数に対応しています。

l JavaTable テスト・オブジェクトの一部として処理するコン
トロール：UFT で JavaTable の操作を記録および実行するコ
ントロールの一覧を指定します。UFT によって通常は個別の
テスト・オブジェクトとして処理されるコントロールに対し
て JavaTable 操作（SetCellData および Select など）を記録お
よび実行するには，このオプションを使用します。

注:

n このオプションは，JTable Swing ツールキット・テー
ブルに関係しています。

n エディタ・クラス名は，スペース，タブ，改行，復帰
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UI 要素 説明

の文字で区切られるようにします。値の大文字と小文
字は区別されます。

n このオプションは，Setting.Java("table_external_
editors_list") 変数に対応しています。

その他の参照項目：

l 「テーブル・セル・コントロール・オプションの変更」(325
ページ)

l 「JTable セル・エディタのツールキット・クラスの確認」
(326ページ)

［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネスコ
ンポーネントの設定］ダイアログ・ボックス /ア
プリケーション領域の［追加設定］表示枠）

この表示枠では，Java のテストまたはビジネス・コンポーネントの設定を定義で
きます。ビジネス・コンポーネントの場合，アプリケーション領域の［追加設
定］表示枠を使用して設定を定義し，［ビジネス コンポーネントの設定］ダイア
ログ・ボックスを使用して，設定を読み取り専用モードで表示できます。

次の画像は，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Java］表示枠を示して
います。この表示枠の内容は，［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・
ボックスの［Java］表示枠およびアプリケーション領域の［追加設定］表示枠の
内容と同じです。
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アクセス方法 次の手順のいずれかを実行します。

l テストまたはコンポーネントの場合：

［ファイル］＞［設定］＞［Java］ノードを選択します。

l アプリケーション領域の場合：

アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をク
リックし，サイドバーで［Java］を選択します。
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重要な情報 l ［Java］表示枠に示されるオプションは，アプリケーション
領域の［追加設定］ダイアログ・ボックス，［ビジネス コ
ンポーネントの設定］ダイアログ・ボックス，［テストの設
定］ダイアログ・ボックスのオプションと同じです。

［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボックス
には，設定が読み取り専用形式で表示されます。ビジネス・
コンポーネントの設定を定義するには，アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠を使用します。

l ［Java］表示枠は，Java Add-in または Oracle Add-in がロード
されているときのみ使用できます。Oracle Add-in を使用して
いて，Oracle アプリケーション内の Java オブジェクトのテ
ストにステップを追加する場合，この表示枠のオプション
は，テストの Java ステップに関連します。

l ［テストの設定］ダイアログ・ボックス，［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス，アプリケーショ
ン領域の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

関連タスク l 「Java オブジェクト用の記録と実行の環境変数」(349ペー
ジ)

参照 l 「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(330ページ)

l 「［Java］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(344ページ)

l 「Java オブジェクトでのステップの記録」(315ページ)

外部リソース l JFC または AWT ベースの Java キー・イベントとインプッ
ト・メソッドの詳細については，
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html にある
Java ドキュメントを参照してください。

l SWT ベースの Java キー・イベントの詳細については，
http://www.eclipse.org にある Java ドキュメントを参照してく
ださい。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

JavaEdit.Set
ステップの実
行時に

テストの実行時にエディット・ボックスで操作を実行する方法
を指定します。Java キー・イベントとインプット・メソッド，
およびこれらのイベントを送信する場合または送信しない場合
の結果について完全に理解していない場合は，これらの設定を
変更しないことをお勧めします。これらの設定に誤った値が使
用されていれば，JavaEdit.Set ステップは実行セッション中に
失敗する場合があります。次のオプションから 1 つ以上を選択
できます。

l KEY_PRESSED イベントを送信：入力文字列からのすべての文
字に対して，KEY_PRESSED イベントをオブジェクトに送信し
ます（標準設定では選択されています）。この設定は，
Setting.Java("edit_replay_mode")変数の P 値に対応していま
す。

l KEY_TYPED イベントを送信：入力文字列からのすべての文字
に対して，KEY_TYPED イベントをオブジェクトに送信します
（標準設定では選択されています）。この設定は，
Setting.Java("edit_replay_mode")変数の T 値に対応していま
す。

l KEY_RELEASED を送信：入力文字列からのすべての文字に対
して，KEY_RELEASED イベントをオブジェクトに送信します
（標準設定では選択されています）。この設定は，
Setting.Java("edit_replay_mode")変数の R 値に対応していま
す。

l Java API を使用する：setValue() メソッドを呼び出して編集
オブジェクトの値を設定します。この設定は，Setting.Java
("edit_replay_mode")変数の S 値に対応しています。

l InputMethod イベントを送信：入力文字列からのすべての文
字に対して，InputMethod イベントをオブジェクトに送信し
ます。このイベントは Unicode を使用するアプリケーション
（英語以外を使用するアプリケーションなど）で使用されま
す。この設定は，Setting.Java("edit_replay_mode")変数の I 値
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UI 要素 説明

に対応しています。

l 最後に FOCUS_LOST イベントを送信：ステップの実行後に
FOCUS_LOST のイベントを生成します。この設定は，
Setting.Java("edit_replay_mode")変数の F 値に対応していま
す。

除外する文字 実行セッション中に指定した文字を無視するように UFT を設定
します。セパレータを使わずに文字を連続して表示します。

標準設定値：\t\n\r

注:

l このオプションが関係するのは，このダイアログ・ボッ
クスの上部セクションにある［Java API を使用する］
チェック・ボックスが選択されている場合，または
Setting.Java("edit_replay_mode")変数の値が S に設定され
ている場合に限られます。

l この設定は，Setting.Java("exclude_control_chars")変数に
対応しています。

選択した次の
メソッドに対
してデバイ
ス・レベルで
マウス/キー
ボード操作を
実行する

標準では，UFT はマウス操作を状況に応じて実行します。この
オプションを使用すると，デバイス・レベル再生機能を使用し
て特定の操作を実行できます。デバイス・レベル再生機能は，
マウスやキーボードでの操作を，それぞれのドライバで起こっ
ているかのようにシミュレートします。マウスのアクションが
デバイス・レベル再生でシミュレートされると，マウス・ポイ
ンタは，実行セッション中にアクションが実行される位置ま
で，画面上を移動します。選択できるマウスとキーボードのメ
ソッドは，次のとおりです。

l Click

l DoubleClick
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UI 要素 説明

l Type

l Drag / Drop

標準設定値：すべてのチェック・ボックスがクリアされていま
す。

このオプションは，Setting.Java("device_replay_mode")変数に対
応しています。

［Java］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）

Java アプレットまたはアプリケーションを記録セッションが開始されるたびに開
くよう，あるいは任意の開いている Java アプリケーションを対象に記録するよ
う，UFT に指示します。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Java］タブを選択しま
す。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスは，記録
を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，手動
で設定するのでないかぎり，新しいテストまたはビジネ
ス・コンポーネントの記録を開始するたびに自動的に表示
されます。
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重要な情報 l Web ブラウザでの Java アプレットのテスト：Web Add-in と
Java Add-in の両方をロードする必要があります。この場合，
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［Web］タ
ブを使用して記録と実行のための設定を行います。

l ［記録と実行環境設定］の確認テストを実行すると，または
既存のテストに対して新しい記録セッションを開始すると，
UFT によって，テストに対して既存の記録と実行の設定が自
動的に使用され，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスは開きません。ただし，テストを実行する前に［記録と
実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［Java］タブのオプ
ションが，テストの最初のステップに適していることを確認
することは重要です。自分（またはほかの誰か）が，以前の
記録セッションで［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クスを手動で変更している可能性があるためです。

l ビジネス・コンポーネント：コンポーネントでは，Java アプ
レットおよびアプリケーションを使って作業するために特定
の記録と実行の設定を行う必要はありません。ビジネス・コ
ンポーネントを記録するには，最初に Java アプレットまた
はアプリケーションを手動で開く必要があります。または，
Java アプレットまたはアプリケーションに接続するステップ
をビジネス・コンポーネントに含めることができます。たと
えば OpenApp 操作が含まれているステップを含めることがで
きます。

新しいビジネス・コンポーネントの記録を開始すると，［ア
プリケーション］ダイアログ・ボックスが開きます（［ビジ
ネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボックスまたは
アプリケーション領域の［アプリケーション］表示枠で
Windows 環境を指定していない場合）。記録を開始するには
変更を行わずにダイアログ・ボックスで［OK］をクリックし
ます。［アプリケーション］表示枠および［アプリケーショ
ン］ダイアログ・ボックスの詳細については，「開かれてい
る Windows ベース・アプリケーションすべてでテストを記録
して実行する」(159ページ)を参照してください。
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関連タスク 「UFT アドインの記録と実行環境設定の定義方法」

参照 l 「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(330ページ)

l 「［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス」(334ペー
ジ)

l 「Java オブジェクトでのステップの記録」(315ページ)

l 「Java オブジェクト用の記録と実行の環境変数」(349ペー
ジ)

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［Web］タ
ブの詳細については，「Web ベース・アプリケーションのサ
ポート」(50ページ)を参照してください。

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの詳細につい
ては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開いているす
べての Java ア
プリケーショ
ンでテストを
記録して実行
する

開いているすべての Java アプリケーションまたはアプレット
でテストを記録して実行するよう UFT を設定します。
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UI 要素 説明

記録または実
行セッション
の開始時に次
のアプリケー
ションを開く

指定したアプリケーションの詳細を使用して新しい Java アプ
リケーションまたはアプレットを開くよう UFT を設定しま
す。

注:

l この設定は，記録または実行セッションの開始時にどの
Java アプリケーションを開くかを制御します。UFT が認
識するアプリケーションには影響しません。このラジ
オ・ボタンが選択されておりアプリケーションが指定さ
れていなくても，UFT は開いている任意の Java アプリ
ケーションに対して記録，認識，実行が可能です。

l ブラウザ内で Java アプレットを使って作業するとき
は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの
［Web］タブを使用してアプレットが含まれている URL
を開いてください。

アプリケー
ションの詳細

テストを実行する Java アプリケーションの詳細。

l 実行ファイル：特定の実行可能ファイルまたはバッチ・
ファイルを開くように UFT に指示します。

l コマンド・ライン：指定したコマンド・ラインを使用して
アプリケーションを起動するように UFT に指示します。

l 作業ディレクトリ：指定した実行可能ファイルまたはコマ
ンド・ラインを指定したディレクトリから実行するように
UFT に指示します。必ず，ディレクトリの完全パス
（%ProgramFiles%\Java\jre1.6.0\bin など）を指定してくだ
さい。

注:

l EXEPATH_ENV ，CMDLINE_ENV，WORKDIR_ENV テスト環
境変数の値を定義すると，これらの値は，実行セッショ
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UI 要素 説明

ン中は［Java］タブの［実行ファイル］，［コマンド
ライン］，［作業ディレクトリ］ボックスの値に優先し
ます。詳細については，「Java オブジェクト用の記録
と実行の環境変数」(349ページ)を参照してください。

l ［作業ディレクトリ］フィールドには，常に値を入力し
てください。それ以外の場合，UFT では Java アプリ
ケーションを開くことができません。

Java オブジェクト用の記録と実行の環境変数

「［Java］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（344 ペー
ジを参照）の［実行ファイル］，［コマンドライン］，［作業ディレクトリ］
ボックスの値は，Java アプリケーションの詳細を次の変数で定義してオーバーラ
イドできます。

オプション 変数名 説明

実行ファイル EXEPATH_ENV 開くべき実行可能ファイルまたはバッチ・ファ
イル。

コマンド・ラ
イン

CMDLINE_ENV ファイルを開くために使うコマンド・ライン。

作業ディレク
トリ

WORKDIR_ENV 指定されたコマンド・ラインまたは実行可能
ファイルが参照するフォルダ。

環境変数の定義および使用方法の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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第14章: Mobile Add-in - クイック・リファ
レンス
UFT を使用して，HP Mobile Center でホストされる実際のモバイル・デバイス上で
動作するモバイル・アプリケーションの GUI テストを記録および実行できるよう
になりました。

HP Mobile Center はネイティブ HP テクノロジを基盤とし，Sprinter，Unified
Functional Testing，LoadRunner，Performance Center とモバイル・テストを統合し
ます。

デバイスを HP Mobile Center に接続すれば，すぐに Mobile Add-in によるテストを
開始できます。Android または iOS モバイル・オペレーティング・システムを実行
するさまざまなデバイスで，ネイティブ・モバイル・アプリケーションのテスト
を作成および実行できます。

UFT は HP Mobile Center に接続して，HP Mobile Center に接続されているモバイ
ル・デバイスにアクセスします。さらに，このモバイル・デバイス上のアプリ
ケーションと情報をやり取りして，モバイル・デバイス上でテストを実行しま
す。

UFT で Mobile Add-in を使用して，ネイティブ・モバイル・オブジェクトや，モバ
イル・アプリケーション内の Web オブジェクトを操作します。Android モバイ
ル・デバイス上のモバイル Web アプリケーションを操作するには，UFT の Insight
記録機能を使用します。

次の表には，Mobile Add-in に関する基本情報と，UFT でよく使用されるいくつか
の機能との関係についてまとめられています。

注: UFT を HP Mobile Center とともに使用する場合の詳細については，HP
Mobile Center ヘルプ（http://mobilecenterhelp.saas.hp.com/mobilecenter_
help/Default.htm#mobile_on_UFT.htm）の「UFT」の項を参照してください。
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サポート環境 l HP Mobile Center のサポート対象バージョンの詳細ついて
は，UFT のヘルプまたは Unified Functional Testing DVD の
ルート・フォルダからアクセスできる 『HP Unified Functional
Testing 使用可能製品マトリクス』を参照してください。

l サポートされているモバイル・デバイスについては，
HP Mobile Center ヘルプ
（http://mobilecenterhelp.saas.hp.com/）を参照してくださ
い。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Mobile Add-in では，モバイル・アプリケーションでオブジェク
トをテストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メ
ソッド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Mobile」
の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

その他 Mobile Add-in を使用するには，HP Mobile Center がサーバでイン
ストールおよび設定されている必要があります。HP Mobile
Center がセットアップされたら，実際のモバイル・デバイスを
Mobile Center に接続できます。さらに，UFT はモバイル・デバ
イスと通信して，モバイル・アプリケーションのテストを作成
します。

前提条件

アプリケーションを開く アプリケーションには，テストの記録または実行
の開始時に開く，リモート接続ウィンドウを介し
てアクセスします。

アドインの依存関係 なし
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設定

［オプション］ダ
イアログ・ボック
ス

［モバイル］表示枠を使用します。

GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUIテスト］タブ＞［モバイル］ノードを
選択します。

詳細については，「［モバイル］表示枠（［オプション］
ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ） 」(357ペー
ジ)を参照してください。

［記録と実行環境
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

［Mobile］タブを使用します。GUI テストが開いているこ
とを確認して，［記録］＞［記録と実行環境設定］を選択
します。

「［Mobile Tab］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）」(354ページ)を参照してください。

本章の内容

［Mobile Tab］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス） 354

［モバイル］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テス
ト］タブ） 357
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［Mobile Tab］タブ（［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックス）
このダイアログ・ボックスでは，モバイル・アプリケーション上でのテストにつ
いて，接続するデバイスやアプリケーション，またテスト実行前後の UFT の動作
など，個々のテストの実行設定を指定できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Mobile］タブを選択し
ます。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスは，記録
を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，手動
で設定するのでないかぎり，新しいテストの記録を開始す
るたびに自動的に表示されます。

重要な情報 l テストの［記録と実行環境設定］を設定する前に，［オプ
ション］ダイアログ（［ツール］＞［オプション］＞［GUI
テスト］タブ＞［モバイル］表示枠）で，HP Mobile Center
のグローバル接続設定を行う必要があります。

l モバイル・アプリケーションでテストを記録および実行する
には，HP Mobile Center がサーバでインストールおよび設定
されている必要があります。

l 特定のテスト実行において Mobile Add-in を使用する必要がな
い場合は，テストの記録または実行の前に，Mobile Add-in の
［記録と実行環境設定］を無効にしてください。

関連タスクと
概要情報

HP Mobile Center ヘルプ
（http://mobilecenterhelp.saas.hp.com/mobilecenter_
help/Default.htm#mobile_on_UFT.htm）の「UFT」の項を参照
してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

モバイルでは
記録と実行を
行わない

Mobile Add-in がロードされている場合に，UFT が HP Mobile
Center サーバに接続しないようにします。UFT を開いたときに
Mobile Add-in がロードされている場合，現在のテストで Mobile
Add-in が不要であれば，このオプションを選択してリモート・
アクセス・ウィンドウが開かないようにします。

アドイン・ガイド
第14章: Mobile Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 355 ページ



UI 要素 説明

モバイル・ラ
ボに接続され
たデバイスで
記録と実行を
行う

UFT を設定して，指定したアプリケーションおよびデバイスで
テストを実行するようにします。

このオプションを選択する場合は，次の項目を指定してくださ
い。

l テスト対象の［アプリケーション］

l テスト対象の［デバイス］：サポートされているデバイスの
リストについては，HP Mobile Center ヘルプ
（http://mobilecenter.help.saas.hp.com）を参照してくださ
い。

l ［モバイルのバイタル］：モバイル・デバイスの CPU，メモ
リ，空きメモリ，ログに関するデータなど，テスト実行中に
モバイル・デバイスから収集されたデータです。

注: ［モバイルのバイタル］設定はオプションです。

アプリケーションおよびデバイスを初めて選択するときには，
［参照］ボタンをクリックして，適切なアプリケーションやデ
バイスを選択する必要があります。最初の選択後は，ドロップ
ダウン・メニューからアプリケーションやデバイスを選択でき
ます。
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UI 要素 説明

<テスト実行
アプリケー
ションの動作
>

テスト実行前後のアプリケーションの動作を指定します。

次のオプションのいずれかを選択できます。

l 実行前にアプリケーションを再起動

l 実行前にアプリケーションをインストール

注: アプリケーションがすでにモバイル・デバイスにイ
ンストールされている場合，このオプションを選択する
と，テストの実行前にアプリケーションが再インストー
ルされます。

l 実行後にアプリケーションをアンインストール：アプリケー
ションをアンインストールする条件も指定します。

n 実行が成功した場合

注意: このオプションを選択すると，テストのすべて
のステップが正常に実行された場合に，アプリケー
ションはアンインストールされます。
Reporter.ReportEvent ステップを使用して，テストに
組み込まれた内部チェックなどに基づいてエラー・レ
ポートを実行結果に追加していた場合でも，この処理
は実行されます。

n 常に

［モバイル］表示枠（［オプション］ダイア
ログ・ボックス＞［GUIテスト］タブ）
この表示枠では，モバイル・アプリケーションでテストを実行するために，モバ
イル・ラボへの接続用のグローバル設定を定義できます。
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アクセス方法 ［ツール］＞［オプション］＞［API テスト］タブ＞［モバイ
ル］ノードを選択します。

重要な情報 モバイル・アプリケーションでテストを記録および実行するに
は，HP Mobile Center がサーバでインストールおよび設定されて
いる必要があります。

関連タスクと
概要情報

HP Mobile Center ヘルプ
（http://mobilecenterhelp.saas.hp.com/mobilecenter_
help/Default.htm#mobile_on_UFT.htm）の「UFT」の項を参照
してください。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サーバ・アドレス HP Mobile Center をホストす
るサーバのアドレス。この
アドレスは，IP アドレスま
たは DNS アドレスとして入
力できます。アドレスの形
式に関係なく，ポートは必
須です。

<認証情報> HP Mobile Center にアクセス
するための固有の情報。次
の項目を指定する必要があ
ります。

l ユーザ名

l パスワード

アドイン・ガイド
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第15章: Oracle Add-in - クイック・リファ
レンス
UFT Oracle Add-in を使用すると，Oracle アプリケーションと Oracle Forms のオブ
ジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には Oracle Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴と
どう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Web ベースのアドインです。この機能のほとんどは他の
Web ベースのアドインと同じです。

「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を参
照してください。

サポート環境 サポートされる Oracle 環境の詳細については， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）の「Oracle Add-in」の項を参
照してください。

重要な情報 Oracle Add-in での作業

l Oracle Name 属性が一意であることを検証してください。

「Oracle サーバの一意の Name 属性を検証および有効化する
方法」(378ページ)を参照してください。

l Oracle Name 属性を有効にします。

「Oracle Name 属性を有効化する方法」(379ページ)を参照し
てください。
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テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Oracle Add-in では，Oracle アプリケーションでオブジェクトを
テストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Oracle」の
項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Oracle Add-in」(369
ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

Oracle アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前で
も後でも構いません。
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Mozilla
Firefox での
テスト

Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテストするには，次
のいずれかの方法で Unified Functional Testing Extension を有効
にする必要があります。

l Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］画面が表示さ
れる場合，［Unified Functional Testing Extension］を選択して
保持します。

l Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブが開いて
Unified Functional Testing Extension が表示される場合は，
［Allow this installation check box］を選択にして，
［Continue］をクリックします。

それ以外の場合：

a. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選択します。

b. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択します。

c. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機能］ノードを
選択します。

d. Unified Functional Testing Extension 行で，［有効化］ボタ
ンをクリックします。

アドインの依
存関係

l Web Add-in をロードする必要があります。Web Add-in では
Web ベースのフォームがサポートされます。

l Oracle テストまたはビジネス・コンポーネントに Java テス
ト・オブジェクトが含まれている場合は，Java Add-in をロー
ドする必要があります。

設定
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［オプション］ダ
イアログ・ボック
ス

Oracle テストまたはビジネス・コンポーネントに Java テス
ト・オブジェクトが含まれている場合は，Java 表示枠を使
用する必要があります。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUIテスト］タブ＞［Java］ノードを選択
します。

「［Java］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス
＞［GUI テスト］タブ）」(330ページ)を参照してくださ
い。

［記録と実行環境
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

Oracle タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Oracle］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(384ページ)を参照してください。

［テスト設定］ダ
イアログ・ボック
ス
（テストのみ）

l ［Web］表示枠を使用。
(［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参
照してください。

l Oracle テストまたはビジネス・コンポーネントに Java
テスト・オブジェクトが含まれている場合は，Java 表示
枠を使用する必要があります。
(［ファイル］＞［設定］＞［Java］ノード）。

「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(339ページ)を参
照してください。
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［ActiveScreen
キャプチャのカス
タム設定］ダイア
ログ・ボックス
（テストのみ）

［Oracle アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション
領域の［追加設
定］表示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

l テストに Web テスト・オブジェクトが含まれている場
合は，［Web］表示枠を使用します。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

詳細については，「［Web］表示枠（［テストの設定］
/［ビジネス コンポーネントの設定］ダイアログ・ボッ
クス/アプリケーション領域の［追加設定］表示枠）」
(111ページ)を参照してください。

l Oracle テストまたはビジネス・コンポーネントに Java
テスト・オブジェクトが含まれている場合は，Java 表
示枠を使用する必要があります。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Java］を選択します。

「［Java］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス / アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(339ページ)を参
照してください。

（［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Java］表
示枠に示されるオプションは，［アプリケーション領域
の設定］ダイアログ・ボックスで使用できるオプション
と同じです。）

本章の内容

概念 367

Oracle Add-in を使用する際の考慮事項 367

リファレンス 369
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トラブルシューティングと制限事項 - Oracle Add-in 369
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概念

Oracle Add-inを使用する際の考慮事項

l Oracle Add-in をインストールした後に JInitiator 1.1.x のバージョンをインス
トールした場合は，テストまたはビジネス・コンポーネントの記録を開始する
ときに警告が表示されます。UFT では，Oracle Add-in をインストールした後に
インストールした JInitiator 1.1.x のバージョンはサポートされません。この場
合は，Oracle Add-in を修復すると，現在インストールされているすべてのバー
ジョンの JInitiator 1.1.x を完全にサポートできるようになります。詳細につい
ては， 『HP Unified Functional Testing インストール・ガイド』で UFT のインス
トールの修復に関する項を参照してください。

サポートされていないバージョンの JInitiator 1.1.x を使用して Oracle オブジェ
クトに対するアクションを記録しようとすると，UFT では，クリックの座標と
クリックされたマウス・ボタンの情報を含む汎用の WinObject.Click ステートメ
ントが記録されます。

l Oracle Add-in をインストールした後は，アプリケーションは，常に Java のサ
ポートが有効な状態で起動されます。Oracle 環境が正しく開いていることを確
認するには，Java コンソールで次に似た確認メッセージを検査します。

Loading Oracle Support (version x.x build xxx) (Oracle Corporation x.x.x.xx).

詳細については，「動的変換サポート 」(376ページ)を参照してください。

注: UFT Oracle Add-in は，Java ベースの Oracle クライアントだけをサポート
します。Oracle Developer/2000 はサポートされていません。

l Oracle Add-in を使用して Oracle Applications をテストする前に，まず，Oracle
Applications サーバによって割り当てられる Name 属性を有効にする必要があり
ます。詳細については，「Oracle Name 属性を有効化する方法」(379ページ)を
参照してください。

l Oracle Applications サーバは，多くのアプリケーション・オブジェクトに対して
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一意の Name 属性を割り当てます。Oracle Applications サーバの Name 属性は，
Oracle Add-in developer name 認識プロパティで確認することもできます。
developer name 認識プロパティは Oracle オブジェクトを認識するために，UFT
によってほとんどのテスト・オブジェクト記述の中で使用されます。詳細につ
いては，「Oracle Name 属性を有効化する方法」(379ページ)を参照してくださ
い。

l UFT では，テーブル・データは ActiveScreen にテーブルの画像が含まれている
場合でも常にアプリケーション本体からロードされます。このため，テストで
テーブル・チェックポイントを作成する前に，まずアプリケーションでテーブ
ルを開く必要があります。

n すべてのデータがロードされたことを確認するためにテーブルの最後の行ま
でスクロールする必要がある場合があります。

n チェックポイントを作成するときにアプリケーション内でテーブル・オブ
ジェクトが開いていない場合は，［テーブル チェックポイントのプロパ
ティ］ダイアログ・ボックスに［プロパティ］タブのみが表示され，検査す
る情報のタイプ（内容またはプロパティ）を選択するオプションは無効に
なっています。

n 既存のテーブル・チェックポイントを編集するためにアプリケーションで
テーブルを開く必要はありません。

l UFT の機能の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Oracle Add-in

本項には，Oracle add-in に関する一般的な情報と制限事項が記載され，次の項が
含まれています。

l 「Oracle Add-in のインストール 」(369ページ)

l 「テスト・ドキュメントの作成と実行」(371ページ)

l 「記録と実行のオプション」(371ページ)

l 「チェックポイント」(372ページ)

特定のテスト・オブジェクトとメソッドに関連する制限事項については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Oracle」の項を参照してくだ
さい。

Oracle Add-in のインストール

l UFT Oracle Add-in をインストールした後で Oracle JInitiator 1.1.x をインストール
した場合は，新しくインストールされた JInitiator のバージョンで実行されるア
プリケーションをテストするように UFT を修正する必要があります。詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing アドイン・ガイド』を参照してくださ
い。

注: JInitiator 1.1.x 以外の新しい Oracle 環境をインストールした場合は，UFT
Oracle Add-in を再インストールしたり設定し直したりする必要はありませ
ん。
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l UFT Oracle Add-in は，アドインが正常にインストールされ機能しているかを確
認するのに役立つ指標を多数提供しています。次の表では，アドインが正常に
機能していないときに現れる指標について説明し，考えられる解決策を示して
います。

指標 解決策

Oracle Applications を
対象とするテストを
記録または実行でき
ない。

Oracle Add-in がロードされていることを確認します。
詳細については，「UFT アドインの管理方法」(40
ページ)を参照してください。

Java コンソールに，
「Oracle サポートを
ロードしています」
というテキストが含
まれる行が表示され
ない。

お使いの環境の設定が，本章で定義された環境設定と
一致しているか，または設定をオーバーライドしてい
る可能性のあるバッチ・ファイルがないかを確認しま
す。

詳細については，次を参照してください。

n 「Oracle アプリケーションを対象とするテストの記
録」(374ページ)

n 「動的変換サポート 」(376ページ)

Java コンソールに，
「-Xrun library:
jvmhook.dll が見つか
りません」という行
が表示される。

システム・フォルダ（オペレーティング・システムに
応じて WINNT\system32，Windows\System32，または
Windows\SysWOW64）に jvmhook.dll があることを確
認します。
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指標 解決策

UFT を使用して，
Oracle JInitiator バー
ジョン 1.1.X で実行
されている Oracle
Applications を対象に
記録を行うことがで
きない。

Oracle Application が実行されるバージョンの Oracle
JInitiator 1.1.X は，UFT Oracle Add-in をインストール
する前にインストールしておく必要があります。

Oracle Add-in のインストール後に Oracle JInitiator バー
ジョン 1.1.X をコンピュータにインストールした場合
は，Oracle Add-in のインストールを修正する必要があ
ります。詳細については， 『HP Unified Functional
Testing インストール・ガイド』で UFT のインストー
ルの修復に関する項を参照してください。

上記の指標と解決策を確認しても Oracle アプリケーションに対してテストの記
録および実行ができない場合は，HP ソフトウェア・サポートに連絡してくだ
さい。

テスト・ドキュメントの作成と実行

l 記述のためにインデックス・プロパティを必要とするテスト・オブジェクト
（range flexfield オブジェクトなど）は，ActiveScreen からは作成できません。

回避策：オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウで［オブジェクトの追加］ボ
タンを使って，それらのテスト・オブジェクトを Oracle アプリケーションから
直接追加します。

l OracleListOfValues および OracleNotification テスト・オブジェクトに対しては，
ActiveScreen キャプチャはサポートされません。

l Oracle アプリケーションをテストするときには，回復シナリオ・ポップアッ
プ・ウィンドウのトリガ・イベントはサポートされません。

l 複数の Oracle アプリケーション・セッションの同時テストはサポートされませ
ん。

記録と実行のオプション
Oracle アプリケーション・セッション中に［値のリスト］ウィンドウが表示され
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ると，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［テストを閉じるときに
アプリケーションからログアウトする］オプションが機能しません。

チェックポイント

l いつも表示されているわけではないオブジェクト（コンボ・ボックスから開か
れるリストやメニュー項目など）に対するチェックポイントの実行は，完全に
はサポートされていません。

回避策：一時的なオブジェクトに対するチェックポイントが必要な場合は，
チェックポイントを実行する前に，そのオブジェクトが表示されていることを
確認してください。たとえば，コンボ・ボックス・リストの場合は，チェック
ポイントを実行する前に，コンボ・ボックス・ボタンをクリックするステート
メントを挿入する必要があります。

l Oracle アプリケーションをテストしているときに，表示されていないカラムの
値をテーブル・チェックポイントがキャプチャしない場合があります。

回避策：テーブル・チェックポイントを作成する前に，テーブルをスクロール
させて最後のカラムが表示されるようにします。
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概念

Oracle アプリケーションを対象とするテストの記
録

Oracle Applications セッションを対象に記録を行うと，UFT によって，実行した操
作を表すステートメントがテストまたはコンポーネントに挿入されます。UFT
Oracle Add-in では，ボタン，フォーム，ナビゲータ，リスト，ツリーなど特定の
Oracle オブジェクトが認識されます。これらのオブジェクトは，選択または入力
したデータや，親オブジェクト内部のオブジェクトと関連して記録されます。

注: UFT では，［Oracle］タブの選択内容は記録されません。［Oracle］タブの
各オブジェクトは，タブ階層内のオブジェクト・リポジトリ内に含まれていま
す。次に，テストまたはビジネス・コンポーネントが実行されると，UFT に
よってこの階層が使用され，必要に応じて適切なタブに切り替えられます。

UFT によって学習されたオブジェクト階層は 1 つ，2 つ，または 3 つのレベルの
Oracle テスト・オブジェクトで構成されています。ユーザが操作を行った実際の
オブジェクトによっては，そのオブジェクトが第 1 レベルのオブジェクト
（OracleLogon など），第 2 レベルのオブジェクト
（OracleFormWindow.OracleList など），または第 3 レベルのオブジェクト
（OracleFormWindow.OracleTabbedRegion.OracleTable など）として記録される場
合があります。

ユーザが記録するオブジェクトが複数のレベルのオブジェクトに埋め込まれてい
る場合であっても，記録される階層にはこれらのオブジェクトは含まれません。
たとえば，項目を選択した OracleListOfValues オブジェクトが実際に Oracle フォー
ム（Oracle Applications セッションに含まれる）内にあるとしても，記録される階
層は OracleListOfValues のみです。

Oracle オブジェクトのステップの例

Oracle の［ 値のリスト］ウィンドウに含まれている項目の選択を記録する
と，キーワード・ビューは次のようになります。
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UFT によって，エディタに次のように記録されます。

OracleListOfValues("Responsibilities").Select "Assets, Vision Operations (USA)"

テストでの作業
テストの記録を開始するたびに，「［Oracle］タブ（［記録と実行環境設定］ダ
イアログ・ボックス）」（384 ページを参照）を使用して，指定した Oracle
Applications サーバに接続するように UFT を設定できます。または，開いているす
べてのブラウザで記録を行うように UFT を設定することもできます。詳細につい
ては，「Oracle アプリケーションを対象とするテストの記録」(374ページ)を参照
してください。

コンポーネントを使った作業
［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはコンポーネントでは使用しませ
ん。Oracle Applications セッションでビジネス・コンポーネントを記録する場合，
指定された Oracle Applications サーバを開いたり，サーバに接続したりするように
UFT に指定することはできません。手動で開いて接続するか，または（OpenApp
操作または SystemUtil ユーティリティ・オブジェクトおよび OracleLogon テス
ト・オブジェクトを使用して） Oracle Applications サーバを開いて接続するステー
トメントをビジネス・コンポーネント内に含めることができます。［アプリケー
ション］表示枠および［アプリケーション］ダイアログ・ボックスの詳細につい
ては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

Java テスト・オブジェクトの使用
Oracle テストまたはビジネス・コンポーネントの中に，Oracle オブジェクトと
Java オブジェクトの組み合わせが存在する場合があります。このような事例は，
UFT によって Oracle Applications セッションの中に Java アプレットが検出され，
Java テスト・オブジェクト階層を使用して記録されるときに発生します。

Java のテスト・オブジェクト，メソッド，およびプロパティを使用するステップ
は，ほかの標準のステップと同じ方法で編集できます。新しい Oracle テスト・オ
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ブジェクト・モデルを使用して，既存のテストまたはビジネス・コンポーネント
に新しいステップを追加できます。詳細については，Java のオブジェクト，メ
ソッド，およびプロパティの詳細については，Oracle Add-in とともにインストー
ルされる『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Java」の項を参照し
てください。Oracle のオブジェクト，メソッド，およびプロパティの詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Oracle」の項を参照し
てください。

テストまたはビジネス・コンポーネントで使用できるオプションや設定の中に
は，Java テスト・オブジェクトを使用するステップにのみ適用されるものがあり
ます。これらのオプションと設定は，［テストの設定］ダイアログ・ボックス
（［ファイル］＞［設定］＞［Java］ノード）の［Java］表示枠および［オプ
ション］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］
タブ＞［Java］ノード）の［Java］表示枠にあります。詳細については，関連す
る［Java］表示枠で［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。［Java］表示枠
にあるオプションは，テストやビジネス・コンポーネントの中にある Oracle オブ
ジェクトのステップには影響を与えません。

動的変換サポート

Oracle Add-in では，設定を変更せずに，複数の Java 環境（Oracle プラグイン，
JInitiator），およびこれらのバージョン（JInitiator 1.1.8，1.3.1 など）をサポート
するためのメカニズムを使用します。このメカニズムを動的変換サポートといい
ます。

動的変換サポートでは，使用される Java 環境とバージョンに応じて Oracle Add-in
サポート・クラスを調節するために，Java 仮想マシン（JVM）のプロファイラ・
インタフェースが使用されます。

動的変換サポート・メカニズムは，JVM に渡される Xrunjvmhook オプション
（JInitiator 1.3.1.x および Sun プラグイン 1.4.1）または _classload_hook=jvmhook
オプション（JInitiator 1.1.x）によって呼び出されます。このオプションを指定す
ると，Oracle Add-in サポートの一部である JVM フック・プロファイラがすべての
アプリケーションまたはアプレットとともにロードされ，必要なクラスが動的に
変換されて，コンテキスト・センシティブな Oracle サポートが有効になります。

l 動的変換サポート・メカニズムが正しく機能しない場合は，このメカニズムを
無効にして，手動で Oracle 環境を設定して動的変換サポートを使わずに Oracle
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Add-in を使用できます。詳細については，「動的変換サポートを無効にする方
法」(382ページ)を参照してください。

l インクリメンタル・ガベージ・コレクタ（-Xincgc オプション）を使用すると
きは，動的変換サポート・メカニズムはサポートされません。このため，-
Xincgc オプションを使用することが必須の場合は，動的変換サポートを無効に
する必要があります。詳細については，「動的変換サポートを無効にする方
法」(382ページ)を参照してください。
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タスク

Oracle サーバの一意のName属性を検証および有
効化する方法

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(378ページ)

l 「Oracle サーバによる一意の Name 属性の割り当てを可能にする」(378ページ)

1. 前提条件
オブジェクト・スパイを使用し，Oracle アプリケーション内のエディット・
ボックスをいくつかポイントして，developer name 属性を表示します。
developer name が，FORM:BLOCK:FIELD または FORM_BLOCK_FIELD という形式
で，すべて大文字で表示されれば，developer name 属性が正しく提供されて
います。

developer name の値が空の場合，サーバは一意の Name 属性を割り当ててい
ません。Oracle Add-in を使用して Oracle Applications をテストするには，
Oracle サーバによって一意の Name 属性が割り当てられる必要があります。

一意の Name 属性の有効化については，Oracle サーバの管理者に問い合わせて
ください。

2. Oracle サーバによる一意の Name 属性の割り当てを可能にする
a. サーバ設定ファイル（たとえば $OA_HTML/bin/appsweb_UKTRN_

hwu00001.cfg）に次の行を追加します。

otherparams=record=names

b. Oracle サーバを再起動します。
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Oracle Name属性を有効化する方法

このタスクでは，Oracle Add-in を使用して Oracle アプリケーションをテストする
前に，Oracle Applications サーバによって割り当てられる Name 属性を有効にする
さまざまな方法について説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「アプリケーションに直接アクセスするとき Name 属性を有効にする」(379
ページ)

l 「HTML を使用して Oracle アプリケーションを起動するときに Name 属性を有
効にするには，次の手順を実行します。」(379ページ)

l 「Personal Home Page を使用して Forms 6 アプリケーションを起動するときに
Name 属性を有効にする」(380ページ)

アプリケーションに直接アクセスするとき Name 属性を有効にす
る
URL パラメータに record=names を追加します。

例：

http://oracleapps.mydomain.com:8002/dev60cgi/f60cgi?record=names

HTML を使用して Oracle アプリケーションを起動するときに
Name 属性を有効にするには，次の手順を実行します。

1. アプリケーションの開始に使用する起動 HTML ファイルで，次の行を探しま
す。<PARAM name="serverArgs ............ fndnam= APPS">

2. Oracle キー：record=namesを追加します。

例：

<PARAM name="serverArgs" value="module=f:\FNDSCSGN userid=XYZ
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fndnam=apps record=names">

Personal Home Page を使用して Forms 6 アプリケーションを起動
するときに Name 属性を有効にする
Name 属性を有効にするには，ユーザ・レベルで次のシステム・プロファイル・
オプションを設定します。

1. Oracle アプリケーションにサイン・オンして，システム管理者権限を選択し
ます。

2. ［Nav］＞［Profile］＞［System］を選択します。

3. ［Find System Profile Values］フォームで次の手順を行います。

n ［Display: Site and Users］にお使いのユーザ・ログオンが表示されている
ことを確認します。

n %ICX%Launch% を［Profile ］ボックスに入力します。

n ［Find］ボタンをクリックします。

4. ICX: Forms Launcher プロファイルの［Site］ボックスからその値をコピーし
て，［User］ボックスに貼り付けます。［User］ボックスの URL の最後に
&play=&record=namesを追加します。

5. トランザクションを保存します。

6. お使いのユーザ名で再度サイン・オンします。

注: ［ICX: Forms Launcher］プロファイル・オプションがユーザ・レベルで更
新可能になっていない場合は，Application Developer にアクセスして［ICX_
FORMS_LAUNCHER］プロファイルの［Updatable］チェック・ボックスを選択
します。

Oracle 環境変数の設定方法

このタスクでは，UFT Oracle Add-in サポートを組み込んで Oracle アプリケーショ
ンをロードするのに必要な環境設定について説明します。どの環境でも，1 つま
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たは複数の環境変数を Oracle Add-in サポート・クラス・フォルダのパス名に設定
する必要があります。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「Sun プラグイン 1.4.1 および Oracle JInitiator 1.3.1.x」(381ページ)

l 「Oracle JInitiator 1.1.x」(381ページ)

Sun プラグイン 1.4.1 および Oracle JInitiator 1.3.1.x
_JAVA_OPTIONS 環境変数を次のように設定します。

-Xrunjvmhook
-Xbootclasspath/a:"<UFT インストール・フォルダ>\bin\java
shared\classes";"<UFT インストール・フォルダ>\bin\java_sharedclasses\jasmine.jar"

上記の変数は 1 行（改行なし）で指定する必要があります。

注:

このコマンド内でショート・パスを使用することもできます。例：

-Xrunjvmhook -Xbootclasspath/a:C:\PROGRA~2\HP\UNIFIE~1\bin\JAVA_
S~1\classes;C:\PROGRA~2\HP\UNIFIE~1\bin\JAVA_S~1\classes\jasmine.jar

この例では，UFT は，Windows 7 コンピュータの標準設定のインストール・
フォルダ（C ドライブの Program Files）にインストールされます。PROGRA~2
は，Program Files (x86) フォルダ（64 ビット・オペレーティング・システムの
Program Files フォルダ）を示します。

Oracle JInitiator 1.1.x
_classload_hook 環境変数を jvmhook に設定します。

アドイン・ガイド
第16章: Oracle Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 381 ページ



動的変換サポートを無効にする方法

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「動的に変換されたクラスの保存」(382ページ)

l 「動的変換サポートの無効化 」(383ページ)

このタスクでは，動的変換サポート・メカニズムが正しく機能しない場合に，動
的変換サポートを無効にする方法について説明します。

動的に変換されたクラスの保存

1. Oracle アプリケーションを準備のために起動したときに生成される，動的に
変換されたクラスを保存するフォルダを指定します。

これを行うには，次の手順を実行します。

a. レジストリ・エディタを開きます（［スタート］＞［ファイル名を指定し
て実行］を選択し［名前］ボックスに regedit と入力して［OK］をクリッ
ク）。

b. HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Mercury Interactive\JavaAgent にある
JavaAgent 主キーに移動します。

c. ClassesDumpFolder という名前の新しい文字列値を定義して，その値データ
を C:\JavaSupportClasses など，コンピュータ上の既存のフォルダ（空であ
ることが好ましい）に設定します。

d. ClassesDumpFolder 文字列値がすでに存在する場合は，その値データをコン
ピュータ上の既存のフォルダに変更できます。

2. -Xincgc オプションを使用している場合は，JVM フック・プロファイラで必要
なクラスを変換，保存できるように，このオプションをコマンド・ラインか
ら一時的に削除します。次の手順を実行した後に，このオプションをコマン
ド・ラインに再び追加できます。

3. アプレットまたはアプリケーションを起動して，基本操作をいくつか実行し
ます。これにより，必要なすべてのクラスが変換，保存されます。アプリ
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ケーションを閉じます。これで，動的に変換されたすべてのクラスが，前の
手順で指定したフォルダ（C:\JavaSupportClasses など）に保存されました。

動的変換サポートの無効化
Sun プラグイン 1.4.1 および JInitiator 1.3.1.x

1. Xrunjvmhook オプションを _JAVA_OPTIONS 環境変数から削除します。

2. 代わりに次のオプションを追加します。
Xbootclasspath/p:<ClassesDumpFolder>\Final。ここで，<ClassesDumpFolder>
は，動的に変換されたクラスが保存されたフォルダの値
（C:\JavaSupportClasses など）で，Final サブフォルダを後に続けます。たとえ
ば，変更後は _JAVA_OPTIONS 環境変数は次のようになります。

-Xbootclasspath/p:C:\JavaSupportClasses\Final -
Xbootclasspath/a:"%ProgramFiles%\HP Software\Unified Functional
Testing\bin\java_shared\classes";

Initiator 1.1.x の場合：

1. 環境変数を削除して，_classload_hook オプションを JDK 設定から削除しま
す。

2. Final サブフォルダを後ろに付加して，クラスを <ClassesDumpFolder> から
JInitiator 1.1.x クラス・フォルダに手動でコピーします。ここで，
<ClassesDumpFolder> は，動的に変換されたクラスが保存されたフォルダの値
です（C:\JavaSupportClasses など）。JInitiator 1.1.x クラス・フォルダ
は，%ProgramFiles%\Oracle\JInitiator 1.1.x\classes にあります。
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リファレンス

［Oracle］タブ（［記録と実行環境設定］ダイア
ログ・ボックス）

このタブでは，記録または実行セッションを開始したときに Oracle Applications
サーバに接続して指定した Oracle Applications セッションを開くかどうかを指定で
きます。特定のサーバに接続するように選択した場合は，記録または実行セッ
ションを開始するたびに UFT が（ログイン・ステップを記録せずに）そのサーバ
に自動的にログオンするための詳細を指定できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Oracle］タブを選択し
ます。

注: 記録と実行環境設定を変更せずに記録を開始した場合
は，（［記録］をクリックするか，［記録］＞［記録］を
選択して）新しいテストの記録を開始すると，［記録と実
行環境設定］ダイアログ・ボックスが自動的に開きます。

重要な情報 UFT Oracle Add-in と Web Add-in のみをロードした場合は，［記
録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスには［Oracle］タ
ブ，［Web］タブ，および［Windows Applications］タブのみが
表示されます。ほかのアドインをロードした場合は，対応する
タブも（もしあれば）表示されます。

関連タスク l 「Oracle サーバの一意の Name 属性を検証および有効化する
方法」(378ページ)

l 「Oracle Name 属性を有効化する方法」(379ページ)

l 「Oracle 環境変数の設定方法」(380ページ)

l 「動的変換サポートを無効にする方法」(382ページ)

参照 l 「Oracle アプリケーションを対象とするテストの記録」(374
ページ)

l 「動的変換サポート 」(376ページ)

l 「Oracle Add-in を使用する際の考慮事項 」(367ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開いているす
べての Oracle
アプリケー
ションでテス
トを記録して
実行する

開いているすべての Oracle アプリケーションでテストを記録
して実行するよう UFT を設定します。

記録または実
行セッション
の開始時に次
のアプリケー
ションを開く

指定した URL アドレスの Oracle Applications サーバに接続する
よう UFT を設定します。

注: この設定は，記録または実行セッションの開始時にど
のアプリケーションを開くかのみを制御します。UFT が認
識するアプリケーションには影響しません。このラジオ・
ボタンが選択されておりアプリケーションが指定されてい
なくても，UFT は開いている任意の Oracle アプリケーショ
ンに対して記録，認識，実行が可能です。

アドレス 接続先となる Oracle Applications サーバの URL を指定します。

自動ログイン 指定したユーザ名とパスワードを使用して，指定した Oracle
Applications サーバにログオンするよう UFT を設定します。

［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケーショ
ンを開く］が選択されているときのみ有効になります。

自動ログイン機能は，Java インタフェースでのログインでの
み機能します。Web インタフェースを介して Oracle アプリ
ケーションにログインする場合は，自動ログイン機能は使用
できません。

ユーザ名 指定したサーバへのログオン時に使用するユーザ名です。

［自動ログイン］を選択したときだけ有効になります。

アドイン・ガイド
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UI 要素 説明

パスワード 指定したユーザ名に対応するパスワードです。

［自動ログイン］を選択したときだけ有効になります。

テストを閉じ
るときにアプ
リケーション
からログアウ
トする

テストを閉じるときに［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスで指定された Oracle Applications セッションからログ
アウトするよう UFT を設定します。

［自動ログイン］を選択したときだけ有効になります。

テストを閉じ
るときにブラ
ウザを閉じる

テストを閉じるときにテストが記録されたブラウザを閉じる
よう UFT を設定します。

［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケーショ
ンを開く］が選択されているときのみ有効になります。

Oracle の記録と実行の環境変数

記録と実行の環境変数を使用して，テストの記録と実行に使用するアプリケー
ションを指定できます。これらの変数は，自動スクリプト用の外部ライブラリ・
ファイルでも使用できます。

これらの記録と実行の環境変数を定義した場合，それらの値は，「［Oracle］タ
ブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（384 ページを参照）に
ある対応する各ボックスの値に優先します。詳細については，「Oracle アプリ
ケーションを対象とするテストの記録」(374ページ)を参照してください。

次の表に示す変数名を使用して，Oracle の記録と実行の変数を定義できます。

UI 要素 変数名 説明

アドレス ORACLE_URL_
ENV

接続先となる Oracle Applications サーバの
URL です。

アドイン・ガイド
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UI 要素 変数名 説明

自動ログイン ORACLE_
AUTO_LOGIN_
ENV

Oracle Applications サーバに自動的にログオ
ンするよう UFT を設定します。

取り得る値：

l True

l False

ユーザ名 ORACLE_
USER_NAME_
ENV

指定したサーバへのログオン時に使用する
ユーザ名です。

パスワード ORACLE_
PASSWORD_
ENV

指定したユーザ名に対応するパスワードで
す。

テストを閉じる
ときにアプリ
ケーションから
ログアウトする

ORACLE_
LOGOUT_ENV

テストを閉じるときに「［Oracle］タブ
（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」（384 ページを参照）で指定
された Oracle Applications セッションからロ
グアウトするよう UFT を設定します。

取り得る値：
True
False

テストを閉じる
ときにブラウザ
を閉じる

ORACLE_
CLOSE_
BROWSER_
ENV

テストを閉じるときにテストが記録された
ブラウザを閉じるよう UFT を設定します。

取り得る値：
True
False

環境変数の定義および使用方法の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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第17章: PeopleSoft Add-in - クイック・リ
ファレンス
UFT PeopleSoft Add-in を使用すると，PeopleSoft ユーザ・インタフェース・オブ
ジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には PeopleSoft Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特
徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Web ベースのアドインです。この機能のほとんどは他の
Web ベースのアドインと同じです。

「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を参
照してください。

サポート環境 サポートされる PeopleSoft 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または 「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「PeopleSoft Add-in」
の項を参照してください。

重要な情報 「PeopleSoft Add-in を使用する際の考慮事項」(394ページ)を参
照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

PeopleSoft Add-in では，PeopleSoft アプリケーションでオブジェ
クトをテストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メ
ソッド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「PeopleSoft」の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - PeopleSoft Add-in」(396
ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

PeopleSoft アプリケーションを開く前に UFT を開く必要があり
ます。
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Mozilla
Firefox での
テスト

Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテストするには，次
のいずれかの方法で Unified Functional Testing Extension を有効
にする必要があります。

l Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］画面が表示さ
れる場合，［Unified Functional Testing Extension］を選択して
保持します。

l Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブが開いて
Unified Functional Testing Extension が表示される場合は，
［Allow this installation check box］を選択にして，
［Continue］をクリックします。

それ以外の場合：

a. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選択します。

b. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択します。

c. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機能］ノードを
選択します。

d. Unified Functional Testing Extension 行で，［有効化］ボタ
ンをクリックします。

アドインの依
存関係

Web Add-in をロードする必要があります。

設定

［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

詳細については，「［Web］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参照し
てください。

アドイン・ガイド
第17章: PeopleSoft Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 392 ページ



［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

Web タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(116ページ)を参照してください。

［テスト設定］ダイ
アログ・ボックス
（テストのみ）

［Web］表示枠を使用。
(［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領
域の［追加設定］表
示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

本章の内容

概念 394

PeopleSoft Add-in を使用する際の考慮事項 394

リファレンス 396

トラブルシューティングと制限事項 - PeopleSoft Add-in 396
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概念

PeopleSoft Add-inを使用する際の考慮事項

l PSFrame オブジェクトの学習時または PSFrame オブジェクトを含む Web ペー
ジの学習時には，次の子オブジェクトが自動的にフィルタによって除外され，
オブジェクト・リポジトリに追加されません。

n WebElement

n WebTable

n 「Plain Image」タイプの画像

n タイプが「Image Link」の画像

フィルタによって自動的に除外されるオブジェクトを追加する必要がある場合
は，目的のオブジェクトを［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスで選
択することにより手動で追加できます。

l PeopleSoft Add-in は，PeopleSoft のフレームを識別するために，カスタマイズ
された PSFrame テスト・オブジェクトを提供します。PSFrame オブジェクト
は，テスト・オブジェクトの記述やオブジェクト名を生成するアルゴリズムが
Web の Frame オブジェクトと異なります。このカスタマイズによって，
PeopleSoft のテストが読みやすく，管理しやすいものになります。

l PeopleSoft Add-in は，Web テスト・オブジェクトを使って PeopleSoft アプリ
ケーション内のほかのすべてのオブジェクトを識別します。

PeopleSoft および Web テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティの詳細に
ついては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「PeopleSoft」お
よび「Web」の項を参照してください。
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l Web イベントを記録するため，UFT は PSFrame テスト・オブジェクトの子オブ
ジェクトである Web テスト・オブジェクトを PeopleSoft オブジェクトとして扱
い，これらのオブジェクトを記録するときに PeopleSoft のイベント設定 XML
ファイルの設定を適用します。

Web イベント記録設定の詳細については，「Web ベース・アプリケーションの
イベント記録の設定」(59ページ)を参照してください。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - PeopleSoft
Add-in

l 英語以外の UI のサーバでは，ActiveScreen が正しく機能しないことがありま
す。

l テストの記録中に検索操作をアクティブにするために ENTER キーを使用する
と，テスト実行時に UFT がその操作を想定どおりに実行しない場合がありま
す。

回避策：マウスで［検索］ボタンをクリックして検索をアクティブにします。

l 操作を実行するためにキーボード・ショートカット・キーを記録中に使用する
ことはサポートされていません。
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第18章: PowerBuilder Add-in - クイック・
リファレンス
UFT PowerBuilder Add-in を使用すると，PowerBuilder ユーザ・インタフェース・オ
ブジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には PowerBuilder Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の
特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされる PowerBuilder 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または 「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「PowerBuilder Add-
in」の項を参照してください。

重要な情報 「PowerBuilder Add-in を使用する際の考慮事項 」(401ページ)を
参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

PowerBuilder Add-in では，PowerBuilder アプリケーションでオ
ブジェクトをテストするときに使用できるテスト・オブジェク
ト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「PowerBuilder」の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「PowerBuilder Add-in を使用する際の考慮事項 」(401ペー
ジ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングおよび制限事項 - PowerBuilder Add-
in」(403ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケーショ
ンを開く

PowerBuilder アプリケーションを開くタイミングは，UFT を
開く前でも後でも構いません。

設定

［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(139
ページ)を参照してください。
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［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［指定
したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジオ・
ボタンを選択している場合，この設定はオブジェクト・ス
パイなどの指差し操作によって認識されるアプリケーショ
ンにも適用（制限）されます。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。

アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［アプリケーション］を選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプリ
ケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

概念 401

PowerBuilder Add-in を使用する際の考慮事項 401

リファレンス 403

トラブルシューティングおよび制限事項 - PowerBuilder Add-in 403
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概念

PowerBuilder Add-inを使用する際の考慮事項

PowerBuilder Add-in は，カスタマイズされたメソッドとプロパティを持つ
PbDataWindow テスト・オブジェクトを提供しており， の DataWindow コントロー
ルをテストするときに役に立ちます。

l DataWindow コントロールでチェックポイントまたは出力値ステップを挿入す
ると，UFT によってテーブルとして処理され，［テーブルチェックポイントの
プロパティ］または［テーブル出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックスが
開かれます（ビジネス・コンポーネントではサポートされていません）。これ
により，テーブルの内容およびオブジェクト・プロパティの値を確認または取
得できます。

l 記録セッション中に DataWindow コントロールでチェックポイントまたは出力
値ステップを挿入すると，［プロパティ］タブで確認または取得できるプロパ
ティには，DataWindow コントロールの内部属性（DataWindow.color など）お
よび認識プロパティ（enabled や focused など）が含まれます。

ダイアログ・ボックスで利用できる DataWindow の内部属性は，
DataWindow.Describe（「DataWindow.attributes」）ステートメントを実行する
と返されるプロパティの一覧と同じです。テーブルの内部オブジェクト
（DataWindow.Describe（「DataWindow.objects」）ステートメントを使用して
取得できるオブジェクト）のプロパティは，この一覧では利用できません。

l 編集時に（ActiveScreen から，または ActiveScreen データをキャプチャする手
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順で）DataWindow コントロールでチェックポイントまたは出力値ステップを
挿入する場合は，認識プロパティのみを一覧で利用できます。

DataWindow テスト・オブジェクトの詳細については，『HP UFT Object Model
Reference for GUI Testing』の「PowerBuilder」の項を参照してください。

アドイン・ガイド
第18章: PowerBuilder Add-in - クイック・リファレンス
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リファレンス

トラブルシューティングおよび制限事項 -
PowerBuilder Add-in

PowerBuilder アプリケーションのツールバーを対象とした学習および記録で，UFT
は PbToolbar テスト・オブジェクトを記録しなくなりました。代わりに，
PbObject.Click ステップを記録します。PbToolbar テスト・オブジェクトは，UFT の
ダイアログ・ボックスおよびドキュメントには含まれなくなりました。

過去のオブジェクト・リポジトリに存在する PbToolbar テスト・オブジェクトは
認識され，サポートされますが，CheckItem，GetContent，GetItem，
GetItemProperty，GetItemCount，GetSelection，Press，ShowDropDown，
WaitItemProperty などのツールバー固有のメソッドは，このオブジェクトについ
てサポートされません。これを解決するには，ツールバー・ステップに対して
PbObject テスト・オブジェクトを使用するようにオブジェクト・リポジトリおよ
びテストを更新する必要があります。
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第19章: Qt Add-in - クイック・リファレン
ス
モバイル・デバイス用の Qt フレームワークを使用して開発されたユーザ・インタ
フェース・オブジェクト（コントロール）をテストするために UFT で提供されて
いる Qt テスト・サポートを使用できます。

次の表には Qt テスト・サポートに関する基本情報および，よく使用される UFT の
特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

Qt Add-in は Windows ベースのアドインです。この機能のほとん
どは他の Windows ベースのアドインと同じです。

詳細については，「Windows ベース・アプリケーションのサ
ポート」(133ページ)を参照してください。

重要な情報 「考慮事項 - Qt Add-in」(408ページ)

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Qt Add-in では，Windows の標準のテスト・オブジェクト，メ
ソッド，プロパティのサブセットを使用します。これらは Qt
アプリケーションのオブジェクト（コントロール）をテストす
る際に使用できます。詳細については，『HP UFT Object Model
Reference for GUI Testing』の「Standard Windows」の項を参照
してください。

サポートされている Qt コントロールのリストは，「考慮事項 -
 Qt Add-in」(408ページ)を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

Qt アプリケーションを開く前に UFT を開いてください。

アドインの依
存関係

なし

低レベル記録 Qt コントロールで低レベル記録を有効にするには，最初に
WinObject テスト・オブジェクト・クラスのオブジェクト認識
プロパティ・リストを次のように変更する必要があります。

l regexpwndtitle プロパティを必須プロパティ・リストに追加
します。

l object class プロパティを補足プロパティ・リストの上に移
動し，text プロパティより前に学習されるようにします。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・
ガイド』の［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスに関
する項を参照してください。

設定

［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テス
ト］タブ）」(139ページ)を参照してください。

アドイン・ガイド
第19章: Qt Add-in - クイック・リファレンス
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［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用。
(［実行］＞［実行の設定］または［記録］＞［記録の設
定］)

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックス）」(157ページ)を参照してく
ださい。

注: UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスの［Windows Applications］タブの設定を変
更した後に開いたアプリケーションの Qt オブジェク
トだけを認識します。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアロ
グ・ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領
域の［追加設定］タ
ブ
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Java］ノードを選択しま
す。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 の
アプリケーション表示枠に関する項を参照してくださ
い。

本章の内容

考慮事項 - Qt Add-in 408

アドイン・ガイド
第19章: Qt Add-in - クイック・リファレンス
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考慮事項 - Qt Add-in
Qt Add-in サポートは，標準 Windows テスト・オブジェクトを使用して提供されて
います。次の表に，サポートされている各 Qt コントロールとそれに対応する標準
Windows テスト・オブジェクトを示します。

Qt コントロール 標準Windows テスト・オブジェクト

QCheckBox WinCheckBox

QComboBox WinComboBox

QComboBoxPrivateContainer Window

QExpandingLineEdit WinEdit

QLabel Static

QLineEdit WinEdit

QListWidget WinList

QMenu Window

QMenuBar WinToolBar

QPlainTextEdit WinEditor

QPushButton WinButton

QRadioButton WinRadioButton

QSpinBox WinSpin

QTabWidget WinTab
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Qt コントロール 標準Windows テスト・オブジェクト

QToolButton WinButton

QTreeWidget WinTreeView

アドイン・ガイド
第19章: Qt Add-in - クイック・リファレンス
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第20章: Add-in for SAP Solutions - 概要
UFT Add-in for SAP Solutions を使用すると，SAP GUI for Windows アプリケーション
と Web-based SAP アプリケーションのユーザ・インタフェース・オブジェクト
（コントロール）をテストできます。これらのオブジェクトを対象としたテスト
やビジネス・コンポーネントの作成と実行，およびプロパティの検査が可能で
す。

テストまたはビジネス・コンポーネントを作成したら，チェックポイントの追
加，出力値の取得，値のパラメータ化によってテストを拡張できます。必要に応
じて，SAP GUI for Windows，または SAP Web オブジェクト，メソッド，プロパ
ティを追加することもできます。

本項の内容

l 「Web ベース SAP サポート」(412ページ)

l 「Windows ベース SAP サポート」(433ページ)
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第21章: Web ベース SAPサポート
本項の内容

「Web ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(412ページ)

「Web ベース SAP サポート - テストと設定」(425ページ)

WebベースSAPサポート -クイック・リファ
レンス
Web-based SAP アプリケーション内のユーザ・インタフェース・オブジェクト
を，UFT Add-in for SAP Solutions で提供されている SAP Web テスト・サポートを使
用してテストすることができます。これらのアプリケーションには，SAP
Enterprise Portal，Internet Transaction Server，SAP Customer Relationship
Management (CRM)，Interaction Centre Web Client が含まれています。

次の表には Web-based SAP 環境に関する基本情報および，よく使用される UFT の
特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

Web ベース SAP テスト・サポートは，ほかの Web ベースのア
ドインと似ています。

詳細については，「Web ベース・アプリケーションのサポー
ト」(50ページ)を参照してください。
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サポート環境 サポートされる Web ベース SAP 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「Add-in for
SAP Solutions」の項を参照してください。

注: Firefox は SAPUI5 デスクトップ・アプリケーションのテ
ストではサポート対象ですが，その他の Web ベース SAP 環
境のテストではサポート対象外です。

アドイン・ガイド
第21章: Web ベース SAP サポート
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重要な情報 l Web-based SAP アプリケーションを対象とするテストを開始
する前に，必要な記録設定を定義できます。これにより，
UFT が記録を行うブラウザを指定したり，環境変数を指定し
たり，パフォーマンスを最適化するのに必要な Web オプ
ションを選択したりできます。詳細については，「［SAP］
タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」
(475ページ)を参照してください。

l UFT Add-in for SAP Solutions がロードされると，UFT は Web
ベース（Web Add-in も必要）および Windows ベース両方の
SAP アプリケーションのオブジェクトを学習し，ステップを
実行できます。

n SAP GUI for Windows アプリケーションを対象とするテスト
とビジネス・コンポーネントの記録と実行については，
「SAP GUI for Windows を対象とする低レベルまたはアナロ
グ・モードの記録」(464ページ)および「SAP GUI for
Windows 記録セッション中の標準 Windows コントロール
の記録方法」(473ページ)を参照してください。

n HTML からの SAP GUI の使用の詳細については，「SAP GUI
for HTML を使用する際の考慮事項」(426ページ)を参照し
てください。

l SAPUI5 Add-in は Add-in for SAP Solutions をインストールした
場合にインストールされますが，Web Add-in の子アドインと
してサポートされています。SAPUI5 オブジェクトを使用す
るには，アドイン・マネージャで，Web Add-in の下にある
SAPUI5 Add-in を選択します。さらに，アプリケーションに
含まれているその他の SAP オブジェクトをサポートするに
は，Add-in for SAP Solutions を選択します。

アドイン・ガイド
第21章: Web ベース SAP サポート
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テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Add-in for SAP Solutions では，Web-based SAP アプリケーション
でオブジェクトをテストするときに使用できるテスト・オブ
ジェクト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細
については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』
の「SAP Web」の項を参照してください。

注: SAPUI5 アプリケーションを使用する場合は，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の「SAPUI5」の項で
「Web Child Add-ins」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「SAP GUI for HTML を使用する際の考慮事項」(426ページ)を
参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Web ベースの SAP」
(420ページ)を参照してください。

前提条件

アドイン・ガイド
第21章: Web ベース SAP サポート
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アプリケー
ションを開く

l Web ベースの SAP アプリケーションを開く前に，UFT を開き
ます。

l HTML オブジェクトを含む SAP GUI アプリケーションで作業
している場合，UFT を開く前にアプリケーションにログオン
することが可能です。ただし，HTML オブジェクトを含むト
ランザクションにナビゲートする前に UFT を開かなければな
りません。

l SAP GUI for HTML，Interaction Centre Web Client (ICWC) アプリ
ケーション，Customer Relationship Management (CRM) アプリ
ケーションに対して，SAP のサーバおよびクライアントを適
切に設定したことを確認してください。

「SAP GUI for Windows のサポートを有効にする方法」(466
ページ)を参照してください。

アドイン・ガイド
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Mozilla
Firefox での
テスト

Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテストするには，次
のいずれかの方法で Unified Functional Testing Extension を有効
にする必要があります。

l Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］画面が表示さ
れる場合，［Unified Functional Testing Extension］を選択して
保持します。

l Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブが開いて
Unified Functional Testing Extension が表示される場合は，
［Allow this installation check box］を選択にして，
［Continue］をクリックします。

それ以外の場合：

a. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選択します。

b. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択します。

c. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機能］ノードを
選択します。

d. Unified Functional Testing Extension 行で，［有効化］ボタ
ンをクリックします。

アドインの依
存関係

Web Add-in をロードする必要があります。

設定

［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボタンを
選択します。

「Web ベース SAP サポート - テストと設定」(425ページ)を参
照してください。

アドイン・ガイド
第21章: Web ベース SAP サポート
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［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

l ［SAP］タブ（［記録］＞［記録と実行環境設定］）を使用
して，SAP GUI Client for SAP GUI for HTML または Interaction
Centre Web Client（ICWC）アプリケーションに接続します。
これは ICWC が SAP GUI Client の内部から開くためです。

「SAP GUI for Windows のサポートを有効にする方法」(466
ページ)を参照してください。

l ［Web］タブ（［記録］＞［記録の設定］）を使用して，各
記録および実行セッションの開始時に UFT に特定の URL と
ブラウザを使用して Web ベースの SAP アプリケーションま
たは SAP Enterprize Portal を開くよう設定できます。また
は，開いているすべてのブラウザで記録して実行するよう
に UFT を設定することもできます。

「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(116ページ)を参照してください。

［テスト設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Web］表示枠を使用。
（［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネ
ントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領域の
［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照してください。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Web］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。

アドイン・ガイド
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アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［Web］を選択します。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポーネ
ントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領域の
［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照してください。

［Web イベン
ト記録の設
定］ダイアロ
グ・ボックス

Add-in for SAP Solutions をロードすると，「［Web イベント記
録の設定］ダイアログ・ボックス」(805ページ)（［記録］＞
［Web イベント記録の設定］）が自動的にカスタマイズされま
す。Web イベントの設定を変更する必要はありません。

本項の内容

トラブルシューティングと制限事項 - Web ベースの SAP 420

アドイン・ガイド
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トラブルシューティングと制限事項 - Webベース
のSAP

本項には，Web ベースの SAP Add-in に関するトラブルシューティングと制限事項
の情報が記載され，次の項が含まれています。

l 「一般」(420ページ)

l 「SAPUI5 オブジェクト」(421ページ)

l 「SAP Enterprise Portal」(422ページ)

l 「SAP GUI for HTML—Internet Transaction Server（ITS） 」(423ページ)

l 「ActiveScreen の使用 」(424ページ)

l 「Web ベースの CRM システム」(424ページ)

一般

l UFT Add-in for SAP Solutions がロードされているときに，ほかの Web ベース・
アドインを使用することはお勧めできません。Add-in for SAP Solutions は一部の
Web 構成の設定を変更するため，ほかのアドインやアプリケーションに影響を
与える可能性があります。

l テーブル・コントロールに対してステップの記録と実行を行う場合，クライア
ントに表示されているテーブルの内容だけが実際に使用可能です。

l 実行セッション中に，SAP プラットフォームの応答にかかる時間が，UFT が対
応するステップを実行する時間よりも長くなる場合があります。

回避策：該当するステップの前に Wait ステートメントを置きます。

l 場合によっては，SAPEdit，SAPNavigationBar，または SAPPortal でテストを実
行すると，「オブジェクトが見つかりません」というエラー・メッセージが表
示されることがあります。

回避策：次のいずれかを実行します。
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n オブジェクトのプロパティが一意であり，かつ正しいことを確認します。

n レジストリを次のように変更します。

32 ビット・コンピュータの場合：HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Mercury
Interactive\QuickTestProfessional\MicTest\AbortIfHangInSendData キーで，
DWORD の値を 0 に設定します。

64 ビット・コンピュータの場合：HKEY_LOCAL_
MACHINE\Software\Wow6432Node\Mercury
Interactive\QuickTestProfessional\MicTest\AbortIfHangInSendData キーで，
DWORD の値を 0 に設定します。

SAPUI5 オブジェクト

l SAPUI5 テスト・オブジェクトに対してテストまたはコンポーネントを実行する
場合，一部のオブジェクトのアプリケーション警告メッセージが表示されませ
ん。

回避策：次のいずれかを実行します。

n 警告メッセージに対して実行する必要があるステップがテストに含まれない
ようにします。

n 警告を発生するオブジェクトに対する If ステートメントをテストに追加し
て，警告が存在するかどうかを確認します。

l Firefox の使用時は，SAPUI5 Add-in がサポートするのはデスクトップ・アプリ
ケーションだけです。次のコントロール・ライブラリのコントロールがサポー
トされています。

n sap.ui.commons

n sap.ui.ux3

n sap.ui.table

l Add-in for SAP Solutions を Web Add-in および SAPUI5 Add-in とともにロードして
いて，追加のオブジェクトを別のオブジェクト内に埋め込んだ場合（テーブ
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ル・オブジェクト内のリンクなど），この埋め込みオブジェクトは UFT では認
識されません。

回避策：

n Web Add-in と SAPUI5 Add-in をロードしますが，Add-in for SAP Solutions は
ロードしません。

n 記録後，埋め込みオブジェクトをテストに手動で追加します。

l SAPUI5 アプリケーションに，ネストされたテーブル・オブジェクトが含まれて
いる場合，ネストされたテーブル・オブジェクトにチェックポイントを挿入す
ると，親 SAPUITable オブジェクトのみが表示されます。

回避策：ネストされた WebTable オブジェクトを選択して，親 SAPUITable オブ
ジェクトのチェックポイントではなく，WebTable オブジェクトのチェックポイ
ントを作成します。

SAP Enterprise Portal

l iView オプションに対する操作と SAP Enterprise Portal のタイトル・バー内にあ
るオブジェクトに対する操作は，iView オブジェクトに対する SAP 操作ではな
く Frame オブジェクトに対する Web 操作として記録されます。

l 最小化されたり折りたたまれた iView は，正しく認識されない場合がありま
す。

l 場合によっては，テスト実行中に複数のブラウザが開いているときに，UFT が
一部のオブジェクトを正しく識別できないことがあります。

回避策：［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウで，Browser テスト・オブ
ジェクトの［スマート認識を有効にする］チェック・ボックスの選択を解除し
ます。将来のテスト記録のために，［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボッ
クスでも Browser テスト・オブジェクトの［スマート認識を有効にする］オプ
ションを無効にする必要があります。

l 場合によっては，SAP Enterprise Portal 内のフレームが iView オブジェクトでは
なく Web Frame オブジェクトとして認識されることがあります。その一部の
ケースでは，フレーム名が動的に生成されています。Web Frame オブジェクト
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はオブジェクトを識別するために name プロパティを使用するので，テストの
実行時に UFT がオブジェクトを認識できるようにするために，記録された
name の値を修正して，適切な正規表現を使用するようにしなければなりませ
ん。

SAP GUI for HTML—Internet Transaction Server（ITS）

l SAP Web テーブル・セル内のオブジェクトに対してオブジェクト・スパイを使
用するかチェックポイントを作成しているときに，そのオブジェクトに対して
まだクリックが実行されていない場合，UFT はそのオブジェクトを WebElement
として（適切な SAP Web オブジェクトではなく）認識することがあります。

回避策：SAP Web テーブル・セル内のオブジェクトに対してオブジェクト・ス
パイを使用したりチェックポイントを作成したりする前に，そのオブジェクト
をクリックします。

l SAP GUI for HTML テーブルのスクロール・バーをドラッグする操作は記録され
ません。

回避策：SAP GUI for HTML テーブル内のスクロールは，スクロール・ボタンを
クリックすると記録できます。代わりに，ステップ・ジェネレータかエディタ
を使用して，SAPTable.Object.DoScroll("up") または SAPTable.Object.DoScroll
("down") ステートメントをテストに挿入することもできます。

l 使用するブラウザ・ウィンドウのサイズによっては，ツールバー・ボタンの外
見が異なったり，ツールバー・ボタンが表示されたりされなかったりすること
があります。

回避策：テストを記録するときと実行するときに，ブラウザ・ウィンドウのサ
イズを同じに保ち，その結果メニューの外見が変わらず維持されるようにしま
す。

l SAP Enterprise Portal iView 内の ITS フレームに対してテストを実行するとき
に，ITS メニューが正しく動作しない場合があります。

回避策：iView のサイズを大きくするか，［オブジェクト同期化のタイムアウ
ト］の値を増やすか，その両方を行ってから，テストを再び実行します。
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l SAPList オブジェクトの記録では，リストのボタン部分ではなく入力部分をク
リックしないと，UFT でオブジェクトを認識できません。

ActiveScreen の使用

l テストの記録中にキャプチャされた HTML ページの全体を ActiveScreen が表示
しないことがあります。

回避策：その HTML ページのサイズにぴったり合うように，ActiveScreen のサ
イズを変更します。

l SAP Enterprise Portal アプリケーションをテストする場合は，ActiveScreen アク
セスに関する詳細認証を設定することをお勧めします（［ファイル］＞［設
定］＞［Web］）。

l ポップアップ・ダイアログが開いているときにキャプチャされた ActiveScreen
を，メイン・ウィンドウからオブジェクト・リポジトリにオブジェクトを追加
するために使用するのは避けてください。そうすると，オブジェクト・リポジ
トリ内に不正確なオブジェクト階層が生成されます。

Web ベースの CRM システム

l UFT を使用して Web ベースの CRM システムをテストする場合，CRM システム
がテスト・モードになっていることを確認します。URL に "?sap-testmode=X"
を追加してください。
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WebベースSAPサポート -テストと設定
本項の内容

概念 426

SAP GUI for HTML を使用する際の考慮事項 426

リファレンス 428

［Web］＞［ページ/フレーム オプション］表示枠（［オプション］ダイ
アログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ） 428

［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ） 431
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概念

SAP GUI for HTML を使用する際の考慮事項

l テーブル・チェックポイントは，テストの記録中または編集中に追加できま
す。

l テーブルにカラム・ヘッダ行が含まれている場合は，テーブル内の最初の行と
してみなされます。

l 確認したいテーブル・オブジェクトのステップを記録していないが，そのテー
ブル・オブジェクトを表示する ActiveScreen キャプチャがある場合，オブジェ
クトのキャプチャ時に ActiveScreen の［キャプチャのレベル］が［完全］に設
定されており，また［ActiveScreen］が現在選択されていれば（［表示］＞
［ActiveScreen］），テーブル・チェックポイントを追加できます

（［キャプチャのレベル］は，［オプション］ダイアログ・ボックスの
［ActiveScreen］表示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード）で設定します）。詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』でActiveScreen オプションに関する項
を参照してください。

l SAP GUI for HTML アプリケーションのテーブルのすべてのデータを外部ファイ
ルにスプールするには，GetCellData メソッドを使ってテーブルの各セルをルー
プ処理します。その後，情報を外部ファイルに保存できます。

次の例は，GetCellData メソッドで，10 行 10 カラムのテーブル内の各セルの
データを列挙します。

For i=1 to 10
For j=1 to 10

Dat=Browser("ITS System Informati").Page("Table control").SAPTable
("MySAPTable").GetCellData (i, j)

'返される Dat 変数の値を使用するコード行をここに入力します
Next

Next
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GetCellData メソッドの詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の 「SAP Web」の項を参照してください。
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リファレンス

［Web］＞［ページ/フレームオプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）

この表示枠では，Web ベースの SAP アプリケーション内の Page および Frame の
テスト・オブジェクトをテストするのに最も適した設定を構成できます。次の推
奨設定を適用することで，UFT のパフォーマンスを簡単に最適化できます。
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アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Web］＞［ページ/フレームオプション］ノードを選択し
ます。

参照 l 「Web ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(412
ページ)

l 「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(431ページ)

次に，推奨される設定について説明します。

UI 要素 説明

次に対して新規
ページ・テス
ト・オブジェク
トを作成

異なる URL またはデータ転送における変更

ページの URL が変わったときにのみ，あるいは URL は変わ
らず，サーバに転送されるデータが変わったときに，選択
したデータ・タイプと転送方法に基づいて，新規 Page オブ
ジェクトを作成するように UFT を設定します。

次のチェック・ボックスだけが選択されていることを確認
してください。

l ユーザ入力データを無視する - Get

l ユーザ入力データを無視する - Post

l 追加ページ情報を使用する
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UI 要素 説明

次に対して新規
フレームのテス
ト・オブジェク
トを作成

異なる URL またはデータ転送における変更

注: このオプションは標準設定で選択されています。

ページの URL が変わったときにのみ，あるいは URL は変わ
らず，サーバに転送されるデータが変わったときに，選択
したデータ・タイプと転送方法に基づいて，新規 Frame オ
ブジェクトを作成するように UFT を設定します。

このセクションのすべてのチェック・ボックスが選択され
ていることを確認してください。
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［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイア
ログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，Web ベースの SAP アプリケーションをテストするのに最も適し
た詳細設定を構成できます。次の推奨設定を適用することで，UFT のパフォーマ
ンスを簡単に最適化できます。
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アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Web］ノード＞［詳細設定］ノードを選択します。

参照 l 「Web ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(412
ページ)

l 「［Web］＞［ページ/フレーム オプション］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(428ページ)

次に，推奨される設定について説明します。

UI 要素 説明

記録設定 ［標準Windows マウスイベントの使用］チェック・ボックス
と次のチェック・ボックスを選択します。

l OnClick

l OnMouseDown

l OnMouseUp

これにより，ブラウザ・イベントではなく，これらの標準
Windows マウス・イベントを使用するように UFT が設定されま
す。
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第22章: Windowsベース SAPサポート
本章の内容

「Windows ベース SAP サポート - クイック・リファレンス」(433ページ)

「Windows ベース SAP サポート - テストと設定」(451ページ)

「UFT-SAP Solution Manager 統合」(488ページ)

WindowsベースSAPサポート -クイック・リ
ファレンス
SAP GUI for Windows ユーザ・インタフェース・オブジェクト内のユーザ・インタ
フェース・オブジェクトを，UFT Add-in for SAP Solutions で提供されている
Windows-based SAP テスト・サポートを使用してテストすることができます。

次の表には Windows-based SAP 環境に関する基本情報および，よく使用される
UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

SAP GUI for Windows アプリケーションをテストする場合，機能
の多くは，他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされている Windows ベース SAP 環境の詳細について
は，UFT ヘルプまたは Unified Functional Testing DVD のルート・
フォルダからアクセスできる 『HP Unified Functional Testing 使
用可能製品マトリクス』の Add-in for SAP Solutions の項を参照
してください。
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重要な情報 l Add-in for SAP Solutions がロードされると，UFT は Web ベー
スおよび Windows ベース両方の SAP アプリケーションのオ
ブジェクトを学習し，ステップを実行できます。Web ベース
の SAP アプリケーションを対象とするテストとビジネス・コ
ンポーネントの記録と実行については，「Web ベース SAP サ
ポート - テストと設定」(425ページ)を参照してください。

l SAPNWBC Desktop Add-in は，Add-in for SAP Solutions のイン
ストール時に一緒にインストールされますが，WPF Add-in の
子アドインとしてサポートされています（WPF Add-in もイン
ストールする必要があります）。SAPNWBC Desktop オブジェ
クトを使用するには，アドイン・マネージャで，WPF Add-in
の下にある SAPNWBC Desktop Add-in を選択します。さら
に，アプリケーションに含まれているその他の SAP オブジェ
クトをサポートするには，Add-in for SAP Solutions を選択し
ます。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Add-in for SAP Solutions では，Web ベースの SAP アプリケー
ションでオブジェクトをテストするときに使用できるテスト・
オブジェクト，メソッド，およびプロパティが提供されます。
詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の「SAP GUI for Windows」 の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「SAP GUI for Windows でのチェックポイントおよび出力値」
(440ページ)を参照してください。

l アドインごとに「サポートされているチェックポイント 」
(843ページ)および「サポートされている出力値 」(849ペー
ジ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。
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トラブル
シューティン
グと制限事項

詳細については，「トラブルシューティングと制限事項 -
 Windows ベース SAP」(443ページ)を参照してください。

前提条件
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このアドイン
を使用する前
に

次の前提条件の詳細については，「SAP GUI for Windows のサ
ポートを有効にする方法」(466ページ)を参照してください。

l SAP Gui Scripting オプションがインストールされている。

l サーバとクライアントに，適切なバージョンのパッケージお
よびパッチがインストールされている。詳細については，
「パッケージおよびパッチのバージョン要件 - SAP アプリ
ケーション・サーバおよび SAP GUI for Windows」(442ペー
ジ)を参照してください。
その他の参照項目：SAP OSS note #480149

l サーバとクライアントの両方で Scripting API が有効になって
いる。詳細については，「SAP アプリケーションでのスクリ
プティングの有効化（サーバ側）」(466ページ)を参照して
ください。

l クライアントが，F4 ヘルプの画面に対してダイアログ表示
モードを使用するように構成されている必要があります。

l サーバが低速接続を使用するように設定されていないことを
確認してください。

l SAP GUI アプリケーションで F1 および F4 ヘルプ画面の使用
に関するテストをサポートするために，F1 および F4 ヘルプ
の表示設定が正しく設定されている。

l UFT-Solution Manager 統合機能を使用する予定の場合は，適
切なサポート・パッケージもインストールして，UFT と動作
するように Solution Manager サーバを設定する必要がありま
す。詳細については，「Solution Manager を UFT と連携動作
させるための設定方法」(496ページ)を参照してください。

アドインの依
存関係

なし

設定
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［オプション］ダイア
ログ・ボックス

［SAP］＞［一般］表示枠を使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［SAP］＞［一般］ノード

「［SAP］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイア
ログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ） 」(482ページ)
を参照してください。

［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

SAP タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［SAP］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）」(475ページ)を参照してください。

［ActiveScreen キャプ
チャのカスタム設定］
ダイアログ・ボックス
（テストのみ）

［SAP GUI for Windows］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアロ
グ・ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領域
の［追加設定］表示枠
（ビジネス・コンポー
ネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］
をクリックし，サイドバーで［アプリケーション］を
選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
のアプリケーション表示枠に関する項を参照してくだ
さい。

本項の内容

概念 439
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SAP GUI for Windows でのチェックポイントおよび出力値 440

リファレンス 442

アドイン・ガイド
第22章: Windows ベース SAP サポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 437 ページ



パッケージおよびパッチのバージョン要件 - SAP アプリケーション・サー
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トラブルシューティングと制限事項 - Windows ベース SAP 443
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概念

考慮事項 - Windows ベースの SAP Add-in for SAP Solutions

SAP GUI for Windows アプリケーションを対象とするテストまたはビジネス・コン
ポーネントを記録および実行するときは，次の点に注意してください。

l テストでの作業中は，UFT の［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを
使用して，すべてのテスト記録および実行セッションの開始時に開くサーバと
クライアントを指定できます。このダイアログ・ボックスで指定できるサーバ
は，SAP ログオン・パッドおよび［SAP Logon］ダイアログ・ボックスで指定で
きるサーバと同じです。

l SAP GUI for Windows セッションでビジネス・コンポーネントを記録する場合
は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを使用できません。代わり
に，SAP セッションを手動で開くか，（SAPGuiUtil テスト・オブジェクトを
使って）SAP サーバに接続するステートメントをコンポーネントに挿入する必
要があります。

l 必要に応じて，SAP GUI for Windows アプリケーションの特定の操作を標準
Windows 記録モードで記録することもできます。詳細については，「SAP GUI
for Windows 記録セッション中の標準 Windows コントロールの記録方法」(473
ページ)を参照してください。

l UFT アプリケーション上でテストやビジネス・コンポーネントを記録すると，
SAP GUI for Windows によってユーザが実行した操作が記録されます。UFT は
SAP GUI Scripting API を直接処理してユーザの操作を記録します。したがって，
UFT ではユーザが実行した個々の操作のステップを記録しますが，記録したス
テップがテストに追加されるのは UFT に API イベントが送信されたとき（SAP
サーバに情報が送信されたとき）だけです。

SAP GUI Scripting API イベントの詳細については，SAP のドキュメントを参照し
てください。

l UFT でテスト・ステップを選択すると，対応するオブジェクトが ActiveScreen
で強調表示されます（テストの記録時に ActiveScreen の情報をキャプチャする
ように設定しなかった場合を除く）。ただし，ActiveScreen とともに格納され
るオブジェクト・プロパティの値は，ステップをテストに追加した時点（SAP
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サーバに情報を送信するステップを実行した時点）のプロパティの値です。こ
れらの値は，選択したステップが実際に実行された時点のプロパティの値とは
異なる可能性があります。ActiveScreen のキャプチャ・レベルについての詳細
は， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の「［ActiveScreen
キャプチャのユーザ定義設定］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

SAP GUI for Windows でのチェックポイントおよび出力値

l テーブル・チェックポイント（テストのみ）を挿入する際は，テーブル上で実
行されるほかのステップがチェックポイントに及ぼす影響を考慮してくださ
い。

例 1：グリッド・コントロール上の［合計］ツールバー・ボタンをクリックす
るステップがテストに含まれている場合，そのクリックによってテーブル内の
すべてのデータが更新されます。この更新が原因で，テーブル内のセルを対象
とするテーブル・チェックポイントが失敗する可能性があります。

例 2：テーブル・チェックポイントを作成する前に，テーブルに行を追加する
グリッド・コントロール内のツールバー・ボタンをクリックした場合，グリッ
ド・チェックポイントの一部として余分な行がキャプチャされます（すべての
行をキャプチャした場合）。そのため，実行セッション中に同じ行が表示され
ることを確認してください。

l テストまたはビジネス・コンポーネントの編集中に新しいテーブル・チェック
ポイントを挿入するには，実際のテーブルまたはグリッドを適切なレベルまた
はビューまで開いておく必要があります。ActiveScreen（テストのみ）にテー
ブルまたはグリッドのキャプチャが含まれている場合も同様です。

l 通常，既存のチェックポイントを編集するためにアプリケーションでテーブル
やグリッドを開く必要はありません。ただし，チェックポイントの行範囲を変
更する場合は，実際のテーブルまたはグリッドを適切なレベルまたはビューま
で開いておく必要があります。

l ActiveX グリッド・コントロール（通常これらにはツールバーがあります）を
対象とするチェックポイントを作成すると，UFT によって，テーブル・チェッ
クポイント内のグリッドにあるすべてのカラムと行のデータがキャプチャされ
ます。グリッド内のすべての行のデータを検査する必要がない場合は，チェッ
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クポイントに含める行を［行範囲の定義］ダイアログ・ボックスで指定できま
す。また，チェックポイントに含める行数を後で増減することもできます。

l ［行範囲の定義/変更］ダイアログ・ボックスの［表示する行］オプションは，
グリッド・コントロールを対象として作成されたチェックポイントでは，使用
できません。
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リファレンス

パッケージおよびパッチのバージョン要件 - SAPアプリ
ケーション・サーバおよび SAP GUI for Windows

UFT を使用してアプリケーションをテストするには，ソフトウェア・コンポーネ
ントのリリースに対して適切なレベルのサポート・パッケージおよびカーネル・
パッチが適用されていることを確認する必要があります。次の表は，最小のバー
ジョンおよびレベルの要件を示します。これと同じか，または高いバージョン/レ
ベルが必要です。

ソフトウェア・コン
ポーネント

リリース サポート・パッ
ケージ

カーネル・パッ
チ・レベル

SAP_APPL 31I SAPKH31I96 Kernel 3.1I レベル
650

SAP_APPL 40B SAPKH40B71 Kernel 4.0B レベル
903

SAP_APPL 45B SAPKH45B49 Kernel 4.5B レベル
753

SAP_BASIS 46B SAPKB46B37 Kernel 4.6D レベル
948

SAP_BASIS 46C SAPKB46C29 Kernel 4.6D レベル
948

SAP_BASIS 46D SAPKB46D17 Kernel 4.6D レベル
948

SAP_BASIS 610 SAPKB61012 Kernel 6.10 レベル
360

詳細については，SAP OSS note # 480149 を参照してください。
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トラブルシューティングと制限事項 - Windows ベース
SAP

本項には，Windows ベースの SAP Add-in に関するトラブルシューティングと制限
事項の情報が記載され，次の項が含まれています。

l 「テスト・ドキュメントの作成と実行」(443ページ)

l 「Windows ベースの SAP コントロールを使った作業」(445ページ)

l 「チェックポイント，出力値，オブジェクト・スパイ」(446ページ)

l 「テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ」(447ページ)

l 「SAP Scripting API」(449ページ)

l 「SAP Scripting API」(449ページ)

l 「SAP 構造化パラメータ」(449ページ)

テスト・ドキュメントの作成と実行

l SAP GUI for Windows アプリケーションに埋め込まれた HTML 要素に対してテス
トを実行すると，「オブジェクトが無効になっています。」エラーが発生する
ことがあります。これは，実行されるテストに対するその HTML コントロール
の準備ができていない場合に起こります。

回避策：テストが正常に実行されるようにするために，SAPGuiSession.Sync ス
テートメントや Wait ステートメントなどの Sync ステートメントをスクリプト
に追加します。
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l 標準では，SAP GUI for Windows アプリケーションに埋め込まれた HTML 要素に
対するステップの記録と実行は，UFT Web Add-in を使って実行されます。場合
によっては，スクリプト内の SAP Scripting API を使用する SAP アドイン・ス
テップの前に，Web アドインを使って記録されたステップが挿入されることが
あります。

回避策：SAP GUI アプリケーションに埋め込まれた HTML 要素を SAP スクリプ
ティング・インタフェースを使って記録するというオプションを使用します。
それには，［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP］表示枠で（［ツー
ル］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［SAP］＞［一般］ノード），
［HTML 要素の記録に SAPGui Scripting Interface を使う］チェック・ボックス
を選択します。その後，テストを閉じて再び開き，記録を再開します。

l SAP ガント・チャート（SAP 棒グラフ）とイメージ/画像コントロールは，SAP
GUI for Windows の代替記録メカニズムでサポートされます。現在，このコント
ロールのサポートには制限があります。SAP Windows テスト・オブジェクト用
に提供されている標準設定の記録機能をオーバーライドするか，SAP GUI for
Windows の他のオブジェクト用に提供されている制限付き記録サポートを追加
してください。

l 外部アクションまたはアクションのコピーの呼び出しを挿入し，そのアクショ
ンに SAPGuiTable.Input，SAPGuiGrid.Input，または SAPGuiAPOGrid.Input ステート
メントが含まれている場合，対応する入力データ・シートがアクションととも
に［データ］表示枠にコピーされることはありません。

回避策：Datatable.AddSheet ステートメントと Datatable.ImportSheet ステート
メントを挿入して実行し，アクションの Input メソッドが参照しているシート
をインポートします。データ・シートの名前を，対応する Input ステートメン
トで指定された名前と正確に一致させてください。

l SAP Enterprise Portal 環境では，テスト実行中に SAP Web 環境と SAP Windows
環境を切り替えるときに，同期の問題が発生する場合があります。

回避策：Web ステップと Windows ステップの間に，WaitProperty ステートメン
トか Wait ステートメントを追加します。

l UFT は，SAP GUI for Windows セッションに対するテストを記録および実行する
ために，SAP Logon または SAP Logon Pad アプリケーションに接続できます。コ
ンピュータ上で SAP Logon プロセスと SAP Logon Pad プロセスの両方が使用さ
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れている場合，UFT は最後に起動された方のプロセスに接続します。

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［SAP］タブを使用して，目
的の SAP GUI for Windows アプリケーションを開くよう UFT を設定します。この
目的では，このダイアログ・ボックスの［Windows アプリケーション］タブは
使用しないでください。

Windows ベースの SAP コントロールを使った作業

l 独立したツールバー・コントロール（グリッドやほかのオブジェクトの一部で
はないもの）は，SapGuiToolbar テスト・オブジェクト（GuiComponentType は
202）によってサポートされますが，これらは独立したオブジェクトなので，
オブジェクト・スパイによって認識されます。

ツリー・コントロールには関連付けられたツールバーはありません。ツリー・
コントロール上に表示されるツールバーは独立したツールバーとして認識さ
れ，前述のようにサポートされます。

l グリッド・コントロール内のツールバーは，SapGuiToolbar テスト・オブジェク
ト（GuiComponentType は 204）によってサポートされます。しかし，これらの
ツールバーはグリッドの一部なので，オブジェクト・スパイでは認識されませ
ん。ActiveScreen から［リポジトリに追加］オプションを使って，または［オ
ブジェクト リポジトリ］ウィンドウの［オブジェクトの追加］オプションを
使って，これらのツールバーをオブジェクト・リポジトリに追加することはで
きません。これらのツールバーをオブジェクト・リポジトリに追加するには，
それらを記録します。

l ほかのコントロール内にあるツールバー（テキスト領域コントロール内のツー
ルバーなど）はサポートされません。

l SAP ウィンドウ内の Microsoft Office コントロールはサポートされません。

l F4 キーを押すステップを記録し，そのキーを押した結果として複数のフィール
ドに新しい値が設定される場合，ステップが記録されるのは，そこから F4
キーが押されたフィールドについてだけであり，実行時に値が設定されるのは
そのフィールドだけです。

l SAP Editor コントロールはサポートされません。
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l UFT は，; 文字を含んだ SAP ツリー・ノードに対するステップを実行できませ
ん。

l UFT は，SAP GUI for Windows アプリケーションが使用する標準の Windows ダイ
アログ・ボックス（［ファイルを開く］ダイアログ・ボックスや［名前を付け
て保存］ダイアログ・ボックスなど）を自動的には記録しません。SAP
Scripting API がこれらのダイアログ・ボックスをサポートしないからです。こ
れは，SAP GUI for Windows を GuiXT とともに使用しているときに起きることが
あります。

回避策：次の手順のいずれかを実行します。

n 標準 Windows 記録モードに切り替えて（［記録］ツールバーの［記録モー
ド］ドロップダウンから［標準 Windows 記録］を選択します），これらのオ
ブジェクトを記録します（SAP アプリケーション内の標準 Windows コント
ロールを開く操作を実行する前に標準Windows 記録モードに切り替えてく
ださい）。

n 低レベルの記録を使用してこれらのオブジェクトを記録します。

n プログラム的記述を使用してこれらのオブジェクトに対するステップを実行
します。

チェックポイント，出力値，オブジェクト・スパイ

l チェックポイントで正しいオブジェクト・プロパティがキャプチャされるよう
にするために，チェックポイントまたは出力値を挿入する前に，サーバとの通
信を引き起こすステップ（ENTER キーを押すなど）を常に記録してください。

l 次のコントロールについては，オブジェクト・スパイを使用することもチェッ
クポイントを作成することもできません。ただし，これらのコントロールに対
するステップを正常に記録して実行することはできます。

n グリッド・コントロール内のツールバー・ボタン。

n ツリーまたはテーブル・オブジェクトの内部コントロール。
（テーブル・セルのラジオ・ボタンやツリー内のチェックボックスなど）

l 現在アクティブになっていない SAP 画面（たとえば，呼び出されたダイアロ
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グ・ボックスの背後にある画面）の中にあるオブジェクトに対するチェックポ
イントの作成とオブジェクト・スパイの使用はサポートされていません。ただ
し，［ステータスバーメッセージを記録する］オプションを使用すれば
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［SAP］ノード＞［ス
テータスバーメッセージを記録する］），非アクティブなウィンドウに表示
されたステータス・バー・メッセージに対してチェックポイントを作成するこ
とはできます。

l 古い 6.20 テストを 6.40 クライアント上で実行すると，ラジオ・ボタン，
チェック・ボックス，エディット・ボックス，または通常のボタンに対する
チェックポイントが，6.40 クライアントでそれらのオブジェクトの tooltip プ
ロパティの値が変更されたせいで失敗する場合があります。

l UFT は，テーブル・コントロール内の行数を予測できますが，実際にチェック
できるのはクライアント上に表示されているテーブル内容だけなので，正確な
行数を取得することはできません。表示されていない行からのデータは，バッ
クエンド・サーバにのみ保存されます。したがって，テーブル・コントロー
ル・オブジェクトに対するチェックポイントを挿入または変更する場合，［行
範囲の定義/変更］ダイアログ・ボックスで指定された行数は正確ではないこと
があります。

l テーブル・チェックポイントのデータの取得には少し時間がかかりますが，
UFT がデータを取得している間は，SAP GUI ウィンドウ上でどのような操作も
実行しないでください。深刻な問題が発生することがあるためです。

l ActiveScreen からテーブルまたはグリッドにチェックポイントを挿入する場合
は，そのテーブルまたはグリッドから正しい情報を抽出するために，SAP Gui
for Windows アプリケーションで実際のテーブルを開いておく必要があります。

テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ

l SAPGuiTableInput メソッドを使用する場合は，現在のテーブルのスクロール・
モードをチェックしてください。テーブルの現在のビューに表示されている行
数より多い行を含んだデータ表示枠シートを持つテーブルをパラメータ化した
場合，UFT はテスト実行中にテーブルを下へスクロールしてデータ・シートか
らの行を挿入しようとします。UFT は，テーブルの行をスクロールする方法を
2 つサポートしています。ENTER キーを押す方法と，PAGEDOWN キーを押す方
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法です。標準設定では，Add-in for SAP Solutions は PAGEDOWN を必要に応じて
試みます。Input メソッドの 2 番目の引数を使用して，必要なモードを設定す
ることができます。

詳細については， 『HP Unified Functional Testing アドイン・ガイド』を参照し
てください。

l SAPGuiTextArea オブジェクトに対しては，右クリック操作はサポートされませ
ん。

l SAP Gui for Windows アプリケーションでのドラッグ・アンド・ドロップ操作
は，UFT が開かれると無効になります。

ActiveScreen の使用

l ActiveScreen の画像は，キャプチャされた画面ビットマップに基づいていま
す。したがって，SAP GUI for Windows ビューに表示されていないオブジェクト
は，ActiveScreen 画像の一部にはなりません。キャプチャされたビューの中に
ないオブジェクトを ActiveScreen からスクリプトに追加することはできませ
ん。

l ドロップダウン・メニューは ActiveScreen 内にキャプチャされません。
ActiveScreen テクノロジは，メニューが閉じてメニュー項目が選択されてから
データをキャプチャします。

l UFT は記録時に，1 つの ActiveScreen 画像を複数のステップにキャプチャしま
す。UFT は，SAP GUI for Windows クライアントが SAP バックエンド・サーバに
情報を送信したときにだけステップを記録します。これが発生したとき，前の
通信と現在の通信との間に実行されたすべてのステップがスクリプトに追加さ
れます。その通信中に記録されるすべてのステップについて，サーバに送られ
た最後の画面が ActiveScreen によってキャプチャされます。

l SAP GUI for Windows アプリケーション内の Web 要素について記録している場
合，HTML 画像はキャプチャされません。

l SAP GUI for Windows アプリケーション内の Web 要素について記録されたステッ
プから作成された ActiveScreen からオブジェクト・リポジトリにオブジェクト
を追加すると（［オブジェクトの表示/追加］オプションを使って，あるいは
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チェックポイントまたは出力値ステップを作成して），オブジェクト・リポジ
トリ内に不正確なオブジェクト階層が生成されます。

SAP Scripting API

l セキュリティ上の理由から，SAP Scripting API はパスワードを記録しません。
パスワード・ボックスにパスワードを挿入する操作を記録すると，UFT はメ
ソッドの引数値としてアスタリスク（****）を使用して Set ステートメントを
記録します。

回避策：次のいずれかを実行します。

n ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの［SAP］タブの［自動ログ
イン］設定を構成および有効化します。

n SAPGuiUtil オブジェクトの AutoLogon メソッドのいずれかを使用してステッ
プを挿入します。

n 記録セッションではパスワードを通常どおり記録します。記録セッションが
完了してから，SetSecure メソッドを使用するようにパスワード・ステップ
を変更し，暗号化したパスワード値を入力するか，値をパラメータ化しま
す。

詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「SAP
Windows」の項（［Help ］＞［HP Unified Functional Testing Help］＞
［Object Model Reference for GUI Testing］＞「SAP Windows」）を参照してく
ださい。

SAP 構造化パラメータ

l SAP Solution Manager テスト・オートメーション：初期画面トランザクション
（トランザクション・コード： stce）または SAP Solution Manager 設定トラン
ザクション（トランザクション・コード： Solar02）で直接［Edit Test Script］
ボタンをクリックして UFT を起動した場合は，UFT で［SAP パラメータの管
理］ボタンをクリックしても，SAP Solution Manager の正しいページに戻れない
ことがあります。
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回避策：テスト設定の変更トランザクションの［外部テスト］ボタンを使用し
て，UFT を起動してください。

l SAP Solution Manager のテスト・スクリプトの変更トランザクションでテストを
作成し，［戻る］ボタンをクリックすると，UFT にテストが表示されない場合
があります。

回避策：UFT を保存して閉じ，［外部テスト］ボタンをクリックして，UFT を
呼び出します。

l ［SAP パラメータの管理］ボタンまたは［戻る/外部テスト］ボタンをクリック
して，UFT から SAP に切り替えると，SAP Solution Manager で次のエラーを受信
することがあります。OBJECT_OBJREF_NOT_ASSIGNED。
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概念

SAP GUI Scripting API と UFT

UFT は SAP GUI Scripting API を直接処理してユーザの操作を記録します。このた
め，UFT ではテストやビジネス・コンポーネントにステップを追加するのは，API
イベントがサーバに送信されたときだけです。このため，テストやビジネス・コ
ンポーネントの記録中は，アプリケーション上で複数の操作を実行した後でない
と対応するステップが追加されない場合があります。サーバに情報を送信するス
テップを実行すると，UFT はキーワード・ビューに該当する Windows ベース SAP
オブジェクトを含むステップを挿入し（テストおよびビジネス・コンポーネント
の場合），エディタに対応するステートメントを追加します（テストの場合の
み）。

注: UFT Add-in for SAP Solutions では，組み込みテスト・オブジェクト・サポー
トを持たない特定の SAP GUI for Windows オブジェクト用に代替の記録メカニ
ズムが用意されています。詳細については，「SAP GUI for Windows を対象とす
る低レベルまたはアナログ・モードの記録」(464ページ)を参照してくださ
い。

テスト・オブジェクト・モデル，オブジェクト・リポジトリ，オブジェクト・ス
パイの詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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例 1：チェック・ボックス
［Price Simulation for Material］フォームに情報を入力するステップを記録すると
します。フォーム上の 3 つのチェック・ボックス（［Incl. cash discount］，
［Delivery costs］，［Effective price］）を選択し，［Continue］をクリックしま
す。［Continue］ボタンをクリックすると，SAP サーバに情報が送信され，
チェック・ボックスを選択して［Continue］ボタンをクリックするステップがま
とめてテストに追加されます。上記のプロセスは，キーワード・ビューでは次の
ように表示されます。

これらのステップは，UFT によってエディタに次のように記録されます。

SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Price Simulation for Material").SAPGuiCheckBox("Incl. cash discount").Set
"ON"
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Price Simulation for Material").SAPGuiCheckBox("Delivery costs").Set "ON"
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Price Simulation for Material").SAPGuiCheckBox("Effective price").Set "ON"
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Price Simulation for Material").SAPGuiCheckBox("Effective
price").SetFocus
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Price Simulation for Material").SAPGuiButton("Continue (Enter)").Click
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例 2：ラジオ・ボタン
SAP GUI for Windows アプリケーションの Reconcile Plan Versions トランザクショ
ンのレポート期間を変更するラジオ・ボタンを選択するとします。このラジオ・
ボタンには，［Current Year］というラベルが付いています。

UFT は，SAP GUI ビジネス・コンポーネント・タイプ（41）を使用してこのオブ
ジェクトを SAPGuiRadioButton オブジェクトとして識別します。次に，「Current
Year」という名前の SAPGuiRadioButton テスト・オブジェクトを作成し，以下のプ
ロパティと値をラジオ・ボタンの詳細として記録します。

注: guicomponenttype プロパティと name プロパティの値は，SAP GUI
Scripting API によって提供されます。

UFT は，ユーザが Set メソッドを実行してラジオ・ボタンをオンにしたことも記
録します。

UFT により，［キーワード ビュー］に次のようなステップが表示されます。
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UFT により，エディタに次のようなステップが表示されます。

SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Reconcile Plan Versions").SAPGuiRadioButton
("Current Year").Set

テストまたはビジネス・コンポーネントを実行すると，UFT は，テスト・オブ
ジェクト・クラスと，オブジェクトを一意に認識するための認識プロパティと値
のセットである「記述」に基づいて，アプリケーションに含まれている各オブ
ジェクトを認識します。上記の例では，UFT は実行セッション中にオブジェク
ト・リポジトリを検索することにより，「Current Year」という名前の
SAPGuiRadioButton オブジェクトの記述を調べます。

guicomponenttype:=41
name:=PCHZTR_Y
attachedtext:=Current Year

次に，UFT は上記の詳細と一致する SAPGuiRadioButton オブジェクトをアプリケー
ション内で検索します。オブジェクトが見つかったら，そのオブジェクトに対し
て Set メソッドを実行し，フィールドの値を ON に変更します（ラジオ・ボタンを
選択します）。

自動パラメータ化オプションによるテーブルおよびグ
リッドのセル値のパラメータ化

テストでの作業中は，テーブルまたはグリッド内のセルの値を変更するたびに，
UFT が標準設定で SetCellData ステートメントを記録します。1 つのテーブルまた
はグリッドで複数のセルの値を変更し，テスト・アクションを実行するたびにセ
ルに異なる値が入力されるようにテストをパラメータ化するには，各ステートメ
ントを個別にパラメータ化するか，［テーブルおよびグリッドコントロールを自
動パラメータ化する］オプションを有効にします。

このオプションを選択すると，UFT は記録セッション中に特定のテーブルまたは
グリッドに設定されたすべての値を自動的にキャプチャし，それらを［データ］
表示枠内の特別なデータ・シートに格納します。UFT はこの新しいデータ・シー
トを参照する SAPGuiTable.Input，SAPGuiGrid.Input，または SAPGuiAPOGrid.Input ス
テートメントをテストに 1 つ挿入します。テストを実行する前に，アクションの
反復ごとに簡単に値を変更したり，データ・シートにデータ・セットを追加した
りできます。
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詳細については，次を参照してください。

UFT による自動パラメータ化モードでの記録方法 456

入力データ・シート内のパラメータ化されたセル値 459

自動パラメータ化に関する考慮事項 461

スクロールが必要な行のデータ 463

UFTによる自動パラメータ化モードでの記録方法

テストで［テーブルおよびグリッドコントロールを自動パラメータ化する］オプ
ションを使って記録を行い，テーブルまたはグリッドのセルの値を設定した後で
SAP サーバにデータを送信する操作を実行すると，UFT は次の処理を行います。

l テーブルまたはグリッドを表す新しいデータ・シートを作成します。各デー
タ・シートは，テーブルまたはグリッドの操作が記録されたアクションのサブ
シートです。データ・シート名は，常にアクション名の後ろにピリオド（.）と
テーブルまたはグリッドの内部名を付加したものになります。
例：Action1.FLIGHT_TABLE

l 記録するテーブルまたはグリッドのカラムごとに 1 つのカラムをデータ・シー
トに追加します（セルのデータを設定しなかったカラムは，データ・シートに
追加されません）。

データ・シート内のカラムの名前は，通常，アプリケーション内のカラムの名
前と同じです。

アプリケーション内のカラムにヘッダがない場合や，同じ名前のカラム・ヘッ
ダが複数ある場合，UFT により _ _<インデックス> という形式の名前でカラム
が挿入されます。<インデックス>は，Input ステップを記録したときのカラム
の場所に対応するカラム番号を表します。

l 記録セッション中に設定した値をデータ・シート内の該当するセルに挿入しま
す。データを入力した各行は，データ・シート内の 1 行で表されます。記録し
た行の上の行には，プレースホルダ（空）行が追加されます。たとえば，2，
4，7 行目にデータを設定すると，データ・シートに 7 つの行が追加されま
す。1，3，5，6 行目のセルにはデータは格納されません。
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l 行の最初のセルに .END という値を設定した終了行を挿入します。

l Input <DataSheetName> ステートメント（およびその後に SelectCell ステートメ
ント）をテストに挿入します。

これらのステップは，UFT によってエディタに次のように記録されます。

SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("SAP_2").Resize 141,29
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("SAP_2").SAPGuiTable("Table control tc
spfli").Input "Action1.Table control tc spfli"
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("SAP_2").SAPGuiEdit("Fixed_cols").SetFocus
SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("SAP_2").SendKey ENTER

Input ステートメントは，データ・シートの値をデータ・シート名に対応する
テーブルまたはグリッドに入力するように UFT に指示します。実質的には
［データ］表示枠内の特別なシートを参照する自動的にパラメータ化されたス
テートメントです。
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航空会社の航空券情報が格納されたテーブル・コントロール内の値を更新する
とします。一部の航空会社コードを更新し，一部の出発地と到着地に州名や国
名を追加し，到着空港名コードの 1 つを更新し，一部の到着時間を更新しま
す。アプリケーション内の編集後のテーブルは，たとえば次のようになりま
す。

UFT はデータ入力を表すために次の Input ステートメントをテストに挿入しま
す。

SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("SAP R/3").SAPGuiTable("SPFLI").Input
"Action1.SPFLI"

注: PAGEDOWN キーではなく ENTER キーを使ってスクロールするテーブル
またはグリッドで記録を行った場合は，ScrollMethod オプション引数を手
動で追加する必要があります。詳細については，「スクロールが必要な行
のデータ」(463ページ)を参照してください。
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データ・テーブル内の対応する［データ］表示枠は，次のようになります。

アプリケーション内のテーブルまたはグリッドの最初の 3 行でデータが変更さ
れたため，データ・シートには 3 つの行があります。［Airfare］カラムと
［Plane Type］カラムの値は記録セッション中に変更されなかったため，これ
らのカラムに対応するカラムはデータ・シートに含まれていません。

入力データ・シート内のパラメータ化されたセル値

テストでの作業中に，入力データ・シートを作成するために Input ステートメント
を記録した後は，実行セッションで使用する値を変更したり，アクションのそれ
ぞれの反復で使用するテーブルまたはグリッドのセル・データのセットを複数作
成したりできます。

前述のように，Input ステートメントを記録すると，UFT はそのテーブルまたはグ
リッドの入力データ・シート内の適切な行とカラムに設定された値を記録しま
す。また，データの下に，行の最初のセルに .END というテキストを設定した終了
行（青色表示）を追加します。この行は，テーブルまたはグリッドの最初のデー
タ・セットの終わりを示します。このデータのセットとそれに対応する終了行
が，1 つのデータ・セットを表します。
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アクションの反復ごとに異なるデータの値を提供するには，新しいデータ・セッ
トを追加します。テーブルまたはグリッドに新しいデータ・セットを追加するに
は，前の終了行の下の適切な行とカラムに値を入力します。新しいデータ・セッ
トの終わりを示すため，最初のデータ・セットの終了行をコピーして，新しい
データ・セットの下の行に貼り付けます。各データ・セットには異なる数の行を
含めることができます。

注: Input ステートメントは，終了行を見つけることができる場合にのみ正常に
実行できます。したがって，終了行の最初のセルには .END というテキストの
みを含める必要があります。必要に応じて，終了行のほかのセルにテキストを
入力できます。たとえば，終了行の 2 番目のセルに番号を入力して，その
データ・セットに対応する反復番号を示すことができます。

入力データ・シートは現在のアクションのサブシートとして追加されるため，
Input ステートメントは現在のアクションの反復に対応するデータ・セットを使用
します。たとえば，すべての反復で実行するようにアクションを設定し，アク
ション・シートに 5 つのデータ行を含めた場合は，入力データ・シートにも 5 つ
のデータ・セット（および 5 つの .END 行）を含める必要があります。

次の入力データ・シートには，3 つのデータ・セットが格納されています。最初
のセットには，テーブルまたはグリッドの先頭から 3 行分のデータが含まれてい
ます。2 番目のセットには，テーブルまたはグリッドの先頭から 2 行分のデータ
が含まれています。3 番目のセットには，2～5 行目のデータが含まれています。
空の 1 行目（データ・シートの 8 行目）は，テーブルまたはグリッドの 1 行目の
データを入力または変更しないことを示します。
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各データ・セットが対応するアクションの反復を簡単に識別できるように，各
END 行の 2 番目のセルに手動で番号が入力されています。

自動パラメータ化に関する考慮事項

［テーブルおよびグリッドコントロールを自動パラメータ化する］オプションを
使用する場合は，次のことを考慮してください。

l UFT は，変更されたテーブルまたはグリッドのセル・データを含む情報がサー
バに送信されるたびに Input ステートメントと新しい入力データ・シートを挿
入します。サーバに情報が送信される前と後の両方で特定のテーブルまたはグ
リッドのセルにデータを設定した場合は，同じテーブルまたはグリッドを表す
複数の入力データ・シート（および複数の Input ステートメント）が作成され
ます。最適な結果を得るには，次の手順を実行します。

n 記録中は，特にスクロールによってサーバに情報が送信される場合は，テー
ブルやグリッドの可視の行にのみデータを入力します。テストの編集時に，
記録されたデータ・セットに行を追加できます。
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n 並べ替えや計算などの操作は，テーブルまたはグリッドへのデータ入力を開
始する前または終了した後に行ってください。

l 入力テーブルまたはグリッドの各データ・セットの終わりは，行の最初のセル
に .END というテキストだけを設定した終了行によって示す必要があります。

l .END 行のほかのセルには，コメントや反復番号などの追加テキストを入力でき
ます。

l 各データ・セットには異なる数の行を含めることができます。

スクロールしないとアプリケーションに表示されない行にデータを入力する場
合は，Input ステートメントを変更する必要があります。詳細については，「ス
クロールが必要な行のデータ」(463ページ)を参照してください。

l 記録中は，データを設定したテーブルまたはグリッドのカラムに対応するカラ
ムだけが UFT によって入力データ・シートに追加されます。追加のカラムは，
テストの編集中にテーブルまたはグリッドからデータ・シートに追加できま
す。データ・シートのカラム・ヘッダの名前を変更するには，そのカラム・
ヘッダをダブルクリックし，テーブルまたはグリッドのカラムの名前を入力し
ます。テーブルまたはグリッドのカラム名に含まれるスペースは，下線に置き
換えられます。

l 一般に，カラム名がテーブルまたはグリッド内のカラム名と一致するかぎり，
データ・シート内のカラムの順序は任意です。ただし，カラム・ヘッダ名のな
いカラムのデータを記録した場合や，テーブルまたはグリッド内に同じヘッダ
名のカラムが複数存在する場合，UFT により __<インデックス> という形式で
データ・シートにカラムが追加されます。<インデックス> は，Input ステート
メントを記録したときのテーブルまたはグリッド内のカラムの番号を示します
（__1，__2 など）。テーブルまたはグリッド内のカラム・ヘッダ名が反復ごと
に変わる可能性がある場合は，データ・シート内のカラムにこの形式を使用す
ることもできます。

l 入力データ・シートから複数のデータ・セットを使用するには，［現在のアク
ション (ローカル)］を使用するように設定された別の［データ］表示枠パラ
メータがアクション内に少なくとも 1 つ必要です。また，［アクションのプロ
パティ］ダイアログ・ボックスの［実行］タブで，複数の反復を実行するよう
にアクションが設定されていることを確認してください。

l 入力データ・シート内のデータ・セットの数は，対応するアクション・デー
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タ・シート内の行数と一致する必要があります。

入力データ・シートに含まれるデータ・セットの数がアクション・シート内の
行数より少ない場合，それらのアクションの反復中はテーブルまたはグリッド
にデータが挿入されません。たとえば，アクションが 5 回反復実行されるの
に，入力データ・シートに 4 つしかデータ・セットがない場合，5 回目の反復
中は Input ステートメントが実行されてもテーブルまたはグリッドにデータが
入力されません。

データ・シートに含まれるデータ・セットの数がアクション・シート内の行数
より多い場合，それらのデータ・セットは使用されません。

スクロールが必要な行のデータ

テストでの作業中，UFT はテーブルまたはグリッドのセル・データを含む情報が
サーバに送信されるたびに，新しい Input ステートメントを挿入し，新しい入力
データ・シートを作成します。したがって，スクロールによってサーバにデータ
が送信される場合は，記録セッション中の目で確認できるセルだけにデータを追
加することをお勧めします。実行セッション中に追加の行にデータを入力するに
は，テストの編集中に手動でデータ・シートに行を追加します。

アプリケーション内のテーブルまたはグリッドの可視でない行への入力データ・
セットを作成する場合は，それらの行にデータを挿入するために，UFT は実行
セッション中にテーブルまたはグリッドをスクロールする必要があります。テー
ブルまたはグリッドに追加する必要がある行への入力データ・セットを作成する
場合は，UFT がその行を追加するコマンドを送信する必要があります。データ・
シート内の行数がアプリケーション内で現在表示されている行数を超えている場
合，UFT は標準設定で PageDown コマンドを送信します。UFT がテーブルまたはグ
リッドに行を追加するために ENTER キーを使用する必要がある場合は，テストの
実行前にオプションの ScrollMethod 引数を（ENTER という値とともに）Input ス
テートメントに追加する必要があります。

例：

SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Create Standard").SAPGuiTable
("SAPMV45ATCRTL_V_ERF_").Input "Action1.All items", ENTER
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SAP GUI for Windows を対象とする低レベルまたはアナロ
グ・モードの記録

テストでの作業中に，あるオブジェクトを対象とするステップの記録が通常の記
録モードでできない場合や，マウス・クリックやキーボード入力を正確な x 座標
と y 座標で記録する場合は，低レベル記録またはアナログ記録を使用してそれら
のオブジェクトのステップを記録できます（記録セッション中に［記録］ツール
バーの［記録モード］ドロップダウンから［低レベルの記録］または［アナログ
記録］を選択します）。

これらのモードで記録を行うと，ステップは，サーバに情報が送信された時点で
はなく，ステップを記録した時点でテスト（またはアナログ・ファイル）に追加
されます。低レベル・モードまたはアナログ・モードで記録を開始した場合は，
SAP サーバとの通信が行われるステップを実行するまで通常記録モードに切り替
えないでください。サーバとの通信前にこれらのモードと通常記録モードとを切
り替えると，ステップが 2 回（低レベルまたはアナログ・モードで 1 回，通常
モードで 1 回）記録される可能性があります。

低レベル記録とアナログ記録の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

テーブルからのデータのスプール

SAP GUI for Windows テーブルのすべてのデータを外部ファイルにスプールするに
は，GetCellData メソッドを使ってテーブルの各セルをループ処理します。その
後，情報を外部ファイルに保存できます。

次の例は，GetCellData メソッドで，10 行 10 カラムのテーブル内の各セルのデー
タを列挙します。

For i=1 to 10
for j=1 to 10

col="#" & j
Dat=SAPGuiSession("Session").SAPGuiWindow("Create Standard").SAPGuiTable

("SAPMV45ATCTRL_U_ERF_").GetCellData (i, col)
'返される Dat 変数の値を使用するコード行をここに入力します

next
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next

GetCellData メソッドの詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の「SAP GUI for Windows」の項を参照してください。
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タスク

SAP GUI for Windows のサポートを有効にする方法

このタスクでは，UFT で使用できるように SAP GUI for Windows を有効にする方法
について説明します。

1. 前提条件：SAP GUI Scripting がインストールされていることを
確認します。
SAP GUI for Windows アプリケーションをインストールするときは，SAP GUI
Scripting インストール・オプションを選択する必要があります。SAP GUI for
Windows アプリケーションをインストールしたときにこのオプションを選択
しなかった場合は，本章で説明するほかの設定オプションを設定する前に，
アプリケーションを再インストールして，このオプションを選択する必要が
あります。

注: SAP では，管理者がシステム単位，グループ単位，ユーザ単位，およ
びスクリプト機能単位で，SAP Gui Scripting の使用を制限できる一連のセ
キュリティ・メカニズムが提供されます。SAP GUI for Windows アプリケー
ションをテストするには，これらのセキュリティ・メカニズムが，有効化
されていないことを確認する必要があります。さまざまなセキュリティ・
オプションの詳細については，SAP Service Marketplace でオンラインの
『SAP Gui Scripting セキュリティ・ガイド』を参照してください。

2. SAP アプリケーションでのスクリプティングの有効化（サーバ
側）
a. 適切なレベルのサポート・パッケージおよびカーネル・パッチがインス

トールされていることを確認します。詳細については，「パッケージおよ
びパッチのバージョン要件 - SAP アプリケーション・サーバおよび SAP GUI
for Windows」(442ページ)を参照してください。
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b. SAP アプリケーションでのスクリプティングを有効にします（標準では，
スクリプティングは無効になっています）。スクリプティングを有効にす
るには，管理権限で［プロファイル パラメータ更新］ウィンドウを表示し
て，アプリケーション・サーバで sapgui/user_scripting プロファイル・パ
ラメータを TRUE に設定します。

o すべてのユーザに対してスクリプティングを有効にするには，すべての
アプリケーション・サーバでこのパラメータを設定します。

o 特定のユーザ・グループに対してスクリプティングを有効にするには，
必要なアクセス制限が設定されたアプリケーション・サーバのみでパラ
メータを設定します。

詳細については，「SAP アプリケーションでスクリプティングを有効にす
る方法（サーバ側）」(469ページ)を参照してください。

注: スクリプティングが無効に設定されているサーバに接続した場合，
SAP GUI for Windows アプリケーションで記録を行おうとするとエ
ラー・メッセージが表示されます。

3. SAP アプリケーションでのスクリプティングの有効化（クライ
アント側）
この操作は，SAP GUI Scripting オプションがインストールされている場合にの
み，SAP クライアント上で実行できます。このオプションがインストールされ
ていない場合は，SAP GUI for Windows アプリケーションを再インストールし
て［SAP GUI Scripting］チェック・ボックスを選択してください。詳細につい
ては，SAP GUI for Windows のマニュアルを参照してください）。

4. 警告メッセージの無効化
標準では，SAP GUI for Windows アプリケーションで UFT を使用するときに定
期的に 2 つの警告メッセージが表示されます。

n UFT を Scripting API に接続すると，次の警告メッセージが表示されます。ス
クリプトは GUI へのアタッチを試みています。

n Scripting API を使用して UFT によって新しい接続が開かれると，次の警告
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メッセージが表示されます。スクリプトは，<システム名> システムへの接
続を開いています。

UFT を使って作業するときは SAP GUI for Windows アプリケーションでこれら
の警告メッセージを無効にすることをお勧めします。

5. SAP サーバの接続速度の確認
GUI テストを記録および実行する前に，［低速接続］オプションが接続先の
サーバに対して選択されていないことを確認してください。

この理由は，サーバと通信するために低速接続オプションを使用して SAP に
ログオンすると，UFT が適切にテストを記録し実行するために十分な情報を
SAP サーバが送信しないことによります。(低速接続オプションが選択されて
いると，UFT によってエラー・メッセージが表示されます）。

詳細については，SAP OSS note #587202 を参照してください。

6. モーダル・ダイアログ・ボックス・モードを使用するように
F1 ヘルプを設定する
モーダル・ダイアログ・ボックス・オプションが選択されていることを確認
します。これにより，UFT では，テストでの F1 ヘルプの表示を記録できます
（SAP GUI for Windows アプリケーションの F1 ヘルプは，パフォーマンス・ア
シスタントを使用して，またはモーダル・ダイアログ・ボックスとして表示
できます）。

7. ダイアログ表示モードを使うように F4 ヘルプを設定する
ダイアログ・モードで F4 ヘルプ画面をロードするようにクライアントが設定
されていることを確認します（SAP GUI for Windows アプリケーションは，SAP
GUI Scripting API（［スクリプティングの有効化］オプション）を使用してい
る場合，Control モードで F4 ヘルプ画面をロードすることはできません。）

注: この設定はユーザごとに行います。UFT Add-in for SAP Solutions を使用
してテストする各クライアントでこのオプションを設定する必要がありま
す。または，SAP システム管理者はシステムの標準設定を変更できます。
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SAP アプリケーションでスクリプティングを有効にする方法（サーバ
側）

UFT は SAP GUI Scripting API と直接通信するため，クライアントから SAP サーバに
送信される API イベントに直接基づいてステップを記録し，実行します。このた
め，テストおよびビジネス・コンポーネントを SAP GUI for Windows アプリケー
ションで記録および実行するには，サーバおよびクライアントの両方のコン
ピュータでスクリプトを有効にする必要があります。

適切なレベルのサポート・パッケージおよびカーネル・パッチがインストールさ
れていることを確認したら，SAP アプリケーションでスクリプティングを有効に
する必要があります。標準では，スクリプティングは無効になっています。

スクリプティングを有効にするには，管理権限で［プロファイル パラメータ更
新］ウィンドウを表示して，アプリケーション・サーバで sapgui/user_scripting プ
ロファイル・パラメータを TRUE に設定します。

すべてのユーザに対してスクリプティングを有効にするには，すべてのアプリ
ケーション・サーバでこのパラメータを設定します。特定のユーザ・グループに
対してスクリプティングを有効にするには，必要なアクセス制限が設定されたア
プリケーション・サーバのみでパラメータを設定します。

注: スクリプティングが無効に設定されているサーバに接続した場合，SAP GUI
for Windows アプリケーションで記録を行おうとするとエラー・メッセージが
表示されます。

プロファイル・パラメータを変更するには，次の手順を実行します。

1. OKCode エディット・ボックスに /nrz11 と入力してトランザクション rz11 を
開きます。

アドイン・ガイド
第22章: Windows ベース SAP サポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 469 ページ



2. ［プロファイル パラメータ更新］ウィンドウの［パラメータ名］ボックス
で，sapgui/user_scripting と入力して［表示］ボタンをクリックします。

注: ステータス・バーに「不明なパラメータ名です」というメッセージが
表示された場合は，クライアントに必要なサポート・パッケージがインス
トールされていません（「パッケージおよびパッチのバージョン要件 -
SAP アプリケーション・サーバおよび SAP GUI for Windows」(442ページ)を
参照してください）。使用している SAP のリリースに対応するサポート・
パッケージをダウンロードおよびインストールしてから，この作業を再び
開始してください。
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［プロファイル パラメータ属性照会］ウィンドウが開きます。
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3. ［Profile 値］の値が FALSE の場合は，値を変更する必要があります。値を変
更するには，［値変更］ボタンをクリックします。［パラメータ値変更］
ウィンドウが開きます。

4. ［新規値］ボックスに TRUE と入力し，［保存］ボタン をクリックしま
す。

注: この変更はシステムにログオンしたときのみ適用されます。このた
め，UFT で作業を開始する前に，ログオフしてから再びログオンする必要
があります。また，SAP サービスを SAP コンソールから再起動する必要が
ある場合もあります。
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SAP サービスを SAP コンソールから再起動してクライアントに再びログオン
しても Profile 値パラメータへの変更が保存されていない場合は，カーネルの
バージョンが古い可能性があります。この場合は，アプリケーション・サー
バを再起動するか，以下に示す必要なカーネル・パッチをダウンロードおよ
びインポートします。

リリース カーネル・バージョン パッチ・レベル

6.10 6.10 391

6.20 すべてのバージョン すべてのレベル

6.40 すべてのバージョン すべてのレベル

7.10 すべてのバージョン すべてのレベル

詳細については，SAP OSS note # 480149 を参照してください。

SAP GUI for Windows 記録セッション中の標準Windows コ
ントロールの記録方法

UFT で SAP GUI for Windows 記録セッション中に標準 Windows コントロールを対象
とするステップを記録できるようにするには，これらのコントロールを対象とす
るステップを実行する前に，［SAP GUI for Windows 標準Windows 記録］モード
に切り替える必要があります（標準 Windows コントロールに対して何らかの操作
を実行した後で［標準Windows 記録］モードに切り替えると，場合によっては
UFT と SAP アプリケーションの両方が反応しなくなることがあります）。

このタスクでは，関連する記録オプションを切り替える方法について説明しま
す。

SAP GUI for Windows アプリケーションでのテストの記録中に標準Windows 記録
モードに切り替えるには，次の手順を実行します。

［記録］ツールバーで，［記録モード］ドロップダウンから［標準Windows 記
録］を選択するか，ALT+SHIFT+F3 を押します。
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ステップを再度 SAP GUI for Windows オブジェクトとして記録するには，次の手順
を実行します。

次の手順のいずれかを実行します。

l ［記録］ツールバーで，［記録モード］ドロップダウンから［標準設定］を選
択します。

l 記録セッションを停止します。

これで SAP GUI for Windows の通常の記録モードに戻ります。
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リファレンス

［SAP］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）

このダイアログ・ボックスでは，記録または実行セッション中に UFT が SAP GUI
for Windows アプリケーションに接続する方法を指定できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［SAP］タブを選択しま
す。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスはまた，
記録を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，
手動で設定するのでない限り，新しいテストの記録を開始
するたびに自動的に表示されます。

参照 l アプリケーションの詳細の環境変数を使ってこれらのパラ
メータを指定することもできます。詳細については，
「Windows ベース SAP のアプリケーションの環境変数」(480
ページ)を参照してください。

l 「SAP GUI Scripting API と UFT」(452ページ)

l 「自動パラメータ化オプションによるテーブルおよびグリッ
ドのセル値のパラメータ化」(455ページ)

l 「SAP GUI for Windows を対象とする低レベルまたはアナロ
グ・モードの記録」(464ページ)

l 「SAP GUI for Windows 記録セッション中の標準 Windows コン
トロールの記録方法」(473ページ)

l 「［SAP］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス＞［GUI テスト］タブ） 」(482ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

開いているす
べての SAP
GUI for
Windows アプ
リケーション
でテストを記
録して実行す
る

開いているすべての SAP GUI for Windows アプリケーションを使
用するように UFT を設定します。

このオプションは，［SAP Logon］ダイアログ・ボックスまたは
［SAP Logon Pad］を使って開いたセッションをサポートしま
す。

記録または実
行セッション
の開始時に次
の SAP クライ
アントを開く

指定した SAP サーバに接続し，指定したユーザ設定を使用して
SAP GUI for Windows アプリケーションを開くように UFT を設定
します。

注: 特定のサーバに接続するように選択した場合は，記録ま
たは実行セッションを開始するたびに UFT が（ログオン・
ステップを記録せずに）そのサーバに自動的にログオンす
るための詳細を指定できます。
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UI 要素 説明

サーバの説明 接続するサーバを示します。［サーバの詳細］ボックスには，
SAP ログオン・パッドまたは［SAP Logon］ダイアログ・ボック
スで指定できるサーバが一覧表示されます。

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスのこのリストに
サーバを追加するには，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスを閉じ，［SAP Logon］ダイアログ・ボックスを使って
適切なエントリを定義してから，［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックスを再び開きます。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで設定し
たすべての値がテストに保存されるのに加えて，ダイアロ
グ・ボックスの［自動ログイン］領域にある［ユーザ］，
［クライアント］，［パスワード］，［言語］に入力した
値は，選択したサーバにも保存されます（テストに保存さ
れるのに加えて）。このため，前に選択したサーバを指定
すると，保存された値が［自動ログイン］領域に自動的に
表示されます。

システム・
データ・コン
テナ

現在のテストに使用できるターゲット・システムを含むシステ
ム・データ・コンテナを指定します。

統合モードで Solution Manager から GUI テストを開く場合にの
み有効になります。

ターゲット・
システム

テストできる利用可能な SAP 環境のドロップダウン・リスト。

［システムデータコンテナ］オプションを選択した場合にの
み有効になります。

自動ログイン
を有効にする

指定したログオン詳細情報を使って指定した SAP GUI for
Windows アプリケーションを開くように UFT を設定します。

［記録または実行セッションの開始時に次の SAP Gui クライア
ントを開く］を選択したときのみ有効になります。
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UI 要素 説明

ユーザ 指定したサーバへのログオン時に使用するユーザ名です。

［自動ログインを有効にする］を選択したときのみ有効になり
ます。

パスワード 指定したユーザ名に対応するパスワードです。

［自動ログインを有効にする］を選択したときのみ有効になり
ます。

クライアント クライアント番号です。

［自動ログインを有効にする］を選択したときのみ有効になり
ます。

言語 指定した SAP GUI for Windows アプリケーションが表示する言語
です。

［自動ログインを有効にする］を選択したときのみ有効になり
ます。

パスワードを
保存する

テストの記録または実行の開始時にパスワードを入力せずに済
むように，このダイアログ・ボックスにパスワードの情報を保
存します。

［自動ログインを有効にする］を選択したときのみ有効になり
ます。
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UI 要素 説明

テストを閉じ
るときに Sap
GUI for
Windows アプ
リケーション
を閉じる

［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで指定された
SAP GUI for Windows セッションをテストを閉じるときに閉じる
ように UFT を設定します。

実行セッションの前，最中，または後に開かれた他の SAP GUI
for Windows セッションには影響しません。

［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP］表示枠
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［SAP］ノー
ド）にある［セッションのクリーンアップ］オプションは，こ
のオプションに優先します。詳細については，「［SAP］＞
［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI
テスト］タブ） 」(482ページ)を参照してください。

既に開いてい
るセッション
では記録と実
行を行わない

記録または実行セッションの開始前にすでに開いていた SAP
GUI for Windows セッションでテストの記録や実行を行わないよ
うに UFT を設定します。このようにすると，同じコンピュータ
上で実行中のほかの SAP GUI for Windows セッションでステップ
が誤って記録されることはありません。

ステップの実
行前にロード
するWeb
ページを待機

テスト実行の開始前に Web ベース SAP ページが完全に同期化す
るまで待機するように UFT を設定します。

注: このオプションは標準設定で選択されています。IC
WebClient で作業する場合にのみ，このオプションをクリア
してください。

Windows ベース SAPのアプリケーションの環境変数

環境変数を使用して，記録または実行セッション中に使用するアプリケーション
の詳細を指定できます。これらの変数は，自動スクリプト用の外部ライブラリ・
ファイルでも使用できます。

これらの環境変数を定義すると，定義した環境変数は，「［SAP］ タブ（［記録
と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（475 ページを参照）の［サーバの
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説明］，［ユーザ］，［パスワード］，［クライアント］，［言語］ボックスの
値よりも優先します。

次の表に示す変数名は，SAP アプリケーションの詳細を定義するものです。

オプション 変数名 説明

サーバの説明 SAP_SERVER_
ENV

接続するサーバの詳細です。

ユーザ SAP_
USERNAME_
ENV

指定したクライアント番号へのログオン時に使
用するユーザ名です。

パスワード SAP_
PASSWORD_
ENV

指定したユーザ名に対応する暗号化されたパス
ワードです。

クライアント SAP_CLIENT_
ENV

クライアント番号です。

言語 SAP_
LANGUAGE_
ENV

指定した SAP GUI for Windows アプリケーション
が表示する言語です。

「環境変数」の定義および使用方法の詳細については， 『HP Unified Functional
Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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［SAP］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，SAP アプリケーションを対象としたテストまたはビジネス・コ
ンポーネントの UFT による記録方法と実行方法を設定できます。

アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［SAP］＞一般］ノードを選択します。
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重要な情報 l この表示枠は，UFT Add-in for SAP Solutions がインストールさ
れ，ロードされている場合にのみ使用できます。

l ［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプ
ション］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準
設定にリセットされます。

参照 l 「SAP GUI Scripting API と UFT」(452ページ)

l 「自動パラメータ化オプションによるテーブルおよびグリッ
ドのセル値のパラメータ化」(455ページ)

l 「SAP GUI for Windows 記録セッション中の標準 Windows コン
トロールの記録方法」(473ページ)

l 「Windows ベース SAP のアプリケーションの環境変数」(480
ページ)

l 「［SAP］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(475ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テーブルおよ
びグリッド・
コントロール
を自動パラ
メータ化する

テストの記録中に，テーブルやグリッドのセルに設定された
データを自動的にキャプチャし，それをデータ表示枠内の新し
いデータ・シートに格納します。UFT は新しいデータ・シート
を参照する Input ステートメントをテストに挿入します。この
オプションを使用することにより，1 つのテスト・ステップで
複数のセルの値を設定し，セルの値を簡単にパラメータ化でき
ます。詳細については，「自動パラメータ化オプションによる
テーブルおよびグリッドのセル値のパラメータ化」(455ページ)
を参照してください。
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UI 要素 説明

HTML 要素の
記録に SAPGui
Scripting
Interface を使
う

UFT が SAP アプリケーション内の HTML 要素を記録するときに
SAP GUI Scripting API と組み込み Web サポートのどちらを使用す
るかを指定します。このオプションを使用して，SAP GUI for
Windows セッション内部での Web 要素の記録によって発生する
同期に関する問題に対処できます。

このオプションに対する変更は，新しいテストまたはビジネ
ス・コンポーネントの記録を開始した後で有効になります。

SAP Gui セッ
ションで
Reset メソッ
ドを記録する

テストまたはビジネス・コンポーネントの記録時に，Reset メ
ソッドを最初のステップとして記録します。テストまたはビジ
ネス・コンポーネントを実行すると，最初のステップで，SAP
の初期画面から開始するようにアプリケーション・セッション
がリセットされます。これにより，テストまたはビジネス・コ
ンポーネントが実行のたびに同じアプリケーション状態で開始
するようになります。

このオプションは，「［SAP］ タブ（［記録と実行環境設定］
ダイアログ・ボックス）」（475 ページを参照）で［記録また
は実行セッションの開始時に次の SAP Gui クライアントを開
く］と［自動ログイン］の両方のオプションを選択した場合に
のみ適用されます。

ステータス・
バー・メッ
セージを記録
する

SAP アプリケーションでステータス・バー・メッセージが表示
されるたびに SAPGuiStatusbar.Sync ステップを記録します。

注: このオプションは標準設定で選択されています。
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UI 要素 説明

Disabled
Scripting
Interface 警告
を表示する

SAP アプリケーションで SAP GUI Scripting API が無効になってい
る場合は警告を表示するように UFT を設定します。その場合，
SAP GUI Scripting API を有効にするまでステップの記録や実行が
できません。SAP GUI Scripting API の有効化については，「SAP
GUI for Windows のサポートを有効にする方法」(466ページ)を参
照してください。

注: このオプションは標準設定で選択されています。
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UI 要素 説明

Low Speed
Connection 警
告を表示する

サーバとの接続速度が［低速接続］に設定されている場合は警
告を表示するように UFT を設定します。

このオプションを選択すると，接続速度が遅い場合に次のいず
れかの処理が行われます。

l （［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの設定に
従って）記録の開始時に UFT によってセッションが開かれた
場合は，エラー・メッセージが表示され，記録が停止しま
す。

l 記録を開始する前にユーザによってセッションが開かれた場
合は，エラー・メッセージが表示され，標準 Windows 記録
モードで続行されます。標準 Windows 記録モードについて
は，「SAP GUI for Windows 記録セッション中の標準 Windows
コントロールの記録方法」(473ページ)を参照してくださ
い。

このオプションを選択しないと，接続速度が遅い場合に次のい
ずれかの処理が行われます。

l （［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの設定に
従って）記録の開始時に UFT によってセッションが開かれた
場合は，エラー・メッセージが表示されずに記録が停止しま
す。

l 記録を開始する前にユーザによってセッションが開かれた場
合は，エラー・メッセージが表示されずに標準 Windows 記録
モードで続行されます。標準 Windows 記録モードについて
は，「SAP GUI for Windows 記録セッション中の標準 Windows
コントロールの記録方法」(473ページ)を参照してくださ
い。

接続速度は SAP クライアントを使って確認できます。詳細につ
いては，「SAP サーバの接続速度の確認」(468ページ)を参照し
てください。
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UI 要素 説明

注: このオプションは標準設定で選択されています。

エントリ候補
（F4）リスト
の使用時に選
択された値の
みを記録する

［Possible Entries］リストを使用した場合に，選択した値だけ
を記録するように指定します。F4 キーを押したとき（または特
定のフィールドのアイコンをクリックした後）に開くウィンド
ウ上で行われたほかのアクションはすべて無視され，フィール
ドに対して行われた実際の変更だけが記録されます。

注: イベントは F4 キーを押した時にフォーカスされていた
フィールドに関してのみ受信され，画面上のすべての入力
済みフィールドが対象ではありません。この理由のため記
録時にはこのオプションを選択しない方がよい場合もあり
ます。

セッションの
クリーンアッ
プ

現在の実行セッション中に UFT で開いたすべての SAP GUI for
Windows セッションをテスト終了時に閉じるように UFT を設定
します。これには，［記録と実行］ダイアログ・ボックスから
起動したすべての SAP GUI for Windows セッションに加えて，
SAPGuiUtil ステートメントまたは記録されていた SAP GUI for
Windows アプリケーション内の［Open New Session］ボタンに
よって実行セッション中に呼び出されたセッションもすべて含
まれます。

以前の実行セッション中に開いた SAP GUI for Windows セッショ
ンや，現在の実行セッション前または最中に手動で開かれた
セッションは影響を受けません。

このオプションは，「［SAP］ タブ（［記録と実行環境設定］
ダイアログ・ボックス）」（475 ページを参照）の［テストを
閉じるときに SAP GUI for Windows アプリケーションを閉じ
る］オプションよりも優先します。
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概念

UFT-SAP Solution Manager 統合 -概要

注: このヘルプ・ファイルでは，別途記載のないかぎり，Solution Manager とは
現在サポートされている SAP eCATT（SAP Extended Computer Aided Test Tool）
および SAP Solution Manager のすべてのバージョンを指します。一部の機能お
よびオプションは，使用している Solution Manager または eCATT のエディショ
ンではサポートされない可能性があります。

ソリューション・マネージャまたは eCATT のサポートされているバージョン
の一覧については， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』
（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）を参照してください。

HP の Web ベースのテスト管理ツールである ALM に加えて，GUI テストを SAP
Solution Manager に格納して管理することもできます。

UFT Add-in for SAP Solutions は，SAP Solution Manager と統合されます。つまり，
UFT と Solution Manager を使用すれば，複雑，マルチ・プラットフォーム対応，高
度に統合された複合型，レガシー，独自設計などを特徴とするエンタープライ
ズ・アプリケーションが稼働する Windows 環境と SAP 環境において，高品質のテ
ストを実行できるようになります。

注: UFT は，Solution Manager と ALM に同じセッションで接続することはでき
ません。したがって，Solution Manager を使ってビジネス・コンポーネントと
アプリケーション領域を管理することはできません。

Solution Manager に格納した GUI テストは，スタンドアロン・モードまたは統合
モードで使用できます。現在のモードは，UFT のタイトル・バーに表示されま
す。

l 「スタンドアロン・モード」（493ページを参照）テストは UFT から開かれま
す。

l 「統合モード」（494ページを参照）テストは Solution Manager から開かれま
す。
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Solution Manager のサポートは，次の場合にのみ利用できます。

l SAP Frontend ソフトウェアがコンピュータにインストールされている
（Unicode のサポートを含め）。

l SAP GUI for Windows ソフトウェアがコンピュータにインストールされている
（RFC ライブラリのサポートを含め）。RFC ライブラリのサポートを追加する
には，SAP のインストール中に（［Development Tools］の下の）［Unicode
RFC Libraries］チェック・ボックスを選択します。

l UFT Add-in for SAP Solutions がインストールされ，ロードされている。詳細に
ついては，「UFT アドインの管理方法」(40ページ)を参照してください。

l Solution Manager 統合コンポーネントがインストールされている。

SAP Solution Manager でのテスト管理

SAP アプリケーションの GUI テストは，テスト要件に応じて，ファイル・システ
ムまたはテスト管理ツール（HP ALM や SAP Solution Manager）に格納して管理で
きます。

SAP Solution Manager を使用するには，UFT と連携して動作するように Solution
Manager サーバを設定する必要があります。サーバを設定した後は，UFT から
Solution Manager に接続したり（スタンドアロン・モード），Solution Manager か
ら UFT に接続したり（統合モード）できます。詳細については，「Solution
Manager を UFT と連携動作させるための設定方法」(496ページ)を参照してくださ
い。

UFT または Solution Manager で，テストの作成，テストと関連リソース・ファイル
の Solution Manager データベースへの格納，テストの編集，テストの実行，およ
び実行結果の確認ができます。詳細については，「スタンドアロン・モードで
Solution Manager のテストを開き保存する方法」(499ページ)を参照してくださ
い。

Solution Manager テスト・スクリプトから GUI テストを呼び出して値を渡すことも
できます。詳細については，「統合モードにおいてテスト・パラメータを使用し
て GUI テスト間でデータを転送する方法」(513ページ)を参照してください。
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基本的な Solution Manager テストの管理操作の実行方法の詳細については，次を
参照してください。

l 「Solution Manager を UFT と連携動作させるための設定方法」(496ページ)

l 「スタンドアロン・モードで Solution Manager のテストを開き保存する方法」
(499ページ)

l 「スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager にアップロードする
方法」(502ページ)

l 「スタンドアロン・モードで Solution Manager に格納されているテストを実行
する方法」(507ページ)

l 「統合モードで Solution Manager に格納されているテストを実行する方法」
(509ページ)

l 「統合モードで Solution Manager から GUI テストを表示または編集する方法」
(511ページ)

l 「統合モードにおいてテスト・パラメータを使用して GUI テスト間でデータを
転送する方法」(513ページ)

Solution Manager のリソース・ファイル

GUI テストを Solution Manager に保存するときは，Solution Manager からテストを
開くすべてのユーザがテストのすべてのリソース・ファイルにアクセスできるよ
うに，テストに関連付けられているすべてのリソース・ファイルも Solution
Manager に格納してください。

テスト名と同じように，Solution Manager に格納するすべてのテスト・リソース・
ファイルは，サーバ設定に応じて名前の先頭が有効なプレフィックスである必要
があります。たとえば，Solution Manager サーバではすべてのファイル名を z で始
める必要がある場合，z<ファイル名>（zSOR_dwdm など）という命名規則を使用
します。ファイルの標準設定のプレフィックスは，［オプション］ダイアログ・
ボックスの［Solution Manager］表示枠で設定できます。詳細については，
「［SAP］＞［SAP Solution Manager］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボッ
クス＞［GUI テスト］タブ）」(536ページ)を参照してください。

新しい共有オブジェクト・リポジトリや回復ファイルを作成するときは，UFT で
通常どおりにファイルを作成し，それを Solution Manager に直接保存できます。
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ファイル・システムに格納されている既存のファイルをアップロードすることも
できます（外部データ・テーブル・ファイル，関数ライブラリ・ファイル，共有
オブジェクト・リポジトリ・ファイル，回復ファイル，環境変数ファイルな
ど）。

リソース・ファイルを Solution Manager にアップロードする方法の詳細について
は，「スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager にアップロードす
る方法」(502ページ)を参照してください。

スタンドアロン・モード

Solution Manager から UFT に接続できます。これをスタンドアロン・モードと呼び
ます。Solution Manager にスタンドアロン・モードで接続したら，次の操作を実行
できます。

l テストを Solution Manager データベースに格納する。

l Solution Manager データベースから既存のテストを開く。

l Solution Manager に対してファイルをアップロードまたはダウンロードする。

l テストの外部リソース・ファイルを Solution Manager に格納する。たとえば，
共有オブジェクト・リポジトリ・ファイル，データ・テーブル・ファイル，関
数ライブラリ・ファイル，環境変数ファイル，回復ファイルを Solution
Manager データベースに格納できます。UFT には，Solution Manager-UFT 統合の
一部の要素を制御できる特別な Solution Manager 専用オプションのセットが用
意されています。

l GUI のテスト・パラメータを使って，Solution Manager テスト・スクリプトから
GUI テストに（またはその逆向きに）値を渡す。たとえば，提供されたデータ
に基づいて別の目的または別のシナリオに使用できるテストまたはアクション
を作成する場合，［次を使用して、自動的にパラメータ化する］オプション
（［オプション］ダイアログ・ボックスの［GUI テスト］タブの［一般］ノー
ド（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［一般］ノード））
を活用できます。このオプションは，UFT 記録セッションの最後に，テスト内
の 1 つ以上のアクションのステップの操作引数すべてを自動的にパラメータ化
するように UFT を設定します。このテスト・パラメータの値は，Solution
Manager から取得できます。パラメータの詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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注:

これらの操作の多くは，Solution Manager から実行することもできます（統合
モード）。詳細については，「統合モード」(494ページ)を参照してくださ
い。Solution Manager テストのモードの比較については，「Solution Manager テ
ストのモード：スタンドアロンまたは統合」(519ページ)を参照してくださ
い。

Solution Manager にすでに格納されているリソース・ファイルをダウンロード
して，ファイル・システムに保存することもできます。

統合モード

Solution Manager から UFT に接続できます。これを統合モードと呼びます。統合
モードでの作業中は，UFT では Solution Manager テストに関連する UFT の機能だ
けが使用できます。統合モードでテストを実行した場合は，Solution Manager ログ
から実行セッション結果にアクセスできます。

UFT と統合するように設定された Solution Manager サーバにログオンすると，
Solution Manager に格納された GUI テストの表示，編集，実行ができるようになり
ます。Solution Manager に格納されているほかのファイルと同じように，標準の
Solution Manager コマンドを使って GUI テストのコピー，名前変更，削除を行うこ
ともできます。

Solution Manager から GUI テストを開くと，統合モードで UFT が開きます。この
モードでは，開かれているテストに関連付けられたすべての UFT の機能を使用で
きます。ただし，開いているテストを別の名前で保存することはできません。

統合モードでテストを実行するには，UFT で［実行］オプションを使用するか，
Solution Manager で選択した GUI テストに対して［Execute Test Script ］（F8）オ
プションを使用します。また，GUI テストを呼び出す Solution Manager テスト・ス
クリプト（または blob（Binary Large Object））を実行することもできます。GUI
テストとの間で値の受け渡しや取得を行う場合は，GUI テストを呼び出す Solution
Manager スクリプトを作成すると便利です。
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UFT と連係動作するように Solution Manager を設定する方法の詳細については，
「Solution Manager を UFT と連携動作させるための設定方法」(496ページ)を参照
してください。

注: UFT インタフェースから Solution Manager に格納されたテストを使用する
こともできます（スタンドアロン・モード）。詳細については，「スタンドア
ロン・モード」(493ページ)を参照してください。Solution Manager テストの
モードの比較については，「Solution Manager テストのモード：スタンドアロ
ンまたは統合」(519ページ)を参照してください。

SAP構造化パラメータ

SAP Solution Manager を統合モードで使用する場合は，構造体タイプのテスト・パ
ラメータを使用することで，XML 値，配列などの複雑な値を Solution Manager テ
スト・スクリプトから GUI テストに（またはその逆向きに）渡すことができま
す。

構造化パラメータは，SAP Solution Manager で作成および保守します。その後，ア
クション・パラメータをテスト内の構造化パラメータにマッピングできます。テ
ストが実行されると，UFT はパラメータ値を SAP Solution Manager から受け取り，
SAP Solution Manager の実際の値で，マップされたローカルのパラメータを解決し
ます。

詳細については，「SAP 構造化パラメータの使用方法」(513ページ)を参照してく
ださい。
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タスク

Solution Manager を UFT と連携動作させるための設定方法

このタスクでは，UFT Add-in for SAP Solutions で使用可能な Solution Manager-UFT
統合機能を使用できるように，Solution Manager を設定して UFT と連携動作させる
方法について説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(496ページ)

l 「ECCUST_ET テーブルの外部ツール・パラメータの設定」(496ページ)

l 「Solution Manager - UFT ユーザに対して必要なロールまたはプロファイルを適
用」(497ページ)

l 「UFT を Solution Manager と連携動作させるための設定」(498ページ)

前提条件
ユーザ（または Solution Manager システム管理者）があらかじめ適切なサポー
ト・パッケージをインストールし，Solution Manager サーバを UFT と連携動作する
ように設定する必要があります。

ECCUST_ET テーブルの外部ツール・パラメータの設定
このステップにより，Solution Manager は UFT と通信できるようになります（この
手順は，システム内で 1 回だけ実行してください）。

1. トランザクション se17 に移動します。［General Table Display］ウィンドウが
開きます。

2. ［Table Name］ボックスで，「ECCUST_ET」と入力し，Enter キーを押しま
す。

3. ［Display Table ECCUST_ET］ウィンドウが開き，必要なパラメータ名を含む空
のテーブルが表示されます。
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4. 値を次に示すとおりに入力します。

注: 関数モジュール SET_EXTERNAL_TOOL を使ってカスタマイズ用テーブ
ルのエントリを作成することもできます。詳細については，Solution
Manager のマニュアルを参照してください）。

Solution Manager - UFT ユーザに対して必要なロールまたはプロ
ファイルを適用

1. 次の権限があることを確認してください。

n Solution Manager スクリプトの実行

n Solution Manager スクリプトの編集

n 統合モードでの外部ツール（UFT）の使用

n スタンドアロン・モードにおける外部ツール（UFT）から Solution Manager
への接続
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2. UFT-Solution Manager 統合を使い始める前に，上記のタスクを実行するのに必
要なロールまたはプロファイルが使用するユーザ名に割り当てられているこ
とをシステム管理者に確認します。たとえば，スタンドアロン・モードで UFT
を使用するには，Solution Manager システム内で S_ECET ロールまたは SAP_
ECET プロファイルが割り当てられている必要があります。これは，これらの
各作業に特別なロールまたはプロファイルが必要なためです。

詳細については，システム管理者に問い合わせるか，SAP および Solution
Manager のドキュメントを参照してください。

UFT を Solution Manager と連携動作させるための設定
UFT が Solution Manager と通信できるようにするには，UFT を登録してからその登
録を確認する必要があります。この手順は，システム内で 1 回だけ実行してくだ
さい。

1. トランザクション SPRO に移動し，［SAP Reference IMG］をクリックして，
［SAP Solution Manager］＞［Capabilities (Optional)］＞［Test
Management］＞［External Integration］＞［External Test Tool with eCATT］
＞［Register Test Tool］を参照します。

2. ［New Entries］をクリックします。

3. 値を次に示すとおりに入力します。
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4. トランザクション SM30 に移動し，下の例に示すように「V_AGS_SMT_TCT」
と入力します。

5. ［Display］をクリックし，次の情報を持つ行が存在することを確認します。

UFT が登録され，SAP アプリケーションで使用できるようになっています。

スタンドアロン・モードで Solution Manager のテストを
開き保存する方法

このタスクでの説明内容：

l 「スタンドアロン・モードでのテストの保存」(500ページ)

l 「スタンドアロン・モードで Solution Manager からテストを開く」(501ページ)

注: また，Solution Manager に格納されている既存のテストを開いて編集し，
保存することや，既存のテストを新しい名前で Solution Manager データベー
スまたはファイル・システムに保存することもできます。
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スタンドアロン・モードでのテストの保存

1. UFT でテストを作成または開きます。

2. UFT から Solution Manager サーバに接続します。UFT がスタンドアロン・モー
ドで Solution Manager に接続します。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［Solution Manager 接続］ダイアログ・ボックス」(521ページ)を参照し
てください。

3. UFT で，［ファイル］＞［名前を付けて保存］を選択します。［Solution
Manager に GUI を保存］ダイアログ・ボックスが開きます。

注: ［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP Solution Manager］表示
枠で「新規テスト・プレフィックス」を定義した場合，定義したプレ
フィックスがダイアログ・ボックスに表示されます。
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4. 次の手順のいずれかを実行します。

n テストをファイル・システムに直接保存するには，［ファイルシステム］
をクリックします。［テストの保存］ダイアログ・ボックスが開きます。
ユーザ・インタフェースの詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

n テストを Solution Manager に保存するには，必要な情報を入力し，［OK］
をクリックします。ユーザ・インタフェースの詳細については，
「［Solution Manager に GUI テストを保存］ダイアログ・ボックス」(524
ページ)を参照してください。保存が完了すると，ステータス・バーに
［Ready］と表示され，テストが Solution Manager のローカル・パッケージ
（$TMP）に保存されます。保存が完了すると，UFT のタイトル・バーに次
の形式でテストの情報が表示されます。

[Solution Manager] テスト名: バージョン番号 (モード)

スタンドアロン・モードで Solution Manager からテストを開く

1. Solution Manager サーバに接続します。詳細については，「［Solution Manager
接続］ダイアログ・ボックス」(521ページ)を参照してください。

2. UFT で，［ファイル］＞［開く］＞［テスト］を選択して，テストを開きま
す。「［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・ボックス」
(527ページ)（527 ページを参照）が開きます。
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注: ［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・ボックスが開
くのは，UFT が Solution Manager サーバに接続したときです。Solution
Manager に接続している状態でテストをファイル・システムから直接開く
には，［ファイルシステム］ボタンをクリックし，［テストを開く］ダイ
アログ・ボックスを表示します。

3. 必要な情報を入力し，［OK］をクリックします。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・
ボックス」(527ページ)を参照してください。

テストが開くと，UFT のタイトル・バーに次の形式でテストの情報が表示され
ます。

[Solution Manager] テスト名: バージョン番号 (モード)

スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager
にアップロードする方法

このタスクでは，ファイルを Solution Manager にアップロードする方法について
説明します。スタンドアロン・モードで Solution Manager にファイルをアップ
ロードするときには，自動的に Solution Manager のローカル・パッケージ
（$TMP）に保存されます。

このタスクでの説明内容：

l 「外部リソース・ファイルをファイル・システムから Solution Manager にアッ
プロードする」(503ページ)

l 「新しい共有オブジェクト・リポジトリ・ファイルを作成して Solution
Manager に格納する」(504ページ)

l 「オブジェクト・リポジトリを Solution Manager にコピーまたはエクスポート
する」(505ページ)

l 「Solution Manager で新しい回復ファイルを作成します。」(506ページ)
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外部リソース・ファイルをファイル・システムから Solution
Manager にアップロードする

1. リソース・ファイルを作成してファイル・システムに保存します。

2. Solution Manager に接続します。詳細については，「［Solution Manager 接続］
ダイアログ・ボックス」(521ページ)を参照してください。

3. ［ファイル］＞［Solution Manager にファイルをアップロード］オプション
を選択します。「［SAP Solution Manager ファイルのアップロード］ダイアロ
グ・ボックス」（529 ページを参照）が開きます。

4. アップロードする［ローカルファイル］のファイル・パスを参照または入力
します。

5. アップロードするファイルに割り当てる［Solution Manager 名］と［バー
ジョン］番号を指定します。

6. UFT の適切なダイアログ・ボックスでアップロードするファイルとテストを関
連付けます。データ表示枠ファイル，ライブラリ・ファイル，環境変数ファ
イル，共有オブジェクト・リポジトリをテストに関連付ける方法の詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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新しい共有オブジェクト・リポジトリ・ファイルを作成して
Solution Manager に格納する

1. 空のテストを開きます。

2. ［リソース］＞［オブジェクトリポジトリマネージャ］を選択し，必要に応
じてテスト・オブジェクトを追加します。

3. ［ファイル］＞［保存］を選択します。「［Solution Manager に外部ファイル
を保存］ダイアログ・ボックス」（531 ページを参照）が開きます。

4. ［ファイル名］フィールドに，Solution Manager サーバの命名規則に従って共
有オブジェクト・リポジトリに使用する名前を入力します。たとえば，
Solution Manager サーバではすべてのファイル名を z で始める必要がある場
合，z<ファイル名> という形式でファイルを保存します。例を次に示します。
zSOR_dwdm

5. ［ファイルのバージョン］フィールドに，共有オブジェクト・リポジトリに
使用するバージョン番号を入力します。

6. 警告メッセージが表示されたら［Yes］をクリックします。Solution Manager
に新しいオブジェクト・リポジトリ・ファイルが作成されます。

オブジェクト・リポジトリ・ファイルの作成の詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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オブジェクト・リポジトリを Solution Manager にコピーまたはエ
クスポートする

1. コピーまたはエクスポートするオブジェクト・リポジトリを含むテストを開
きます。

注: ローカル・オブジェクト・リポジトリからオブジェクトをエクスポー
トする際：

n エクスポートするオブジェクト・リポジトリを含むアクションを選択す
る必要があります。

n オブジェクト・リポジトリ名には，少なくとも 14 文字指定する必要が
あります。

2. 次のいずれかを選択します。

n ［リソース］＞［オブジェクトリポジトリマネージャ］（共有のオブジェ
クト・リポジトリ・マネージャを開く場合）

n ［リソース］＞［オブジェクトリポジトリ］（選択したアクションのロー
カル・オブジェクト・リポジトリを開く場合）

3. 次の手順のいずれかを実行します。

n 共有のオブジェクト・リポジトリ・マネージャで，［ファイル］＞［名前
を付けて保存］を選択して，オブジェクト・リポジトリ・ファイルのコ
ピーを Solution Manager に新しい名前で保存します。

n ［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウで，［ファイル］＞［ローカルオ
ブジェクトのエクスポート］を選択して，オブジェクト・リポジトリを
Solution Manager の共有オブジェクト・リポジトリ・ファイルにエクスポー
トします。
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「［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・ボックス」（531
ページを参照）が開きます。

4. 必要な情報を入力し，［OK］をクリックします。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・
ボックス」(531ページ)を参照してください。

オブジェクト・リポジトリ・ファイルのエクスポートと保存の詳細について
は， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

Solution Manager で新しい回復ファイルを作成します。

1. ［リソース］＞［回復シナリオマネージャ］を選択します。回復シナリオ・
マネージャが開きます。

2. ［新規シナリオ］ボタンをクリックします。回復シナリオ・ウィザードが開
きます。ウィザードの指示に従って新しいシナリオを作成します。完了する
と，作成したシナリオが回復シナリオ・マネージャに表示されます。

新しいシナリオ・ファイルにシナリオを追加する場合は，手順を繰り返しま
す。
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シナリオ・ファイルを保存する準備ができたら，［保存］をクリックしま
す。「［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・ボックス」
（531 ページを参照）が開きます。

3. 必要な情報を入力し，［OK］をクリックします。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・
ボックス」(531ページ)を参照してください。

回復ファイルの作成と保存の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

スタンドアロン・モードで Solution Manager に格納され
ているテストを実行する方法

このタスクでは，UFT から（スタンドアロン・モードで）テストを実行する方法
について説明します。実行結果はファイル・システム内の指定した場所に格納さ
れます。これらのテスト結果に Solution Manager からアクセスすることはできま
せん。

スタンドアロン・モードで UFT を使用しているときは，Solution Manager データ
ベースに格納されているテストをほかの UFT テストと同じように実行します。

Solution Manager に格納されているテストを（スタンドアロン・モードで）実行
するには，次の手順を実行します。

1. UFT をスタンドアロン・モードで開きます。詳細については，「［Solution
Manager 接続］ダイアログ・ボックス」(521ページ)を参照してください。
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2. UFT で，実行するテストを開きます。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・ボックス」
(527ページ)を参照してください。

3. ［実行］ボタンをクリックするか，［実行］＞［実行］を選択します。［実
行］ダイアログ・ボックスが開きます。

4. 標準設定の結果フォルダを受け入れるか，別のフォルダを参照して選択しま
す。

注:

n 標準設定の結果フォルダは，テストのキャッシュ（ローカル）コピーが
格納されているフォルダの下に作成されます。Solution Manager テスト
のキャッシュ・フォルダの場所は，［オプション］ダイアログ・ボック
スの［Solution Manager］表示枠で設定します。

n スタンドアロン・モードでテストを実行した場合，Solution Manager ロ
グは作成されません。UFT 実行セッションに対する Solution Manager ロ
グの詳細については，「統合モードで GUI テスト実行結果を表示する」
(510ページ)を参照してください。

n テストを実行し，前の実行セッションの結果を上書きするには，［一時
実行結果フォルダ (古い一時結果に上書き)］オプションを選択します。

n UFT では，すべてのテストの一時的な実行セッション結果が <システ
ム・ドライブ>:\%Temp%\TempResults に格納されます。［一時実行結果
フォルダ (古い一時結果に上書き)］オプションのテキスト・ボックス内
のパスは読み取り専用で，変更できません。

5. ［OK］をクリックします。［実行］ダイアログ・ボックスが閉じ，UFT に
よってテストの実行が開始されます。

実行セッションが終了すると，［実行結果］ウィンドウが開きます（［オプ
ション］ダイアログ・ボックスの［セッションの実行］表示枠（［ツール］
＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［一般］タブ＞［セッションの実
行］ノード）で［実行セッションの終了時に結果を表示する］チェック・
ボックスをクリアしていない場合）。UFT テストの実行および実行結果の分析
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の詳細については， 『HP Run Results Viewer ユーザーズ・ガイド』 を参照し
てください。

統合モードで Solution Manager に格納されているテスト
を実行する方法

このタスクでは，統合モードから統合モードでテストを実行し，実行結果を
（［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP Solution Manager］表示枠で定義
された）Solution Manager の実行結果用に指定されたネットワーク・ドライブに格
納する方法について説明します。

Solution Manager から（統合モードで） GUI テストを実行するには，次のいずれか
の方法を使用します。

l UFT の実行オプションを使用します。UFT でテストを表示し，UFT の標準の
［実行 ］オプションを使用します。表示内容の詳細については，「統合モード
で Solution Manager から GUI テストを表示または編集する方法」(511ページ)を
参照してください。UFT の［実行］オプションを使ったテスト実行の詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

l Solution Manager からテストを実行します。GUI テストを呼び出す Solution
Manager テスト・スクリプトを作成して実行します。GUI テストを呼び出すテ
スト・スクリプトの作成については，「統合モードにおいてテスト・パラメー
タを使用して GUI テスト間でデータを転送する方法」(513ページ)を参照してく
ださい。Solution Manager テスト・スクリプトの実行の詳細については，
Solution Manager のドキュメントを参照してください。

l Solution Manager で選択した UFT テストに対して［Execute Test Script］オプ
ション（F8 キー）を使用します。詳細については，「［Execute Test Script］オ
プションを使って Solution Manager から UFT テストを実行する」(510ページ)を
参照してください。

注: スタンドアロン・モードでのテスト実行については，「スタンドアロン・
モードで Solution Manager に格納されているテストを実行する方法」(507ペー
ジ)を参照してください。
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［Execute Test Script］オプションを使って Solution Manager か
ら UFT テストを実行する
詳細については，SAP のマニュアルを参照してください）。

統合モードで GUI テスト実行結果を表示する
Solution Manager から実行した GUI テストの結果を表示するには，次の方法があり
ます。

l Solution Manager の［Log Display］に表示する。Solution Manager ログで，テ
ストの結果や特定のイベント（チェックポイントなど）の結果を表示できま
す。テスト結果が保存されているフォルダは，Solution Manager ログの
UNCPathToLocalLog 行に表示されています。

l HP Run Results Viewer から。Run Results Viewer で実行結果を表示するには，
UFT からアクセスするか，直接開くことができます。

「［SAP］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（475
ページを参照）を使用して Solution Manager にログオンするステップがテスト
に含まれている場合，ログオン・ステップは実行結果ツリーに表示されます。

Run Results Viewer は，Solution Manager からのテスト実行後に自動的に開くよ
うに設定できます。これを行うには，Solution Manager で，［開始オプショ
ン］ウィンドウの［共有］タブの［ログ照会］チェック・ボックスを選択しま
す。

UFTで「実行セッション結果を開いて分析する方法」の詳細については，
『HP Run Results Viewer ユーザーズ・ガイド』 を参照してください。

l 生成された XML レポートを使用する。Solution Manager, から GUI テストを実行
するたびに，.xml ファイルが生成されます。このファイルには，実行セッショ
ンの詳細情報がすべて格納されています。このファイルを表示するには，
Solution Manager ログの XML-DATA というテキストが表示されている行をクリッ
クします。

アドイン・ガイド
第22章: Windows ベース SAP サポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 510 ページ



統合モードで Solution Manager から GUI テストを表示また
は編集する方法

このタスクでは，Solution Manager に格納されている既存の GUI テストを表示また
は編集する方法について説明します。テストを開くと，UFT が統合モード（読み
取り専用モード）で開きます。GUI テストを統合モードで表示した（開いた）場
合，操作できるのは開いているテストだけです。ほかのテストを開いたり，開い
ているテストを別の名前で保存したりすることはできません。

ただし，テストとともに保存されたリソース・ファイル（ローカル・リポジトリ
やテストのローカル・データ・テーブルなど）は編集可能です。外部リソース・
ファイルを編集するには，テストをスタンドアロン・モードで開いてください。

注: 統合モードでの作業中に UFT の［ファイル］＞［名前を付けて保存］メ
ニュー・コマンドを選択すると，ファイル・システムに新しい名前でテストを
保存できるが，その場合は UFT が UFT から切断されてスタンドアロン・モー
ドに切り替わることを示す UFT の警告メッセージが表示されます。

統合モードとスタンドアロン・モードの詳細については，「スタンドアロン・
モード」(493ページ)および「統合モード」(494ページ)を参照してください。

このタスクでの説明内容：

l 「Solution Manager からの GUI テストの表示または編集」(511ページ)

l 「Solution Manager からの GUI テストの新規作成」(512ページ)

Solution Manager からの GUI テストの表示または編集

1. Solution Manager にログオンし，テスト・スクリプトを開きます。Unified
Functional Testing を外部ツールとして指定してください。Solution Manager で
テスト・スクリプトを開く方法の詳細については，SAP のドキュメントを参照
してください。
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テストは，次のモードで開くことができます。

n 読み取り専用（表示）モード：テストで外部リソース・ファイルを使用し
ている場合，テストとそのリソースは標準設定で読み取り専用モードで開
かれます。

n 編集モード： このモードでは，ほとんどの UFT オプションを使用できま
す。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

2. UFT を閉じて Solution Manager に戻ります。

Solution Manager からの GUI テストの新規作成

1. Solution Manager にログオンします。次に，テスト・スクリプトを作成して保
存します。Unified Functional Testing を外部ツールとして指定してください。
Solution Manager でテスト・スクリプトを開く方法の詳細については，SAP の
ドキュメントを参照してください。

スクリプトを作成すると，UFT が空のテストとともに開きます。

2. UFT でテストを作成します。UFT での GUI テストの作成の詳細については，本
ガイドのほかの章および 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

3. UFT で，［ファイル］＞［名前を付けて保存］を選択します。Solution
Manager でダイアログ・ボックスが開きます。

4. Solution Manager で，テストを格納するパッケージを指定します。ほかのエ
ディット・ボックスに正しい値が入っていることを確認します。

テストに外部リソース・ファイルがある場合，それらのファイルは標準設
定では $TMP（ローカル）パッケージに保存されます。テスト用に別の
パッケージを選択した場合は，外部リソース・ファイルを同じパッケージ
に手動で移動する必要があります。

5. Solution Manager で，テストを保存します。UFT が統合モードに戻り，追加の
編集ができるように保存されたテストが表示されます。
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6. UFT を閉じて Solution Manager に戻ります。

統合モードにおいてテスト・パラメータを使用して GUI
テスト間でデータを転送する方法

GUI のテスト・パラメータを使って，GUI テスト・スクリプトから GUI テストに
（またはその逆に）値を渡すことができます。

の入力引数に値を送るには，Solution Manager テスト・スクリプトからの呼び出し
を介してテストを実行する必要があります。GUI テストの入力引数と出力引数を
定義したら，Solution Manager テスト・スクリプトからそのテストへの呼び出しを
挿入し，入力引数の値を指定できます。

前提条件
テスト・パラメータを定義し，それらのパラメータを GUI テストで使用します。
詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の「［パ
ラメータ］タブ（［プロパティ］表示枠 - テスト）」の項を参照してください。

SAP 構造化パラメータを使用している場合は，「SAP 構造化パラメータの使用方
法」(513ページ)も参照してください。

GUI テストの呼び出しと Solution Manager からの引数の指定
Solution Manager から入力引数に値を送るには，Solution Manager テスト・スクリ
プトからの呼び出しを介してテストを実行する必要があります。

ヒント: Solution Manager では，Solution Manager パラメータの名前を GUI の入
力パラメータの値として入力できます。

GUI テストの入力引数と出力引数を定義したら，Solution Manager スクリプト
からそのテストへの呼び出しを挿入し，入力引数の値を指定できます。

SAP構造化パラメータの使用方法

SAP Solution manager を統合モードで使用するときは，構造値タイプのテスト・パ
ラメータを使って，Solution Manager テスト・スクリプトから GUI テストに（また
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はその逆向きに）値を渡すことができます。

構造化パラメータは，SAP Solution Manager で作成し管理します。SAP Solution
Manager でテスト・パラメータを定義したら，アクション・パラメータをテスト
内の構造化パラメータにマップできます。テストが実行されると，UFT は定義さ
れた構造を SAP Solution Manager から受け取り，SAP Solution Manager の実際の構
造化パラメータ値で，マップされたローカルのパラメータを解決します。

テストの構造化パラメータの作成または変更

1. SAP Solution Manager から，テストを外部テストとして起動します。

UFT が開いて，テストが表示されます。

2. ［プロパティ］表示枠の［パラメータ］タブで，［SAP パラメータの管理］ア
イコン をクリックします。［プロパティ］表示枠がまだ開いていない場合
は，［表示］＞［プロパティ］を選択して開きます。

SAP Solutions Manager が開いて，UFT が非表示になります。

注: SAP 構造化パラメータは，SAP Solution Manager のみで管理できます。

3. SAP Solutions Manager で，テストで使用する構造パラメータを作成または変更
し，変更を保存し，［戻る］をクリックします。

UFT が再度開き，変更内容が使用できるようになっています。

アクションの構造化パラメータの割り当てまたは変更
SAP 構造化パラメータを使用してテストを実行するには，構造型のパラメータを
定義し，テスト・パラメータおよびアクション・パラメータを関連付けてから，
アクションの構造化パラメータをテストの構造化パラメータにマップする必要が
あります。また，単純なタイプのアクション・パラメータを，テストに対して定
義された構造化パラメータの 1 つの要素に関連付けることもできます。
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1. 関連するアクションを選択します。

2. ［プロパティ］表示枠の［パラメータ］タブで， 『HP Unified Functional
Testing ユーザーズ・ガイド』の［入力/出力パラメータの追加/編集］ダイア
ログ・ボックス（［プロパティ］表示枠 - GUI テスト）の説明に従って，パラ
メータを追加，削除できます。［プロパティ］表示枠がまだ開いていない場
合は，［表示］＞［プロパティ］を選択して開きます。

注: テストに構造化パラメータが含まれる場合は，構造型のパラメータを
アクションに追加できます。

3. テスト構造化パラメータへのアクション・パラメータのマッピング

a. 関連するアクションを右クリックします。

b. コンテキスト・メニューで，［アクション呼び出しプロパティ］を選択し
ます。

c. ［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックス＞［パラメータ
の値］タブの，入力パラメータの［値］セル/カラムまたは出力パラメータ
の［保管先］セル/カラムで，［値の設定］ボタンをクリックします。

d. ［値設定オプション］ダイアログ・ボックス（入力パラメータの場合）ま
たは［保管場所オプション］ダイアログ・ボックス（出力パラメータの場
合）のどちらかで，［パラメータ］ラジオ・ボタンを選択し，［参照］を
クリックします。

［値マップ］ダイアログ・ボックスが開きます。

e. 「［値マップ］ダイアログ・ボックス」（540 ページを参照）の説明に
従って，マッピングを定義します。

ルート・ノードを選択すると，構造全体にマップできます。サブ・ツ
リー・ノードを選択すると，埋め込み構造にマップできます。また，リー
フ・ノードを選択して，構造内の特定の値にマップすることもできます。

f. ［OK］をクリックします。

パラメータがマップされます。
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注: あるアクションが別のアクションの内側から呼び出される場合は，パラ
メータを親アクションの入力パラメータにマップできます。アクションが
別のアクションの後で呼び出される場合は，先行する任意のアクションの
出力パラメータにパラメータをマップできます。

テストとアクションのパラメータの詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

スクリプト内での構造化パラメータの使用
次の例で，構造化パラメータをスクリプトから直接使用する方法を示します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-16"?>
<ZMOVIE>
<TITLE>Avatar</TITLE>
<DIRECTOR>
<FIRST_NAME>James</FIRST_NAME>
<LAST_NAME>Cameron</LAST_NAME>
<BIRTHDAY>16-8-1954</BIRTHDAY>

</DIRECTOR>
<REL_DATE>10-12-2009</REL_DATE>
<GENRE>SF</GENRE>
<STARRING>
<item>
<FIRST_NAME>Michelle</FIRST_NAME>
<LAST_NAME>Rodriguez</LAST_NAME>

</item>
<item>
<FIRST_NAME>Stephen</FIRST_NAME>
<LAST_NAME>Lang</LAST_NAME>

</item>
<item>
<FIRST_NAME>Zoe</FIRST_NAME>
<LAST_NAME>Saldana</LAST_NAME>

</item>
</STARRING>

</ZMOVIE>
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l 構造化パラメータの要素にアクセスするには，パラメータ名を入力し，その後
ろにコロン（:）と要素のパスを入力します。要素とそのサブ要素の間は，ピリ
オド（.）を使用します。次に例を示します。

Print Parameter(“Param1:ZMOVIE.DIRECTOR.FIRST_NAME”)

出力：

James

Print Parameter(“Param1:ZMOVIE.STARRING.item[1].FIRST_NAME”)

出力：

Michelle

注: UFT には，構造化パラメータについて，ステートメントの自動補完機能
があり，関連する構造型で使用可能な要素が表示されます。

l パスが，追加のサブ要素を含む要素を表現している場合，戻り値は XML 文字列
になります。パスは，XPath 式のルールに従います。

Print Parameter(“Param1:ZMOVIE.DIRECTOR”)

出力：

<DIRECTOR>
<FIRST_NAME>James</FIRST_NAME>
<LAST_NAME>Cameron</LAST_NAME>
<BIRTHDAY>16-8-1954</BIRTHDAY>

</DIRECTOR>

l 配列またはテーブルの構造は，ループで使用できます。

rowCount = Parameter("Param1:ZMOVIE.STARRING.item.count()")
For Iterator = 1 To rowCount Step 1

first_name = "Param1:ZMOVIE.STARRING.item[" & Iterator & "].FIRST_NAME"
last_name = "Param1:ZMOVIE.STARRING.item[" &Iterator &"].LAST_NAME"
print Parameter(first_name) & " " & Parameter(last_name)

Next
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出力：

Michelle Rodriguez
Stephen Lang
Zoe Saldana

注: ルート要素は，パスで省略できます。例を次に示します。

Print Parameter("Param1:ZMOVIE.DIRECTOR.FIRST_NAME")

これは，次のように記述できます。

Print Parameter("Param1:DIRECTOR.FIRST_NAME")
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リファレンス

Solution Manager テストのモード：スタンドアロンまたは
統合

次の表は，スタンドアロンと統合のテストのモードの基本的な違いを示します。

スタンドアロン・モー
ド

統合モード

テストを開く
元

UFT Solution Manager

Solution
Manager -
UFT 間の接続

「［Solution Manager 接
続］ダイアログ・ボッ
クス」（521 ページを
参照）を使って UFT か
ら Solution Manager に接
続します。

Solution Manager が自動的に Solution
Manager - UFT 間の接続を確立しま
す。

利用可能な
UFT の機能

UFT のすべての機能を
使用できます。すべて
のテストを Solution
Manager またはファイ
ル・システムで開いて
使用できます。

現在開いているテストのみを使用で
きます。

［ファイル］＞［開く］，［ファイ
ル］＞［新規作成］，［最近使用し
たファイルのリスト］は無効になり
ます。

［ファイル］＞［名前を付けて保
存］を選択すると，UFT が Solution
Manager から切断されてスタンドア
ロン・モードに切り替わるという警
告が表示されます。
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スタンドアロン・モー
ド

統合モード

リソース・
ファイル

テストを開いたとき
に，Solution Manager に
格納されているものを
含め，テストのすべて
のリソース・ファイル
を編集して保存するこ
ともできます。

テストを開いたときに，Solution
Manager に格納されているリソース
は読み取り専用モードで開かれま
す。

保存場所 テストおよびアップ
ロードされたファイル
は，自動的に Solution
Manager のローカル・
パッケージ（$TMP）に
保存されます。

テストは任意のパッケージ（非ロー
カル・パッケージを含む）に保存で
きます。

Solution
Manager の依
存関係

UFT が Solution Manager
に接続されますが，そ
れとは関係なく Solution
Manager での作業や移動
が可能です。

Solution Manager でテストが開かれて
いる間は，UFT がロックされます。
Solution Manager を解放するには，
UFT を閉じてください。

実行結果 すべての実行結果は，
ファイル・システムに
格納されます。Solution
Manager ログ・リストか
らはテスト結果にアク
セスできません。

詳細については，
『HP Run Results Viewer
ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

実行結果は，［オプション］ダイア
ログ・ボックスの［Solution
Manager］表示枠および Solution
Manager サーバで指定したネット
ワーク・ドライブに格納されます。
Solution Manager ログから実行結果に
アクセスできます。
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［Solution Manager 接続］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テスト・プロセス中にいつでも Solution Manager
と接続または切断できます。

アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

3. ［ツール］＞［SAP Solution Manager 接続］を選択しま
す。
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重要な情報 Solution Manager に格納されている GUI テストが開いている間
や，UFT が Solution Manager に格納されている共有リソース
（共有オブジェクト・リポジトリやデータ・テーブル・ファイ
ルなど）を使用している間は，Solution Manager から UFT を切
断しないでください。

関連タスク l 「Solution Manager を UFT と連携動作させるための設定方
法」(496ページ)

l 「スタンドアロン・モードで Solution Manager のテストを開
き保存する方法」(499ページ)

l 「スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager に
アップロードする方法」(502ページ)

l 「スタンドアロン・モードで Solution Manager に格納されて
いるテストを実行する方法」(507ページ)

l 「統合モードで Solution Manager に格納されているテストを
実行する方法」(509ページ)

l 「統合モードで Solution Manager から GUI テストを表示また
は編集する方法」(511ページ)

l 「統合モードにおいてテスト・パラメータを使用して GUI テ
スト間でデータを転送する方法」(513ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サーバの説明 接続する Solution Manager サーバを示します。

［サーバの詳細］ボックスには，SAP ログオン・パッドまたは
［SAP Logon］ダイアログ・ボックスで指定できるサーバが一覧
表示されます。

［Solution Manager 接続］ダイアログ・ボックスのこのリストに
サーバを追加するには，ダイアログ・ボックスを閉じ，［SAP
Logon］ダイアログ・ボックスを使って適切なエントリを定義
してから，［Solution Manager 接続］ダイアログ・ボックスを再
び開きます。

ユーザ 指定したサーバへのログオン時に使用するユーザ名です。

パスワード 指定したユーザ名に対応するパスワードです。

クライアント クライアント番号です。

言語 使用する言語です。

起動時に再接
続する

次回 UFT を開いたときに Solution Manager サーバに自動的に再
接続するように UFT を設定します。

起動時に再接
続で使用する
パスワードを
保存する

起動時の再接続に使用するパスワードを保存するように UFT を
設定します。

［起動時に再接続する］を選択してこのオプションを選択しな
かった場合は，UFT を開くたびにパスワードの入力を求められ
ます。

このオプションは［起動時に再接続する］を選択した場合にの
み有効です。

接続 UFT を Solution Manager に接続します。
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［Solution Manager に GUI テストを保存］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，GUI テストを Solution Manager データベースに保
存できます。

アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

3. UFT で，GUI テストを表示し，［ファイル］＞［名前を付け
て保存］を選択します。

重要な情報 l このダイアログ・ボックスは，［Solution Manager に外部
ファイルを保存］ダイアログ・ボックスと同様のもので，同
様のユーザ・インタフェース要素が表示されます。

l スタンドアロン・モードで Solution Manager にテストを保存
するときには，自動的に Solution Manager のローカル・パッ
ケージ（$TMP）に保存されます。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。
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UI 要素 説明

テスト名 テストの名前です。テストが識別しやすいように，わかりやす
い名前を使用します。テスト名の先頭が Solution Manager サー
バの命名規則に適合するプレフィックスであることを確認して
ください。たとえば，使用する Solution Manager サーバによっ
ては，すべてのファイル名を文字 z で始める必要があるかもし
れません。

［Solution Manager にテストを保存］ダイアログ・ボックスが開
くと，［テスト名］ボックスに標準設定のテスト・プレフィッ
クスが表示されます。このプレフィックスは，［オプション］
ダイアログ・ボックスの［Solution Manager］表示枠で定義また
は変更できます。詳細については，「［SAP］＞［SAP Solution
Manager］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞
［GUI テスト］タブ）」(536ページ)を参照してください。

テストのバー
ジョン

テストのバージョン番号です。バージョン番号には任意の番号
を使用できます。このバージョン番号オプションは，手動によ
るバージョン管理の一種として使用できます。たとえば，テス
トの全バージョンの記録を保持する場合は，テストを開いて変
更するたびに，テストの既存のバージョンを上書きせずにバー
ジョン番号を 1 ずつ増やすことができます。テストの名前と
バージョン番号を組み合わせることによって，テストの一意の
ID が構成されます。

ファイル・シ
ステム

現在開いているテストをファイル・システムの任意の場所に保
存できます。
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［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，GUI テストを Solution Manager データベースから
開くことができます。

アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

3. UFT で，［ファイル］＞［開く］＞［テスト］を選択しま
す。

重要な情報 このダイアログ・ボックスは，［読み取り専用モードで開く］
オプションが含まれていることを除き，［Solution Manager から
外部ファイルを開く］ダイアログ・ボックスと同様のもので
す。

関連タスク 「スタンドアロン・モードで Solution Manager のテストを開き
保存する方法」(499ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テスト名 開くテストの名前です。

［Solution Manager から GUI テストを開く］ダイアログ・ボッ
クスを開くと，最後に開いた Solution Manager テストが［テス
ト名］ボックスに表示されます。

有効なテスト名を入力するか，最近開いた Solution Manager テ
ストのリストから 1 つを選択できます。フォルダのパスやその
ほかの場所を指定しないでください。

テストのバー
ジョン

開くテストのバージョン番号です。

読み取り専用
モードで開く

テストを読み取り専用モードで開きます。テストを実行して結
果を保存できますが，テストやテストに関連付けられている外
部ファイルを変更することはできません。

ファイル・シ
ステム

ファイル・システム内の任意の場所からテストを開くことがで
きます。
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［SAP Solution Manager ファイルのアップロード］ダイア
ログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テストの外部リソース・ファイルを Solution
Manager に格納できます。このダイアログ・ボックスを使用すると，ファイル・
システムに格納されているファイルをアップロードすることもできます（外部
データ・テーブル・ファイル，外部関数ライブラリ・ファイル，環境変数ファイ
ル，共有オブジェクト・リポジトリ・ファイル，回復ファイルなど）。

アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

注: このステップは，スタンドアロン・モードのオプ
ションです。

3. UFT で，［ファイル］＞［Solution Manager にファイルを
アップロード］オプションを選択します。
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重要な情報 スタンドアロン・モードで Solution Manager にファイルをアッ
プロードするときには，自動的に Solution Manager のローカ
ル・パッケージ（$TMP）に保存されます。

関連タスク 「スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager に
アップロードする方法」(502ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ローカル・
ファイル

アップロードするファイルの完全パスです。ファイルのパスを
入力するか，ファイルを参照します。

Solution
Manager 名

Solution Manager にファイルを格納するときの名前です。ファイ
ル名の先頭が Solution Manager サーバの命名規則に適合するプ
レフィックスであることを確認してください。たとえば，すべ
てのファイル名を文字 z で始める必要があるかもしれません。

［SAP Solution Manager ファイルのアップロード］ダイアログ・
ボックスを開くと，［Solution Manager 名］ボックスに標準設
定のファイル・プレフィックスが表示されます。このプレ
フィックスは，［オプション］ダイアログ・ボックスの
［Solution Manager］表示枠で定義または変更できます。詳細に
ついては，「［SAP］＞［SAP Solution Manager］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(536ページ)を参照してください。

バージョン ファイルのバージョン番号です。バージョン番号には任意の番
号を使用できます。たとえば，ファイルの全バージョンの記録
を保持する場合は，ファイルを開いて変更するたびに，ファイ
ルの既存のバージョンを上書きせずにバージョン番号を 1 ずつ
増やすことができます。ファイルの名前とバージョン番号を組
み合わせることによって，ファイルの一意の ID が構成されま
す。

［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，GUI テストのリソース・ファイルを直接 Solution
Manager に保存できます。

アドイン・ガイド
第22章: Windows ベース SAP サポート

HP Unified Functional Testing (12.02) 531 ページ



アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

注: このステップは，スタンドアロン・モードのオプ
ションです。

3. UFT で，ファイルを表示し，［ツール］＞［名前を付けて
保存］を選択します。

重要な情報 このダイアログ・ボックスは，［読み取り専用モードで開く］
オプションが含まれていないことを除き，［Solution Manager か
ら外部ファイルを開く］ダイアログ・ボックスと同様のもので
す。

関連タスク 「スタンドアロン・モードでファイルを Solution Manager に
アップロードする方法」(502ページ)

アドイン・ガイド
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ファイル名 Solution Manager にファイルを格納するときの名前です。ファイ
ル名の先頭が Solution Manager サーバの命名規則に適合するプ
レフィックスであることを確認してください。たとえば，すべ
てのファイル名を文字 z で始める必要があるかもしれません。

［Solution Manager に外部ファイルを保存］ダイアログ・ボック
スを開くと，［Solution Manager 名］ボックスに標準設定の
ファイル・プレフィックスが表示されます。このプレフィック
スは，［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP Solution
Manager］表示枠で定義または変更できます。詳細について
は，「［SAP］＞［SAP Solution Manager］表示枠（［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(536ペー
ジ)を参照してください。

ファイルの
バージョン

ファイルのバージョン番号です。バージョン番号には任意の番
号を使用できます。たとえば，ファイルの全バージョンの記録
を保持する場合は，ファイルを開いて変更するたびに，ファイ
ルの既存のバージョンを上書きせずにバージョン番号を 1 ずつ
増やすことができます。ファイルの名前とバージョン番号を組
み合わせることによって，ファイルの一意の ID が構成されま
す。

アドイン・ガイド
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Solution Manager からファイルをダウンロード

このダイアログ・ボックスでは，Solution Manager に格納されているファイルをダ
ウンロードして，ファイル・システムに保存できます。

アクセス方法 1. コンピュータが Solution Manager と接続されていることを確
認します。

2. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

3. UFT で，［ファイル］＞［Solution Manager からファイル
をダウンロード］を選択します。

重要な情報 Solution Manager にファイルをアップロードし，リソース・ファ
イルとしてテストに関連付けると，テストを開くたびにそのリ
ソース・ファイルが自動的にダウンロードされるため，このダ
イアログ・ボックスを使用する必要はありません。

アドイン・ガイド
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

Solution
Manager 名

Solution Manager に格納するファイルの名前です。

［SAP Solution Manager ファイルのダウンロード］ダイアログ・
ボックスを開くと，［Solution Manager 名］ボックスに標準設
定のファイル・プレフィックスが表示されます。このプレ
フィックスは，［オプション］ダイアログ・ボックスの
［Solution Manager］表示枠で定義または変更できます。詳細に
ついては，「［SAP］＞［SAP Solution Manager］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(536ページ)を参照してください。

バージョン ダウンロードするファイルのバージョン番号です。

ダウンロード
先

ファイルのダウンロード先となる場所の完全パスとファイル名
です。フォルダのパスを入力または参照できます。

アドイン・ガイド
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［SAP］＞［SAP Solution Manager］表示枠（［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，SAP Solution Manager に接続時の UFT の動作方法を設定できま
す。

アクセス方法 1. Add-in for SAP Solutions がロードされた状態で UFT が開いて
いることを確認します。

2. GUI テストが開いていることを確認します。

3. UFT で，［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ
＞［SAP］＞［SAP Solution Manager］ノードを選択しま
す。

アドイン・ガイド
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

実行結果 Solution Manager からテストを実行したときにテスト結果を
格納する場所です。

このフォルダは，割り当てられたネットワーク・ドライブ
か，UNC（Universal Naming Convention）形式のパスである必
要があります。

新規テスト・プ
レフィックス

［GUI テストを Solution Manager に保存］ダイアログ・ボッ
クスに標準設定で表示されるプレフィックスです。

新規ファイル・
プレフィックス

Solution Manager に格納するファイルを指定するときに標準
設定で表示されるプレフィックスです。

Solution
Manager テス
ト・キャッ
シュ・フォルダ

Solution Manager のテストを UFT で編集または実行するため
に開くときに，テストを一時的に格納する場所です。

標準設定の場所 = %APPDATA%\Solution Manager

例 = C:\Documents and Settings\<ユーザ名>\Application
Data\Solution Manager

注: 指定したフォルダに下に，RunCache フォルダと
EditCache フォルダが自動的に作成されます。

キャッシュのク
リア

Solution Manager テストのキャッシュ・フォルダからすべて
のファイルを削除します。

トレース・オプ
ションの変更

「［Solution Manager トレース オプション］ダイアログ・
ボックス」が開き，UFT で UFT – Solution Manager 間通信の
トレース・ログ（通信エラーの解決用）を生成するかどう
か，およびその方法を設定できます。詳細については，
「［Solution Manager トレース オプション］ダイアログ・
ボックス」(538ページ)を参照してください。
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［Solution Manager トレースオプション］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，UFT でトレース・ファイルを生成するかどう
か，およびその方法を設定できます。たとえば，通信エラーの解決のため，
Solution Manager で UFT テストを実行するたびに UFT – Solution Manager 間の通信
トレース・ファイルを生成するように UFT を設定できます。

アドイン・ガイド
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アクセス方法 1. コンピュータを Solution Manager に「スタンドアロン・モー
ド」で接続します。

2. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

3. UFT で，［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ
＞［SAP］＞［SAP Solution Manager］ノードを選択しま
す。

4. ［SAP Solution Manager］表示枠で，［トレースオプション
の変更］をクリックします。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

レベル Solution Manager が GUI テストを実行するときに作成される
トレース・ファイルに含まれる内容のレベルです。

l なし：（標準設定）トレース・ファイルが作成されませ
ん。

l 低：Solution Manager–UFT 間のすべての通信エラーをト
レース・ファイルに記録します。

l 中：Solution Manager–UFT 間の通信エラーと Solution
Manager–UFT 間の通信を発生させるほかの主要な操作
に関する情報をトレース・ファイルに含めます。

l 高：Solution Manager–UFT 間通信に関して取得可能なす
べての情報をトレース・ファイルに含めます。

アドイン・ガイド
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UI 要素 説明

フォルダ トレース・ファイルを格納するフォルダのパスです。［レ
ベル］オプションで［なし］以外のトレース・ファイル・
レベルを指定した場合に必要です。

標準設定の場所 = %APPDATA%\Solution Manager\Trace

例 = C:\Documents and Settings\<ユーザ名>\Application
Data\Solution Manager\Trace

ファイル名 トレース・ファイルのファイル名です。

標準設定=SolutionManagerTrace.html

最大サイズ トレース・ファイルに対して許可する最大ファイル・サイ
ズです。

テストを開いて保
存するときにデ
バッグ用に .xml
ファイルを生成

Solution Manager に格納されたテストを開くか保存するたび
に，.xml ファイルを生成します。.xml ファイルは，トレー
ス・フォルダの下の Open フォルダおよび Save フォルダに
保存されます。

注: このオプションを選択すると，UFT でテストの編集
や保存を実行したときの応答時間が遅くなります。一般
に，このオプションを選択するのは，Solution Manager
の接続に関する問題をデバッグするためにそのように指
示された場合に限ります。

［値マップ］ダイアログ・ボックス

関連：GUI テストおよびコンポーネント

このダイアログ・ボックスでは，構造化パラメータをアクション・パラメータに
マップできます。

次の画像は，パラメータをマップするダイアログを示しています。

アドイン・ガイド
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アクセス方法 l 入力パラメータの場合は，［値設定オプション］ダイア
ログで［参照］をクリックします。

l 出力パラメータの場合は，［保管場所オプション］ダイ
アログで［参照］をクリックします。

次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

パス 選択されたノードのパス。

スキーマ ツリー形式でのパラメータ構造。各ノードを開き，閉じる
ことができます。
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第23章: Siebel Add-in - クイック・リファ
レンス
UFT Siebel Add-in を使用すると，Siebel ユーザ・インタフェース・オブジェクト
（コントロール）をテストできます。

次の表には Siebel Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴と
どう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Web ベースのアドインです。この機能のほとんどは他の
Web ベースのアドインと同じです。

「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を参
照してください。

サポート環境 サポートされる Siebel 環境の詳細については， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）「Siebel Add-in」の項を参照
してください。

SiebelOpenUI アプリケーションをテストしている場合，
SiebelOpenUI Add-in は Web Add-in の子アドインとしてサポート
されており，アドイン・マネージャでは Web Add-in の子アドイ
ンとして表示されます。SiebelOpenUI Add-in は，Web 2.0 ツール
キットの 1 つとしてインストールされている必要があります。
Web Add-in と SiebelOpenUI Add-in はロードする必要があります
が，Siebel Add-in はロードしないでください。Siebel と
SiebelOpenUI の両方のアドインをロードすると，互いに競合し
てオブジェクトを正常に認識できない場合があります。
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重要な情報 l Siebel Test Express を使用して，自動的に新規オブジェク
ト・リポジトリの生成，または既存のオブジェクト・リポジ
トリの更新を行えます。詳細については，「Siebel Test
Express」(575ページ)を参照してください。

l 詳細については，「考慮事項 - Siebel Add-in」(548ページ)を
参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Siebel Add-in では，Siebel アプリケーションでオブジェクトをテ
ストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッド，
およびプロパティが提供されます。詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の「Siebel」」の項を参
照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「考慮事項 - Siebel Add-in」(548ページ)を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Siebel Add-in」(550ペー
ジ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

Siebel アプリケーションを開く前に，UFT を開いて［記録と実
行］オプションを設定する必要があります。記録セッションを
開始した後にのみ，アプリケーションを起動します。

アドインの依
存関係

なし

アドイン・ガイド
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その他 l Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションをテストするには次の手
順が必要です。

n Siebel Test Automation モジュールの設定を変更する。

n Siebel アプリケーションが Test Automation 情報を生成す
るよう設定する。

「Siebel 7.7.x 以降 - Test Automation モジュールの設定」(564
ページ)を参照してください。

l Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテストするには，
次のいずれかの方法で Unified Functional Testing Extension を
有効にする必要があります。

n Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］画面が表示
される場合，［Unified Functional Testing Extension］を選
択して保持します。

n Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブが開いて
Unified Functional Testing Extension が表示される場合は，
［Allow this installation check box］を選択にして，
［Continue］をクリックします。

それ以外の場合：

i. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選択しま
す。

ii. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択します。

iii. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機能］ノー
ドを選択します。

iv. Unified Functional Testing Extension 行で，［有効化］
ボタンをクリックします。

設定

アドイン・ガイド
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［オプション］
ダイアログ・
ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボタン
を選択します。

「［Web］＞［一般］表示枠（［オプション］ダイアロ
グ・ボックス）」(90ページ)を参照してください。

［記録と実行環
境設定］ダイア
ログ・ボックス
（テストのみ）

Siebel タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(569ページ)を参照してください。

［テスト設定］
ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］表示枠を使用。
（［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コンポー
ネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケーション領
域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照してくださ
い。

［ActiveScreen
キャプチャのカ
スタム設定］ダ
イアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

［Web］セクションを使用。
［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタム レベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。
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アプリケーショ
ン領域の［追加
設定］表示枠
（ビジネス・コ
ンポーネントの
み）

l ［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

l ［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［アプリケーション］を選択
します。

［Siebel バージョン］ボックスで，ビジネス・コンポー
ネントを記録するアプリケーションの Siebel のバージョ
ンを指定します。選択したバージョンは以降のすべての
ビジネス・コンポーネントで選択されます。

本章の内容

概念 548

考慮事項 - Siebel Add-in 548

リファレンス 550

トラブルシューティングと制限事項 - Siebel Add-in 550
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概念

考慮事項 - Siebel Add-in

一般的な考慮事項

l UFT は，Siebel 7.0.x および 7.5.x アプリケーションとは異なる方法で Siebel
7.7.x 以降のアプリケーションのオブジェクトを学習します。Siebel Add-in に
は，2 つのテスト・オブジェクトのグループがあります。アプリケーション内
のオブジェクトを表すテスト・オブジェクトは，アプリケーションの Siebel の
バージョンとオブジェクトの実装によって異なります。詳細については，
「Siebel テスト・オブジェクト・モデル - 概要」(557ページ)を参照してくださ
い。

l Siebel Add-in をロードすると，このアドイン向けに設計された Web イベント記
録の設定がロードされ， オブジェクトを記録するたびに使用されます。Siebel
の Web イベント記録設定は，Siebel 以外の Web オブジェクトを対象として記録
を行うときの UFT の動作には影響を与えません。詳細については，「Web ベー
ス・アプリケーションのイベント記録の設定」(59ページ)を参照してくださ
い。

l Siebel Add-in をロードすると，オブジェクトの認識設定も Siebel に合わせて自
動的にカスタマイズされます。オブジェクトの認識設定に変更を加える必要は
ありません。そのため，［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスの
Siebel オプションと Web オプションは使用できません。

l ActiveX Add-in と Siebel Add-in を同時にロードすると，いくつかの ActiveX メ
ソッドの記録時に問題が発生する可能性があります。

Siebel 7.7.x 以降

l Siebel 7.7.x 降のアプリケーション上でテストやビジネス・コンポーネントを記
録すると，UFT によってユーザが実行した操作が記録されます。UFT は Siebel
Test Automation API（SiebelAx_Test_Automation_18306.exe）を直接処理して
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ユーザの操作を記録します。したがって，UFT ではユーザが実行した個々の操
作のステップを記録しますが，記録したステップがテストやビジネス・コン
ポーネントに追加されるのは UFT に API イベントが送信されたとき（Siebel
サーバに情報が送信されたとき）だけです。

l Siebel 7.7.x 以降のサーバで Test Automation が有効になっていて，URL で要求
された場合，Siebel Web Engine（SWE）は Web ページを構築する際に Siebel ア
プリケーションの各オブジェクトに関する追加情報を生成します。各オブジェ
クトには，Siebel アプリケーションの機能を提供する固有のプロパティ，イベ
ント，メソッドのセットがあります。Siebel Test Automation API はこれらのオ
ブジェクトを対応付けて，Siebel アプリケーションを対象とするテストまたは
ビジネス・コンポーネントの記録や実行を行う際に，UFT から Siebel アプリ
ケーションを操作できるようにします。

Siebel 7.0.x/7.5.x
Siebel Add-in は，オブジェクトの HTML 名ではなく siebel attached text プロパティ
（Siebel オブジェクトで表示される静的テキスト）で Siebel オブジェクトを識別
することもできます。これにより，動的に生成されるページを使用してテストま
たはビジネス・コンポーネントを保守できます。

アドイン・ガイド
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Siebel Add-in

本項には，Siebel Add-in に関する一般的なトラブルシューティングと制限事項の
情報が記載されています。

一般
複数の Siebel アプリケーションのバージョンを同じコンピュータに記録すると，
ステップが記録されないことがあります。

チェックポイントとオブジェクト・スパイ

l テストまたはコンポーネントを編集しているときに，適切なオブジェクト・タ
イプ（SiebList，SiebPicklist，SiebPageTabs など）についてテーブル内容チェッ
クポイントまたは出力値を作成するには，アプリケーションでそのオブジェク
トが表示される正確な画面を開く必要があります。そうでない場合，［テーブ
ル チェックポイント］ダイアログ・ボックスまたは［テーブル出力値］ダイア
ログ・ボックスに［プロパティ］タブだけが表示されることになります。

l ［合計］行を含む SiebList オブジェクトについて作成されたチェックポイント
は，［合計］行の更新を引き起こしたアクションが記録されていないと，実行
セッション中に失敗することがあります。

l オブジェクト・スパイとチェックポイントは，展開されたカルキュレータおよ
びカレンダ・ポップアップ・オブジェクトを Window("Siebel control popup") と
して認識します。

本項には，次の Siebel バージョンに関するトラブルシューティングと制限事項の
情報も記載されています。

l 「Siebel 7.7.x 以降」(551ページ)

l 「Siebel 7.0.x および 7.5.x 」(552ページ)
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Siebel 7.7.x 以降

l 特定のオブジェクト，メソッド，またはプロパティは，本書に記載されていな
くても，UFT 内から利用できる場合があります。これは，UFT が Siebel Add-in
をロードし，Siebel アプリケーションを開くときに，最新の SiebelObject.xml
ファイルを取得するためであり，ドキュメントの更新が UFT の製品リリース時
に利用可能な .xml ファイルのバージョンに従って行われるためです。

l 一部のオブジェクトは（SmartScript モジュール内など）リポジトリ名プロパ
ティの値を持たないため記録されず，オブジェクト・スパイによっても認識さ
れません。

回避策：低レベル記録を使用します。

l Gantt グラフ操作と RichText エディタ・ツールバー操作は記録されません。

回避策：低レベル記録を使用します。

l アポイントメント・カレンダ・オブジェクトが記録されるのは，ActiveX Add-in
が有効になっているときだけです。

l アポイントメント・カレンダ内での新しいアポイントメントの作成を記録する
と，そのテストまたはビジネス・コンポーネントは実行時に失敗します。

回避策：onkeypress FireEvent を，WebElement の Set ステップの前に手動で追
加します。

l ポップアップ・テーブル上で記録されたステップについては，ActiveScreen は
空です。

l SiebList オブジェクトのセル内にある内部オブジェクトには，それらが記録さ
れていても，標準の方法ではアクセスできません。これにより，次のような制
限が発生します。

n テストまたはビジネス・コンポーネントのスクリプト行に SiebList 内部オブ
ジェクトに対する操作が含まれている場合は，その SiebList オブジェクト全
体が強調表示されます。

n SiebList オブジェクトの ChildObjects メソッドは 0 を返します。

アドイン・ガイド
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n ［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウの［オブジェクトの追加］オプショ
ンを使用して SiebList 内部オブジェクトをオブジェクト・リポジトリに追加
することはできません。

l テストまたはビジネス・コンポーネントの記録中に警告メッセージが開いた場
合（たとえば無効なデータを挿入した場合など），UFT がそれらの操作を間
違った順序で記録することがあります。

回避策：記録した後で，テスト内のステップの順序を手動で変更します。

l Siebel 7.7.x およびそれ以降のオブジェクトや，UFT 11.50 のリリース後に
Siebel によって追加されたメソッドについては，コンテキスト・センシティ
ブ・ヘルプ（F1 ヘルプ）が使用できない場合があります。さらに，これらのオ
ブジェクトやメソッドについては，自動文書（キーワード・ビューの［注釈］
カラム内）とステップ・ドキュメント（ステップ・ジェネレータ内）も使用で
きない場合があります。

Siebel 7.0.x および 7.5.x

テスト・ドキュメントの作成と実行

l UFT は，Siebel アプリケーションでキーボード・ショートカットを使用する場
合の記録はサポートしていません。

回避策：Siebel アプリケーションでの記録にはマウスを使用します。

l UFT は，SblTable 内のレコード・セットのスクロールを記録しません。

回避策：記録中は，テーブルを 1 行ずつスクロールします。

ヒント: エディタを使用すれば，複数行をスクロールするようにステートメ
ントを手動で編集できます。

アドイン・ガイド
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l 標準設定では，UFT は Editor コントロールの操作（主に長い Description フィー
ルドで使用されます）を記録しません。

回避策：低レベルの記録を使用し，必要であれば当該コントロールへのスク
ロールを記録するようにします。

Siebel コントロールを使った作業

l ブラウザ・セッション中に［検索］アイコンを初めてクリックすると，ほかの
どの検索フレームとも異なるフレームが開きます。テスト反復を実行している
ときに，正しいフレームが識別されない場合があります。

回避策：それぞれの反復の最後にブラウザを閉じます。

l Siebel の各バージョンには，ユーザ・インタフェースへの変更/修正が含まれて
います。したがって，旧バージョンの Siebel で最後に修正した，もはやインタ
フェース内に存在しない要素に対するステップは，おそらく実行が失敗するた
め，置き換える必要があります。

たとえば，旧バージョンの Siebel で Siebel テーブルの一番上の行に表示されて
いた次のレコード・セットを表示するためのボタン矢印は，Siebel バージョン
 7.5.2 でテーブル横のスクロール・バーと置き換えられました。この場合は，
Image("Next Record").Click をスクロール・バーに対する操作と置き換えます。

l SblTable オブジェクト内の最初のカラムの名前は取得できません。

回避策：最初のカラムのセルに対する操作は，カラム・インデックスを使って
実行します。

Standard-Interactivity（SI）アプリケーション

l SI アプリケーションの一部のダイアログ・ボックスでは，チェック・ボックス
を選択するとナビゲーションが発生するケースで（たとえば，［新規］カラム
などのチェック・ボックス・テーブル・カラム内で），UFT がその後のステッ
プを記録しなかったり不正確に記録したりする場合があります。

回避策：記録を正確に続行するには，次の操作の前にページ内の任意の場所を
クリックします。

アドイン・ガイド
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l Currency Calculator ポップアップ・コントロールについて記録しているときに，
通貨値を入力した直後に［OK］をクリックすると，記録エラーが発生すること
があります。

回避策：SblAdvancedEdit オブジェクト内の Currency Calculator ポップアップ・
コントロールの中で［OK］をクリックする前に，ポップアップ内の別のコント
ロールを選択してから［OK］をクリックします。

High-Interactivity（HI）アプリケーション

l ブラウザのセキュリティ設定と，インストールされている Siebel パッチによっ
ては， アプリケーションにログインしたときに複数のダイアログ・ボックスが
開くことがあります。必要な Siebel パッチがすべてダウンロードされてインス
トールされてから，テストまたはビジネス・コンポーネントを実行することを
お勧めします。何かの理由でそれができない場合は，セキュリティ警告につい
て記録されたステップの間に追加された Sync ステップを手動で削除してくだ
さい。

l SblTable.Sort 操作が MVG（Multi-Value Group）アプレット内で最初の操作である
場合，UFT はその操作を記録できません。

回避策：MVG アプレット内の任意の場所をクリックしてから並べ替えます。

l ポップアップ・オブジェクトを開く SblAdvancedEdit オブジェクトを対象とした
記録を行う場合，UFT が記録するのは Set メソッドだけであり，ポップアッ
プ・オブジェクト内での操作は記録されません。ただし，ポップアップ・オブ
ジェクトからテーブルを開いた場合，UFT はこの 2 次テーブル内で実行された
操作を記録します。これらのステートメントはテストまたはビジネス・コン
ポーネント内で必要ではありません。これは，Pickup テーブル選択項目をメイ
ン・テーブルに挿入する操作も記録されるためです。場合によっては，これら
の冗長ステートメントが実行セッションに干渉することがあります。

回避策：テストまたはビジネス・コンポーネントが予期したとおりに動作しな
い場合は，ポップアップ・オブジェクトから開かれた 2 次テーブルについて記
録されたステートメントを削除します。
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l Siebel テーブルに添付ファイルを追加すると，UFT は実行セッションの妨げに
なる可能性のある追加のステートメントを記録します。

回避策：記録が終わってから，添付ファイルを追加したときに記録された
OpenCellElement ステートメントと Add ステートメントを削除します。

l Currency Calculator コントロールを使って Siebel テーブルのセルに値を挿入する
場合，値を入力したセルをクリックする前に別のセルにカーソルを移動する
と，UFT は新しい SelectCell ステップを SetCellData の前に記録することがあり
ます。

回避策：記録中に，常に ENTER キーを押して Currency Calculator を閉じるよう
にします。何かの理由で Currency Calculator が ENTER キーを使って閉じられな
かった場合は，SetCellData ステップと SelectCell ステップの順序を手動で変更
することができます。

アドイン・ガイド
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概念

Siebel Add-in - 概要

Siebel eBusiness プラットフォームは，多くの組織でビジネス・プロセス・アプリ
ケーションに広く使用されています。UFT では，Siebel 用にカスタマイズされた特
別なテスト・オブジェクトと操作（メソッドおよびプロパティ）を使用して，こ
れらのアプリケーションを対象とするテストおよびビジネス・コンポーネントの
作成と実行ができます。

カスタマイズされた Siebel テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティによ
り，スクリプトの読み取り，保守，拡張，パラメータ化がより簡単になり，上級
ユーザも初心者も，Siebel アプリケーションの高度なテストやビジネス・コン
ポーネントを作成できます。

UFT では，標準双方向性と高双方向性の両方の Siebel アプリケーションを対象と
したテストがサポートされています。

l 標準双方向性のアプリケーションは，データを必要になった場合にダウンロー
ドします。このインタフェースは，企業のネットワークの外部からアプリケー
ションにアクセスするユーザ向けに設計されています。

l 高双方向性アプリケーションは，より少ないナビゲーションで，必要なデータ
の大半を一度にダウンロードします。このインタフェースは，コール・センタ
など頻繁に使用するユーザ向けに設計されています。

Siebelテスト・オブジェクト・モデル -概要

Siebel テスト・オブジェクト・モデルは，「Sbl」または「Sieb」というプレ
フィックスの付いた 2 つの異なるテスト・オブジェクトのグループで構成されま
す。Siebel 7.0.x または 7.5.x のアプリケーションを対象に記録する場合，UFT は
Sbl テスト・オブジェクトのみを学習します。Siebel 7.7.x 以降のアプリケーショ
ンのオブジェクトを学習する場合，UFT は Siebel アプリケーションの実装方法に
応じて，Sieb テスト・オブジェクトのみを学習するか，または Sbl と Sieb のテス
ト・オブジェクトの組み合わせを学習できます。

HP Unified Functional Testing (12.02) 557 ページ



各 Siebel テスト・オブジェクトの詳細については，『HP UFT Object Model
Reference for GUI Testing』の「Siebel」の項を参照してください。

テストまたはビジネス・コンポーネントを記録しながら Siebel アプリケーション
で操作を実行すると，UFT によって次の処理が行われます。

l 操作の実行対象のオブジェクトが識別され，テストまたはビジネス・コンポー
ネントに適切なテスト・オブジェクトが作成される

l アプリケーションに含まれるオブジェクトのプロパティの現在の値が読み取ら
れ，それらがテスト・オブジェクトのプロパティ値としてオブジェクト・リポ
ジトリに格納される

l テスト・オブジェクトに一意の名を付ける。一般には主要なプロパティのどれ
かの値に基づく。

l オブジェクトを対象に実行した操作（メソッド）が記録される。記録された操
作は，エディタにはステップとして，エキスパート・ビューにはステートメン
トとして表示される。

たとえば，Siebel アプリケーションのページで特定のアカウントのチェック・
ボックスを選択するとします。このチェック・ボックスのラベルは
「Competitor」です。

UFT はこのチェック・ボックスを SiebCheckbox オブジェクトとして識別します。
Competitor という名前で SiebCheckbox テスト・オブジェクトが作成され，
Competitor SiebCheckbox の記述として次のプロパティと値が記録されます。

また，SetOn メソッドを実行して SiebCheckbox オブジェクトを選択したことも記
録されます。

アドイン・ガイド
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UFT により，［キーワード ビュー］に次のようなステップが表示されます。

UFT により，エディタに次のようなステップが表示されます。

SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView("Account
Details").SiebApplet("Account").SiebCheckbox("Competitor").SetOn

テストまたはビジネス・コンポーネントを実行すると，UFT は，テスト・オブ
ジェクト・クラスと，オブジェクトを一意に認識するための認識プロパティと値
のセットである「記述」に基づいて，アプリケーションに含まれている各オブ
ジェクトを認識します。前の例では，実行セッション中，UFT によりオブジェク
ト・リポジトリ内で Competitor という名前を持つ SiebCheckbox オブジェクトが検
索され，その記述が調べられます。次に，見つかった記述に基づいて
（repositoryname が Competitor，classname が SiebCheckbox），UFT によって，
Competitor という名前を持つ SiebCheckbox オブジェクトがアプリケーションの中
で検索されます。該当するオブジェクトが見つかると，UFT はそのオブジェクト
に対して SetOn メソッドを実行し，チェック・ボックスが選択されます。

本項の内容

Siebel オブジェクトでのステップの記録 559

Siebel 7.0.x および 7.5.x アプリケーションのネイティブの操作およびネイ
ティブ・プロパティ 560

Siebel オブジェクトでのステップの記録

Siebel オブジェクトでの操作を記録する場合，UFT は，キーワード・ビューに適切
な Siebel オブジェクトでステップを挿入し，エディタに対応するステートメント
を追加します。
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たとえば，リストから項目を選択すると，キーワード・ビューでは次のように表
示されます。

UFT によって，エディタに次のように記録されます。

SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView("Account
Details").SiebApplet("Account").SiebPicklist("Account Type").Select "Consultant"

ヒント: 記録セッションの終了時，ブラウザを閉じる前に，Siebel アプリケー
ションからログアウトすることをお勧めします。

Siebel Add-in がインストールされている場合，UFT を使用してアプリケーション用
のオブジェクト・リポジトリを生成できます。詳細については，「Siebel Test
Express」(575ページ)を参照してください。

Siebel 7.0.x および 7.5.xアプリケーションのネイティブの
操作およびネイティブ・プロパティ

Siebel 固有のテスト・オブジェクトと操作のほかに，Object プロパティを使用し
て，Siebel オブジェクトをラップする HTML 要素または ActiveX 要素のネイティブ
（内部）操作にもアクセスできます。Object プロパティはすべての Siebel 7.0.x お
よび 7.5.x オブジェクトにあります。

ヒント: オブジェクト・スパイを使用して，アプリケーション内のオブジェク
トのネイティブ操作およびプロパティを表示できます。

Object プロパティは，標準の Siebel チェックポイントでは利用できないプロパ
ティの値を検証する場合も役に立ちます。
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次の例では，Object プロパティを使用して，SblTabStrip オブジェクトを表す HTML
要素に直接アクセスして，HTML タグ名とサイズを取得し，この情報をメッセー
ジ・ボックスに表示しています。

set obj = Browser("Siebel Call").Page("Siebel Call").Frame("Siebel Call").SblTabStrip
("ScreenTabStrip").Object
msgbox obj.tagName
msgbox obj.height
msgbox obj.width

注: ネイティブ・プロパティに依存していると，Siebel アプリケーションを構
造が異なるオブジェクトを含む新しいバージョンにアップグレードする場合に
問題が生じる可能性があります。たとえば，Internet Explorer Option Pack で
HTML オブジェクトが ActiveX オブジェクトに変換される場合などです。

Object プロパティの使用法の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Siebel Add-in - チェックポイントと出力値

テストまたはビジネス・コンポーネントを作成したら，チェックポイントの追
加，出力値の取得，値のパラメータ化，Siebel オブジェクト，メソッド，プロパ
ティの挿入を行って拡張できます。

SblTable オブジェクトと Sieb 表テスト・オブジェクトを除き，ほとんどの Siebel
オブジェクトの検査やプロパティ値の出力は，UFT でサポートされているその他
のオブジェクトと同じ方法で行われます。

Siebel Add-in チェックポイントと出力値に関する考慮事項

l SblTable オブジェクトは，UFT でサポートされているその他のテーブル・オブ
ジェクトと同じ方法で検査や値の出力が行われますが（［テーブル チェックポ
イントのプロパティ］ダイアログ・ボックスまたは［テーブル出力値のプロパ
ティ］ダイアログ・ボックスを使用），次の違いがあります。

n Siebel 7.0.x または 7.5.x の高双方向性アプリケーションでは，テーブル・
チェックポイントまたは出力値の作成中に，Siebel アプリケーションでテー
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ブルを含むページを開く必要があります。

テーブル・チェックポイントまたは出力値を作成する場合，検査または出力
するセルの選択時に，SblTable オブジェクトのヘッダ行を含めないでくださ
い。セルの最初の行の選択をクリアするには，テーブルの左側の行見出し 1
をダブルクリックします。

ヒント: SblTable オブジェクトを使って作業する場合，表示されているす
べてのデータをテーブルから外部ファイルにスプールできます。詳細に
ついては，「Siebel テーブルからのデータのスプール」(563ページ)を参
照してください。

n Siebel 7.7.x アプリケーションの特定のテスト・オブジェクト（Sieb というプ
レフィックスが付いている）には表の特性があります。UFT は Sieb 表テス
ト・オブジェクトをテーブル・タイプのオブジェクトとして扱うため，その
内容または認識プロパティ，あるいはその両方を検査できます。さらに，テ
ストまたはビジネス・コンポーネントで使用するために，内容または認識プ
ロパティの値，あるいはその両方を出力できます。次の Sieb テスト・オブ
ジェクトには表の特性があります。SiebCommunicationsToolbar，SiebList，
SiebMenu，SiebPageTabs，SiebPDQ，SiebPicklist，SiebScreenViews，
SiebThreadbar，SiebToolbar，SiebViewApplets

ヒント: Sieb 表オブジェクトを使って作業する場合，表示されているすべ
てのデータをオブジェクトから外部ファイルにスプールできます。詳細
については，「Siebel テーブルからのデータのスプール」(563ページ)を
参照してください。
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l 高双方向性アプリケーションをテストする場合，次の注意事項があります。

n チェックポイントを作成するときに Siebel アプリケーション内で Sieb
tabular オブジェクトが開いていない場合は，［テーブル チェックポイント
のプロパティ］ダイアログ・ボックスに［プロパティ］タブのみが表示さ
れ，検査する情報のタイプ（内容またはプロパティ）を選択するオプション
が無効になっています。

n 出力値を作成するときに Siebel アプリケーション内で Sieb tabular オブジェ
クトが開いていない場合は，［テーブル出力値のプロパティ］ダイアログ・
ボックスに［プロパティ］タブのみが表示され，出力する情報のタイプ（内
容またはプロパティ）を選択するオプションは無効になっています。

l SiebList オブジェクトに含まれている内部オブジェクトにアクセスするには，
CTRL キーを押しながら指差しマークで SiebList オブジェクトをクリックしま
す。

本項の内容

Siebel テーブルからのデータのスプール 563

Siebel テーブルからのデータのスプール

表示されているすべてのデータを SblTable または Sieb 表オブジェクト（SiebList
オブジェクトなど）から外部ファイルにスプールする場合は，テーブル内の各セ
ルをループ処理して情報を外部ファイルに保存できます。

次の例では，GetCellData メソッドで，10 行 10 カラムの SblTable テーブル・オブ
ジェクトの各セルのデータを列挙します。

For i=0 to 10
For j=0 to 10

Dat=Browser("Siebel eChannel").Page("Siebel eChannel_8").
Frame("Campaign Explorer").SblTable("Campaign").
GetCellData (i, j)
SaveToExternalFile (Dat)

Next
Next
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次の例では，RowsCount メソッドおよび ColumnsCount メソッドを使用して，
SiebList オブジェクト内の各セルのデータを列挙しています。

RowsCount = SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView("My
Accounts").SiebApplet("Accounts").SiebList("List").RowsCount
ColsCount = SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView("My
Accounts").SiebApplet("Accounts").SiebList("List").ColumnsCount
For i=0 to RowsCount-1

For j=0 to ColsCount-1
ColumnName = SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView

("My Accounts").SiebApplet("Accounts").SiebList
("List").GetColumnRepositoryNameByIndex(j)

Dat=SiebApplication("Siebel Call Center").SiebScreen("Accounts").SiebView("My
Accounts").SiebApplet("Accounts").SiebList("List").GetCellText(ColumnName,i)

SaveToExternalFile (Dat)
Next

Next

GetCellData，RowsCount，ColumnsCount メソッドの詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の「Siebel」の項を参照してください。

Siebel 7.7.x以降 - Test Automationモジュールの設定

UFT は Siebel Test Automation API（SiebelAx_Test_Automation_18306.exe）に基づ
く，Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションをサポートしています。Siebel 7.7.x 以降
のアプリケーションを対象とするテストまたはビジネス・コンポーネントを作成
または実行する前に，Siebel Test Automation モジュールの設定を変更し，Siebel
アプリケーションに Test Automation 情報を生成するよう指示する必要がありま
す。

Siebel 7.0.x および 7.5.x アプリケーションの場合，これらのバージョンを対象と
するテストまたはビジネス・コンポーネントを作成，実行するために設定変更を
行う必要はありません。

Siebel Add-in を使用して Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションをテストするには，
Siebel サーバに Siebel Test Automation モジュールがインストールされていて Test
Automation を実行するために正しく設定されていることを確認する必要がありま
す。詳細については，Siebel のインストールに含まれている『Testing Siebel
eBusiness Applications Version 7.7』の機能テスト環境の設定方法について説明して
いる項を参照してください。
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Test Automation 情報の生成 - Siebel アプリケーション
Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションを対象とするテストまたはビジネス・コン
ポーネントを作成，実行するには，SWE コマンドを使用して Siebel Web Engine
（SWE）に Siebel アプリケーション向けに Test Automation 情報を生成するよう指
示する必要があります。これを行うには，Siebel サーバの URL に SWECmd=AutoOn
トークンを追加します（例： http://hostname/callcenter/
start.swe?SWECmd=AutoOn）。このトークンを追加しない場合，SWE は Test
Automation 情報を生成しません。

「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（569
ページを参照）で［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケーション
を開く］オプションを選択した場合，UFT は自動的に URL に Siebel Test
Automation 情報を追加します（手動で URL に指定する必要はありません）。［記
録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスのオプションの詳細については，
「Siebel アプリケーションの環境変数の定義方法」(567ページ)を参照してくださ
い。

「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（569
ページを参照）で［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケーション
を開く］オプションを選択した場合，UFT は自動的に URL に Siebel Test
Automation 情報を追加します（手動で URL に指定する必要はありません）。［記
録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスのオプションの詳細については，
「Siebel アプリケーションの環境変数の定義方法」(567ページ)を参照してくださ
い。

注: Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションでセッションのタイムアウトが発生し
た場合，Siebel Test Automation URL のパラメータ値は保存されません。ログア
ウトして再度ログインしたら，必要な Siebel Test Automation のパラメータ値
を含む正しい URL に移動する必要があります（次のとおり，必要な場合はパ
スワードのパラメータ値を含む）。

セキュリティ保護された - Siebel アプリケーションの Test
Automation 情報の生成
Test Automation 情報を生成するためのパスワードが Siebel サーバで定義されてい
る場合，そのパスワードも（前述の SWECommand=AutoOn トークンに加え）URL

アドイン・ガイド
第24章: Siebel Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 565 ページ



に指定する必要があります。URL トークンは AutoToken=password という形式で
す。
例：http://hostname/callcenter/start.swe?SWECmd=AutoOn&AutoToken=mYPass。こ
れで，UFT は保護モードでも Siebel Test Automation API（SiebelAx_Test_
Automation_18306.exe）を実行できるようになります。

Siebel サーバにパスワードが定義されている場合，URL にこのトークンを追加し
ないと SWE は Test Automation 情報を生成しません。

Siebel サーバが Test Automation に対してセキュリティ保護されているかどうかに
いての詳細については，Siebel のシステム管理者に問い合わせてください。

「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックス）」（569
ページを参照）で［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケーション
を開く］オプションを選択して［詳細設定］ボタンをクリックし，［Siebel の記
録と実行環境の詳細設定］ダイアログ・ボックスの［Siebel 自動化アクセスコー
ド］ボックスにパスワードを指定した場合，UFT は自動的に URL にパスワード情
報を追加します（手動で URL に指定する必要はありません）。［記録と実行環境
設定］ダイアログ・ボックスのオプションの詳細については，「Siebel アプリ
ケーションの環境変数の定義方法」(567ページ)を参照してください。
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タスク

Siebelアプリケーションの環境変数の定義方法

注:

l これらの環境変数のいずれかを定義すると，定義した環境変数が，コン
ポーネントの場合は「［Siebel］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）」（569 ページを参照），アプリケーション領域の場合は
アプリケーション領域の［追加設定］表示枠の［アプリケーション］表示
枠内の対応する値よりも優先します。

l 環境変数の定義および使用方法の詳細については，「記録と実行の設定で
の環境変数」(37ページ)を参照してください。

次の表に示す変数名は，Siebel アプリケーションの詳細を定義するものです。

オプション 変数名 説明

Siebel バージョン APPLICATION_
ENV

テストまたはビジネス・コンポーネ
ントを記録するアプリケーションの
Siebel バージョンです。

取り得る値：

l    77

l    7075

テストおよびビジネス・コンポーネ
ントで使用できます。

アドレス URL_ENV 開くアプリケーションの URL です。
テストでのみ使用できます。
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オプション 変数名 説明

自動ログイン AUTO_LOGIN_
ENV

アプリケーションに自動的にログイ
ンして開くかどうかを示します。テ
ストでのみ使用できます。

取り得る値：

l True

l False

ユーザ USER_NAME_
ENV

アプリケーションにログインして開
くために使用するユーザ名です。テ
ストでのみ使用できます。

パスワード PASSWORD_
ENV

アプリケーションを開くための暗号
化されたパスワードです。テストで
のみ使用できます。

テストを閉じるときにア
プリケーションからログ
アウトする

LOGOUT_ENV テストを閉じるときにアプリケー
ションを自動的にログアウトするか
どうかを示します。テストでのみ使
用できます。

取り得る値：

l True

l False

アドイン・ガイド
第24章: Siebel Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 568 ページ



リファレンス

［Siebel］タブ（［記録と実行環境設定］ダイア
ログ・ボックス）

このタブでは，Siebel オブジェクト上でのテストの記録と実行を UFT で開始する
方法を定義できます。
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アクセス方法 ［記録］＞［記録と実行環境設定］＞［Siebel］タブを選択し
ます。

注: ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスは，記録
を開始する前にこのダイアログ・ボックスを開いて，手動
で設定するのでないかぎり，新しいテストの記録を開始す
るたびに自動的に表示されます。
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重要な情報 l Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションを使用している場合は，
次のことを考慮してください。

n Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションをテストするには，
追加の URL パラメータ値を指定して，Siebel Test
Automation がロードされた Siebel アプリケーションを開
く必要があります。詳細については，「Siebel 7.7.x 以降 -
Test Automation モジュールの設定」(564ページ)を参照し
てください。

n ［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケー
ションを開く］オプションを選択した場合，UFT は自動的
に URL に Siebel Test Automation 情報を追加します（手動
で URL に指定する必要はありません）。任意の開いてい
るブラウザを対象に記録や実行を行う場合，アプリケー
ションを開くときにアプリケーションの URL の一部とし
て必要なパラメータ値を指定する必要があります。

n ［記録または実行セッションの開始時に次のアプリケー
ションを開く］オプションを選択して，［Siebel の記録と
実行環境の詳細設定］ダイアログ・ボックスの［Siebel 自
動化アクセスコード］ボックスにパスワードを指定した
場合，UFT は自動的に URL にパスワード情報を追加しま
す。手動で URL に指定する必要はありません。任意の開
いているブラウザを対象に記録や実行を行う場合，または
［Siebel の記録と実行環境の詳細設定］ダイアログ・ボッ
クスにパスワードを指定しない場合，アプリケーションを
開くときにアプリケーションの URL の一部として必要な
パスワードの値を指定する必要があります。

n Siebel 7.7.x 以降のアプリケーションでセッションのタイ
ムアウトが発生した場合，Siebel Test Automation URL のパ
ラメータ値は保存されません。ログアウトして再度ログイ
ンしたら，必要な Siebel Test Automation のパラメータ値
を含む正しい URL に移動する必要があります。

関連タスク 「Siebel アプリケーションの環境変数の定義方法」(567ページ)
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参照 l 「考慮事項 - Siebel Add-in」(548ページ)

l 「UFT アドインの記録と実行環境設定の定義方法」(41ペー
ジ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

Siebel バージョン テストを記録するアプリケーションの Siebel の
バージョンを指定します。選択したバージョン
は以降のすべてのテストで選択されます。

環境変数を使用して Siebel のバージョンを指定
できます。詳細については，「Siebel アプリ
ケーションの環境変数の定義方法」(567ページ)
を参照してください。

［開いているすべてのブラウ
ザでテストを記録して実行す
る］

テストの記録と実行の際に，任意の Internet
Explorer ブラウザを使用するように UFT を設定
します。

UFT は，UFT の起動後に開いたブラウザのみで
記録と実行を行います。Siebel 7.7.x 以降を使用
する場合，「Siebel 7.7.x 以降 - Test Automation
モジュールの設定」(564ページ)の説明に従っ
て，必要なテスト自動化パラメータが指定され
ていることを確認します。

記録または実行セッションの
開始時に次のアプリケーショ
ンを開く

記録または実行セッションの開始時に指定され
たアプリケーションを開くように UFT に指示し
ます。
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UI 要素 説明

アドレス
（［記録または実行セッショ
ンの開始時に次のアプリケー
ションを開く］が選択されて
いる場合にのみ有効）

指定された URL で Internet Explorer を開くよう
に UFT に指示します。推奨される形式：<ホス
ト>/<アプリケーション名>/start.swe

例：siebapp/callcenter_enu/start.swe

環境変数を使用して URL を指定できます。詳細
については，「Siebel アプリケーションの環境
変数の定義方法」(567ページ)を参照してくださ
い。

自動ログイン
（［記録または実行セッショ
ンの開始時に次のアプリケー
ションを開く］が選択されて
いる場合にのみ有効）

指定したログイン詳細情報を使って指定した
Siebel アプリケーションを開くよう UFT を設定
します。

環境変数を使用して Auto-login の設定を指定で
きます。詳細については，「Siebel アプリケー
ションの環境変数の定義方法」(567ページ)を参
照してください。

ユーザ
［自動ログイン］を選択した
ときだけ有効になります。

指定したアプリケーションへのログインに使用
するユーザ名です。

環境変数を使用してユーザ名を指定できます。
詳細については，「Siebel アプリケーションの
環境変数の定義方法」(567ページ)を参照してく
ださい。

パスワード
［自動ログイン］を選択した
ときだけ有効になります。

指定したユーザ名に対応するパスワードです。

環境変数を使用してパスワードを指定できま
す。詳細については，「Siebel アプリケーショ
ンの環境変数の定義方法」(567ページ)を参照し
てください。
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UI 要素 説明

テストを閉じるときにアプリ
ケーションからログアウトす
る
［自動ログイン］を選択した
ときだけ有効になります。

テストの終了時に指定されたアプリケーション
を自動的にログアウトするよう UFT に指示しま
す。テストの実行前，実行中，または実行後に
開いているほかの Siebel セッションには影響し
ません。

環境変数を使用してログアウト設定を指定でき
ます。詳細については，「Siebel アプリケー
ションの環境変数の定義方法」(567ページ)を参
照してください。

テストを閉じるときにブラウ
ザを閉じる
（［記録または実行セッショ
ンの開始時に次のアプリケー
ションを開く］が選択されて
いる場合にのみ有効）

テストを終了するときに開いているブラウザを
閉じるよう UFT を設定します。テストの実行
前，実行中，または実行後に開いているほかの
ブラウザには影響しません。

詳細設定
（［Siebel version 7.7 and
later ］および［記録または
実行セッションの開始時に次
のアプリケーションを開く］
が選択されている場合にのみ
有効）

次のオプションを指定できる［Siebel の記録と
実行環境の詳細設定］ダイアログ・ボックスが
開きます。

l Siebel 自動化要求タイムアウト：テストの実
行時に Siebel Test Automation との接続を試み
るタイムアウト期間（秒単位）です。

標準設定：120 秒

l Siebel 自動化アクセス・コード：組織のアク
セス・セキュリティ・ポリシーで指定されて
いる場合，Siebel Test Automation にアクセス
するために必要な事前定義されているセキュ
リティ・コードです。
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第25章: Siebel Test Express
本章の内容

概念 576

Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジトリの生成また
は更新 576

タスク 578

Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジトリを生成また
は更新する方法 578

リファレンス 581

オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード 581
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概念

Siebel Test Expressを使用した共有オブジェクト・
リポジトリの生成または更新

UFT に Siebel Add-in がインストールされている場合，Siebel Test Express を使用し
て，新しいオブジェクト・リポジトリの生成や既存のオブジェクト・リポジトリ
の更新を自動的に行うことができます。

［オブジェクト リポジトリ作成ウィザード］を使用して新しい共有オブジェク
ト・リポジトリを作成できます。このウィザードでは，オブジェクト・リポジト
リを作成するアプリケーションまたは最上位のアプリケーション・オブジェクト
を選択できます。Siebel Test Express は Siebel アプリケーションをスキャンし，指
定したアプリケーションまたは最上位オブジェクトに含まれる子オブジェクトご
とにテスト・オブジェクトを作成します。作成した共有オブジェクト・リポジト
リは，オブジェクト・リポジトリ・マネージャを使用して，ファイル・システム
または ALM プロジェクトに保存できます。

Siebel Test Express を使用して既存のオブジェクト・リポジトリを更新することも
できます。［オブジェクト リポジトリ更新ウィザード］では，更新対象に含める
アプリケーションまたは最上位のオブジェクトを選択できます。また，検索日付
を選択して，その日付以降に追加または更新されたオブジェクトを含めることが
できます。日付は，オブジェクト・リポジトリでオブジェクトが最後に追加また
は変更された日付を表します。

オブジェクト・リポジトリを更新すると，オブジェクト・リポジトリ結合ツール
によって，新しいオブジェクトと変更されたオブジェクトが既存のオブジェク
ト・リポジトリのオブジェクトとマージされます。

本章では， Siebel Test Express を使用したオブジェクト・リポジトリの作成または
更新方法について説明します。基本的なオブジェクト・リポジトリの使用方法の
詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

Siebel Test Express を使用したオブジェクト・リポジトリの作成と更新の詳細につ
いては，「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジトリを生成ま
たは更新する方法」(578ページ)を参照してください。
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オブジェクト・リポジトリ作成/更新ウィザードの詳細については，「オブジェク
ト・リポジトリ作成ウィザード」(581ページ)を参照してください。
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タスク

Siebel Test Expressを使用して共有オブジェクト・
リポジトリを生成または更新する方法

このタスクでは，Siebel Test Express を使用して，Siebel アプリケーション用の新
しい共有オブジェクト・リポジトリの生成や既存のオブジェクト・リポジトリの
更新を行う方法について説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(578ページ)

l 「共有オブジェクト・リポジトリの作成または更新」(578ページ)

l 「（任意）オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用した更新された Siebel
オブジェクト・リポジトリのマージ」(579ページ)

l 「共有オブジェクト・リポジトリを保存します」(580ページ)

1. 前提条件
n Siebel Test Express が正しく動作するためには，Siebel Add-in のインストー

ルとロードが完了している必要があります。

n Siebel Test Express では，Siebel Test Automation API に基づく Siebel 7.7.x 以
降の高双方向性アプリケーションがサポートされています。

n UFT で Siebel Test Express を動作させるには，サーバにインストールされて
いる Siebel Test Automation API のバージョンが Siebel Test Express をサポー
トしていることを確認します。

2. 共有オブジェクト・リポジトリの作成または更新
a. ［リソース］＞［オブジェクトリポジトリマネージャ］を選択します。

オブジェクト・リポジトリ・マネージャが開きます。
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b. （任意）既存のオブジェクト・リポジトリを更新するには，更新するオブ
ジェクト・リポジトリを編集可能な形式で開きます。

注: 標準設定では，オブジェクト・リポジトリ・ファイルは読み取り専
用モードで開きます。編集可能な形式で開くには，［共有オブジェク
ト リポジトリを開く］ウィンドウで［読み取り専用モードで開く］
チェック・ボックスをクリアするか，リポジトリを開いた後に［ファ
イル］＞［編集可能にする］を選択して編集を可能にします。

c. 「オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード」(581ページ)の説明に従っ
て，オブジェクト・リポジトリ作成ウィザードを開きます。

d. ウィザードの手順に従って新しい共有オブジェクト・リポジトリを作成し
ます。このウィザードは，次のページで構成されています。

o 「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード）」
(583ページ)

o 「［画面の選択］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成/更新ウィ
ザード）」(585ページ)

o 「［テスト オブジェクトのインポート］ページ（オブジェクト・リポ
ジトリ作成ウィザード）」(587ページ)

o 「［オブジェクト リポジトリ作成完了/更新完了］ページ（オブジェク
ト・リポジトリ作成/更新ウィザード）」(589ページ)

インポート処理の終了後に，オブジェクト・リポジトリ結合ツールが開き
ます。これには数分かかる場合があります。

3. （任意）オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用した更
新された Siebel オブジェクト・リポジトリのマージ
プライマリ・リポジトリ・ファイルとセカンダリ・リポジトリ・ファイルの
オブジェクト間の競合は，標準の解決設定に従って結合ツールによって自動
的に解決されます。結合の完了後，結合ツールはマージされたファイルを表
示する［統計］ダイアログ・ボックス，およびマージ中に解決された競合の
数とタイプを表示します。目的に合わせて，これらの解決を受け入れるか変
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更できます。

オブジェクト・リポジトリ結合ツールの使用方法の詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

4. 共有オブジェクト・リポジトリを保存します
共有オブジェクト・リポジトリは，ファイル・システムまたは ALM プロジェ
クトに保存します。共有オブジェクト・リポジトリの使用と保存の詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の「オブジェク
ト・リポジトリ・マネージャ」を参照してください。
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リファレンス

オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード

このウィザードでは，Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジト
リを作成または更新できます。

アクセス方法 オブジェクト・リポジトリ・マネージャ（［リソース］＞［オ
ブジェクトリポジトリマネージャ］）で，次のいずれかを実
行します。

新しいオブジェクト・リポジトリを作成するには，次の手順を
実行します。

l オブジェクト・リポジトリ・マネージャのツールバーの［オ

ブジェクトリポジトリの作成］ボタン をクリックしま
す。

l ［ツール］＞［Siebel Test Express］＞［オブジェクトリポ
ジトリの作成］を選択します。

既存のオブジェクト・リポジトリを更新するには，次の手順を
実行します。

l オブジェクト・リポジトリ・マネージャのツールバーの［オ

ブジェクトリポジトリの更新］ボタン をクリックしま
す。

l ［ツール］＞［Siebel Test Express］＞［オブジェクトリポ
ジトリの更新］を選択します。

重要な情報 コンピュータで一度に実行できるオブジェクト・リポジトリ作
成/更新ウィザードのインスタンスは 1 つだけです。
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関連タスク 「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジトリ
を生成または更新する方法」(578ページ)

ウィザード・
マップ

このウィザードは，次のページで構成されています。

「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィ
ザード）」（583 ページ）＞「［画面の選択］ページ（オブ
ジェクト・リポジトリ作成/更新ウィザード）」（585 ページ）
＞「［テスト オブジェクトのインポート］ページ（オブジェク
ト・リポジトリ作成ウィザード）」（587 ページ）＞「［オブ
ジェクト リポジトリ作成完了/更新完了］ページ（オブジェク
ト・リポジトリ作成/更新ウィザード）」（589 ページ）

参照 「Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジトリ
の生成または更新」(576ページ)
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［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成
ウィザード）

このウィザード・ページでは，Siebel サーバにログインするための接続情報を入
力できます。

重要な情報 l このウィザードに関する一般的な情報：「オブジェクト・リ
ポジトリ作成ウィザード」(581ページ)

l このページに入力した情報は，生成されたオブジェクト・リ
ポジトリ・ファイルにメタ・データとして保存されます。

l 新しいリポジトリを作成する場合は，最後にウィザードを使
用したときにこのページに入力した情報が自動的に入力され
ます。

l リポジトリを更新する場合は，リポジトリ・ファイルにメ
タ・データとして保存されている情報がこのページに自動的
に入力されます。

l このページに必要なデータと Siebel アプリケーションにユー
ザとしてログインするために使用するデータは，同じである
必要はありません。詳細については，Siebel サーバの管理者
に問い合わせてください。

l ［接続情報］ページが表示されている間は，オブジェクト・
リポジトリ・マネージャまたは UFT ウィンドウはアクティブ
にできません。

アドイン・ガイド
第25章: Siebel Test Express

HP Unified Functional Testing (12.02) 583 ページ



ウィザード・
マップ

「オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード」は，次のページ
で構成されています。

［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィザー
ド）＞［画面の選択］ページ（585 ページ）＞「［テスト オブ
ジェクトのインポート］ページ（オブジェクト・リポジトリ作
成ウィザード）」（587 ページ）＞「［オブジェクト リポジト
リ作成完了/更新完了］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成
/更新ウィザード）」（589 ページ）

参照 l 「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジ
トリを生成または更新する方法」(578ページ)

l 「Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジ
トリの生成または更新」(576ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サーバ URL Siebel サーバの URL です（http:// を含む）。

ユーザ名 ユーザの名前です。

パスワード ユーザのパスワードです。

データベース名 Siebel データベースの名前です。

テーブル所有者 特定の Siebel データベースに使用するテーブルの
所有者です。

Siebel リポジトリ（オプ
ション）

Siebel リポジトリの名前です。名前を入力しない場
合，Siebel は標準の名前を使用します。
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［画面の選択］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成/
更新ウィザード）

このウィザード・ページでは，その子をインポートするテスト・オブジェクトを
選択できます。オブジェクト・リポジトリを作成するアプリケーションを選択す
るか，アプリケーション・ノードを展開して 1 つ以上の最上位のオブジェクトを
選択できます。必要な最上位のオブジェクトのみを選択することをお勧めしま
す。アプリケーション全体のインポートには長時間かかることがあります。

重要な情報 l このウィザードに関する一般的な情報：「オブジェクト・リ
ポジトリ作成ウィザード」(581ページ)

l ［画面の選択］ページが表示されている間は，オブジェク
ト・リポジトリ・マネージャまたは UFT ウィンドウはアク
ティブにできません。

l Siebel Test Express はオブジェクト・リポジトリを作成する
場合，メタデータをインポートして，ページで選択したアプ
リケーションまたは最上位オブジェクトのすべての子（子
孫）に対してテスト・オブジェクトを作成します。このた
め，必要な最上位のオブジェクトのみを選択することをお勧
めします。アプリケーション全体のインポートには長時間か
かることがあります。

ウィザード・
マップ

「オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード」は，次のページ
で構成されています。

「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィ
ザード）」 （583 ページ）＞［画面の選択］ページ（オブジェ
クト・リポジトリ作成/更新ウィザード）＞［テスト オブジェ
クトのインポート］ページ（587 ページ）＞「［オブジェクト
リポジトリ作成完了/更新完了］ページ（オブジェクト・リポジ
トリ作成/更新ウィザード）」（589 ページ）
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参照 l 「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジ
トリを生成または更新する方法」(578ページ)

l 「Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジ
トリの生成または更新」(576ページ)

次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<テスト・オブジェ
クト・ツリー>

「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成
ウィザード）」に入力された接続情報に従って，利用可
能なすべてのアプリケーションとそのオブジェクトのリ
ストが，ツリー内のノードとして表示されます。

注: （オブジェクト・リポジトリの更新）：

l 前のインポート操作の最後に使用したプロファイル
が保存されている場合，そのプロファイルがロード
され，必要に応じて選択したオプションを編集でき
ます。新しい選択項目はプロファイルに保存され，
以降同じオブジェクト・リポジトリへのインポート
のときに使用されます。

l 前のウィザード・セッションでインポートされたオ
ブジェクト以外のオブジェクトを選択すると，選択
された日付以降に変更されたオブジェクトだけがイ
ンポートされます。

次の日付以降に変
更されたオブジェ
クトのみをイン
ポート（オブジェ
クト・リポジトリ
更新ウィザードの
み）

最後にインポートが実行された日付。表示されている日
付を使用するか，ドロップダウン矢印をクリックして，
表示されたカレンダから新しい日付を選択できます。選
択された日付より前に変更されたすべてのオブジェクト
が，インポート処理の際に無視されます。このオプショ
ンを使用すると，インポート処理にかかる時間が短縮さ
れます。
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［テストオブジェクトのインポート］ページ（オブジェ
クト・リポジトリ作成ウィザード）

このウィザード・ページには，インポート処理の進行状況が表示されます。イン
ポート数は，インポート済みのアプレット・オブジェクトの数を示します。アプ
レットの子オブジェクトもすべて含まれます。

重要な情報 l このウィザードに関する一般的な情報：「オブジェクト・リ
ポジトリ作成ウィザード」(581ページ)

l オブジェクト・リポジトリへのインポートには，リポジトリ
のサイズによって数時間かかることがあります。

l ウィザードはオブジェクトのインポートと同時に，インポー
トする必要のあるアプレットの総数も取得します。このと
き，ウィザードの情報取得が続いている場合は，総数が変化
して「at least」という語が表示されます。総数が判明した
ら，「at least」という語は表示されなくなります。

l ウィザードがオブジェクト・リポジトリを生成している間，
オブジェクト・リポジトリ・マネージャまたは UFT のどちら
でも作業できます。ただし，どちらのウィンドウも閉じない
でください。いずれかのウィンドウを閉じようとすると，オ
ブジェクト・リポジトリの生成処理が停止してすべてのデー
タが失われることを示す警告メッセージが表示されます。

l ウィザードを使用してオブジェクト・リポジトリを更新して
いる場合，そのオブジェクト・リポジトリ・ファイルはロッ
クされ，オブジェクト・リポジトリ・マネージャでの変更は
できません。

l インポート処理中，必要に応じて操作をキャンセルできま
す。操作をキャンセルした場合，インポート処理を停止する
とオブジェクト・リポジトリが不完全になることを知らせる
メッセージが表示されます。その後，テスト・オブジェクト
を保持，破棄，部分的なオブジェクト・リポジトリにイン
ポートするかどうかを選択できます。

アドイン・ガイド
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ウィザード・
マップ

「オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード」は，次のページ
で構成されています。

「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィ
ザード）」 （583）＞［画面の選択］ページ「［画面の選択］
ページ（オブジェクト・リポジトリ作成/更新ウィザード）」
（585）＞［テストオブジェクトのインポート］ページ（オブ
ジェクト・リポジトリ作成ウィザード）＞［オブジェクト リポ
ジトリ作成完了/更新完了］ページ「［オブジェクト リポジト
リ作成完了/更新完了］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成
/更新ウィザード）」（589 ページ）

参照 l 「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジ
トリを生成または更新する方法」(578ページ)

l 「Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジ
トリの生成または更新」(576ページ)

アドイン・ガイド
第25章: Siebel Test Express

HP Unified Functional Testing (12.02) 588 ページ



［オブジェクトリポジトリ作成完了/更新完了］ページ
（オブジェクト・リポジトリ作成/更新ウィザード）

このウィザード・ページは，すべてのオブジェクトがインポートされると表示さ
れ，オブジェクト・リポジトリに追加または更新されたオブジェクトの総数が示
されます。

重要な情報 l このウィザードに関する一般的な情報：「オブジェクト・リ
ポジトリ作成ウィザード」(581ページ)

l オブジェクト・リポジトリ・マネージャでの新規または更新
されたオブジェクト・リポジトリの表示には，数分かかる場
合があります。

l インポート処理中にエラーが発生した場合，このページに警
告と［エラーログ］ボタンが表示されます。ログには Siebel
サーバのエラー・データと例外データが含まれ，失敗した呼
び出しとエラーの原因になったオブジェクトが表示されてい
ます。［エラーログ］ボタンをクリックすると，エラー・
ログを保存できます。標準設定では，エラー・ログは
TestExpressErrorLog.xml という名前で，<Unified Functional
Testing>\Tests フォルダに保存されます。

ウィザード・
マップ

「オブジェクト・リポジトリ作成ウィザード」は，次のページ
で構成されています。

「［接続情報］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成ウィ
ザード）」 （583）＞「［画面の選択］ページ（オブジェク
ト・リポジトリ作成/更新ウィザード）」（585 ページ）＞［テ
スト オブジェクトのインポート］ページ「［テスト オブジェ
クトのインポート］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成
ウィザード）」（587 ページ）＞［オブジェクトリポジトリ作
成完了/更新完了］ページ（オブジェクト・リポジトリ作成/更
新ウィザード）
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参照 l 「Siebel Test Express を使用して共有オブジェクト・リポジ
トリを生成または更新する方法」(578ページ)

l 「Siebel Test Express を使用した共有オブジェクト・リポジ
トリの生成または更新」(576ページ)

アドイン・ガイド
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ポート



第26章:標準Windowsサポート - クイッ
ク・リファレンス
Win32 API または MFC プラットフォームを使用して開発されたユーザ・インタ
フェース・オブジェクト（コントロール）をテストするために UFT で提供されて
いる標準 Windows テスト・サポートを使用できます。UFT 標準 Windows テスト・
サポートは組み込まれているため，UFT アドインをロードする必要はありませ
ん。

次の表には標準 Windows テスト・サポートに関する基本情報および，よく使用さ
れる UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

標準 Windows テスト・サポートは，Windows ベースのアドイン
と同じように機能します。機能の多くは，他の Windows ベース
のアドインと同じです。

詳細については，「Windows ベース・アプリケーションのサ
ポート」(133ページ)を参照してください。
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重要な情報 UFT は，組み込みの標準 Windows テスト・サポートと標準
Windows テスト・オブジェクトを使用して，次のものを識別し
ます。

l 他の環境からのオブジェクト（関連するアドインがインス
トールされていないかロードされていない場合）。

l Stingray，VisualAge Smalltalk，Qt（ウィジェット・ツール
キット）コントロール（関連するアドインがインストールさ
れているかロードされている場合）。詳細については，関連
するアドインのドキュメントを参照してください。

l 多くのウィンドウレス・オブジェクト（MSAA（Microsoft
Active Accessibility）API を使用して開発された場合）。たと
えば，Microsoft Office のリボン内のコントロールは独立した
オブジェクトとして識別されます。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

標準 Windows テスト・サポートでは，標準 Windows アプリケー
ションでオブジェクトをテストするときに使用できるテスト・
オブジェクト，メソッド，およびプロパティが提供されます。
詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI
Testing』の「Standard Windows」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l アドインごとに「サポートされているチェックポイント 」
(843ページ)および「サポートされている出力値 」(849ペー
ジ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - 標準 Windows」(596
ページ)

アドイン・ガイド
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前提条件

アプリケー
ションを開く

標準 Windows アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開
く前でも後でも構いません。

標準 Windows テスト・サポートは，UFT に常にロードされてい
ます。したがって，Windows テスト・サポートは，アドイン・
マネージャで利用可能なオプションではありません。

アドインの依
存関係

なし

設定

［オプション］ダ
イアログ・ボック
ス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］
タブ）」(139ページ)を参照してください。

［記録と実行環境
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設
定］ダイアログ・ボックス）」(157ページ)を参照してく
ださい。

注: UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスの［Windows Applications］タブの設定を変更
した後に開いたアプリケーションの標準 Windows オブ
ジェクトだけを認識します。

アドイン・ガイド
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［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］）

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
「［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアロ
グ・ボックス」を参照してください。

アプリケーション
領域の［追加設
定］表示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［アプリケーション］を選択
します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のア
プリケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

トラブルシューティングと制限事項 - 標準 Windows 596

アドイン・ガイド
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トラブルシューティングと制限事項 -標準
Windows
本項では，標準 Windows テスト・オブジェクトを使った作業のトラブルシュー
ティングと制限事項について説明します。

l WinMenu オブジェクトの記録をするときには，ActiveScreen はキャプチャされ
ません。

l WinMenu オブジェクト上にチェックポイントを挿入することはできません。

回避策：CheckProperty メソッドと CheckItemProperty メソッドを使用して，特
定のプロパティと項目プロパティの値をチェックします。

l Windows ロゴ・キー・ショートカットを使って記録すると，記録が不正確にな
ることがあります。

回避策：記録するときには，Windows ロゴ・キーの代わりに［スタート］メ
ニューを使用します。

l WinCalendar のスタイルを変更すると（たとえば単一選択から複数選択へ），
実行セッションが失敗します。

l オブジェクト・スパイから指差しポインタを使って MFC 静的テキストやタブ・
コントロールをポイントした場合，UFT が正しいオブジェクトを返すのに失敗
することがあります。

回避策：該当のオブジェクトをオブジェクト・リポジトリに追加します。追加
するには，対象オブジェクトの親ウィンドウをポイントし，［オブジェクトの
選択］ダイアログ・ボックスで親ウィンドウ・オブジェクトを選択，［OK］を
クリックし，［オブジェクト フィルタの定義］ダイアログ・ボックスの中で次
のいずれかを実行します。

n 親ウィンドウ内のすべてのオブジェクトをオブジェクト・リポジトリに追加
するために，［すべてのオブジェクトタイプ］オプションを選択する。

n ［選択したオブジェクトタイプ］オプションを選択，［選択］ボタンをク
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リックし，オブジェクト・リポジトリに追加する個々のオブジェクトの種類
を選択する。

オブジェクト・リポジトリにオブジェクトを追加した後，GetROProperty メ
ソッドを使用してオブジェクトの実行時のプロパティ値を取得できます。例：

width = Dialog("Login").Static("Agent Name:").GetROProperty("width")
MsgBox width

l チェックポイントは，スタイル Simple ComboBox の WinComboBox オブジェクト
に対してはサポートされていません。

l MSAA API 以外の API を使用して開発されたウィンドウレス・オブジェクトは識
別されません。

l ウィンドウレス・コントロールの記述プロパティには，acc_name プロパティ
が含まれている必要があります。標準設定では，新しいテスト・オブジェクト
を追加した場合，このプロパティをリスト・プロパティで使用できません。

回避策：acc_name プロパティをプロパティのリストに追加します。これを行
うには，［新規テスト オブジェクトの定義］ダイアログ・ボックスの［テスト

オブジェクトの詳細］領域で，［記述プロパティを追加］ボタン をクリック
します。［プロパティの追加］ダイアログ・ボックスで，［新規プロパティを
定義］ボタン をクリックし，acc_name プロパティを追加します。

アドイン・ガイド
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第27章: Stingray Add-in - クイック・リ
ファレンス
次の表には Stingray Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴
とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 UFT Stingray Add-in は，Stingray Objective Grid および Stingray
Objective Toolkit の各コントロールを対象として認識と記録を行
います。サポートされる Stingray 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「Stingray Add-in」 の
項を参照してください。

重要な情報 「Stingray Add-in を使用する際の考慮事項 」(604ページ)

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Stingray Add-in では，Windows の標準のテスト・オブジェク
ト，メソッド，プロパティのサブセットを使用します。これら
は Stingray アプリケーションのオブジェクト（コントロール）
をテストする際に使用できます。詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』のStingrayの項を参照し
てください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Stingray Add-in」(605
ページ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

Stingray アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開く前
でも後でも構いません。

アドインの依
存関係

なし

その他 アプリケーションで使用するには，Stingray Add-in を設定する
必要があります。「Stingray オブジェクト・サポートの設定」
(609ページ)を参照してください。

設定

ウィザード 「Stingray Support Configuration Wizard」(616ページ)

アドイン・ガイド
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［オプショ
ン］ダイアロ
グ・ボックス

l ［Stingray］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUIテスト］タブ＞［Stingray］ノードを選択
します。

「［Stingray］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボック
ス＞［GUI テスト］タブ）」(636ページ)を参照してくださ
い。

l ［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(139ページ)を参照してください。
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［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注:

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスの設定に
加えて，［オプション］ダイアログ・ボックスの
［Stingray］表示枠（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［Stingray］ノード）で Stingray
アプリケーションを認識するよう UFT の設定も行う必要
があります。詳細については，「［Stingray］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テス
ト］タブ）」(636ページ)を参照してください。

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［指定
したアプリケーションだけで記録して実行する］ラジ
オ・ボタンを選択している場合，この設定はオブジェク
ト・スパイなどの指差し操作によって認識されるアプリ
ケーションにも適用（制限）されます。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。

アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［アプリケーション］を選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプリ
ケーション表示枠に関する項を参照してください。

アドイン・ガイド
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本章の内容

概念 604

Stingray Add-in を使用する際の考慮事項 604
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概念

Stingray Add-inを使用する際の考慮事項

UFT では，設定された Stingray アプリケーションごとに，Stingray のサポート設定
が別々に格納されます。標準設定では，すでに設定済みのアプリケーションを除
くすべての Stingray アプリケーションについて，最新の設定済みの Stingray エー
ジェント・バージョンが使用されます。

たとえば，Stingray Grid コントロール・バージョン 9.03 を使用するアプリケー
ション grid1.exe と，Stingray TreeView コントロール・バージョン 11.00 を使用す
るアプリケーション tree1.exe の，2 つの Stingray アプリケーションがあるとしま
す。

この場合，次のようにして，両方のアプリケーションをサポートするように UFT
を設定できます。

1. Stingray サポート設定ウィザードを実行し，grid1.exe アプリケーションのサ
ポートを設定します。UFT によってこのアプリケーションの設定が保存されま
す。

2. Stingray サポート設定ウィザードを実行し，tree1.exe アプリケーションのサ
ポートを設定します。UFT によってこのアプリケーションの設定が保存されま
す。

以上の手順を実行すると，UFT で grid1.exe アプリケーションがサポートされ，
Stingray TreeView コントロール・バージョン 11.00 が含まれているすべての
Stingray アプリケーション（tree1.exe アプリケーションも含まれます）がサポー
トされます。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Stingray Add-
in

本項では，Stingray Add-in のトラブルシューティングと制限事項について説明し
ます。

一般

l Stingray サポートの設定をコンピュータ上のすべてのユーザに適用しても，UFT
を少なくとも 1 回開いたユーザには適用されません。

回避策：UFT を少なくとも 1 回開いたユーザには，Stingray サポートの設定を
それぞれ個別に適用します。

l Stingray Add-in がロードされている場合，UFT は同一アプリケーション内で
Unicode と非 Unicode の両方はサポートしません。

テストとコンポーネントの作成と実行

l プリコンパイル・エージェント・モードを使って構築された Stingray アプリ
ケーションの場合，一度でも Stingray サポート設定ウィザードを使って
Stingray ランタイム・エージェントを設定していると，そのアプリケーション
に対するステップの記録，学習，または実行が失敗することがあります。

l 標準設定では，シングル・スレッドの Stingray アプリケーションだけがサポー
トされます。

マルチスレッド・アプリケーションのサポートを提供するには，UFT で，
［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Stingray］ノードを選択
します。［マルチスレッド化されている Stingray アプリケーションをサポート
する］チェック・ボックスを選択し，［OK］をクリックします。UFT を閉じて
から再び開始します。
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詳細については，「［Stingray］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボック
ス＞［GUI テスト］タブ）」(636ページ)を参照してください。

l Stingray Add-in は，Objective Edit コントロールと Objective Chart コントロール
はサポートしません。

l ExpandAll メソッドは，Stingray ツリー・コントロールについてはサポートされ
ません。

l ネストされたタブ・コントロールが対象の場合，一意の認識を可能にするため
に，オブジェクト・リポジトリ内の対応するエントリを手動で修正しなければ
ならない場合があります。たとえば，既存の記述に元の識別子を追加しなけれ
ばならないことがあります。

l コントロールのウィンドウ・ハンドルと Visual C ++ オブジェクトを相関させる
MFC 内部マップに，Stingray コントロールのエントリがすべては含まれていな
いことがあります。Stingray Add-in は，アプリケーションから情報を取得する
ときにこのマップに頼っているので，このような場合に一部の Stingray コント
ロールを認識できない可能性があります。

回避策：Stingray Add-in には，前述のような状況で MFC マップ・エントリの欠
如に対する備えとして働く補助メカニズムが含まれています。このメカニズム
を有効にするには，UFT で，［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タ
ブ＞［Stingray］ノードを選択します。［MFC マップをキャッシュする］
チェック・ボックスを選択して［OK］をクリックします。UFT を閉じてから再
び開始します。

注: このメカニズムはパフォーマンス・オーバーヘッドを生じさせるため，
標準設定ではアクティブになっていません。

l 標準設定では，Stingray グリッドについて記録しているときには，エディッ
ト・ボックス，チェック・ボックス，およびドロップダウン（コンボ）リスト
がサポートされます。Stingray グリッドに埋め込まれているこれ以外の種類の
コントロールは，部分的にサポートされるか，まったくサポートされません。

注: CGXTabbedComboBox コントロールと CGXCheckBoxEx コントロール・タ
イプは，記録時にはサポートされません。
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回避策：サポートされているもの以外のコントロールを対象にするには，テス
トまたはビジネス・コンポーネントに SetCellData ステートメントを手動で追加
します（セル内でのユーザのアクションを記録する代わりに）。

l GetCellData メソッドと SetCellData メソッドは，3000 文字までに制限されてい
ます。

l 標準設定では，以下のグリッド・クラスだけがサポートされています。

n CGXBrowserView

n CGXBrowserWnd

n CGXGridWnd

n CGXGridView

n CGXGridHandleView

l Stingray ツリー・コントロール項目にツールヒントが備わっている場合，項目
のラベルをクリックしてその項目を選択する操作の記録が失敗することがあり
ます。

回避策：要求された項目を，その項目のアイコンをクリックして選択します。
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本章の内容

概念 609

Stingray オブジェクト・サポートの設定 609

Stingray 実行時エージェント（エージェント DLL） 609

Stingray プリコンパイル済みエージェント・モード 611

タスク 612

プリコンパイル済みエージェント・モードを使用して Stingray プロジェ
クトを設定する方法 612

リファレンス 616

Stingray Support Configuration Wizard 616

［Stingray］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テス
ト］タブ） 636

HP Unified Functional Testing (12.02) 608 ページ



概念

Stingrayオブジェクト・サポートの設定

作業を始める前に，アプリケーションで使用できるように Stingray Add-in を設定
する必要があります。UFT による Stingray オブジェクトのサポートは，Stingray ア
プリケーションにあるエージェント・エンティティがベースとなっています。こ
のエージェントが UFT とやり取りすることで，操作の記録と実行が可能になりま
す。エージェント・エンティティの確立には次の 2 つの異なるモードが存在しま
す。

l 実行時エージェント・モード： UFT によって，実行時にエージェント .dll がア
プリケーションのプロセスに挿入されます。このモードを使用することをお勧
めします。詳細については，「Stingray 実行時エージェント（エージェント
DLL）」(609ページ)を参照してください。

l プリコンパイル済みエージェント・モード：Stingray Add-in の設定以外に，
ユーザが Visual C++ プロジェクトに若干の変更を加えます。このモードは，ラ
ンタイム・エージェント・モードが適切でない場合や使用できない場合にの
み，使用します。詳細については，「Stingray プリコンパイル済みエージェン
ト・モード」(611ページ)を参照してください。

Stingray サポート設定ウィザードを使用して，任意のモードを選択し，Stingray
Add-in のサポートを設定します。詳細については，「Stingray Support
Configuration Wizard」(616ページ)を参照してください。

Stingray Add-in のサポートを設定した後に，必要に応じて設定オプションを細か
く調整できます。詳細については，「［Stingray］表示枠（［オプション］ダイア
ログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(636ページ)を参照してください。

Stingray実行時エージェント（エージェントDLL）

実行時エージェント・モードを選択すると，UFT によって，実行時にエージェン
ト DLL がアプリケーションのプロセスに挿入されます。このモードは簡単に使
え，テスト対象のアプリケーションのソース・コードに変更を加える必要がない
ため，このモードをお勧めします。
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実行時エージェント・モードは，動的にリンクされる MFC ライブラリを使用して
作成された Stingray アプリケーションでのみ，使用できます。MFC ライブラリが
動的にリンクされているか静的にリンクされているかを確かめるには，Stingray
Support Configuration Wizard を起動します。静的にリンクされている MFC ライブラ
リが Stingray アプリケーションで使用されていることがウィザードによって確認
された場合は，警告が表示されます。

ランタイム・エージェント・モードでは，Stingray のメジャー・バージョンがサ
ポートされているほか，すべてではありませんがマイナー・バージョンの一部も
サポートされています。サポートされているバージョンの組み合わせの一覧につ
いては， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から
入手可能）を参照してください。Stingray アプリケーションのバージョンがサ
ポートされているかどうかは，Stingray Support Configuration Wizard を起動して確
かめることもできます。Stingray アプリケーションのバージョンがサポートされ
ていないことがウィザードによって確認された場合は，警告が表示されます。

注: Stingray Add-in は，リリース・モードでコンパイルされたアプリケーショ
ンのみをサポートしています。

何らかの理由でランタイム・エージェント・モードを使用できない場合は，代わ
りにプリコンパイル済みエージェント・モードを使用して引き続き Stingray アプ
リケーションを使用することができます。詳細については，「Stingray プリコン
パイル済みエージェント・モード」(611ページ)を参照するか，または HP ソフト
ウェア・サポートまでお問い合わせください。
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Stingrayプリコンパイル済みエージェント・モード

アプリケーションが MFC ライブラリに静的にリンクされている場合は，プリコン
パイル済みエージェント・モードを使用することで Stingray オブジェクトのサ
ポートを有効にできます。プリコンパイル・エージェント・モードを使用するに
は，UFT による Stingray アプリケーションのサポートを有効にするために Visual
C++ プロジェクトに若干の変更を加える必要があります。Stingray Support
Configuration Wizard でプリコンパイル済みエージェント・モードを選択した場合
は，Stingray Add-in エージェント・ファイルを使用してプロジェクトをコンパイ
ルできます。

注: 以前のバージョンの Stingray Add-in エージェントを使用して，Stingray ア
プリケーションのプロジェクトをコンパイルした場合は，必要なサポート・
コードがすでにプロジェクトに含まれています。このアドインに含まれている
最新の機能を活用できるように，既存の Stingray Add-in エージェント・ファイ
ルをプロジェクトから削除し，最新のエージェント・ファイルを使用して再コ
ンパイルすることをお勧めします。

プリコンパイル・エージェント・モードを使用する Stingray のサポートを設定す
るには，1 つのサポート・ヘッダ・ファイルをアプリケーションの Visual C++ プ
ロジェクトに追加し，1 つのライブラリ・ファイルを Visual C++ プロジェクト・
ディレクトリにコピーする必要があります。これらの手順を完了した後，通常ど
おりアプリケーションをコンパイルできます。

注: プリコンパイル済みエージェント・モードは，ランタイム・エージェン
ト・モードが適切でない場合や使用できない場合にのみ，使用します。
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タスク

プリコンパイル済みエージェント・モードを使用
してStingrayプロジェクトを設定する方法

注:

l プリコンパイル済みエージェント・モードは，ランタイム・エージェン
ト・モードが適切でない場合や使用できない場合にのみ，使用します。

l 概念の説明については，「Stingray プリコンパイル済みエージェント・モー
ド」(611ページ)を参照してください。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(612ページ)

l 「StgAgentLib.h ファイルと StgAgentLib.lib ファイルのコピー」(613ページ)

l 「Add #include "StgAgentLib.h" to a .cpp file」(614ページ)

l 「ReleaseWRVC(); 関数呼び出しの追加」(614ページ)

l 「Stingray Support Configuration Wizard で［プリコンパイル エージェント］オ
プションが選択されていることを確認」(614ページ)

l 「結果」(615ページ)

1. 前提条件
n グリッド・コントロールやタブ・コントロールなどいずれか 1 種類の

Stingray コントロールしかアプリケーションに含まれていない場合であって
も，Stingray Objective Grid と Stingray Objective Toolkit の両方をコンピュー
タにインストールする必要があります。
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n インストールするバージョンは，このアドインでサポートされているバー
ジョンの組み合わせと一致している必要があります。サポートされている
バージョンの組み合わせの一覧は， 『HP Unified Functional Testing 使用可能
製品マトリクス』（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポート・マトリク
ス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）を参照してください。

注: Stingray Objective Grid および Stingray Objective Toolkit の必要なバー
ジョンの組み合わせがない場合は，HP ソフトウェア・サポートにご相
談ください。

n Stingray アプリケーションが，以前のバージョンの Stingray Add-in のエー
ジェント・ファイルを使用してコンパイルされている場合は，既存のエー
ジェント・ファイルをプロジェクトから削除します。

注意: 既存の Stingray Add-in エージェント・ファイルを最新のエージェ
ント・ファイルに置き換えない場合は，ここでの手順を実行しないでく
ださい。UFT Stingray Add-in を使用することはできますが，最新の機能
は利用できなくなります。

2. StgAgentLib.h ファイルと StgAgentLib.lib ファイルのコピー
a. StgAgentLib.h ヘッダ・ファイルを，<UFT インストール・フォルダ

>\bin\StingrayAgent\
AgentLib\src\StgAgentLib.h から Visual C++ プロジェクト・ディレクトリに
コピーします（ヘッダ・ファイルを作業領域内のヘッダ・ファイルのリス
トに追加することもできます）。

b. アプリケーションで使用している Stingray Objective Grid または Stingray
Objective Toolkit のバージョンを確かめ，対応するサポート・ライブラリ・
ファイル StgAgentLib.lib を検索します。

たとえば，アプリケーションが Unicode でコンパイルされておらず，
Objective Grid バージョン 9.03 および Objective Toolkit バージョン 8.03 を
使用していて，MFC バージョン 7.1 にリンクされている場合は，以下の場
所でライブラリ・ファイルを検索します。<UFT インストール・フォルダ
>\bin\StingrayAgent\
AgentLib\bin\MFC71\OG903_OT803
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アプリケーションが MFC80 にリンクされていて，Unicode でコンパイルさ
れており，Objective Grid バージョン 10.0 および Objective Toolkit バージョ
ン 9.0 を使用する場合は，以下の場所でライブラリ・ファイルを検索しま
す。<UFT インストール・フォルダ>\bin\
StingrayAgent\AgentLib\bin\MFC80\OG1000U_OT900U

注: サポート・ライブラリ・ファイルではそれぞれ，Objective Grid と
Objective Toolkit のバージョンの組み合わせが指定されています。アプ
リケーションでこれらのいずれか 1 つの Stingray ツールしか使用して
いない場合であっても，Objective Grid または Objective Toolkit のバー
ジョンの組み合わせを選択する必要があります。サポートされている
バージョン Stingray のバージョンの組み合わせの一覧については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘル
プ・フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP Passport
が必要）から入手可能）を参照してください。

c. StgAgentLib.lib サポート・ライブラリ・ファイルを Visual C++ プロジェク
ト・ディレクトリにコピーします。

3. Add #include "StgAgentLib.h" to a .cpp file
#include "StgAgentLib.h" ステートメントを，MainFrm.cpp などのいずれかの cpp
ファイルに追加します。

4. ReleaseWRVC(); 関数呼び出しの追加
ReleaseWRVC(); 関数呼び出しを，アプリケーションの終了時に呼び出される
CMainFrame::OnDestroy() などのいずれかの関数に挿入します。

注: この関数呼び出しの挿入によって，サポート・ライブラリ・コードに
関連する必要なクリーンアップ処理がエージェントによって実行されま
す。

5. Stingray Support Configuration Wizard で［プリコンパイル
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エージェント］オプションが選択されていることを確認
詳細については，「Stingray Support Configuration Wizard」(616ページ)を参照
してください。

6. 結果
アプリケーションの実行ファイルをビルドすると，追加したヘッダ・ファイ
ルによって，自動的に StgAgentLib.lib サポート・ライブラリがアプリケーショ
ンに静的にリンクされ，実行セッション中にライブラリ・コードを自動的に
アクティブにすることができます。
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リファレンス

Stingray Support Configuration Wizard

ウィザードは，選択したエージェント・モードに従って動作するように UFT を設
定するために必要な手順を導いてくれます。

アクセス方法 次の手順のいずれかを実行します。

l ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Stingray］ノード＞［バージョンの選択］ボタンを選択し
ます。

l ［スタート］メニューから，［すべてのプログラム］＞
［HP Software］＞［HP Unified Functional Testing］＞
［Tools］＞［Stingray Support Configuration Wizard］を選
択します。

l <UFT installation>\bin\StgAgentConfig.exe ファイル

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および
 UFT のツールとファイルへのアクセス方法の詳細について
は，「Windows 8 オペレーティングシステムでのUFT へのア
クセス」(856ページ)を参照してください。

重要な情報 ［インストールの追加要件］ダイアログ・ボックスから
Stingray Support Configuration Wizard を開くことができます。こ
のウィザードは，後で［UFT］プログラム・グループから選択
するか，または［オプション］ダイアログ・ボックスの
［Stingray］表示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テス
ト］タブ＞［Stingray］ノード）からアクティブにして，開く
こともできます。詳細については，「［Stingray］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(636ページ)を参照してください。
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関連タスク 「プリコンパイル済みエージェント・モードを使用して
Stingray プロジェクトを設定する方法」(612ページ)

ウィザード・
マップ

Stingray Support Configuration Wizard は，次のページで構成され
ています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設
定モード］ページ（624 ページ））＞（［自動設定モード］
ページ（625 ページ））＞（［検出された Stingray コンポーネ
ント］ページ（628 ページ））＞（［完了］ページ（632 ペー
ジ））＞（［検出失敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

l 「Stingray 実行時エージェント（エージェント DLL）」(609
ページ)

l 「Stingray プリコンパイル済みエージェント・モード」(611
ページ)
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サポート・モードの選択ページ（Stingray Support
Configuration Wizard）

このウィザード・ページでは，Stingray サポート・モードを選択できます。

重要な情報 ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)
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ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポートモードの選択］ページ＞［サ
ポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞（［設定モード
の選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設定モード］ペー
ジ（624 ページ））＞（［自動設定モード］ページ（625 ペー
ジ））＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628 ページ））＞（［完了］ページ（632 ページ））＞
（［検出失敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

l 「Stingray 実行時エージェント（エージェント DLL）」(609
ページ)

l 「Stingray プリコンパイル済みエージェント・モード」(611
ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

実行環境エー
ジェント

実行時にサポート DLL を Stingray アプリケーションのプロセ
スに追加する，シンプルで簡単なモードです。

このモードを使用することをお勧めします。

プリコンパイ
ル・エージェン
ト

このモードでは，UFT で Stingray アプリケーションをサポー
トできるように，Stingray アプリケーション・プロジェクト
に若干の変更を加える必要があります。

このオプションを選択し，［次へ］をクリックすると，［完
了］ページが表示されます。
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サポート・コードの追加ページ（Stingray Support
Configuration Wizard）

このウィザード・ページでは，サポート・コードを Stingray アプリケーション・
プロジェクトに追加する方法を説明する情報にアクセスできます。

このウィザード・ページは，［サポート モードの選択］ページ（622 ページを参
照）で［プリコンパイルエージェント］オプションを選択すると表示されます。

重要な情報 l ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)

l 以前のバージョンの Stingray Add-in エージェントを使用し
て，Stingray アプリケーションのプロジェクトをコンパイル
した場合は，必要なサポート・コードがすでにプロジェクト
に含まれています。ただし，以前のエージェント・ファイル
を削除し，このアドインに含まれている新しい Stingray Add-
in エージェントを使用してプロジェクトを再コンパイルする
ことを強くお勧めします。
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ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポートコードの追加］ページ＞（［設定モード
の選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設定モード］ペー
ジ（624 ページ））＞（［自動設定モード］ページ（625））
＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ（628 ペー
ジ））＞（［完了］ページ（632 ページ））＞（［検出失敗］
ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray プリコンパイル済みエージェント・モード」(611
ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ヘルプ サポート・コードを Stingray アプリケーション・プロジェクト
に追加する方法を説明する情報が表示されます。

完了 ウィザードを閉じます。まだ Stingray Add-in エージェント・
ファイルを使用してアプリケーションをコンパイルしていない
場合は，UFT Stingray Add-in を使用する前にコンパイルを実行
する必要があります。
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設定モードの選択ページ（Stingray Support Configuration
Wizard）

このウィザード・ページでは，設定モード（自動または手動）を選択し，必要に
応じて診断ログ・ファイルを作成できます。

このウィザード・ページは，［サポート モードの選択］ページ（618 ページを参
照）で［実行環境エージェント］オプションを選択すると表示されます。

重要な情報 l ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)

l 以前のバージョンの Stingray Add-in エージェントを使用し
て，Stingray アプリケーションのプロジェクトをコンパイル
した場合は，必要なサポート・コードがすでにプロジェクト
に含まれています。ただし，以前のエージェント・ファイル
を削除し，このアドインに含まれている新しい Stingray Add-
in エージェントを使用してプロジェクトを再コンパイルする
ことを強くお勧めします。
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ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ）＞（［手動設定モード］ペー
ジ（624 ページ））＞（［自動設定モード］ページ（625 ペー
ジ））＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628 ページ））＞（［完了］ページ（632 ページ））＞
（［検出失敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

自動設定 検出された MFC DLL と，アプリケーションで使用されている
Stingray ビジネス・コンポーネントのバージョンに従って，
Stingray のサポートが自動的に設定されます。

手動設定 MFC DLL と，アプリケーションで使用されている Stingray ビジ
ネス・コンポーネントのバージョンを指定することで，
Stingray のサポートを手動で設定できます。これは，アプリ
ケーションが Stingray ライブラリに静的にリンクされている場
合などに便利です。
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UI 要素 説明

ウィザード設
定ログ・ファ
イルを作成

診断ログ・ファイルを作成します。

Stingray Add-in に関する問題が発生した場合は，いつでもこの
チェック・ボックスを選択してください。

注: HP ソフトウェア・サポートに問い合わせる場合，診断
の目的でこのログ・ファイルの提供を求められることがあ
ります。

手動設定モード・ページ（Stingray Support Configuration
Wizard）

このウィザードでは，MFC DLL と，アプリケーションで使用されている Stingray
ビジネス・コンポーネントのバージョンを指定することで，Stingray のサポート
を手動で設定できます。これは，アプリケーションが Stingray ライブラリに静的
にリンクされている場合などに便利です。

このウィザード・ページは，［設定モードの選択］ページ（622ページを参照）
で［手動設定］オプションを選択すると表示されます。
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重要な情報 l ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)

l 以前のバージョンの Stingray Add-in エージェントを使用し
て，Stingray アプリケーションのプロジェクトをコンパイル
した場合は，必要なサポート・コードがすでにプロジェクト
に含まれています。ただし，以前のエージェント・ファイル
を削除し，このアドインに含まれている新しい Stingray Add-
in エージェントを使用してプロジェクトを再コンパイルする
ことを強くお勧めします。

ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設
定モード］ページ）＞（［自動設定モード］ページ（625 ペー
ジ））＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628 ページ））＞（［完了］ページ（632 ページ））＞
（［検出失敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

自動設定モード・ページ（Stingray Support Configuration
Wizard）

このウィザード・ページでは，アプリケーションで使用する Stingray ビジネス・
コンポーネントのバージョンを識別し，それに応じて Stingray のサポートを設定
できるようにします。
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このウィザード・ページは，［設定モードの選択］ページ（624 ページを参照）
で［自動設定］オプションを選択すると表示されます。

重要な情報 ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)

ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ
（618）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設
定モード］ページ（624 ページ））＞（［自動設定モード］
ページ）＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628 ページ））＞（［完了］ページ（632））＞（［検出失
敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

検索 アプリケーション実行可能ファイルを指定できます。［検索］
ボタンをクリックし，Stingray コントロールが含まれているア
プリケーション内のウィンドウまたはダイアログ・ボックスを
ポイントします。UFT によって，アプリケーション実行可能
ファイルの名前が自動的に検出され，［アプリケーション実行
可能ファイルの名前］ボックスに表示されます。

注:

l UFT によって複数の MFC バージョンが検出された場合
は，開いたダイアログ・ボックスで関連するバージョン
を選択する必要があります。詳細については，下記の
「複数の MFC バージョン」を参照してください。

l いつでも右クリックして検索コマンドをキャンセルする
ことができます。

ヒント: 別のウィンドウにフォーカスを移動する場合，ある
いはコンテキスト・メニューを表示するために右クリック
またはマウスカーソルを上に置くなどの操作を実行する場
合は，CTRL キーを押したまま操作します。これで，［検
索］のメカニズムが一時的に無効になり，通常のマウス操
作を実行できるようになります。Stingray コントロールが含
まれているウィンドウまたはダイアログ・ボックスが表示
されたら，CTRL キーを放します。CTRL キーを押すと，
Windows タスク・バーからアプリケーションを選択できな
くなるため，アクセスするウィンドウが最小化されていな
いことを確認する必要があります。
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複数のMFC バージョン
Stingray アプリケーションの MFC バージョンが複数，UFT によって検出された場
合は，次のダイアログ・ボックスが表示されます。

該当するバージョンを選択し，［適用］をクリックします。

検出された Stingrayコンポーネント・ページ（Stingray
Support Configuration Wizard）

このウィザード・ページでは，アプリケーション・プロセスで検出された
Stingray ビジネス・コンポーネントが表示されます。
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このウィザード・ページは，［自動設定モード］ページ（625ページを参照）で
アプリケーション実行可能ファイルが正常に識別されると表示されます。

重要な情報 ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)

ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ（622）＞（［手動設定モー
ド］ページ（624 ページ））＞（［自動設定モード］ページ
（625）＞（［検出された Stingray コンポーネント］ページ）
＞（［完了］ページ（632 ページ））＞（［検出失敗］ページ
（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

アドイン・ガイド
第28章: Stingray Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 630 ページ



UI 要素 説明

<Stingray ビ
ジネス・コン
ポーネント>

ウィザードによってアプリケーションで検出された Objective
Grid と Objective Toolkit。

注: 前の画面で，Stingray 以外のアプリケーションをポイン
トした場合，または UFT によるビジネス・コンポーネント
の検出ができなかった Stingray アプリケーションをポイン
トした場合は，Stingray ビジネス・コンポーネントをアプリ
ケーションで検出できなかったことを示す警告メッセージ
が表示されます。

UFT で Stingray アプリケーションのビジネス・コンポーネント
を検出できない場合は，いくつかの理由が考えられます。例を
次に示します。

l アプリケーションが Stingray ライブラリに静的にリンクされ
ていて，Stingray ライブラリのバージョンを特定できないこ
とがあります。この場合は，［戻る］を 2 回クリックし，
［手動設定］を選択して，Stingray のサポートを手動で設定
します。詳細については，「手動設定モード・ページ
（Stingray Support Configuration Wizard） 」(624ページ)を参
照してください。

l アプリケーションが Microsoft Foundation Class（MFC）ライブ
ラリに静的にリンクされていることがあります。この場合
は，［戻る］を 3 回クリックし，［プリコンパイルエー
ジェント］を選択します。詳細については，「サポート・
コードの追加ページ（Stingray Support Configuration Wizard）
」(620ページ)を参照してください。

l 選択した Stingray のバージョンが Stingray Add-in によってサ
ポートされていない場合や，正式にサポートされているバー
ジョンと若干異なる場合があります。

サポートされていない Stingray のバージョンを使用する必要
がある場合は，HP ソフトウェア・サポートまでお問い合わ
せください。特定のバージョンに対応したサポート・エー
ジェントを提供できる場合があります。
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完了ページ（Stingray Support Configuration Wizard）

このウィザード・ページは，検出された Stingray のバージョンに従って Stingray
のサポートが UFT によって設定されることを示します。

このウィザード・ページは，［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628ページを参照）で Stingray ビジネス・コンポーネントが識別できないと表
示されます。

重要な情報 ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)
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ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620 ページ）＞
（［設定モードの選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設
定モード］ページ（624 ページ））＞（［自動設定モード］
ページ（625 ページ））＞（［検出された Stingray コンポーネ
ント］ページ（628 ページ））＞（［完了］ページ）＞（［検
出失敗］ページ（633 ページ））

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

<検出された
Stingray のバー
ジョン>

Stingray Support Configuration Wizard を使用して検出された
Stingray のバージョンの読み取り専用表示。

このコンピュータ
のすべてのユーザ

このウィザードで設定したものと同一の設定をこのコン
ピュータのすべてのユーザに適用します。

注: すべてのユーザに対するサポートを設定するには，
コンピュータの管理者権限が必要です。管理者権限を
持っていない場合は，このオプションは無効です。

検出失敗ページ（Stingray Support Configuration Wizard）

このウィザード・ページは，検出された Stingray のバージョンに従って Stingray
のサポートが UFT によって設定されることを示します。
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このウィザード・ページは，［検出された Stingray コンポーネント］ページ
（628ページを参照）で Stingray ビジネス・コンポーネントが識別できないと表
示されます。

重要な情報 ウィザードの一般的な情報： 「Stingray Support Configuration
Wizard」(616ページ)
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ウィザード・
マップ

「Stingray Support Configuration Wizard」は，次のページで構成
されています。

［ようこそ］ページ＞［サポート モードの選択］ページ（618
ページ）＞［サポート コードの追加］ページ（620）＞（［設
定モードの選択］ページ（622 ページ））＞（［手動設定モー
ド］ページ（624 ページ））＞（［自動設定モード］ページ
（625 ページ））＞（［検出された Stingray コンポーネント］
ページ（628 ページ））＞（［完了］ページ（632 ページ））
＞（［検出失敗］ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 「Stingray オブジェクト・サポートの設定」(609ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

Stingray バー
ジョンを手動で
設定

このオプションを選択し［次へ］をクリックすると，「手動
設定モード・ページ（Stingray Support Configuration Wizard）
」（624 ページを参照）が表示されます。

手動での設定を
中止

このオプションを選択し［完了］をクリックすると，
Stingray Support Configuration Wizard が閉じます。
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［Stingray］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス＞［GUI テスト］タブ）

この表示枠では，Stingray の Objective Grid および Objective Toolkit オブジェクト
を対象としたテストおよびビジネス・コンポーネントの UFT による記録方法と実
行方法を設定できます。

アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUIテスト］タブ＞
［Stingray］ノードを選択します。
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重要な情報 l Stingray Add-in が正しく設定されていれば，この表示枠を使
用して変更を加える必要はない可能性があります。しかし，
Stingray Add-in のインストール後に Stingray Support
Configuration Wizard を実行しなかった場合や，Stingray アプ
リケーションのテストおよびビジネス・コンポーネントの記
録と実行で問題が生じた場合には，この表示枠のオプション
を使用して設定を調整できます。たとえば，この表示枠で関
連するオプションを選択することによって，マルチ・スレッ
ド・アプリケーションのサポートを有効にできます。

この表示枠を変更した場合は，このアドインの使用を続ける
前に UFT を再起動する必要があります。

l ［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプ
ション］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準
設定にリセットされます。

関連タスク 「プリコンパイル済みエージェント・モードを使用して
Stingray プロジェクトを設定する方法」(612ページ)

参照 「Stingray Support Configuration Wizard」(616ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

マルチスレッ
ド化されてい
る Stingray ア
プリケーショ
ンをサポート
する

マルチ・スレッドの Stingray アプリケーションをサポートする
よう UFT を設定します。マルチ・スレッドの Stingray アプリ
ケーションを使用しているかどうかがわからない場合は，ま
ず，このチェック・ボックスを選択せずに Stingray アプリケー
ションの記録と実行を試してみてください。問題が生じた場合
は，このチェック・ボックスを選択してもう一度やり直してく
ださい。

マルチ・スレッドのアプリケーションを使用している場合にの
み，このチェック・ボックスを選択します。

標準設定では，このチェック・ボックスは選択されていませ
ん。

MFC マップを
キャッシュす
る

MFC によるウィンドウ・ハンドルから Visual C++ オブジェクト
への内部マップのバックアップとして，補助キャッシュを使用
するよう，UFT に指定します。UFT で，テストまたはビジネ
ス・コンポーネントの記録中または実行中に 1 つまたは複数の
Stingray コントロールを識別できない場合は，このチェック・
ボックスを選択することによって，Stingray アプリケーション
を使用する代わりにキャッシュされたマップを使用して識別す
るよう，UFT に指示できます。

標準設定では，このチェック・ボックスは選択されていませ
ん。
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UI 要素 説明

テーブル・
チェックポイ
ントに表示
（書式化）さ
れたデータを
使う

Stingray のグリッド・コントロールで，書式設定されたデータ
値を使用するよう UFT に指定します。このオプションは，テー
ブル・チェックポイント（ビジネス・コンポーネントではサ
ポートされていません）を使用している場合に使用できます。
たとえば，Stingray アプリケーション内のセルの実際の値が小
数点以下 2 桁を表示するように書式設定されている場合，UFT
では，実行セッション中に値を確認するときに，実際の値では
なく，四捨五入された数値が使用されます。

標準設定では，このチェック・ボックスは選択されています。

セル編集操作
の記録に使用
するステート
メント

次のいずれかのオプションを使用して Stingray グリッド（編
集）セルでの入力操作を記録するよう UFT に指定します。

l WinTable.SetCellData：（標準設定）SetCellData メソッドを
使用して，ユーザがグリッド・セルに入力した最後の値を記
録します。このオプションの結果，テストまたはビジネス・
コンポーネントで 1 つのステップが発生します。ほとんどの
場合，このオプションによってステップがわかりやすくな
り，手動での変更もしやすくなります。

l WinEditor：Stingray のグリッド編集セルで実行した各操作が
別々の WinEditor ステップとして UFT で記録されます。たと
えば，エディット・ボックス内の特定の場所にカーソルを置
く，1 文字を入力する，文字を削除するなどの操作が，個々
のステップとして記録される可能性があります。このため，
テストやビジネス・コンポーネントがわかりにくくなり，手
動での変更がしにくくなる可能性がありますが，特定の編集
操作の振る舞いをテストする場合には便利なことがありま
す。

ユースケースについては，「記録セルの編集オプション - 例」
(642ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

Stingray Add-
in サポートを
使わないアプ
リケーショ
ン:
（アプリケー
ション・プロ
セス名をコン
マで区切って
指定）

指定したアプリケーションを非 Stingray アプリケーションとし
て扱うよう UFT に指定します。

いくつかの開いている非 Stingray プロセス（explorer.exe な
ど）は，Stingray アプリケーションのテストおよびビジネス・
コンポーネントの記録と実行の際に，予期しない動作を引き起
こすことがあります。そうしたプロセス名をこのエディット・
ボックスに追加することで，予期しない動作の防止に役立てる
ことができます。

注:

l 場合によっては，アプリケーションを開くのに使用する
実行可能ファイルが単なる起動プロセスであり，そのプ
ロセスから実際のアプリケーション・プロセスが開くこ
とがあります。このような場合は，起動プロセスの名前
ではなく，実際のアプリケーション・プロセスの名前を
指定してください。

l テストでの作業の場合，このオプションは，［記録と実
行環境設定］ダイアログ・ボックス（［記録］＞［記録
と実行環境設定］）で［開かれているすべてのWindows
ベースアプリケーションすべてでテストを記録して実行
する］を選択した場合にのみ対象となります。［オプ
ション］ダイアログの詳細については，「［Windows
Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

Stingray バー
ジョン

Stingray アプリケーション内のオブジェクトの識別に使用され
る Stingray Objective Grid および Stingray Objective Toolkit のライ
ブラリのバージョンを示します（読み取り専用）。
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UI 要素 説明

バージョンの
選択

Stingray Support Configuration Wizard が開き，使用する Objective
Grid および Objective Toolkit のバージョンの組み合わせを選択
できます。

詳細については，「Stingray Support Configuration Wizard」(616
ページ)を参照してください。

診断エージェ
ント・ログを
生成

診断エージェント・ログ・ファイルを生成するよう UFT に指定
します。このオプションは，たとえば UFT で記録中に Stingray
グリッド・コントロールが認識されない場合など，Stingray
Add-in に関する問題が発生した場合に使用できます。HP ソフト
ウェア・サポートから，このログを生成してサービス要請と一
緒に送信するよう求められることがあります。

このチェック・ボックスを選択すると，次のオプションが有効
になります。

l このコントロールの詳細なログ情報を含める

l ログ・ファイル (C:\st_agent.log)

l 外部のデバッグ・アプリケーション

注: このチェック・ボックスを選択した場合は，生成される
ログの場所を指定する必要があります。詳細については，
「生成されるログの場所を指定」(642ページ)を参照してく
ださい。
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UI 要素 説明

このコント
ロールの詳細
なログ情報を
含める

UFT とエージェントとの全般的な通信ログ情報に加えて，特定
の Stingray コントロールについての詳細な情報を，生成される
ログに含めるよう，UFT に指定します。たとえば，特定の
Stingray グリッドについて追加のログ詳細を生成できます。

詳細なログ情報を生成する対象のオブジェクトを選択するに
は，次の手順を実行します。

指差しアイコンをクリックし，対象の Stingray コントロールを
クリックします。選択したオブジェクトのウィンドウ・ハンド
ルがエディット・ボックスに表示されます。

注: このオプションは［診断エージェントログを生成］
チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用でき
ます。

生成されるロ
グの場所を指
定

選択した 1 つまたは複数の場所にログを生成するよう UFT に指
定します。次のオプションの一方または両方を選択できます。

l ログ・ファイル（C:\st_agent.log）：診断ログを C: ドライブ
の st_agent.log テキスト・ファイルに保存します。

l 外部のデバッグ・アプリケーション：診断ログのデータを，
フリー・ソフトウェア，DebugView，Microsoft VisualStudio な
どの外部デバッグ・アプリケーションにエクスポートしま
す。

注: これらのオプションは［診断エージェントログを生成］
チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用でき
ます。

記録セルの編集オプション - 例

記録セッション中に，すでに値 abc が含まれているエディット・タイプのセルに
カーソルを置いたとします。b の前にカーソルを置き，文字 b および c を削除し
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た後，bcde と入力します。

［WinTable.SetCellData］オプションを使用している場合は，UFT によって次の行
がエディタに記録されます。

Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinTable("StingrayGrid").SelectCell "#2", "#3"
Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinTable("StingrayGrid").SelectCell "#2", "#3",
"abcde"

UFT によって，これらのステップはキーワード・ビューに次のように挿入されま
す。

［WinEditor］オプションを使用している場合は，UFT によって次の行がエディタ
に記録されます。

Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinTable("StingrayGrid").SelectCell "#2", "#3"
Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinEditor("Edit").SetCaretPos 0,1
Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinEditor("Edit").Type micDel
Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinEditor("Edit").Type micDel
Window("GRIDAPP").Window("GridAp1").WinEditor("Edit_2").Type "bcde"

UFT によって，これらのステップはキーワード・ビューに次のように挿入されま
す。
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第29章: Terminal Emulator Add-in - クイッ
ク・リファレンス
次の表には Terminal Emulator Add-in に関する基本情報および，よく使用される
UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされるエミュレータの詳細については， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）の「Terminal Emulator Add-
in」の項を参照してください。

重要な情報 l 最初に Terminal Emulator Add-in を使用する前に UFT がター
ミナル・エミュレータを認識するように設定しなければなり
ません。

「ターミナル・エミュレータ設定ウィザードの概要」(707
ページ)を参照してください。

l UFT と連携して動作するようにターミナル・エミュレータを
設定する必要があります。

「UFT で使用するための HLLAPI ターミナル・エミュレータ
の設定方法」(668ページ)を参照してください。
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テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Terminal Emulator Add-in では，ターミナル・エミュレータ・ア
プリケーションでオブジェクト（コントロール）をテストする
ときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッド，およびプ
ロパティが提供されます。詳細については，『HP UFT Object
Model Reference for GUI Testing』の「Terminal Emulators」の項
を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「チェックポイントおよび出力値 - ターミナル・エミュレー
タ」(662ページ)を参照してください。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - ターミナル・エミュ
レータ」(648ページ)

前提条件

アプリケー
ションを開く

UFT を開いてテストを作成する前でも後でもターミナル・エ
ミュレータ・アプリケーションを開くことができます。

アドインの依
存関係

なし

設定

ウィザード 「ターミナル・エミュレータ設定ウィザードの概要」
(707ページ)
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［オプション］ダイア
ログ・ボックス

l ［ターミナルエミュレータ］表示枠を使用します。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］
＞［オプション］＞［GUIテスト］タブ＞［ターミ
ナルエミュレータ］ノードを選択します。

「［ターミナル エミュレータ］表示枠（［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(686ページ)を参照してください。

l ［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タ
ブ＞［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テ
スト］タブ）」(139ページ)を参照してください。

［ActiveScreen キャプ
チャのカスタム設定］
ダイアログ・ボックス
（テストのみ）

ダイアログ・ボックスのターミナル・エミュレータ・
セクションを使用します。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアロ
グ・ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領域
の［追加設定］表示枠
（ビジネス・コンポー
ネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］
をクリックし，サイドバーで［アプリケーション］を
選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
のアプリケーション表示枠に関する項を参照してくだ
さい。

本章の内容

トラブルシューティングと制限事項 - ターミナル・エミュレータ 648
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トラブルシューティングと制限事項 -ターミ
ナル・エミュレータ
本項には，Web add-in に関するトラブルシューティングと制限事項の情報が記載
され，次の項が含まれています。

l 「Terminal Emulator Add-in のインストールとロード」(648ページ)

l 「Terminal Emulator Add-in との接続と切断」(649ページ)

l 「構成と設定」(650ページ)

l 「テストとコンポーネントの作成と実行」(651ページ)

l 「ターミナル・エミュレータ・コントロールを使った作業」(653ページ)

l 「テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ」(653ページ)

l 「チェックポイントおよび出力値 」(655ページ)

l 「マルチリンガル・サポート」(655ページ)

Terminal Emulator Add-in のインストールとロード

l Hummingbird HostExplorer ターミナル・エミュレータまたはパッチをインス
トールするときには，UFT が閉じていることを確認してください。

l UFT Terminal Emulator Add-in がインストールされてロードされているのに，そ
のコンピュータにターミナル・エミュレータがインストールされていない場合
には，次のようなメッセージが表示されます。UFT ターミナル・エミュレータ
のサポートが正しく設定されていません。コンピュータにターミナル・エミュ
レータがインストールされていないか，HLLAPI DLL が見つかりませんでし
た。」

回避策：UFT を開くときに，アドイン・マネージャで［ターミナルエミュレー
タ］チェック・ボックスの選択を解除します。
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注: このメッセージが表示されないようにするには，エミュレータの設定を
調整します。詳細については，「ターミナル・エミュレータの構成設定を
管理する方法」(676ページ)を参照してください。

l EXTRA! エミュレータをインストールした後で，予期しない動作が生じることが
あります。UFT を実行できなかったり，さまざまな機能が動作を停止したりす
る場合があります。これは，インストールされた EXTRA! が atl.dll ファイルの古
いバージョンをコンピュータにコピーして登録したために発生している可能性
があります。

回避策：システム・フォルダ（WINNT\system32 内の atl.dll）を見つけます。そ
のバージョンは 3.0 以降でなければなりません。regsvr32 ユーティリティを
使って，適切な atl.dll を登録します。

Terminal Emulator Add-in との接続と切断

l 複数のターミナル・エミュレータ・セッションが開いている場合，UFT はどの
セッションも認識しません。

回避策：テストまたはビジネス・コンポーネントを記録または実行していると
きには，接続するターミナル・エミュレータ・セッションは一度に 1 つだけに
します。

l 実行セッション中に現在のエミュレータ・セッションを切断するステップがテ
ストまたはビジネス・コンポーネントに含まれていて，そのステートメントの
直後に TeScreen.Sync コマンドがある場合，そのテストまたはビジネス・コン
ポーネントの実行が応答しなくなったり，応答に長い時間を要したりすること
があります。

回避策：テストまたはビジネス・コンポーネントから Sync コマンドを削除す
るか，Wait ステートメントで置き換えます。詳細については，『HP UFT Object
Model Reference for GUI Testing』の「Utility Objects」の項を参照してくださ
い。
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l エミュレータ・セッションがビジー状態のときに，チェックポイントの挿入，
新しいテストまたはビジネス・コンポーネントの作成，または既存のテストま
たはビジネス・コンポーネントを開く操作を行うと，予期しない問題が発生す
ることがあります。

回避策：これらの操作をどれか実行する前に，エミュレータ画面のステータス
行でエミュレータの接続ステータスをチェックします。

l 記録中に Host On-Demand セッションとの接続を切った後，予期しない動作を
することがあります。

回避策：セッションとの接続を切る前に記録を停止します。その後，セッショ
ンとの接続を切るステップを手動で追加します。

l UFT が記録しているときにターミナル・エミュレータが閉じられると，予期し
ない動作が見られることがあります。

構成と設定

l HLLAPI をサポートしていないエミュレータや，テキストのみの HLLAPI 操作を
サポートするように設定されたエミュレータを使用する場合には，エミュレー
タの設定を行った後でターミナル・エミュレータ・ウィンドウのサイズを変更
しないでください。

l 別のウィンドウに開くように設定された NetManage Web-To-Host Java クライア
ント・セッションのサポートを有効にするには，［ツール］＞［オプション］
＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］＞［設定を調整］＞［オ
ブジェクトの認識設定］＞［タイトルバープレフィックスに基づいてエミュ
レータウィンドウを認識する］オプションを使って，セッション・ウィンドウ
のタイトルを指定します。

ヒント: 別の設定に切り替えるときに，この値をクリアしなければならない
場合があります。
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l ターミナル・エミュレータ設定ウィザードを使って NetManage RUMBA Web-to-
Host の画面サイズを設定する場合，［領域をマーク］オプションを使ってエ
ミュレータ・ウィンドウの上に描画することはできません。

回避策：画面のテキスト領域位置を手動で設定します。

テストとコンポーネントの作成と実行

l HLLAPI 以外のエミュレータでテキスト認識が必要なステップを実行するために
OCR メカニズムを使用する場合，OCR メカニズムに必要な処理能力のためにス
テップの実行が遅くなります。このため，HLLAPI 以外のエミュレータをテスト
する場合，次の標準のテキスト認識オプションを使用することをお勧めしま
す。［オプション］ダイアログ・ボックスの［テキスト認識］表示枠にある
［最初にWindows API、次に OCR］（このオプションの詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください）。

l UFT Terminal Emulator Add-in は，エミュレータが接続されているときにのみ，
エミュレータ・ウィンドウ・オブジェクトを識別できます。たとえば，次のス
テートメントを使ってエミュレータ・セッションに接続することはできませ
ん。

TeWindow("TeWindow").WinMenu("Menu").Select "Communication;Connect"

回避策：エミュレータと接続する前に実行する必要のあるステップを記録でき
ます。それらのステップは，Terminal Emulator Add-in がロードされていないか
のように記録されます。エミュレータが接続されたら，記録セッションを停止
して，ターミナル・エミュレータ・オブジェクトを記録するための新しい記録
セッションを開始してください。

l HLLAPI をサポートするエミュレータを使用している場合，記録中にエミュレー
タ・セッションがホストから切断されると，その後再接続されても，UFT がエ
ミュレータを認識しなくなります。

回避策：記録を停止し，セッションを再接続してから，記録を続行します。
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l Hummingbird HostExplorer エミュレータで記録を行っているときには，エミュ
レータ・ウィンドウ内でのメニュー操作とツールバー操作が無効になります。

回避策：記録を停止し，必要なメニュー項目を選択するか，必要なツール
バー・ボタンをクリックし，記録を続行します。

l HLLAPI をサポートするエミュレータを使用している場合，記録中にエミュレー
タ・ウィンドウを閉じると，予期しない結果が生じることがあります。

回避策：エミュレータ・ウィンドウを閉じる前に記録を停止します。

l UFT Terminal Emulator Add-in は，ターミナル・エミュレータ・アプリケーショ
ン内のツールバー・オブジェクトに対する記録操作はサポートしていません。

回避策：ツールバー・ボタンに対応するメニュー・コマンドについて記録しま
す。代わりに，低レベル記録を使ってツールバーに対する操作を記録すること
もできます。 低レベル記録の詳細については， 『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l あるターミナル・エミュレータを使って記録したテストまたはビジネス・コン
ポーネントが，別のターミナル・エミュレータでは正しく実行できない場合が
あります。たとえば，RUMBA で記録したテストは IBM PCOM では実行できませ
ん。

l HostExplorer の HLLAPI GetKey 関数にはバグがあります。その結果，UFT がター
ミナル・エミュレータのキーボード・イベントをしばらく記録してから記録を
停止し，キーボード・イベントに反応してエミュレータも停止する場合があり
ます。

回避策：Hummingbird のカスタマ・サポートに連絡し，HLLAPI GetKey 関数の問
題（数回の呼び出しの後で反応しなくなる）を修正するパッチを入手してくだ
さい。

l UFT がテストまたはビジネス・コンポーネントを実行しているときに，ターミ
ナル・エミュレータ・ウィンドウ内でオブジェクトのクリック，入力，または
移動を行うと，予期しない結果が生じることがあります。

回避策：エミュレータを使用する前に，テストまたはビジネス・コンポーネン
トの最後まで待つか，テストまたはビジネス・コンポーネントの実行を一時停
止します。
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l Hummingbird 9.0 5250 セッションについてテストまたはビジネス・コンポーネ
ントを記録および実行するためには，Hummingbird のパッチをインストールす
る必要があります。

回避策：Hummingbird のカスタマ・サポートに連絡し，すべての 5250 フィー
ルドが保護されているように見える HLLAPI の問題を修正するパッチを入手し
てください。

l Reflection HLL API を複数のスレッド・モードで実行すると，予期しない結果が
生じることがあります。

ターミナル・エミュレータ・コントロールを使った作業

l Attachmate Terminal Viewer 3.1 5250 セッションが対象の場合，画面で最初の保
護されていないフィールドの前に表示されているすべてのフィールドが，単一
のフィールドとして認識されます。

l エミュレータのインストール直後には，NetManage RUMBA セッション内の
TeField オブジェクトを UFT が認識しない場合があります。

回避策：RUMBA をインストールした後で，たとえインストール後の再起動が必
須ではなくても，コンピュータを再起動します。

テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ

l たとえば TeWindow("TeWindow").TeScreen("screen5296").SendKey TE_RESET のよ
うに，ターミナル・エミュレータのロックを解除するために SendKey メソッド
を使用しても，一部のエミュレータ（Host On-Demand など）はロック解除され
ない場合があります。

回避策：［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエ
ミュレータ］表示枠＞［設定を調節］＞［実行の設定］＞［キーボードイベン
トを使って特殊なエミュレータキーを含むステップを実行する］＞［RESET 関
数のキー］オプションを使用して，RESET コマンドについて送信するキーボー
ド・イベントを指定します。

l 標準設定では，UFT は TeField テスト・オブジェクト記述の中で attached text
および protected プロパティを使用します。フィールドの付属テキストがセッ
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ションごとに異なる場合，UFT はセッション実行時にそのフィールドを見つけ
られません。

回避策：［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウか，そのオブジェクトの［オ
ブジェクト リポジトリ］ウィンドウを開きます。フィールドの記述から
attached text プロパティを削除し，そのオブジェクトを一意に識別するため
に，start row，start column，index などの別のプロパティを追加します。

ヒント: TeField オブジェクトについてスマート認識定義を作成して，たと
え特定の TeField オブジェクトの attached text プロパティ値が変化して
も，記録されたテストまたはビジネス・コンポーネントが正常に実行され
るようにすることもできます（［ツール］＞［オブジェクトの認識］＞
［スマート認識を有効にする］を選択し，［設定］をクリックします）。
スマート認識の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

l TeScreen オブジェクトのプログラム的記述の中で label プロパティを使用する
ことはできません。ただし，所定の TeWindow の中に存在できる画面は一度に
1 つだけなので，TeScreen("MicClass:=TeScreen") を使用することができます。

例：

TeWindow("short name:=A").TeScreen("MicClass:=TeScreen").TeField("attached
text:=User", "Protected:=False").Set "33333"

l TextScreen プロパティの current column と current row は，HLLAPI をサポート
するエミュレータに対してしか使用できません。

l TeField オブジェクトについては，location プロパティは記録されません。

回避策：代わりに index プロパティを使用します。
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チェックポイントおよび出力値
場合によっては，TeScreen に対するビットマップ・チェックポイントが，実際の
ビットマップではなく期待ビットマップの中にカーソルが表示されたために（ま
たは別の理由で）失敗することがあります。

回避策：エミュレータのカーソルを，点滅速度を遅くするか，まったく点滅しな
いように設定します。これにより，カーソルがビットマップ内でキャプチャされ
ない確率が下がります。

マルチリンガル・サポート
IBM PCOM エミュレータが対象の場合，テストまたはビジネス・コンポーネントの
記録または実行中に，UFT がヨーロッパ言語の特殊文字を無視することがありま
す。

回避策：UFT で［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナル
エミュレータ］＞［設定を調節］＞［エミュレータの設定］＞［コードベージ番
号（IBM PCOM のみ）］オプションを使用して，IBM PCOM エミュレータ用のコー
ド・ページを設定します。

ヒント: ［コードベージ番号（IBM PCOM のみ）］オプションを 1252 に設定
してみてください。
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概念

Terminal Emulator Add-in -概要

UFT を Terminal Emulator Add-in と使用すると，HLLAPI（High Level Language
Application Programming Interface）対応のターミナル・エミュレータ・アプリケー
ションをテストできるほか，VT100 プロトコルを使用するように設定したエミュ
レータ・セッション（［Text-only］オプションを使用します）など，HLLAPI 対応
でないターミナル・エミュレータ・アプリケーションもテストできます。HLLAPI
は，PC アプリケーションと，拡張機能を持つメインフレーム・アプリケーション
との通信を可能にするものです。

UFT は，ターミナル・エミュレータのウィンドウとホスト・アプリケーション内
の画面を区別します。ターミナル・エミュレータのウィンドウは，ターミナル・
エミュレータ自身のフレーム，メニュー，ツールバー，およびステータス・バー
で構成されます。このウィンドウは，ターミナル・エミュレータの個々のセッ
ション全体を通じて変化しません。

ターミナル・エミュレータの画面では，アプリケーションが表示されているウィ
ンドウの領域が参照されます。ホストがアプリケーションへのユーザ入力に応答
するたびに，画面が変化します。
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使用しているエミュレータが HLLAPI に対応している場合，UFT はエミュレータ画
面内の画面オブジェクトとフィールド・オブジェクトを認識します。使用してい
るエミュレータが HLLAPI に対応していない場合や，UFT を「Text-only」モードに
設定してある場合，UFT は，エミュレータ画面の行およびカラムに表示されるテ
キストに関する操作を記録します。

UFT Terminal Emulator Add-in には，いくつかのターミナル・エミュレータについ
て事前設定済みの設定が含まれています。また，Terminal Emulator Add-in では，
それ以外のほとんどのターミナル・エミュレータについても，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を使用して設定を行えます。

UFT で使用できるように HLLAPI エミュレータを設定するには，「UFT で使用する
ための HLLAPI ターミナル・エミュレータの設定方法」(668ページ)を参照してく
ださい。

ターミナル・エミュレータ・アプリケーションで
のテストおよびコンポーネントの記録

記録中，テストまたはビジネス・コンポーネントでは，アプリケーション内のオ
ブジェクトと，実行された操作の種類（ファンクション・キーの押下やフィール
ドでの入力など）が反映されます。それぞれのオブジェクトには，オブジェクト
の動作と外観を決める，あらかじめ定義されたプロパティがあります。実行セッ
ション中に，これらのプロパティが UFT によって学習され，それらを使用してオ
ブジェクトの識別や検索が行われます。

ヒント: テストまたはビジネス・コンポーネントの最初のステップとして
SystemUtil.Run メソッドを使用して，ターミナル・エミュレータを起動できま
す。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
「プログラムによるアプリケーションの実行と終了」に関する項および
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Standard Windows」の項
を参照してください。

標準設定では，テストまたはビジネス・コンポーネントを記録するときに，UFT
によって同期化ポイントが自動的に挿入されます。そのため，実行セッション
中，アプリケーションが入力を受け取る準備ができるまで，実行が遅延されま
す。同期化ポイントは手動によっても追加できます。詳細については，「ターミ
ナル・エミュレータでのステップの同期化方法」(677ページ)を参照してくださ
い。
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次に示すのは，HLLAPI に完全に対応しているターミナル・エミュレータ・アプリ
ケーションで記録された UFT テストの例です。

記録中，ユーザがアプリケーションの最初の画面で ENTER キーを押し，画面が変
化するまで待ってから，MERCTEST という名前とパスワードを該当するフィールド
に入力しました。

TeWindow("TeWindow").TeScreen("Welcome").SendKey TE_ENTER
TeWindow("TeWindow").TeScreen("Welcome").Sync
TeWindow("TeWindow").TeScreen("Sign On").TeField("User").Set "MERCTEST"
TeWindow("TeWindow").TeScreen("Sign On").TeField("Password").SetSecure
"3c4feb5bc6233d6e6898bc"

UFT のキーワード・ビューにはこのテストが次のように表示されます。

次に示すのは，HLLAPI に対応していないか，またはテキストのみの HLLAPI 操作
をサポートするように設定されたターミナル・エミュレータでのテストの例で
す。

この場合，UFT では，TeScreen オブジェクトではなく TeTextScreen オブジェクト
が記録され，また TeField オブジェクトは記録されないことに注意してください。
フィールド内部の操作ではなく，テキスト画面上のキーボードおよびマウスの操
作について，操作が記録されます。

TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").ClickPosition 24,2
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").Type "l"
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").Type micReturn
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen
("TeTextScreen").WaitString"FRSMAIN",1,2,1,8,2000
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").Type "qa1"
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").Type micReturn
TeWindow("TeWindow").TeTextScreen("TeTextScreen").Sync

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 660 ページ



UFT のキーワード・ビューにはこのテストが次のように表示されます。

本項では，「ターミナル・エミュレータを対象とするテストとコンポーネントの
記録と実行に関する考慮事項」(661ページ)についても説明します。

ターミナル・エミュレータを対象とするテストとコン
ポーネントの記録と実行に関する考慮事項

l エミュレータをホストに接続して，エミュレータが適切に設定されていること
を確認します。詳細については，「UFT で使用するための HLLAPI ターミナル・
エミュレータの設定方法」(668ページ)を参照してください。

l ただ 1 つのターミナル・エミュレータが開いていることを確認します。複数の
セッションを開いた場合，テストまたはビジネス・コンポーネントの記録と実
行に問題が生じることがあります。

l テストまたはビジネス・コンポーネントに WinRunner テストへの呼び出しが含
まれている場合，これらのテストが WinRunner Terminal Emulator Add-in を使用
していないことを確認します。同様に，WinRunner Terminal Emulator Add-in を
使用して WinRunner テストを実行するときは，テストに UFT テストへの呼び出
しが含まれている場合，テストが UFT Terminal Emulator Add-in を使用していな
いことを確認します。

l HLLAPI に完全に対応するものとして設定されたエミュレータを使用していて，
フィールド内の操作ではなくテキスト画面上のキーボードおよびマウスの操作
に基づいて具体的なステップを記録する必要がない場合は，設定を調整してエ
ミュレータの記録モードを変更できます。詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータの構成設定を管理する方法」(676ページ)を参照してください。

l UFT では，ターミナル・エミュレータ・ウィンドウにあるツールバーおよびス
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テータス・バー上の操作は記録されません。ただし，ターミナル・エミュレー
タ・ウィンドウのステータス・バーについては，記録中にチェックポイントま
たは出力値を挿入できます。詳細については，「チェックポイントおよび出力
値 - ターミナル・エミュレータ」(662ページ)を参照してください。

チェックポイントおよび出力値 -ターミナル・エ
ミュレータ

テストの記録中に，次のテキスト・チェックポイントを追加できます。

l TeScreen および TeTextScreen オブジェクト

l ステータス・バー: ターミナル・エミュレータ・ウィンドウ

l メニュー・オプションの選択後に開くダイアログ・ボックス

テストまたはビジネス・コンポーネントの記録中に，次の操作を実行できます。

l TeScreen オブジェクトのテキスト・チェックポイントを追加する。

l TeTextScreen オブジェクトのテキスト・チェックポイントを追加する（HLLAPI
に完全に対応していて，「テキスト画面」モードで記録するように設定された
エミュレータを使用してテストを記録した場合）。エミュレータ・モードの変
更の詳細については，「ターミナル・エミュレータの構成設定を管理する方
法」(676ページ)を参照してください。

l また，ターミナル・エミュレータ・アプリケーションのオブジェクトからプロ
パティやテキスト値を出力して，テストまたはビジネス・コンポーネントで使
用することもできます。

チェックポイントおよび出力値の使用のガイドライン

l TeWindow，TeScreen，および TeTextScreen オブジェクトのビットマップ・
チェックポイントを作成できますが，TeField オブジェクトについては作成でき
ません。

l テキスト出力値（テストのみ）を作成できるのは，TeScreen および
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TeTextScreen オブジェクトについてのみです。

l ターミナル・エミュレータ・ウィンドウでは，ステータス・バーと，メ
ニュー・オプションから開くダイアログ・ボックスについて，テキスト・
チェックポイントおよび出力値（テストのみ），および，標準のチェックポイ
ントおよび出力値を追加できます。UFT ではこれらを標準の Windows オブジェ
クトとして認識します。標準 Windows オブジェクトのプロパティの詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Standard
Windows」を参照してください。

標準，テキスト，ビットマップの各チェックポイントの詳細，および標準とテキ
ストの出力値の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

実行セッションの同期

ターミナル・エミュレータ・アプリケーションをテストするときは，数多くの要
因が操作の速度に影響を与え，結果として実行セッションに干渉する可能性があ
ります。たとえば，ホストの応答時間がシステムの負荷によって変化する可能性
があります。

実行セッションの同期化によって，UFT では，ターミナル・エミュレータ・アプ
リケーションが実行を続ける準備が整った時点でのみ，テストまたはビジネス・
コンポーネント内の次のステップが実行されることが保証されます。これによ
り，ホストの応答時間やその他の要因の偶発的な違いによって以降の実行セッ
ションが影響を受けるのを防ぐことができます。
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次の表に，さまざまなターミナル・エミュレータ・アプリケーションで使用でき
る同期化オプションを説明します。

エミュレー
タ・タイプ

同期化オプション

すべてのエ
ミュレータ・
タイプ

次の条件で実行セッションを遅らせるよう UFT に指示できま
す。

l 指定した期間

l 定義した領域に特定の文字列が出現するまで

l 指定したプロパティが定義した値になるまで

HLLAPI に完全
に対応してい
るエミュレー
タ

実行セッションをホストの応答時間と同期させることができま
す。標準設定では，記録セッション中に，エミュレータがホス
トからの応答を待つたびに，UFT は TeScreen オブジェクトに対
する Sync ステートメントを自動的に生成します。

HLLAPI に対応
していないエ
ミュレータ

HLLAPI に対応していないターミナル・エミュレータやテキスト
のみの HLLAPI 操作に対応するように設定されたターミナル・
エミュレータを使用して記録を行う場合，UFT は指定された
キーが押されるたびに，TeTextScreen オブジェクトに対する
Sync ステートメントを自動的に生成します。標準設定は ENTER
キーです。UFT は，ホストで十分な応答時間が確保されるよう
に，指定の時間間隔だけ待機します。

同期化方法を示すタスクについては，「ターミナル・エミュレータでのステップ
の同期化方法」(677ページ)を参照してください。

ターミナル・エミュレータ回復シナリオ

UFT では，クラッシュやエラーなど，テストやビジネス・コンポーネントの実行
を妨げ，測定結果を誤ったものにする可能性のある，さまざまな予期しないイベ
ントに対処するために，テストまたはビジネス・コンポーネントに対して回復シ
ナリオを定義できます。
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TeWindow オブジェクトの Emulator status プロパティおよびその他のプロパティ
の値を使用すると，ターミナル・エミュレータ・アプリケーションのテストまた
はビジネス・コンポーネントの具体的な回復シナリオを定義できます。

Emulator status プロパティが取り得る値には，次のものがあります。

l Busy（ビジー）：エミュレータがサーバと通信中です。

l Disconnected（切断）：エミュレータがサーバに接続していません。

l Locked（ロック）：エミュレータは現在入力を受け取ることができません。

l Ready（準備完了）：エミュレータは入力を待っています。

l Unavailable（使用不可）：エミュレータのステータスを特定できません。

エミュレータの各ステータスについて，適切な回復操作を実行する回復シナリオ
を作成できます。例：

l Disconnected（切断）：関数呼び出しによる回復操作を使用して，サーバに再
接続します。この回復操作には，使用しているターミナル・エミュレータの機
能に応じて，再接続のための記録済みステップ，VB Script による API コマン
ド，キーボード・ショートカット・キーなどが含まれます。

l Ready（準備完了）：表示されるエラー・メッセージの内容に応じて，関連す
るキーの押下などの特定の操作を実行します。

l Locked（ロック）：エミュレータの RESET キーを有効にします。または，例外
処理関数を使用してサーバから切断し，再接続します。

回復シナリオの定義の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。
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タスク

ターミナル・エミュレータ設定の妥当性を検査す
る方法

1. GUI テストが開いていることを確認します。

2. ［オプション］ダイアログ・ボックスの［ターミナルエミュレータ］表示枠
（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュ
レータ］ノード）（686 を参照）を開きます。

3. ［検証］をクリックします。

問題が検出された場合，簡単な説明（エラー応答）が表示枠内に表示されま
す。エラーの処理方法の詳細については，［トラブルシューティング］をク
リックして，エラー固有の情報が表示されるヘルプ・ページを開いてくださ
い。

既存のターミナル・エミュレータ設定をコピーす
る方法

このタスクでは，ターミナル・エミュレータ設定を別のユーザ（ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードを使用して特定のエミュレータの UFT 設定をすでに設
定しているユーザ）からコピーする方法について説明します。

たとえば，ターミナル・エミュレータの設定が済んでいて別のコンピュータ上
（またはネットワーク・ドライブ上）のファイルに保存されている場合は，自分
のコンピュータにそのファイルをコピーできます。ウィザードを実行して自分で
設定を構成する必要はありません。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(667ページ)

l 「レジストリ・ファイルのコンピュータへのコピー」(667ページ)
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l 「ファイルの登録」(667ページ)

l 「新規エミュレータの標準エミュレータとしての設定（オプション）」(668
ページ)

l 「エミュレータ設定の変更（オプション）」(668ページ)

l 「結果」(668ページ)

1. 前提条件
n 既存の設定ファイルは，ウィザードの最後のページで［ターミナルエミュ

レータの設定をファイルに保存する］オプションを使用して，レジスト
リ・ファイルに保存する必要があります。詳細については，「［ターミナ
ル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」(729ページ)を参照し
てください。

n 保存済みの設定をコピーする前に，設定に割り当てられているベンダ名と
エミュレータ名，および，ファイルの正確な名前と場所を確認してくださ
い。ファイルの拡張子は .reg です。

2. レジストリ・ファイルのコンピュータへのコピー
a. エミュレータの構成設定が含まれているレジストリ・ファイルを探しま

す。ファイルの拡張子は .reg です。

b. ファイルを，自分のコンピュータの <UFT のインストール・フォルダ>\dat
フォルダにコピーします。

通常のインストールでは，dat フォルダのパスは次のとおりで
す。%ProgramFiles%\HP\Unified Functional Testing\dat

3. ファイルの登録
a. レジストリ・ファイルをダブルクリックして，レジストリ・エディタ・

メッセージ・ボックスを開きます。

b. ［はい］をクリックし，情報をレジストリに追加します。情報がレジスト
リにコピーされたことを示すメッセージが表示されます。
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c. ［OK］をクリックします。この設定に割り当てられているエミュレータ名
が，UFT の利用可能なターミナル・エミュレータのリストに追加されま
す。

4. 新規エミュレータの標準エミュレータとしての設定（オプ
ション）
a. Terminal Emulator Add-in をロードした状態で UFT を開きます。

b. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュ
レータ］表示枠で，リストから新しいエミュレータ名を選択し，標準のエ
ミュレータとして設定します。

5. エミュレータ設定の変更（オプション）
a. Terminal Emulator Add-in をロードした状態で UFT を開きます。

b. ターミナル・エミュレータ設定ウィザードを開きます。詳細については，
「ターミナル・エミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照し
てください。

6. 結果
設定ファイルを別の場所にコピーすると，その設定に割り当てられているエ
ミュレータ名が，UFT の利用可能なターミナル・エミュレータのリストに追加
されます。

注: UFT の起動後に設定ファイルをコピーした場合は，いったん UFT を終
了してから再び開くと，更新された，利用可能なエミュレータのリストを
表示できます。

UFTで使用するためのHLLAPI ターミナル・エミュ
レータの設定方法

次の手順では，HLLAPI 対応のエミュレータで作業する場合に，ターミナル・エ
ミュレータ・アプリケーションでテストを有効にする方法の概要を説明します。
特定のエミュレータの設定方法の詳細については，「Terminal Emulator Add-in で
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使用できるようにエミュレータを設定する方法」(669ページ)を参照してくださ
い。

1. ターミナル・エミュレータ設定ウィザードを実行する前，および，各テスト
またはビジネス・コンポーネントを記録する前に，エミュレータをホストに
接続します。

2. 現在のエミュレータ・セッションの短縮名として，大文字の A を割り当てま
す。

3. これらの設定を変更した後，エミュレータを再起動してください。（任意）

注: サポートされているエミュレータのバージョンとプロトコルについては，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・フォ
ルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から入
手可能）を参照してください。

Terminal Emulator Add-inで使用できるようにエミュ
レータを設定する方法

本項では，Terminal Emulator Add-in で使用できるようにエミュレータを設定する
方法について説明します。

「Attachmate EXTRA!」(670ページ)

「Attachmate myEXTRA!ターミナル・ビューア」(670ページ)

「Attachmate INFOConnect」(671ページ)

「Hummingbird HostExplorer」(672ページ)

「IBM Personal Communications（PCOM）」(672ページ)

「IBM WebSphere Host On-Demand」(673ページ)

「NetManange RUMBA」(673ページ)
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「NetManage RUMBA Web-to-Host」(674ページ)

「Seagull BlueZone」(675ページ)

「WRQ Reflection」(675ページ)

「Zephyr Passport」(675ページ)

Attachmate EXTRA!
EXTRA! ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行しま
す。

1. EXTRA! を開きます。

2. EXTRA! で，［Options］＞［Global Preferences］を選択します。［Global
Preferences］ダイアログ・ボックスが開きます。

3. ［Advanced］タブをクリックします。

4. HLLAPI の短縮名のリストで，［Short Name］として大文字の A を選択しま
す。

5. 参照ボタンをクリックし，セッション・プロファイルを参照して選択し，
［OK］をクリックします。

6. UFT でのテストを始める前にプロファイルを保存します。そうすることで，一
度ターミナル・エミュレータを設定するだけで，保存した設定を再利用でき
るようになります。

Attachmate myEXTRA!ターミナル・ビューア
myEXTRA! ターミナル・ビューアを UFT に接続するには，次の手順を実行しま
す。

1. myEXTRA! の［Management and Control Services］ウィンドウを開きます。

2. ［Management and Control Services］ウィンドウで，［Products］＞［Terminal
Viewers］を選択します。左の表示枠に［Terminal Viewers］ツリーが表示され
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ます。

3. ［Terminal Viewers］ツリーで，必要なターミナルを選択します。

4. 右の表示枠で，必要なセッションを選択し，［Properties］をクリックしま
す。

5. ［Properties］表示枠で，［Configure］をクリックして接続を設定します。

6. ［Configure］表示枠の［General］タブで，［Support HLLAPI］チェック・
ボックスを選択し，セッション名を A に設定します。

7. セッションを保存します。

8. 初めて myEXTRA! ターミナル・ビューアに接続する場合は，HLLAPI DLL をイン
ストールする必要があります。

a. ［Preferences］をクリックします。

b. Install HLLAPI Client Componentsリンクをクリックします。

Attachmate INFOConnect
INFOConnect ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行
します。

1. Attachmate INFOConnect を開きます。

2. メイン・メニューから，［Options］＞［Global Preferences］を選択します。

3. ［詳細設定］タブを選択します。

4. 短縮セッション名として A を選択します。

5. 短縮セッション名（A）をセッションに関連付けるには，［参照］をクリック
してファイル・システムでセッション・プロファイルを探します。

6. ［OK］をクリックします。
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Hummingbird HostExplorer
HostExplorer ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行
します。

1. HostExplorer を開きます。

2. HostExplorer のメイン・メニューから，［File］＞［Save Session Profile］を
選択します。

3. ［Save Profile］ダイアログ・ボックスで，［HLLAPI Short Name］を大文字の
A に設定します。

4. メイン・メニューから，［Options］＞［API Settings］を選択します。

5. ［API Global Settings］ダイアログ・ボックスで，［Update screen after
PS update］および［Auto sync］オプションを選択します。

6. ［OK］をクリックします。

または，次のようにすることもできます。

1. HostExplorer を開きます。

2. 保存済みのセッションを開きます。

3. ［Options］＞［Edit Session Profile］を選択します。

4. カテゴリ・ツリーで［Terminal］＞［API］を選択します。

5. 短縮セッション名として A を選択し，［OK］をクリックします。

6. セッション・プロファイルを保存します。

IBM Personal Communications（PCOM）
事前設定済みの設定により，UFT で IBM PCOM のターミナル・エミュレータを使用
できます。
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IBM WebSphere Host On-Demand
WebSphere Host On-Demand ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，
次の手順を実行します。

1. WebSphere Host On-Demand EHLLAPI Enablement Tool を開きます（このツール
がない場合は，入手とインストール方法の詳細について IBM にお問い合わせ
ください）。

2. UFT で IBM WebSphere Host On-Demand ターミナル・エミュレータでの記録を
可能にするには，次のようにセッション・オプションを定義します。

a. ［Configure］をクリックし，リストから［Properties］を選択します。次
に，［Preferences］＞［Start Options］を選択し，［Auto-Start HLLAPI
Enabler］を［Yes］に設定します。

b. ［Start In Separate Window］オプションを［Yes］に設定します。

c. ［Alternate Terminal］オプションを［Disable］に設定します。

別のターミナル・エミュレータがインストールされているコンピュータに，
サーバとクライアントがインストールされていないことを確認してくださ
い。

NetManange RUMBA
RUMBAターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行しま
す。

1. RUMBA を開きます。

2. RUMBA で，［Options］＞［API］を選択します。［API Options］ダイアログ・
ボックスが開きます。

3. ［Identification］タブをクリックします。

4. ［Session Short Name］フィールドに，大文字の A を入力します。

5. ［OK］をクリックします。
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6. プロファイルを保存します。

ヒント: UFT でのテストを始める前にプロファイルを保存しておくことを
お勧めします。そうすることで，一度ターミナル・エミュレータを設定す
るだけで，保存した設定を再利用できるようになります。

NetManage RUMBA Web-to-Host
RUMBA Web-to-Host ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順
を実行します。

1. RUMBA Web-to-Host Session Configuration Manager を起動し，セッションを開き
ます。

2. Configuration Manager での標準の設定手順に加えて，次の手順を実行します。

a. ［Implementation］ドロップダウン・リストから［Pro client］を選択しま
す。

b. ［HLLAPI Configuration］をクリックし，［Session Short Name］ドロップ
ダウン・リストから［A］を選択します。

3. プロファイルを保存します。

注:

n バージョン 5.x：［Only Mainframe Display］は，Java クライアントでサ
ポートされています。［Only Replay］は，Java クライアントと Pro クラ
イアントの両方でサポートされています。

n バージョン 6.x：Java クライアントはサポートされていません。［Only
Replay］は Pro クライアントでサポートされています。

サポートされている RUMBA Web-to-Host のバージョンについては，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』UFT ヘルプ・フォル
ダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）から入手
可能）を参照してください。
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Seagull BlueZone
BlueZone ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行しま
す。

1. BlueZone を開きます。

2. BlueZone で，［Options］＞［API］を選択します。［API Properties］ダイアロ
グ・ボックスが開きます。

3. ［Options］タブをクリックします。

4. ［Short NameSession Identifier ］フィールドに，大文字の A を入力します。

5. ［OK］をクリックします。

6. セッションを保存します。

WRQ Reflection
Reflection ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実行し
ます。

1. 新規または既存のセッションを開きます。

2. ［Setup］＞［Terminal］を選択します。

3. ［Short Name］フィールドに，大文字の A を入力します。

4. ［OK］をクリックします。

Zephyr Passport
Zephyr Passport ターミナル・エミュレータを UFT に接続するには，次の手順を実
行します。

1. 新規または既存のセッションを開きます。

2. セッションの短縮名である［(A) Passport.zws］がウィンドウのタイトル・
バーに表示されることを確認します。
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ターミナル・エミュレータの構成設定を管理する
方法

次に，ターミナル・エミュレータの構成設定方法を説明します。

l 「構成設定の変更」(676ページ)

l 「選択した事前設定済みのエミュレータの標準設定の復元」(676ページ)

l 「ユーザ定義の構成設定を復元します。」(677ページ)

構成設定の変更
［ターミナル エミュレータの設定調節］ダイアログ・ボックスには，チェック・
ボックス，ラジオ・ボタン，および，数値またはテキスト値を必要とするオプ
ションがあります。

1. 「［ターミナル エミュレータの設定調節］ダイアログ・ボックス」（686
ページを参照）を開きます。

2. オプションに対して数値またはテキスト値を入力します。

a. 対象のオプションを 1 回クリックして強調表示します。

b. もう一度オプションをクリックするか，F2 キーを押して，変更する値にア
クセスします。

c. 必要に応じて値を変更します。

d. ダイアログ・ボックス内の別の場所をクリックして値を設定します。

3. ［OK］をクリックし，現在のターミナル・エミュレータの設定を更新してダ
イアログ・ボックスを閉じます。

選択した事前設定済みのエミュレータの標準設定の復元

1. 「［ターミナル エミュレータの設定調節］ダイアログ・ボックス」（686
ページを参照）を開きます。
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2. ［リセット］ボタンをクリックします（このボタンは，事前設定済みのエ
ミュレータが選択されている場合にのみ使用できます）。

ユーザ定義の構成設定を復元します。

1. 構成設定が格納されている保存済みのレジストリ・ファイルを，コンピュー
タの <UFT のインストール・フォルダ>\dat フォルダで探します。ファイルの
拡張子は .reg です。通常のインストールでは，dat フォルダのパスは次のとお
りです。%ProgramFiles%\HP\Unified Functional Testing\dat

2. レジストリ・ファイルをダブルクリックして，レジストリ・ファイルをアク
ティブにします。確認メッセージが開きます。

3. ［はい］をクリックします。情報がレジストリにコピーされたことを示す
メッセージが表示されます。

4. ［OK］をクリックします。これで，保存済みのファイルの設定が復元されま
した。

ヒント: また，ユーザ定義のターミナル・エミュレータの設定の場合も，
それらの設定がウィザードを使って保存されていれば復元できます。詳細
については，「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ペー
ジ 」(729ページ)を参照してください。

ターミナル・エミュレータでのステップの同期化
方法

次の手順では，さまざまなタイプの同期化操作を実行する方法を説明します。概
念の説明については，「実行セッションの同期 」(663ページ)を参照してくださ
い。

l 「記録中の同期化ステップの挿入」(678ページ)

l 「同期化のタイムアウトの設定」(678ページ)

l 「オブジェクトに対する同期化ポイントの挿入」(679ページ)

l 「指定したテキスト文字列の待機」(679ページ)
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記録中の同期化ステップの挿入

1. ［デザイン］＞［エミュレータの同期化］を選択します。

2. （任意）Sync ステートメントに対してタイムアウトをミリ秒単位で指定し，
この時間が経過した後で，エミュレータのステータスに関係なく実行セッ
ションが続行するように設定します。タイムアウト値を指定しなければ，
「同期化のタイムアウトの設定」(678ページ)で説明されているように，UFT
は標準のタイムアウト間隔を使用します。

注:

n テストまたはビジネス・コンポーネント内の TeScreen オブジェクトに
対して Sync ステップが UFT によって自動的に挿入されないように，エ
ミュレータの設定を調整できます。

n TeTextScreen オブジェクトに対して Sync ステップを生成するキーを指
定できます。

詳細については，「ターミナル・エミュレータの構成設定を管理する方
法」(676ページ)を参照してください。

同期化のタイムアウトの設定
［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［実行］表示枠（［ファイル］＞［設
定］＞［実行］ノード）で，［オブジェクト同期化のタイムアウト］を設定しま
す。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参
照してください。

これによって，それぞれのテスト・ステップが実行される前に UFT が待機する最
大間隔をミリ秒単位で指定できます。

注:

l このオプションは，ビジネス・コンポーネントでは使用できません。

l また，この設定は，タイムアウト引数が指定されていない場合に，
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TeScreen と TeTextScreen の両方のオブジェクトに対する Sync メソッドと
WaitString メソッドの標準設定のタイムアウトとしても使用されます。

オブジェクトに対する同期化ポイントの挿入
［デザイン］＞［同期化ポイント］を選択します。詳細については， 『HP Unified
Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

テストまたはビジネス・コンポーネントに同期化ポイントを挿入すると，UFT は
エディタに WaitProperty ステートメントを生成します。このステートメントは，
特定のオブジェクト・プロパティがユーザに指定された値に達するまでテストま
たはビジネス・コンポーネントを一時停止するよう UFT に指示します。

例：

Result フィールドの Text プロパティの値が Successful になるまで実行セッ
ションを待機させる場合は，次のステートメントを挿入します。

TeScreen("LogOn").TeField("Result").WaitProperty "Text", "Successful"

指定したテキスト文字列の待機
UFT の WaitString メソッドは，ターミナル・エミュレータ画面上の指定された矩
形内に指定のテキスト文字列が出現するまで，実行セッションを遅らせます。テ
キスト文字列には，定数文字列または正規表現を指定できます。

記録中にWaitString ステートメントを挿入するには，次の手順を実行します。

1. ［デザイン］＞［エミュレータのWaitString］を選択します。カーソルの形状
が十字形のポインタに変わります。
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2. ポインタをドラッグして，実行セッションを待機する対象のテキスト文字列
を含む矩形をエミュレータ画面上で描画します。UFT は，次の構文でテストま
たはビジネス・コンポーネントにステップを挿入します。

TeScreen オブジェクト：

TeScreen(description).WaitString String [, TopRow, LeftColumn, BottomRow,
RightColumn, Timeout, RegExp]

TeTextScreen オブジェクト：

TeTextScreen(description).WaitString String, [TopRow, LeftColumn,
BottomRow, RightColumn, Timeout, RegExp]

画面上の位置は矩形の 4 つの角の値によって定義され，各角がそれぞれの引
数を持ちます。

3. オプションで，次の操作を実行できます。

n RegExp 引数の値を True に設定すると，String 引数に指定した値が正規表現
であることを指定できます。正規表現を使用すれば，さまざまな値を持つ
オブジェクトやテキスト文字列を UFT で識別できます。正規表現の詳細に
ついては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

n 任意でタイムアウト値をミリ秒単位で指定し，この時間が経過した後で，
テキスト文字列が画面上に出現するかどうかに関係なく実行セッションが
続行するように設定します。この値を指定しなければ，UFT は標準のタイ
ムアウト時間を使用します。詳細については，「同期化のタイムアウトの
設定」(678ページ)を参照してください。
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リファレンス

テスト・オブジェクト・クラスおよびアイコン -
ターミナル・エミュレータ

次のテスト・オブジェクト・クラスおよびアイコンは，HLLAPI 完全対応として設
定されたターミナル・エミュレータに適用されます。

アイコン テスト・オブジェクト・クラス

TeField

TeScreen

TeWindow

次のテスト・オブジェクト・クラスおよびアイコンは，HLLAPI に対応していな
い，またはテキストのみの HLLAPI 操作に対応しているものとして設定されたター
ミナル・エミュレータに適用されます。

アイコン テスト・オブジェクト・クラス

TeTextScreen

TeWindow

次のテスト・オブジェクト・クラスおよびアイコンは，ターミナル・エミュレー
タ・ウィンドウのステータス・バーの Windows オブジェクト，およびターミナ
ル・エミュレータ・ウィンドウのメニュー・オプションから開くダイアログ・
ボックスに適用されます。

アイコン テスト・オブジェクト・クラス

Dialog
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アイコン テスト・オブジェクト・クラス

WinObject

ターミナル・エミュレータの検証 -考えられるエ
ラー応答

［検証］ボタンをクリックすると，次の考えられるエラー応答が，［オプショ
ン］ダイアログ・ボックスの［ターミナルエミュレータ］表示枠（［ツール］＞
［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード）に
表示される場合があります。

l 「無効な HLLAPI DLL」(682ページ)

l 「開いているセッションを検知できない」(683ページ)

l 「メイン・ウィンドウのクラスが見つからない 」(683ページ)

l 「エミュレータ画面を検知できない」(684ページ)

l 「開いたセッションに接続できない」(684ページ)

l 「セッション・テキストを取得できない」(684ページ)

l 「開いたセッションを検知できない，またはメイン・ウィンドウ・クラスが見
つからない」(685ページ)

l 「HLLAPI が見つからない」(685ページ)

l 「複数のセッションが開いている」(685ページ)

l 「不明なエラー」(686ページ)

無効な HLLAPI DLL

設定された DLL が無効なため，必要な HLLAPI または EHLLAPI の関数が見つからな
い。
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ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞［オプション］＞［GUI
テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード＞［ウィザードを開く］）で
正しい DLL パスおよび名前を設定したことを確認します。

詳細については，「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」(715ページ)のサポート
するターミナル・エミュレータが使用する DLL 名の一覧表示，またはエミュレー
タのプロバイダが提供するドキュメントを参照してください。

開いているセッションを検知できない

UFTが開いているターミナル・エミュレータ・セッションを検知できない。

l 現在のセッションを自分のターミナル・エミュレータで開いたことを確認しま
す。

l HLLAPI エミュレータの場合，短縮セッション名を大文字の A に設定したことを
確認します。この設定を変更した後，エミュレータの再起動が必要になる場合
があります。

メイン・ウィンドウのクラスが見つからない

UFT がターミナル・エミュレータのメイン・ウィンドウのクラス名を見つけられ
ない。

l ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード＞［ウィザードを開
く］）でターミナル・エミュレータ・メイン・ウィンドウ・クラス名を正しく
設定したことを確認します。

l メイン・ウィンドウのクラス名にエミュレータの起動のたびに変更されるポス
トフィックスがある場合，ターミナル・エミュレータ設定ウィザードに名前の
変化しない部分のみ入力してください。
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エミュレータ画面を検知できない

UFT がターミナル・エミュレータのメイン・ウィンドウのクラス名を見つけられ
ない。

l ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード＞［ウィザードを開
く］）でターミナル・エミュレータ・メイン・ウィンドウ・クラス名を正しく
設定したことを確認します。

l メイン・ウィンドウのクラス名にエミュレータの起動のたびに変更されるポス
トフィックスがある場合，ターミナル・エミュレータ設定ウィザードに名前の
変化しない部分のみ入力してください。

開いたセッションに接続できない

現在のセッションが開いているにもかかわらず，HLLAPI 関数の呼び出しがエラー
になる。

UFT を再起動して，次にエミュレータを再起動します。これで問題が解決しない
場合，エミュレータのプロバイダに問い合わせてください。

セッション・テキストを取得できない

UFT が現在のセッションでキャプチャしたテキストを表示できない。

l HLLAPI エミュレータ：UFT を再起動し，次にエミュレータを再起動します。こ
れで問題が解決しない場合，エミュレータのプロバイダに問い合わせてくださ
い。

l 非 HLLAPI エミュレータ：［検証］を再度クリックします。エラー・メッセー
ジが繰り返す場合，検証処理中にエミュレータ画面が前に来ていることを確認
します（リモート・アクセスを使用中でも）。これに当てはまる場合，HP カ
スタマ・サポートに連絡してください。
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開いたセッションを検知できない，またはメイン・ウィ
ンドウ・クラスが見つからない

UFT が開いたターミナル・エミュレータ・セッションを検知できない，または
ターミナル・エミュレータのメイン・ウィンドウ・クラス名を見つけられない。

l 現在のセッションを自分のターミナル・エミュレータで開いたことを確認しま
す。

l ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード＞［ウィザードを開
く］）でターミナル・エミュレータ・メイン・ウィンドウ・クラス名を正しく
設定したことを確認します。

l メイン・ウィンドウのクラス名にエミュレータの起動のたびに変更されるポス
トフィックスがある場合，ターミナル・エミュレータ設定ウィザードに名前の
変化しない部分のみ入力してください。

HLLAPI が見つからない

UFT が選択したエミュレータに指定された HLLAPI DLL を見つけられない。

ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞［オプション］＞［GUI
テスト］タブ＞［ターミナルエミュレータ］ノード＞［ウィザードを開く］）で
正しい DLL パスおよび名前を設定したことを確認します。

詳細については，「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」(715ページ)のサポート
するターミナル・エミュレータが使用する DLL 名の一覧表示，またはエミュレー
タのプロバイダが提供するドキュメントを参照してください。

複数のセッションが開いている

複数のターミナル・エミュレータ・セッションが現在開いています。

余分なセッションを閉じてください。
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不明なエラー

不明なエラーのため検証処理が失敗しました。

UFT を再起動して，次にエミュレータを再起動します。

［ターミナルエミュレータ］表示枠（［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）

この表示枠では，ターミナル・エミュレータの設定を変更し，現在のターミナ
ル・エミュレータ設定を検証できます。
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アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ターミナルエミュレータ］ノードを選択します。

重要な情報 この表示枠は，UFT Terminal Emulator Add-in がインストールさ
れ，ロードされている場合にのみ使用できます。

この表示枠で行った設定変更は，［OK］をクリックした時点で
すぐに，現在開いているテストまたはコンポーネントに適用さ
れます。

ターミナル・エミュレータ領域：テスト対象のエミュレータを
選択するには，［ベンダ］および［エミュレータ］リスト・
ボックスを使用します。表示されるリストには，次のものを含
む，ベンダとエミュレータのすべての組み合わせの設定が含ま
れています。

l 事前設定済みの設定（Terminal Emulator Add-in に付属のも
の）

l コンピュータにコピー済み

l ターミナル・エミュレータ設定ウィザードで事前設定済み

ウィザードを開いてターミナル・エミュレータの新しい設定を
行ったり，既存の設定を変更したりすることもできます。

［出荷時の標準設定に戻す］ボタンを選択すると，［オプショ
ン］ダイアログ・ボックスのすべてのオプションが標準設定に
リセットされます。

関連タスク 「ターミナル・エミュレータ設定の妥当性を検査する方法」
(666ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ベンダ 利用可能なターミナル・エミュレータのベンダのリストです。
エミュレータに対応したベンダを選択します。

エミュレータ 選択したベンダに対して利用可能なターミナル・エミュレータ
のリストです。テスト対象のエミュレータ・アプリケーション
を選択します。

プロトコル エミュレータで使用されるプロトコルです。

推奨オプション：Auto-detect

検証 選択したエミュレータの現在の設定を検証し，エラーが検出さ
れた場合，そのエラーの簡単な説明を表示します。

エラーは次のことが原因で発生する可能性があります。

l ［ターミナル エミュレータ］表示枠（［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュレー
タ］ノード）でのターミナル・エミュレータの設定が正しく
ない。

l ターミナル・エミュレータ設定ウィザード（［ツール］＞
［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナルエミュ
レータ］ノード＞［ウィザードを開く］）を使用したターミ
ナル・エミュレータの設定で正しくない設定を行った。

l ターミナル・エミュレータ自体のエラー

考えられるエラー応答の一覧は，「ターミナル・エミュレータ
の検証 - 考えられるエラー応答」(682ページ)を参照してくださ
い。
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UI 要素 説明

トラブル
シューティン
グ

該当するものがあればトラブルシューティングの解決策を提供
する特定のヘルプのページを開きます。

エラー応答が［検証］のクリック後に表示される場合にのみ，
利用可能です。

例：［検証］をクリックして［無効な HLLAPI DLL］が表示
される場合，［トラブルシューティング］をクリックする
と，このエラーの処理に関する情報を示すヘルプ・トピッ
クが開きます。

詳細については，「ターミナル・エミュレータの検証 - 考えら
れるエラー応答」(682ページ)を参照してください。

画面ラベル テストまたはビジネス・コンポーネントの記録中に UFT によっ
てエミュレータ画面の label プロパティが読み取られる領域で
す。ラベルの場所と長さが正しく定義されている場合は，UFT
によってこの値が TeScreen オブジェクトの名前として使用され
ます。［画面ラベル］は，HLLAPI 対応のエミュレータでのみ有
効です。

画面ラベルを設定するには，次の手順を実行します。

エミュレータ・ラベルの開始位置を示す［開始行］および［開
始カラム］座標を入力します。［長さ］を文字数単位で入力
し，ラベルのサイズを定義します。

注: 構成設定を調整することにより，UFT によってエミュ
レータ画面の label プロパティがどのように読み取られるの
かを変更できます。詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータの構成設定を管理する方法」(676ページ)を参照
してください。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 689 ページ



UI 要素 説明

ウィザードを
開く

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードを開きます。この
ウィザードを使用して，ターミナル・エミュレータの新しい設
定を定義したり，既存のユーザ定義設定を変更したりできま
す。詳細については，「ターミナル・エミュレータ設定ウィ
ザードの概要」(707ページ)を参照してください。

設定を調節 「［ターミナル エミュレータの設定調節］ダイアログ・ボック
ス」「［ターミナル エミュレータの設定調節］ダイアログ・
ボックス」（690 ページを参照）が開き，例外的な状況の場合
に既存の構成設定を変更できます。

注: 通常は，ターミナル・エミュレータ設定ウィザードを使
用して，エミュレータ画面の設定を行うことをお勧めしま
す。詳細については，「［エミュレータ画面の設定］ペー
ジ」(724ページ)を参照してください。［設定を調節］オプ
ションは，使用しているターミナル・エミュレータの設定
と，それらの設定を変更した場合にテストやビジネス・コ
ンポーネントに及ぼす可能性のある影響について，十分理
解している場合にのみ使用してください。詳細について
は，「ターミナル・エミュレータの構成設定を管理する方
法」(676ページ)を参照してください。

［ターミナルエミュレータの設定調節］ダイアロ
グ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，既存のターミナル・エミュレータ構成設定を調
整できます。これは，例外的な状況の場合でのみ必要となります。ほとんどの場
合，UFT は事前設定済みのターミナル・エミュレータと，ターミナル・エミュ
レータ設定ウィザードで定義した構成設定のターミナル・エミュレータとともに
正常に動作します。

注意: このダイアログ・ボックスのオプションを使用して構成設定を変更する
場合は，使用しているターミナル・エミュレータと，設定を変更した場合にテ
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ストやビジネス・コンポーネントに及ぼす可能性のある影響について，十分理
解したうえで行ってください。

次に，HLLAPI 対応のエミュレータのダイアログ・ボックスに表示されるオプショ
ンの例を示します。
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アクセス方法 1. 次の手順のいずれかを実行します。

n ドキュメント表示枠で GUI のテスト，アクション，コン
ポーネントにフォーカスがあることを確認します。

n ソリューション・エクスプローラで，GUI テストまたは
コンポーネント・ノード，あるいはその子ノードのいず
れかを選択します。

2. ［ツール］＞［T オプション］＞［GUIテスト］タブ＞
［ターミナルエミュレータ］ノードを選択します。

3. エミュレータを選択し，［設定を調節］をクリックしま
す。

重要な情報 このダイアログ・ボックスに表示されるオプションの選択肢
は，［ターミナル エミュレータ］表示枠で選択したターミナ
ル・エミュレータの種類によって異なります。

このダイアログ・ボックスのオプションの大部分は，［オプ
ション］ダイアログ・ボックスの［ターミナル エミュレータ］
表示枠で選択したターミナル・エミュレータに固有のもので
す。これらのエミュレータ固有のオプションの値は，選択した
エミュレータと一緒に保存されます。たとえば，標準のファイ
ル以外の HLLAPI DLL ファイルを指定した場合，そのファイルは
選択したエミュレータに対してのみ使用されます。

いくつかのオプションの値は，［オプション］ダイアログ・
ボックスの［ターミナル エミュレータ］表示枠で選択したエ
ミュレータに関係なく，保存され適用されます。たとえば，メ
ニューとダイアログ・ボックスを記録しないことを選択した場
合，UFT では別のエミュレータを選択してもその設定が維持さ
れます。

関連タスク ブリット記号で表示されているオプションを変更するには，テ
キストをクリックし，テキストが編集可能ボックスになったら
値を変更します。詳細については，「構成設定の変更」(676
ページ)を参照してください。
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参照 「ターミナル・エミュレータの構成設定を管理する方法」(676
ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。
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UI 要素 説明

エミュレータ
の設定

次のオプションを使って，ウィザードでは変更できない構成設
定を定義できます。

l 自動前進フィールドがサポートされます：自動前進フィール
ドを使用すると，あらかじめ定義された文字数を入力した後
に ENTER キーや別のキーを押さなくてもアプリケーション
の次の画面またはフィールドに自動的に移動できるようにな
ります。

使用しているエミュレータで自動前進フィールドがサポート
されている場合は，このチェック・ボックスを選択すると，
それらのフィールドでの Set ステートメントの記録が UFT で
有効になります。

表示対象：HLLAPI に対応しているエミュレータ。

l 画面の最下部の空白行の数：エミュレータによっては，画面
の一番下にいくつかの空行が確保されているものがありま
す。画面のサイズが変わった場合，これらの行のために，
UFT のフィールド位置の計算が正しくならないことがありま
す。このオプションでは，エミュレータ画面の一番下の空行
の行数を指定できます。この設定はターミナル・エミュレー
タ設定ウィザードで行うことをお勧めしますが，このオプ
ションを使っても変更できます。

エミュレータによって画面の一番下に確保されている行数を
入力します。UFT は，フィールド位置を特定するためのアル
ゴリズムにこの値を組み込みます。

l ［コードページ番号］（IBM PCOM のみ）：IBM PCOM エミュ
レータを英語以外の言語で使用している場合は，その言語の
コード・ページ番号を入力します。たとえば，ドイツ語の
キーボードの場合は，値 1252 を入力します。標準のコー
ド・ページ変換を使用する場合は，0 を指定します。言語と
そのコード・ページ番号のリストを表示するには，Windows
コントロール・パネルの［地域と言語のオプション］を選択
し，［詳細設定］タブを選択します。
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UI 要素 説明

UFT ではこのコード・ページを使って，ユーザが記録した
キーが正しく識別されます。
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UI 要素 説明

HLLAPI の設
定

選択したエミュレータの構成設定には，次のオプションを使用
できます。このオプションは，HLLAPI をサポートするエミュ
レータのみで表示されます。

l HLLAPI .dll ファイル ：UFT は，このエミュレータに対して指
定された HLLAPI DLL ファイルを使用してエミュレータに接
続し，現在のステータスに関する情報を取得します。

事前設定済みのエミュレータをカスタマイズしたものを使用
している場合は，別の DLL ファイル名を指定しなければなら
ないことがあります。

l HLLAPI 関数名：このエミュレータに対する HLLAPI DLL が，
この関数をすべての HLLAPI 呼び出しのエントリ・ポイント
として使用します。

事前設定済みのエミュレータをカスタマイズしたものを使用
している場合，別の関数名を指定しなければならないことが
あります。

l HLLAPI 関数への引数のサイズ：ほとんどのエミュレータの
HLLAPI 関数は，16 ビット（ワード）の引数を受け取りま
す。IBM PCOM などの一部のエミュレータでは，HLLAPI 関数
が 32 ビット（整数）の引数を受け取ります。

選択したエミュレータの正しい引数サイズとして，［ワード
(16 ビット)］または［整数 (32 ビット)］を選択します。

l HLLAPI 呼び出しを複数のスレッドから実行します：複数の
スレッドからの HLLAPI 呼び出しが可能なエミュレータもあ
れば，すべての HLLAPI 呼び出しを同じスレッドから実行し
なければならないエミュレータもあります。事前設定済みの
エミュレータ設定の場合，標準で選択されています。

HLLAPI 呼び出しのために別のプロセスを開き，この単一の
スレッドからすべての HLLAPI 呼び出しを実行するように
UFT を設定する場合は，このチェック・ボックスをクリアし
ます。
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UI 要素 説明

l HLLAPI dll ファイルが見つからない場合に警告します：現在
の設定用の HLLAPI DLL ファイルが見つからないときに UFT
から警告メッセージが表示されます。たとえば，エミュレー
タ自体をインストールする前に Terminal Emulator Add-in を使
用しようとした場合，UFT は警告を表示します。

このチェック・ボックスをクリアし，UFT が必要な DLL ファ
イルが見つけられないと，UFT で正常な記録ができない原因
を調べることが難しくなる場合があります。したがって，こ
のオプションを選択しておくことをお勧めします。

適用：現在選択しているエミュレータに関係なく，すべての
ターミナル・エミュレータの設定

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 698 ページ



UI 要素 説明

オブジェクト
の認識設定

次のオプションを使用すると，選択したターミナル・エミュ
レータのオブジェクトを UFT がどのように識別するのかを設定
できます。

l すべての文字を使って画面ラベルを認識する：label プロパ
ティの値を使用して TeScreen テスト・オブジェクトを識別
します。ラベルの位置と長さは，［ターミナル エミュレー
タ］表示枠で選択したエミュレータに対して定義されます。
詳細については，「［ターミナル エミュレータ］表示枠
（［オプション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タ
ブ）」(686ページ)を参照してください。

標準設定では，label プロパティ値に対して定義されたラベ
ル領域内の，書き込み保護された文字のみがキャプチャされ
ます。

label プロパティのラベル領域内のすべての文字を，ラベル
の一部を形成している可能性がある，書き込み保護されてい
ない文字や隠し文字も含めて，UFT でキャプチャする必要が
ある場合は，このオプションを選択します。

l タイトル・バー・プレフィックスに基づいてエミュレータ・
ウィンドウを認識する：UFT で通常，エミュレータ・ウィン
ドウをそのオブジェクト・クラスによって識別します。ユー
ザ定義の設定では，クラス名が一意でない場合があります。
たとえば，エミュレータで Afx などの汎用のクラス名が使用
されている場合があります。そのような場合は，ウィンド
ウ・タイトル・バー内の固定のプレフィックスに基づいて
ウィンドウを識別するよう UFT を設定できます。

プレフィックスを使用して正しいウィンドウを識別するよう
UFT を設定するには，プレフィックスのテキスト文字列を指
定します。

値が指定されなければ，UFT はオブジェクト・クラスを使用
してエミュレータ・ウィンドウを識別します。
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UI 要素 説明

記録設定 次のオプションを使用すると，UFT が操作をどのように記録す
るのかを設定できます。

l これらのキーを使ってサーバとやり取りする：HLLAPI のサ
ポートなしで記録を行うと，UFT はエミュレータとサーバ間
の同期をとるために，指定されたキーが押された後に Sync
ステップを挿入します。キーは仮想キー・コードによって識
別されます。

標準設定値： Enter キーで，その仮想キー・コード値は 13
（16 進数の 0D ）です。別のキーを指定することも，キーを
追加することもできます。たとえば，Ctrl キー（仮想キー・
コード値）は 17 （16 進数の 11 ）を追加できます。各キー
の仮想キー・コードの「10 進」値を，セミコロン（;）で区
切って指定します。

これらのいずれかのキーが押されるたびに，UFT では Sync
ステップを挿入します。同期化の詳細については，「ターミ
ナル・エミュレータでのステップの同期化方法」(677ペー
ジ)を参照してください。

仮想キー・コードの一覧については，
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd375731(VS.85).aspx
を参照してください。MSDN ページの一覧には，各キー・
コードの 16 進数が記載されています。これらの値をこのオ
プションのリストに追加するには，キー・コードの値を 10
進数に変換して，その 10 進値を指定する必要があります。

適用：現在選択しているエミュレータに関係なく，すべての
ターミナル・エミュレータの設定
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UI 要素 説明

l メニューとダイアログ・ボックスに対する操作を記録する：
標準設定では，UFT は，ターミナル・エミュレータ・ウィン
ドウのメニューに対する操作と，それらのメニュー・オプ
ションの選択の結果表示されるダイアログ・ボックスに対す
る操作を記録します。

これらのメニューおよびダイアログ・ボックスの操作を UFT
で記録する必要がない場合は，このチェック・ボックスをク
リアします。たとえば，テストまたはビジネス・コンポーネ
ント内のエミュレータ固有のメニューおよびダイアログ・
ボックスのステップは，エミュレータ相互の互換性が重要で
あるときや，そうしたステップがテストやビジネス・コン
ポーネントに関係ないときには，必要でない場合がありま
す。

適用：現在選択しているエミュレータに関係なく，すべての
ターミナル・エミュレータの設定
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UI 要素 説明

記録の設定
（続き）

l 記録モード：「テキスト画面」モードの場合，UFT は操作を
画面座標に基づいて TeTextScreen ステップとして記録しま
す。「コンテキスト・センシティブ」モードの場合，UFT は
フィールド操作を TeField ステップとして記録します。

標準設定では，すべての事前設定済みのターミナル・エミュ
レータと，HLLAPI 完全対応として設定されたすべてのユー
ザ定義エミュレータが，コンテキスト・センシティブ・モー
ドに設定されています。HLLAPI 対応のエミュレータを使用
していて，TeField オブジェクトではなく座標に基づいてテ
ストする必要がある場合は，「テキスト画面モード」を選択
します。

ユーザ定義のターミナル・エミュレータのモードは，ウィ
ザードを使用して変更できます。詳細については，「ターミ
ナル・エミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を
参照してください。

注: HLLAPI に対応していないエミュレータ，および，テ
キストのみの HLLAPI 操作に対応するように設定されたエ
ミュレータについては，UFT は常に「テキスト画面」
モードを使用し，このオプションは使用できません。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 702 ページ



UI 要素 説明

l 同期化せずにステップを記録する：標準設定では，UFT は，
ターミナル・エミュレータ・アプリケーション内のユーザ操
作（キーボード入力やマウス・クリックなど）を認識する
と，アプリケーション内のユーザ入力の処理を中断します。
記録されたステートメントがテストまたはビジネス・コン
ポーネントのスクリプトに追加されて，ActiveScreen 情報が
保存されると，UFT はエミュレータを解放し，ユーザ入力を
処理できるようになります。

IBM PCOM などの一部のエミュレータでは，ユーザ入力が中
断している間は HLLAPI の実行をサポートしておらず，
HLLAPI 呼び出しの実行前に UFT にエミュレータ・プロセス
を解放させる必要があります。

記録中に予期しない動作が生じた場合，このオプションを選
択しなければならない場合があります。たとえば，UFT，エ
ミュレータ，またはその両方から応答が返されない場合があ
ります。このオプションを選択する場合は，別の操作を実行
する前に UFT に各ステップを記録するための十分な時間が確
保されていることを確認してください。
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UI 要素 説明

記録の設定
（続き）

l カーソル位置を記録する：テキスト画面またはフィールドで
の記録の際，UFT では，カーソル位置の記録に
TeTextScreen.ClickPosition または TeField.SetCursorPos を使用
します。

テストまたはビジネス・コンポーネントでカーソル位置を記
録する必要がない場合は，このチェック・ボックスをクリア
します。

適用：すべてのターミナル・エミュレータの設定

l フィールド中の末尾のスペースを除外する：「コンテキス
ト・センシティブ」モードでの記録時に，末端の空白やタブ
記号などの「空白文字」がフィールドに含まれることがあり
ます。

これらの文字を除外するよう UFT に指示する場合は，この
チェック・ボックスを選択します。このオプションを選択す
る場合は，除外するフィールドの最小フィールド長を指定し
ます。指定した文字数よりも少ない文字しか含まれていない
フィールドは，変更されません。標準設定値は，5 文字で
す。

フィールドの内容を変更しない場合は，チェック・ボックス
をクリアします。

表示対象：HLLAPI に対応しているエミュレータ。

l プロパティ・パターンを使用する：プロパティ・パターンを
使用して認識プロパティ内の正規表現（画面ラベル内の日付
値や時刻値に対するものなど）を記録するには，このチェッ
ク・ボックスを選択します。

プロパティ・パターンの詳細については，PropPattern.htm
の「プロパティ・パターンによるオブジェクトの識別（上
級）」を参照してください。このファイルは UFT のインス
トール・フォルダの help サブフォルダにあります。
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UI 要素 説明

標準のプロパティ・パターン設定ファイルをそのまま使用す
るか，内容を変更するか，または別のプロパティ・パターン
設定ファイルを指定できます。標準のファイルは，画面ラベ
ルの一部が現在の時刻で構成されているアプリケーションで
使用することを目的としています。この標準ファイルで定義
されている正規表現によって，画面ラベル内の現在の時刻が
置き換えられ，画面の説明と名前がわかりやすくなります。

適用：現在選択しているエミュレータに関係なく，すべての
ターミナル・エミュレータの設定
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UI 要素 説明

実行の設定 次のオプションを使用すると，選択したターミナル・エミュ
レータが HLLAPI 対応の場合に，そのエミュレータのテストま
たはビジネス・コンポーネントを UFT がどのように実行するの
かを設定できます。

l Sync 操作が実行された時にビープ音を鳴らす：実行セッ
ション中に Sync 操作が実行されるたびに UFT でビープ音を
鳴らすかどうかを指定します。

適用：現在選択しているエミュレータに関係なく，すべての
ターミナル・エミュレータの設定

l キーボード・イベントを使って特殊なエミュレータ・キーを
含むステップを実行する：キーボード・イベントを使用して
SendKey コマンドを実行するよう UFT を設定します。キー・
コードの指定にこのオプションを使用しない場合，UFT では
対応する HLLAPI 関数を使用して SendKey コマンドを実行し
ます。

エミュレータによっては，たとえば Attachmate Extra! のよう
に，エミュレータがビジー状態の間，キーボード・イベント
を使用して送信されたときだけ，RESET コマンドを認識する
ものがあります。［RESET 関数のキー］オプションでは，仮
想キー・コードのキーの組み合わせを指定します。これに
は，コードの各キーの 10 進値をセミコロン（;）で区切って
指定します。

l エミュレータがステータスをチェックする間隔（ミリ秒単
位）：Sync ステップの間，UFT は，エミュレータのステータ
スを確認する前に，指定の時間だけ待機します。UFT は，エ
ミュレータのステータスが「準備完了」になるまで，または
Sync のタイムアウトに達するまで，この確認を指定の時間間
隔で繰り返した後，実行セッションを続けます。同期化の詳
細については，「ターミナル・エミュレータでのステップの
同期化方法」(677ページ)を参照してください。

エミュレータの各ステータス確認の合間に経過する時間間隔
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UI 要素 説明

（ミリ秒単位）を指定します。

標準設定値： 200

注: 非常に長い時間間隔を指定した場合，テストまたはビ
ジネス・コンポーネントの実行に要する時間が著しく長
くなる可能性があります。

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードの概要

このウィザードでは，UFT がターミナル・エミュレータの識別に必要な設定を行
うための手順がひととおり示されます。使用しているエミュレータが事前設定済
みの設定のリストに表示されず選択できない場合は，UFT がエミュレータを識別
する方法を定義できます。

アクセス方法 1. Terminal Emulator Add-in をロードした状態で UFT を開きま
す。

2. UFT ，［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ
＞［ターミナルエミュレータ］ノードを選択します。

3. ［ターミナル エミュレータ］表示枠で，［ウィザードを開
く］をクリックします。

注: ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，［インス
トールの追加要件］ダイアログ・ボックスで［ターミナル
エミュレータウィザードの実行］を選択した場合に，UFT
のインストール後に開きます。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 707 ページ



重要な情報 l HLLAPI 対応のターミナル・エミュレータを設定するには，
ウィザードを実行する前に，現在 HLLAPI .dll ファイルを使用
しているアプリケーションを必ずすべて終了してください。
そうしないと，ウィザードからターミナル・エミュレータに
接続できなくなります。

l 使用しているUFTのターミナル・エミュレータ用の設定が別
のコンピュータで設定されている場合は，ウィザードを実行
する代わりに，既存の設定ファイルを自分のコンピュータに
コピーできます。詳細については，「既存のターミナル・エ
ミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参照して
ください。

l ウィザードの実行を終えると，Terminal Emulator Add-in を
ロードした状態で UFT を開いたときに，選択したターミナ
ル・エミュレータが標準のエミュレータとして設定されま
す。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」 （709 ページ）＞「［ウィザードの操作の指定］ペー
ジ 」（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ペー
ジ」（713 ページ）＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」
（715 ページ）＞「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718
ページ）＞「［エミュレータのクラスの設定］ページ」（721
ページ）＞「［エミュレータ画面の設定］ページ」（724＞
「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ
」（729 ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。
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参照 l ［オプション］ダイアログ・ボックスの［ターミナルエ
ミュレータ］表示枠で［検証］ボタンをクリックすると設定
を確認できます。検知したすべての問題の説明および特定の
トラブルシューティングのヘルプ・ページへのリンクが表示
枠に表示されます。詳細については，「ターミナル・エミュ
レータ設定の妥当性を検査する方法」(666ページ)を参照し
てください。

l ウィザードを使用して，テストまたはビジネス・コンポーネ
ントで使用する別のエミュレータを選択することもできま
す。詳細については，「ターミナル・エミュレータ設定ウィ
ザードの概要」(707ページ)を参照してください。

［ターミナルエミュレータの設定ウィザードへようこ
そ］ページ

このウィザード・ページでは，ターミナル・エミュレータ設定ウィザードの各種
のオプションについての全般的な情報が示されます。
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ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

［ターミナルエミュレータの設定ウィザードへようこそ］ペー
ジ＞「［ウィザードの操作の指定］ページ 」（711 ページ）＞
「［エミュレータのセットアップ］ページ」（713 ページ）＞
「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」（715 ページ）＞
「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718 ページ）＞「［エ
ミュレータのクラスの設定］ページ」（721 ページ）＞「［エ
ミュレータ画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミ
ナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729
ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。
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［ウィザードの操作の指定］ページ

このウィザード・ページでは，ウィザードで実行する操作を指定できます。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」（709 ページ）＞［ウィザードの操作の指定］ページ
＞「［エミュレータのセットアップ］ページ」（713 ページ）
＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」（715 ページ）＞
「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718 ページ）＞「［エ
ミュレータのクラスの設定］ページ」（721 ページ）＞「［エ
ミュレータ画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミ
ナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729
ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。
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参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

事前設定を使
う

使用している Terminal Emulator Add-in で提供されている，ベン
ダおよびエミュレータ設定のいずれかを選択できます。

注: このオプションを選択した場合は，［次へ］ではなく
［完了］をクリックして，UFT の使用を開始し，選択した
エミュレータをテストできます。

ただし，Web ベースのエミュレータをテストする場合，ま
たは UFT でオブジェクトが期待どおりに記録または認識さ
れない場合は，［次へ］をクリックしてエミュレータ画面
の設定を定義することをお勧めします。

エミュレータ画面の設定が実行セッションに影響を与えること
はありません。これらの設定は記録とその他のオブジェクト操
作にのみ影響します（たとえば，チェックポイントの挿入やオ
ブジェクト・スパイの使用など）。

UFT でのエミュレータの使用の詳細については，「Terminal
Emulator Add-in - 概要」(658ページ)を参照してください。

ユーザ定義設
定を新規作成
する

使用しているベンダおよびエミュレータの詳細情報を表示でき
ます。

ウィザードの完了後，ここで定義したベンダおよびエミュレー
タ名が，［ターミナル エミュレータ］表示枠のベンダとエミュ
レータの組み合わせのリストに表示されます。
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UI 要素 説明

既存のユーザ
定義設定を変
更する

以前にターミナル・エミュレータ設定ウィザードを使用して
行った設定を変更できます。

［エミュレータのセットアップ］ページ

このウィザード・ページでは，使用しているターミナル・エミュレータを開き，
そこからサーバに接続するよう指示します。

重要な情報 使用しているエミュレータが HLLAPI 対応の場合は，HLLAPI を
有効にして，エミュレータの短縮セッション名として大文字の
A を設定します。詳細については，「UFT で使用するための
HLLAPI ターミナル・エミュレータの設定方法」(668ページ)を
参照してください。
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ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」（709 ページ）＞「［ウィザードの操作の指定］ペー
ジ 」（711 ページ）＞［エミュレータのセットアップ］ページ
＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」（715 ページ）＞
「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718 ページ）＞「［エ
ミュレータのクラスの設定］ページ」（721 ページ）＞「［エ
ミュレータ画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミ
ナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729
ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。
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［HLLAPI プロパティの設定］ページ

このウィザードを使用すると，使用しているターミナル・エミュレータが HLLAPI
対応かどうかを指定できます。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」709）＞「［ウィザードの操作の指定］ページ 」
（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ページ」
（713 ページ）＞［HLLAPI プロパティの設定］ページ＞
「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718 ページ）＞「［エ
ミュレータのクラスの設定］ページ」（721 ページ）＞「［エ
ミュレータ画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミ
ナル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729
ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。
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参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

エミュレータ
は HLLAPI を
サポートする

使用しているエミュレータが HLLAPI 対応の場合は，このオプ
ションを選択し，次の表で説明する情報を入力します。入力す
る値がわからない場合は，使用しているターミナル・エミュ
レータのドキュメントを参照するか，またはターミナル・エ
ミュレータのベンダにお問い合わせください。

HLLAPI DLL の
パス

UFT は選択したエミュレータに指定された HLLAPI ダイナミッ
ク・リンク・ライブラリ・ファイルを使用して，エミュレータ
に接続し，現在のステータスに関するデータを取得します。通
常，このファイルはターミナル・エミュレータのインストー
ル・フォルダにあります。参照ボタンをクリックしてパスを検
索できます。

HLLAPI 関数
名

選択したエミュレータに対する HLLAPI DLL が，この関数をすべ
ての HLLAPI 呼び出しのエントリ・ポイントとして使用しま
す。
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UI 要素 説明

HLLAPI 形式 UFT は，この形式を使用してエミュレータ画面の識別を試みま
す。VT プロトコルを使用する場合は，［テキストのみ］オプ
ションを選択します。それ以外の場合は，［自動検出］を選択
することをお勧めします。

次の画面で，UFT によるターミナル・エミュレータのテキスト
のキャプチャができない場合は，この画面に戻り，ここでの選
択を［標準］，［拡張］，または［テキストのみ］に変更する
必要があります。画面に入力したプロパティの正確さも確認す
る必要があります。

エミュレータ
は HLLAPI を
サポートしな
い

使用しているエミュレータが HLLAPI 対応でない場合は，この
オプションを選択します。

次の表は，サポートされているターミナル・エミュレータで使用される DLL 名と
関数名の一覧です。

エミュレータ名 DLL 名 HLLAPI 関数
名

Attachmate EXTRA! および Attachmate myEXTRA!
ターミナル・ビューア

ehlapi32.dll hllapi

Attachmate INFOConnect ihlapi32.dll WinHLLAPI

Hummingbird HostExplorer ehllap32.dll HLLAPI32

IBM Personal Communications（PCOM）および
IBM WebSphere Host On-Demand

pcshll32.dll hllapi

NetManage RUMBA および NetManage RUMBA
Web-To-Host

ehlapi32.dll hllapi
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エミュレータ名 DLL 名 HLLAPI 関数
名

PuTTY 不適用 不適用

Seagull BlueZone WHLAPI32.dll hllapi

WRQ Reflection hllapi32.dll hllapi

Zephyr（PC または Web to Host） PassHll.dll hllapi

HP Teem Talk 不適用 不適用

［HLLAPI の設定テスト］ページ

このウィザード・ページは，［HLLAPI プロパティの設定］画面で［エミュレータ
は HLLAPI をサポートする］を選択した場合，画面キャプチャ・テストを表示しま
す。このテストによって，使用しているターミナル・エミュレータの画面を UFT
が正確に識別できているかどうかを判断できます。
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重要な情報 現在選択しているターミナル・エミュレータでの画面キャプ
チャ・テストが正しいことと，すべてのテキストが正しく識別
され表示されていることを確認します。

l エミュレータの画面とテキストがウィザードに正しく表示さ
れた場合は，［次へ］をクリックして続行します。

l エミュレータの画面とテキストがウィザードに正しく表示さ
れない場合は，「HLLAPI のプロパティの設定に関するトラ
ブルシューティング」(720ページ)を参照してください。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」 （709 ページ）＞「［ウィザードの操作の指定］ペー
ジ 」（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ペー
ジ」（713 ページ）＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」
（715 ページ）＞［HLLAPI の設定テスト］ページ＞「［エミュ
レータのクラスの設定］ページ」（721 ページ）＞「［エミュ
レータ画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミナル
エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729 ペー
ジ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。
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HLLAPI のプロパティの設定に関するトラブルシューティング
ウィザードにテキストが正しく表示されない場合や，HLLAPI の設定テストが失敗
する場合は，次の手順を実行します。

1. ［戻る］をクリックします。テストを繰り返す前に，次を実行します。

n 使用しているエミュレータがホストに接続されていること，および，短縮
セッション名が大文字の A に設定されていることを確認します。詳細につ
いては，「UFT で使用するための HLLAPI ターミナル・エミュレータの設定
方法」(668ページ)を参照してください。

n 「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」で入力した設定（DLL パス，関
数，形式）が正確であることを確認します。詳細については，「［HLLAPI
プロパティの設定］ページ」(715ページ)を参照してください。

n DLL パスで指定した HLLAPI .dll ファイルを UFT または別のアプリケーショ
ンで使用していないことを確認します。

.dll ファイルを現在別のアプリケーションで使用している場合は，［キャン
セル］をクリックしてウィザードを終了し，DLL を使用しているアプリ
ケーションを終了後，ウィザードを再起動します。

.dll ファイルを現在 UFT で使用している場合は，別のエミュレータを選択し
て新しいテストを作成します。その後，もう一度ウィザードを開き，必要
に応じて元の設定を変更します。

2. それでも表示が正しくない場合は，［戻る］をクリックし，［HLLAPI プロパ
ティの設定］ページで［HLLAPI 形式］を［テキストのみ］に変更します。ま
た，VT プロトコルを使用する場合，あるいは，UFT で作業を開始し，テスト
またはビジネス・コンポーネントの記録と実行に問題が生じた場合も，［テ
キストのみ］オプションを使用してください。詳細については，「［HLLAPI
プロパティの設定］ページ」(715ページ)を参照してください。
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3. 前述の手順を実行しても問題を解決できなかった場合は，［戻る］をクリッ
クし，［HLLAPI プロパティの設定］ページで［エミュレータは HLLAPI をサ
ポートしない］を選択します。詳細については，「［HLLAPI プロパティの設
定］ページ」(715ページ)を参照してください。

ヒント: 使用しているエミュレータに精通している場合は，構成設定を調
整して問題を解決することもできます。詳細については，「ターミナル・
エミュレータの構成設定を管理する方法」(676ページ)を参照してくださ
い。

［エミュレータのクラスの設定］ページ

このウィザード・ページでは，エミュレータのクラス情報を指定できます。UFT
では，この情報を使用してエミュレータ画面上のクラスを特定します。UFT で
は，ターミナル・エミュレータのウィンドウのビジネス・コンポーネントを識別
することで，ターミナル・エミュレータのウィンドウとホスト・アプリケーショ
ン内の画面を区別します。
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重要な情報 エミュレータのビジネス・コンポーネントを識別するには，指
差しアイコンをクリックし，ターミナル・エミュレータ・ウィ
ンドウ上の対応するオブジェクトをクリックします。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」 （709）＞「［ウィザードの操作の指定］ページ 」
（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ページ」
（713 ページ）＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」
（715 ページ）＞「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718）
＞［エミュレータのクラスの設定］ページ＞「［エミュレータ
画面の設定］ページ」（724 ページ）＞「［ターミナル エミュ
レータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729 ページ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。
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次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<エミュレータ
のクラス・オ
プション>

エミュレータのビジネス・コンポーネントを識別するには，
指差しアイコンをクリックし，ターミナル・エミュレータ・
ウィンドウ上の対応するオブジェクトをクリックします。

l メイン・ウィンドウ・クラス：エミュレータのメイン・
ウィンドウの一番上にあるタイトル・バーをクリックしま
す。

l テキスト・ウィンドウ・クラス：エミュレータ画面内部の
テキストをクリックします。

l ツールバー・クラス：ターミナル・エミュレータのツール
バーをクリックします（適用可能な場合）。

l ステータス・バー・クラス：エミュレータのメイン・ウィ
ンドウの一番下にあるステータス・バーをクリックします
（適用可能な場合）。

エミュレー
タ・プロセ
ス・イメージ
名

エミュレータのプロセス名（エミュレータのメイン・ウィン
ドウ・クラスが識別された後，ウィザードはエミュレータの
プロセス名を検出し，このボックスに表示します）。

UFT は，テストまたはビジネス・コンポーネントの記録時お
よび実行時に，このプロセス名を使用してそのターミナル・
エミュレータの正しいプロセスを識別します。

表示されたプロセス名がこのエミュレータに対して正しいこ
とを確認します。

ヒント: 現在ロードされているプロセスのイメージ名は，
Windows タスク・マネージャの［プロセス］タブの［画像
名］カラムで確認できます。
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UI 要素 説明

エミュレータ
画面を設定す
る

次の場合，このチェック・ボックスを選択して，UFT で使用
できるようにエミュレータ画面を正しく設定します。

l 使用しているエミュレータが HLLAPI に対応していない場
合。

l 使用しているエミュレータは HLLAPI に対応しているが，エ
ミュレータ画面の構成設定を表示または変更する場合。

注: このチェック・ボックスを選択しない場合，Terminal
Emulator Add-in では，次の操作を自動的に実行します。

1. エミュレータ画面の構成設定を取得します。

2. 専用のアルゴリズムとエミュレータ用に取得した設定
を使用し，画面のサイズや位置揃えを調整します。こ
れらの設定は通常正しいため，このチェック・ボック
スを選択する必要はありません。

［エミュレータ画面の設定］ページ

このウィザード・ページでは，ターミナル・エミュレータのテキスト画面の設定
を指定できます。
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このページは，事前設定済みの設定を選択した場合，または［エミュレータのク
ラスの設定］ページで［エミュレータ画面の設定］チェック・ボックスを選択し
た場合にのみ開きます。この場合，使用しているエミュレータの画面に赤いグ
リッドが重なって表示されます。

重要な情報 使用しているエミュレータに必要な設定に対応するように，エ
ミュレータ画面の設定を変更します。ターミナル・エミュレー
タの文字サイズ，カラム，および行の詳細は，通常はエミュ
レータの接続設定メニューから参照できます。

エミュレータ画面の設定を変更すると，新しい設定で表示され
るようにグリッドは自動的に調整されます。

テキスト画面の設定は，次の順序で指定することをお勧めしま
す。

1. ［領域をマーク］を使用して，エミュレータ画面上のテキ
スト領域をマークできます。

2. ［領域をマーク］ボタンの上にあるオプションを使用し
て，テキスト画面の設定を微調整します。
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ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」 （709 ページ）＞「［ウィザードの操作の指定］ペー
ジ 」（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ペー
ジ」（713 ページ）＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」
（715 ページ）＞「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718
ページ）＞「［エミュレータのクラスの設定］ページ」（721
ページ）＞［エミュレータ画面の設定］ページ＞「［ターミナ
ル エミュレータの設定ウィザードの完了］ページ 」（729 ペー
ジ）

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。

アドイン・ガイド
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HP Unified Functional Testing (12.02) 726 ページ



次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

領域をマーク エミュレータ画面上のターミナル・エミュレータのテキスト領
域の寸法を定義できます。このボタンをクリックすると，ウィ
ザードが最小化され，カーソルの形状が十字形のポインタに変
わります。ポインタをエミュレータ画面上でドラッグし，テキ
スト領域を定義します。

エミュレータ画面上でテキスト領域をマークした後に，テキス
ト画面の設定を調整して設定を細かく修正できます。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定
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UI 要素 説明

<テキスト画
面の設定>

画面サイズおよび文字サイズ

エミュレータの画面サイズは，次の要素について指定できま
す。

l カラム数および行数エミュレータ画面内のカラム数と行数を
指定します。

l 文字サイズ：定義したエミュレータ画面内に正しく収まる
ように，エミュレータの文字の幅と高さを選択します。

位置揃えおよびオフセット

エミュレータ・ウィンドウのサイズ変更時にエミュレータの画
面をエミュレータ・ウィンドウに対してどのように揃えるのか
を指定できます。これらの設定の効果は，エミュレータの動作
によって異なります。

l 画面の配置：ウィンドウ内部におけるエミュレータ画面の縦
の位置揃え（［上］または［中央］）および横の位置揃え
（［左］または［中央］）を選択します。事前設定済みのエ
ミュレータ設定の場合は，これらのオプションがすでに最適
化されており，変更はできません。

ヒント: 画面の位置揃えの設定で，エミュレータ画面上の
情報を UFT がどのように識別するのかが決まります。
ClickPosition メソッドで座標が正確に特定されないな
ど，テストまたはビジネス・コンポーネントの記録およ
び実行で問題が発生する場合は，［画面の配置］の設定
変更を試してください。

l 画面のオフセット：エミュレータ画面を基準とする，エ
ミュレータ・ウィンドウ上のテキストの上と左のオフセット
を選択します。たとえば，エミュレータの画面の一番上に常
に 1 行の空行が確保されていることがわかっている場合は，
オフセットを 1 に設定します。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定
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［ターミナルエミュレータの設定ウィザードの完了］
ページ

このウィザード・ページでは，設定を完了し，オプションでターミナル・エミュ
レータの設定をレジストリ・ファイルに保存できます。

アドイン・ガイド
第30章: Terminal Emulator Add-in - テストと設定
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重要な情報 l 設定をレジストリ・ファイルに別途保存しておくことをお勧
めします。そうすることで，後で設定を変更した場合に，こ
こで行った設定を正確に復元できます。詳細については，
「［ターミナル エミュレータ］表示枠（［オプション］ダ
イアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(686ページ)を
参照してください。

l ターミナル・エミュレータ設定をレジストリ・ファイルに保
存すると，ほかのユーザがその設定をコピーして利用できる
ようになります。詳細については，「既存のターミナル・エ
ミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参照して
ください。

l ウィザードを［オプション］ダイアログ・ボックス（［ツー
ル］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ターミナル
エミュレータ］ノード）の［ターミナル エミュレータ］表
示枠から実行している場合，ここで行った変更は現在開いて
いるテストまたはビジネス・コンポーネントには適用されま
せん。変更内容を適用するには，テストまたはビジネス・コ
ンポーネントを閉じてから，もう一度開きます。

ウィザード・
マップ

ターミナル・エミュレータ設定ウィザードは，次のページで構
成されています。

「［ターミナル エミュレータの設定ウィザードへようこそ］
ページ」（709 ページ）＞「［ウィザードの操作の指定］ペー
ジ 」（711 ページ）＞「［エミュレータのセットアップ］ペー
ジ」（713 ページ）＞「［HLLAPI プロパティの設定］ページ」
（715 ページ）＞「［HLLAPI の設定テスト］ページ」（718
ページ）＞「［エミュレータのクラスの設定］ページ」（721
ページ）＞「［エミュレータ画面の設定］ページ」（724 ペー
ジ）＞［ターミナルエミュレータの設定ウィザードの完了］
ページ

注: 括弧で囲まれたページは，前のページで選択したオプ
ションに基づいて開きます。したがって，選択したオプ
ションによっては開かないページもあります。

アドイン・ガイド
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参照 l ウィザードを開く方法の詳細については，「ターミナル・エ
ミュレータ設定ウィザードの概要」(707ページ)を参照して
ください。

l 既存の設定のコピーの詳細については，「既存のターミナ
ル・エミュレータ設定をコピーする方法」(666ページ)を参
照してください。

次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

ターミナル・
エミュレータ
の設定をファ
イルに保存す
る

場所を指定した場合，設定をレジストリ・ファイルに保存しま
す。これで，他のユーザが必要に応じてこれらの設定をイン
ポートできます。

<ファイルの
場所>

ターミナル・エミュレータの設定を保存するレジストリ・ファ
イルの場所。

完了 新しい設定に割り当てた名前が，［オプション］ダイアログ・
ボックスの［ターミナル エミュレータ］表示枠の利用可能な
ターミナル・エミュレータのリストに追加されます（「［ター
ミナル エミュレータ］表示枠（［オプション］ダイアログ・
ボックス＞［GUI テスト］タブ）」(686ページ)を参照）。

アドイン・ガイド
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第31章: VisualAge Smalltalk Add-in - ク
イック・リファレンス
UFT VisualAge Smalltalk Add-in を使用すると，VisualAge Smalltalk ユーザ・インタ
フェース・オブジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には VisualAge Smalltalk Add-in に関する基本情報および，よく使用される
UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされる VisualAge Smalltalk 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または 「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「VisualAge Smalltalk
Add-in」の項を参照してください。

重要な情報 qt-adapter.dat ファイルのインポートおよびアプリケーションの
再コンパイルを行い VisualAge Smalltalk の環境を設定する必要
があります。

「VisualAge Smalltalk Add-in の設定方法」(736ページ)を参照し
てください。
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テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

VisualAge Smalltalk Add-in では，Windows の標準のテスト・オブ
ジェクト，メソッド，プロパティのサブセットを使用します。
これらは VisualAge Smalltalk アプリケーションのオブジェクト
（コントロール）をテストする際に使用できます。詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「Visual Age Small Talk」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケー
ションを開く

VisualAge Smalltalk アプリケーションを開くタイミングは，
UFT を開く前でも後でも構いません。

アドインの依
存関係

なし

設定

アプリケー
ションを設定
する

qt-adapter.dat ファイルのインポートおよびアプリケーション
の再コンパイルを行い VisualAge Smalltalk の環境を設定する必
要があります。

「VisualAge Smalltalk Add-in の設定方法」(736ページ)を参照し
てください。

アドイン・ガイド
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［記録と実行
環境設定］ダ
イアログ・
ボックス
（テストの
み）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックス）」(157ページ)を参照してください。

注:

l UFT は，qt アダプタ・エージェントでプリコンパイルさ
れている VisualAge Smalltalk アプリケーションのみ認識
できます。詳細については，「VisualAge Smalltalk Add-in
の設定方法」(736ページ)を参照してください。

l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行する］
ラジオ・ボタンは，記録および実行セッションにのみ適
用されます。UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアロ
グ・ボックスの設定に関係なく，すべての VisualAge
Smalltalk オブジェクトをオブジェクト・スパイと指差し
マークで認識します。

［ActiveScreen
キャプチャの
カスタム設
定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストの
み）

［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・ボッ
クスに関する項を参照してください。

アプリケー
ション領域の
［追加設定］
表示枠
（ビジネス・
コンポーネン
トのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をクリッ
クし，サイドバーで［アプリケーション］を選択します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプリ
ケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

VisualAge Smalltalk Add-in の設定方法 736
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VisualAge Smalltalk Add-in の設定方法
このタスクでは，qt-adapter.dat ファイルを VisualAge Smalltalk 開発環境にイン
ポートし，qt-adapter エージェントを含むようにアプリケーションを再コンパイ
ルすることで，VisualAge Smalltalk Add-in を設定する方法について説明します。

1. VisualAge Smalltalk を起動します。

2. ［System Transcript］ウィンドウで，［Tools］＞［Browse Configuration
Maps］を選択します。

3. ［Configuration Maps Browser］ウィンドウで，［AllNames］表示枠を右クリッ
クし，［Import］＞［Selected Versions］を選択します。

4. ［Information Required］ボックスに，サーバの IP アドレスまたはホスト名を
入力します。ネイティブ（ファイル入出力）アクセスを使用する場合は，テ
キスト・ボックスを空欄のままにしておきます。［OK］をクリックします。
［Selection Required］ダイアログ・ボックスが開きます。

5. 使用しているファイル・システムで，<UFT インストール・フォルダ>/dat
フォルダを参照し，qt-adapter.dat を選択します。

6. ［Selection Required］ダイアログ・ボックスで，次の手順を実行します。

n ［Names］表示枠で，［Unified Functional Testing］を選択します。

n ［Versions］表示枠で，［UFT Adapter 1.0］を選択します。

n ［＞＞］ボタンをクリックし，［OK］をクリックします。

7. ［Configuration Maps Browser］ウィンドウで，次の手順を実行します。

n ［AllNames］表示枠で，［Unified Functional Testing］をクリックします。

n ［Editions and Versions］表示枠で，［UFT Adapter 1.0］をクリックしま
す。利用可能なアプリケーションのリストが［Applications］表示枠に表示
されます。

n ［Editions and Versions］表示枠を右クリックし，［Load］を選択します。
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8. 変更を保存するには，［ファイル］＞［Save Image］を選択するか，または
VisualAge Smalltalk アプリケーションを終了するときに警告ダイアログ・ボッ
クスで［OK］をクリックします。

9. qt-adapter エージェントを使用して VisualAge Smalltalk アプリケーションを再
コンパイルします。

これで，VisualAge Smalltalk アプリケーションでテストを作成して実行する準備が
できました。

アドイン・ガイド
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第32章: Visual Basic Add-in - クイック・リ
ファレンス
UFT Visual Basic Add-in を使用すると，Visual Basic ユーザ・インタフェース・オブ
ジェクト（コントロール）をテストできます。

次の表には Visual Basic Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の
特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これは Windows ベースのアドインです。この機能のほとんどは
他の Windows ベースのアドインと同じです。

「Windows ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)
を参照してください。

サポート環境 サポートされる Visual Basic 環境の詳細については，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT
ヘルプ・フォルダ または「HP サポート・マトリクス」ページ
（HP Passport が必要）から入手可能）の「Visual Basic Add-
in」 の項を参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Visual Basic Add-in では，Visual Basic アプリケーションでオブ
ジェクトをテストするときに使用できるテスト・オブジェク
ト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細につい
ては，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の
「Visual Basic」の項を参照してください。
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チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングおよび制限事項 - Visual Basic Add-
in」(742ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケーショ
ンを開く

Visual Basic アプリケーションを開くタイミングは，UFT を開
く前でも後でも構いません。

アドインの依存
関係

なし

設定

［オプション］
ダイアログ・
ボックス

［Windows アプリケーション］表示枠を使用。
(（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［Windows アプリケーション］ノード）

「［Windows アプリケーション］＞［一般］表示枠（［オ
プション］ダイアログ・ボックス＞［GUI テスト］タブ）」
(139ページ)を参照してください。

アドイン・ガイド
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［記録と実行環
境設定］ダイア
ログ・ボックス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Windows Applications］タブ（［記録と実行環境設定］
ダイアログ・ボックス）」(157ページ)を参照してくださ
い。

注:

l ［指定したアプリケーションだけで記録して実行す
る］ラジオ・ボタンを選択した場合，設定はオブ
ジェクト・スパイなどのポインタ操作で認識された
アプリケーションにも適用（限定）される場合があ
ります。

l UFT は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボック
スの［Windows Applications］タブの設定を変更した
後に開いたアプリケーションの Visual Basic オブジェ
クトだけを認識します。

［ActiveScreen
キャプチャのカ
スタム設定］ダ
イアログ・ボッ
クス
（テストのみ）

［Windows アプリケーション］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーショ
ン領域の［追加
設定］表示枠
（ビジネス・コ
ンポーネントの
み）

［アプリケーション］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］をク
リックし，サイドバーで［アプリケーション］を選択しま
す。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 のアプ
リケーション表示枠に関する項を参照してください。

本章の内容

トラブルシューティングおよび制限事項 - Visual Basic Add-in 742
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トラブルシューティングおよび制限事項 -
 Visual Basic Add-in
本項では，Visual Basic Add-in のトラブルシューティングと制限事項について説明
します。

l Visual Basic アドインを使用する場合は，［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックスの［Windows Applications］タブで，［指定したアプリケーションだけ
で記録して実行する］オプションを選択してアプリケーション名を指定するこ
とをお勧めします。

［開かれているWindows ベースのアプリケーションすべてでテストを記録して
実行する］オプションを選択する場合は，初めて記録を開始してから Visual
Basic アプリケーションを起動します。

l Simple Combobox スタイルのコンボ・ボックス・オブジェクトはサポートされ
ません。

l Visual Basic .NET アプリケーションは，UFT .NET Add-in によってサポートされま
す。
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第33章: Web Add-in - クイック・リファレ
ンス
Web Add-in を使用すると，HTML ユーザ・インタフェース・オブジェクト（コント
ロール）をテストできます。

次の表には Web Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴とど
う関連するかがまとめられています。この情報は，Web Add-in を拡張するすべて
の子アドインにも関連します。

一般情報

アドインの種
類

このアドインの機能のほとんどは他の Web ベースのアドインと
同じです。

l 「Web ベース・アプリケーションのサポート」(50ページ)を
参照してください。

サポート環境 l サポートされる Web ブラウザとバージョンについては，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』
（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポート・マトリク
ス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）を参照し
てください。

l 次の「子アドイン」も参照してください。
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子アドイン l UFT は，多数の Web 2.0 ツールキットの専用のコントロール
のテストをサポートする一連のアドインも提供しています。
これらのアドインは，（751ページを参照）「Web Add-in
Extensibility」 によって HP が開発したテスト・オブジェク
ト・クラスを使用して，コントロールのテストをサポートし
ます。これらのアドインは，アドイン・マネージャでは Web
Add-in の子ノードとして表示されます。詳細については，
「Web 2.0 ツールキット・サポート 」(820ページ)を参照し
てください。

l Add-in for SAP Solutions をインストールした場合，SAPUI5
Add-in は Web Add-in の子アドインとしてインストールされま
す。SAPUI5 オブジェクトを使用するには，アドイン・マ
ネージャで，Web Add-in の下にある SAPUI5 Add-in を選択し
ます。さらに，アプリケーションに含まれているその他の
SAP オブジェクトをサポートするには，Add-in for SAP
Solutions を選択します。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Web Add-in では，Web アプリケーションでオブジェクトをテス
トするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッド，お
よびプロパティが提供されます。詳細については，『HP UFT
Object Model Reference for GUI Testing』の「Web」の項を参照し
てください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 「Web ページのチェックポイント」(58ページ)を参照してく
ださい。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

Web Add-in の
拡張

「Web Add-in Extensibility」 （751 ページを参照）を使用する
と，購入時には UFT Web Add-in ではサポートされていないサー
ドパーティ製コントロールおよびカスタムの Java コントロール
のテストのサポートを開発できます。

アドイン・ガイド
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その他 l Web Add-in に加えて Siebel Add-in をロードするとオブジェク
トの認識設定は自動的にカスタマイズされます。このため，
Web Add-In はロードされているにもかかわらず［オブジェク
トの認識］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オブジェ
クトの認識］）の［環境］リストに表示されません。

詳細については，「Siebel Add-in - 概要」(557ページ)を参照
してください。

l タブ・ブラウズ機能をサポートするブラウザを使用している
場合は，複数のブラウザ・タブを対象としてステップを作成
できます。

前提条件

アプリケーションを開く Web アプリケーションを開く前に UFT を開く必要
があります。

アドイン・ガイド
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Mozilla Firefox でのテスト Mozilla Firefox で Web アプリケーションをテスト
するには，次のいずれかの方法で Unified
Functional Testing Extension を有効にする必要があ
ります。

l Firefox を開いたときに［Select Your Add-ons］
画面が表示される場合，［Unified Functional
Testing Extension］を選択して保持します。

l Firefox を開いたときに［Install Add-on］タブ
が開いて Unified Functional Testing Extension が
表示される場合は，［Allow this installation
check box］を選択にして，［Continue］をク
リックします。

それ以外の場合：

a. Firefox で，［ツール］＞［アドオン］を選
択します。

b. ［一般］タブで［アドオンを管理］を選択
します。

c. ［アドオン マネージャ］タブで，［拡張機
能］ノードを選択します。

d. Unified Functional Testing Extension 行で，
［有効化］ボタンをクリックします。

詳細については，「Mozilla Firefox の使用」(776
ページ)を参照してください。

アドイン・ガイド
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Google Chrome でのテスト l UFT は，Unified Functional Testing Agent Chrome
拡張と通信して，Google Chrome で動作する
Web アプリケーションをテストします。

この拡張は Chrome Web ストアで入手でき，
Chrome バージョン 31 以降では可能な場合自動
的にダウンロードされます。拡張がダウンロー
ドされない場合は，
https://chrome.google.com/webstore/detail/hp-
unified-functional-
tes/jjkpkaoeaicepkfjgeeopfcfpdgblbdc にアクセス
して手動でダウンロードしてください。イン
ターネット接続がないか，Chrome バージョン
30 以前を使用している場合は，「HP Unified
Functional Testing Agent Chrome 拡張を有効にす
る方法」(796ページ)を参照してください。

重要：Google Chrome 用 UFT Agent の以前の
バージョンがインストールされている場
合，新しいバージョンを有効にする前にそ
の拡張を手動で削除する必要があります。

l Google Chrome でローカル HTML ページをテス
トする必要がある場合，追加の設定変更が必要
です。詳細については，「Google Chrome の
ローカル HTML ページを UFT でテストできるよ
うにする方法」(799ページ)を参照してくださ
い。

リモートMac 上の Apple
Safari でのテスト

「リモート Mac コンピュータ上の Apple Safari の
使用」(767ページ)を参照してください。

アドインの依存関係 なし

設定

アドイン・ガイド
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［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Web］表示枠を使用。
GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

詳細については，「［Web］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参照し
てください。

［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

Web タブを使用。
(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(116ページ)を参照してください。

［テスト設定］ダイ
アログ・ボックス
（テストのみ）

［Web］表示枠を使用。
（［ファイル］＞［設定］＞［Web］ノード）。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］セクションを使用。
(［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。
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アプリケーション領
域の［追加設定］表
示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［Web］表示枠を使用。
アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

l 「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参
照してください。

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
のアプリケーション領域のアプリケーション設定の定
義に関する項を参照してください。

本章の内容

概念 751

Web Add-in Extensibility 751

Extensibility Accelerator for HP Functional Testing 752

リファレンス 754

トラブルシューティングと制限事項 - Web Add-in 754
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概念

Web Add-in Extensibility

UFT Web Add-in Extensibility を使用すると，購入時には UFT Web Add-in ではサポー
トされていないサードパーティ製コントロールおよびカスタムの Java コントロー
ルのテストのサポートを開発できます。

コントロールを表すために UFT が使用するテスト・オブジェクト・クラスに，コ
ントロールを扱うために必要な操作とプロパティが用意されていない場合，Web
Add-in Extensibility を使用して，新しいテスト・オブジェクト・クラスを作成でき
ます。

その後，コントロールを新しいテスト・オブジェクト・クラスにマップし，
JavaScript でテスト・オブジェクト・クラスの動作を設計できます。コントロール
上での操作の実行方法，プロパティの取得方法などをプログラムできます。

UFT に対して，下位レベルの各コントロールを別々に関連付けるのではなく，そ
れら一連のコントロールを 1 つのコントロールとしてまとめ，1 つの機能コント
ロールとして扱うように指定することもできます。

Web Add-in Extensibility を実装するには，次の事項について十分に理解しておく必
要があります。

l UFT およびそのオブジェクト・モデル・リファレンス

l カスタム・コントロールの動作（操作，プロパティ，イベント）

l Web プログラミング（HTML および JavaScript）

l XML（基本的な知識）

「Extensibility Accelerator for HP Functional Testing」（752ページを参照）は，Web
Add-in Extensibility サポートの設計，開発，デプロイメントを容易にする IDE で
す。UFT のセットアップ・プログラムの［アドインによる機能拡張とWeb 2.0
ツールキット］オプションからインストールできます。

Extensibility Accelerator には，Web Add-in Extensibility を使用して開発されたサ
ポートのサンプルも用意されています。これで，独自のサポートの作成方法をよ

HP Unified Functional Testing (12.02) 751 ページ



く理解できるようになります。

Web Add-in Extensibility の実装の詳細については，Web Add-in Extensibility ヘルプ
を参照してください。UFT Extensibility Documentation プログラム・グループ
（［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Software］＞［HP Unified
Functional Testing］＞［Extensibility］＞［Documentation］または<UFT インス
トール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダ）からアクセスできます。

注: Windows 8 および Windows Server 2012 での UFT および UFT のツールと
ファイルへのアクセス方法の詳細については，「Windows 8 オペレーティング
システムでのUFT へのアクセス」(856ページ)を参照してください。

『HP UFT Web Add-in Extensibility 開発者ガイド』の印刷用バージョン（PDF）は，
<UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダにあります。

Extensibility Accelerator for HP Functional Testing

ますます多くの Web アプリケーションが Web 2.0 ベースのツールキット
（ASP.NET AJAX，Dojo，YahooUI，GWT，JQueryUI など）を使用して，動的で対話
型のコンテンツを自身のサイトに追加しています。これらのツールキットのコン
トロールは複雑で，高度で柔軟性の高いテスト機能が求められます。

UFT Web Add-in Extensibility を使用すると，Web Add-in を拡張して，UFT が各種コ
ントロールを認識してやり取りする方法をカスタマイズできます。これまで，
Web Add-in Extensibility を使用するということは，手動でツールキット・サポー
ト・セットを開発し保守することでした。

Extensibility Accelerator for HP Functional Testing は，このサポート・セットの設
計，開発，デプロイメントを容易にする IDE です。必要な拡張 XML ファイルを素
早く簡単に設計，開発できるため，UFT とカスタムの Web コントロールとの連携
動作を可能にする JavaScript 関数の開発に専念することができます。

Extensibility Accelerator ユーザ・インタフェースは，新しいテスト・オブジェク
ト・クラス，操作，プロパティを定義するときに役に立ちます。このインタ
フェースには，定義したテスト・オブジェクト・クラスをアプリケーション内の
コントロールに割り当てるときに使用できるポイント・アンド・クリック・メカ
ニズムも用意されています。Extensibility Accelerator のデプロイメント機能を使用
すると，新しいツールキット・サポート・セットを UFT に自動的にデプロイする
か，パッケージ化してほかの UFT ユーザと共有できます。
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Extensibility Accelerator for HP Functional Testing はUnified Functional Testing のセッ
トアップ・プログラムの［アドインによる機能拡張とWeb 2.0 ツールキット］オ
プションからインストールできます。

注: インストール・プロセスの一環として，html ページがブラウザで開きま
す。インストールを完了するには，このページは Internet Explorer で開く必要
があります。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 - Web Add-in

本項には，Web Add-in を使用する際のトラブルシューティングと制限事項の情報
が記載されています。

オブジェクトの認識

l UFT がオブジェクトの場所を正しく認識できない場合，ページを拡大または縮
小せず 100% で表示していることを確認してください。

たとえば，90% または 120% の倍率でページを表示すると，オブジェクトの右
側または左側の部分をクリックまたは選択しないとオブジェクトが認識されな
い場合があります。

l Siebel Add-in をロードした状態で UFT を開いた場合，Web Add-in は［オブジェ
クトの認識］ダイアログ・ボックスに表示されません。

回避策： HKEY_CURRENT_USER\Software\Mercury Interactive\QuickTest
Professional\MicTest\Packages\SiebelPackage\Settings\AllowWebToConfig レジ
ストリ・キーの値を 1 に変更します。

記録
記録セッション中はオートコンプリート機能はサポートされません。オートコン
プリート・コントロールを記録する場合，コントロールが提示する内容を選択す
るのではなく，文字列全体を入力してください。これにより，ステップは他の
（オートコンプリート以外の）コントロールと同じ方法で記録されます。

回避策：Microsoft Internet Explorer のオートコンプリート機能を無効にするには，
［ツール］＞［インターネットオプション］＞［詳細設定］を選択し，［ブラウ
ズ］オプションの［インラインオートコンプリートを使用する］を無効にしま
す。
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トラブルシューティングおよび制限事項 - 各ブラウザ

l 「トラブルシューティングおよび制限事項 - Internet Explorer」(755ページ)

l 「トラブルシューティングと制限事項 - Mozilla Firefox」(757ページ)

l 「トラブルシューティングと制限事項 - Google Chrome および Apple Safari」
(759ページ)

トラブルシューティングおよび制限事項 -
Internet Explorer

テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ

l AutoXPath を使用すると，Quirks モードと Almost Standards モードで Web ペー
ジを表示する場合にテスト・オブジェクトの認識に非常に時間がかかります。

回避策：Web ページを標準モードに変換します。手順としては，ページの
DOCTYPE を <!DOCTYPE.htlm> または <!DOCTYPE.HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML
4.01//EN"
"http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd" に追加または変更します。または UFT
の AutoXPath 機能を無効にします。手順としては，［Web］＞［詳細設定］表
示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［詳細
設定］ノード）にある［自動 XPath 識別子を使用して学習および実行する］を
無効にします。

l RunScript または RunScriptFromFile メソッドを使用すると，［警告］，［確
認］，［プロンプト］の各ダイアログが表示されません。

回避策：RunScript メソッドを次の構文で記述します。

Set wnd=Browser("<ブラウザ名>
").Page("<ページ名>").RunScript("window")wnd.alert()

または

アドイン・ガイド
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Browser("<ブラウザ名>").Page("<ページ名>").RunScript "setTimeout(function ()
{alert(); }, 0)"

l WebXML テスト・オブジェクトは，標準モードで実行されている Internet
Explorer 9 以降ではサポートされていません。そのため，このようなブラウザ
では WebXML テスト・オブジェクトに関連する機能（XML チェックポイント，
出力値ステップなど）もサポートされていません。

l 場合によっては，UFT が Internet Explorer 11 の about:blank タブをサポートしな
いことがあります。

記録

l ActiveScreen を有効にして Internet Explorer 8 以前のバージョンでテストを記録
すると，サイトのパフォーマンスが非常に遅くなる場合があります。これは，
これらのブラウザで使用されている JavaScript エンジンのパフォーマンス上の
問題が原因で発生します。

回避策：Internet Explorer 9 を使用してテストを記録するか，ActiveScreen を無
効にします。詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

l Internet Explorer を使用していて，次の条件が満たされている場合：

n UAC が有効

n インターネット・ゾーンまたはイントラネット・ゾーンのどちらかに対して
保護モードが有効（［インターネットオプション］>［セキュリティ］タ
ブ）

n もう一方のゾーン（インターネットまたはイントラネット・ゾーン）に対し
て保護モードが無効

インターネット・サイトとイントラネット・サイトの間で切り替えを行うと，
UFT はステップを記録しません。

回避策：整合性レベル（保護モードの有効または無効）をインターネット・
ゾーンとイントラネット・ゾーンで同じにします。
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ActiveScreen
Internet Explorer バージョン 10 または 11 の使用時に，ActiveScreen を使用して，
オブジェクトの表示や，テストやコンポーネントへのステップの追加を行った場
合，ActiveScreen では Web ページの更新状態がキャプチャされません。UFT 12.02
120451

回避策： Web ページの［開発者ツール］を開いて，［ドキュメントモード］を 8
以下に変更します。

トラブルシューティングと制限事項 - Mozilla Firefox

一般的な制限事項

l 同一のコンピュータに Mozilla Firefox の 2 つのマイナー・バージョンがインス
トールされているとき，旧バージョンが新バージョンよりも後にインストール
された場合，UFT はどちらが最新のバージョンかを認識できないことがありま
す。

l UFT は，非 XUL フレームにおける匿名コンテント要素をサポートしていません
（Mozilla Firefox の SSL 例外ページのボタンなど）。

記録

l Mozilla Firefox ページは，ページ全体の読み込みが完了しないと記録できませ
ん。

l Mozilla Firefox でステップを記録すると，その他のステップも記録されることが
あります。

回避策： 記録セッションの終了後に，余計なステップを手動で削除します。

l 一部の Mozilla Firefox バージョンでの記録の場合，google.com で検索文字列を
入力し，Enter キーを押して検索を実行しても，Submit 操作が記録されませ
ん。その後，テストを実行すると，検索文字列は入力されますが，検索が実行
されません。
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回避策：次のいずれかを実行します。

n 検索操作を記録するときは，Enter キーを押すのではなく，検索ボタンをク
リックします。

n Submit（または Click）ステップをテストまたはコンポーネントに手作業で
追加します。

l 「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」（805 ページを参照）
の［If Handler］オプションを使用するためには，ハンドラを属性（<A onclick =
"some code"/> など）として割り当てる必要があります。プロパティとして割り
当てる場合（aObj.onclick = function() {some code} など），このオプションは使
用できません。

テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ，チェックポイン
ト

l Mozilla Firefox では，UFT はブラウザのダイアログ・ボックス（アラート，確
認，プロンプトなど）への直接アクセスをサポートしません。

回避策（Firefox のみ）：

n 『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』のWebの項に記載されてい
る HandleDialog メソッドまたは GetDialogText メソッドを使用してくださ
い。

n Browser("xxx").Dialog("xxx").Page("xxx") オブジェクトを認識できる場合
は，HandleDialog メソッドで回復シナリオを使用するか，Browser
("xxx").Dialog("xxx").Page("xxx").Type ステップを使用して，ポップアップ・
ダイアログ・ボックスを処理します。たとえば，Enter キーを使用して，標
準設定ボタンをクリックし，ダイアログ・ボックスを閉じます。

l ［オブジェクト スパイ］および［チェックポイントのプロパティ］ダイアロ
グ・ボックスは，Mozilla Firefox のダイアログ・ボックス内のエディット・ボッ
クスに表示される現在の値を取得しません。

l Mozilla Firefox では，［オブジェクト スパイ］ダイアログ・ボックスと［ナビ
ゲートして学習］ダイアログ・ボックスでタブモーダルのダイアログの現在の
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値を取得できません。

l WebButton テスト・オブジェクトの Type プロパティは，Microsoft Internet
Explorer と Mozilla Firefox とで，標準設定値が異なります。Microsoft Internet
Explorer では，標準設定値は「Button」であり，Mozilla Firefox では，標準設定
値は「Submit」です。

回避策：WebButton テスト・オブジェクトでは，Type プロパティを使用しない
でください。

l Mozilla Firefox を使用している場合，innertext，outertext，innerhtml，
outerhtml の各プロパティの値は，別のブラウザの値と異なる場合がありま
す。このため，パラメータでこれらの値を使用するか，これらのプロパティ値
を使用するチェックポイントを実行すると，ステップが失敗することがありま
す。

l 次のテスト・オブジェクト，メソッド，その他の Web 固有の機能は，Firefox
ではサポートされていません。

n ViewLink テスト・オブジェクト

n WebXML テスト・オブジェクト（その結果，XML チェックポイントおよび出
力値ステップ）。

n Browser.Object メソッド

l テキスト領域チェックポイントは，Mozilla Firefox ではサポートされていませ
ん。

l Firefox でタブをドラッグして別ウィンドウを開くと，UFT は新しいウィンドウ
で Web オブジェクトを認識，記録，実行しなくなります。

トラブルシューティングと制限事項 - Google Chromeおよ
び Apple Safari

Google Chrome と Apple Safari

Chrome または Safari のみに関係するその他の問題については，下記を参照してく
ださい。
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機能と設定

l ブラウザの JavaScript 機能を変更する Web ページ（たとえば，JSON オブジェ
クトを置換する Web ページ）では，UFT が予期しない動作をすることがありま
す。

l リンク・オブジェクトの font と color のプロパティに含まれる値は，ブラウザ
ごとにさまざまです。このため，Microsoft Internet Explorer で標準のチェック
ポイントを作成し，font と color のプロパティを選択した場合，Chrome または
Safari でこれらのチェックポイントを実行すると，チェックポイントが失敗す
る場合があります。

l 複数の Chrome または Safari ユーザを定義している場合は，すべてのユーザを
削除する必要があります。

テスト・オブジェクト，メソッド，プロパティ

l Chrome や Safari を使用している場合，innertext，outertext，innerhtml，
outerhtml の各プロパティの値は，他のブラウザと異なる場合があります。こ
のため，パラメータでこれらの値を使用するか，これらのプロパティ値を使用
するチェックポイントを実行すると，ステップが失敗することがあります。

l 次のテスト・オブジェクト，メソッド，その他の Web 固有の機能は，Chrome
と Safari ではサポートされていません。

n ViewLink テスト・オブジェクト

n chrome://* ページ

n about://* ページ

n Browser.Home メソッド

n Browser.FullScreen メソッド

n Browser.ClearCache メソッド

n Browser.Object メソッド
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n ［開発者ツール］表示枠：（［開発者ツール］表示枠が表示されているとき
に，Chrome や Safari でステップを実行することはできます）。

n ブラウザによって開かれたダイアログ・ボックス（アラート，確認，プロン
プト確認メッセージなど）。

n WebXML テスト・オブジェクト（その結果，XML チェックポイントおよび出
力値ステップ）。

n Web ベース環境（Web ベース SAP，Siebel，Java，.NET Web Forms など）。

Google Chrome

l 次の場合には，Google Chrome 用 UFT Agent 拡張を手動で有効にする必要があり
ます。

n インターネット接続がない場合

n Google Chrome の自動更新を有効にしていない場合

n Google Chrome バージョン 31 以前を使用している場合

拡張を手動で有効にする方法の詳細については，「HP Unified Functional
Testing Agent Chrome 拡張を有効にする方法」(796ページ)を参照してくださ
い。

l Google Chrome での記録は，バージョン 31 以降でのみサポートされています。

l Google Chrome の内部ページ（about:blank ページ，Google Chrome サインイン・
ページ，Google Chrome Web ストア，Google Chrome の標準タブのホーム・ペー
ジなど）は，Web ページとしてではなく，WinObject として認識されます。

l Chrome バージョン 36 以前の使用時には，iFrame コントロール内にあり，
blank または about:blank の SRC 認識プロパティ値を持つ Web テスト・オブ
ジェクトは，UFT でサポートされません。

l ページ・チェックポイントとビットマップ・チェックポイントを Google
Chrome で実行すると，Chrome と Internet Explorer の違いが原因で失敗するこ
とがあります。ページ・チェックポイントの場合，これは，HTML ソース・
ファイル内で大文字/小文字の扱いが異なることに関係しています。
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l Google Chrome でテキスト・チェックポイントを実行すると失敗します。

l Google Chrome での記録時に，UFT はオブジェクトを学習する際に location 認
識プロパティを使用しません。

l Google Chrome で Web ファイルの psying を行うと，Webfile 値プロパティで
fakepath が返されます。

l UFT Agent 拡張を Chrome から手動でアンインストールした場合，UFT を再イン
ストールする際には拡張を手動で再インストールする必要があります。

l ActiveScreen は，Google Chrome ブラウザでの使用はサポートされていません。

l ［アクセシビリティ チェックポイント］オプションと［自動ページ チェック
ポイント］オプションおよび［記録］設定（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［詳細設定］ノード），［ページ/フレーム オ
プション］（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞
［ページ/フレームオプション］ノード）は，Google Chrome での記録はサポー
トされていません。

l 次のオブジェクトおよびメソッドは，Google Chrome での記録はサポートされ
ていません。

n Browser.CloseAllTab

n Browser.Home

n Browser.Sync

n Browser.FullScreen

n Browser.Stop

n Page.Sync

n WebFile.Set

l ［オプション］ダイアログ・ボックスの［Web］＞［詳細設定］表示枠で［座
標を記録する］オプションが選択されている場合（［ツール］＞［オプショ
ン］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［詳細設定］＞［記録設定］セクショ
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ン），UFT は Google Chrome ブラウザで画像の正しい座標を記録しません。

回避策：記録後に画像の正しい座標を手動で追加します。

l <frameset> タグを含む Frame オブジェクトは記録できません。

l ASP .NET AJAX および YahooUI Web 2.0 Toolkit は，Chrome ブラウザでサポート
されていません。

l UFT は，Google Chrome での記録時に［Web イベント記録の設定］の標準設定
のみをサポートしています。

Apple Safari

l Safari では，Web テスト・オブジェクト・ステップのみを実行できます。他の
ステップは，すべて UFT コンピュータでローカルに実行されます。

l Safari でのステップ記録はサポートされていません。

l Web 2.0 テスト・オブジェクトまたは Web Add-in Extensibility ベースのテスト・
オブジェクトは，Safari ブラウザではサポートされていません。

l UFT は，新規タブ・ページなどの内部の Safari ページを認識しません。

l Safari ブラウザを使用する場合，次の機能はサポートされません。

n ［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウまたはオブジェクト・リポジトリ・
マネージャでのオブジェクトの学習（オブジェクトの学習はリモート・オブ
ジェクト・スパイを使用して行うことができます）

n メンテナンス・モード

n オブジェクト・リポジトリのオブジェクトをアプリケーションで強調表示

n ActiveScreen の作成や，更新実行モードを使用した ActiveScreen の更新

n 標準以外のチェックポイントと出力値（ファイル内容チェックポイントと出
力値，テキスト・チェックポイントと出力値，ビットマップ・チェックポイ
ントなど）

アドイン・ガイド
第33章: Web Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 763 ページ



ページ・チェックポイントはサポートされていますが，次の制限があること
に注意してください。

o ページ・チェックポイントとビットマップ・チェックポイントを Google
Chrome で実行すると，Chrome と Internet Explorer の違いが原因で失敗す
ることがあります。ページ・チェックポイントの場合，これは，HTML
ソース・ファイル内で大文字/小文字の扱いが異なることに関係していま
す。

o Safari で実行する場合，Page および Frame テスト・オブジェクトのロー
ド時間認識プロパティは，常に 0 です。ページ・チェックポイントでは
ロード時間プロパティが標準設定で選択されているため，ページ・チェッ
クポイントを Safari で実行すると失敗することがあります。

回避策：Safari で実行することが必要なページ・チェックポイントでは，
ロード時間プロパティの選択を解除します。

l Safari で実行する場合，次のテスト・オブジェクトとテスト・オブジェクト・
メソッドはサポートされません。

n WebFile.Set メソッド

n Drag および Drop メソッド（すべての Web テスト・オブジェクトについて）

n iFrame コントロール内にあり，blank または about:blank の SRC 認識プロパ
ティ値を持つ Web テスト・オブジェクト。

l Mac への接続性能によっては，Object プロパティに対するステートメントの自
動補完機能が動作しない場合があります。

l 実行セッション中に，ブラウザ・タブを新規に開くはずの Web オブジェクトを
クリックするステップで，新しいタブが開かれないことがあります。

回避策：Safari でポップアップ・ブロッカーを無効にします(（［Safari］＞
［環境設定］＞［セキュリティ］で，［ポップアップウインドウを開かない］
チェック・ボックスをクリアします）。

l Safari でテストまたはコンポーネントを実行する場合，回復シナリオはサポー
トされません。
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l 再生の種類を［マウス］にしてテストまたはコンポーネントを Safari で実行す
る処理はサポートされていません。

［Web］＞［詳細設定］オプション表示枠（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［Web］表示枠＞［詳細設定］ノード）の［実行の設
定］セクションで［再生の種類］として［イベント］が選択されていることを
確認してください。

l オートメーション・オブジェクト・モデルでは，WebLauncher.Browser は
Safari ブラウザをサポートしません。テスト実行中にリモートの Mac に接続
し，Safari ブラウザを開くには，RemoteConnection ユーティリティ・オブジェ
クトとそのメソッドを使用します。詳細については，『HP UFT Object Model
Reference for GUI Testing』の「Utility Objects」の項を参照してください。
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概念

リモートMacコンピュータ上のApple Safari の使用

UFT を使用すると，リモートの Mac コンピュータ上で実行されている Apple Safari
ブラウザで Web アプリケーションをテストできます。UFT は，WebSockets プロト
コルを使用して，指定された Mac コンピュータに接続します。Safari で実行でき
るのは，Web テスト・オブジェクト・ステップのみであることに注意してくださ
い。他のステップは，ユーティリティ・オブジェクト・ステップ
（SystemUtil.Run など）も含め，すべて UFT コンピュータ上でローカルに実行さ
れます。

Web アプリケーションを Safari ブラウザでテストするには，UFT 接続エージェン
ト と Unified Functional Testing Agent Safari ブラウザ拡張を Mac コンピュータにイ
ンストールする必要があります。これを行う手順の詳細については，「Mac コン
ピュータ用 UFT 接続エージェント」(770ページ)を参照してください。

Safari ブラウザでは，ステップの記録とオブジェクトの学習（［オブジェクト リ
ポジトリ］ウィンドウまたはオブジェクト・リポジトリ・マネージャ）がサポー
トされません。ただし，Safari ブラウザでリモート・オブジェクト・スパイを使
用することにより，Web コントロールのプロパティやオペレーションを表示し，
オプションで対応するテスト・オブジェクトをオブジェクト・リポジトリに追加
することができます。

Safari 上で動作するテストおよびコンポーネントの作成と編集
便利な方法として，UFT コンピュータにローカルにインストールされたサポート
対象ブラウザを使用して，オブジェクト・リポジトリ，テスト，コンポーネント
を作成して編集してから，リモートの Mac コンピュータに接続し，テストを微調
整した後，Safari で実行することができます。

ヒント: Web ページは Chrome と Safari で同じように描画されるので，テスト
とコンポーネントの作成，編集，デバッグは，Google Chrome を使用して行い
ます。
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基本的なテストの設計が終了したら，Safari が動作しているリモートの Mac コン
ピュータに UFT を接続し，Safari で使用可能なオブジェクト・プロパティに基づ
いてテストの微調整やデバッグを行うことができます。

l アプリケーション内のオブジェクトを UFT がどのように認識するかは，リモー
ト・オブジェクト・スパイを使用して知ることができます。

l オブジェクト・メソッドに対するステートメントの自動補完を使用して，オブ
ジェクト・プロパティを表示します。

注: オブジェクト・メソッドに対するステートメントの自動補完は，リモー
ト Mac への接続が十分に高速である場合にのみ使用できます。

l Safari ブラウザに表示されるオブジェクトについて，標準チェックポイントと
出力値のステップを作成します。

［デザイン］＞［チェックポイント］コマンドおよび［デザイン］＞［出力
値］＞［標準出力値］コマンドを使用します。

UFT-Mac 間の複数の接続

l UFT インスタンスが異なる複数のユーザは，異なるポートを使用して，同じ
Mac に同時に接続できます。

各ユーザは，自分の Mac ユーザ・アカウントで UFT 接続エージェント と UFT
Safari 拡張をインストールし，UFTと Mac 上の接続エージェントで適切なポー
ト番号を設定する必要があります。

l Mac 接続の情報は［記録と実行環境設定］にあります。これは，テストごとに
定義されるため，実行するテストが異なれば，接続する Mac やポートも変える
ことができます。

ただし，UFT が一度に接続できるのは 1 つの Mac のみです。
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すでに接続が存在する場合に UFT が接続試行を処理する方法

UFT は RemoteConnection.Connect メ
ソッドを使用してリモート接続をセッ
トアップしようとしますが...

結果

... すでに同じMac およびポートに同じ
セキュリティ・レベルで接続していま
す。

既存の接続が使用され，それに関する
記述がテスト結果に追加されます。

... すでに別のMac，ポート，またはセ
キュリティ・レベルで接続していま
す。

［接続］ ステップで実行エラーが発生
します。

UFT は記録と実行環境設定を使用して
リモート接続をセットアップしようと
しますが...

結果

... すでに同じセキュリティ・レベルま
たはそれ以上のレベルで（同じまたは
異なる Mac とポートに）接続していま
す。

注: これは，UFT が SSL を使用せず
に接続を開始しているか，SSL 接
続を開始しており，既存の接続も
SSL を使用していることを表しま
す。

既存の接続が使用され，テスト結果に
警告が追加されます。

注: この場合，新しい接続で別の
Mac またはポートに対して実行さ
れるはずだったステップが，既存
の接続で実行されるという状況が
生じることがあります。
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... すでに低いセキュリティ・レベルで
（同じまたは異なる Mac とポートに）
接続しています。

注: これは，UFT が SSL 接続を開始
しているが，既存の接続で SSL が
使用されていないことを表しま
す。

既存の接続は閉じられ，新しい接続が
開始されます（新しい接続が成功する
のは，Mac 上の UFT 接続エージェント
も SSL 接続を要求するように設定され
ている場合だけです）。

接続の変更に関する通知が，テスト結
果に追加されます。

注: この動作の目的は，保護された
接続で実行されるはずの通信が，
保護されていない接続で実行され
るのを防ぐことです。

UFT をリモートの Mac コンピュータに接続する方法の詳細については，「リモー
トの Mac コンピュータに接続する方法」(793ページ)を参照してください。

UFT と Safari ブラウザの使用に関するその他の情報については，「トラブル
シューティングと制限事項 - Google Chrome および Apple Safari」(759ページ)を参
照してください。

Web ブラウザを使用する際の一般的な考慮事項については，「Web ベース・アプ
リケーションのサポートの考慮事項」(53ページ)を参照してください。

Macコンピュータ用UFT接続エージェント

本項の内容

l 「UFT 接続エージェント とは?」(771ページ)

l 「UFT がリモート・オブジェクト・スパイを有効にしたときに行われること」
(771ページ)

l 「UFT 12.00 からアップグレードするために必要な作業」(772ページ)

l 「UFT で Web アプリケーションをテストするために Mac 上で必要な設定」(772
ページ)
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l 「UFT と Mac コンピュータの間の通信のセキュリティを確保する方法」(773
ページ)

UFT 接続エージェントとは?
UFT 接続エージェントは，Apple Mac コンピュータにインストールされるサービス
で，このサービスにより，WebSockets プロトコルを使用して UFT と Safari ブラウ
ザが通信できるようになります。UFT は，これによって，Mac 上の Safari で実行
される Web アプリケーションのテストと，これらのアプリケーション内のオブ
ジェクトのスパイを実行できます。

UFT 接続エージェントをインストールすると，エージェント・サービスが Mac に
インストールされ，Unified Functional Testing Agent 拡張が Apple Safari ブラウザに
インストールされます。

UFT 接続エージェント はインストール後と Mac の再起動後に毎回自動的に実行さ
れ，UFT および Unified Functional Testing Agent Safari 拡張の両方と通信を行いま
す。

UFT がリモート・オブジェクト・スパイを有効にしたときに行わ
れること
UFT がスパイ・セッションを（リモート・オブジェクト・スパイを使用して）開
始した場合，Mac コンピュータのマウスは，Safari の Web オブジェクトのスパイ
にのみ使用することができます。

Safari ツールバーの Unified Functional Testing Agent 拡張アイコン が UFT スパ

イ・ボタン に変わり，これを使用してスパイ・セッションの一時停止と再開
が可能です。

UFT を使用して Safari の Web オブジェクトをスパイする方法の詳細については，
『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のリモート・オブジェクト・
スパイの項を参照してください。

アドイン・ガイド
第34章: Web Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 771 ページ



UFT 12.00 からアップグレードするために必要な作業
これまで UFT 12.00 を使用して Safari 上の Web アプリケーションをテストしてい
た場合，UFT にアップグレードした後で，現在の UFT バージョンの UFT 接続エー
ジェント を Mac に再インストールする必要があります。

UFT 接続エージェント 環境設定と Unified Functional Testing Agent Safari 拡張環境
設定は，標準設定値にリセットされます。

標準設定以外の環境設定を使用する場合（たとえば，リモート接続に標準設定の
8822 以外のポートを使用するように UFT を設定していた場合），これらの環境設
定を Mac コンピュータに再設定する必要があります。

これが必要なのは，UFT 接続エージェント の環境設定が大幅に変更されているた
めです。たとえば，現在の UFT 接続エージェント は UFT との通信と Safari 拡張と
の通信に異なるポートを使用します。UFT 12.00 では，両方の通信に同じポートが
使用されていました。

UFT で Web アプリケーションをテストするためにMac 上で必要
な設定
標準設定では，UFT 接続エージェント と Unified Functional Testing Agent 拡張の環
境設定を変更する必要はありません。

l UFT と接続エージェントの通信は，ポート 8822 を使用して行われます。

l 接続エージェントと UFT Safari 拡張の通信は，ポート 8823 を使用して行われ
ます。

ただし，状況によっては，別ポートの指定が必要なこともあります。たとえば，
次のような場合です。

l Mac 上の別のアプリケーションがこれらのポートを使用している場合。

l 複数の UFT ユーザが，同じ Mac コンピュータに接続する必要がある場合。各
UFT ユーザは，別の Mac ユーザ・アカウントでインストールされた接続エー
ジェントを，別のポート番号を設定して使用できます。
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注意: ポート番号を変更する場合，次の点に注意してください。

l UFT 接続エージェント 環境設定で定義される［UFT ポート］は，UFT で定
義されるポートと一致する必要があります。

これを UFT で設定する方法の詳細については，「リモートの Mac コン
ピュータに接続する方法」(793ページ)を参照してください。

l UFT 接続エージェント 環境設定で定義される［Safari ポート］は，Safari の
Unified Functional Testing Agent 拡張で定義されるポートと一致する必要があ
ります。

ポート番号に加えて，収集するログ・メッセージのレベルを設定できます。ロ
グ・メッセージは，標準設定では Safari 拡張ではなく，接続エージェントから収
集されます。

UFT と Mac コンピュータの間の通信のセキュリティを確保する方
法
UFT が Mac と通信する場合，UFT はクライアントとして動作し，UFT 接続エー
ジェント はサーバとして動作します。

この通信のセキュリティは，次のようにさまざまなレベルで保護できます。

1. クライアント認証を設定するには，UFT が Mac との連絡に使用するパスフ
レーズを定義します。

2. UFT と UFT 接続エージェント の間の通信に SSL 接続を使用するように要求す
ることによって，通信のセキュリティを確保できます。

詳細については，「リモート Mac コンピュータとの通信のセキュリティ保護」
(774ページ)を参照してください。

UFT 接続エージェント の設定，Unified Functional Testing Agent Safari 拡張の設定，
セキュリティ設定の詳細については，「UFT 接続エージェントの環境設定の構成
（任意）」(788ページ)を参照してください。
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リモートMacコンピュータとの通信のセキュリ
ティ保護

UFT がリモート Mac コンピュータに接続する場合，Safari アプリケーションにア
クセスして，Safari で実行されている Web アプリケーション上でステップを実行
できます。このため，この接続のセキュリティを保護し，Mac および Mac がアク
セスできる Web ページへの不適切なアクセスを防止することが重要です。

UFT が Mac と通信する場合，UFT はクライアントとして動作し，UFT 接続エー
ジェント はサーバとして動作します。

この通信のセキュリティは，さまざまなレベルで保護できます。次の操作を実行
できます。

UFT が Mac に接続する際に使用するパスフレーズを定義して，ク
ライアント認証を設定します。
UFT の［オプション］ダイアログ・ボックスの［リモート接続］表示枠（［ツー
ル］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［リモート接続］）と UFT 接続エー
ジェント の設定で，同じパスフレーズを定義します。

標準設定ではパスフレーズは空です。セキュリティを向上させるには，長く複雑
で推測が困難なパスフレーズを指定します。

UFT は，すべての Mac コンピュータとの接続を開始する際に常にこのパスフレー
ズを使用します。

UFT 接続エージェント は，要求に含まれるパスフレーズがエージェントの設定に
定義されたパスフレーズに一致する場合のみ，接続要求を受け入れます。

複数の UFT インスタンス（異なるコンピュータあるいは同じコンピュータ上の異
なるユーザ・アカウントに存在するもの）および UFT 接続エージェント の複数の
インスタンス（異なる Mac コンピュータまたは異なる Mac ユーザ・アカウントに
存在するもの）に対して，同じパスフレーズを定義できます。これにより，同じ
パスフレーズを共有し，類似したテスト目的に用いられるコンピュータのグルー
プ（仮想ラボのようなもの）を作成できます。
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UFT（クライアント）とUFT 接続エージェント（サーバ）との間
の通信に SSL 接続の使用を要求することで，通信を保護します。
UFT 接続エージェント 設定で，次のように設定します。

l このエージェントとの通信を SSL 接続経由で行う必要があるかどうかを指定し
ます（SSL の使用）。

l その必要がある場合，次のように設定します。

n サーバが通信に使用するSSL 証明書ファイルのパスを指定します（チェーン
証明書ファイルもサポートされています）。

n 証明書に一致する SSL プライベート・キーを指定します。

UFT で次の手順を実行します。

l ［オプション］ダイアログ・ボックスの［リモート接続］表示枠（［ツール］
＞［オプション］＞［GUI テスト］>［リモート接続］）で，UFT がサーバから
提供された SSL 証明書の検証に使用できる SSL CA 証明書ファイルのパスを指定
します（証明書バンドルもサポートされています）。

l 特定のリモート接続の詳細を定義する際に，その接続がSSL を使用する必要が
あるかどうかを指定できます。これは，［リモート接続］ダイアログ・ボック
ス，記録と実行環境設定（テスト単位で），またはテスト・ステップで
RemoteConnection ユーティリティ・メソッドを使用して行うことができます。
詳細については，「リモートの Mac コンピュータに接続する方法」(793ペー
ジ)を参照してください。

l 接続が成功するためには，［SSL の使用］ オプションの値が UFT と UFT 接続
エージェント で同じである必要があります。

ときによって，UFT は，異なる Mac またはポート番号を使用して，異なる UFT
接続エージェント に接続することができます。SSL が不要とわかっているエー
ジェントに対しては非 SSL 接続を開始し，SSL が必要とわかっているエージェ
ントに対しては SSL 接続を開始するように，UFT に指示できます。UFT は，SSL
を使用して開始された接続の場合のみ，CA 証明書ファイルを使用して証明書の
検証を行います。
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Mozilla Firefoxの使用

UFT のテストおよびビジネス・コンポーネントは通常マルチブラウザ対応です。
Microsoft Internet Explorer または Mozilla Firefox 上で Web ステップを記録するか，
任意のサポートされているブラウザを使用してキーワード駆動型の方法論により
ステップを作成できます。Web ステップは，任意のサポートされているブラウザ
上で実行できます。

Web ブラウザを使用する際の一般的な考慮事項については，「Web ベース・アプ
リケーションのサポートの考慮事項」(53ページ)を参照してください。

次の項では，Mozilla Firefox を使用する際の具体的な考慮事項について説明しま
す：

l 「Mozilla Firefox のブラウザ・コントロールでのステップの実行」(776ページ)

l 「Mozilla Firefox のダイアログ・ボックスでのステップの実行」(777ページ)

l 「チェックポイントおよび出力値」(778ページ)

Mozilla Firefox のブラウザ・コントロールでのステップの実行
一般に，Microsoft Internet Explorer で記録したステップは Mozilla Firefox でも変更
なしで動作します。ただし，考慮すべき違いが多少存在します。

l UFT は Mozilla Firefox のメニューやサイドバーをサポートしません。

l UFT でサポートされるのは，次のツールバー・ボタンで表される特定のブラウ
ザ・メニュー操作です。

n 戻る

n 進む

n ホーム

n 更新

n 停止
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その他のツールバーおよびツールバー・ボタンは，すべてサポートされませ
ん。Microsoft Internet Explorer を使用してサポートされないメニューまたは
ツールバー・オブジェクトを対象とするステップを記録した場合は，Mozilla
Firefox でテストまたはビジネス・コンポーネントを実行する前に，それらのス
テップを削除または置換する必要があります。

Mozilla Firefox のダイアログ・ボックスでのステップの実行

l 標準のダイアログ・ボックスが異なるため，［押すボタンのラベルを指定す
る］による回復操作を使用し，Microsoft Internet Explorer 用に作成されたポッ
プアップ回復シナリオは，Mozilla Firefox では動作せず，逆もまた同様です。

l Mozilla Firefox では，Microsoft Internet Explorer で使用される Windows の標準ダ
イアログ・ボックスとは異なる標準ダイアログ・ボックスが使用されます。こ
のようなダイアログ・ボックスでステップを作成する場合，Mozilla Firefox での
実行時に使用する追加ステップを作成し，その前に実行中のブラウザを確認す
る If ステートメントを付加する必要があります。

たとえば，次の 2 つのダイアログ・ボックスは同じ Web サイトのセキュリティ
警告です。左側は Microsoft Internet Explorer によるのもので，右側は Mozilla
Firefox によるのものです。どちらも Windows のダイアログ・ボックスに似てい
ますが，Mozilla Firefox の方は実際にはブラウザのウィンドウです。
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チェックポイントおよび出力値
マルチブラウザ対応の UFT の操作は，一部のタイプのチェックポイントと出力値
の結果に影響を与える場合があります。

l ［記録］，または ActiveScreen を使用して Internet Explorer 上に作成されたリ
ンクと画像のための標準またはページ・チェックポイントは，テストが
Internet Explorer で実行された場合はチェックポイントが成功するとしても，
Mozilla ベースのブラウザで実行された場合は成功しない可能性があります。

l Mozilla ベースのブラウザでキャプチャされた ActiveScreen キャプチャ上に作成
されたリンクと画像用の標準チェックポイントは Mozilla ベースのブラウザでテ
ストを実行した場合はチェックポイントが成功するとしても，Internet Explorer
を使用した場合は失敗する可能性があります。

Internet Explorer および Mozilla ベースのブラウザの両方で実行するリンクと画
像のチェックポイントを作成したい場合は，正規表現を使用することができま
す。正規表現の詳細については， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・
ガイド』の正規表現の理解と使用に関する項を参照してください。

l inner_html プロパティを使用する標準チェックポイントは，Mozilla ベースのブ
ラウザで実行された場合は成功しない可能性があります。それは，空白，ス
ラッシュ，バックスラッシュ，その他の特殊文字の処理方法がブラウザのタイ
プによって異なるためです。

l テキスト/テキスト領域チェックポイントまたは出力値ステップを実行する前
に，テキスト認識オプションを［OCR のみ使用する］に設定する必要がありま
す。それには，［オプション］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オプ
ション］＞［GUIテスト］タブ＞［テキスト認識］ノード）の［テキスト認
識］表示枠で［OCR のみ使用する］を選択します。

複数のブラウザの使用

Web アプリケーションと Web コントロールは，ブラウザが異なると実装や表示も
異なる場合があります。特に，テストを設計したブラウザと実行に使用するブラ
ウザが異なる場合には，テストやコンポーネントの動作に影響を及ぼすことがあ
ります。また，同じテストやコンポーネントであっても，ブラウザが異なると動
作に影響することがあります。たとえば，プロパティの実装方法や格納方法はブ
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ラウザによって異なるので，アプリケーションを起動するブラウザによって，UFT
は異なるプロパティを使用してオブジェクトの識別やチェックポイントを処理す
る可能性もあります。

ブラウザによってアプリケーションの動作が異なる場合は，この点を考慮するこ
とによって，ブラウザに依存しない方法でテストとコンポーネントを設計しま
す。

例：

l Firefox と Chrome を比較すると，Link コントロールで使用するフォントと色の
プロパティが異なるため，表示に違いが発生します。Link オブジェクトの
チェックポイントで実行するテストやコンポーネントを設計し，これを複数の
ブラウザで実行する可能性がある場合には，font プロパティ，color プロパ
ティ，backgroundColor プロパティをチェックポイントで無効にしてください。
または，プロパティで正規表現を定義して，チェックポイントを成功とみなす
値を複数指定します。

l button オブジェクトの type 属性は，Internet Explorer では button であるのに対
して，Firefox と Chrome では submit です。したがって，Internet Explorer で
button オブジェクトを学習して type 属性をオブジェクト記述に追加する場合，
Firefox または Chrome で Web ページを開いてテストするには，スマート認識を
使って button オブジェクトを識別してください。

l また，編集ボックスにテキストを入力し，ボックスの内容を取得して実行結果
に送信するテストを考えてみましょう。このテストを使って Web ページが
Chrome で開いているかどうかをチェックする場合，Chrome は UFT が取得でき
るプロパティにテキストを格納しないので，テキストは実行結果に表示されま
せん。
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l HTML5 入力タイプの中には，古いブラウザやブラウザの旧バージョンでサポー
トされていないものがあります。つまり，コントロールのプロパティは，使用
するブラウザによって異なる可能性があります。HTML5 をサポートするブラウ
ザでテストを記録し，HTML5 をサポートしないブラウザで実行すると（または
その逆の処理を行うと），テスト内のオブジェクトの記述を，テスト対象の
Web ページのオブジェクトに対応させることができない場合があります。この
ような場合，UFT は，オブジェクト・リポジトリでオブジェクトを強調表示す
るときや，オブジェクト・スパイを使用するときに，スマート認識を実行セッ
ションで使用して関連オブジェクトを識別します。

例については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の Web の項に
ある WebEdit ， WebNumber ，または WebRange オブジェクトのtype 認識プロ
パティの説明を参照してください。UFT が HTML5 の要素を認識しない場合は，
スマート認識が有効になっていることを確認してください。

Webオブジェクトのイベント記録の設定 -概要

Web アプリケーション上で記録を行うと，UFT はアプリケーション内の Web オブ
ジェクトに対して実行されたイベントを記録することによってステップを生成し
ます。イベントとは，状態の変更などの操作に応じて行われる通知や，ユーザが
Web アプリケーションで作業しているときにマウスをクリックしたり，キーを押
したりした結果などに応じて行われる通知のことです。

記録する必要のあるイベントが，UFT の標準設定で自動的に記録されるものより
多い場合や少ない場合があります。そのような場合は，「［Web イベント記録の
設定］ダイアログ・ボックス」（805 ページを参照）で 3 つの定義済みの設定の
いずれかを使用することで，Web オブジェクト用の標準のイベント記録設定を変
更できます。また，特定の条件に合わせてイベント記録の設定を個別にカスタマ
イズすることもできます。

たとえば UFT では，通常はリンク・オブジェクト上の mouseover イベントは記録
されません。しかし，マウスを対象の上に移動する操作（マウスオーバ）がリン
クに関連付けられている場合は，mouseover イベントを記録することが重要にな
るかもしれません。この場合，リンク・オブジェクトが操作に関連付けられてい
る場合には，リンク・オブジェクト上の mouseover イベントが必ず記録されるよ
うに，設定をカスタマイズできます。
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Web オブジェクトのWeb イベント記録の設定に関する考慮事項

l イベント設定はグローバルな設定のため，設定を変更した後で記録されるすべ
てのステップに影響します。

l イベント設定の変更は，すでに記録されたステップには影響しません。必要な
イベントが UFT で記録されなかった場合や，不要なイベントが記録された場合
は，イベント記録設定を変更し，その変更の影響を受けるステップを再度記録
します。

l ［カスタム Web イベント記録の設定］の設定に対する変更は，開いているブラ
ウザには影響を与えません。変更を適用するには，［Web イベント記録の設
定］ダイアログ・ボックスで必要な変更を行い，開いているブラウザを更新
し，新しい記録セッションを開始します。

l 「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」（805 ページを参照）
の設定は，UFT が Web テスト・オブジェクトとして認識しているオブジェクト
の記録にのみ影響を与えます。ほかの Web ベース・オブジェクト（Siebel，
PeopleSoft，.NET Web Forms，SAP Web コントロールなど）の記録設定は，環境
固有の XML 設定ファイルで定義されます。

注: Web イベントを記録するため，UFT は PSFrame テスト・オブジェクトの
子オブジェクトである Web テスト・オブジェクトを PeopleSoft オブジェク
トとして扱い，これらのオブジェクトを記録するときに PeopleSoft のイベ
ント設定 XML ファイルの設定を適用します。

l カスタム設定を行った後で「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボック
ス」には，［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，イベント記
録設定を基本レベルにリセットします。「［カスタム Web イベント記録の設
定］ダイアログ・ボックス」（808 ページを参照）で，標準設定のカスタム・
レベルの設定に戻すこともできます。

本項の内容

l 「Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録」(782ページ)

l 「考慮事項 - イベントのリッスンと記録」(783ページ)
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Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録

各イベントについて，次のことを実行するように UFT に指示できます。

l オブジェクトでイベントが発生するたびにリッスンする。

l イベント・ハンドラがイベントに関連付けられている場合にのみリッスンす
る。

l DHTML 動作がイベントに関連付けられている場合にのみリッスンする。

l イベント・ハンドラと DHTML 動作のいずれかがイベントに関連付けられてい
る場合にのみリッスンする。

l イベントを一切リッスンしない。

イベント・ハンドラは，Web ページに含まれているコードであり，通常はスクリ
プト言語で書かれている関数またはルーチンです。対応するイベントが発生した
ときに制御が渡されます。

注: UFT は，on* 属性（onclick や onmouseover など）を使用して関連付けられ
たイベント・ハンドラをサポートします。addEventListener コマンドまたは
attachEvent コマンドを使用して関連付けられたイベント・ハンドラなど，そ
の他のイベント・ハンドラはサポートされません。

DHTML 動作は，ページにおける特定の機能や振る舞いをカプセル化します。ペー
ジ上の標準的な HTML 要素に適用されている場合，その要素の標準設定の動作が
拡張されます。

イベントごとに，対象イベントを記録するようにも，記録しないようにも，ある
いは次のイベントが選択されたイベントに依存している場合だけ記録するように
も設定できます。

たとえば，マウスオーバ操作によって画像リンクが変わるとします。この画像の
上をポインタが通過するたびに，mouseover イベントを記録する必要はないかも
しれません。ただし，リンクは mouseover イベント後に表示される画像によって
のみ有効になるため，mouseover イベントを，同じオブジェクトに対するクリッ
ク・イベントの前に記録することが重要です。このオプションは，Image および
WebArea オブジェクトに対してのみ適用されます。

アドイン・ガイド
第34章: Web Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 782 ページ



タスクの詳細については，「Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録を管
理する方法」(802ページ)を参照してください。

右マウス・ボタン・クリックの記録
UFT では，左，中央，右のマウス・ボタンのクリック・イベントを記録できま
す。標準設定では，左クリックだけが記録されますが，右ボタンや中央ボタンの
クリックを記録するように設定を変更できます。

UFT は，OnClick イベントがトリガされたときに Click ステートメントを記録しま
す。UFT は各マウス・ボタンに設定されたイベントをリッスンすることによって
マウス・ボタンを区別します。標準設定では，OnMouseUp イベントをリッスンし
ますが，「［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」（805 ページを
参照）を使って OnMouseDown イベントをリッスンするように設定することもでき
ます。

注:

l UFT では，複数のマウス・ボタンの同時クリックを記録しません。

l UFT では，ブラウザのコンテキスト・メニューを開く右クリックやコンテ
キスト・メニューからの項目の選択は記録されません。これらのオプショ
ンを有効にするための手動でのスクリプトの変更に関する詳細について
は，セルフソルブ技術情報検索から文書 ID KM185231 を検索してくださ
い。

詳細については，「マウスのクリックを記録するように UFT を設定する方法」(74
ページ)を参照してください。

考慮事項 - イベントのリッスンと記録

理想的なリッスンと記録の設定を見つけるのが困難な場合があります。これらの
設定を行うときには，次のガイドラインに留意します。

l ブジェクト表示枠での異なるオブジェクトの設定が矛盾する場合，UFT は，特
定の「HTML タグ・オブジェクト」を最優先し，次に「Web オブジェクト」を
優先します。UFT が「任意のWeb オブジェクト」の設定を適用する対象は，読
み込まれたほかのどのような Web ベースの環境にも属さず，「HTML タグ・オ

アドイン・ガイド
第34章: Web Add-in - テストと設定

HP Unified Functional Testing (12.02) 783 ページ



ブジェクト」領域と「Web オブジェクト」領域のどちらにも定義されていない
Web オブジェクトだけです。

l オブジェクトのイベントを記録するには，UFT がイベントをリッスンし，イベ
ントが生じたときにそれを記録するように指定します。子プロジェクトのイベ
ントは，親オブジェクトにそのイベントに対するハンドラまたは動作が含まれ
ている場合にもリッスンできます。また，親オブジェクトのイベントは，子オ
ブジェクトにそのイベントに対するハンドラまたは動作が含まれていても，
リッスンできます。

ただし，ソース・オブジェクト（どの親オブジェクトにハンドラまたは動作が
含まれているかに関係なく，イベントが実際に発生したオブジェクト）に対す
るイベントの記録は有効にする必要があります。例は，「イベントのリッスン
と記録 - ユースケース・シナリオ」(785ページ)を参照してください。

l 多数のオブジェクト上の多数のイベントをリッスンするように設定すると，
UFT のパフォーマンスが低下することがあるので，［応答］の設定は，必要な
オブジェクトに限定することをお勧めします。

l Internet Explorer では，まれにイベントが発生したオブジェクト（ソース・オブ
ジェクト）をリッスンしていると，イベントが妨害されることがあります。

UFT を使ってアプリケーションの記録を始めるまではそのアプリケーションが
正常に動作していたのであれば，［応答］の設定によって妨害が生じている可
能性があります。

l この問題がマウス・イベントによって発生した場合，［オプション］ダイアロ
グ・ボックス（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テストタブ］＞［Web］
＞［詳細設定］ノード）の［Web＞詳細設定ノード］で，適切な［標準
Windows マウスイベントの使用］オプションを選択してみます。詳細について
は，「［Web］＞［詳細設定］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボック
ス）」(101ページ)を参照してください。

l この問題がキーボード・イベントまたは内部イベントによって発生した場合
や，［標準Windows マウスイベントの使用］オプションでは問題を解決でき
ない場合は，ソース・オブジェクトに対するそのイベントの［応答］の設定を
「Never」に設定し（ただし，ソース・オブジェクトの記録の設定は有効のま
まにします），親オブジェクトに対する［応答］の設定を「Always」にしま
す。
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イベントのリッスンと記録 -ユースケース・シナリオ

テストを作成する際には，UFT でオブジェクトの特定のイベントを記録すること
ができます。このためには，UFT がイベントをリッスンし，イベントが生じたと
きにそれを記録するように指定する必要があります。

このユースケース・シナリオでは，2 つの画像が含まれているテーブル・セルに
対する onmouseoverevent を記録します。マウスがテーブル・セル内のどちらかの
画像上に移動すると，バブリングによってイベントがそのセルに送られます。こ
のバブリング・アクションには，マウスの移動先の画像に関する情報が含まれて
います。その画像に対して実行されるステップを記録します。

UFT に画像の mouseover イベントを記録させるには，いくつかの操作を実行しま
す。

l 「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」（808ペー
ジ）で，<TD> タグ（テーブル・セル）の mouseover イベントを［If Handler］
に設定します。また，セルの［記録］を［Never］に設定して，記録オプショ
ンを無効にします。これにより，UFT は，アプリケーション内でテーブル・セ
ルに発生した mouseover イベントを検出できますが，テスト・フローの一部と
してイベントを記録しません（このようにする理由は，アプリケーションの実
際の作業がテーブル・セルに含まれる画像に対して行われるからです）。

l また，「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」 （808
ページ）で，<IMG> タグ（画像）のリッスンを無効にするため，［応答］オプ
ションを［Never］に設定します。さらに，画像の［記録］オプションを
［Enable］に設定します。これにより，UFT は画像に対する実際のアクション
を記録します。

記録を画像に対して行い，リッスンをテーブル・セルに対して行うように設定
することで，テーブル・セルの上にマウスを動かしたときに何かが起きる（画
像が表示される）ときに，重要な部分，すなわちテスト・フローに含める必要
があるオブジェクトは，テーブル・セルの上にマウスを動かしたときに表示さ
れる画像であることを UFT に伝えることができます。

また，<IMG> タグの［応答］オプションを［Always］に設定することにより，画
像に対するアクションを記録することができます（これにより，UFT は，画像に
動作またはイベント・ハンドラが含まれていなくても，mouseover イベントを
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リッスンすることができます）。その後，画像の［記録］オプションを
［Enable］に設定します。

イベントのリッスンおよび記録オプションの設定の詳細については，「カスタム
Web イベント記録の設定を管理する方法」(799ページ)を参照してください。イベ
ントのリッスンと記録に関するオプションの詳細については，「［カスタム Web
イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」を参照してください。
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タスク

Macに UFT接続エージェントをインストールして
設定する方法

UFT 接続エージェントは，Apple Mac コンピュータにインストールされるサービス
で，このサービスにより，WebSockets プロトコルを使用して UFT と Safari ブラウ
ザが通信できるようになります。UFT は，これによって，Mac 上の Safari で実行
される Web アプリケーションのテストと，これらのアプリケーション内のオブ
ジェクトのスパイを実行できます。詳細については，「Mac コンピュータ用 UFT
接続エージェント」(770ページ)を参照してください。

このタスクでは，UFT 接続エージェント のインストールと設定について説明しま
す。含まれる手順は次のとおりです。

l 「UFT 接続エージェントのインストールとアンインストール」(787ページ)

l 「UFT 接続エージェントの環境設定の構成（任意）」(788ページ)

l 「Safari での Unified Functional Testing Agent 拡張の設定（任意）」(790ページ)

l 「UFT 接続エージェントのトラブルシューティング」(792ページ)

UFT 接続エージェントのインストールとアンインストール

l UFT 接続エージェントをインストールするには，管理者権限が必要です。

l UFT 接続エージェントを使用する Mac ユーザは，必ず自分の Mac ユーザ・
アカウントにエージェントがインストールされている必要があります。

1. <UFT インストール・フォルダ>/Installations/Safari のインストーラ・イメー
ジ・ファイル（UFTConnectionAgent.dmg）を Mac にコピーします。

2. UFTConnectionAgent.dmg イメージ・ファイルを開きます。

3. (HP UFT Connection Agent.pkg) をダブルクリックしてインストール・ウィザー
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ドを開始するか，［アンインストール］をクリックして Mac からエージェン
トを削除します。

これで，UFT 接続エージェントと Unified Functional Testing Agent Safari 拡張の
両方がインストールまたは削除されます。

注: エージェントのアンインストール時に Safari または［システム環境設
定］表示枠が開いていた場合は，開き直すことで，アンインストールが有
効になります。

UFT 接続エージェントの環境設定の構成（任意）

1. UFT 接続エージェントのステータスを確認または変更する場合や，UFT 接続
エージェントの環境設定を更新する場合は，［システム環境設定］を開いて
［HP UFT 接続エージェント］をダブルクリックします。

2. 次の任意の環境設定を（各 Mac ユーザに対して個別に）変更できます。

n 接続ポート番号

o Safari ポート：UFT 接続エージェント が Unified Functional Testing Agent
Safari 拡張と通信するポート(標準設定： 8823）。

この番号は，Safari の Unified Functional Testing Agent 拡張で定義されて
いる［リモートエージェントポート］番号と一致する必要があります。

o UFT ポート：UFT が UFT 接続エージェント と通信するポート（標準設
定：8822）。

この番号は，UFT で Mac とのリモート接続を開始するために定義されて
いる番号と一致する必要があります。

n セキュリティ設定

o パスフレーズ：UFT が Mac コンピュータへのリモート接続の開始時に認
証に使用する必要があるパスフレーズ。
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この文字列は，UFT のオプション・ダイアログ・ボックスの［リモート
接続］表示枠（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［リ
モート接続］）で定義されているパスフレーズと一致する必要がありま
す。

パスフレーズは空でもかまいませんが，推測しにくい長くて複雑なパス
フレーズほどセキュリティが向上します。

o SSL の使用：UFT が Mac コンピュータへの接続を開始する際に SSL を使
用する必要があることを示します。

このオプションを選択した場合，次の点に注意してください。

l UFT でリモート接続を開始する際に使用できる［SSL の使用］オプ
ションも選択する必要があります。

l 通信に使用するSSL 認証ファイルのパスとそのSSL 秘密鍵も指定する
必要があります。

これらのファイルは，接続の設定時に UFT 接続エージェント からアク
セスできる必要があります（チェーン証明書ファイルもサポートされ
ています）。

l UFT（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［リモート接
続］）で，UFT が UFT 接続エージェント から受信した SSL 証明書ファ
イルを検証するために使用できる CA 証明書を指定します。

詳細については，「リモート Mac コンピュータとの通信のセキュリティ保
護」(774ページ)を参照してください。

n ログ・メッセージ設定

o ログの保管フォルダ：アクティビティのログ・メッセージを保存する
フォルダ。

このフォルダに対する書き込みアクセス許可があることを確認してくだ
さい。

o エージェントのログ・レベル：エージェント・ログに保存する情報のレ
ベル（致命的，エラー，警告，デバッグ）。
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ログは，指定したフォルダの UFTAgent.log ファイルに保存されます。

o UFT Safari 拡張のログ：UFT 接続エージェントのログに加えて，Unified
Functional Testing Agent Safari 拡張アクティビティのログも保持するかど
うかを指定します（標準設定：オフ）。
HP サポート担当者から依頼されない限り，これらのログをオンにする必
要はありません。

このログは，同じフォルダの SafariLog.log ファイルに保存されます。

注: Unified Functional Testing Agent Safari 拡張のログを有効にするに
は，Safari で，拡張の環境設定にある［リモートログの有効化］も
選択する必要があります。

3. Safari ブラウザが閉じられていることを確認し，［適用して保存］をクリック
して，変更を保存し，新しい環境設定でエージェントを再起動します。

n HP UFT 接続エージェントの環境設定表示枠にエージェントのステータスが
表示されます。

ステータスをチェックして，エージェントが新しい環境設定で正しく実行
されていることを確認します。正常に実行されていない場合は，
UFTAgent.log ファイルで問題の詳細をチェックしてください。

n ［UFT Safari 拡張のログ］オプションをオンに設定しても，Safari 拡張のア
クティビティを記録するリモート・ロガー・サービスを実行できない場
合，このオプションの設定は自動的にオフに戻ります。SafariLog.log ファ
イルで問題の詳細をチェックしてください。

Safari での Unified Functional Testing Agent 拡張の設定（任意）

1. Safari で Unified Functional Testing Agent 拡張を開きます。

a. ［Safari］＞［環境設定］を選択します。

b. ［環境設定］ダイアログ・ボックスで，［拡張機能］タブを選択します。
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c. ダイアログ・ボックスの左の表示枠にある［拡張機能］リストで，Unified
Functional Testing Agen 拡張を選択します。

2. 右の表示枠で，次の任意の環境設定を変更できます。

n リモートエージェントポート：UFT 接続エージェント が Safari ブラウザと
通信するポート番号（標準設定：8823）

注意: この番号は，UFT 接続エージェント 環境設定で定義されている
［Safari ポート］番号と一致する必要があります。

n スパイ開始時にオブジェクトスパイのポップオーバーを表示する：UFT が
スパイ・セッションを開始する際に，Safari に表示される通知をオフにした
場合，このオプションを使用して再びオンにすることができます。

n Unified Functional Testing Agent Safari 拡張のアクティビティのログの保持に
関連するオプション：これらのオプションは，HP サポート担当者から依頼
されない限り，変更の必要はありません。

o 標準ログ・レベル：Unified Functional Testing Agent Safari 拡張のログ・
ファイルに保存する情報のレベル（すべて，トレース，デバッグ，情
報，警告，エラー，致命的，オフ）。

o リモート・ログの有効化：UFT 接続エージェントのログに加えて，
Unified Functional Testing Agent Safari 拡張アクティビティのログも保持す
るかどうかを指定します（このオプションは，標準設定ではクリアされ
ています）。

このログは，UFT 接続エージェントのログと同じフォルダの
SafariLog.log ファイルに保存されます。

注: Unified Functional Testing Agent Safari 拡張のログを有効にするに
は，UFT 接続エージェントの環境設定で［UFT Safari 拡張のログ］も
選択する必要があります。

o ［例外の記録］ボックスは空のままにしておきます。これは，HP サポー
トのみが使用します。
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UFT 接続エージェントのトラブルシューティング

l エージェントのステータスが，エージェントの環境設定を更新した後も非実行
中のままの場合は，UFTAgent.log ファイルで問題の詳細を確認してください。

たとえば，指定したポートがビジーの可能性があります。別のアプリケーショ
ンや，別のユーザ・アカウントで Mac にインストールされた UFT 接続エージェ
ントが使用しているかもしれません。

また，入力したポート番号が Apple で制限されている可能性もあります。制限
されているポートやブロックされているポートについては，Apple サポート・
サイトで確認してください。

l UFT が Mac に接続できなかった場合，UFT で定義されているセキュリティ設定
，UFT 接続エージェント で定義されているセキュリティ設定が一致してい

ることを確認してください。詳細については，「リモート Mac コンピュータと
の通信のセキュリティ保護」(774ページ)を参照してください。

l Safari でテストを実行できない場合や，Safari が Mac にインストールされてい
ることを UFT が認識できない場合：

n UFT 接続エージェント 環境設定で定義されている［Safari ポート］番号と，
Unified Functional Testing Agent 拡張で定義されている［リモートエージェン
トポート］番号が一致することを確認してください。

UFT 接続エージェント 環境設定で定義されている［UFT ポート］番号と，
UFT で Mac とのリモート接続を開始するために定義されている番号が一致す
ることを確認してください。

n 使用するポート番号が，Safari でブロックされていないことを確認します。
制限されているポートやブロックされているポートについては，Apple サ
ポート・サイトで確認してください。

l Unified Functional Testing Agent 拡張を Safari から手動で削除した場合や，［シ
ステム環境設定］の HP UFT 接続エージェントの環境設定表示枠で削除した場
合は，UFT 接続エージェント を Mac に再インストールして再インストールでき
ます。
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UFT 接続エージェントを再インストールすると，その環境設定は標準設定にリ
セットされます。必要であれば，エージェントの環境設定と Safari 拡張で正し
いポート番号が定義されるように，環境設定を更新してください。

l UFT Safari 拡張のログをオンにしても，環境設定を保存したときにログ・オプ
ションがオフに設定される場合は，SafariLog.log ファイルで問題の詳細を確認
してください。

たとえば，これらのログに使用されるポートは，Safari ポート + 1 です。この
ポートがビジーの場合，リモート・ロガー・サービスは失敗します。

リモートのMacコンピュータに接続する方法

このタスクでは，リモート Mac コンピュータへの UFT 接続を制御して，Web アプ
リケーションを Safari ブラウザでテストできるようにする方法について説明しま
す。

接続しているリモート・コンピュータに対する操作方法と，すでに接続が存在す
る場合に UFT が接続試行を処理する方法の詳細については，「リモート Mac コン
ピュータ上の Apple Safari の使用」(767ページ)を参照してください。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(793ページ)

l 「テストの設計中に［リモート接続］ダイアログ・ボックスを使用して，Mac
への接続を制御」(794ページ)

l 「［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで，テストまたはコンポーネ
ントの実行時に使用するリモートの Mac コンピュータを指定」(795ページ)

l 「代わりに，Mac へのリモート接続を実行セッション中に制御するステップを
テストまたはコンポーネントに追加することも可能」(796ページ)

l 「UFT-Mac 接続に使用するポート番号の設定」(796ページ)

前提条件
Web アプリケーションを Safari ブラウザでテストするには，UFT 接続エージェン
ト と Unified Functional Testing Agent Safari ブラウザ拡張を Mac コンピュータにイ
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ンストールする必要があります。これを行う手順の詳細については，「Mac コン
ピュータ用 UFT 接続エージェント」(770ページ)を参照してください。

テストの設計中に［リモート接続］ダイアログ・ボックスを使用
して，Mac への接続を制御

l UFT のツールバーの［リモート接続］ボタン をクリックします。

開いたダイアログ・ボックスで，Mac に使用するホスト名または IP アドレスを
入力します。

オプションで，ホスト名の後にポート番号を追加します。詳細については，
「UFT-Mac 接続に使用するポート番号の設定」(796ページ)を参照してくださ
い。

l

Mac 上の UFT 接続エージェント が SSL 接続を要求するように設定されている場
合，［SSL の使用］オプションを選択する必要があります。

SSL 接続を使用して UFT と Mac の間の通信を保護するには，UFT の［オプショ
ン］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞
［リモート接続］）と Mac の UFT 接続エージェント 環境設定で，適切な証明
書と鍵が定義されていることを確認します。詳細については，「リモート Mac
コンピュータとの通信のセキュリティ保護」(774ページ)を参照してください。

l このダイアログ・ボックスの［接続］/［切断］ボタンを使用して，テストを編
集しているときの接続ステータスを制御します。

l このダイアログ・ボックスには，現在の接続ステータスも表示されます。

l テストを実行する前に，下記のいずれかの方法で，実行セッション用の UFT-
Mac 接続を設定してください。
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［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで，テストまたは
コンポーネントの実行時に使用するリモートのMac コンピュータ
を指定
次の手順のいずれかを実行します。

l ［記録］＞［記録と実行環境設定］を選択して，［記録と実行環境設定］ダイ
アログ・ボックスを開きます。
a. ［Web］タブで［記録または実行セッションを開始する時、次のブラウザを

開く］を選択します。

b. ブラウザのリストから［Apple Safari (リモートMac コンピュータ上)］を選
択します。

c. ホスト情報（およびポート情報）を設定します。

d. SSL 接続を開始するかどうかを選択します。

e. 実行セッションの終了時に Mac への接続を切断をするかどうか，およびブ
ラウザを閉じるかどうかを選択します。

詳細については，「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボッ
クス）」(116ページ)を参照してください。

l 環境変数 REMOTE_HOST，BROWSER_ENV，URL_ENV，USE_SSL（最後の 2 つは
オプション）を設定します。

これらの環境変数では，Mac 接続の詳細，SAFARI ブラウザ，ブラウザで開く
URL（オプション）を指定します。

SSL で保護された接続が必要な場合は，USE_SSL 変数を TRUE に設定します。詳
細については，「Web ベース環境の環境変数」(81ページ)を参照してくださ
い。

指定した Mac との接続がセットアップされ，実行セッションの開始時に Safari ブ
ラウザが実行されます（テストが UFT の UI から実行されるか，ALM テスト・セッ
トから実行されるかには関係しません）。
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代わりに，Mac へのリモート接続を実行セッション中に制御する
ステップをテストまたはコンポーネントに追加することも可能
RemoteConnection ユーティリティ・オブジェクトとそのメソッドConnect（ホス
ト名，[useSSL]），Disconnect，IsConnected）を使用して，Mac への接続を確立/
切断します。

RemoteConnection.Run (Safari, <URL>) を使用して，接続の確立後にリモートの Mac
で Safari ブラウザを実行します。

詳細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Utility
Objects」の項を参照してください。

UFT-Mac 接続に使用するポート番号の設定
UFT は，標準設定ではポート 8822 を使用して Mac に接続します。ただし，状況
によっては，別のポートを使用することが必要なこともあります。たとえば，次
のような場合です。

l Mac 上の別のアプリケーションがそのポートを使用している場合。

l 複数の UFT ユーザが，同じ Mac コンピュータに接続する必要がある場合。各
UFT ユーザは，別の Mac ユーザ・アカウントでインストールされた接続エー
ジェントを，別のポート番号を設定して使用できます。

別のポートを使用するには，ホスト名の後にポート番号を追加して，<ホスト名
>:<ポート番号> のように指定します。

Mac の UFT 接続エージェント の環境設定の［UFT ポート］オプションで，同じ
ポート番号を指定してください。

HP Unified Functional Testing Agent Chrome拡張を有
効にする方法

注: Google Chrome のサポートされているバージョンの最新の一覧について
は， 『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP Passport が必要）か
ら入手可能）を参照してください。
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UFT は，Unified Functional Testing Agent Chrome 拡張と通信して，Google Chrome で
動作する Web アプリケーションをテストします。

重要：Google Chrome 用 UFT Agent の 12.00 以前のバージョンがインストール
されている場合，新しいバージョンを有効にする前にその拡張を手動で削除す
る必要があります。

次の表に，拡張を有効にする方法を示します。

インター
ネット接続

Chrome の
自動更新

Chrome の
バージョン

拡張の有効化

あり あり 31 以降 自動: Chrome ブラウザを最初に開いた
ときに，エージェントが自動的にダウ
ンロードされてインストールされま
す。

そのときにインターネットに接続して
いなかった場合は，Chrome を開くた
びに UFT Agent のダウンロードとイン
ストールが試行されます。

Agent をダウンロードした後，Chrome
は Agent をアクティブにするかどうか
をユーザに確認します。

あり なし 31 以降 手動: Web Store から拡張をインストー
ルして有効にします:
https://chrome.google.com/webstore/de
tail/hp-unified-functional-
tes/jjkpkaoeaicepkfjgeeopfcfpdgblbdc

なし 該当なし 31 以降 手動: 下の手順を参照して，Unified
Functional Testing Agent Chrome 拡張を
有効にします。

該当なし 該当なし 30 以前 手動: 下の手順を参照して，Unified
Functional Testing Agent Chrome 拡張を
有効にします。
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Google Chrome バージョン 31 以降の場合

1. Google Chrome で［ツール］＞［拡張機能］を選択します。

注: このページを開くには，Google Chrome ブラウザで
chrome://extensions ページを開く方法もあります。

［拡張機能］ページが開きます。

2. ［拡張機能］ページで，［デベロッパーモード］オプションを選択します。
このオプションを選択すると，追加のオプションが表示されます。

3. ［パッケージ化されていない拡張機能を読み込む］ボタンをクリックしま
す。

4. ［フォルダーの参照］ダイアログで，以前作成した Agent フォルダ（<UFT イ
ンストール・フォルダ>\bin\Chrome\Agent）に移動し，［OK］をクリックし
ます。

5. ［新しい拡張機能の確認］ダイアログで，プロンプトに応じて［追加］をク
リックします。

Unified Functional Testing Agent が Chrome 拡張機能リストに表示されます。

Google Chrome バージョン 30 以前の場合

1. Google Chrome 用 UFT Agent の以前のバージョンがインストールされている場
合は，この拡張を手動で削除します。

2. UFT インストールに含まれる Chrome フォルダ（<UFT インストール・フォル
ダ>\bin\Chrome）を開きます。

3. Google Chrome で［ツール］＞［拡張機能］を選択します。

注: このページを開くには，Google Chrome で chrome://extensions ページ
を開く方法もあります。［拡張機能］ページが開きます。
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4. <UFT インストール・フォルダ>\bin\Chrome から，AgentLegacy.crx ファイル
を chrome://extension ページにドラッグします。

5. ［新しい拡張機能の確認］ダイアログで，［追加］をクリックして拡張機能
をインストールします。

Google Chrome 用 Unified Functional Testing Agent が Chrome 拡張機能リストに
表示されます。

Google ChromeのローカルHTMLページをUFTでテ
ストできるようにする方法

標準設定では，ローカルの HTML ファイルで拡張を実行する機能は，Google
Chrome では無効になります。UFT Google Chrome 拡張をローカルの HTML ファイル
で実行できるようにするには，次の手順を実行します。

1. Google Chrome で，次の URL を見つけて開きます。chrome://extensions

2. Unified Functional Testing Agent という名前の UFT 拡張を見つけます。

3. アイコンの左側にある矢印 をクリックして，拡張の詳細を展開します。

［Allow access to file URLs］を選択します。選択内容は自動的に保存されま
す。

カスタムWebイベント記録の設定を管理する方法

このタスクでは，カスタム Web イベント記録の設定を定義，変更，エクスポー
ト，リセットするさまざまな方法について説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件 - ［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを開
く」(800ページ)

l 「［HTML タグ オブジェクト］リストにオブジェクトを追加する」(800ページ)

l 「［HTML タグ オブジェクト］リストからオブジェクトを削除する」(800ペー
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ジ)

l 「カスタム設定の XML ファイルへの保存」(801ページ)

l 「ユーザ定義設定の XML ファイルからのロード」(801ページ)

l 「ユーザ定義設定ファイルの手動による変更 - 任意」(801ページ)

l 「あらかじめ設定されていたレベルへの設定のリセット」(801ページ)

前提条件 - ［カスタムWeb イベント記録の設定］ダイアログ・
ボックスを開く
［記録］＞［Web イベント記録の設定］＞［ユーザ定義設定］を選択します。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［カスタム Web イベント記録の設
定］ダイアログ・ボックス」(808ページ)を参照してください。

［HTML タグオブジェクト］リストにオブジェクトを追加する

1. ［オブジェクト］＞［追加］を選択します。［HTML タグ オブジェクト］リス
トに，「新しいオブジェクト」が表示されます。

2. 名前を変更するには，「新しいオブジェクト」をクリックします。HTML タグ
をそのまま名前として入力します。

標準設定では，新しいオブジェクトは，ハンドラが関連付けられている
onclick イベントのリッスンと記録を行うように設定されています。

［HTML タグオブジェクト］リストからオブジェクトを削除する

1. ［HTML タグ オブジェクト］カテゴリで，削除するオブジェクトを選択しま
す。

2. ［オブジェクト］＞［削除］を選択します。選択したオブジェクトがリスト
から削除されます。
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カスタム設定の XML ファイルへの保存

1. ［ファイル］＞［名前を付けて保存］を選択します。［名前を付けて保存］
ダイアログ・ボックスが開きます。

2. イベント設定ファイルを保存するフォルダに移動し，設定ファイル名を入力
します。設定ファイルの拡張子は .xml です。

3. ［保存］をクリックしてファイルを保存し，ダイアログ・ボックスを閉じま
す。

ユーザ定義設定の XML ファイルからのロード

1. ［ファイル］＞［設定の読み込み］を選択します。［Open］ダイアログ・
ボックスが開きます。

2. 読み込むイベント設定ファイル（.xml）を見つけて，［開く］をクリックしま
す。ダイアログ・ボックスが閉じ，選択した設定が読み込まれます。

ユーザ定義設定ファイルの手動による変更 - 任意
任意のテキスト・エディタで保存した .xml ファイルを開き，必要に応じてファイ
ルを変更します。行った変更を UFT で認識できるようにするには，.xml ファイル
は元の構造を維持している必要があります。XML ファイルの構造の詳細について
は，「Web イベント記録の設定の XML ファイル構造」(88ページ) を参照してくだ
さい。

たとえば，「マウスのクリックを記録するように UFT を設定する方法」(74ペー
ジ)の説明に従って，右マウス・クリックの記録を有効にするようにファイルを変
更できます。

あらかじめ設定されていたレベルへの設定のリセット

l ［カスタムWeb イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスから行う場合：
［リセット後の値］ボックスで，使用する定義済みイベント記録レベルを選択
し，［リセット］をクリックします。すべてのイベント設定が，選択したレベ
ルの標準設定に戻されます。
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l ［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスから行う場合：［標準設
定］を選択して，基本レベルの設定にリセットします。設定スライダが再度表
示され，すべてのイベント設定が基本イベント記録設定レベルに戻されます。

注: 定義済みの設定をリセットすると，ユーザ定義の設定は完全になくなりま
す。変更内容を失わないようにするには，イベント設定ファイルに設定を保存
しておく必要があります。詳細については，「［カスタム Web イベント記録
の設定］ダイアログ・ボックス」(808ページ)を参照してください。

Webオブジェクトのイベントのリッスンと記録を
管理する方法

このタスクでは，Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録を管理できるさ
まざまな方法について説明します。

注: リッスンと記録の設定は相互に独立です。つまり，オブジェクトに対する
イベントをリッスンしても，それを記録しないことや，オブジェクトに対する
イベントをリッスンせずに，そのイベントを記録することができます。詳細に
ついては，「考慮事項 - イベントのリッスンと記録」(783ページ)を参照して
ください。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件 - ［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを開
く」(803ページ)

l 「オブジェクトにリッスン・イベントを追加する」(803ページ)

l 「オブジェクトからリッスン・イベントを削除する」(803ページ)

l 「イベントに対するリッスン条件を指定する」(803ページ)

l 「イベントの記録ステータスを設定する」(804ページ)

l 「マウス・クリックを記録するように UFT を設定する」(804ページ)
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前提条件 - ［カスタムWeb イベント記録の設定］ダイアログ・
ボックスを開く
［記録］＞［Web イベント記録の設定］＞［ユーザ定義設定］を選択します。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［カスタム Web イベント記録の設
定］ダイアログ・ボックス」(808ページ)を参照してください。

オブジェクトにリッスン・イベントを追加する

1. イベントを追加するオブジェクトを選択するか，［任意のWeb オブジェク
ト］を選択します。

2. ［イベント］＞［追加］を選択します。使用できるイベントのリストが開き
ます。詳細については，「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアロ
グ・ボックス」(808ページ)を参照してください。

3. 追加するイベントを選択します。イベントは［イベント名］列にアルファ
ベット順で表示されます。標準設定では，UFT はハンドラが付加されているイ
ベントをリッスンし，そのイベントを（それが何らかのレベルでリッスンさ
れているかぎり）必ず記録します。

オブジェクトからリッスン・イベントを削除する

1. イベントを削除するオブジェクトを選択するか，［任意のWeb オブジェク
ト］を選択します。

2. 削除するイベントを［イベント名］カラムから選択します。

3. ［イベント］＞［削除］を選択します。［イベント名］カラムからイベント
が削除されます。

イベントに対するリッスン条件を指定する

1. 応答条件を変更するオブジェクトを選択するか，［任意のWeb オブジェク
ト］を選択します。

2. 変更するイベントの行で，［応答］カラムから必要なリッスン条件を選択し
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ます。［Always］，［If Handler］，［If Behavior］，［If Handler or
Behavior］，または［Never］のいずれかを選択できます。詳細については，
「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス」(808ページ)
を参照してください。

イベントの記録ステータスを設定する

1. 記録ステータスを変更するオブジェクトを選択するか，［任意のWeb オブ
ジェクト］を選択します。

2. 変更対象のイベントの行で，記録ステータスを［記録］カラムから選択しま
す。詳細については，「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・
ボックス」(808ページ)を参照してください。

マウス・クリックを記録するように UFT を設定する
詳細については，「マウスのクリックを記録するように UFT を設定する方法」(74
ページ)を参照してください。
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リファレンス

［Webイベント記録の設定］ダイアログ・ボック
ス

このダイアログ・ボックスでは，Web オブジェクトの記録時に使用する定義済み
のイベント設定レベルを選択できます。標準設定の場合，UFT では基本レベルが
使用されます。必要なすべてのイベントが UFT で記録されない場合は，より高い
レベルが必要になります。

アクセス方法 ［記録］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。

重要な情報 Google Chrome ブラウザでの記録でサポートされるのは，
［標準設定］だけです。

参照 「Web オブジェクトのイベント記録の設定 - 概要」(780ペー
ジ)
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次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<イベント設
定レベル・ス
ライダ>

定義済みのイベント記録設定を選択できます。

注: ユーザ定義イベント記録の設定を定義すると，スライ
ダ・スケールが非表示になり，設定の内容として「ユーザ
定義」と表示されます。

基本（標準設
定では選択さ
れています）

次のように UFT に指示します。

l 画像，ボタン，ラジオ・ボタンなどの一般にクリックをサ
ポートする Web オブジェクトに対するクリック・イベント
を必ず記録します。

l フォーム内での送信イベントを必ず記録します。

l Internet Explorer ハンドラまたは動作が関連付けられている
他の Web オブジェクトでのクリック・イベントを記録しま
す。
ハンドラと動作の詳細については，「Web オブジェクトのイ
ベントのリッスンと記録」(782ページ)を参照してくださ
い。

l 画像および画像マップ上の mouseover イベントは，そのイベ
ントの後に同じオブジェクトに対するイベントが実行される
場合にのみ記録します。

中 基本レベルで記録されるイベント以外に，HTML タグ・オブ
ジェクトの <DIV>，<SPAN>，<TD> に対するクリック・イベン
トも記録するように UFT に指示します。

高 基本レベルで記録されるイベント以外に，ハンドラまたは動作
が関連付けられている Web オブジェクトに対する mouseover イ
ベント，mousedown イベント，double-click イベントを記録する
ように UFT に指示します。
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UI 要素 説明

ユーザ定義設
定

「［カスタム Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボック
ス」（808 ページを参照）を開いて，イベント記録の設定をカ
スタマイズできます。

標準設定 設定を基本レベルに戻します。

注: 定義済みの設定をリセットすると，ユーザ定義の設定は
完全になくなります。イベント記録の設定をカスタマイズ
し，変更内容を失わないようにするには，イベント設定
ファイルに設定を保存しておく必要があります。詳細につ
いては，「カスタム Web イベント記録の設定を管理する方
法」(799ページ)を参照してください。
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［カスタムWebイベント記録の設定］ダイアロ
グ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，定義済みの Web イベント設定レベルで必要な記
録が行われない場合，イベント記録の設定をカスタマイズできます。

イベント記録は，次のいずれかの方法でカスタマイズできます。

l UFT で特別なリッスン設定または記録設定を適用する対象となるオブジェクト
の追加または削除。

l UFT がリッスンするべきイベントの追加または削除。

l イベントのリッスンと記録の設定変更
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アクセス方法 1. ［記録］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。
［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスが表示
されます。

2. ［ユーザ定義設定］ボタンをクリックします。［カスタム
Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスが開きま
す。

重要な情報 l オブジェクトが［カスタム Web イベント記録の設定］ダイ
アログ・ボックス内のリストに表示されている場合，そのオ
ブジェクトの設定は「任意のWeb オブジェクト」の設定に
優先します。

l 「Web オブジェクト」カテゴリのオブジェクト・リストに対
する追加と削除はできませんが，任意のオブジェクトの設定
を変更できます。

l Web ページの任意の HTML タグ・オブジェクトを，「HTML
タグオブジェクト」カテゴリに追加できます。

関連タスク l 「カスタム Web イベント記録の設定を管理する方法」(799
ページ)

l 「Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録を管理する
方法」(802ページ)

l 「Web ベース・アプリケーションのイベント記録の設定を変
更する方法」(72ページ)

l 「マウスのクリックを記録するように UFT を設定する方法」
(74ページ)

参照 l 「Web オブジェクトのイベント記録の設定 - 概要」(780ペー
ジ)

l 「Web オブジェクトのイベントのリッスンと記録」(782ペー
ジ)
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次に，ユーザ・インタフェース要素について説明します（ラベルなしの要素は，
山カッコで囲みます）。

UI 要素 説明

<メニュー・
オプション>

［ファイル］メニュー

l 設定の読み込み：ユーザ定義設定の XML ファイルを読み込
むことができます。

l 設定に名前を付けて保存：ユーザ定義設定を XML ファイル
に保存できます。

［オブジェクト］メニュー

l 追加：HTML タグ・オブジェクトを［オブジェクト］表示枠
に追加できます。

l 削除：［オブジェクト］表示枠から HTML タグ・オブジェク
トを削除できます。

［イベント］メニュー

l 追加：次のイベントを［イベント］表示枠に追加できます。
onchange，ondblclick，onblur，onfocus，onmousedown，
onmouseup，onmouseover，onmouseout，onsubmit，
onreset，onpropertychange。

選択したオブジェクトによっては，すべてのイベント・タイ
プが使用できるわけではありません。

l 削除：［イベント］表示枠から選択したイベントを削除しま
す。
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UI 要素 説明

<［オブジェ
クト］表示枠
>

Web テスト・オブジェクト・クラスと HTML タグ・オブジェク
トのリスト。階層の一番上には，「任意のWeb オブジェクト」
があります。

注:

l 「任意のWeb オブジェクト」に対する設定は，Web ペー
ジ上のオブジェクトのうち，特にイベント記録設定が設
定されていないすべてのオブジェクトに適用されます。
その下には「Web オブジェクト」と「HTML タグオブ
ジェクト」カテゴリがあり，どちらにもオブジェクトの
リストが含まれています。

l HTML タグ・オブジェクトのみを追加または削除できま
す。

<［イベン
ト］表示枠>

オブジェクトに関連付けられているイベントのリスト。

イベント名 設定に応じて，UFT が記録するイベントの名前を指定します。
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UI 要素 説明

応答 UFT がイベントをリッスンする基準。次の条件を使用できま
す。

l Always ：常にイベントをリッスンします。

l If Handler ：ハンドラが付加されているイベントをリッスン
します。ハンドラは，Web ページに含まれているコードであ
り，通常はスクリプト言語で書かれている関数またはルーチ
ンです。対応するイベントが発生したときに制御が渡されま
す。

l If Behavior ：DHTML 動作が付加されているイベントをリッス
ンします。DHTML 動作は，ページにおける特定の機能や振る
舞いをカプセル化します。ページ上の標準的な HTML 要素に
適用されている場合，その要素の標準設定の動作が拡張され
ます。

l If Handler or Behavior ：ハンドラまたは動作が付加されてい
るイベントをリッスンします。

l Never ：イベントを一切リッスンしません。
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UI 要素 説明

記録 選択したオブジェクトの記録ステータス。場合に応じて次のス
テータスが表示されます。

l Enabled：UFT が対象オブジェクトあるいはイベントの「バ
ブリング先」である別のオブジェクトをリッスンしている場
合，イベントが生じるたびにそれを記録します。

「Bubbling」とは，子オブジェクトで発生したイベントが，
イベントを処理するイベント・ハンドラに遭遇するまで，
HTML コード内の階層をさかのぼる処理です。

l Disabled：指定されたイベントを記録せず，イベント・バブ
リングがある場合はそれを無視します。

l Enabled on next event：［Enabled］と同じですが，以降の
イベントが同じオブジェクトで発生した場合にのみイベント
を記録します。

リセット あらかじめ設定されていたレベルに設定を戻します。次のレベ
ルを使用できます。

l 基本

l 中

l 高

注: 定義済みの設定をリセットすると，ユーザ定義の設定は
完全になくなります。変更内容を失わないようにするに
は，イベント設定ファイルに設定を保存しておく必要があ
ります。詳細については，「カスタム Web イベント記録の
設定を管理する方法」(799ページ)を参照してください。
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第35章: Web 2.0 Add-in - クイック・リ
ファレンス
Web 2.0 Add-in を使用すると，Web 2.0 環境の HTML ユーザ・インタフェース・オ
ブジェクト（コントロール）をテストできます。

Web 2.0 Add-in には次のものが含まれます。

l ASP .NET AJAX

l Dojo

l Google Web Toolkit（GWT）

l jQueryUI

l Siebel Open UI

l Yahoo User Interface（Yahoo UI）

次の表には Web 2.0 Add-in に関する基本情報および，よく使用される UFT の特徴
とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

これらのアドインの機能のほとんどは他の Web アドインと同じ
です。これらのアドインは，Web Add-in の機能を拡張するもの
です。

l 「Web Add-in」(743ページ) および 「Web ベース・アプリ
ケーションのサポート」(50ページ)の項を参照してくださ
い。
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サポート環境 Web 2.0 ツールキットとバージョンについては， 『HP Unified
Functional Testing 使用可能製品マトリクス』（UFT ヘルプ・
フォルダまたは「HP サポート・マトリクス」ページ（HP
Passport が必要）から入手可能）を参照してください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Web 2.0 Add-in では，Web アプリケーションでオブジェクトを
テストするときに使用できるテスト・オブジェクト，メソッ
ド，およびプロパティが提供されます。詳細については，
『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「Web 2.0
toolkits」の項の関連ツールキットに関する項を参照してくださ
い。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

前提条件

アプリケーションを開
く

Web アプリケーションを開く前に UFT を開く必要があ
ります。

アドインの依存関係 Web Add-in がインストールされてロードされている必
要があります。
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SiebelOpenUI ユーザ
向けのその他の重要な
情報

l SiebelOpenUI Add-in：SiebelOpenUI オブジェクトを
使用する場合，Web Add-in と SiebelOpenUI Add-in を
ロードして，Siebel Add-in はロードしないでくださ
い。

Siebel と SiebelOpenUI の両方のアドインをロードす
ると，互いに競合してオブジェクトを正常に認識で
きない場合があります。

l SiebelOpenUI オブジェクトに対して UFT でテストを
実行できるようにするには，特別な関数ライブラリ
をテストに関連付ける必要があります。

この関数ライブラリは，<UFT インストール・フォル
ダ
>\dat\Extensibility\Web\Toolkits\SiebelOpenUI\Functio
n Libraries\SiebelOpenUI.qfl にあります。

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［リソー
ス］表示枠で，この関数ライブラリを標準設定の関
数ライブラリに設定することができます。詳細につ
いては， 『HP Unified Functional Testing ユーザー
ズ・ガイド』のテストの設定のリソース表示枠の項
を参照してください。

設定

［オプション］ダイ
アログ・ボックス

［Web］表示枠を使用。

GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

詳細については，「［Web］＞［一般］表示枠（［オプ
ション］ダイアログ・ボックス）」(90ページ)を参照し
てください。
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［記録と実行環境設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

Web タブを使用。(［記録］＞［記録と実行環境設定］

「［Web］ タブ（［記録と実行環境設定］ダイアログ・
ボックス）」(116ページ)を参照してください。

［テスト設定］ダイ
アログ・ボックス
（テストのみ）

［Web ］表示枠（［ファイル］＞［設定］＞［Web］表
示枠）を使用。

「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参照
してください。

［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム設
定］ダイアログ・
ボックス
（テストのみ）

［Web］セクション（［ツール］＞［オプション］＞
［GUI テスト］タブ＞［ActiveScreen］ノード＞［カスタ
ムレベル］）を使用。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション領
域の［追加設定］表
示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［Web］表示枠を使用。

アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［Web］を選択します。

l 「［Web］表示枠（［テストの設定］/［ビジネス コン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス/アプリケー
ション領域の［追加設定］表示枠）」(111ページ)を参
照してください。

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』
のアプリケーション領域のアプリケーション設定の定
義に関する項を参照してください。

本章の内容

概念 820

Web 2.0 ツールキット・サポート 820
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リファレンス 826

トラブルシューティングと制限事項 - Web 2.0 Add-ins 826
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概念

Web 2.0ツールキット・サポート

Web 2.0 コントロールのテストの複雑さ

Web 2.0 サイトには，クライアント側の双方向性フレームワークに基づく，機能
豊富でユーザフレンドリなインタフェースがよく含まれています。これらのサイ
トのコントロールは，一般的に HTML とクライアント側の JavaScript コードを組み
合わせて作成されており，これらによって複雑な対話型のアプリケーション・オ
ブジェクトが作成されます。

Web 2.0 ツールキットは，多くのグループや組織によって公開されています。こ
れらのツールキットによって，Web 2.0 コントロールを定義するオープン・ソー
スの JavaScript ライブラリが構成されています。開発者は，Web 2.0 コントロール
を一から開発するのではなく，これらのツールキットを使用またはカスタマイズ
して Web 2.0 アプリケーションを構築できます。

UFT Web Add-in はこれらの複雑なコントロールを認識しない代わりに，それらを
構成している HTML 要素に関連付けます。これは結果的に，汎用の Web テスト・
オブジェクトの低レベル・ステップとなります。このようなステップは，作成，
読み取り，保守が難しい可能性があります。

UFT Web 2.0 Add-in サポートを使ったWeb 2.0 コントロー
ルのテスト

UFT Web Add-in Extensibility を使用すると，Web 2.0 アプリケーション内のコント
ロールを，これらのコントロールの意図された目的と機能に最もよく合った方法
で識別できる Web ベースのアドインを開発できます。

UFT には，いくつかの公開 Web 2.0 ツールキットに対して組み込みの Web Add-in
Extensibility サポートが用意されています。各ツールキットに対するサポートは，
Web Add-in の子アドインとしてパッケージ化されています。Web 2.0 ツールキッ
ト・サポートをインストールする場合，アドイン・マネージャで該当するツール
キット名を選択することで，このサポートをロードできます。Web 2.0 ツール
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キット・サポートのセットアップは，UFT セットアップの［アドインによる機能
拡張とWeb 2.0 ツールキット］または UFT コンピュータの<UFT インストール・
フォルダ>\Installations\Web2AddinSetup\Web2AddinSetup.exe から利用できま
す。

各 Web 2.0 テスト・オブジェクト・クラス用にサポートされている操作は，その
テスト・オブジェクト・クラス用に開発されたユーザ定義操作と対応する（基
本）Web Add-in テスト・オブジェクト・クラスから直接継承された操作を組み合
わせたものです。

Web 2.0 ツールキット・アドインでの作業は，通常の Web Add-in での作業とほと
んど同じです。ツールキット・サポートをロードすると，チェックポイントを学
習，記録，作成し，ステップを実行できます。また，これらのツールキットから
提供されたコントロール上で UFT のすべての標準機能を使用できます。

UFT には次のツールキットのサポートが用意されています。

l ASP .NET Ajax - http://www.asp.net/ajax/

l Dojo - http://www.dojotoolkit.org

l Google Web Toolkit（GWT） - http://code.google.com/webtoolkit/

l jQuery UI - http://jqueryui.com/

l Siebel Open UI

l Yahoo User Interface（Yahoo UI） - http://developer.yahoo.com/yui/

これらのツールキット用にサポートされているテスト・オブジェクトと操作の詳
細については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』「Web 2.0
Toolkits」を参照してください。

Web 2.0 Add-in の使用に関する考慮事項

l jQuery ライブラリ挿入：Web 2.0 Add-in のサポートは，jQuery JavaScript ライブ
ラリに基づいています。このため，Web 2.0 Add-in をロードすると，UFT は開
いている間，jQuery JavaScript ライブラリをブラウザで開かれているすべての
Web ページに挿入します（jQuery ライブラリがすでにページに挿入されていな
いかぎり）。
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各 Web 2.0 Add-in に挿入される特定の jQuery UI ファイルは，次の場所にあるア
ドインのツールキットの XML ファイルに指定されています。<UFT インストー
ル・フォルダ>\dat\Extensibility\Web\Toolkits\
<ツールキット名>\<ツールキット名>.xml

l F1 ヘルプ・サポート：Web Add-in から継承されたテスト・オブジェクトの操作
で F1 を押すと，ステップで使用されている拡張ベースのテスト・オブジェク
ト・クラスに対する操作でなく，その操作の継承元である Web Add-in テスト・
オブジェクト・クラスに対するその操作のヘルプ情報が表示されます。

さらに，ヘルプ・ファイルの詳細情報には，UFT に用意されている XML ファイ
ルにおけるテスト・オブジェクトの動作と操作が反映されます。これらのファ
イルが何らかの方法でカスタマイズまたは変更された場合，UFT に用意されて
いるヘルプ・ファイルの詳細情報は不正確になっている可能性があります。

一般的に，Web 2.0 ツールキットの拡張ファイルの内容を変更する場合，「カ
スタマイズのガイドライン」(824ページ)の説明に従って，ヘルプ・ファイルも
変更する必要があります。このような場合，サポートの最初の問い合わせ先と
してファイルをカスタマイズした担当者または組織に問い合わせる必要があり
ます。

l チェックポイントおよび出力値：Web 2.0 オブジェクトへのチェックポイント
と出力値の挿入は，ステップの記録時にのみサポートされています。

l コンテナ・オブジェクト：表示または動作上 Web アプリケーション内の他のオ
ブジェクトを含んでいると思われる一部の Web 2.0 オブジェクトは，テスト・
オブジェクト階層に基づいてコンテナ・オブジェクトとしては学習されませ
ん。たとえば，YUIDialogBox テスト・オブジェクトや GWTDialogBox テスト・オ
ブジェクトがこれに当てはまります。

l 認識プロパティ値：Mozilla Firefox で作業する場合，一部の Web 2.0 テスト・オ
ブジェクト・クラスについては，選択済み項目または選択済み認識プロパティ
の値をオブジェクト・スパイでは使用できません。オブジェクト・リポジトリ
内のアプリケーションからプロパティ値を更新する場合も，同じことが言えま
す。これは，ブラウザにフォーカスがあるときにのみ値を取得できるためで
す。

回避策：ブラウザからフォーカスを削除せずに，プロパティ値を取得します。
例：
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Browser("Dijit Tree Test").Page("Dijit Tree Test").DojoTree("mytree").Select
"Continents;Africa"
msgbox Browser("Dijit Tree Test").Page("Dijit Tree Test").DojoTree("mytree").
GetROProperty("selected item")

l オブジェクトの種類の認識：ツールキットの XML ファイルでは，該当するテス
ト・オブジェクト・クラスの <Identification> セクション内の <HTMLTags> 要素
と <Conditions> 要素によって，UFT が Web コントロールをそのクラスに割り当
てる方法が定義されます。

次の例では，コントロールに <div> HTML タグと，その値が正規表現 .*gwt-
ToggleButton.* と一致する className HTML プロパティがある場合に，UFT はそ
のコントロールを GWTToggleButton テスト・オブジェクトとして識別します
（GWT Add-in のロード時）。

<Control TestObjectClass="GWTToggleButton">
<Settings>
<Variable name="default_imp_file" value="JavaScript\GWTToggleButton.js"/>
</Settings>
<Identification>

<Browser name="*">
<HTMLTags>
<Tag name="div"/>
</HTMLTags>
<Conditions type="IdentifyIfPropMatch">

<!-- The search string in this condition is treated as a regular expression and is
therefore equivalent to .*gwt-ToggleButton.* -->

<Condition prop_name="className" expected_value="gwt-ToggleButton" is_reg_
exp="true"/>

</Conditions>
</Browser>

場合によっては（<Conditions type="CallIDFuncIfPropMatch"> の場合など），識
別基準を含む JavaScript 関数も，コントロールのテスト・オブジェクト・クラ
スへの割り当てに使用されます。

HP 提供の Web 2.0 Addin に備わっているサポートは，コントロールの HTML と
DOM 構造に依存していることに注意してください。Web 2.0 ベースのアプリ
ケーションの開発者がコントロールのプロパティの値を変更した場合，ツール
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キットの XML ファイル（または JavaScript ファイル）の <HTMLTags> 要素と
<Conditions> 要素用に定義された値では，UFT がこれらのコントロールを正し
く識別できない可能性があります。

UFT がアプリケーションで期待どおりにオブジェクトを識別していない場合，
該当するツールキット・サポート・ファイルでこれらの値を表示または調整で
きます。

ツールキットの XML ファイルは，次の場所にあります。<UFT インストール・
フォルダ>\dat\Extensibility\Web\
Toolkits\<ツールキット名>\<ツールキット名>.xml

JavaScript ファイルは，上記フォルダの下の JavaScript フォルダにあります。

HP 提供のこの（または任意の）ツールキット・サポート・セット・ファイル
を変更する場合，「カスタマイズのガイドライン」(824ページ)で説明するガイ
ドラインに従ってください。

UFT がサポートされているコントロールを識別する方法の詳細，およびサポー
トされている操作の実装については，該当するツールキット・サポート・セッ
トの XML ファイルと JavaScript ファイルに記載されているコメントを参照して
ください。

カスタマイズのガイドライン
Web Add-in Extensibility について十分に理解している場合，テスト対象の Web 2.0
ツール・アプリケーションのニーズに合うように，組み込まれている Web 2.0 サ
ポートをカスタマイズまたはさらに拡張できます。

さらに，Extensibility Accelerator をインストールしている場合，この IDE を使用
して，必要な拡張 XML ファイルを素早く簡単に設計，開発できます。このため，
UFT とカスタムの Web コントロールとの連携動作を可能にする，JavaScript 関数
の開発に全力を挙げることができます。

Extensibility Accelerator には，UFT Web 2.0 Add-in 用のプロジェクトも組み込まれ
ています。これらのプロジェクトを使用すると，Extensibility Accelerator 機能の学
習，提供されているサポート・ファイルのより簡単な追加または変更に便利で
す。
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HP 提供の任意のWeb Add-in Extensibility ファイルをカスタマイズまたはさらに拡
張する場合，次の手順も実行する必要があります。

l 元の HP 提供ファイルをコピーするか，バックアップする。

l ツールキットのアドイン・マネージャに表示される名前と記述を変更する。こ
の場合，アドイン・マネージャの記述（ツールキットの XML ファイルの
Controls\Description 要素内）に，「<組織>提供」というテキストを挿入しま
す。

l カスタマイズされたテスト・オブジェクト・クラスまたは操作用に開かれる独
自のヘルプ・ファイルを作成する。HP 提供のヘルプ・ファイルと異なる名前
を使用する必要があります（テスト・オブジェクトの XML ファイルの HelpInfo
要素のファイル名を変更します）。

注: Web 2.0 Add-in のインストール時に，選択したアドインの以前のバー
ジョンがコンピュータにインストールされている場合，セットアップに
よってインストールの前に以前のファイルがバックアップ・フォルダに格
納されます。以前のバージョンに対して行ったカスタマイズ内容を新しい
バージョンとマージする必要があります。

これらの変更方法とサポート・ファイルのカスタマイズ方法の詳細については，
<UFT インストール・フォルダ>\help\Extensibility フォルダにある UFT Web Add-in
Extensibility のドキュメントを参照してください。

Extensibility Accelerator での作業の詳細については， 『HP UFT Extensibility
Accelerator for HP Functional Testing ユーザーズ・ガイド』 を参照してください。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 -Web 2.0 Add-
ins

本項には，Web 2.0 Add-ins を使用する際のトラブルシューティングと制限事項の
情報が記載されています。

一般的な制限事項
Web Add-in Extensibility によってサポートされているテスト・オブジェクト（Web
2.0 テスト・オブジェクトなど）を使用する場合，ActiveScreen からチェックポイ
ントを作成するか，ActiveScreen からオブジェクトのプロパティを表示しようと
すると，一部のプロパティ値が空になることがあります。

注: Google Chrome での ActiveScreen の使用はサポートされていません。

ブラウザ固有の制限

l 同期上の問題から，記録中に Internet Explorer または Mozilla Firefox で新しい
Web ページに移動すると，UFT でこのページの特定の ASP.NET Ajax または
jQuery UI オブジェクト上の特定の操作が記録されないことがあります。同様
に，新しいページに移動するステップを実行中に，UFT で特定の ASP.NET Ajax
または jQuery UI オブジェクト上の特定のステップを実行できないことがありま
す。

回避策：記録中に問題が発生した場合，Web ページを更新し，ステップをもう
一度記録してください。実行中に問題が発生した場合は，問題のあるステップ
の前に Wait() ステートメントを挿入してください。

l Web 2.0 テスト・オブジェクトまたは Web Add-in Extensibility ベースのテスト・
オブジェクトは，Safari ブラウザではサポートされていません。
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l ASP .NET AJAX および YahooUI Web 2.0 Toolkit は，Chrome ブラウザでサポート
されていません。

ASP .NET AJAX

l Web 2.0 ASPAjax Add-in を使用する場合，ActiveScreen でのスクリプト実行は標
準設定では有効になりません。

回避策：

a. ［オプション］ダイアログ・ボックスで，ActiveScreen でのスクリプトの実
行を有効にします。［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノードで，［スクリプトの実行］を［有効にする］に設定
します。

b. 設定を有効にするために，テストまたはコンポーネントを閉じて再度開き
ます。

Dojo
Internet Explorer 10 または 11 で Dojo 1.10 を使用して作成したオブジェクトは記
録できません。

回避策： Internet Explorer 9，Firefox，または Chrome でオブジェクトを記録しま
す。

Siebel Open UI

l SiebelOpenUI オブジェクトに対して UFT でテストを実行できるようにするに
は，特別な関数ライブラリをテストに関連付ける必要があります。

この関数ライブラリは，<UFT インストール・フォルダ
>\dat\Extensibility\Web\Toolkits\SiebelOpenUI\Function Libraries\SiebelOpenUI.qfl
にあります。

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［リソース］表示枠で，この関数ラ
イブラリを標準設定の関数ライブラリに設定することができます。詳細につい

アドイン・ガイド
第35章: Web 2.0 Add-in - クイック・リファレンス

HP Unified Functional Testing (12.02) 827 ページ



ては， 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のテストの設定の
リソース表示枠の項を参照してください。

l 標準設定では，すべての SiebelOpenUI オブジェクトが同じページ・オブジェク
トの子オブジェクトとして表示されます。これは，メイン・ページから開かれ
たオブジェクトに埋め込まれたオブジェクトに関しても同じです。

オブジェクトを別のページ・オブジェクトの下にグループ化したい場合は，
［オプション］ダイアログボックスの［ページ/フレームオプション］表示枠
の［次に対して新規ページテストオブジェクトを作成］セクション（［ツー
ル］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］表示枠＞［ページ/フ
レームオプション］）で［ナビゲーションごと］オプションを選択します。

l SblOUIAdvancedEdit オブジェクトに対する情報入力を記録する場合，UFT は，
別のオブジェクトが開かれた後で，入力された情報に対する Set メソッドを記
録します。

回避策：記録した後で，ステップの順序を手動で変更します。

l Siebel OpenUI オブジェクトに対してメソッドを選択する際に，オートコンプ
リート・リストにオブジェクトの内部メソッドの一部が表示されます。これら
のメソッドはテストには使用しないでください。

l McAfee scriptproxy アドオンを Internet Explorer で有効にしていた場合，UFT で
は，SiebelOpenUI アプリケーションの Link オブジェクトが適切に認識されない
ことがあります。

回避策： アドオンを無効にしてテストを再び実行します。
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第36章: Windows Runtime Add-in - クイッ
ク・リファレンス
Windows Runtime Add-in を使用すると，Windows Runtime 環境（Windows 8.x ，
Windows RT，または Windows Server 2012）で実行するために作成された Windows
Runtime アプリケーション（Windows Store から入手可能）をテストできます。

注: Windows Runtime 以外のアプリケーション（Windows 8.x または Windows
Server 2012 のデスクトップ・セクションから開くもの）をテストする場合
は，Standard Windows Add-in を使用します。Standard Windows Add-in の詳細に
ついては，「標準 Windows サポート - クイック・リファレンス」(592ページ)
を参照してください。

次の表には Windows Runtime Add-in に関する基本情報および，よく使用される
UFT の特徴とどう関連するかがまとめられています。

一般情報

アドインの種
類

l 標準 Windows テスト・サポートは，Windows ベースのアドイ
ンと同じように機能します。機能の多くは，他の Windows
ベースのアドインと同じです。詳細については，「Windows
ベース・アプリケーションのサポート」(133ページ)を参照
してください。

l Windows Runtime Add-in とその他の Windows ベースのアドイ
ンの間には，いくつか重要な違いがあります。これは，
Windows 8.x および Windows Server 2012 で導入された変更に
よるものです。詳細については，「UFT での Windows
Runtime Add-in の使用 - 概要」(835ページ)を参照してくださ
い。
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サポート環境 l サポートされるテクノロジとバージョンについては，
『HP Unified Functional Testing 使用可能製品マトリクス』
（UFT ヘルプ・フォルダまたは「HP サポート・マトリク
ス」ページ（HP Passport が必要）から入手可能）を参照し
てください。

テスト・オブ
ジェクト，メ
ソッド，プロ
パティ

Windows Runtime Add-in では，Windows Runtime アプリケーショ
ンでオブジェクトをテストするときに使用できるテスト・オブ
ジェクト，メソッド，およびプロパティが提供されます。詳細
については，『HP UFT Object Model Reference for GUI Testing』
の「Windows Runtime」の項を参照してください。

チェックポイ
ントおよび出
力値

l 『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
チェックポイントおよび出力値に関する項を参照してくださ
い。

l 詳細については，「各アドイン用 GUI チェックポイントおよ
び出力値」(842ページ)を参照してください。

トラブル
シューティン
グと制限事項

「トラブルシューティングと制限事項 - Windows Runtime」(840
ページ)を参照してください。
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UFT4WinRT
サービス

UFT をインストールすると，UFT4WinRT という名前のサービス
もインストールされます。

UFT を使用して Windows Runtime アプリケーションをテストす
るには，このサービス（Windows タスク・マネージャの［サー
ビス］タブ）を開始しておく必要があります。

サービスを有効にするには，管理者特権が必要です。

このサービスは，次の方法で UFT が Windows Runtime 環境で動
作できるようにします。

l UFT の整合性レベルを高（標準設定は中）に設定

l UFT を管理者特権モードで実行

l ユーザに対する UAC を有効にして UFT を実行

このサービスによって，オブジェクト・スパイ，［ナビゲート
して学習］ツールバー，記録などの一般的な UFT のツールが，
Windows Runtime アプリケーションに対して使用できるように
なります。

前提条件

アプリケーションを開く Windows Runtime アプリケーションを開くタイミ
ングは，UFT を開く前でも後でも構いません。

Windows 8.x または Windows Server 2012 が実行さ
れているコンピュータに UFT がインストールされ
ている場合，Windows Runtime テストのサポート
は常に有効になっています。したがって，このア
ドインはアドイン・マネージャに表示されませ
ん。

アドインの依存関係 なし
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設定

［オプション］ダ
イアログ・ボック
ス

［Windows アプリケーション］ 表示枠（［ツール］＞
［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［Windows アプ
リケーション］ノード）を使用。

GUI テストが開いていることを確認し，［ツール］＞［オ
プション］＞［GUI テスト］タブ＞［Web］＞［一般］ボ
タンを選択します。

詳細については，「［Windows アプリケーション］＞
［一般］表示枠（［オプション］ダイアログ・ボックス
＞［GUI テスト］タブ）」(139ページ)を参照してくださ
い。

［記録と実行環境
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

［Windows Applications］タブを使用(［記録］＞［記録と
実行環境設定］

l ［UFT によって開かれたアプリケーション］および
［デスクトップ (Windows シェル)から開いたアプリ
ケーション］オプションは，Windows Runtime Add-in
ではサポートされません。

l ［次の指定アプリケーション］オプションには，テス
トするアプリケーションのタイプに応じて異なる情報
を入力します。

n WPF および XAML ベースのアプリケーションの場
合：アプリケーションの .exe プロセスの名前

注: アプリケーションの作業フォルダの場所は入
力する必要はありません。

n HTML および JavaScript ベースのアプリケーション
の場合： WWAHOST.exe

l アナログ記録と低レベル記録は，Windows Runtime
Add-in ではサポートされていません。
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［ActiveScreen キャ
プチャのカスタム
設定］ダイアロ
グ・ボックス
（テストのみ）

［Windows アプリケーション］セクション（［ツール］
＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞
［ActiveScreen］ノード＞［カスタムレベル］）を使用。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』の
［ActiveScreen キャプチャのカスタム設定］ダイアログ・
ボックスに関する項を参照してください。

アプリケーション
領域の［追加設
定］表示枠
（ビジネス・コン
ポーネントのみ）

［アプリケーション］表示枠を使用。

アプリケーション領域ウィンドウ内で，［追加設定］を
クリックし，サイドバーで［アプリケーション］を選択
します。

『HP Unified Functional Testing ユーザーズ・ガイド』のア
プリケーション領域のアプリケーション設定の定義に関
する項を参照してください。

本章の内容

概念 835

UFT での Windows Runtime Add-in の使用 - 概要 835

タスク 836

Windows Runtime 環境で UFT を使用する方法 836

リファレンス 840

トラブルシューティングと制限事項 - Windows Runtime 840
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概念

UFTでのWindows Runtime Add-inの使用 -概要

Windows Runtime Add-in を使用すると，Windows Runtime 環境で動作しているアプ
リケーションをテストできます。Windows Runtime 環境とは，Windows 8.x または
Windows Server 2012 で，Windows Store から入手したアプリケーションを実行す
る領域を指します。

注: Windows 8.x または Windows Server 2012 では，UFT は Standard Windows
Add-in を使用して，デスクトップ上で動作するアプリケーションをテストしま
す。

UFT ではさまざまなタイプの Windows Runtime アプリケーションをテストできま
す。

l WPF または XAML ベースの Windows アプリケーション

WPF または XAML ベースのアプリケーションの詳細については，
http://msdn.microsoft.com/en-us/magazine/jj651571.aspx を参照してください。

l HTML または JavaScript ベースの Windows アプリケーション

HTML ベースの Windows Runtime アプリケーションの詳細については，
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/apps/hh770842.aspx を参照し
てください。JavaScript ベースの Windows Runtime アプリケーションの詳細に
ついては，http://msdn.microsoft.com/en-us/library/hh710230(v=vs.94).aspx を参
照してください。

注: HTML または JavaScript ベースの Windows アプリケーションをテストす
る場合，UFT を開始する際に Web Add-in をロードする必要もあります。

Windows Runtime Add-in の基本的な設定の詳細については，「Windows Runtime
Add-in - クイック・リファレンス」(830ページ)を参照してください。
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タスク

Windows Runtime環境でUFTを使用する方法

このタスクでは，Windows Runtime 環境で UFT の一般的なタスクを実行する方法
を説明します。

このタスクには，次の手順が含まれています。

l 「前提条件」(836ページ)

l 「UFT と Windows Runtime アプリケーションの同時表示」(836ページ)

l 「UFT ツールと Windows Runtime アプリケーションを組合わせて使用」(837
ページ)

前提条件
Windows Runtime アドインを使用するには，次の要件が満たされている必要があ
ります。

l Windows 8.x または Windows Server 2012 を搭載しているコンピュータに UFT が
インストールされていること

l UFT4WinRT サービスが動作していること。このサービスの詳細については，
サービスの説明を参照してください。

UFT と Windows Runtime アプリケーションの同時表示
UFT は Windows 8.x または Windows Server 2012 のデスクトップ上で動作します。
このため，UFT のダイアログ・ボックス，表示枠，ウィンドウとの間の直接のや
りとりは困難です。［スタート］ 画面から使用できる Windows Runtime アプリ
ケーションと UFT を組み合わせて使用するには，開いているウィンドウのサイズ
を変更します。
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l UFT を含むデスクトップ・ウィンドウを画面の端にドッキングします。

a. デスクトップ・ウィンドウで，ウィンドウの上端にマウスを移動します。
マウス・カーソルが手の形に変わります。

b. デスクトップ・ウィンドウを画面の下に向けてドラッグします。

c. ドラッグしたウィンドウを画面のどれかの端に移動します。

d. 必要に応じてウィンドウのサイズを変更します。

注: ウィンドウのサイズは，画面の 1/3 または 2/3 を使用するように変
更できます。

l UFT を全画面表示で使用します。

標準設定では，UFT セッションを含むデスクトップ・ウィンドウは全画面表示
で表示されます。Windows Runtime アプリケーションに移動するには，次の手
順に記されているキーボード・ショートカットを使用します。

UFT ツールとWindows Runtime アプリケーションを組合わせて使
用
UFT は Windows 8.x 以上のデスクトップ画面で動作するため，［オブジェクト ス
パイ］ダイアログ・ボックス，［ナビゲートして学習］ツールバー，［記録］
ツールバーとの直接のやりとりは困難です。UFT で Windows Runtime アプリケー
ションにアクセスできるようにするには，次の手順を使用します。

1. 該当する UFT ツールを開きます。

2. 次の手順のいずれかを実行します。
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オブジェク
ト・スパイ

Windows + SHIFT キーを押します。開いているすべての
Windows Runtime アプリケーションが順番に切り替わりま
す。

アプリケーションを選択すると，［オブジェクト スパイ］
ダイアログ・ボックスが開いているアプリケーションの上
に表示されます。

注: このオプションを使用してアプリケーションに切り
替える場合，［オブジェクト スパイ］ダイアログ・
ボックスの［常に手前に表示］は機能しません。

［ナビゲート
して学習］
ツールバー

a. ALT + TAB を押します。開いているアプリケーションの
リストがウィンドウに表示されます。

b. 矢印キーを使用してアプリケーションを選択します。
Windows Runtime アプリケーションがメイン・ウィンド
ウに表示されると，［ナビゲートして学習］ツールバー
が開いているアプリケーションの上に表示されます。
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記録ツール
バー

a. ALT + TAB を押します。開いているアプリケーションの
リストが表示されます。

b. 矢印キーを使用してアプリケーションを選択します。
Windows Runtime アプリケーションがメイン・ウィンド
ウに表示されると，［記録］ツールバーが開いているア
プリケーションの上に表示されます。

注: オブジェクトに対する記録またはスパイ中に ALT + F4 を押してアプリ
ケーションを閉じた場合，記録またはスパイを続行するとアプリケーショ
ンは自動的に再び開きます。

3. 必要に応じて，オブジェクトのスパイ，オブジェクト・リポジトリへのオブ
ジェクトの追加，またはアクションの記録を続行します。
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リファレンス

トラブルシューティングと制限事項 -Windows
Runtime

l 標準設定では，UFT は UFT4WinRT サービスを実行しません。このサービスは，
UFT が Windows Runtime オブジェクトを正しく認識して操作するために必要で
す。

回避策：Windows タスク・マネージャの［サービス］タブで，UFT4WinRT サー
ビスを開始します。サービスを有効にするには，管理者特権が必要です。

l .Object プロパティを使用して Windows Runtime オブジェクトのネイティブ・プ
ロパティを呼び出すことはできません。

l アナログ記録と低レベル記録は，Windows Runtime Add-in ではサポートされて
いません。

l ［オブジェクトの認識］ダイアログで Windows Runtime オブジェクトの必須お
よび補足認識プロパティを変更した場合，同じ UFT セッションで同じオブジェ
クトをスパイまたは追加する際に，UFT は変更されたプロパティを認識しませ
ん。

回避策：UFT を再起動して，オブジェクトをもう一度スパイまたは追加しま
す。

l 記録中に ALT + F4 を使用して Windows Runtime アプリケーションを閉じた場
合，UFT はアプリケーションの終了を記録しません。

回避策：記録後に手動で WindowsApp.Close ステートメント・ステップを追加
します。

アドイン・ガイド
第36章: Windows Runtime Add-in - クイック・リファレンス
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第19部:付録



付録A:各アドイン用GUI チェックポイン
トおよび出力値
本章の表に，各アドイン用に UFT でサポートしているチェックポイントおよび出
力値のカテゴリを示します。

個別のアドインにおけるチェックポイントおよび出力値の使用の詳細について
は，該当するアドインの項を参照してください。

本章の内容

l 「サポートされているチェックポイント 」(843ページ)

l 「サポートされている出力値 」(849ページ)
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サポートされているチェックポイント
次の表に，各アドイン用に UFT でサポートしているチェックポイントのカテゴリ
を示します。

表の凡例

l S：サポート対象

l NS：サポート対象外

l NA：不適用

注: 標準およびビットマップ・チェックポイントはキーワード・コンポーネ
ントでのみサポートされています。

追加情報については，「脚注」(848ページ)を参照してください。
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脚注

1 テキスト・ チェックポイントはページ，フレーム，および ViewLink オブジェク
トのみでサポートされています。

2 UFT チェックポイントを PowerBuilder DataWindow コントロールに挿入すると，
テーブルとして処理され，［テーブル チェックポイントのプロパティ］ダイアロ
グ・ボックスが開きます。

3 NET Web Forms に関して，WbfTreeView，WbfToolbar，および WbfTabStrip オブ
ジェクトのテキスト・チェックポイントはサポートされていません。

アドイン・ガイド
付録A: 各アドイン用 GUI チェックポイントおよび出力値
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4 Java Applet オブジェクトのテキスト領域・チェックポイント・メカニズムは，
標準設定では無効です。これは，［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックス
で有効にできます。

5 これは，UFT が Web インフラストラクチャを使用して HTML 要素を記録する場
合にのみサポートされていますが，SAPGui スクリプティング・インタフェース
（［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP］表示枠で選択）を使用して記録
する場合はサポートされていません。

6 これは，UFT が OCR（光学式文字認識）を使用するように設定されている場合の
みサポートされています。

7 標準モードで実行されている Internet Explorer 9 以降や Google Chrome，Mozilla
Firefox，Apple Safari では，WebXML テスト・オブジェクトをサポートしていない
ため，XML チェックポイントはこれらのブラウザでサポートされません。

サポートされている出力値
次の表に，各アドイン用に UFT でサポートしている出力値のカテゴリを示しま
す。

表の凡例

l S：サポート対象

l NS：サポート対象外

l NA：不適用

注: 標準およびビットマップ出力値はキーワード・コンポーネントでのみサ
ポートされています。

追加情報については，「脚注」(854ページ)を参照してください。

アドイン・ガイド
付録A: 各アドイン用 GUI チェックポイントおよび出力値
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脚注

1 テキスト出力値はページ，フレーム，および ViewLink オブジェクトのみでサ
ポートされています。

2 出力値ステップを PowerBuilder DataWindow コントロールに挿入すると，UFT に
よってテーブルとして処理され，［テーブル出力値のプロパティ］ダイアログ・
ボックスが開きます。

アドイン・ガイド
付録A: 各アドイン用 GUI チェックポイントおよび出力値
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3 Java Applet オブジェクトのテキスト領域出力メカニズムは，標準設定では無効
です。これは，［Java 詳細オプション］ダイアログ・ボックスで有効にできま
す。

4 これは，UFT が Web インフラストラクチャを使用して HTML 要素を記録する場
合にのみサポートされていますが，SAPGui スクリプティング・インタフェース
（［オプション］ダイアログ・ボックスの［SAP］表示枠で選択）を使用して記録
する場合はサポートされていません。

5 これは，UFT が OCR（光学式文字認識）を使用するように設定されている場合の
みサポートされています。

6 標準モードで実行されている Internet Explorer 9 以降や Google Chrome，Mozilla
Firefox では，WebXML テスト・オブジェクトをサポートしていないため，XML 出
力値はこれらのブラウザでサポートされません。

7 テキスト出力値（テストのみ）を作成できるのは，TeScreen および
TeTextScreen オブジェクトについてのみです。

8 ターミナル・エミュレータ・ウィンドウでは，ステータス・バーと，メ
ニュー・オプションから開くダイアログ・ボックスについて，テキスト・チェッ
クポイントおよび出力値（テストのみ），および，標準のチェックポイントおよ
び出力値を追加できます。UFT ではこれらを標準の Windows オブジェクトとして
認識します。

アドイン・ガイド
付録A: 各アドイン用 GUI チェックポイントおよび出力値

HP Unified Functional Testing (12.02) 855 ページ



Windows 8オペレーティングシステムで
のUFT へのアクセス
標準設定では，Windows 8.x の［スタート］または［アプリ］画面から UFT に直接
アクセスできます。

また，Windows の以前のバージョンの［スタート］メニューからアクセスできた
UFT アプリケーションとファイルを，［スタート］画面に追加することができま
す。これには次のものが含まれます。

l アプリケーション（.exe ファイル）：次に例を示します。

n Run Results Viewer

n パスワード・エンコーダやライセンス検証ユーティリティなどのすべての
UFT ツール

n API テスト サンプル・フライト・アプリケーション

l プログラム以外のファイル。ドキュメントおよび Mercury Tours Web サイトへ
のリンクには，［アプリ］画面からアクセスできます。

注: 標準設定では，Windows 8 の［スタート］画面と［アプリ］画面は，
Internet Explorer をメトロ・モードで開くように設定されています。ただし，
コンピュータのユーザー・アカウント制御がオフになっている場合，Windows
8 は Internet Explorer をメトロ・モードで開きません。 このため，［スター
ト］または［アプリ］画面から HTML ショートカット（UFT ヘルプや Readme
ファイルなど）を開こうとすると，エラーが表示されます。

この問題を解決するには，Internet Explorer の標準設定の動作を変更して，メ
トロ・モードで開かないようにできます。［インターネットのプロパティ］ダ
イアログ・ボックス＞［プログラム］タブで，［リンクの開き方を選択］オプ
ションの［デスクトップ上には常に Internet Explorer を表示］を選択します。
詳細については，http://support.microsoft.com/kb/2736601 および

アドイン・ガイド
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http://blogs.msdn.com/b/ie/archive/2012/03/26/launch-options-for-internet-
explorer-10-on-windows-8.aspxを参照してください。

アドイン・ガイド
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フィードバックの送信
アドイン・ガイドの改善点について，フィードバックをお寄せくださ
い。

フィードバックの送信先：sw-doc@hp.com
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